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本 器 は NTSC 方 式 に よる ヵ カラー 受像 機 お 
よび カラ ー テ レビ 機器 の 調 層 や 点検 に 必要 な 
装置 で , 外部 同期 信号 を 必要 と せ ず 色 回 路 調 
衝 用 の カラ ー ペ バー 信号 , B お ーY・R 一 Y 信 号 , 
コン パー ジェ ンス 調 峯 用 の ドッ ト 信 号 , 格子 
信号 な どの 映像 信号 が えら れる ほか テレ ピ ビ ・ 
チャ ネル (1 一 12 チ ャ ネル の 内 , 任意 の も ゃ もの) 
に 座 調 きれ た 高周波 出力 も を られ る の で , 放 


送 の 有無 に か ゝ わら ず カ ラー 受像 機 の 調 敵 が 
人 簡単 に で きま す . 

規格 

出力 喘 像 信号 開放 端子 で 0 一 2.5V pip 


正 ま た は 負 
の ⑦① ヵ ラー パー 信号 


@⑤ 色 度 信 号 
の の 理 度 信 号 
@S 格 子 信 号 
⑬ ド ッッ ト 信号 
高周波 変調 出力 信号 


1007n 端 子 で 0 一 1.0V 5-s 

錠 和 度 100% 

色 配 列 順 | 白 ・ 黄 ・ シ アン ・ 緑 ・ 
マゼンタ ・ 赤 ・ 殖 の 明 座 大 

殖 庶 成分 を 除去 し た 信号 

色 謀 成分 を 除去 し た 信号 

水平 1 5 本 、 垂 直 2 0 本 

300 点 

1 12 チ ャ オキ ネル の 内 , 任意 の 1 子 


ャ オキ ネル の 高周波 変調 出力 が (プラ 
グイ ィ イン 方 式 に より ) えら れる 
出力 電圧 約 10 mV 


副 搬 送 流出 力 信 号 1.0V 5-s 
寸 法 ・ 重 大 270( 店 )x300( 高 き )X400( 奥 行 ) 
・ 約 12 kg 


本 器 は , 


” 言 号 中 の 色 庶 信号 を 測定 する た め に 設計 きれ 
749 形 ベ ク トル ス a ー プ $ や A カ 0 タク が 謀 し 4 調 必 き れ 


NTSC 方 式 に お ける 複合 カラ ー 


て いる か ,。 また は 和 守 成 きれ た カラ ーー ペー 信 号 
を 取り 扱っ て いる 伝送 機器 が 正常 な 位相 ・ 振 
幅 関 係 を た も っ て いる か どう か を 監視 し , ま 
た 比 速 な 測定 を 行う の に 非常 に 便利 な 測定 器 
で あり ます . 

な お 本 器 は , 一 盤 の オォ オシ ロス コー プ 装 置 で 
観測 する 場合 と 同様 に 水平 掃引 表示 も ゃ 可能 で 
すか ら , 特に 正確 な 位相 の 測定 を 必要 と する 
場合 は 電 調 憶 法 に より 内 部 精密 移 相 器 で 測定 
する こと が で きま す 。 ご れ に より 袖 分 位相 
徴 分 利得 の 測定 も ゃ 可能 で ちり ます . 


格 

入 カカ 信 号 NTSC ガ 式 に よる 複合 カラ ー 人 信号 
(2 信号 )、 喘 像 1 Vp-p 同期 0.4 
Ve 75 9 不平 笑 

3.579545 Me 副 無 送 波 2 V ps-b ユ EE 

0 一 200" 連 続 可 座 

ペク タ ト ル 表示 に お いて 士 2° 

水平 掃引 表示 (協調 民 法 ) に お いて 土 1? 
2 信号 比較 士 3 % 


芝 電 気 株 式 会 入 

ニニ — 外部 副 手 送 渡 入 力 
EL XL zx 不 位相 測定 絢 
i p= \ yw 相 確 席 
芝 電 気 測 器 株 式 会 
* えい 上 則 款 杜 飽和 庶 測 定 
本 社 ・ 工 場 東京 都 世 田谷 区 野沢 町 2 丁目 148 (421) 5111~5 a ; 


R 方 式 ペク トル 表示 と 水平 掃引 表示 (期間 1H) 
八王子 工場 八 王子 市 大 和田 町 1644 和信 王子 2)6121( 代 ) Pd wn a 509& ま た は 60% 
営業 所 東京 営業 所 ・ 大 阪 営業 所 ・ 福 岡 営 業 所 約 350 VA 
\ + 法 500( 店 )x250( 高 き )x470( 奥 行 ) 


表 


to 


ラン シン 7 1-£g 


30Mc 


I053 シ > 7A 1 4 shba 


使用 プラ ウゥ ン 管 5BHP2 

垂直 軸 ( 広 帯域 増幅 器 使 用 の 場合 ) 
周波 数 特性 0~30Mc 
偏向 感度 約 200mm/VDpc 
現象 遅延 時 間 約 0.18 gs 
立上り 時 間 0.012 gs 

水平 軸 

掃引 速度 12s/em~0.1kgs/cm 

掃 統 天 5 倍 

掃引 遅延 


77 イッ 2 ニット | 


広帯域 増幅 器 
周波 数 特性 0 一 30Mc 
感 度 約 200mm / Vpc 


二 現 象 切換 増幅 器 
周波 数 特性 0 24Mc 
感 度 約 200mm / Vpc 


高利 得 増幅 器 
周波 数 特性 0 一 350 Kc また は 0 一 2Mec 


感 度 10,000mm / Vpc ま た は 200 mm/Vpc 


東京 芝浦 電気 株 式 会 社 


100 ms~—1 gs 


NE NE 


カラ ー テ レビ 時 代 に 
| 藤倉 # ぉ (2 独創 的 
カラ ーTV 用 
カメ ラ ケ ー フ ル 


特 長 1. ま る つ , 振動 , 屈曲 等 に 対し 電気 的 
安定 性 を 広 周波 帯域 に な いて 保つ 。 
2. 仕 上 外 径 小 き く 可 拉 性 , 屈曲 性 に 富 
み 取 扱 が 簡単 で ある 。 
ァ テー 配列 が 独創 的 で ある 。 


特 性 同軸 心 
特性 イン ピー ダン ス _ 50 エエ 2Q0 at 10MC 
減 誤 量 1MC 15db/km 以 下 
10MC 52db/km 以 下 
絶 緑 抵 抗 10KMQ 一 km 
絶 縁 耐 圧 1KV/1 分 間 


参 考 


| カラ ー テ レビ 用 | モノ クロ ー ム テレ ビ 用 
| | 83 | 54 [2 125 心 | 24 必 
| 同軸 心 | 8 心 | 6 心 |13 心 13 心 | 3 必 
| 制御 |63+5| 42 |20 心 | 18 心 | 17 心 


電源 心 | の 必 | 0 | oD | GE | 4% 
トラ ンジ ュ スター テレ 
0 8 hath 14 

| 同 幅 心 2 心 |*2 心 3 2 
| 制御 心 | 11 + [1+ | 9 心 |6 +⑭ 心 
[ 電 陽 | 2 1 きれ 2 心 る 

83 心 カラ ー テ レビ 用 注 * 同 由 が 759 型 で ある 事 を 示す 

を 他 は 509 型 ・ (  ) 叶 蔽 付 を 示す 3 


庶 念 電 . 如 株 基 侍 社 


本 社 東京 都 江 東 区 深川 平 久 町 1 の 4 電話 (641) 代表 1111, 1131, 4156 
L 場 東 京 る 沼 3 4 

販売 店 大 阪 ・ 福 岡 出 張 所 名 古屋 ・ 仙 | 人 台 
駐在 員 札幌 
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, 

r 
" 
Ps 
誠 2 
> 
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13000MC 帯 全 F ラ ンジ タイ 
NE マイ クロ ウェ ー ブ 通 信 装置 
<l 3G—60Tr) 


る の リポ 1 区 答 作 本 の は か 全 間 E に 9 08 の 
夫 最 初 の 中 継 方 式 

e13000 MC 和 淀 を 用 いた 世界 最初 の 多重 電話 中 継 方 式 

最大 6 0 通話 路 迄 の 中 継が 可能 


回 路 構 成 並 に 特性 


空中 線 は パラ ボラ 
偏 波面 を 互 に 直交 て 

共用 ププ ィ ル 一 を 省略 し 送信 部 は クラ イズ 
本 二 半 
は 約 100m w その 一 部 は 方 向 性 結合 器 を 用 いて 
分 離し 受信 回 路 の 局部 発振 信号 と し て いる 中 
間 周 波 増 巾 器 は 四 極 トラ ンジ スタ を 用 い 集 中 泊 
波 器 に より 和 帯域 を 制限 し AGC 回 路 と し て は 
ダイ オー ド に よる 可変 減衰 器 を 用 い 振 巾 特性 の 
変動 を 最少 に お さえ た 復調 器 は ダイ オー ドリ 
ミエ ター を 品 い 電源 は 
交流 100 又 200 V を 直流 24V に 直し トラ シン ン ジ 
スタ 和 定 電 圧 発振 器 を 用 いて 昇 語 する と 共に 安定 
人 で グラ テ イ スベ ドジ 名 動作 させ で いる 従っ て 
24V の 著 電 池 を 附 加 すれ ば 無 停 電 方 式 と する こ 
と が で きる 本 装置 に 1.7 m の 空中 線 を 用 いる 
と 約 10km の 区 間 で フェ イデ ィング マー ジン 和 約 40 
db 約 20km の 区 間 で 約 36 db を 得 て 各 通話 路 の ※ は 
50db 以 上 と な り ま す 


型 反射 鏡 
させ 


を 
て 送受 共 


TR 13GE 5 送受 信 装置 


主要 営業 品 戸 目 
電話 機 ・ 交 換 機 ・ 伝 送 通 信 装 置 ・ ラ ジオ テレ ビ 
放送 装置 ・ 無 線 通 信 装置 ・ 電 子 計算 機 ・ 自 動 制御 


装置 ・ 電 子 管 ・ 半 導体 製品 ・ 写 真 模 写 電 送 装置 


: 超 音 波 装 置 - 音 的 機器 ・ テ ニレ ビ ・ ト ラン ジス タ 
E> 日 本 電 宗 ラ ジ オ ・ 穴 庭 電化 用 品 な ど 


310—06— 1— 3508 


印刷 回 路 用 積層 板 


半導体 素子 の 発達 や 一 般 回 路 部 品 の 小形 化 に 
裏付け られ て 印刷 回 路 方 式 が エレ クト ロニ クス 
の 半 形 に な っ て 来 ま し た . 

現在 最も 多く 使用 され て いる の は 紙 フ ェ ノ ー 
ND ri 


動 制御 装置 ) その 他 通 信 機器 用 と し て 使用 する 


に は 幾多 の 問題 を 生ずる 可能 性 が ぁ り ます . 富 
上 通信 機 で は , その 必要 性 か ら 匠 界 で 最高 と 評 
され る 印刷 回 明 玉 用 箕 性 放 : ラジ 9 お 時 天 


ン .( デ 癌 = シン ) 邊 覗 用 
に ニ ポ キ シ 安 性 ポリ テス テル と ガラ ス 相 
を 配 し , 電気 的 ・ 機 械 的 性 能 


( 


的 性 能 に 飛躍 的 向上 を さ 
せ を, 特に 機械 加工 性 と し て コー ルド トド パ バンチ て 常 
温 で 1.5 m/m 厚 の も の が 表面 , 端面 , 穴 共 完 
に 抜け る ) 出来 る と 云う 一 大 特徴 を 持っ て いま 
す . また 使用 の 際 必 ず 起 る 半田 ジャ プ ブ に よる 幸 
ン ョ ッ ク も ガ 肛 県 用 の 多 徐 が まずは ばら 4 
周 性 の 大 きい 画 期 必 に し で て やり 


特性 は 下 表 を 御 参 照 下 
代 絆 に 記 結 し た 材料 の 凍 発 か ’ 技 和 1 閑 革 新 の 最 
先端 を 行く 電子 工業 に 最も で ある こと を 思 
WW 通信 機 メ ー カ ー a dd この 基 材 を 原 
材 , 基 材 , 銅 鎖 に 至る まで 一 貫 し て 開発 
選 、 い 独 自 の 構想 の も と に 作り 上 げた も の 
で あぁ! en kt 
に 実用 化し て その 特長 を 遺 司 な く 発 揮 し て 


0 ¢ 


RO Yo re YY 
測定 項 自 i E 0 付 a ステ ライ ト エス テラ イト | 幣 販 ae, 
こう 穫 i TAP-2_ TGP-2 フェ ノー ル 系 
銅 舌 と の 接着 力 | 室温, 90° 方 向 (kg/em) 1.5 1.5 1.5 
» 150°C, 90° 方 向 (kg/cm) 0.5 0.7 0.8 
半田 漫 セキ 耐久 性 | 235°+°C 5 秒 以内 10 秒 10 秒 
和夫 沸 絶縁 抵抗 19IS に ょ る 2 時 間 (MQ) >105 >10 103 
体積 賠 有 抵抗 |30°C, 24 時 間 肖 水 後 (n cm) 10" 5x10 10u 
表面 固有 抵抗 |30°C、24 時 間 浸水 後 (a 10" 5x10!: 10% 
謗 電 正 接 |24 時 間 温水 後 10%c/s, 30°C 200 x 10™ 250 x 10°* 400 x10™* 
読 電 率 |24 時 間 浸水 後 10°cls, 30° 6 3.2 3:4 4.5 
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富士 通信 去 製 遺 簡 式 會 笠 


東京 都 千代 田 区 丸の内 3 の 2 


電話 (281) 6 2 2 1 (大 代表 


ITZ7ATTT 


最近 の 電気 機器 は 特に 小型 軽量 化 が 要求 され る た 第 1 表 耐 摩 試 験 比較 
め , 必然 的 に 機器 の 使用 温度 の 上 昇 を も た らし ます 各 熱 温度 | 規 温 | 100°C | 150°C | 200°0 | 250°C 
の で , と これ に 使用 され る マグ ネッ トワ イヤ る も 耐熱 度 試 線 ーー 壁 多 回 数 回 /0.1 mm 回 10:1 mm 回 /0.4 mm 回 /0.1 mm 男 | [0.1 mm 
の 高い も の が 求め られ る 、 生 あり ます 。 B-2 軍 ガラ ス 線 a TT 250 | 99 
と の 要望 と と こたえ て 当社 が 開発 し た テレ グラ スワ i < Met, 2 ご ip aiit 
0 記 A 120 en ene 
リエ ステ ル 繊 維 と ガラ ス 繊 維 を 組み 合わ せ た 新 し い ( 注 ) 共生 2kg 


圧 熱 マゲ ネッ トワ イヤ ャ で あり ます 。 
と この デレ グラ スワ ウイ ヤ の 特長 と し て は つぎ の 点 が あげ られ ます 。 
(1) 面 摩耗 性 が & わ め て すぐ れ て いる 。 
第 1 表 に ガラ ス 巻 線 と の 比較 を 示し まし た が , テレ グラ スワ イヤ は 150°C 
以上 の 温度 で 処理 する と , 特に 著しく 耐 摩耗 性 が 向上 し ます 。 
(2) 耐 衝撃 性 が 優秀 で ある 。 
; テレ グラ スワ イヤ は きわ め て すぐ れ た 耐 衝 上 撃 性 を ちる も る っ て いま す 。 第 2 図 に 
大 型 コ イィ ル の 段落 し 部 分 の 被 柏 材料 の 損傷 状況 を 示し まし た が , 過酷 な 段落 
し 作業 に よっ で 舞 放 得度 の 少な いと と が 分 り ま す 。 
(3) 耐熱 人 性 が すぐ れ て いる 。 
ポリ エス テル 織 航 は 150C の 空気 中 に 168 時 間 蝶 し て も 引張 り 強 さき の 低 
下 は 15~30 必 , 1,000 時 間 後に お いて も わずか に 50 必 の 低下 に すぎ ませ 
ん 。 
(4)- 耐 湿性 が すぐ ざ ぐれ て いる 。 第 2 図 段落 し 部 の 被 欄 損傷 状 
高温 下 (RH 90 履 40°C) の 絶縁 抵抗 は 第 3 図 に 示す と お り ,100 時 間 保 持 。 「) イ 下 ガラス 着 線 <) テレ 2 
後に おい て も 2~3 けた 程度 ガラ ス 巻 線 よ り も る 良好 で あり ます 。 
C5) 耐 屈曲 性 , ワ = ス 性 が 良好 で ある 。 \ 


第 1 図 テレ ゲラ スワ イヤ 


ーー モル 7 ラス 7 イヤ で (F 種 ) 


(6) 仕上 り 外 径 が 均一 で 小さ い P 
すなわち 和え レダ ラス ワイ ヤ の も っ と も 特長 と する と と ろ は ガラ ス 巻 線 の 欠 ささ | 
| 遍 で あぁ っ た 機 的 族 能 を 著しく 改善 し て いる と と で , すでに 日 立 製作 所 に お | 
いて は 各種 の 機器 に 多量 に 使用 され , その 結果 は 電工 作業 中 に お ける 彼 奏 の * es 
失 傷 が ほ と 六 どく ぐ な り , 能率 的 な 作業 が 可能 に な る と と も に , 機器 の 性 能 寄 
向上 に 大 きく 買 献 し て いま す 。 テ レグ ラス ワイ ヤ の すぐ れ た 性 能 と 使用 者 側 上 ET) 
の 好評 は 耐熱 機器 の 進出 と 相まって , ます ます その 応用 分 野 を 広め つつ あお あり Sk 
導 す ー ! ” 


作 - 持 時 義 {)) 
第 3 図 高 湿度 RH 90%,40°C) 下 に お け 
る 綿 緑 抵抗 


本 社 東京 都 千代 田 区 丸の内 2 の 12 番 地 


日 所 電線 株 戒 次 i 半 揚 - 
Lh 販売 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 宣 山 
2 芋 * a 


ce 
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RRC RNMC ° 
中 アア で DU IVELRS 
これ が 61 年 型 の 

S25 ガク ロリ スコ 3 


a fF , 
ES Ws の - 
国内 最大 の シン クロ スコ ー プ 専 問 メ ー 
カー の 岩崎 通信 


EV ン Pt DC~ SS-5602 


スコープ 


SS 一 5602 の 性 能 


感 度 0.05V/cm ~0.2V/cm 
周波 数 特性 DC~60MC-3dB 
掃引 速度 拡大 器 を 含め 
0.02usec/cm~12sec/cm 
較正 電圧 0. 15mv~50V 
寸 法 350WX450HX720L 
叉 、 新 製品 と し て 、5 叶 プラ ウゥ ウン 管 を 
使用 し た 、 DC~5MC の SS 一 5051 
DC~2MC の SS 一 5022 
も ぁ も 加 わり まし た 
と の ほか 、 次 の 種類 の シン クロ スコ ー 
プ が あり ます 
DC~4MC SS~3041 ミゼット タイ プ 
DC~5 ら MC SS~5052 ポー タブ ル テ レ レビ 用 


DC~10MC SS~5102 プラ グイ ン シ ス テム 
DC~15MC SS~5151 スタ ンダ ー ド 
“ SS~515 スタ ンダ ー ド テレ ビ 用 
” SS~5154 南方 向 


4 DS~5155 2 ビー ム プラ グイ ン 


S 
DC~30MC SS~5302 プラ グイ ン シス テム る s 
DC~1MC MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ : 総 揚 夫 ' 
半 レ の か のか トロニクス ) 朋 4 る 寺野 で 大 躍 ue 4 @ «-« 
て いる ろ る 生 綺 の ミ を 御 

cg 丘 崎 の シン クロ スズ スコープ を 1 S § —5022 
用 命 下 さ ! DC~2MC 


東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日本橋 通 り 1 の 6 浅野 不動 産 ピ ル 

電話 (271) 0461~8 ・ 0471~7 

大 阪 営業 所 大 阪 市 東 区 淡路 呆 5 の 2 長谷 川 ピ ル 

2 電話 (23) 1 6 1 6( 代 表 ) 
出張 所 に 本 社 及 工場 東京 都 杉 並 区 久我 山 2 丁 目 710 電 (391)2231( 代 表 ) 
出 張 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 全 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ * 熊本 


住友 電工 o ゥ 


軍 友 司 二 


員 ーー 先 泡 PE 緑 介在 カッ ド 
| 上 出 (——— 中 心 導体 (「.2mm 軟 銅 線 ) 
ーー—— 発泡 PE 統 緑 


Bwana zc フ 三 枚 問 僧 巻 


を 


a 色 別 PVC テ ー フ 重 巻 
le ] / A Ck 
- 発泡 PE 縁 市 外 カ ッ ド 
[1 4 
Rs a 抑 券 (コム テー フー 枚 縦 添 ) 


特 性 
1. 絶縁 抵抗 : 10,000 MQ /km 以 上 
. 絶縁 耐圧 : A.C. 2,000 V 
3. 減 誤 量 :60 dB/km 
(1:3 Me に お いて ) 
4 作手 0 が 2 スス 75 土 1.59Q 
Mc に おい て) 
ルス 陸生 で 50 dBP ド ト 
(パル ス 幅 0.05 ks) 
6. 漏 話 減衰 量 : 120 dB/250m 以上 
(60 ke に お いて ) 
7. 屈曲 特性 : きわ め て 良好 
8. 取扱 い の 難 易 : ケー ブル が 軽量 の 
上 , 可 接 性 に 富み , か つ 屈 曲 特 
性 良好 の た め , 非常 に 容易 


a 
[ee] 
MRO O20O OG 


細 敗 同軸 ココ アー の 


50 


® 


漁 付 軟 ア ルミ テー フー 枚 縦 添 


ーー PE 外部 被 痢 


0.65 mm 60 対 8 心 細心 同軸 
複合 アル ペ ス ケ ー プ ブル 


高度 の 伝送 特性 を 具備 し て いま す 


1. 中 短 距離 搬送 ケー ブル に 
2.。 テレ ビ 中 継 回 線 に 
3. 電力 線 搬 送 等 の 引込 線 等 に 


D003 008 0 02 03 0507 1013 50 適し て お り ま す . 
, 


住友 電 利 工業 株 式 凛 計 


* 


社 、 大阪 市 此花 区 思 貴 島 南 之 町 太 O 〇 
大 以 者 幸 芝 相 平 町 | 一 
i 共 福 * 寺 周 


10.7MC SERIES 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS Feb "CANnEL rEcEIvErs «spEcRUM MANZENS 


SYMMETRICAL BANDPASS 


' + N N N MPEDAN 
| | | 
30 Ke 60 Ke 2,500 |80 x24 x 30mm | 
OoM-5 | + | 科 Ke | % Ke < EE ET 
Re RK > | 2 da Et ni 
EM > es 2 Ke 2 z | 2,000 2 
30 Ke |50Ke(75dp)| 8db | 3adb 2,000 [|117 x 24 x 30%| 


CRYSTAL DISCRIMINATOR 


10M-D C 10.7Mc 


MODEL 10M.DC 
10.7Mc DISCRIMINATOR 


FREQUENCY IN Ke FROM 10.7Mce FREQUENCY IN Ke' FROM 10.7Me 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 瓦 換 性 を 考え た 106.7Mc 系 例 既 設計 、 高 信頼 性 の 高周波 水晶 炉 波 器 を 御 推奨 いた し ま 1 
尚 、 特 に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


東洋 細谷 機 株 式 宙 訪 


本 社 及 工場 神奈 川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番地 電話 川崎 (2 )3771~3779, 2766 
東京 営業 所 東京 者 千代 田 区 協 ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 伯 ピル 内 電話 東京 (591) 1973, 1974 
大 阪 営業 所 大阪 市 西区 江戸 堀 上 通り 2 丁目 37 番地 ( 教 吉 ピル) 電 話 土佐 堀 (44) 4332 ~ 6 
福岡 営業 所 福 岡 市 天 神町 58 番地 天神 ピル 電話 福岡 (5)6031, 6416 
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NE 


正 河 電工 


a 
SGA ERRE 


低 損失 長 距離 超 多 重 伝送 路 用 と し て その 将来 が 注目 され て いる , TE。。 モー ド 円 形 導 波 
管 の 一 種類 で ある 螺旋 導 波 管 は 早く か ら そ の 有用 性 が 子 想 きる れ て お ちり まし た 。 こ れ は 細 
い 総 縁 銅 線 を 密 巻 し て 高 精度 導 波 管 と し た も の で , TEo モー ド 以 外 の モー ド を 吸収 す 
る いわ ゆる 一 所 "フイ ルター と し て の 特性 を 補 つ も の で あり ます 。 当 社 で は この 螺旋 
導 波 管 を 約 50m 試 作 し , 波長 8.6mm 帯 で その 特性 を 測定 し た 結果 その す ぐれ た 効果 を た 
し か め る こと が 出来 まし た 


螺旋 導 波 管 の 宰 造 と 特性 (34GC 帯 ) 
Ps 内 径 51mm 
2, TE。rー ド 伝送 減 論 量 0.005db/m 
3. お も な 不要 モー ド に 対す る モー ド ・ 
っ フ が 次 特性 
TEE: モード に 対し て 8db/m 
TE」。 モ ー ド に 対し て 6 db/m 


TM,」 モ ー ド に 対し て 60db/m 


な お , 当社 で は 高 精度 円 形 銅製 導 波 管 , 曲 
り 用 誘電 体内 張り 銅製 導 波 管 も 製造 し て お 
りす 。 


る > 古河 電 抽 械 業 藤 式 斬 守 


東生 京都 人 BK 丈 % の 内 計 2 の 4 


ペ 


EF 


+ 
* 


4 
ll 8 


(C(t 


ーー rt は で 
中 商 um て で 
下 下 浴 日 wa 
= 


くさ 


中 8S 涯 区 画 き 沙 


ミニ レッ キー” mopELMTC -101 得 J 
MTC -101 尺 型 298,000 円 
MTC -101V 台 』 318,000 円 


* 特 長 
1 超 小 型 , 軽量 で 僅か 一 本 の “を 家 攻 用 受像 機 に 接続 する だ け で 鯉 朋 な 映像 が 得 
られ ます 
2 テレ ビビ カメラ 独特 の 太い ヶ ケ "ルル を 必要 と せ ず , 住 意 の 場所 に 取付 ける こと どか が で き 
る ろば カサ 人 誠 困 す ベ て 中 ジス タ (19 石 ) を 使用 し て お り ま す の で 撮像 管 を 除 
き 寿命 ば 半永久 的 と いふ を ま 
* 構 成 
カメ ラ 本体, 市 販 受 像 器 , 信号 分 配 器 
.。 解像度 
ラン ダム イン ター レー ヌス 方 式 被写体 量 度 … 500 ル ックス に お いて 509%4 
15.75Kce の 場合 
水平 約 320 本 , 垂直 4 約 280 本 
; 水平 約 350 本 , 垂直 約 280 本 
CAR Ri ee 3 50%※ 又 は 60%100V10V A 
ビジ ィ コ ン 86326 , 寸 ; カメ ラ 巾 80x 高 き 130※ 員 
35%n。 16% ツ , シネ 用 行 225%n 
映像 増 巾 器 周 波数 帯域 巾 …5Mcldb 以 肉 i カメ ラ 3S3:.2kg (レン ズ を 含む ) 


トラ ンジ スタ 化工 業 用 
テレ ビジョン 装填 


お 問い 合わ せ は 
八 欧 電機 株 ェ ト < ネト 神奈 川 県 川崎 市 末 長 1116 番 地 和信 欧 電機 株 式 会 社 通 信 機 部 
TEL 湊 の 口 ( 大 代表 )5111 玉川 (701) 代表 1171・2151 
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オッ シロ スコ ー プ に 
放射 線 測 定 器 に 
静 電 塗 装 装 置 に 
放送 機器 に 


庫 周 波 発 振 を 用 いな た 
電 装 置 (① 小 和 , 


② 和 制御 ボリ ュー と ム に より 広範 囲 に 高 
_ 圧 可変 可能 
③D 直 読 メ ー タ ーー 付き で す の で 御 使用 
の 際 便 利 で す 
高 庄 ユニ ミッド ① 小 型 、 販 量 で プラ グイ ンタ イプ で す 
② 高 庄 制 御 端 子 が 別に 出 て いま す の 
で 、 出 力 電 庄 の 制御 と 宏 定 が 容易 


半 カ 


HVS- 100 弄 1000V 一 10000V 1mA 
HVS- 200 型 10000V- 20000V lmA 
HVvVS 一 300 型 15000V 一 30000V 1mA 
HVS 一 500 型 25000V 一 50000V 1mA 
HVSー1000 型 50000V 一 100000V 1mA 
入 カカ 各種 _AC 100V 


Ot 


出 カカ 
HV 45 型 500V — 2000V 1mA 
H け V30 表 1000V — 4000V 1mA 
HV 一 100 型 1000V— 12000V 1mA 
HV 100A 型 1000V 一 10000V 5kZA 


HV 一 30T 型 +2500V 1004 A 
ー1800V 1004 A 
—1500V 100g A 
HV 100T 型 +8650V 100g A 
—1450V 150g A 
—1350V 2004 A 


カカ : 6.3;V DC 300V 


3 製造 品目 


凛 


et a 名 古屋 ・ 東 京 ・ 大 阪 ・= ュ ー ョ ー ク 
ーー 異 和 電 機 研 究 所 

カラ ー 用 測定 器 東京 都 調 布 市 上 布田 町 416 番地 
トラ ンジ スタ ー ド ッ ト ・ バー ゼ ェ ネ レ ー タ ー 電 E092 A 26 RYO 

遅 半 量 測定 器 電 機 光 学 部 営 業 
EE i 東京 都 千代 田 区 神田 東 松 下町 I 番地 共 伸 ビル 内 

; | 電 話 (291) O74 1( 代 ) 8 581 


申 邊 還 団 


旨 


映 s 


旨 


aH 
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A 
西日本 電線 衝 式 以 詩 

本 社 ・ 工 場 大 分 市 大 字 駄 原 2 8 99 番地 軒 
東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 三井 ビル 内 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 中 巡 島 三井 ビル 内 
福岡 営業 所 福岡 市 天神 町 3 9 三井 銀行 ビル 内 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 中 村 区 広小路 西 通 三井 物産 ビル 内 
小倉 出張 所 小倉 市 京町 10 一 381 五十鈴 ビル 内 
札幌 出張 所 


札幌 市 北 二 条 西 3 丁目 越山 ビル 内 


安藤 の 調 1 す 1ZM シリ ー ズ 


テレ ビ 伝 送 お よび 12 MC 同軸 搬送 方 式 の 発達 に と も な い 0.2~17 MC の 計測 に 
適し た 測定 器 が 製作 され まし た 。 


ペル oe ・ 調 17 M 発振 器 
< < =~ “= n) Pp 

a a a a | 発振 周波 数 は 0.2 
阿 選 ルー ター 折 示 ww 卓二 ~17MC 記 連 続 可 


が 拡大 出来 , 微小 es 人 | 変 で 発生 する , 較正 
き J 


8 寺 語 を 施 み 取り Te 用 水晶 発振 器 を 内 基 

得る な つっ お お - gk 考 の 琴 nd 

寸 法 270x550x300 mm ” し た 高 精度 の 発振 器 
重 量 20kg り ま す 。 寸 法 320x520x300 mm で あり ます 。 


軍 量 30kg 


周波 数 範 囲 |0.2~17MC 


ピ ベ ル 測 定 範 囲 | +20 dBm~—60 dBm | 発振 周 波 数 | 0.2~17 MC (6 段 切 換 ) 


入力 イン ピー ダン ス | 75Q お よび 1kQ 以上 | だ ブナ] +15dB (75Q 終端 ) 
水 上 " 発振 器 | 0.25 お よび 1MC 内 蔵 


調 17M 可変 低 域 濃 波 器 


主 に 発振 器 の 和 歪 減衰 量 を 改善 する の に 使用 する 演 波 = Ee 
中 で あり まし て ,19.2MC まで の 所 要 遮 断 周 波数 を 与 17 M 可変 帯域 濾 波 器 


きる も の で あり ます 。 通過 中 心 周 波数 切換 ダイ ヤル の 操作 に より , 6 MC 


* 


3 
ー コー より 12MC まで の 所 要 通 過 堪 域 を 与え る も の で あ ! 
| | 0.28,0.4,0.56, 0.8, 1.2, 1.6 で の 所 要 通 過 和 帯域 を 与え る も の で あり 
用 遅 断 周 波数 | 2.4.3.2, 4.8,6.4,9:6, 12.8 ます 2。 
| | 19.2MC (13 点 ) 5 
1 隊 | 1 1 千 2 a 
入出 力 イ ン ビ ー ダ ンス | 75Q 思 箇 過 中 心 周 波数 6, 8, 10, 12MC (4 点 ) 
較 長大 入力 レ ベル | +15dBm ] 1 RAT EE " 埋 
? < | 最大 入力 ベル +20 dBm | 
・ 調 17M 可変 抵抗 減衰 器 = . : . 
邊 平衡 型 抵抗 減衰 器 で あり まし て , 4 個 の ダイ ヤル Ns 
請 ア アッテネータ ー の 採用 に より 減 論 を 与 を も る も の で , 長 広 告 目 次 
高周波 数 20 MC に 於 て も 著しく 誤差 を 生じ な いよ う 7 月 人 号 ・ 抵 抗 減 誤 器 
穫 天 きれ で お り ま す 』s 8 月 号 炊 波 高 感度 検波 器 
周波 数 範囲 | 0~17MC 9 月 号 。 信号 発生 箕 
E i EE iz 10 月 号 パル スコ ー プ 
最 放 大 減 誤 苦 計 91dB 0.1dB ステ ッ プ 計 
11 月 号 nit 
特性 イン ビー ダン ス | 15Q Tt ts 


気 株 式 会 社 


東京 都 大 田 区 仲 蒲 田 3 一 4 ET 00 CET CL ) 
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A 


MSG-261 


= 
= Kk] 


言 号 半 生 喜 


標準 TV 信号 発生 器 

本 器 は T V 人 受像 機 試験 法 の 規格 に 進 し て 製作 さき され た 信 
号 発生 器 で , T V 生産 工 場 に お いて 
よび 研究 ・ 調 整 に 適し 、 映 像 お よび 音声 搬送 波 の 周波 数 
確度 は 各 0.002% 以 内 で 、 映 像 搬送 波 は ビデ オ 周 波数 帝 


に て 85% の 変調 が 可能 で ある 。 


1) 映像 搬送 波 信 号 発 生 部 
控 送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ィ ャ ン ネ ルル 中 の 
連続 3 チャ ン ネ ルル 
チャ ィ ャ ン ネ ル 1 91.25Mce チャンネル 4 171.25Mec 
2 97.25Me 5 177.25Mce 
3 103.25Me 6 183.25Me 
チャ ィ ャ ン ネ ル 7 189.25Mc チャン ネル 10 205.25Mc 
8 193.25Mc 11 211.25Me 
9 199.25Me 12 217.25Me 
周波 数 確度 土 0.002% 以 内 
出力 電圧 範囲 開放 端 に て 114dB 一 0 dB 
出力 電圧 確度 士 1 dB 以内 
測 カ イマ ピー ダン ス 752 VSWR 1.2 以 下 
変調 方 式 振 巾 負 変 調 内 部 、 外 部 
0—85% 
内 部 変調 周波 数 400%, 土 5% 以 内 
外部 変調 周波 数 特性 基準 訟 調 特 性 に 対し 
0.1Me よ + よ 1dB, 
1 Mc + 1 dB, —1l. 5dB 
4Mc +1dB, — 3 4dB 
波形 竹 609& 短 波 に 対し サケ 
59%L TF 
非 直 線 窒 85% 変 調 に て 
5 LT 
外部 変調 入力 レベ マル 759Q 1.4Vp-p 以下 で 
85% 変 調 可 能 
NE 50% 変 調 に て 
50dB 以上 
(3) 電 源 入 カカ 100V 50/60% 3A 


て 受像 機 の 総合 試験 お 


(2) 音 声 搬送 波 信 号 発生 部 
搬送 波 周 波数 

チャ ィ ン ネ ル 1 95 

2 101 

3 107 

チャ ィ ャ ン ネ ル 7 

8 197 

9 203 


周波 数 確度 

出力 電圧 男 囲 

出力 電圧 確度 

出 カ イィ インピーダンス 
変調 方 式 

内 部 変調 周波 数 
変調 度 

外部 変調 特性 

外部 変調 入力 レベ ル 


訟 調 補 


SN 


補 渡 測 審 株 式 会 


東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁 目 二 太 


.75M ec 
.75M ec 5 
.75Mc 6 
.75Mc 
‘75M c 11 
.75M ec 12 


第 1 一 第 12 チ ィ ン ネ ル 中 の 
連続 3 る チャン シン ネル 


チャ ン ネ ル 4 175.75Me 
181.75Me 


187.75Mc 
209.75Mc 


215.75Mc 
221.75Mec 


チャ ィ ャ ン ネ ル 10 


士 0.002%% 
開放 端 に て 
土 1dB 以 内 
752 VSWR 1.2 以 下 
FM (内 外 ), AM (内 ) 
単 和 出 お よび 同時 変調 、 
75/ns プリ エン プア ァ アジ 基 
FM 400G& 士 5% 以 内 
A M1000%& 士 5% 以 内 
FM 25kc (100%) 
AM 30% 

F M30%—15kce, 
以内 

60009 5Vv 以 下 に て 
FM 100% 談 調 可 能 
FM 100% 変 調 に て 
2% 以 下 


114dBー 0 dB 


1d す dB 


AM 30% 変 調 に て 
5% 以 下 

FM 100% 変 調 に て 
50dB 以上 

AM 30% 変 調 に て 
50dB 以上 


国 科 ェ ピ ビス 
より 東 基 <* 
に: 


0 


八 番 地 電話 (712) -1166 ( 代 ) 9 1160 i 
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直視 型 撰 択 レ ベル 計 


写真 説明 

本 装置 を 18CH 多 重 搬 送電 話 端 局 (12CH 和 実装) の 線路 出力 側 に 接続 観 

油 し た 場合 で 、 左 より 2 番目 は 話 中 回 線 、7 番 貞 は 1K ec の 標準 レベ ル を 

示し 、 基 の 他 は 信号 レベ ル で 、 通話 路 癌 隔 は 4Kc で あり ます 。 こ の 様 に 回 

線 を 切断 する ゃ る こと な さく 、 線路 に 本 装置 を 並列 に 接続 する だ け で 機 器 の 動作 状 
態 を 調べ る こと が で きま す 。 


電気 的 特性 
測定 周波 数 帯域 2 Ke~450 Ke 走査 周波 数 電源 周波 数 の る Se 
測定 周波 数 帯域 巾 。 0 100 Kc の 間 連 続 可変 使用 プ ブラウン管 。 50P7(F) 
測定 レベル 十 10db ~ 一 60db 電 源 AC 100V 150W 
測定 目盛 IN #J20db 
EOG 40db 


を 4 
Rs2 大 井 電 和 無 株 式 会 訪 


筐 本 六 導 半 区 9 名 町 806 電話 午 拍 @d) 10143 1141 


目盛 誤 開 土 0.5db 以内 (LOG 目盛 ) 


CR— IOKB 広帯域 発振 大 
本 品 は レビ ジョ ン そ の 他 ! + る 、 音 声 映像 機器 、 お よび 線路 な どの B 

諸 特 具 の ) 測定  ' ; び に 調 守 使 用 す る 電源 BE | 蔵 の ウリ ーー ンプ リッ ジ ーー 低 実 

寺 : 帯 載 - - ーー 


NR 発振 書 - 下 > リ 肖 す 8 


\, 
発振 周波 数 の ) } =} 

も 10%~10Mce 決 波 カ が 
| 中 流 履 本 
| +(2%+1%) テト |、 - 
、| 出 カ 上 則 | 示 
| 759 側 4Vp-p 以 上 PE 
600Q9 側 4Vrms 以 上 版 スピ. 3 


DPA 一 2 型 低 周 波 特 性 測定 韻 


低 周 渋 発振 器 , レベ ル 測 定 器 ,。 ひずみ 率 測 定 器 の 三 台 を 一 堅 体 
に 組み 込ん だ 多目的 測定 器 で , し か も 電源 部 を 自 茂 し て お り ま 
すか ら , 携行 移動 に 便利 で す 。 


低 周 波 発 振 部 
発振 周波 数 20%~20kc 

ひずみ 率 測定 部 
測定 周波 数 5 00 E200%, lhkc , 5c TSke 
測定 範囲 0.2%ー2%, 2% 一 20% 


レベ ル 測 定 部 
周波 数 範囲 20%~20ke 
測定 範囲 ー 70dBm ー 二 30dBm 


pe 
CHー4 
用 途 
CHー!: 特に 高い 入力 抵抗 (10 一 1,000MQ) の 回 路 
( 例 ) 高 入力 抵抗 直流 増幅 器 (pH 計 指示 部 , 光電 
流 増幅 器 等 ) 
= 高 入力 抵抗 自動 平衡 式 記 録 計 
東亜 EE / CHー4: 中 入力 抵抗 (1ー10MN) の 回 路 
” 


( 例 ) 組み 合わ せ 増 幅 器 (i 泊 算 増幅 器 等 ) に お ける 
ドリ フト 補償 用 増幅 毅 等 


ト 一式 
の 計 十 油 」 > ミ また 、CH 一 1。 CHー 4 は いずれ も 低 入力 抵抗 の 回 路 


(数 りー 数 10kQ) で 使用 し て , 数 kV の 検出 が 可能 
0 


3 の 6 給 場 ピ ル ・(23) 6547 
4919 


東亜 電波 工業 株 式 会 社 
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A 


N-180C 計数 型 周波 数 計 N-191 計数 型 周 波数 計 N-176 計数 型 周波 数 計 
ム ヒ ビ 3 0 a 
その 他 性 能 優る 当社 測定 器 を 御 使 用 下さ い 。 
カウ ンタ 及び 周波 計 高周波 QQ メータ .N-403A 
計数 型 周 波数 計 N-180-C LCR プ リッ プチ N-405 
同 上 用 周波 数 変換 器 N-180-1, 2 トラ ン *> ? ス タ 定 数 測定 品 N-421 
時 間 間 隔 測 定 用 付加 器 _N-180-3 容 量 計 NN-430 
計数 型 周波 数 計 NN-191, N-170 測定 用 素子 
の 交 47, N-148 可変 抵抗 減衰 器 N-900A, N-900B, N-901 
周波 数 副 標 準 器 -N-100 A er BC 用 
低 周波 周 波 計 N-101B 検波 増幅 器 
吸 収 型 周 波 計 N-141, N-142, N-143, N-144 直 流 増幅 器 N-500 
信号 発生 器 広帯域 分 布 増 幅 器 N-511 
店 N-303 FM 直線 検波 器 N-520 
HF 信号 発 器 _N-305 AM 変調 度 測定 器 N-531, N-532 
強力 信号 発生 器 N-306 中 間 周 波 増 幅 器 N-560 
VHF 信号 発生 器 N-310 混 合 検 波 器 F-570 
FM-AM 信号 発生 器 N-350 電源 ・ そ の 他 
FM 放送 用 信号 発生 器 _N-352 定 電 圧 整流 器 N-700 
SR N=-355 ユニ = ニット 定 電圧 整流 器 _N-705 
電圧 ・ 電 流 測定 器 低 周 波 オ シ r ス コー プ _N-620 
真空 。 管 電 圧計 PN-10, N-11A ーー 控 役 
容 量 分 圧 器 N-11-1 CR 発振 器 N-200 
拭 抗 倍 率 器 N-11-2 広 … 帯 域 CR 発 振 器 N-201 
同軸 用 TT コネ クタ N-11-5 デ ケ ー ド 発振 器 N-210 
高 感 度 真空 管 電 圧計 N-12, N-13 超 低 周 波 発 振 器 N-211 a 
実効 値 真空 管 電 圧計 _N-14 征 形 波 発 生 器 N-212,N-213,N-214 
高周波 電 力 計 -N-21 パー ルー ス 発 生 " 器  N-220, N-221 
朋 抽 型 電 力 計 N-25 ダブ プル パル スズ 発生 器 N-222 
低 周波 出 計 N-31, N-32, N-33 ニ ユニット 低 周 波 発 振 器  N-245 
イン ピー ダン ス 測 定 器 ユニ ニット ド ト 人 発振. 器 N-249, N-250,: N-251, N-252 
: 以上 は 即納 又は 短期 間 で 納入 出来 る よう 計画 生産 中 の も の で す 。 御 間 合 せ は 下記 へ 
お 願い じ ま す 。 さそ カタ ログ 呈 タ 


ョ 欄 度 を 休 証 する 


zrag 枝 泊 午 / 


最高 性 能 を 誇る Digital Counter 
ox10※ 


東京 都 品川 区 東 中 延 四 丁 目 一 四 O 〇 二 番 地 (東急 大 井町 線 在原 町 下車 ) 
TEL (781) 7155 ( 代 ) 7181 ( 代 ) 営業 直通 (782) 1013 
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電流 感度 / 日 中 RE 
MMAN-12% [10* ~10°"™A| 1~1OmV howe | 


MMAM-14% [10°*~10™ A 10*~10" g 
MMAN-15% 10-™~10" 1~1omnV | 10'~1o"g 


MMAI-16 型 0.1~10mV | 10* 以 上 に 
ova | ha 


TT TTT TT 


SSVI-14N | 10rno'op | ET wmo'our| § 
SSVH-15 soomv | wme'gut | 8 | 
sv ——h oa~3000mV | og t | 10 


MMAV-10M | 10°* ~10"A 5 X10' 9 ET 表 5x10™* g 


MMA | lav Lame [ems 


MMAD-16 PM | -16P 慌 


振動 容量 型 電位 計 


直流 増幅 器 弄 
(乾電池 電源 型 ) 


直流 増幅 器 型 
(AC 電 源 型 ) 


カタ ログ は 読 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下さ い 。 


を * 人 を 川口 電機 製作 所 


才 江 区 4 少 白金 三 計 2 光 町 77 
erie B81 守 6141 614 3 
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音響 ・ 振 動 等 あら ゆる 物理 現象 の 計測 に 
TYPE 551-—B 周波 数 特性 直視 装置 


351—B 
(351—A) 


フイ ー ド バッ クコ ント ロー ル 


TYPE BO トーBB 


其 の 他 
2A 
還 4 A 
202A 
2114A 
HIDA 
254A 


日 本 測 器 株 式 会 社 菩 : 
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テト プ 9 全 アジ 


本 機 は 吟 周波 発振 器 と オシ ロス コー プ が 電気 
的 、 機 械 的 に 連動 され 、0 一 20.000% 間 の 周波 
数 特性 を プ ブラウン管 上 に 直視 出来 る も の で 自動 
的 に は X 軸 スイ ー プ も 毎 分 3 6.12 回 取る 事 が 出 


来 、 特 に デリ ケー ト な フイ ルター 特性 直視 の 為 


に 手動 スイ ー プ も 出来 る 様 に 設計 され て いる 。 
又 、B.。 F. 0. より の 出力 電圧 電流 音 庄 、 加 
速度 を 一 定 に する 為 の 自動 フィ ー ド バッ ク 用 コ 
ンプ レッ サー も 自 蔵 し て いる 。 

周波 数 精度 1% 二 1 只 、 出 カイ ン ピ ー ダン 
ス 6 一 600092 、 出 力 電圧 精度 +0 5db、 出 力 正 
動 制御 45db、 ト レー サー エリ ア 85X57%n、 
Y 軸 50db 対 数 的 で 0O レベ ル 約 1mV 記録 速 
度 250 一 1500db/ sec 


マイ クロ フォ ン 増 巾 器 


本 機 は 一 10 一 十 80db 迄 (1db ス テッ プ ) の 増 
巾 度 を 持ち 20 一 35,000% 間 フラ ッ ト 特 性 を 有 す 
る 計測 用 増 巾 器 で コン デン サー マイ フク 用 電源 及 
UN SDITN AS A に 適 低 する ろ ウ エイ テ 
2 を ホッ ドビー の 自作 4 倫 イ ピ ビ ピー ダン 
ス 2MQ。 出 カカ インピーダンス 3702 、 ハ ムレ ベ 
ル 2/kV 以 下 の 高 安定 度 を 有する 非常 に 用 途 の 
広 上 で や デ ケ ー ド 型 リ アー 増 巾 器 で ある 。 


301A 高速 度 記録 器 


交流 電圧 計 354A 計測 用 増 市 器 
ビー ト オ ッ シレ ー タ ー 464A 防音 箱 
RR ジグ ナリ レジ ホホ レー ター 0 DA クロ ローグ テー ブリ アン 間 


グフ 人 中 光 っ セット 5124A 振動 計 較 正 用 加 振 器 


周波 数 分 析 器 


その 他 


: 東京 都 港 区 芝田 村 町 2 一 5 TEL (591)1034・3864 
横浜 市 保土ヶ谷 区 西久保 町 33 TEL (43) 0917 


組 


は 王 3) 
エレ ケト ロニ ッ グ 
カカ 7 ラッ ダグ 
トリ オォ オ 


-TR-111 + -TR-112A/B + -TR-278 
カウ ンタ アク セ サ リ ・ ユ ニッ ト ディ ジタル プリ ンタ 


.TR- $2 


I " 


フォ ト ・ ト ラン ジス タ 式 コー ド ・ コ ン バ ー タ を 内 
蔵 す る 超 精 密 エ レク トロ ニッ ク カ ウン タ 


0~220MC, 0.3k S10' S$, 土 1 土 5X10 "accuracy 


— 
« 


10。 一 2.5Me 乏 の 周波 政 測 定 、0 一 10kc 字 の 半期 測定 、3 4s ーー 10*s の 99 陣 定 がき に 本 度 で で きる -TR-110A/ 有 

= ニー サル カウ 例 

2・ 200ke 以 下 の 周 波数 測定 並 に 周期 測定 、30 Zs 一 10*s 迄 の 時 間々 隅 の 他 に も 周 拓 数 比 、 時 間 此 圭 1 台 で 6 通り の 仙 き を 

する -TR-1098 ユニ バー サル カウ ンタ 

3: 200kKc 迄 の 周波 数 100/us 一 10*s の 時 間々 陣 沖 ) 定 等 の 高 性 能 を 持っ て 層 も ゃ に も か か わら ず 極 め て で 小 穫 4 ヒ さ れ た -TR- 
108DPD ニ ユニ バー サル カウ ンタ 

4. オー デイ オ 周 波数 、 回 転 数 測定 に 超 小 等 軽量 に 作ら れ た - TR-1248 デイ ジタル ペッ ト ] 


= TR- 111- = TR- 110A/ 5B. - TR- 109 B. - TRR- 108D に (は 0 人 更 用 の 記 に 応じ て モデ イフ ライ ケイ ショ ン が 吉 得 有り 
0 フ W ケイ ショ ン 59 最小 入力 三 度 Smv ‘ms 


Nn レベ ルー100 V 精度 士 1% の 博 密 デイ スク リ ミ ネ ー タ を 内 
R 2 wo Dk 


OO 


-TR-1245B -TR-108D /108DD -TR-I09B / 109 BD -TR-I1OD / 110DD 


タケ ダ 理 研 工 業 株 式 会 社 東京 都 練 馬 区 如 町 285 ・Tel (933)4111 代 


大 阪 営 江 所 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 92 ヤノ シゲ ビル (宇治 電 ビ ル 前 ) 
Tel : (312 局 ) 0051 一 0056 
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ENR SS FUCA RR 


-TR-111 エ レク トロ ニッ ク ・ カ ウン タ 
と -TR-278 デ ィ ジ タル ・ プ リン タ 


©10cps ~220Mc に わた る 広範 囲 の 周波 数 測定 

©0.3kzs~107S に わた る 広範 囲 の 時 間々 隔 測 定 

© 〇 ほぼ 0cps — 10kc に わた る 周期 測定 に よる 低い 
周波 数 の 精密 測定 

©1: 1~1: 108@ に わた る 周波 数 比 時 間 比 測定 

© -TR-278 ディ ジタル プリ ンタ と 連動 し て 表 
示 デ ー タ を 直接 印字 記録 する こと が で きま す 

©10cps・1kc・100kc・ 10Mc の 標準 周波 数 

〇 © 富 な アク セ サ リ ー 


TR-112A/B 周波 数 変換 ユニ ッ ト 


“TR-113A 時 間々 隔 測 定 ユ ニッ ト 


-TR-113B 周期 測定 ユニ ッ ト 


=-TR-114 増 巾 器 ユニ ッ ト 


i 


-TR-I35F /135FD 


wil NV WT すき ミー 時 畠 昼 本 ・ 田 理 


505A 形 新村 
( 全 ト ラン ジス タ 式 ) 


= 
mE に 


4 8 ed 
る を 
本 血 は 出力 電圧 500 一 100V (連続 可 台 ) で 300mA 


| (最大 ) の 電源 が 供給 で きる 高 電 圧 直流 安定 化 電 源 
A pi Sk で あり ます 。 


の 電流 が 供給 で きる 直流 安定 化 電 源 で あり ます 。 1. 安 定 化 直流 高圧 
] 出 カカ 100 一 500V 0 一 300mA 
0 一 40V 連続 可変 安定 度 二 0.05% 以 内 
a ; リッ プル lmV 以 下 
族 0 5% 以 内 本 装置 は 12 種 類 の 安定 化 直 流 電源 を 電 。 2・ 款 休 用 直 注 出力 
s 子 計算 機 用 また は 自動 制御 プラ ント 用 に A 5.7—6.9VDC 0—1A 
量 2mV 以 下 適する よう 総括 し 、 そ れ ら の 各回 踏 の 保 安定 度 二 0.5% 以 内 
0.019 以 下 護 な ら び に 警報 回 路 を 有 し 、 ま た リレー リッ プル 10mV 以下 
; g。 等 に よる 制御 運転 回 路 を 有する 総合 電源 3. 織 来 用 交 漆 出力 (2 系 続 ) 
AC100\: 56 一 602S 装置 で お あります 出力 電圧 6.3VAC (unreg,) 
単 相 (仕様 に より 各種 を 製作 し て お り ま す 。) 出力 電流 3A 


最大 300 VA 入力 電源 定格 (I) AC200V3 相 50/60%& 
定格 (TH) AC100 V、 単 相 電圧 変動 土 5% 以 内 


品質 管理 お よび 研究 用 と し て の 決定 版 ./ 


本 器 は 後段 加速 計 5 イン チ プ ブラウン管 を 有する シン クロ スコ ー プ 系 統 と 2 個 
の 直流 増 巾 器 を 有する 検出 系 統 を 結合 する こと に より 、 試 料 4 個 を 接続 し 任意 
の 2 個 を 同時 に 比較 お よび 定量 測定 する こと が で きる よう に な っ て お り ま す の 
で 、 従 来 こ の 種 測定 装置 で は 非常 に 困難 で あっ た 比較 お よび 定量 測定 を パネ ル 
面 の ツマ ミ で 人 簡単 に 行なう こと が で きま す 。 


測定 項目 1. B=B() 和 磁 東 密度 波 計 
2. H=H (t) 春 濾 形 
3 (H) BーH カ ー プ 
4、B 一 許 () 源 線 出 カ 
測定 周波 数 50、 3 350. 420,1.000, 1 .2009& 
感度 BB 軸 10mV/cem 一 10V/cm 

昌 軸 100mV/em 一 10V/ em 
位 相 姜 1% 一 100kc - 士 5* 
使用 CRT 5ABP1 
入力 電源 90 一 110V、 50 一 609% 


に 0 - 


東京 都 人 王子 市 元 本 郷 町 2 一 1 55 
TEL 人 王子 (026)2 局 2380・6748 一 9 


フン ジス タダ タ 測 定 宏 


TD-150C 型 トラ ンジ スタ 特性 直視 装置 
規格 コレ クタ 々 電源 

ピー ク 電 圧 0~20V 10A 最 大 

0 ~-200V 1 A 最大 


ペー ス 電源 
電流 え テ ッ プ 1/ZA 一 200mA 17 点 切替 
電圧 ステ ッ プ 0.01V~0.2V 5 点 切 替 
繰返し 周波 数 100% 双 は 200% 
垂直 軸 - ュ レク タ 和 電流 10kAー1A7/diV 
ペー ス 電 圧 0.01V-5 V /diV 
水平 軸 コレ クタ 々 電圧 0.01~20V /diV 
ベー ス 和 電圧 0.01~5 V/diV 


ぞ 


A 還っ 


TW -35B 型 トラ ンジ スタ 定数 測定 器 
規格 
測定 範囲 (1)R 定 数 Yi20 一 1509 0 一 1500Q 
Y220 —150KQ2 0~—1.5MQ 0~6 MQ 


(2)H 定 数 hi 0 1509 0 ~15009 
hz 10" ~—10 
hz: («お ぉ ょ び 6) 0 一 150,0 ~300 
hs2 0.2—100kV 


測定 精度 二 2% 以 内 
発振 周波 数 270 迷 10% 
増 巾 器 利得 80 dB 以上 可変 


旬 本 有 稀 信 欄 柏 式 禅宗 


25 電話 二 田 (451)1544・9423 


本 社 及 平間 工場 川崎 市 田尻 町 90 電 衣 2)2658 (3)3049・6428 一 6430 東京 出張 所 及 三 田 工場 東京 都 港 区 芝 二 田 1 一 25 電話 
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A 


アイ ソレ ー タ ーE び 上 回転 型 抵抗 流 褒 奏 


の Pi4 2 DA は 
周波 数 に 応じ て 励磁 電流 を 調整 し 最大 の 逆 方 向 捉 失 が 得 ら れる 


150 ~ 
TPCA —50| 42 ~ 52 |wR J —50| 0 ~40 | 1.2 TF k1.3 Tl12s z 


特 長 この 回 転 型 抵抗 減 姿 器 は 
(1 ) 周波 数 に ょ っ て 減 座 量 が 変化 せ すず 、 回 転 角 の 

み に 関 係 し 、 理 論 値 と ょ く 一 致す る 

(2) 減衰 量 を 変え る 際 の 位相 卒 化 が な い 


主要 製造 品目 


各種 電波 分 光 装 置 マ イク ョ ロ ョ 流 管 e 電 磁石 等 
の 高安 定 電 i 源 e その 他 精 密 電子 応 用 機器 


東 記 所 本 生 = A 本 社 東京 都 千 代田 区 神田 仲町 2 の 11 
直 SS x 月 と LL 所 251 )9186 ( 代 A414 


剖 
た に 場 ~ 琶 中 束 江 3 培 A a 
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電流 パル ス 発生 器 


rR 


[= 


本 器 は リア クト ワロン 演算 素子 を 用 いな た 計算 
機 の 駆動 用 電流 パル ス 発 生 機 で ある 。 


AE 
1 ペペ カレ ベル .- 正 引 波 " Ii6Vp-ーp 
2 . 繰返し 周波 数 最高 200kc 

3. 相 2 相 
4. 発 生 パ ルス 8 種 
5 
6 
7 


出力 端子 振 市 可変 の も の 20 組 
出力 電流 値 250Q 負 荷 に 1 A 最大 
。・ パ ルス 液 形 
人 びり ) パルス 市 1gs 土 10% 可 変 
回) 立上り 時 間 olgks TT 
(いい) 下り 時間 0.2gs TF 
に ) サ グ お よび オー バー シュ ー ト 
平均 振 由 の 土 5 % 以 下 
8 デ 滞 源 200VAC, 5kVA 


国際 電信 電話 株 式 会 社殿 納入 
一 電流 ルス 発 生 器 一 


. 0.3 —lgks 
| 


0.1— 1kxs |0.3 —0.6s| 最大 0.6A 10— 30kc 、 
” (連続 可変 ) | (連続 可変 ) | (連続 可変 ) | (連続 可 変 ) | 3% 以 


半 1ok/e ET 
sra2 | <3o pa | 015 |18%7° — 150 4s 8 
— 10 ~~ 十 200 
— 150 ks dR 
ンー 相 


電子 作 


東京 都 北 多 上 摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ 窪 1080 電話 国分 寺 (108 局 ) 597 
( 三 和 無 線 測 器 研究 所 の パル ス 部 ・ 電 子 部 が 上 記 の よう に 独立 いた し まし た 。) 


広帯域 標準 信号 発生 北 _ 


600 nN 久 75N 


6000 rm.s8V 
P—P20 

150 rms 2V 
P—P 6V 

1 目盛 1000 分 の 1 


3 ~-10~3 必 
10~-IMC 1% 


系 行 
315 Xx 208 X375 


木村 高周波 研究 所 


東京 都 目黒 区 東町 坪 四 電話 (712) 2971, 2759 
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A 


SS B 用 標準 水晶 フィ ルター um 


特 長 1 ssgs 送 受信 袖 の 簡易 化 
p 中心 周 波数 が 1005 kc で ある か ら : 送 受 信 機 は シン グル コン < メ < ヾ 


トス トー ク 式 の 場合 、! ケ で 送受 信 


2 kc 以上 の 通過 帯域 特性 と 
られ る 

を 人 節 送 損失 が 少 » 

pp —20°GQ 7 0 趣 困 で 動作 安定 、 温 度 係数 は 極め 


小型 澤 量 で ある 。 
入出 力 共 、 平 衛 回 路 に も 不平 衡 回 路 で も 使用 で きる 。 
5. 高安 定性 
経年 変化 は 極め て 少な く 、 叉 挟 動 、 衝 松 に 強く 高温 多湿 の 悪 
朱 件 で 劣化 寺 ゃ ご を ば な ぃ い 8 


規 格 
動作 温度 ー20°*°C~ 二 70*C 
中 心 周波 数 1005 ke 
周波 数 特性 (GR 宮 表 ) 
通過 帯域 特性 
3 db 帯域 巾 / 6 db 帯域 巾 0.8 以 上 
伝送 損失 4 db 以下 
スプ リア ス 特性 


二 10 kc の 範囲 に 於 いて 一 70db 以 下 

入出 カカ インピーダンス 
3 CF 1005 4.7KQ 
CF1005 A 75 9 


三 憲 正 右 員 画 


dies 
i 
a 4 


1005 kc 


| 沿 、 上 記 特 性 は 中 心 周波 数 1000 ke より 1500 ke まで 製作 で きま す 。 


LL 日 本 電波 工業 株 式 会 社 


本 社 及 工場 東京 都 渋谷 区 代々 木 新町 8 4 番地 
電 話 東京 -(371 み 221 91~2194 


N20 


O 〇 © 感 


O 桁 

O 精 

© 周波 数 測定 範囲 
Ge トド 時 - 間 
oOo 表 示 時 間 
© 時 間 測 定 統 囲 
O© 周 期 測 定 統 囲 
O 測 定 波 数 
oO 標準 周波 数 出力 
Oo 電 源 
O 外 形 寸 法 


正 双 は 負 1.5V (10kK2) 
15V (100kQ) 


6 桁 オオ ン ラ ンプ 表示 

土 (0.001% Vv Comt) 以内 

1% び %~1Mce 

0.01, 0.1, 1, 6, 10, 60, 100 秒 
約 0.5 一 5 秒 

10guS ~—10°sec 

0 一 10kce 土 0.3% 以 内 

1 及 び 10 

1,110 100%, 1, 10, 100 1000ke 
交流 100V 50 一 60% 燈 約 235VA 
330hX370wX190d mm 


Cc 
C 
| 
6 
| 
型 


ーーw a VY 上 


指示 騒音 計 
精密 音 庄 計 

振 動 計 
振動 記録 装置 
周波 数 分 析 器 
各種 フィ ルター 
レベ ルレ コー ダー 
残響 直視 装置 
スト ロボ ライ ト 
ャ ング 率 測 定 器 
発 振 器 

Tr 式 安定 化 電源 
磁性 材料 試験 器 
カウ ンタ ー 
レベ ル 分 類 器 
パラ メト ロン 回 路 測定 器 
数 値 制 御 装置 


日 本 電子 測 器 株 式 会 社 


東京 都 中 央 区 月 島 西 仲 通 10 の 7 電話 (531) 0101 ( 代 ) 


概要 
ET 本 測定 器 は トラ ンジ スタ の 高周波 に 於 ける 振 巾 及び 位相 
ト ラン ジス 導 特性 ( 各 定 数 に 於 ける ) を 周波 数 変換 後 、 一 定 中 間 周 波数 
来 ま す 。 各 定数 の 測定 は 精 席 を 確保 する た め , 夫々 別 な ユエ 
ニッ ト と し 、 プラ ダグ ダイ ン 方 式 を 採用 し まし た 。 その 構成 は 
下記 の 如く な っ て いま ナ 。 
EF (ペー ス 接 地 ) hib, hfb, hrb 
ヶ 角 (エミ ッ タ 接地 ) hie,hfe, hre 
THC— 8 6 0 但し ユニット 3 だけ は 測定 方 式 を 同一 に 出来 な い 為 、 
止む を 得 ず 各 周 波数 毎 に 1 ヶ ケ 宛 必要 な 構造 に な っ て いま す 。 
電気 的 性 能 
1) ベー ス 接 地 445KC, 1.5MC, 10MC 
1) ベー スス 接地 hib 5 2500 9 
hrb 0.01—1 
ho 100k U—14 UO 
2) エミ ッ タ 接地 hre 509 一 5KQ 
hfe 1—100 
hre 0.01—1 


に で て i 法定 し R 二 J X な る 値 を 図表 換算 に より 求め る 事 が 出 
ora | 】 【 
=] ‘中 ‘| ーー 
/ / 余 
。 3. ペ ベース 。、 エミ ッ タ 接地 hob, hoe, yob, yoe 
hfb 0.1—10 
hoe 110Z CU —1Z 


3) 上 記 測 室 純 囲 中 常に 0* 一 360* の 位相 量 が 同時 に 測定 出来 
ます 
確 度 
振 巾 値 32% (読取 最小 目盛 0.001) 
位 相 3*" て (読取 最小 目盛 0.5*) 
イア ス エミ ッ タ 電流 0= SmA 0 一 10m A 連続 可変 コレ クタ 電 庄 0 一 10V ・.0 一 30V 連 統 可変 


PNP・NPN 切 換 可 能 
\ 潜 測定 部 660( 巾 )X320( 巾 )X440( 奥 )%m 電源 き 280( 赴 )X320( 高 )X4 4 0( 奥 ) 
ニット 1 25( 由 ><103 3( 南 ) ベ X21 0( 奥 ) 


京 電波 工業 株 式 会 社 


東京 都 和 目黒 区 原町 1236 (713)8101( 代 表 ) 一 3 
支 社 大 阪 市 北 区 木幡 町 34 (36) 7220 


。 了 和 


本 測定 器 は 低 周 波 (270%%) に 於 ける トラ ンジ スタ の 各 定 THC—800 
数 を プリ ッ ジ 方 式 に より 、 測 室 出 来 ま す 。 各 室 数 の 測定 素子 
は 全部 独立 し て 設け られ て いる の で 、 測 定 後 その 値 を 残す こ 
と が で き 特 性 の 記録 等 が と り 易 く な っ て お り ま す 。 また 、 各 
定数 の 値 を 固 室 し て お く こ と が で きま す の で 検査 時 間 が 短縮 
され 同一 品種 トラ ンジ スタ の 品質 管理 、 製 品 検査 等 に 適 し ま 
a 
電気 的 性 能 

1. 測 室 周 波数 270%( 土 30%) 

2. 測 定 和 緒 囲 hie 102 一 10K2 

hfe 0.1—1.000 
hre 10-%~—10-$ 
hoe 0.1kZ む —100k V 

3. 位 相 調 整 容量 換算 値 0 一 10000PF 連 続 可 座 

4 測定 信号 電圧 0 一 0.3V 連続 可能 

5. 確 度 二 2% 

6. バ イア ス エミ ッ タ 0 一 2mA・0 一 10mA 連 統 可 座 

コレ クタ 0 一 10V 0 一 30mA 連続 可 談 2 レン ジ 
寸法 及 重 量 

測定 部 ( 巾 )5 6 2※x( 奥 )3 3 0xX( 高 )3 6 2% 12kg 

電源 部 ( 巾 )3 2 4 XxX( 奥 )3 3 0X( 高 )3 6 2%m 10kg 


その 他 の 主 な トラ ンジ スタ 測定 器 
高周波 々 測定 器 各 種 
高周波 ベー ス 抵 抗 測定 器 
低 用 波 よ り 高 周波 迄 の 電力 利得 測定 器 
高周波 fT 測定 器 
吾 抵 抗 測定 器 


tt 一 臣 中 品 填 選 男 一 


葉 結 五 抱 S 量 志 后 己 傘 や 研 
ご ふ 研 ン 量 坪 母 寺 や 6 や " 

結 や だ" 珈 処 8S き 量 婦中 や 
電 規 堪 各 野末 へ 母 寺 "さも P ピ 
六 蜂 閑 蜂 & 寂 蜂 号 対 き 岳 羽 v 
嫌 氷 各 量 北 廿 寺 用 や ? 


洋 RRS 電 窒 坪 や 毅 加 セー= 整 蜂 レ 
較 忌 き 嫌 愉 軍 路 史 ” 下記 中 
S 最 夢 守 き 宅 婦 避 禄 長 っ つっ" 座り 
世 千 お 以 天 史 ピ 忌 S 々 PS 性 沙 へ 
KM 一 芽 吉 皿 田 強 多 牙 AM 下 持 
に 世 祥 S 円 培 峡 玉 R 替 門 守 き 
中 2 り 疲 長 る や つつ? 


いい 
きき さ ” 缶 交 環 赴き で きり 人 姜 き 
た SS>OoAOONK— メ ーー ベ KD 
て < キーツ >O コ OOOH か NNK 
一 后 堀井 起 田 堪 遇 間宮 基 や ve 
中 雪 " 替 所 終 RS つっ つ レ Pie 
so 

下村 過 蘭 半 嘩 打 祝 太刀 


生 続 刺 田 上 凶 六 環 所 幅 一 1 nO 
連 潤 (K11) 11 四 KK 1 ・11R ド Pl 


ーーO コ OOO»? 外 中 年 半 肖 ” 環 


会 社 
商 
5 6 
- 
に 1 
9 
4 
3) 


電 (921) 1042,7088 (929) 0289 


吉沢 精機 工業 株 式 
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FS NE 


n 


D. 


。 世界 最高 水準 品 グ 
ISION 

NTED J MICRO MOTOR 
信頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
SERVO MOTOR, SERVO MOTOR GENERATOR 


科学 技術 庁 長 管 
特許 庁 長 官 党 
大 河内 記念 賃 
朝日 新聞 
科学 技術 庁 


明 
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マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損 失 直 流 電 動機 で , 短 起動 
時 定数 , 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いう 1/2HP の 直流 電 


動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 


特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 滴 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か つっ 安定 で ある 。 
当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 


特 
(1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い 
(2) 直径 18mm 重量 43g 
(3) 高 能率 0.5W 型 52% 2W 型 73% 
(連続 定格 出力 時 ) 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2,.000 時 間 以 上 
(5) 右 転 , 左 転 特 性 一 致 


製 造 品 


微小 形 低 損失 直流 電 動機 
微小 形 低 損失 直流 発電 機 


徴 
(6) 
R79 


思 : 僅 


(C9) 
(10) 


目 


ー50°C~100°C で 作動 

定格 出力 時 定格 回 転 数 3,000, 
5,000 r.p.m. 

180g の 加速 度 に 耐え る 

Hg 10-%*mm に お いて 作動 
短 起動 時 定数 0.02 秒 以 下 


微小 形 速 度 計 発電 機 付 直 流 電動 機 


用 直流 電 動機 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 


モー ター 及び CL-3R, CL-3R, CL-2 A, CL-2 A, マイ クロ モー ター 
後列 左 よ り CL-2 A ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 R 
CLS-3 R, CLS-2 A, CLS-2A (ガバ ナー 付 ) マイ クロ モー ター 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目 黒 区 下 目 黒 4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9 


本 1 


新 製 品 発 完 
イン ター ナシ ョ ナル シリ コン 整流 体 


失 頭 遡 面 電圧 50~600 V 


交 推 美 交 流 
2 電圧 


出 カ 電 流 ( 半 波 ) 3 A  ( 自 冷 ) 
(50X50X0.8mm 冷 却 板 ) 9 A (強制 自 冷 ) 


最大 逆 方 向 電流 5mA 
最大 サー ジ 電 流 、。 3 サイ クル 100A 
高 許容 温 度 _ ベー ス で 130'C 以 下 
完 全 密 封 

低廉 で 使い 易い 


16~200 V 


イン ター ナシ ョ ナル 


シリ コン カー パイ トバ りり る 主 


高 許容 温度 素子 で 110°C 

安 定 動 作 抵抗 変化 に 対し 時 間 
的 遅れ が な い の で 過 
度 現 象 に 対し 完全 に 
追 障 する 。 

経年 変化 か な い 定格 内 で の 御 使用 な 
ら ば 長期 間 の 寿命 が 
期待 で きま す 。 


異常 電圧 保護 用 火花 消去 用 定 電圧 


て ンク 日 本 イン タ - ナ ショ ナル 整流 時 株 式 会 


東京 営業 所 東京 都 千 代田 区 神田 須田 町 1 の 24 番 地 (ニシ バビ ル ) TEL (291) 6246 代表 ・ 直 通 8986・8996 番 
大 阪 出 張 所 大 阪 市 東 区 北 久 太郎 町 3 の 16 番 地 ( 丸 全 ビル ) TEL (2) 1731>8 徐 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 中 区 堆 重 町 2 一 11( 田 中 ビル) LD ) 2 8 2 
本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 秦野 市 貸 屋 1204 番地 TEL 秦野 848 番 
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営業 品目 
AC. AVR 
DC. AVR 
誘導 型 A VR 
摺 動 弄 A VR 
発電 機 A VR 
静 目 励磁 機 
定 電 流 装 置 
教 , 育 用 
気 増 巾 器 


特殊 磁気 増 巾 
器 応用 装置 


新 発 幸 / 


護 賀 新年 
還 定 電 庄 装置 還 


1916 1 年 の 新春 に あたり 護 ん で お 慶び 申 
上 げ 、 併 せ て 平素 の 御 愛 願 に 対し 厚く 御礼 申 
ば げ ば まま 

御 陰 を も ち ま し て 定 電 圧 装置 の 唯一 の 結 
メー カー で ある 弊社 も 順調 に 発展 し て まい り 
大 容量 定 電 圧 装置 の 試験 設備 を 完備 し た 新 工 
場 の 建設 も と どこ お りな く 完 成 い た し まし た 

これ を 機会 に 更に 各 用 和 途 に 即 し た 堅 和 率 に し 
て 廉価 ・ 高 性 能 の 製品 開発 に 一 層 の 努力 を い 
た し 縮合 メー カー と し て の 御 期 待 に そう ぅ 所 存 
で あぁ あり ます 。j 

特に 本 年 は 、 三 祖 鉄 共振 型 定 電圧 装置 ( 特 
許 出 願 中 ) - が 完成 し 発売 いた すこ と に な り ま 
し た 。 本 装置 ほ 、 本 邦 は 勿論 世界 に も その 例 
を 見 ず 、 弊 社 が 綴 大 な 自信 を も っ て 世に 問う 
も の で あぁ り ま す 。 本 装置 は 三 福 の すべ て の 不 
平衡 に 対し 満足 し 、 速 応 性 は 勿論 、 波 形 も 良 
く 、 上 肝 高 性 能 で ある 事 は 三 相 定 電 圧 装置 と し 
て 何一つ 不足 の な いも の で あり ます 。 工場 の 
三 祖 電源 に 又 ビ ル の 堂 光 灯 電 源 に 装置 すれ ば 
その 真価 が 如何 な く 発 揮 さ れる と 信じ ます 。 
何卒 本 年 も 有 旧 年 に 倍 す る 御 指導 ・ 御 縮 控 の 
程 、 御 願い 申 上 げ る 次 第 で す 。 


済 甘 電 気 株 式 全社 


本 社 ・ 工 場 東京 都 志田 谷 区 代田 1~35 3 
町 田 工 場 東京 都 町 田 市 金森 字 8 号 1163~6 


TEL (0414) 51561 (代表 ) 
夫 二 先 放 (0274)72198 有 代 表 ) 


エレ トク っ 高 性 能 
詞 信 灯 1 じ ぁ 推進 +2 


マイ クロ ・ モ ー タ 用 自動 電話 交換 機 継電器 用 
メー タリ レー 用 水晶 発振 子 小型 恒温 槽 用 


名 
うり 
i 
® 


0 S 高 信頼 度 電 和 気 


チ ョ ーッ パパ" 用 _。 覆 の 選 


OS サー ミス 
温度 測定 用 時 


款 大 泉 製 作 所 
本 社 東京 都 練 馬 区 貫井 町 41O 番 地 電 話 (991) 11 0 1 


銀座 営業 所 東京 都 中 央 区 銀座 西 フ 7 丁目 6 番地 (福田 ビル ) 電 話 (571) ) 8500・ he 


スペ クト ラム 分 析 器 


SPA-— 3 向 200%~15MC 
ーー (SPA 一 妙 型 )200%~25MC 


nt 


SPA—3 型 ( 及 SPA 一 3/25 型 ) は 応用 範囲 の 
極め て 広い 測定 器 で 15MC (25MC) 迄 の 周波 数 範 
囲 々 を 3MC 迄 の 掃引 巾 で 分 析 す る も の で す 。 オー デ 
ィ オ か ら RF 迄 、 又 睡 音 の 分 析 も 可能 。 


(A) 特 微 
| e 操作 簡便 

e 中 心 周波 数 、 掃 引 巾 、 掃 引 速 度 、 中 間 周 波 
帯域 巾 は 連続 可変 。 
最高 感度 は 20k V (フル スケ ー ル ) 
分 解 能 は 最高 200 迄 解 
周波 数 マー カー 内 歳 
弁 音 分 析 用 平滑 フイ ルター 内 蔵 


(B) 侍 様 

(1) 周波 数 範 囲 ;200% 一 15MC (200%% 一 25MC ) 
(2) 周波 数 目盛 : リ ニヤ ー 

(3) 掃引 市 ;0-3MC 迄 可変 

(4)- 中 心 周波 数 ;:0-13.5MC 連続 可変 

(5) 

(6) 


分 解 能 ;200% 一 30KC 
振 巾 比 E*/E!' の 測定 に 要する 最少 周波 数 差 : 振 巾 比 1: 1 420% 10・1 960%※ 
1002 1 22KC 1000:; 14. 5.2KC 
(7) 感 度 20xVー2V (フル スケ ー ル に 要する 入力 電圧 ) 
(8) 振 巾 目盛 (Y 軸 目盛 ) : リ ニ ヤ 1.0-0 対数 0ー 一 40dB を 
(9) リ ニ ヤ リ テ イ ; リ ニ ヤ スケ ー ル 寺 10% 対数 目盛 =。 +1dB 
(10) 入 カ インピーダンス ; 722 (01) 提 引 繰返し ; 1 一 60% 迄 連続 可変 
掃引 は 外部 同期 、 電 源 同 期 、 非 同期 
(12) 使用 プ ブラ ウゥ ウン ;:5ADP7 CRT G3) 電 源 :115V,60% 御 注 文 に より 
変更 、 電 源 電圧 制御 装置 も あり ます 。 
(44 キヤ ピ ネ ッ ト の 寸法 ;2114” HX22 入 ^ WX21” D 
(Cc) "附属 装置 
) 掃引 周波 数 発振 器 
) SW 一 1 型 信号 切換 器 (マー カー 又は 二 現 象 用 ) 
) 
) 


TFA- 1 型 時 間 対 周波 数 分 析 器 
フェ ア チ ヤ イル ド ・ ポ ボーラ ロイ ド ・ オ ツ シ ロ スコ ー プ 用 カメ ラ 


i い 。 


Nationat 坪 i 
. ' ER EE 
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w 202A FUNCTION GENERATOR—Down to 0.008 cps; 
transient-free! 

Uses: Electrical simulation of mechanical phenomena, vibration 
studies, servo research and testing, medical research, geophysical 
problems, subsonic and audio testing. 

Advantages: No switching transients, continuously variable 
0.008 to 1,200 cps range, 30 v output peak-to-peak constant, hum 
less than 0.05%, square, triangular or electronically synthesized 
gine waves, 1% stability, 0.2 db response, less than 1% distortion 
(sine waves) on all but x 100 range. 


i 650A TEST OSCILLATOR— Filat within 1 db, 10 cps 
to 10 MC! 


Uses: Testing TV amplifiers or wide-band systems, measuring 
filter transmission characteristics and tuned circuit response, 
determining receiver alignment, making telephone carrier and 
bridge measurements, i 
Advantages: No zero set, no adjustments during operation, out- 
put voltage range 30 pv to 3 v, less than 1% distortion, 20 eps to 
100 KC; less than 2%,100 KC to 1 MC; approx. 5% at 10 MC. 
Hum less than 0.5%, output voltage attenuator, self-contained 
voltmeter, 2% to 3% stability. 


Easy to operate, PB i に C | S | 0 N 


highly stable, 


we renae a OSCILLATORS 


7 precision oscillators perform a wide variety of audio, video, and low frequency tests. They 
offer the outstanding advantages of flexibility and broad usefulness at moderate cost. Employ- 
ing the pigneered RC resistance capacity circuit, the units combine accuracy and reliability 
with easeiof operatior’and minimum adjustment. : 


oN “ 205AG AUDIO SIGNAL GENERATOR—Six instruments 
‘ in one; 20 cps to 20 KC! 


Uses: Measure amplifier gain and network frequency response, 
measure .broadcast transmitter audio and loudspeaker response, 
drive bridges,; use in production testing or as precision source for 
voltages. Monitors oscillator output, measures output of device 
under test, 

Advantages: Self-contained instrument, no auxiliary equip- 
ment needed.'5 watts output, 寺 1 db response, less than 1% dis- 
tortion, hum more than 60 db down, no zero setting, output and 
input meters read v and dbm ; four output impedances. 


ーー 


ペ 
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w 206A AUDIO SIGNAL GENERATOR—Less than 0.1% 
distortion; 20 cps to 20 KC! 


Uses: _Convenient, precision audie voltage source; checks FM 
transmitter response, makes high quality, high fidelity amplifier 
tests, transmission measurements, 

Advantages: Continuously variable audio frequency voltage, 
(output 15 dbm ) 0.2 db response, hum 75 db down, 2% frequency 
accuracy, less than 0.1% distortion. 111 db attenuator with 0.1 db 


steps. 


Data subject to change without notice. 


pioneered the world-famous 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 


resistance-capacity Palo Alto, California, U.S8.A. 
oscillator cireuit "日 本 総代 理 店 


理 , 

関 商事 株 式 会 社 
東京 都 赴 代田 区 神田 東 福 田町 一 番地 1 

電 に | 周 が (8966 人 代 溢 和 B03.6 4 
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cn 3CXI0, 000A3 


ARE oi hh 


UNIQUE NEW EIMAC SCX10,000A3S CERAMIC TRIODE 


OFFERS VHF POWER=UP TO 20 KW 


Eimac expands its ceramic tube line with the introduction of 


the 3CX10,000A3 — the only 10 kilowatt air-cooled ceramic' 


triode in the field. This advanced power tube is intended for 
use at maximum ratings through 110 megacycles. 


An outstanding feature of this clean; efficient ceramic. 


triode is the large reserve'of grid dissipation assured by 
platinum-clad tungsten grid wires. Overload protection has 


also been built into the 3CX10,000A3 to make it ideal for ., 


use in industrial heating — dielectri¢ and induction. 


This newly developed triode is also well suited for such 


.applications as broadcast, FM and single-sideband trans- 
“mitters, ultrasonic generators and sonar pulse amplifiers. 


Tt can also be used as a class:AB; or class- B linear amplifier 
in audio or r-f service. 

A companion air-system Sc ud chimney, as shown 
above, is available with the 3CX10,000A3 ‘to meet your 
specific requirements. Watch for a low mu version of this 
high-power triode in the near future. 


GENERAL CHARACTERISTICS Max. Frequency Max. 
»" : Operating Filament Filament for Max. Plate-Diss. 
. EIMAC 3CX10,000A3 Height Diameter Temp. Voltage Current Ratings Rating 
CERAMIC TRIODE 8.25* 7.0" 250°C, I 102 amp. 110 Me. 10,000 watts 
日 本 総代 理 店 


EITEL- McCULLOUGH, INC. 
* hy San Cartlos, California 


% 


関 商 事 株 式 会 


rt 
電 庄 話 鐘 (866 計 代 計 表 3136 


社 
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LABORATORY FOR ELECTRONICS, ING. (L/E) 


Maiereware 
Oscillators Snes 8|4 


high-power...ultra-stable...tunable... 


Frequency Coverage—2500 to 25,000 mec/s Frequency Modulation Total deviation up to 
Dial Calibration —1 mc per division on main dial, 0.01 percent of frequency. 
(resolution) ek rosing non dial inclu- Power Output Bas Toble. 
Dial Accuracy —0.1% absolute—Calibration’ chart . , Output See Table. 
supplied for greater accuracy at Power 200 watts (average), 
slight additional cost, 117 volts, +10% 50-60 eyal 
Short - Term Stability—5 parts in 10° (ave.) iie. 500 cps i 1 Ms 
or Residual FM @ 10 kme. Dimensions 211/16 TE “" dust cover: 
Long - Term Stability —1l in 10° (under normal envi- in. wide, 14-9/16 in: high, 
4 er 16-5/16 in. deep. May be rack mounted, 
Amplitude Modulation— Internal 1 ke oscillator-modulator, Panel only: 19 in. wide, 10-1/2 in. high. 
Up to 15%. 
Front panel jack for connection to 
external oscillator, 
May be modulated greater than 
15% with external gyrator. 


rid A LE 
通信 工業 ・ 電 子 工 業 ・ 原 子 力 工業 用 設備 日 本 総 代 理 


測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機 械 ・ 工 具 直 会 
東京 都 港 区 芝 麗 平 町 1 虎ノ門 産業 ビル 
電 話 (501) 3168, 3169, 5301 一 9 
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cy SCHOMANDL K.G. 
超 精 密 周 波数 

発生 装置 

* 測 定 装 置 


Frequency Decade type ND 5 


With 

e Precision Decade Frequency Com- 
paritor type NDFOI. 

*・ Harmonic Amptifier type NB 7. 

・ Crystal Oscillator type NQ 2. 


SPECIFICATIONS 


@ Frequency range: 100%to 1,200M c/s 


@ Accuracy 
at intervals of 100%: C0 
Intermediate values continuously to better than 土 0.1% 


N 


@ Output voltage: approx. 75mV to 2mV. (at 1,200MceA) 
6 Fixed standards: 100%; 1 k%; 10k%k, 100k%; 
(directly available from front 1MS% (approx. 1V across 2 kg) 


panel sockets) 


西独 ショ マン ドル 社 日 本 総代 理 店 


通信 工業 ・ 電 子 工業 ・ 原 子 力 工業 用 設備 = 東 株 に = ネ 寺 


測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機 械 ・ 工 放 
i RE i i TW 東京 都 港 区 芝 鞭 平 町 1 虎ノ門 首 業 ピル 
話 (501) 3168, 3169, 5301 一 9 


se 


125~E SOE; 
LD.563 Pump and Magnet 


~~ 


pa oga en ga ga Gg po oo i 0 tet gat ttt dati a 
a % i i 


40 L./SEC. 


V-11404 Pump and Magnet 


"5L/sec: 実用 例 : 大型 水冷 管 排水 中 の 5 し . ポン プア 


V-11402 Pum 
V11403 oi O 〇 到達 真空 度 10' や mmHg 以 上 
, © 動作 真 宰 庶 範囲 2 メ X10-*mmHg 10-°mmHg 
以上 
O500°C の 高温 まで 動作 きせ う 3 る 。 
© 〇 © 設置 に 際 し , 取付 位置 , 取付 方 向 , 作動 , 
1 L./SEC. 加速 庶 等 に よる 制限 が な い 。 
O 〇 長寿 命 で ある 。 
V-11411 Pump 裂 録 御 請 求 下 さい 。 


V-11412 Magnet 


cy NEC イオ ン ポ ンプ 全国 一 手 販 売 特約 店 
製造 元 


日 本 電気 株 式 交 詩 涼 文 株 式 会社 


本 店 東京 都 中央 区 日 本 橋 大 伝馬 町 2 の 1 電話 (661) 2286 ( 代 ) 
東京 都 港 区 芝 三 田 四 国 町 二 番 地 支店 大 阪 市 西区 彼 下 通 1 の 14 電 話 (44) 5478 
神戸 市 生田 区 海岸 通 2 の 26 電 話 (3) 4266 
全 沢 半 市 下 松 王 原 町 0 生計 (3s) 4195 
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O 完 全 な トラ シン ジス ター 化 
OAC. DC 又は 内 蔵 バ ッ テ リ ー で 動作 
Q 小 型 ! 軽 井 
834 ベ 5 ジ が" x16c 
13 入 ポン ド (バッ テリ ー 無 し ) 
Oo 仕 - 様 
周波 数 軒 囲 : DC~5MC 
立上り 時 間 : 0.07 gsec 
垂直 軸 偏 向 感度 : 0.01~20V/div 
掃引 和男 囲 :0.5gxsec~0.5sec/div 
OQ 価格 (FOB$) 
』 321 型 オッ シロ スコ ー プ …… $775.00 
バッ テリ ー・ セ ッ ト … 66.00 


謀 電 ee 35.00 * 
321 Mod 125 型 オッ シロ スコ ー プ …$ 810 ¥ 
(充電 器 内 上 蔵 ) 


御 申 越 炊 第 詳細 カタ ログ を 御 送付 致し ます 。 
日 本 終 代理 店 


GENERAL RADIO COMPANY | 委 屋 電気 株 式 会 社 


A 東京 都 中 央 区 京橋 二 丁 目 三 番地 ( 守 随 ビル ) 
THE HARSHAW.CHEMICAL COMPANY g 詳 (561) 9256 ( 代 ) 5848 給 入 課 直 品 


| 


ーー 


ーー E eS 占 ] 上 し た 安定 3 導 


ほとん ど 雲 調 の 必要 あり ませ ん 
@ 真空 管 電 庄 抵抗 計 DV 一 5 理 


A. BB 電源 共 電 圧 安定 化 装 置 付 , 電圧 は 0.5 V レ ンジ 
に より AC50mV、DC10m V ま で . 周波 数 は 500Mc 
ま で 計測 可能 
測定 範囲 交流 0 一 150V.R M, S 及 x10 6 ヒン シンジ 
0 一 420V. P. PP 及 x10 6 と ヒンジ 
直流 0 一 1500V 及 x 100 
最高 30KKV ま で 8 レン シ 
抵抗 0 一 1000MC 8 ヒレ ヒンジ 
周波 数 範囲 R.MS 30% 一 500Mc, P. P30% 一 50Mc 


スカ イン RMs C= 1jsPF 以 下 
ー ダ ンス R=2MQ (100Ke),500 KN(10Me) 
60KN (100Me) 
P.P.C=13PFIJTF R=2MN(100Ke) 
1MQ (1Me)200K2 (10Me) 
直流 15MQ 及 X100 
誤 療 交流 定格 値 の 土 3%x10 は 定格 値 の 十 5% 
直流 定格 値 の 土 .3%Xx100 は 定格 値 の 土 10% 
抵抗 目盛 長 の 土 3% 中 央 目盛 R の 0.3 一 3 
倍 の 間 
周波 数 特性 R.M.S 土 3% (50% 一 250Mc), 士 10% 
(309s500Mce), X10 は 士 10% 
(30%—1Mce) 
P.P 士 5% (30% 一 50Mc) 
x10 は 土 10% (30% 一 1 Me) 


大 央 電気 株 式 会 社 


三 康 市 上 連 得 754 番地 次 き 志 な < a 
蔵 野 (622) 3ー4107( 代 ) で 身 加 届 四 后 生計 


各 
上 


GENERATOR 


1. 用 途 オシ ロス コー プ の 押 引 時 間 の 較正 、 
信号 流 月 の 比較 な ど に 使用 し ます 。 
2.、 村上 識 
a マー カー 出力 
1 イン ター バル . 0.lgks, 0.5Aks, 
Sks, 10ks, 50ks, 100ks, 500gkts, 
Sms, 10ms, 50ms, 100ms, 500ms 
、 10s 
・ る 店 確度 00.1% 以下 ( 水 計 3 
SW 3 vV 以上 (75 の) 
4 極性 プラ ス 。 マ イナ スス 切 損 
林 能 
トリ ダガー 出力 
1 周波 数 1Mc/s 100kc/s 
10ke/s, lke/s, 100¢/s, 10¢/s, 1ce/s 
*・b を 英志..3:5V て p ニ p50 ka 
a 0 すす 、 放 - 以 
P AC 95V—105V 50 ーー 
消 匠 電力 450V A Re 
寸 法 約 540x370x300 


ーー 堂上 業 品目 一 ・ 重 量 林 40kg 


パル ス 応 用 各種 測定 器 ・ 多 現象 オシ ロス コー プ …・ 高 ~~ nN — 
周波 電源 装置 ・ 半 導体 関係 測定 器 ・ パ ラメ トロ ン 関 港 通信 機 家 式 剣 入 
係 測定 器 ・ 標 準 時 間 発振 器 ・ 微少 時 間 統 計 機 ・ 医 用 東京 都 港 区 西久保 信 幡 
電子 管 測定 器 ・ 其 の 他 超 広帯域 増 巾 器 関 係 電話 (431) 276 a 5 ¢ 
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本 機 は 0.008 cps 一 1,200cpc の 正弦 波 ・ 三 角 波 お よ 


び 和 壮 形 波 を 10 進 法 5 レン ジ に 分 割 し て 発生 する 極め て " a sa 
安定 な 超 低 周 波 発 振 器 で , 出力 電圧 の 周波 数 特性 は 本 握 ° ファ ンク ショ ン ~ ゼ ネ レ ー タ 
的 に フラ フラット, 波形 お よ ょ び レン ジ の 切換 え に よ りほ と ん = / 452 形 
ど ト ラン ジェ ント を 発生 せ ず , た だ ち に 新た に 与え られ 
た 波形 で 発振 し ます 。 

な お , 開放 出力 電圧 を 指示 する peakto peak 形 電圧 計 
が 組込ま れ て いま す 。 


i 正弦 波 ・ 三角 波 お ぉ よび 千 了 形 波 
最大 出力 電圧 (2kn 負荷 に 対し 3 波形 と も ) 
30Vp-p 以上 
出力 電圧 周波 数 特性 土 2% 以下 
出力 電圧 安定 席 (電源 電圧 の 土 10% 府 に 対し ) 
士 0.2d B 以 下 
率 (正弦 波 ) 0.008 一 100cps 
RRC 


yer (極性 負 ) 
5kz ST 


JJY 明 信 機 661- A 形 


本 機 は , 日 本 標 携 電 波 (JJY) 専用 の , 局部 発振 回 路 を 水上 唱 制 御 と し た 受 
信 機 で , 周波 数 ょ び 時 刻 の 標準 と し て 使用 で きる ほか , 電波 伝播 状態 を 知 
る こと が で きる ます 。 

パオ キル 面 に は 簡易 形 S メ ー タ を を そ な ぇ ょ 、 そ モニ ター と し て 2.5* ス ピー カー を 
内 蔵 し , 後面 に は (6007,10009% の 出力 も と 1 9 の パルス (正極 性 ) 出 力 端 子 を 
を そ な ぇ て いま す 。 


株 式 念 坊 苑 人 電波 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 一 67 電話 (771) 9191 ( 代 ) 一 6 玉川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 一 1175 電 話 中 原 (047) 3073・6224・6281 


イト 装 赴 


特 性 
周波 数 特性 指定 周波 数 を 基準 と し て 

土 3MC で 和 キ 14dB 以 内 
土 9MC で -30dB 以 上 
10dB 以 下 
受信 部 入力 40 60dB の 範囲 で 出力 変化 
2 dB 以内 
映像 ・ 音 声 信 号 相 互 に 対し 一 40dB 以 下 


1000%%, 100 % 変 調 の 定格 出力 で 
60dB 以上 
映像 出力 の 2.25 倍 の 出力 に 於 いて 
(NHK 小 欄 局 納入 75W サ テラ イト 装置 ) 5 % 以 内 


; 波 に 対し 一 40dB 以下 
克 社 で は 御 注 文 に 応じ て 10W よ り 1kW 之 各 不正 副 射 基本 


種 の サテ ライ ト 装 置 を 製作 し て お り ま す 。 


本 社 ・ 川 崎 工 場 神奈 川 県 川崎 市 元 木 町 21 番地 
電 川崎 ( 2 ) 7315 ( 代 )(3 ) 0376 番 


に 系 京 営業 所 東京 都 港 区 芝 西 久保 巴 町 49 番地 

- 届 ト 通信 信 棋 = 電 話 (431)5536・5686・5750 番 

4 大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 老松 町 3 の 56 西 天 滴 ビル 412 
電 放つ 303 吉 稚 


ーー A 新調 品 
Corona 走 軍 時 央 記 衣 直 直 


トラ ンジ スタ の 特性 撰 別 用 電源 に 
上 品質 管理 ・ 自 動 制御 に 


ACR-200A 型 


a 


性 能 ( 例 


出 ガ 電 流 :DIC 0 こ <200mA 
連続 可変 

2. 出 力 電 流 安定 度 : 負荷 抵抗 0 ~10009 

の 変化 に 対し で 土 0.1% 以 下 

A 世 * A. C0'85V ~115V 


ACRー200A 型 ) 


の 和 e 50, 609 
a 
m= へ =} _ 
コロ ナナ 電 気 株 式 会 Sa コロ ナナ 商事 株 式 会 科 
本 社 工 場 茨城 県 勝田 市 市 毛 Tel. 勝 田 6 6 3 東京 都 台東 区 車 坂 2 1 
日 立 工場 茨城 県 日 立 市 助川 中 町 Tel. 日 立 (2)1755,1915 Tel,saemkt8Ad) 0967, 5926 


水平 型 平 型 ・ 双 子 接点 型 ・ 有 極 型 小 型 ( 交 ・ 直 流用 )・ そ の 他 特 殊 型 各種 


MA2P 型 (①C 用) 
定格 電圧 6,12,24,48,100VDC 
動作 電力 最 少 0.4W 
最 大 2.5W 

席 接点 組合 2 回 路 切 換 

計 訂 電流 容量 2A (100 VDC) 

無 誘 導 負荷 

取 押 紀和 付 モ 朗 ダン 型 
オグ タル ソ ケ ッ ト ) 

wf 法 51Xx35x35 mm 

( 取 . 付 面 上 ) 


カタ ョ ログ 人 進 量 


ひ Jy 吾 高 見 澤 電 欄 笛 作 所 


東京 都 品 川 区 西 大 崎 3 一 515 
TEL。 大 崎 き (4919 代表 2136 
工 場 東京 ・ 信 州 第 一 信州 第 ニニ 


ーー 
関西 地区 代理 店 関西 制 刈 機器 株 式 会 社 。 大阪 市 大 淀 区 本 庄川 崎 町 3 一 26 TEL (37) 9859 
& a 4 a a 4. 4 a 
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室 胴 周波 数 計 


極 めで て 和信 単 に 周波 数 の 測定 が で き る 直読 形 
の 周波 計 か が 完成 いた し まし た 。 従 来 の トラ ン 
スミ ッ シ ョ ン 和 形 と 共に 御 利用 願い ます 。 現 在 
下記 の 三種 が 用 意 さ れ て お り ま す 。 


CFMD—077U | CFMD—097U | CFMD-—107U 


測定 周波 数 | 5.8~8.2Ge |7.05~10.0Ge | 8 2~12.4Ge 
虹 の か を | sMe | 5sMe 5 Mc~10Mc 
形 式 i 

使用 導 流 菅 | WRJ-7 | WRI-9 | wri 
7 Rey 


白 本 高周波 本 式 人 准 尺 


本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 中 山 町 1119 電話 川 得 15 番 
東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐久 間 町 1 一 55 和田 ビル 電話 (501) 9588・2662 
東京 研究 所 東 京都 文京 区 菊 坂 町 3 電話 (%1)1970 


導 療 奈 研 補 /z 
高圧 作 周 小 発 折 各 


仕 様 
周波 数 一 10 一 1 ,200 c/s 
正弦 波 一 1 ,000 V 
筐 型 波 一 PP 一 1,000 V 
S/N 比 … 一 60 db 
負荷 イン ピー ダン ス 31k9 以 


AーD 変 換 に 


< rt ーー 衝 ーー 式 会 社 
直流 徴 小 電圧 計 豚 湯 妃 株 式 会 


東京 都 世田谷 区 祖師 谷 2 一 841 電話 (416) 0408 
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Be 
a (KE Terminals) 
タ ーー (KE Headers) 
RK 呈 、 身 6 


大 量 生 産 に 依る コス ト ダ ウン と 
高度 < の 品質 管理 こ 依 る RT 1 位 の の 同 j』 上 
均一 性 を 持 - i 製品 を EE | 信 を 以 
し まず 


カタ ログ 進呈 


MODEL — 10F 


性 能 
1. 周波 数 範囲 10% 100KC +2db 
2 測定 電圧 lxVー14V 
ー120db ~ +22db 13 レ ン ヂ 
8. 精 度 1db (10V -100gV レン ヂ ) 
+3db (30zV 10uV レン ギ ) 
4 入力 イン ピー ダン ス 約 2MQ 
5 内 蔵 バ ンド バス フイ ルター 
帯域 巾 中 心 周波 数 の +3% 内 0.5db 
減資 器 。 中心 周 液 数 の 土 1oct-45db 以上 
従来 、 測 定 に 非常 な 困難 を と も な っ て いた テー プ レコ フィ ル タ の 内 蔵 数 は 4 ヶ 衛 で す が , 外部 端子 に より 
ー ダ 用 ヘッ ド , 低 出 カカ ピッ クア ッ プ 等 の 特性 を 直接 迅速 御 希 望 の 数 を 取付 可能 で す 。 又 中 心 周波 数 は 御 注文 
- i パ ‘ = 芋 に より 如何 様 に も 製作 いた し ます 。 
ine ge を 6. 寸 法 重 量 約 140( 高 ) X480( 巾 ) X300( 奥 ) mm 
利用 する 場合 1 pg V の 電圧 を 直読 出来 る 外 , 低 レ ベル 信 


約 25kg 
号 の 高調 波 成 分 を 読み と る こと が 出来 ます 。 


20Kac 束 準 科 字 』 革 株 式 會 填 


東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 4 7 TL R73 228 
1 電 東京 都 大 田 区 下丸子 町 1 8 7 TEL (738) 1166( 代 ) 
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必ず 使 5 


沿 定 器 HO 


支 特 長 
© 並列 T 型 回 路 を 利用 し て 新しく 設計 きれ た と た 亜 率 測定 器 で あり ます 。 
村人 格 0 導 低 麻 で すか が 性能 は 商 価 な も の と ょ 少し も 褒 
せん 。 
云 用 和 途 
© 悪 率 、 信 号 対 雑音 比 の 測定 。 
© 広 帯域 高 感 席 真 空 管 電圧 計 。 
支 性 能 
© 和 蛋 率 測定 薬 本 周波 数 範囲 309% 一 30 Kk 連続 可 論 。 
Oo© 窒 率 測 定 範 囲 、 及 指示 値 30% 0.2% 、db 及 % 直読 。 
〇 © 牌 率 測 定 に 必要 な 入力 0.5V( 入 カカ インピーダンス 100Kn) 
O 〇 冥 空 管 電圧 詩 周 波数 特性 309% 一 100 K9%% (0.5dqpb ) 
20%s ~150 Kk% ( 1ldb) 
ーー 2mV ~10V 
源 100V 交流 50-60% 
So 生計 培 対す る 安定 度 電源 変動 15% に 対し て 指示 齋 差 
0.2db 以内 


0 OW 横 電 カ 25VA 
正 価 488 誠 0 0 円 太 主 な る 納入 先 警察 庁 、NHK、 日 本 電気 、 を その 他 主 メー ヵ zー 


“<$) 信和 通信 機 株 式 会 社 


京都 杉並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 (312)0125( 代 表 )~0130 


a ET ブ 


バイ 7 イッ パー- タ バイ 7 コッ バタ 
オォ オー トラ ジオ ・ 宜 伝 カ 一 扶 声 機 用 
航空 機 ・ 船 舶 ・ 車 輌 無線 機 用 


DCAC BL Fa 


直流 徴 少 電圧 の 変 流 一 自動 制御 , 記録 , 測定 用 
入 カカ 1gV~30V, 1mA 


枢 動 _ AC50~60CPS.6.3V 60mA. 
その 他 400 cps 駆 動 チ ョ ッ パ 等 各種 


日 進 電 波 株 式 会 社 


東京 都 語 川 区 北 品 川 4 の 564 電話 白金 (441)1126( 代 )-8 
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こ べ SSS ぼ NSSSKSOSSNSSSSSSNNSSNISSSSISSSSN 細 


6-BEAMS OSCILLOSCOPE 


現象 オン シロ スコープ Bo-.60| 型 


No. 1 ~ 
概 要 この 装置 は 6 組 の 電気 現 介 を 同時 に プラ ウン 管 で 観 
察 で き 、 提 装置 と の 組合 せ に より 、 一 釣 撮 生 も しく EY > 
は 連続 撮 理 2 0 


ea が で を まず 。 


No. 4 ~ 


No. 5 — 


No. 6 ~ 


主要 製品 


イン ク 書 き オ シロ グラ フ 、 電 克 オ シロ グラ フ 単 掃引 撮影 
一 現象 オシ ロス コー プ 、 プ ラウ ン 管 連 続 揚 昌 装 軒 ( 例 ) 掃引 速度 
直流 増 巾 器 、 歪 記録 増 巾 器 


1x5x0.1=0.5ms/cm 


へ 本 社 東京 都 新宿 区 柏木 1ー95 Tel (371) 7117~8、.81145 
案 測 癌 株式 会 社 工場 東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 1635 Tel (022 一 ) 4941. 7825 


に よく まで | 


東 


電 気 低 温度 恒 


人 
送 風 式 電 気 
人 各 醒 


株 式 会 社 興 村 製作 所 


東京 都 板橋 区 熊野 町 3 5 電話 (961)1596・2728 
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ます 男 89 7 リン ト 醒 旨 偽 5W 


© プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下さ るい 。 


支配 線 図 や 簡単 な 略図 か ら で も 、 す ぐ で プリ ント 化 致 し ます 。 
去 設計 か ら 製 造 ま で 一 貫 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 さ きれ た 設備 か ら 
生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満足 の ゆく こと と 存じ ます 。 


胎 売 工業 株 式 会 社 


東京 都 世田谷 区 祖師 ヶ 谷 2 ~686 TEL (46) 0278・1231 


SOSHIND ルル バート マイ: 湖 議 a シン テン ササ 
高い 〇 ・ 高 安定 度 


防衛 庁 NDS 規格 認定 試験 合格 会 社 


用 

用 双 信 電機 株 式 会 社 

用 本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 2 電話 東京 (71) 8111 ( 代 ) 
長野 工場 長野 県 北佐久 郡 浅間 町 岩村 田 電話 岩 村田 2 111 
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電子 計算 拉 に [」] 自 重利 」 従 | 回 路 
(ご [コン マラ メー ドロ ーー 


dd dd 


A 衝 LN 


[ 紀 レ ペラ ふ 之 光二 ] モー.・ マ マ bE 夫人 


パラ メト ロン 演算 回 路 シ ステ ム は 、 日 本 で 生れ た 独 得 の 計算 機 方 式 で 、 そ の 
優れ た 安定 性 は 、 自 動 制御 方 式 の 決定 版 と いわ れ て いま す 。 米国 を 始め 各国 
で も 高く 称 将 され 採用 も 本 格 化 し て お り ま す 。 TDK は パラ メト ロン ・ シ ス 
テム の 回 路 素 子 パ ラミ スタ ー 、 記 憶 素 子 メ モリ ー マ ト リッ クス 等 を 量産 する 
ほか 、 電 子 計算 機 、 自 動 制 御 装 置 の 製作 の ご 相談 に 応じ て お けり ます 。 


1 月 1 日 より 商標 が を / 東 京 電気 化学 工業 株 式 会 社 
の の まし た 。 東京 都 千 代田 区 神田 松 住 町 2 番地 


トク ググ ZA RN 


= a 、 model T—1I121I1 
下流 中 1ー36V 出力 電 圧 二井 作 連 計 本 
EM 4 hr は 0-3A 03A-1A.9A 過 電流 制限 回 路 付 特許 出 量 中 ) 


直列 接続 使用 可能 (特許 出願 中 ) 


能 
カ 電圧 … 単 相 交 流 90V~105 V 50% 60% 
0 直流 1~36V( 一 操作 連続 可変 ) 
カ 流 Ocean 0~3A 
制限 電 ee 3A 1A 0.3A(3 段 切替 ) 


電圧 変動 … 上 記入 力 電 圧 、 出 力 電流 の 全 変 動 
に 対し 100 mV 以内 


eeeceaesersreesrerese 5mV(PーP) 以 内 
人 流 防 止 … 上 記 処 限 電流 、 ま た は 負荷 短絡 に 
よる 過 電 流 を 防止 する 


営業 品 目 


に ます で 放 -: ヨ - ヨ 3:3: 
すす 


トラ ンジ スタ 式 志 流 容 定 電 源 。 電源 変圧 特 
A 一 3B 一 3C 一 3 形 安定 電源 低 周 波 秦 戚 器 
自動 電圧 調整 問 。 究 流 線 輸 
録 窒 テー プ 用 菩 気 抹 消 器 磁気 増幅 問 
各種 直流 安定 電 源 樹脂 加工 変 戚 
各 種 電 源 機器 線 内 


立 通信 3 業 株 式 汗 計 


区 西 大 崎 2 一 170 TEL 東京 (491) 1191( 代 表 ) 
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ラン ジス タ 安 


新 製 品 
TP O030—10 型 入 亡 電圧 AC 50~60co 90~105 V 

' 出力 電圧 DC 0~30V 連続 可変 

出力 電流 最大 連続 負荷 10 A 

電圧 変動 電源 及び 全 負 荷 変動 に 対し 100 mV 以下 
リッ プル 5 mV 以下 

過 電 流 安全 装置 付 

寸法 ・ 軍 量 520Xx340x360 41kg 


PAT PEND 
この 他 製 造 中 の も の は 次 の 通り で す 。 
掲載 誌 御 記入 の 上 カタ ログ 御 請 求 下 
Sleg 


営業 部 川崎 市 二子 662 


( ツ ) 宰 式 坊 高砂 笛 作 了 所 一員 缶 


(048) 4111 


奏子 析 約 に シリ コン 加工 の 巻 心 及 欄 絶 線 の 
フレ キシ ブル 
券 線 抵抗 稀 


®⑤ 


EE 通信 機 株 式 会 社 。 


東京 都 荒川 区 日 暮 里 町 3 丁目 60 6 番地 
電話 荒川 - (891) 5214 ( 代 ) 5428 番 : 


世界 に 交 然 た り …… 


i = 
2 格 イ 2 


4 ペ 


習 役 と 性 能 

この 二 極 マイ クロ スイ ッ チ は 本 邦 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 於 いて は 従来 の 単 極 の 
基本 型 と 同一 に 総 ゆ る 品種 が 完成 致し まし た こと は 世界 で も 最初 の 画 誠 的 な も の で す 。 こ 
の 牙 功 の 理由 は 本 器 が 応 遷 の 動き (M.D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動 * が 大 さき いこ 
と 、 こ れ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 府 いて も 、 国 内 に 於 い で も 徐 及 さき されない 理 由 の 
ー つ と 考え られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 符 例 . 
新 分 野 へ の 許 明 と ど ま で 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特徴 は 次 の 如く 追加 され る の で す 。 


(1 ) 外 寸 , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 則 


(2) 機械 的 八 合 は 50 万 回 以上 , 接点 間 属 絶縁 抵抗 500V. 1000M 以 上 
は 従来 の 単 極 品 より 広い . 動作 に 必要 な カカ (0. F.) 300-450g | 
(3) 動作 力 , 応 杖 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き  (P. T.) 0.5MAX. 
(4) 単 極 品 を 2 ヶ ケ 並 べ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動き (0. T.) 0.13MIN 
い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 路 同 時 。 戻り の カ (R. F:) 1gMIN. 日 本 義 閉 器 工 業 和 株 式 会 社 
(5) 規格 応 差 の 動き (M. D.) 0.01~0.15 
電流 傘 量 125・250V. 10A. A. C. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 


TEL 東京 (771) 8841-2・8379 


に に. 
カタ ログ 進呈 
香り 希 詞 の 方 は 本 庄 名 記入 の 上 
PR 課 ま で 申 入 み 下さ い 


Ah// ff hs  // ミツ ミ 電 機 株 式 会 社 
ks 7 og 


東京 都 北 多摩 郡 洛 江 町 小 足 立 1056 
TEL (416) 2219・2619・2692 
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» デー タ 処 理 の 入門 か ら 実 用 まで く < 上巻 発 売 中 > ーー 上巻 主要 目次 ーー ニー 


マッ クラ ッ ケ ン , ワ イス , リ ー:Programming Business Computers ① デ ー タ 処理 と いう 間 題 @ フ ァイル i 
事務 用 計算 機 E a | ⑧ 流 れ 図 の 書き 方 の デー タ 事 理 機械 : 
の 回 2 A 3 ⑤⑥ 算 術 お よび 桁 移動 操 作 の コー ディ : 

=| y/ * ズン “~~ i i ング ⑥⑤ そ の f の 井 作 の コネ キャ : 

高橋 茂 監訳 ・ 石 井 治 ・ 相 磯 秀夫 ・ 淵 一 博 共 訳 : の ⑦ ア ドレ ス 計 算 ⑧⑬ ルー プ と 指標 レジ 


本 書 は 日 常 電 子 計 算 機 を 事務 デー タ 処 理 の 問題 に A 5 判 ・9 ボ ポ i スタ ⑨ サ ブル ー チ ン ⑯ 入 出 力 装 置 @ : 
すこ とこ に いそ また 計算 機 の 応 DE : 入出 力 の プロ ゲラ グ ゲ ⑫ プ ログ ゲラ 
I 係 K + 事 を し て いて , 本 クロ r ス 藻 特製 ; A A re 0 る : 
y (あき た ら な い 人 の た 上 導 368 責 玉 1.200 i ム の 検査 〔 付 録 JDATAC・ 数 の 表 | 
め に 書い て ある る . ト 巻 300 貢 1,000 : わし 方 ・ 用 語 の 説明 § 
本 入門 参考 書 月 刊 「 電 子 計 算 と 制御 」 改 題 
R.K. リ チャ ー ズ : Arithmetic Operations in Digital Computers トメ ヽ » 技術 
三 . * に ee : し 
| ディ ジタル 計算 機 の 演算 方 式 腕 ン ョ ン ノン 以 側 
高橋 茂 監修 ・A5 判 ・365 評 ・ 特 上 製本 画 入 定価 \1,400 Ofice and Industrial Automation 


情 報 処 理 を 核心 と し た オー ト le LL = | ン 技 術 


Ph 3 た = = E D 習 次 装 の へ 右 22 き 二 
周波 数 解析 変 詞 と 雑音 の 理論 pu 
ゴー ルド マン : Frequency Analysis, Modulation and Noise « 医学 の オー ト - メー ショ ン @⑦ 人 工 内 記 
細野 敏夫 ・ 堀 内 和夫 共 訳 原 一 ) | 2) 診 : 断 の 電 ゴ "技術 (高橋 二 0 


c ける EE ド sa ス の 応用 | < 
A5 判 ・500 頁 <2 月 下旬 刊 ・ 予 定価 \1,250> . 選挙 か ら 見 た 電子 計 貧 機 の 数 値 予測 


情報 処理 ハン ドブ プ ブック 勝 画 夫 ) ・ 数 値 』 軍 と 結果 ( 高 細 時 ) ・- コ 

ン ベ ア シス テム の 自動 制 基 清 右 衛 

A 5 判 ・1000 貢 ・ 予 定価 \3,500<3 月 刊 > a ー シ ョ ン と は ( 央 村 識 次 介 y 
ESE ケン 


・80 机 評 本 誌 を 晴 読 され る 方 は | 
コリ ンチ ェ リ ー:On Human Communication m 往 へ 御 予約 下 
関 英男 監訳 1 月 下旬 刊 二 \1,200 


光 玉 書院 東和 表 区 休 御代 林 3ー20 (地内 ご 人 
走 滋 等 (31) 6464-5094 振替 東京 S4089 ら と osa た 


PE Ee 了 F 本 誌 の 三 大 網 観 
下 薬 常に 高度 の 学問 的 水準 を 維持 し , 業界 の 発展 に 寄与 


et 


男 i と た ぇ 業界 の 指針 た らん と する 


新 [誘電 体 応用 」 特 集 特価 180 円 < 座談 会 > 
EE 強 誘電 性 導体 計 ーー… 佐分利 新しい 測定 器 に つい て 
特 ダン タル 素 ゴン 殺 ン サザ サ ーーー 奥 田 技術 英文 の 書き 方 eee ( 通 研 ) 平野 
た 店 誘電 磁気 薄膜 ee | 
= 有機 半 導体 計 計 打上 和議 そ | 
有機 チタ ン 超 分 解 よる 酸化 チタ ン 固体 物性 EN RR Co 0 A AR RAG ei RN 進 茶 
i Ne oa Re de ee oe nese 横 井 演習 electt. meee 小 - 郷 
発 有機 膜 コ デン ササ re 0 Re 佐々 木 新 技 術 者 ee ! 
| 売 。 エサ キダ イオ ー ド ……… ( 電 試 ) 胸 宮 
詳 和 日 紅き イ ツク ョ モジ ニー ルッ … (日電 ) 津田 
E. ルミ ネ セ ンス ーー ( 通 研 ) 古 越 小 峰 電 Ei 
EE 4 折 D 昌 . メ ーッ シテ ンス 株 式 会 


: 確実 入手 に は 直接 購読 を 
Ek ロニ ックス ニニ 技術 半年 分 - 900 円 (5 分 引 ) 


者 の 横顔 新しい 技術 者 潮流 特許 1 年 分 1,710 円 1 割 3 


紹介 新 製品 紹介 読者 の マー ジ 0 本 K 昌 本 棋 刀 5] 旧 


i i 生 8 oo a 
A 

a 1 

8 


A > 
> 


本 器 は 周波 数 , 周波 数 比 。 周期 , 時 間々 隔 等 を 正確 に 測定 し , こ 
の 量 を ディ ジタル 表示 する カウ ンタ で あり ます 。 周 波数 細 囲 は 直流 
か ら 最 高 2.1Mc まで の 入力 信号 に て 動作 し ます 。 また 測定 結果 は 
数 字 表 示 の み で は な く , 4ー2 一 2 一 1 の 符号 出力 と し て 取り 出す 
こと で きま せ 。 


e 素 示 お よび 出力 : 10 進 法 , 7 桁 , 最上 位 の 桁 を 除き 4ー2 一 92 一 1 
の 符号 出力 ね お り 。 各 桁 ネ オン 0 一 9 表示 , 測定 法 に より 小数 点 と 
‘ 単位 を 自動 的 に 明示 し ます 。 


1 e 入 力 : AB 両 チャ ン ネ キル を 適当 に 組合 せ て 各種 測定 を 行 
いき ょ すず 。 
A チ テ チャンネル 0.2 Vp-p DC~2.1Mc 
BB チャ ン ネ ポル 0.4 Vp- DC—1 Mc 


各 チ ャ ン ネ ポル と も に 士 1 Vi a >ID, x100 の と さき ル 選択 可能 

e ゲ ゲート 時間 :1/10/100uS/1/10/100mS/1S の 7 と レンジ 。 お ょ 
び XxX10 を 使用 し て この 10 倍 も 可能 。 ま た 手動 を 加味 すれ ば 1SxN 
倍 , 10S※xN 倍 も 可能 。 

° 二 源 : AC 100V 50 一 60% 


計 頂 省 軍機 規 作 所 


a 0 hia 叶 rz-2 ft 


支 . 新 ; 
ii nh 
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会 香 ・ 碧 知 
電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 
; 昭和 36 年 2 月 開催 通知 


本 会 会 員 は 誰 で も , 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で き , 研究 発表 も で きま す 。 研究 発表 希 誤 ・ 


者 は , 笑 員 会 名 を 指定 し て 前 々 月 末日 まで に 本 会 宛 お 申込 み 下 さい 。 
| 上 非 直 線 理 論 研究 専門 委員 会 委員 長 高木 純一 
. 晶 時 2 月 7 日 ( 火 ) う 14 時 ~ 17 時 

場 所 電気 通信 学会 会 議 室 (千代 田 区 富士 見 町 2 の 8, 国電 飯田 橋 切 水道橋 寄り 改札 口 下車 ) 


財 題 江崎 ダイ オー ド を 用 いた Active Line 
南雲 仁 - 一 君 ・ 猿 出 - 昌 夫君 ・ 竹 屋 . 束 ., 東 姓 ( 東 


i 2 アン テテ 研究 専門 委員 会 委員 長 加藤 安 太 人 朗 
当 日 時 2 月 8 日 K)14 時 17 時 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室生 代田 区 富士 見 町 2 の 8, 国電 飯田 橋 水 道 橋 寄 り 改 札 晶 下車 ) 


議 っ 題 前 ッ ト ウ イン グ 宰 中 線 素 子 の 電流 分 布 に 関す る 理論 的 研究 
8 佐 藤 源 上 真 君 (A 木 ア ン テ ナ 》 
軍 人 | 鉄 塔 内 に 設置 し た スー ペ ゲ イン アンテ ナチ テ ナ の 放射 特性 に つい て 
翌 、 内 田 英 成 君 ・ 佐 藤 利 三郎 君 ・ 永 井 ・ 洲 君 (東北 大 > 

3. 回路 網 理論 研 究 専 門 委 員 会 委員 長 川 上 正 

日 時 2 月 14 日 ( 火 ) 14 時 ~ 17 時 ! 

場 所 東京 工業 大 学 講義 室 (目黒 区 大 岡山 , 目 蒲 線 大 岡山 下 証 ) 

議 題 - 撰 り 結 信子 形 の 横 振動 共振 子 機械 ろ 波 器 
近 野 正 君 ・ 大 津 和弘 一 君 ・ 青 木 伴 至 君 C 瑞 形 大 
請 4. オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 委員 会 委員 長 高 橋 秀俊 
3 日 時 2 月 16 日 ( 木 )14 時 ~17 時 

場 所 東大 理学 部 会 議 室 ( 叉 京 区 本 冨士 町 ) 


議 題 ① 最少 万 能 Turing 機械 と た つい て 渡 辺 茂 君 ( 東 。 大 ) 
罰 ) (紹介 ) A. Theory of Asynchronouos Circuit. D. E. Muller 
9 隊 eis of Illinois, Report) 木 村 泉 君 ( 束 。 
| っ. 医用 電子 装置 研究 専門 委員 会 」 委員 長 阪 本 控 房 


月 時 2 月 21 日 ( 火 )14 時 ~17 時 

| 場所 東大 医学 部 附属 病院 中 央 検査 部 第 一 会 議 室 ( 叉 京 区 本 富士 思 ) 

< 8 題 脈 波 の 記録 法 と その 応用 9 清原 之 夫君 (東京 女子 話 大 ) 
6 通信 方 式 研究 専門 委員 会 a 二 中 民 に 染 て 容 ご: 期 。、※ s 

eZ 月 21 日 (大 14 時 17 時 7 

所 国際 電信 電話 (株 〕 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12。 国電 忘 比 寿 下車 ) 


es ET 
ま 関本 中 笠 金子 独 志 須 ・ 友 R 泥 君 (日 電 ) 


eR 


題 ① 非同期 珍 PCM 和 中絶 方 式 尾 佐竹 何 妊 ・ 高 羽 袖 共 岩 ( 東 信 


7 マイ クワ ェ v ョ 波 伝 送 研 究 専 門 奏 員 会 委員 長 岩 片 秀 尋 


8. 電 子 計算 機 研究 専門 委員 会 
(情報 処理 学会 と 共催 ) 


9 イン ホメ ーション 理論 研究 専門 奏 員 会 委員 長大 泉 充 郎 


10. 航 宰 電 子 機器 研 究 専 門 答 員 会 委員 長 小 林 正 次 
日 時 2 月 2T7 日 (月 ) 14" 時 17 時 
場 所 日 本 電気 四 階 会 議 室 ( 港 区 芝 三 田 四 国 町 2, 国電 田町 下車 
議 題 () シリ コン 太陽 電池 の 現況 林 ーー 座 才 <B_ 7 


11 電気 音 響 研究 専門 委員 会 月 開催 の 分 委員 長 宮 田 族 男 


場 所 日 本 電機 工業 会 館 (千代 由 区 永田 町 , 都電 溜池 また は 山王 下 下車 ) 
議 題 (①) rt pe ダイ オー ド を 用 いた 高速 計算 回 路 


場 所 国際 電信 電話 (株) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12, 国電 恵比寿 下車 
議 芋 .(u) 宮川 の 多 次 元 標本 化 定理 の 応用 


場 所 大 阪 大 学 工学 部 大 会 議 室 (大 阪 市 都島 区 東野 田町 9) : 1 
議 題 (1) 異な る 半径 を 有する 毛細管 集合 体 の 音 装 特 性 中 村 昭君 ( 阪 大 産 研 ))” 


トラ 


時 
所 
題 


時 


時 


時 


ン 
時 
所 
題 


2 UHF 帯 の トラ ンジ スタ 化 に つい て ra ・ 森 栄三 君 - (松下 電導 T 


、( 休 テク スポ ネン シヤ ル ホ ー ン の 券 寮 吉川 昭 吉 郎 君 ・ 村 上 正久 君 ( 通 研 ) 


2 月 22 日 ( 水 )14 時 17 時 
早 大 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸塚 町 ) * 
1) 半導体 の マイ クー ャ 液 特性 の 測定 に つい て 人 小笠原 直 行 君 ( 都 立 石 ) 
(2) 未定 . 
。 > 委 只 長 一 徐 一 区 - 以 紀 


ーー 


小 林 亮 君 ・ 吉 沢 聖 一 君 ・ 長 森 郭 . 三 君 ( 日 電 う 
(9 ETL Mark VW の 基本 回 路 " 高 悔 茂 姓 松崎 磯 一 君 ( 電 8 の 


2 月 24 日 ( 金 ) 14 時 ~17 時 


笹 川 量 男 君 (笹川 応物 研 ) 
(2 情報 識別 と 連結 行列 榎 本 疎 君 (国共 電 々 ) 


(2 カッ ペロ ケッ トト の DOVAP 実験 だ つい て 
京 藤 成文 君 ・ 野 村 民 世 君 (東大 生研 ) 


関 a 村 


2 月 3 日 ( 金 )9 時 30 分 ~18 時 


2) 条 突 を 伴う 振り パネ お よび 曲げ ベネ の 振動 特性 の 比較 : 

伊藤 義一 君 ・ 高 村 真 夫君 ・ 清 水 湧 一 君 ・ 大 塚 敵 二 君 ( 通 研 )] 
8} 日 本 語音 き 声 の 識別 方 法 北村 傘 一 君 ( 孤 大 産 研 )・ 川 里 玉 族 君 .CRi 
(4) 電 直 音 叉 に つい て 河合 次 男 君 ・ 三 清 奉 君 ( 科 田 製作 所 ) 
(5) 微分 波形 に ょ る 騒 音 の 評価 北 村 音 一 君 ( 阪 大 産 大 7 
(6 ディ イー ゼル エン ジン 弁 音 の 音 略 出 力 測 定 伊 藤 迷 君 ( 早 大 理工 学部 ) 』 


(8) モー ショ ナル フィ ー ド バッ ク に 関す る 実験 。 石井 伸一 郎 妊 (松下 電器 ) 
(9) 機械 系 に ょ り 遅 延 回 路 に っ つい て 富田 義男 君 (日 本 ビク タク 
ジス タス 研究 専門 委員 会 雪 員 長 岡部 豊 紅 古 ’ 
2 月 187 旧 +:) 9 時 30 分:~T 記 時 
大 阪 大学 工 学部 大 会 議 室 (大 阪 市 都島 区 東野 田町 9) rt, - 
(1) ダブ プル ベ ペース ダ イオ ー ド の 遊動 性 イン ピー ダン ス に つい て et 
吉 村 久 乗 君 ( 通 Wp 0 


下村 宏 君 ・ 策 田 療 治 君 (松下 電子 〕 
泉 秀 座 君 ・ 避 野 影 才 用 2 * 


0 


3) が で の 


る 


Ci っ 


は) Vapor growth 法 に つい て 大 大 久保 利 美 君 ・ 伊 藤 昭 子 君 (三菱 電機 ) 
(中: ェ サ キダ イオ ー ド の ご ご) 合 の 応 馬 性 琵 守 。 夫君 (東大 生研 ) 
層 (6) トラ ンジ スタ の ば ら つ き と パ バイ アス 安定 化 回 路 の 設計 た に つい て 
\ ; s 川西 武 君 .( 姫 路 工 犬 ) 
味 ゲル マニ ャ ム 合 金 接合 の 異常 降伏 現象 徳 き 山 鋭 君 て 日 立 由 研 ) 
(8) エサ キダ イオ オード を 用 いた 多 E 没 増 巾 器 の 一 構成 法 記 っ つい て 
大 平 隆 舌 ・ 大 和久 修三 君 ・ 青 井 三郎 君 ( 沖 電 気 研究 所 ) 
13. 超 音波 研究 専門 委員 会 委員 長 ・ 能 本 乙彦 
=| 計る 0 月 半日 < で N13 時 > 人 誠 隊 
場 : 所 電 々 会 館 二 階 会 議 室 て 大阪 市 北 区 玉 江 町 1 の 2 
議 題 (Jl) 熱電 対 プ ョ セーブ プ に よる 超 音 波 強 度 の 熱 苫 的 折 定 
: 吉岡 勝 吉 君 河島 幸彦 君 ~ 平野 英幸 君 ( 阪 大 産 研 ) 
(2) 超 音 波 防 汚 栄 層 雄 君 ( 新 三 寺 重 工 神戸 造船 所 う 
3) 超 音 流血 流 計 た に お ける 検出 次 の 発生 機構 
加藤 金正 君 ・ 木 戸 保雄 君 ・ 本 宮 恵 妊 < 阪 大 産 研 ) 
! , 金子 仁 郎 君 ・ 小 谷 八 郎 君 ・ 中 川 格 一 君 ・ 正 田 研一 書 ( 阪 大 医学 部 ) 
1 . 周 . 結 唱 粒子 に ょ る 超 音 波 の 散乱 ( 総 報 ) 能 本 乙 彰 君 ( 小 林 理 研 
14. 信頼 性 と 品質 管 “理研 究 再 門 答 員 会 員 長 芋 。 野 健 
日 時 半月 3 う 31 は 時 ees 人 f た 時 
場 所 大 阪 大 学 工 学部 大 会 議 室 大阪 市 都島 区 東野 田町 9) 


議 題 ①l 冗長 系 の 保守 と 信頼 度 菊原 誠 款 9 
( 劉 機器 信頼 度 の 測定 市 田 則 君 (三菱 電機 ) 

15. 磁 性 材 料 研究 専門 奏 員 会 委員 長 博 田 五 太 : 
| 月 時 2 月 24 日 ( 金 〕)13 時 30 分 ~17 時 
| 場 所 大 阪 大学 工 学部 大 会 議 室 (大阪 市 都島 区 東野 田町 9) 
| 議 題 (u) 間 勤 振 ブ リッ ジ に よる フッ フエ ライ ト の 測定 法 に つい て 
いい ” 織田 隆雄 君 ・ 田 中 孝 君 ・ 小 松 共 三 君 (松下 電器 ) 
(2) 磁気 変調 回 桜 井 良 夫君 ・ 森 好 市 君 ( 阪 
0 (3 TV 水平 偏向 系 フェ ライ ト 水 上 益 良 君 ( 三 菱 電機 ) 
名 財 非線形 リア クト ル を 用 いた 電力 パル スネ 発生 の 一 方 式 楠田 哲三 君 ( 阪 ゝ 大) 
ES (5) 磁性 さ ム の 諸 特 性 た つい て 安原 吉郎 君 ・ 浅 野 暁 一 君 (住友 金属 ) 


福 田 稔 者 ・ 田 中 清 君 < 山内 ゴム ) 


3 TR 
計 ‘16 マイ ク ョ 波 真 鶴 管 研究 専門 委員 会 委員 長 小池 勇一 郎 
日 時 る 月 8 日 上 ) 13 時 17- 境 
場 所 東北 大 学 電気 通信 研究 所 会 議 室 仙台 市 税 小 路 ) 
議題 ① 交叉 指 装荷 導 流 管 軍 流 回 路 を 用 いた X バ ンド 後進 波 管 の 研究 
湖 。 埋 夫 者 ( 孤 大 族 叫 >・ 秋 岡 哲夫 君 ( 旧 本 無線 >・ 松 尾 人 妊 ( 阪 大 刻 9) 
|] 9 大 振 己 動作 の 出力 問 際 に お ける テ ネ ル ギー 授受 機構 と つい て 
畑 両 宏 君 ・ 小 池 表 二 郎 娠 (東北 大 ) 
8 波 型 電界 を 考慮 に 入れ た 板 李 管 大 振幅 動作 の 解析 三 柳 隆 族 妊 (神戸 工業 ) 


a 9 ‘eh に 新 電 子 半 較 昌 発 守 中 人 (本 会 宇 蛋 で は な い ) が 同じ 会 場 で あり ます 。 
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て ア ) 秋 崎 昌利 世田谷 区 世田谷 う 。 秋山 地 司 (新居 浜 市 庄内 町 ). 秋山 去 雄 (枚方 市 中 宮下 町 ). 安部 城 一 
(横浜 市 中 区 間 内 町 ). 齋 井 健一 郎 (世田谷 区 大 町 >、 新 田 目 倖 造 仙台 市 連 坊 小路 ). 有田 債 ( 鎌 倉 市 三 陰 堂 う 2 
安藤 針 男 で 志田 谷 区 玉川 等 x 力 町 ). て イ ) 井川 孝雄 (鳥取 放送 局 ) 井坂 治 録 (北陸 電波 監理 局 )) 石橋 大 王 郎 
(板橋 区 板橋 町 磯部 安 策 世田谷 区 世田谷 町 ). 井上 正伸 (四国 電気 通信 局 ). 茨 森 康行 (杉並 区 東田 町 岩井 意 
( 民 繕 市 坦 本 町 う . 岩瀬 正論 (大 田 区 西 六郷 ). 岩見 隆 皿 ( 新 日 本 電気 ). ( ウ ) 植田 貢 ( 杉 並 区 成 宗 )- 上 松 枚 ( 大 阪 
府 三 島 郡 三島 町 ). 臼井 映 央 (大 垣 市 南 若 森 町 ). 内 山健 血 (居所 不明 ). 浦山 隆 保 (電源 開発 中 央 通信 部 )) ( う 
江 日 竜夫 (横浜 市 保土ヶ谷 区 党 紙 台 ).( オ ) 大 石 多 商 礁 ( 表 岡 県 浜名 郡 積 志村 ). 大 島 良 王 ( 笠 面 市 科 井 ). 岡崎 昭一郎 
(市 川 市 小町 )- 岡田 徹 (横須賀 市 上 町 ). 小野 和美 (福岡 市 箱崎 ). 尾上 通 共 ( 北 多摩 妹 国 分 寺 還 2 
| ( ヵ う | | 鹿島 . 孝 (大 田 区 新井 宿 . 梶原 合 ( 刀 羽 市 小竹 ). 梶田 豊 『 (本 田 統 制 電話 中 継 所 ) 金田 治 
放 (大 還 区 山王 > 加納 実 ( 紅 飾 区 本 田 立石 町 >. 神 洛 軌 (読売 テレ ビ ) 協 山 恒 一 (大 田 区 新井 閣 ): 
潮 井 武 送 (名 古屋 市 中 区 老 松 町 >. 川上 婦 寿 (横須賀 市 道 浜町 ). 川西 孝 尋 (練馬 区 東大 泉 ). 川野 智 癒 
3 軍 (横浜 市 南 区 大 岡町 ). 神原 員 則 (水戸 市 神崎 町 >. ( キ ) 木村 兵 二 ( 新 三菱 重工 )。 ( ク ) 熊谷 和夫 
請 (富加 市 森 箇 ) 久米 稔 (松下 電 固 ). 黒部 久 暴 (九州 電波 監理 結 ). 。( コ 〉 古賀 密 党 て 作 二 市 大 字 引 野 ) 計 
小 是 続 て ラジ オ 毅 本 ). 小関 務 (岩手 県 電力 局 ). 小林 国 治 (浜町 分 局 ) 小林 千 之 (名 吉屋 市 昭和 区 荒田 町 > 
部 田 和 必 (杉並 区 阿佐 ヶ 谷 ). 小松 秀雄 (高知 市 宝町. ( サ ) ! 相楽 和男 (三菱 造船 ). - 修 還 侍 ( 齋 量 無線 朋 
計 人 D. 企 攻 真 京 区 丸山 町 (て シ ) 島田 富男 (練馬 区 南町 >. 
調 へ) 拓 宗 五 男 ※ 木 市 田中 ). 鈴木 崎 夫 ( 政 館 市 湯 信 町 >. 計 鈴木 褒 郎 (世田谷 区 祖師 ヶ 大 >. 須田 員 安 
語 (世田谷 区 福生 ヶ 合 町 ). 須 立 勝 幸 (中 央 区 新 価 島 東 町 >. ( セ ) 関谷 昇 (NHK). 関谷 宏 (世田谷 区 世田谷 
放 <) 高 答 - 修 (中 石 在 作 の D- 高橋 幕 男 (電源 開発 )、 高橋 新 三 ( 山 民 産業 ). 竹内 上 太 郎 (東京 周 波 電 気 訪 ) 
議 語 内 良 科 (広島 中 央 放送 局 ). 武 貞 尼 (三菱 電機 ). 田中 基 利 ( 京 大 工学 部 ). 田 中 岩 三 ( 穫 面 市 画 小 路 ). cD 
| 芝田 正治 (中 部 電力 ) う . 遷 植 茂 二 (品川 区 大 井 元 芝 末 )。 (トト ) 午 氷 次 男 (福岡 中 統制 電話 中 継 所 ). 戸田 和夫 ー 
罰 上 区 本 高井 ). 友 枝 参 ( 世 田谷 区 祖師 ヶ 谷 ). ( ナ ) 「 仲 春男 (板橋 区 小山 町 ). 永 生 生態 ( 近 潤 電気 
放 通信 局 ). 長 同点 一 (NHK). 中 村 氷 補 (名 古屋 市 阿 和 区 楽園 町 ). (=) 新 田 秀夫 (新宿 区 百人 町 届 
<>) 田 詠 作 (調布 市 入 同 思 ).  ( ノ ) 又 戸 信治 ( 放 京 区 性 時 町) (A) 橋本 保 ( 才 山 市 新 王 町 >- 
| 所 和夫 ( 占 河 電工 ). 馬場 貼 角 (横浜 市 戸塚 区 戸 娠 困 )。 馬場 十 久 (神戸 市 兵庫 区 松本 通 ). - 羽 深 法 雄 
| ( 福 加 市 西新 上 時 町 浜 地 容 成 (九州 電力 福岡 支店 原田 一 安 (隼人 放送 所 ). ( ヒ ) 比 高 勝美 
放 有 9 細川 証 束 正田 清く 胡 野市 北条 m う 。 天 攻 正 ( 析 勿 所 市 上 思う : 平光 秀一 江 和 人 直 市 南条 
| 北 名 較 正 緒 並 区 上 交 定 )。 て ラ 2) 福沢 笠 一 郎 (市 川 市 北方 町 )、 立田 正明 ( 九 大 ). べ ホ ) 狂 芝 原田 
(性 員 中 mriep の . 本田 天 息 ( 私 下 木 ) Pr 前 田 皿 一 て 大 阪 市 旭 区 伊 薫 患 條 楽 部 ). re 
庫 請 (EJ 馬 信 革 抹 )." 松井 伝 夫 ( 電 々 色 社 ア ペ パー ト 内 )、 松岡 葉 間 (松下 電子 工業 ). 松田 一 暴 (王座 市 上 運 利 )。 
衣 訟 原 忠勝 (国鉄 四条 大 変電 所 ). 丸山 見 一 as ( き ) 三沢 斉 (栃木 県 格 谷 那 矢板 町 ) 
調 放 | 三田村 良 治 。( 衝 岡市 水浴 四 ). 素 夫 正 (浦和 市 下 本 崎 )、 三野 昇 (起工 野市 吉祥 寺 う 。」 MT 
詳 計 括 訓 操 市 叶 和 区 各 和 Hr). 宮本 呈 裕 (練馬 区 田柄 困 )。 合 尾 老 炊 (徳寿 穫 作 所 ): (A) 武藤 堆 行 」 
詳 語 6 太 汗 田 市 大 皇 田 陣 ). 村上 茂 向 (名 瀬 地区 電報 電導 同村 田 光 丈 (新宿 区 戸 擦 町 ). て (も) 記 朋 徹 敵 
放 四 山 県 和 気 5 日 生 NT) 大 意 礁 ( 面 幼生 製作 所 ) 利 億 喉 。( 終 下 電 )。 森田 頁 選 cra 
放 ボー 本 (松下 電子 工業 ). 森 義朝 (須崎 市 中 困 ) 百田 騰 ( 終 山 市 魚 町 >. (や ) ・ 山口 
(大阪 市 東信 吉 区 平野 新町 山 日 博 (宗良 市 芝 辻 西 胡 ). 山田 静夫 (NHK 中 府 八 送 過 )。 由 田 こ 
| NHK 清明 寮 )。 、 山 名 昭雄 (横浜 市 港北 区 裸 原 町 ). (DD) "横田 弥 三 っ ee 
3 Rm (本 窒 市 松山 困 ). 吾 田 仁 (横浜 市 江北 区 条 原 困 )、 。 旧 (NHK 和 上 泉 穴 > K- 
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{ 特 ) 海上 電機 本 究 所 . 河 製 作 所 . 近 繧 大学 理 王 部 電気 工学 教室 . 三 溢 電機 半導体 研究 所 . 東京 セレ ン 
工業 . 東京 電波 工業 . 松江 放送 局 、 ラ ジオ 山口 技術 部 
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| (7) 青森 公男 ( 要 和 電子 ). 秋山 格 之 助 (大 田 区 提 方 町 )。 秋山 英雄 (横浜 市 御 見 区 駒 岡町 芦 村 属 通 (三洋 
| 電 要 ). 荒木 康晴 (箱根 電話 中 継 所 ). 有馬 瑞 来 (世田谷 区 冥 多 見 困 う >。 ( イ ) 飯田 勝二 (広島 市 生田 本 男 ). 
有 癌 川 茂 ( 電 々 公社 小石 川 宿舎 )。 ・ 石 川 清二 郎 (東北 電力 岩手 通信 所 )。 石川 信夫 ( 軌 和 電線 高 替 寮 ). 
| 押立 一 男 (愛知 県 中 島 郡 平和 町 ). 伊藤 幸之助 (江東 区 砂 町 ). 井藤 平 人 郎 (大 日 本 印刷 施設 課 電力 整備 係 )) 
放 賀 邦夫 (関東 電気 通信 局 施設 部 機械 課 ). 入 蔵 勇 (甲府 市 十 府 中 町 2。 岩泉 常人 (世田谷 区 世田谷 > 
調 >)「 上 田 武治 (稚内 放送 局 ). 。 内山 直 智 (日本 光電 工業 ). ( エ 】 枝 広 胡 介 ( 新 三菱 重工 )。( オ う 沖 誠 人 
調 (名 古屋 大 学 工 学部 ). 小田 富士 夫 (マン シル ヴ ア ニキ ャ 大 学 ). 尾 台 真 一 (目黒 区 自 ケ 由記 う . 鬼 沢 茂夫 (大 田 区 馬 
3 込 東 ).( カ ) 開 沼 砂 ( 線 馬 区 中 村 南 町 ). 香西 寛 ( 立 沢 市 辻堂 )。 加 田 二 王 雄 (練馬 区 中 村 南 町 う . 川 井 閉 
計 (大 取 府 息 中 市 本 町 ). 川畑 芳 也 (熊本 放送 局 清水 放送 所 う . 河村 芳 久 (中 野 区 上 高田 ) . 川本 裕司 (電源 開発 電 
詩 括 部 通信 課 菅野 精 一 (大 田 区 馬込 東 う . ( キ )〕 城 所 三 夫 (大 阪 市 旭 区 大 宮 町 ). 木村 六郎 (読売 テレ ビ 放 送 う 
《 コ ) 河 町 常 生 て 関東 電気 通信 周 保全 部 ). 小沼 幸雄 ( 南 多摩 郡 七生 村 ). ( サ ) 広 藤 清高 (新宿 区 戸 巡 町 >. 斉藤 博 
放 投 台 統制 無線 中 継 所 う . 訪 藤 。 実 ( 長 果 県 壇 科 郡 填 生 町 ). 佐 々 木 宏 (練馬 区 関 町 >、 佐 藤 秀 雄 (岩槻 無線 宿舎 う . 
放 を 歳 仁 導 ( 福 岡 電話 局 ).< シ 品川 私 (金沢 市 泉野 町 ). 篠宮 邦男 (調布 市 深大寺 町 ). 其 谷 多喜 夫 ( 目 黒 区 中 根 町 ). 
語 百 石 純一 (神戸 工業 ).( ス ) 落 原 宜 之 (名 古屋 市 千種 区 小松 町 ). て セ ) 関 * 純子 (豊島 区 西 巣 答 て タ う 高 双 新 平 
旗 古 屋 市 碧 本 区 川澄 町 >. 高城 牽 正 (鹿児島 統制 無線 中 継 所 う . 高田 泰男 (武蔵 野市 吉祥 寺 う . 高橋 。 懲 
| (京都 市 左京 区 田中 桶 の 口 町 ). 高 比良 唯 治 佐世保 市 早岐 ). 高柳 . 児 ( 電 々 公社 施設 局 ). 高山 清 策 浜松 
調 市 松 城 皿 う . 竹中 正座 ( 崎 市 小田 町 ). 田中 義勝 ( 叉 京 区 駒込 冨士 前 町 >. 谷崎 生 三 て 長岡 市 西 千 平 町 > 種田 税 
(< 纏 馬 区 中 財 南 町 ). 丹野 武宮 ( 電 々 公社 ).( ツ ) 角 田 邦夫 て 人 欧 電 機 ) C ト う 土井 隆 (三洋 電機 >、 戸 嶋 芳郎 (豊島 区 
| 巣 輸 う : 土肥 正博 (品川 区 豊 町 >. て =) 西田 利 施 (西田 通信 機 製作 所 ). 西松 武 一 (豊中 市 岡町 > 新 田 邦夫 ( 相 岡 6 
計 放送 品 )  (/) 野 瑞 社 忠 (東芝 小 向 Z ペ ー ト ) う … て ヒ ) 広 金 康 犬 阪 市 大 東 市 伝道 ). 広島 立 己 (杉並 区 井 攻 ーー 到 
広瀬 際 清 (横浜 市 港北 区 篠原 町 ). て フ ) 深沢 宮 吊 (武蔵 野市 西 容 )。 藤沢 久夫 ( 港 区 芝 白 金 三光 町 う . 古田 県 © 
| (東京 電気 通信 局 ). て ホ う 堀 正光 (市川 市 閑 田 ). 堀 木 欧 一 郎 (大 田 区 新井 宿 )- < マ ) 前 田 章 (足立 区 長門 凶 う . 
| 忌 二 郎 (朝日 放送 う . 松田 議 二 (人 欧 電 機 研究 所 ). 松本 一 夫 (杉並 区 久 到 山 町 ). 松本 記 十 郎 名 古屋 市 王 
。 竹 区 大 島町 > 電 岡 洋 二 ( 迫 電 気 通信 局 ). …( ミ ) "三重野 博司 (豊島 区 高田 本 町 ). 溝口 天 治 (伊那 市 筐 
” a 三橋 寿 ( 伊 丹 市 昆陽 町 東園 ). 三宅 通 義 (京都 市 上 京 区 小山 東 玄 以 町 ). 南 宗 宏 I 崎 市 東 古 市 
) 坦 埋 雲 容 ) 官 崎 清 ( 皮 本 研究 所 ). 宮 田 稔 (尼崎 市 杭 瀬 寺島 ). 宮森 ・ 薄 (板橋 区 板 和 神町. ( ム ) 了 田 雄吉 
層 田谷 区 上 馬 町 ). 村岡 供 介 (小倉 市 板橋 大 河 ). 村越 和 飲 ( 邊 茶 県 流山 町 村松 俊郎 ( 岩 槍 市 CE) 森川 修一 
tig 伸 奈 須 区 松ケ丘 ) 導 (や ヤ ) 安富 正道 ( 枚 岡 市 太 亡 寺 町 う " 山下 真 (大 田 区 入 新井 町 X ユ ) 豊 靖 秀 
中 村 南 町 ). ( ヨ ) 吉田 正信 (東亜 電波 工業 う . 吉田 鈴 (宇土 電機 ). 吉 村 信 三 ( 杉 居 区 井 区 ). 米山 喜 8 
本 0 * er て 人 王 き 市 小宮 町) 渡辺 信 攻 (日 本 ビク ター). 0 


a 95 年 6 月 号 か ら 停止 (139 名 ) 
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Eo 識見 秀司 ( 衝 谷 区 長谷 戸 思 22). 東 俊 (春日 漢 
. 荒木 英 山 中野 区 沙 宮 1 の 226 う . 有馬 史 材 八代 市 監 原 下 原 電 々 社宅 >. 有賀 圭 信 " 
(4) - 伊 佐 国 一 ( 涼 谷 区 代々 木 富ヶ谷 1429 代々 木 富ヶ谷 寮 )。 石川 博す 
CN SN 112. 磯野 実 (高崎 市 党 整 本 41 う 印南 未 衛 門 7 
研究 所 )- ( ウ ) 宇佐 美幸 座 ( 谷 区 下駄 ヶ 谷 5 の 902 目 立 ヘ ハウス). 

。 て ェ ) 江田 奈 通 (宮崎 市 老松 通 1 の 25). 融 葉 正 導 C 電 夫 電導 必 
需 ( 還 人 生生 


大 計 明 (金石 舎 研究 所 ). 大 矢 了 ( 名 古屋 市 中 村 区 中 村 町 1 の 101). 小倉 敬一 郎 ( 枢 並 区 永福 町 16D. 
落合 喜 三 次 (豊橋 市 松葉 町 .146 ). 音 居 久 雄 ( 大 日 電線 ). ( ガ ) う 片岡 基 (杉並 区 方 南町 92 小林 方 う 神沢 等 
(鈴鹿 市 白子 町 北 社宅 ). 河井 淳二 (不明 う . 川 池 密 一 郎 (甲南 電気 )。 河野 幸雄 (徳島 電話 局 う て キ ) 木村 俊男 
(名 古屋 市 干 種 区 田代 町 字 慈 へえ 1 の 1) ( ク ) 久保 菊 雄 (目黒 区 下 目 黒 2 の 335 箕輪 方 う . 久保 雄一 郎 ( 電 々 公社 ) う 7 
祭 沢 郁 郎 (練馬 区 貫井 町 427). 人 夫 地 久 馬 ( 習 赤野 市 谷津 町 ). 栗原 泊 夫 (三井 鉱山 三池 工業 所 )- 
( コ ) 小竹 兵 次 郎 (市 川 市 真間 119 う . 木庭 功 (鹿児島 電話 局 ). 小林 登 (文京 区 大 門 町 26 う . < サ ) 桜木 俊 央 
(新潟 電気 通信 部 施設 課 う . 佐分利 治 て 不明 ). 佐山 正司 (杉並 区 荻 窪 1 の 86 う . ( シ ) 塩野 谷 隆 (板橋 区 志村 中 

人 台 町 1317 の 16). 柴田 充 生 ( 穫 面 市 桜町 698 う . 柴山 敏明 (鎌倉 市 岡本 47 う . 島田 武治 (人 俣 送信 所 ). 清水 勤 二 
(名 工大 ). ( ス ) 菅 原 「 敏 (大 田 区 御園 町 ). 鈴木 載 一 郎 (NHK 技術 現業 局 ). 鈴木 武 二 (NHK 技術 局 う . 砂 石 光 紅 
(北海 道 通信 局 ). て ソ )〉 曽我 政弘 ( 紅 中 市 刀根 山 1 の 16 の 1 黒木 方 2.《 タ うり 高橋  ( 松 下 電器 翼 易 輪 火 部) 
高 本 保夫 (長崎 電話 局 ). で ツ ) 塚本 和 洗 ( 電 々 江古田 寮 う .C ト ) 徳 崎 義 信 < 山 光 社 ). 豊福 睦 暴 (広島 市 東雲 町 電 々 欠 
社 東 桂 寮 )。 ( ナ ) 中 島 治 入 ( 電 々 公社 荻窪 工場 ). 仲 瀬 一 彦 (大 阪 中 央 放送 局長 田 語 一 (昭和 電線 電 貫 
中 野道 夫 ( 凄 電 社 う . 中 村 鹿 次 郎 (世田谷 区 上 馬 町 2 の 191). 中 村 福 昭 (名 古屋 市 中 央 放送 局 ). 永山 克 (広島 
中 央 放送 局 ). 南 保 雅 (帯広 無線 中 継 所 ). ( 二 ) 西田 俊夫 (八尾 市 大 竹 .828 う .) て ノ ) 野崎 慶治 世田谷 区 
下馬 2 の 62). (ハハ ) 浜 頭 久 平 ( 釧 路 市 稚 ケ 傘 1 の 3. 浜田 博 ( 阪 大 ). 林 義雄 ( 総 下 電 器 東 京 特販 営業 所 ): 
原 重義 (杉並 区 下井草 町 186 う . ( ヒ ) 平野 公夫 (大 田 区 東 蒲 田 # の 5 石坂 方 う . ( フ ) 船橋 勝 右 ェ 門 ( 電 々 公社 7 


荻窪 電気 通信 工作 工場 ). 朴 畑 義 (天理 市 川原 城北 の. (ホホ ) 保坂 陽一 (甲府 電報 局 ). 堀江 正行 (九州 通信 局 ). 


( マ ) 履 野良 治 (目黒 区 上 目黒 5 の 2420 う . 松浦 保 行 (岐阜 県 押圧 郡 春 旦 村 川合 う . 松田 任 秘 (京都 府 相 楽 郡 
精華 町 字 共 井 >. ( ミ ) 宮坂 重 都 (て アレ キサ シン ダー ター ク 商 会 ). 宮下 富夫 (長野 市 中 越 15 わ 宮前 信 一 ( 大 阪 府 
河内 郡 美原 町 大 字 阿 弥 20 の 1 う . 宮本 唐 一 (横浜 市 港南 北 区 篠原 町 175). ( ム ) 向井 正秀 (霞ヶ関 分 局 . 
村松 明 (NHEK 技 術 局 ). 室 住 態 三 (鹿児島 大 ). ( モ )〕 森 政弘 (目黒 区 上 目黒 6 の 1488)C ヤ ) 褒 野 直 亮 
(鎌倉 市 大 町 字 西 町 961). 山田 治郎 (関東 管区 押 察 局 出 梨 通信 出 幅 所 ). 山本 利信 (浜松 放送 局 う . 
( ヨ ) 吉岡 哲夫 (世田谷 区 豊 町 5 の 105). 


準 " 員 (て イ ) 伊藤 洲 二 (名 古屋 市 中 区 新栄 町 6 の 25). 伊藤 習 之 (名 古屋 市 中 区 南 外堀 町 2 の 4). 岩本 和 雅 
(武蔵 野市 吉祥 寺 防 長 教育 会 ). ( ウ ) 内 海 義明 (等 屋 電機 ). 宇山 登 (大 阪 市 住吉 区 粉 浜 東 之 町 1 の 23 久保 
田 鉄工 帝 辺 山 察 )。 て オ ) 岡田 万 久 (東映 う . 大 江 宏 治 (品川 区 西 中 延 2 の 233). 大 和 真 治 (品川 区 魚 州 248 
東 察 ). 小 川 明 (新宿 区 大 久保 町 2 の 342 KDD 新 浴 分室 ). ( カ ) 加世田 一 三 (文京 区 宮坂 町 2 の 4 橋本 か). 
片野 正 硫 (世田谷 区 圧 町 206NHK 清明 寮 ). 加藤 幸彦 (名 古屋 市 千種 区 城 木町 1 の 24). 川島 真知 夫 
( 下 茶 県 葉 原 市 水 下 吉日 立 早野 穴 ). ( キ う 菊地 恵 て 仙台 市 角 五郎 本 30)、 汗 川 英 三 (横浜 市 港北 区 大 宮戸 町 
学 安 山東 芝 菊 名 寮 ).。 木島 貞 郎 (練馬 区 小生 町 2386 江 内 方 ) ( ク ) グ ナ テ イラ ヵ (杉並 区 西 次 窪 3 の 122)、 
双 原 。 洋 (杉並 区 阿佐 ヶ 谷 1 の 763) ( コ ) 小坂 喝 壮 (横浜 市 港北 区 新吉 田町 1525 の 2 の . 興 石 語 
(世田谷 区 世田谷 5 の 3156). 小田 部 宗 倫 (不明 う 。 小林 整 功 (北海 道 電力 )、 古 村 光 (青森 県 北上 郡 十和田 困 
大 学 奥 入 瀬 字 萬 国有 林 122 東北 電力 十和田 発電 ). ( サ ) 佐藤 隆史 日 立 市 成沢 町 1751 日 専 寮 。 佐藤 寛 
( 犬 阪 市 旭 区 大 宮 町 5 の 30). 里見 議 康 (日 本 無線 )。 ( シ ) 周 浴 涙 (中 国 台湾 省 台 北 市 武 匠 一 段 36 号 ). 
(タタ) ・ 高橋 一 庶 (日 立 市 成沢 町 日 立 日 専 究 ). 高橋 久 隆 (日 本 テレ ビ 放 送 綱 技 術 局 ). 高橋 正美 
( 栓 市 日 立 西 台 86 う . 。 高山 雄一 (千葉 市 長州 町 1 の 80). 、 武 内 信和 典 (三菱 造船 平戸 小屋 察 ) 田中 乙 次 


( 缶 川 区 紅 町 2 の 1356 四 田 方 玉田 學 (名 古屋 市 熱田 区 五 番 町 3 の 23)。 て ト ) 戸田 久 度 (名 古屋 市 


手 種 区 大 島町 2 の 30 大 橋 方 3. 人 飛田 進 ( 目 黒 区 上 目黒 1 の 7. ( ナ ) 中 北 倫 男 (横浜 市 港北 区 大 豆 戸 町 次 山 
217 東芝 菊名 察 ). 長田 朗 (大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 32 富士 ア ペ ー ト )。 中山 梅 暴 (名 古屋 市 千種 区 清 住 困 3 
の 442 う (=) 西垣 守 ( 神 戸 市 生田 区 栄町 通 5 丁目 富士 交易 ).( ノ ) 野本 吉 二 (大 田 区 調布 素 町 2 の 7 滞 原 方 ). 
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( ふ ) 橋口 朝 (目黒 区 原町 1248 安田 方 ). 春 増 紀 川崎 航空 機 .1K フ ) 藤井 役 (藤沢 市 辻堂 西町 1460 
自 井 方 う . て マ ) 前 田 正博 (西多摩 郡 福生 町 志茂 135). 根田 康男 (板橋 区 四葉 町 1038). 松本 充 介 (熊本 県 荒尾 市 
増永 300). ( ヤ ) 山田 療 明 (三洋 電 磯 )。 て ヨ ョ ) 吉丸 朝 久 ( 佐 賀 県 三 療 郡 三根 村 統 命 院 ). 


35 年 11 月 か ら 人 停止 (222) 


正 員 < ア ) 青木 森 一 郎 (社団 法人 出雲 文化 会 館 う . ) 秋 由 殴 ( 日 本 通信 建設 ). 浅野 慎太郎 (電波 監理 局 ). 
浅 村 伊佐 和男 (関東 電気 通信 局 ). 雨宮 久 CN 崎 税関 支 器 鑑査 課 ). 安西 美 臣 (水戸 電話 中 継 所 ). 
(イイ う 石上 了 岡 く 大 垣 工業 高等 学校 )。 石川 晃 夫 (日 本 電気 )2. 石川 介 章 ( 三 凌 電 機 ). 伊藤 清 湖 (愛知 県 知 
多 郡 大 府 町 盛岡 ). 伊藤 双 雄 (延岡 放送 局 ). 井上 ゞ 磁 (国際 電 々 う . 伊原 光 軸 (大 防 統制 無線 中 継 所 う . 岩下 一 男 
(室蘭 放送 局 ). 岩下 光男 (東海 大 学 工 学部 ).。( ウ ) 植 之 原 道 三 (日 大 工学 部 ). 義 洛 知之 (電気 通信 研究 所 ): 

=( エ う ) 江川 勝 (京都 市 下京 区 七条 大 宮下 ル ). 江戸 信幸 (居所 不明 う . ( オ 〕 大 石 避 (国鉄 大鳥 安夫 (川崎 航 
空 機 ). 大 巡 好 造 (久保 田 気象 観測 器 ). 大 和田 貞雄 (武蔵 府中 電報 電話 局 ). 岡田 定 久 (横浜 市 港北 区 長津 田町 ). 

| 同 田 実 ( 鳥 田 理化 工業 ). 奥 沢 保 隆 (旭川 放送 局 ). 小関 信行 (居所 不明 う . 小田 貞夫 (北陸 電波 監理 局 う . 越智 哲夫 
居所 不明 ). ( カ ) 梶原 静 一 (王座 測定 計器 製作 所 う .` 片山 昇 治 (名 古屋 統制 無線 中 継 所 う . 加藤 秀夫 (東京 電気 
| 馳 信 局 ). 金 湖 裕 治 (松下 電器 産業 ).” 上 西 常 奴 (北海 道 放 送 う . 河田 俊 重 ( 鈴 距 学園 2。( キ ) 汗 野 端 二 (NHK). 

較 北沢 下 二 族 (運輸 省 航 定 局 ). ( ク ) 久保 忍 ( 居 所 不明 ). 熊谷 邊 夫 (神奈川 県 足柄 下 郡 酒田 町 >. て ( コ ) 

放 小 羽 田 正徳 (中 国電 波 監 理 局 う . 小林 溢 造 (て ェ フュ ン 電 気 ) う <: 小 山 隆之 (居所 不明 う . ( サ ) 価 伯 義郎 (鈴鹿 学園 ). 

放 坂本 正 一 (久留 米 電話 中 継 所 ). 佐 散 正 (ソニ =ー). ( シ ) 品川 注 (東芝 う . 篠田 茂 ( 居 所 不明 ). 欠 原 寿人 
| (東京 電気 通信 局 ). 洗 谷 継 二 (太陽 誘電 ). ( ス ) 杉田 静夫 ( 電 々 公社 う . -( セ ) 関 秀作 (NHEK3。 
| 王 融 英 作 (東京 電気 通信 局 ). ( ソ ) 皆 谷 晴男 (アポロ エ 工業). ( タ ) 高野 進一 (富山 無線 中 継 所 う . 

高橋 辰夫 (豊中 統制 電話 中 継 所 . 高橋 灯 也 て 板橋 区 稲荷 台 ). 高橋 博 (名 古屋 搬送 通信 部 う .! 武 正 礼二 

(局所 不明 ). 田中 利 政 て 名 古屋 市 瑞穂 区 師長 町 ). 谷田 勝 (朝日 放送 う . 丹 察 監 一 (佐賀 工業 高校 う . で ツ ) 津 曲 部 
NHK). て ( テ ) 寺西 健二 (関西 電力 < ト ) 土井 浩 (東京 通信 工業 ).… ヶ 堂 井 弘 司 (金沢 市 電信 施設 所 う . 

信玄 弘康 (局所 不明 ). 富島 故 一 (鹿児島 電気 通信 部 ). ( ナ ) 長尾 安 隆 (福岡 電気 通信 部 ). 長坂 鐘 治 
有 (東海 電気 通信 局 ). 中 里 秀雄 ( 七 欧 通 信 機 ). 中 村 研 一 ( 電 々 公社 ). 永 森 茂 郷 (松下 電器 産業 う 。 並木 美音 雄 

| ( 早 大 理工 学部 ). 成田 仁 造 ( 電 々 公社 . ( ハ ) 芳賀 洲 一 (居所 不明 長谷川 信 一 "(九州 電力 

| 浜島 徳 議 (国際 電気 ). 早川 志 三 ( 公 摩 無線 中 継 所 )。 林 正夫 (富山 放送 局 ). 原 田 英 夫 (関東 管区 航 察 局 ). 
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| (2) 深津 聡 (東海 電気 通信 局 ). 福田 滋夫 (名 古屋 工業 大 学 う . 三木 節夫 . < 川崎 航空 機工 業 ) 
GF) 量 加 陽三 (中 国 管 敬 察 局 ). 本 田 腎 深 (長崎 電気 通信 部 ( マ ) 増田 重男 (日 本 通信 建設 ). 町 田 一 夫 
cirri i 松村 邦夫 (東京 電信 施設 所 う . 松本 清隆 (警察 通信 学校 ). 松本 事 一 (居所 不明 う . ( き ) 三浦 . 務 


C モ り 』 百瀬 宗 直 (局所 不明 う . 守田 仁 也 (ラジ オ え オ 東 京 )。 (や ヤ ) 夜 久 忠 暴 (大 阪 鉄道 
矢田 明 ( 気 象 褒 う . 矢野 正光 折 電 信 通 信 局 ). 矢作 至 ( 新 日 本 放送 ). 山県 武夫 ( 電 々 公社 う . 山 崎 勝 
E 田神 戸 工 業 ). 山本 等 局所 不明 )( ョ ) 横山 一 夫 ( 電 々 公社 )- 吉田 功 (津久見 電 


剃 股 健蔵 ( 卓 本 テ レビ 放 間 ) 井原 広一 CHE. 岩間 一 郎 福岡 統 


me samen RT GR 岡本 吉晴 ERD 


? er) 
で ee. 


| 春田 和男 (東京 電気 通信 局 う . CE ヒ ) 林 口 寿一 ( 電 々 公社 ). 平沢 浩 ( 居 所 不明 ) 弘田 | 洲 ( 太 陽 社 2 


C ム A) 向 促 顕 (日 本 電気 ). 村上 薫 (黒井 電機 ). 、 村 上 実 ( 居 所 不明 ) 村田 治 雑 ) 


青木 武司 C a 背 木 正 党 (関西 電力 う . 秋山 鎮 男 三洋 電機 大 宮 工 場 )。 上場 私 太郎 (日 本 ナシ 
操 員 二 ( 池 上 通信 う .C イ う 池田 澤 夫 (居所 不明 う . 井沢 章 ( 日 本 ビク ター) 石井 孝 ( 居 所 不明 ) 
(ソニ =ー) 伊藤 宗治 (上 日 本 無線 ). 稲垣 次 良 (福光 商会 ) 井上 宏 二 (富士 通信 機 ). 


小野 田 博 (名 古屋 市 千種 区 四ツ谷 通 ).《 カ ) 梶川 秀 二 (大 阪 電気 通信 工事 々 務 所 ). 梶谷 勝一 (居所 不明 ). 柏 村 葉 
(水戸 統制 電話 中 継 所 う . 片岡 省 三 (松下 電工 ). 加 花 昭 悟 (日本 教育 テレ ピ )》. 金子 克 巴 ( 協 立 製作 所 ). 金崎 礼 治 
(NHK》. 業 翌 和 郎 (居所 不明 》. 亭 部 恒 義 (東芝 う .( キ う 菊 入 二 郎 ( 日 本 徹 空 電子 工業 ). 沖 恒 (居所 不明 ). 沖田 叶 美 
rt 笠田 義 多 で 不二家 電 人 ). 宜 寿 次 正男 七 洋 工業 ). て コ ) 寄 粘 銀 博 で 居所 不明 ). が 河野 普 的 (武蔵 野市 吉祥 寺 ). 
小 闘 隆 嗣 て 居所 不明 ). 小柴 源 司 (和信 欧 電機 古 場 常 昭 て 居所 不明 》. 小林 隆 ( 日 立 出 作 所 3. 小林 久 家 (居所 不明 
喜 味 一 所 (松田 電路)、( サ ) 村 奈 猛 博 (三洋 電機 製作 所 う . 桜井 伸 穫 (居所 不明 酒井 繁男 日 製 産業 う ( シ ) 塩屋 光 堆 
(東京 統制 電話 中 継 所 ). 品田 知 章 (中 部 電力 う . 柴田 隆 世 ( 津 市 西 阿 満 町 う . 江 谷 正美 (日 本 クラ リー 金銭 登録 機 
深水 英 三 (大 平 電 業 ) .( ス 〕 杉野 腕 (フジ テレ ビ ). 鈴木 一 雄 ( 電 波 監 理 局 ). 鈴木 啓 充 茨城 市 大 津 町 戸井 田 ): 
(る) 大福 = 徹 ( 中 国電 波 牙 理 局 う . 高橋 和男 ( 七 洋 工 業 ). 田川 孝 生 (神戸 工業 ): 田中 勝て 双 信 電 機 ). で ツ 》 辻村 光 
(早川 電機 う . 徐 井 重光 (福岡 市 戸畑 市 沢見 通 ). で ト ) 富 林 慣 之 , (居所 不明 う . 徳田 道 一 (居所 不明 合 島 善 隆 
(ソニ = ニー). (ナチ) 永井 和夫 (中 央 鉄道 教習 所 う . 長井 敬一 ( 北 区 豊島 町 ). 中 尾 避 で 居所 不明 ). 中 川 邦 夫 (日 本 無線 7 
長 高宏 叶 フ ォ ス ター 電機 ). 中 西 祥 二 (毎日 放送 ). (= う 西村 弘 ( 松 下 電 吉 産 業 )- ( ハ ) 橋本 新座 
( 旧 本 海底 電線 ). 花房 正 ( 日 本 レミ ント ン ユ ュ ユニ = バッ クア 林 " 精 一 (日 立 製 作 所 う . 林 講 武 男 (居所 不明 う : 原 田中 議 
( 倒 洋 電 機 ). 原田 光 久 (第 一 物産 ).・《 ヒ 》 う 東 化 彦 ( 居 所 不明 ). 広沢 祥 晃 (本田 技術 工業 う . ( フ ) 福 宮 幸男 て 日立 
製作 所 う .- 付 谷 竜二 (新宿 区 早稲 田 稚 人 巻 町 ): - 藤田 必 太 (居所 不明 ). 藤本 治男 (防衛 庁 技術 研究 所 ). 古 戸 義 護 
(吉河 電気 工業 ).( 木 ) 保 科大 治 て 日 本 航空 )、 細 中 ご 三雄 (世田谷 区 下 尼 町). 細川 朗 (東京 テレ ビ 人 音響 ). 堀 口 名 
i (読売 テレ ビ 放 送 ).( マ ) 松 本 正 ( 三 洋 電機 ). ( ミ う 水野 比 弘 ( 日 立 製 作 所 う . 宮川 隆 で 立石 電機 ). 宮 倉 粒 行 ( 居 所 不明 3 
に () 村木 正吉 (中 央 区 下 作 丁 堀 ). ( ヤ )》 山内 信治 (三菱 電機 ). 山浦 就 紀 (富士 宣 工 業 ). 山口 勝 必 (丸紅 飯田 
山田 堆 三 (日本 ビク ター). 山 本 恵一 (大 阪 市 北 区 天神 橋 ). 山本 信 ( 芝 電気 ).C ヨ 吉川 正 深 大阪 府立 大 学 大 学院 )- 
吉野 上 和 (松下 電器 産業 ). ( ワ ) 渡辺 成一 (横浜 市 港 区 樽 町 ). 渡辺 清孝 (日本 無線 ). 濾 辺 秀夫 (居所 下 明 ※ 


% 居 所 不 明 者 Cc.12.31 可 を (52 攻 ) 


7) 相沢 一 光 (光洋 電器 う . 秋山 英雄 (横浜 市 稚 見 区 駒岡 町 234 三 ツ 池 病院 内 ). 荒木 康晴 ( 衝 奈 川 県 足柄 花 
| 補 根 町 箱根 電話 中 継 所 社宅 ). 明石 再 (世田谷 区 玉川 等 々 力 皿 1 の の . ( イ )〉 石井 孝 (名 古屋 症 平 種 区 小松 画 
『 の 7 小松 寮 ). て エ ) 江戸 信幸 (川崎 市 二子 字 講 落 耕 地 687 寿 荘 ) (4 オ ) 長田 丈 荘 (中野 区 上 町 8 
名 本 訪 う . < ヵ ) 川野 碑 治 (横浜 市 南 区 大 岡町 715 う . 川島 淳 三 郎 (目黒 区 緑ケ丘 3070). ( キ ) 区 池 雷 彦 
| ( 条 宿 区 上 族 合 2 の 8104 水 明 寿 11 号室 (2 ク ) 久保 忍 (福岡 市 横 平 字 坂本 601 井尻 寮 ) 。 双 田 填 一 (北海 導 
| 苫 小 枚 市 西 弥生 町 63 寺内 方 ). ( コ ) 窒 嬉 鍛 縛 ( 阪 大 工学 部 ).( サ ) 斉藤 清高 (新宿 区 戸 娠 町 3 の 143): 
議 條 甲 哲 三 (千葉 市 税 毛 町 2 の 4. - ( ス ) 鈴木 。 力 ( 横 須 袖 市 小原 台 防 准 大 学 物理 学 教室 う 。 ( セ ) 瀬川 硬 
| ( 電 々 公社 保全 局 電 信 機械 課 )、 瀬崎 広 泰 (新宿 区 信 江 町 23 の 7 実 川 方 2.( タ ) 武 正 礼 二 ( 北 区 衝 付 町 3 の 42)。 
有 有 PF) 戸川 隼人 (新宿 区 上 落合 ) ( ヌ ) 河 田 誠 作 (調布 市 入間 町 1 の 517)、 ド ナル ド ・ オ ォ ー ボ ポーン ( 綾 浜 市 中 区 
肌 下 町 82 懲 永 ピ ル ). ( ナ ) 永山 座 仙 (長崎 市 本 河内 町 1 の 2700). て ( ノ ) 野本 免 て 界 浜 市 金沢 区 清 町 
3332 角井 方 )。 ( ハ ) 長谷 川 利治 CC/O Institute of International Education Dept of or U.S. Ertchange 
| Relations I East Str. New York 21 N.Y. U.S. A、). 休 田 和男 (名 古屋 市 西区 天 抜 町 1 の 33). 馬場 照 蜂 - 3 
i ( 欠 注 市 )。 芳賀 注 一 (新宿 区 戸山 困 1 の 1 瀬野 方 2。 (2) 吉田 ) 忠 て 公社 建設 局 建設 課 ).( マ )〕 真 負 隆 
 ( 邊 茶 市 春日 叫 93 大 和 荘 3 号室 ).( ム ) 村上 実 ( 宮 山県 堀 負 属 和 合 町 布 月 電波 官舎 )、( モ そ ) 森田 操 (北海 道 油 っ ) 
- 状 有 有 東郡 上 土 幌 町 黒石 平 電源 開発 (株 ) 大 回 荘 )。 森勝 紀 (吹田 市 浜 の 堂 町 33 の 2).。 百瀬 宗 直 ( 林 活 間 放 送 所 ) 4 
の C ゃ う 山田 治郎 (横浜 市 南 区 井土 ケ 谷 上 町 84 の 44). 山崎 伺 多 ( 杉 湖 区 天沼 1 の 191 到 葉 察 ). 山崎 幹也 ( 導 玉 選 " 
北 是 立 閣 鳩 ヶ 谷 町 東 鳩 ヶ ケ 谷 公団 住宅 山 本 人 替 (甲府 市 塩 部 町 山本 等 ( 桶 鉄 間 放 送 所 )! 中田 普 明 0 
< 大 阪 府 守口 市 京阪 本 通 2 の 18 三洋 電機 内 ). て ヨ ) 吉沢 二郎 ( 丁 記 市 松山 W 45 国鉄 アバ B44 母 > i 


有 有 35 年 3 月 座 系 者 ( 法 大 ) 塊 守正 (起工 大 ) 岡本 吉晴 古 場 常 昭 。 富 標 恒 之 . ( 東 交 大) 科 電 人 衝 
: 補 WY 提 谷 勝一 ( 昌 大 ) 上 地政 一 池田 作 夫 (大 孤 大 ) 関本 正 ( 表 ) 特電 夫 (中 大 mE き 
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論文 賞 お よび 著述 賞 候補 の _ 
論文 お よび 著 人 述 推 薦 に つい て 
中 和 35 年 度 論 文 賞 お よび 著 信 賞 條 補 の , 論文 お よび 著 丸 の 推薦 を 求め ます 。 
『 思 埋 定 条件 お よび 関係 規程 御 参照 の 上 , 多数 御 推薦 あら ん こと を 希望 致し ます 。 


論 六 選定 条件 お よび 規程 著述 選定 条件 お よび 規程 
1. 選定 範囲 お よび 推薦 数 . ; 
1. 選定 範囲 お よび 推 
中 34 年 10 月 か ら , 昭和 35 年 9 月 まで の 間 , 導 8 宮 35 年 12 月 まで の 間 
本 会 誌 その 他 に 発表 され た 電気 通信 お よび 電子 応 本 2 
用 に 関す る 論文 の 中 か ら 1 編 。 び 電 子 応用 に 関す る 著書 の うち か ら 1 編 。 
; 2. 推 境 用 紙 2. 推 訂 用 紙 
h 次 頁 の 推 牙 用 紙 を 切り 取り , 所 定 の 事項 を 洩れ 無 次 頁 の 推薦 用 紙 を 切り 取り 。, 所 定 の 事項 を 洩れ 
と 衝 洪 の こと 。 無く 記入 し て 本 会 移 融 送 の こと と 。 
E 推 葉 資格 3、 推 葉 資 格 
限る 9 本 会 正 員 に 限る 。 
| | 箱 切 期日 4 締切 期 ' 
4 昭和 36 年 2 月 20 日 ; ; 妥 和 36 年 2 月 20 日 
| | 2 選 畠 規程 抜 樽 5. 選奨 規程 抜 
3 第 3 章 論 凛 賞 
v 第 9 条 論文 賞 は , 本 会 規則 第 32 条 に ょ る 表彰 で 本 第 4 章 著 述 賞 
3 会 の 機関 誌 そ の 他 に 発表 され た 電気 通信 お よび 電 
‘ 子 応用 に 関す る 論文 の うち, 特に 優秀 な も の を 選 第 15 条 著述 賞 は , 本 会 規則 第 32 条 に ょ る 表彰 
3 び , その 著者 に 贈呈 する 。 で 電気 通信 お よ び の 電子 応用 に 関す る 著書 の うち 
第 10 条 表彰 する 論文 は , 毎年 3 編 と する が , 編 数 特に 優秀 な も の を 選び , その 著書 た 贈呈 する 。 
| は 事情 に た ょ り 変 更 す る こと が で きる 。 第 16 条 表彰 する 著書 は , 隔年 1 編 と する が 編 数 
有 | 第 11 条 選定 の 対象 と な る 論文 は , 表彰 の 時 期 の 前 は 事情 に ょ り 変 更 す る こと が で きる 。 
N 1 ~ 9 : に 新た に 発 ] 
3 i 第 17 条 選定 の 対象 と な る 著書 は , 選定 の 時 期 よ 
A り 過 去 2 か 年 半 の 間 に わ が 国 に お いて 新た に 発 
a RR と を 要する 。 
電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 資料 る 


送 四 pF 人 峰 大 会 お よび 電気 四 学会 連合 大 会 に お いて 第 18 条 表彰 する 著書 が 共著 の 場合 は , 閉 者 全員 
る tr a 到 表 六 地 る 。 
i v PP 第 19 条 監修 者 お よび 校閲 者 は 表彰 し な い 。 
第 20 条 著述 賞 は , 同一 著者 に 重ね て 抽 党 し て も ; 
) 差 支え な い 。 
第 21 条 著 迷 賞 は 賞状 賞 竹 お よび 賞金 と する 。 
2. 賞金 は , 著書 1 編 と つき 20,000 円 と する 。 
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NEC プ ブラウン管 は 多年 の 研究 と 経験 の も と に 優れ 

た 技術 と 近代 的 量産 設備 と に ょ っ て 製作 を し て お り 、 

次 の 様 な 特徴 を も っ て お り ま す 。 

1) フォ ー カ ス が 鮮 鋭 で 分 解 能 が 高 で 、 ス トレ ー ト 
ガン 方 式 を 採用 じ た だ 優れ た 設計 に な っ て お り ま す 。 

2) 電源 電圧 の 変動 に 無関係 な 完全 自動 焦点 方 式 で 
か つ 焦 点 ボ ポケ が 全然 な く 、 双 黒鉛 膜 の 特殊 構造 に 
よる クイ ックス ター ド で あり ます か ら ス イッ チイ 
ン と 同時 に 、 安 定 し た 像 を むす さぶ 有 瞬時 安定 方 式 で 
あの は する 

9 トビ に カカシ, カ 式 を 採用 も て おり は ます の で 、 
イオ ント ラッ プ マ グ オ キネ キット は 不要 で す 。 従っ て 常 
に 最良 の 画像 が 得 ら れる 様 に な っ て お り ま す 。 

4) 堂 光 膜 は 最も 好ま し い 色 調 と 均一 性 に より ガラ 
ス の グレ ー フ ェ ー ス と あい まっ て コン トラ スト が 
良く 明る い 場 所 で も 鮮明 な 画面 が 得 ら れ ま す 。 
<⑧> 新 日本 電気 株 式 守 

日 本 電気 株 式 祥 方 
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オー トメ ーション が 生み だ す 高 性 能 / 
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NEC 真 空 管 は 優れ た 近代 的 量産 設備 と 、 科 学 的 品 

質 管 理 に よっ て 製作 し て お り 、 そ の 技術 は 米国 シル 

バニ ヤヤ 社 よ り 技 術 提携 を や うけ 、 伝 統 あ る 我 社 の 技術 
と あい まっ て その 優れ た 性 能 と 安定 し た 品質 は 業界 
より 広く 認め られ て お る 所 で あり ます 。 

NE CC 真空管 は た え ぇ え ず ラ ジオ ・ テ レビ 用 に 新品 種 を 

開発 し て 業界 の 要求 に 即応 し て 広く 愛用 され て お り 、 
次 の 様 な 特徴 を も っ て お り ま す 。 

1) 低 ノ イズ 低 ハ ム 高 感度 で 品質 が 均一 で 電気 的 性 
能 に すぐ で れ て お ぉ おり ます 。 

2) 構造 堅 定 で 機械 的 強度 が 強く 高 信頼 性 で 、 耐震 
性 ほや 私 記 お り は さす Ss 

3) 長寿 命 で 長期 使用 し て も 特性 変動 が 少く 安定 性 
に すり ます 
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電信 電話 技術 の 在り 訪 


正 員 小 


= 哲 


(電気 通信 研究 所 ) 


bal ンカ た 


近年 電子 工学 の 著しい 進歩 発達 に 伴っ て , 産業 界 は 
彼 術 的 に た 大きな 転換 を と げ つ つ あ る ・ 電信 電話 技術 と 
いえ ども 全く その 例外 で は な く , 今後 いく ば く の 時 日 
も 経 な いう ち に , その 様相 を 完全 に 変え て し まう で あ 
ろう こと と が 予想 され る . し か も 電信 電話 技術 は , 他 の 
技術 も 同様 で ある が , 戦後 の 立直 りか ら 外 国技 術 を 追 
る け , よう や く こ と れ に 肩 を 並べ よう と する 時 期 に あ 
る 。 の みな ら ず 最近 に お ける 電信 電話 の 発達 特に 電話 
の 急速 な 拡張 に 伴っ て , 電信 電話 サー ビス の 在り 方 も 
根底 か ら 再 検討 され な けれ ば な ら な い 事 態 に ある . し 
た が っ て 電信 電話 網 の 構成 も 大 き な 変 革 を 前 提 と し て 
計画 され つつ あぁ ある. と の よう に 電信 電話 技術 は あら ちゆ 
る 角度 か ら 見 て > 一 つの 大 き な 転 換 期 に 直面 し て いる 
と いわ な けれ ば ぱ ば ならない . と の 機会 に と 筆者 は 電信 電話 
技術 の 発展 すべ き 方 向 に つい て 三 , 三 の 考察 を 加え る 
CNC, 


2. 電信 電話 の 発展 


いわ ゆる 公衆 電気 通信 と 呼ば れる も の に は , 電話 ・ 
雪 信 ・ デ ー タ 伝送 ・ 放 送 中 継 を は じ め と する 各種 の 再 
用 電信 電話 が ある. と れ ら ちの 中 に は 公衆 電報 や 加入 電 
話 の よう に 明治 の 初 年 以来 継続 し て 発展 し 続け た も の 
る あれ ば , 最近 に な っ て 急激 に 発達 し ある い は 発達 し 
『 う ぅ と し て いる 加入 電信 ・ テ レビ ジョ ン 中 継 ・ デ ー タ 
伝送 の よう な も の も ある . また 公衆 電報 の よう に , 通 
信 量 が 既に 飽和 状態 に 達し た も の も あぁ あれ ば , 電話 その 
他 の よう に 非常 な 膨 用 を 要求 され て いる も の も ある . 


し か し な が ら 総 括 し て いう な ら ば , 電信 電話 は 過去 に . 


お いて 相当 の 発展 を 見 せ た が , 今後 は より 一 周 急 速 に 


増大 する 需要 を 予想 され て いる ・ 


* Direction of Telephone and Telegraph Engineer- 
ing. By SATOSHI KOJIMA, Member(Electrical Com- 
munication Laboratory, Tokyo). [ 葵 文 番号 73279]! 


2.1 電 話 

最近 に お ける 電話 の 発達 を 戦前 の 昭和 10 年 に 比較 
し て 見 る と , 次 表 の と お り で ある . と これ を 鉱工業 生産 
電話 加入 数 | 塗 i。 計 
"370 349 | 398 | 478 

( 注 ) 昭和 10 年 の 指数 を 100 と する . 

指数 な ら び に 他 の 公益 事業 の 生長 と 比較 し て みれ ば ; 
相当 の 類似 性 が あぁ ある と と が 知ら れる ・ 最近 開通 し て い 
る 電話 加入 数 は 約 330 万 ある が , と の 他 に 申込 ん で も 
架設 され ず に 待っ て いる も の が 約 80 方 あ る 今後 年 
々 9 必 の 生長 率 で 日 本 の 経済 が 発展 する な らち ば, 将来 
架設 し な けれ ば な ら な い 電 話 の 数 は 増加 の 一 途 を だ ざ 
る で ある ろう . 図 1 は 過去 に お ける 電話 加入 数 と 市 外 電 


- 図 1 電話 の 発達 状況 


i 4 i "ht 4 yo 3 A vr 


2 [ 寄 書 ] 小島 哲 : 電 信 電 話 技術 の 在り 方 


話 回 線 数 の 増加 状況 を 示す 曲線 で ある . いずれ も は と 
ん ど 指 数 曲線 だ し た が っ て 発展 し , し か も その 増加 率 
は 戦前 を は る か に 上 回 っ て いる と と を 知る 。 さらに 同 
図 で 現在 学 測 され て いる 今後 の 発達 を みる と , 10 年 後 
まだ た は 20 年 後 じ と お ける 加入 数 お よび 回 線 数 は 人 拘 く べ 
き 量 に 達する . 


つき ぎ に 電 話 の 発 層 に 伴っ て 注目 すべ き 傾 向 は , 電気 


J 通信 の 本 来 の 使命 で ある 迅速 性 の 向上 で ある . か つて 
国内 の 主要 都市 相互 間 の 市 外 通 話 は 目的 を 達する まで 
議 計 に 数 時 間 の 待合 せ を 余儀 な くし た が , 現在 で は ほ ょ と 
1 どの 大 都市 相互 は 即時 に 接続 され る つまり 回 線 数 
る 見 た 即時 化 率 は , 戦前 わずか 数 必 と すぎ な か っ た 
放 も の が 現在 は 60 に 近い 高 率 を 示す に いた っ て い 
間 有 2 と ころ が 市 外 通 話 が 迅速 に 接続 され れ ば され る は ほ 
放さ ご 市 外 電 話 回 線 1 回 線 あ た り が 運ぶ 通話 量 が へ る . 
放 | 34 年 度 に ち け る 1 回線 あたり の る そ 通 数 は 次 表 の と お り 
る RR RI mA TF 
他 面 市 内 通話 に つい 
で は , 自動 即時 化 の 影 
人 徐 も ある の で 適 確 に は 
た り の 表 話 度数 は 減る に は か る 通話 時 間 の 単位 で 
較 傾向 と な い . その た め ある . 
放 束 京 の で と き は 相手 の 電話 話 中 な どの た め , 即座 に 接 
衣 続 で きる 呼 は わずか 60 必 に すぎ な い , と れ を 改善 す 
及 る た め に は 1 電話 あたり の 通話 数 を 現在 の 半分 以下 に 
主 さる で と が 握 ま し い . し た が っ て , 今後 電話 は その 発 
科 答 71% ポ の 所 軸 計ら だり の 


有 有 一般 に 公 科 電報 は 電話 ・ 加 入 電信 ・ 速 束 郵 便 ・ デ ー 
及 伝 送 な ど 他 の 通信 の 発達 に よっ て , 大 き な 伸 張 は 其 
待 で き な い . めじ な が ら 現 補 か か えて いる 大 き な 経 


a po 


膨 月 に じじ た が っ て , 経営 の 合理 化 は 重要 な 問題 と な っ 
た . と の た め に 適 確 じ に か つ 和 迅速 に 経営 デー タ を 覧 


に 確実 か つ 高 速度 の デー タ 伝 送 が 非常 た 重要 な 通信 サ 
ービス と じじ モモ 上 あ 才 2 で て で さ た の で 5 

つき に 注目 すべ さき と と は 各種 の 専用 線 サ ービス で あ 
ろう . 一 般 の 電信 また は 電話 専用 線 の 他 に , 放送 用 埋 
話 お よび テレ ビジ ョ ン 品 継 線 が ある . 特に テレ ビ 中 継 
線 は 広帯域 の 周波 数 帯 を 要求 する と こと と , 非常 に 高度 
の 回 線 特 人 性 を 要求 する と と の た る め , 電信 電話 施設 の 遇 
に 占め る 役割 は 非常 に 大 き な も の が ある . 


3. 電信 電話 の 技術 性 


3.1 資 本 a 

昭和 34 年 度 末 に お ける 電信 電話 施設 の 固定 資産 額 
は 青 圭 迷 紀 に し て 的 72300 和 内 の 告示 に 提 に を が 
電信 電話 に 特有 な 線路 機械 設備 は 約 5,700 億 円 で , 全 
体 の 約 78 必 に 相当 する . し か る 前 に 述べ た よう に た に 城 
速 な 施設 の 拡張 を 計る た め に , 昭和 33 年 度 か ら 昭 箱 
37 年 度 に 至る 第 二 次 五 か 年 計画 は 約 6,200 億 円 の 建設 
資金 を 予定 し て いる . 

と の と と は 当然 年 々 の 経費 の 上 に 大き な 関係 を る 
つ . た と えば 昭和 34 年 度 の 全 経 費 の う ぢ , 電信 電話 
施設 に 関連 を も つ 保 全部 門 費 ・ 減 価 償 却 費 ・ 利 子 お よ 
び が 債券 取扱 費 は それ ぞ れ 15.3 必 ・21.7 必 ・5.7 必 で ; 
あぁ わせ て 全体 の 42.7 必 に 昇る . 残る 共通 費 る 当然 と 
れ ら の 経費 に 割 掛 けら れる 部 分 が ある と と を 考え れ 
ば , 電信 電話 施設 の 事業 運営 上 に 占め る 役割 が いか に 
大 きい か , 自ら 明らか で あろ うぅ . 

電信 電話 技術 の 進歩 に より , 施設 に 要する 建設 費 ま 
た は 経費 を わずか 数 必 で も 節減 で きる な ら ば , と これ な が 
事業 上 に 及ば す 影 響 は 多大 な も の が ある . 

3.2 生産 性 の 向上 

電信 電話 施設 の 発展 の 上 に 注目 すべ さと と の 一 つ は 「 
生産 性 の 向上 で あぁ ろう. 少し 乱暴 な 比較 で ある が , 電 
信 電 話 従業 員 1 人 あたり の 加入 電話 数 を 昭和 24 年 度 と 
昭和 34 年 度 と に つい て みれ ば つき ぎの と お り で ある . 

24 年 度 、7.8, 34 年 度 16.7 

か よう な 生産 性 の 向上 は , 電話 交換 ・ 電 報 中 継 を 自 
動 化 する と と に よる 運用 要員 の 軍 点 的 配置 と , 施設 の 
遠 同 操作 ・ 安 定 度 の 向上 ・ 統 計 的 品質 管理 の 導入 な ど 
に よる 保全 要員 の 適正 配置 上 た に た よる, いずれ る も 技術 的 
進歩 に よる も の で ある と と は いう まで も な い . 市 内 電 」 


話 の 自動 化 率 
re な ら び に 市 外 
市 外 自動 化 率 | pS 


動 即 時 化 率 の 。 
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傾向 は 前 表 の と お り で ある . 

今後 地方 小 局 の 自動 化 ・ 長 距離 市 外 電 話 の 自動 化 は 
生産 性 向上 の 面 か ら 非 常に 宣 要 な 課題 と され て いる . 

3.3 革 新 性 

2.1 節 に 述べ た 電話 の 拡張 に 伴う 収益 減 の 特性 な ら 
びに 前 々 人 節 お よび 前 節 に の べた 電信 電話 の 資本 性 と 生 
産 性 向上 は 電信 電話 技術 の 飛躍 的 進歩 を 要求 する . 1 
電話 あたり まな た は 1 市 外 電話 回 線 あ た り の 収益 が 減っ 
で て も, と これ に 対す る 建設 費 お よび 維持 費 は そん な に 減 
る も の で は な い . し た が っ て 従来 の 技術 に 依存 する 限 
り に お いて は , 料金 を あげ な い 限 り 事業 経営 は 拡張 す 
れ ば する ほど 悪化 する 矛盾 に 面 す ざる を えな い . 料金 
値上げ る 拡張 停止 る 公益 事業 た る 電信 電話 事業 の と る 
べき 方 策 で は な い . と の 矛盾 を 止 揚 す る る の は 技術 の 
進歩 に よる 施設 の 経済 化 以 外 に あり えな い の で ある . 
電信 電話 事業 は その 拡張 を 続け る 限り ,。 つぎ つぎ に 新 
し い 技 術 を 導入 し て , 施設 の 経済 化 を 計ら な けれ ば な 
ら な い 運 命 を 持っ て いる . 

幸い に し て , 最近 に お ける 電気 通信 技術 特に 電子 技 
術 の 発達 は 目覚 まし いも の が ある . と これ ら の 成果 を 積 
極 有 的 に 取入れ て , 技術 の 革新 を 計り うる こと と は 非常 に 
好都合 と いわ な けれ ば ば ならない . 

と れ ま で も 電信 電話 に 導入 され た 新しい 技術 は 相当 
の 幅 に 昇っ て いる . 3. エ 節 じ の べた よう に 減価 償却 額 
ば 21.2 と いう 多額 昇っ て いる . と これ は 貸 却 率 5 
に 相当 する .「 技術 の 進歩 に 即応 し て 急速 に 旧式 の 施 
設 が 新しい 高 能率 の 施設 に お きか えら れつ つ あ る こと と 
を 示し て いる ・ 

3.4 有 機 性 

電信 電話 の 他 の 特長 は 全国 また は 全 世 界 い た る と こと 
ろ に わ 六 っ て , 2 つの 地点 を 直接 回 線 に よっ て 結び つ 
け な け れ ば な ら な いこ と と で ある . 特に 電話 , 加入 電信 
な どの 場合 は , 両方 向 通信 で あぁ る か ら 通 信 の 交流 に 対 
し て 時 間 的 お くれ を 全く 許さ な い . 

し た が っ て 電話 で いう な ら ば , あら ゆる 電話 機 ・ 回 


線 ・ 交 換 機 は , と これ ら の いか な る 組合 わせ に 対し て も " 


所 定 の 接続 基準 お よび 伝送 基準 を 満足 する よう に 協 働 
し な けれ ば な ら な い . つま り 電 話 網 は 技術 的 に 一 つの 
| 完全 な 有機 体 を 構成 し て いる ・ 

特に 今後 長 距離 電話 の 自動 化 が 進捗 する に し た が っ 
| て, 遠隔 の 地 に 対し て 数 字 の 伝送 ・ 回 線 の 空き 塞 が り 


ある い は 送受 暗 の 上 げ 下 げ な どの 信号 の 伝達 が 必要 と 


“4 尋 ら て く る し か る も 一 般 の 電信 電話 施設 は 移動 性 が な 
の で あぁ る の 
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的 た 対し て 完全 に 合致 する よう に あら か し じ し め 計画 され 
な けれ ば ば ならない. 

3.5 信 頼 性 

電信 電話 の 満足 し な けれ ば な ら な い 宣 大 な 要件 きき し 
て 信頼 性 を 欠く と と は で き な い . 電信 電話 の 信頼 性 
は , 1 つ は 運用 お よび 保守 者 の 過誤 , 他 は 施設 の 不実 
定性 た 基づく: 人 的 過誤 は いか に 注意 し て も ある 程 慶 
は 止 ひ か を えな い . し た が っ て こと れ を 未然 に 防止 する 技 
術 的 機能 の 付与 を 計る か , 操作 を 自動 化し て その 発生 
源 を 断つ か に よら な けれ ば な ら な い . つま る と ころ 電 
信 電 話 の 信頼 度 は 施設 の 安定 魔 に 帰着 する . 

他 面 施設 は 技術 の 進歩 と 共に その 安定 度 を 増 じ つつ 
ある が , その 量 的 発達 も すさ まじ いも る の が ある . し 7e 
が っ て その 保守 法 る 個々 の 機器 を 対象 と する 個別 的 管 
理 を 捨て , 全体 モー つの 群 と し て 扱う 統計 的 品質 管理 7 
の 思想 を 導入 し て , 効果 的 に 信頼 慶 を 高め る 施策 が と 
られ な けれ ば な ら な い . 

以上 3.1 節 より 3.5 人 節 じ わた る 考察 に と より, 電信 電 
話 の 技術 性 が 理解 され る で あろ う . 

4. 戦後 の 技術 

4:17 安 | 定 化 

戦争 中 お よび 終戦 直後 に お ける 技術 者 と 資材 の 不足 
は 電信 電話 施設 を 異常 に 衰 損 せしめ た . と これ に 加え を で 
主要 都市 の 電話 施設 は 戦災 に よっ て ほとん ど 破 壊し つ 
くさ れ た . と この よう な 施設 を 抱え て まず な さ な け れ ば 
な ら な か っ た こと と は , 急速 な 復興 と 施設 の 安定 化 で あ 
っ た : し か じじ な が ら , 不 注 入 電 柱 を 建設 し て も , 2 3 
年 な ら ず し て 使い も の に な ら な く な ぁ っ で し じ し ま ら た よう 
に , 自動 交換 機 は 数 千 回 の 動作 で 障害 を 起こ し, 真空 
管 は 数 千 時 間 で 寿命 が 到来 する よう な 施設 で は , 砂 上 
に 楼 関 を 築く よう な る の で あっ た . か くし て 施設 の 安 
定 化 に 対し て あら ゆる 施策 が 講じ られ た の で ある . て 
の よう に し て , 近年 で は セレ クタ は 200 万 回 の 動作 に 
耐え , 真空 管 は 数 十 万 時 間 に わ た っ て 使用 で きる よう 
に な っ た .・ か よう な 配慮 % 々 あら ゆる 電信 電話 機器 な ら 7 
びに 線材 に つい て 払っ た 結果 , 今日 の 安定 な 電信 電話 
が た だら され た と いた まさ 弘 

4.2 新 技術 の 採用 ; 

終戦 後 数 か 年 を 経て , 当時 の 混乱 が や や 一 息 つ く 頃 
に は 新しい 技術 が つぎ つぎ と 採用 され る と こと と な うぅ 
た まず 現われ た も の は 国内 で 実用 化 さ れ た 4 号 電 話 
機 ・0.4 mm 市 内 ケー ブル ・ 音 声 周波 交流 ダイ ャ ヤル ・ 
24 通 話 路 無 装 ケ ー ブ ル 方 式 ・ マ イク コロ 多重 電話 方 
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式 ・ 電 報 中 継 機械 化 な ど で あ る . と これ が 通話 の 品質 改 
喜 ・ 主 要 都 市 間 の 即時 化 ・ 電 報 合理 化 ・ 施 設 の 経済 化 
な ど に 果 し た 買 献 は 少な か ら ざ る も の が あっ た で あ 
ろう . 

つい で 現われ た 顕著 な 傾向 は 海外 技術 の 直接 ある い 
は 間接 の 導入 で あろ る ろう. クロ スパ バー 交換 機 ・ 搬 送電 話 
装置 ・ 同 軸 ケ ヶ ケーブル 方 式 ・ マ イク ロウ ェ ー ブ 方 式 な ど 
が で れ で ある . と これ ら が わが 国 の 電信 電話 の 発展 に 及 
ぼぼ し た 影 線 は よい 意味 に も 悪い 意味 に も 少な か ら ざ る 
の が あっ た とにかく 搬送 電話 に お ける と の 種 の 技 
放 御 が 果 し た 役割 は , 同軸 ケー ブル を も 含め て 非常 に 大 
\ きい . 
者 と の よう な 時 期 を 経て 最近 は 海外 技術 の 整理 と その 

評 に 立つ 発展 時 期 に ある と いえ よう 標準 形 市 内 お よ 
罰 ご び 市 外 ク ロス バー トラ ンジ スタ 搬送 ・6,000 Mc 超 多 
| 更 電 話 な ど が それ で あぁ ろう . と これ ら は いずれ る も 現在 の 
及 寺 信 電話 拡 計 画 の 上 に 支配 的 な 位置 を 占め て いる .・ 
議 放 か くし て 政 えき されない は ほど 多彩 な 新 技術 が こと の 10 

i: つき ぎ つ き と そ の 効能 を 発揮 させ る た め に 導入 
| され た の で あぁ あぁ る. そし て こと れ が 電信 電話 サー ビス の 向 
| 上 に 大 きく 貢 献 し た の で ある . 

] 4.3 海外 技術 の 導入 

前 る 述べ た よう に , と こと 数 年 の 間 に 導 入 さ れ た 海 
3 | 外 技 術 は 各 方 面 に と わた っ て いる ・ 戦争 中 完全 に 鎖国 状 
| に あっ た わが 還 の 電信 電話 技術 は 欧米 諸国 の それ に 
議 計 比較 し で 大 き な お くれ を みせ た . し た が っ て , と の お 
| * れ を 取 戻 し , さら に 一 歩 と れ に 先 ん ず る た め に , 海 
衣 外 技 術 を 虚 に 取入れ て , わが 団 の 技術 レベ ル を 高揚 
庄村 持 誠 殺 を は 宮 隊 の みる こと で みる . 現実 に 最近 よう や 
| 国内 で 実用 段階 に 到達 し つつ ある 技術 に は , と の は よ 
| うな 導入 技術 を 基礎 と し て と れ を 発展 せしめ た も の が 
用 な く な い . また 国内 の 生産 技術 を 高め る た め に 結ば 
及 れ た 製造 会 社 の 特許 お よび ノー ハウ 契約 が 電信 電話 技 
壮 0 人 必 交 っ て いる て と も 事実 で ある - 


eidets まず 第 1 に 導入 
i OS いい か 


し じ し て いな い だ ろ うか . 

第 3 に 製造 会 社 の 営業 政策 に の み 捉 われ , 国家 的 損 
失 ゃ を 招い た よう な 場合 が な か っ た で あろ うか . つま り 
国内 に は 他 に 優秀 な 方 式 が ある に も る か か わら ず 。 むし 
ろ こ と これ よ り 劣 る 技術 を 海外 か ら 買 っ て いる 例 は な いで 
あろ うか . また 不 必 要 な 技術 を 多数 の 会 社 が 単に 競争 
の た め , 箇 複 し て 導入 し て いる よう な 場合 は な い だ ろ 
2 

4.4 技術 の 混乱 

技術 レベ ル の 短 速 な 向上 の た め に , 広く 創意 工夫 を 
活か し , か つ 海 外 技術 を 導入 し た と こと は , 反面 電信 電 
話 技術 の 混乱 を 招い た と と も 事実 で ある . た と えば 市 
内 ケー ブル に つい て みて も , 心 線 絶縁 法 ・ 被 夏 法 ・ 支 
持 法 ・ 接 続 法 に つい て 多く の 種類 の も の が 現場 に 使用 
され て いる . 新しい も る の を 試用 する 場合 は と か く , 標 
準 化 の あみ か つき に は 取 か える と と を 約束 する . し か し 
と の と と が 実際 に 実行 くさ れ う る で あろ うか . 残る の は 
現場 の 苦労 で ある .。 と の こと と が 設計 ・ 生 産 ・ 購 入 ・ 資 
材 な どの 管理 に 果して は ね か えら な い だ ろ うか 、 搬 送 
電話 装置 の ブラ ンク パネ ル を 埋め よう と し た と き は , 
旧 規 格 に な っ て いた と いう よう な 例 は 墜 所 に 見 ち れ る 
の で あぁ る. 

似 か ょ っ た 目的 に 異種 の 機械 を 使っ て いる 例 が あ 
る . し か る も 製造 会 社 は 同じ で あぁ ある と し た ら , いずれ か 
一 方 の 種類 に 統一 し て 量産 に よる 生産 コス ト の 引下げ 
を ゃ ね ら え な い だ ろ うか . 

新しい 技術 は つぎ つき ぎ に 活 用 され た . し か し あぁ まり 
に も 委 ぐ の 余り 技術 の 混乱 を 招い た 嫌い な し と し な 
い .。 と これ で は 技術 の 進歩 と し て 手放し に 頂く わけ に い 
か な い の で あぁ ある. ] 


5. 今後 の 電信 電話 綱 


5.1 電話 に 関す る 問題 点 
2.1 節 に の べた よう に た, 今後 に とお ける 電話 の 拡張 は 
すさ まじ いも の が あり , わずか 10 年 間 に 現 在 の 3 倍 


' に まで 増加 する と と が 予想 され て いる . と れ と 相 伴 っ 


て 市 外 電 話 回 線 は さら に 一 剛 大 き な 伸び が 必然 的 で あ 
Pe 

元 来 電話 は , 待た ず に 利用 で きる 迅速 な 接続 と 明 基 
に 通話 で きる 良い 通話 品質 と を , 経済 的 に 確保 し な け 
れ は ば な ら な い . と の た め に 充分 な 回 線 を も っ つ 効率 的 な 
交換 系 と , 電話 機 を 含め て 満足 な 特性 を も つ 伝 送 系 と 
を 整備 する 。、 し か も と れ が 国内 は も ちろ ん 全 世 界 に と わ 
た っ て , いか な る 組合 わせ の 電話 に 対し て も , と の 条 
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<6) 市 内 電話 交換 は 自動 式 に よる も の と する 、 堪 


照 和 36 年 1 月 電 気 通 


件 を 満足 する 必要 が ある . し た が っ て , 電話 網 の 構成 


は 全国 電話 綱 な いし は 世界 電話 網 の 観点 か ら 判 断 さ れ 
な けれ ば な ら な い . 

現在 わが 国 の 電話 網 が な お 通話 範囲 と 多く の 制限 を 
うけ て いる . その 原因 は 要する に 不 充分 な 交換 系 と 通 
話 損 の 過大 な 伝送 系 に よっ て , 中 継 回 数 の 多い 区 間 は 
事実 上 大 き な 困 難 が ある か ら で あ る .、 の みな ら ず , 得 
速 な 箇 要 の 伸び た 対し て 交換 要員 また は 回 線 が 不足 し 
て いる た め , 即時 通話 区 間 の サー ビス が 著しく 低下 し 
て いる 場合 が 少な く な い の で あぁ る. したがって, と の 
まま 推移 する な ら ば , か えっ て サー ビス を 悪化 する 方 
向 に 落ち 込む 危険 が な いと は いえ な い . 異常 と いい た 
い ほ ど は げ し い 勢 いで 指数 的 に 増加 する 市 外 電 話 回 線 
対し て , 1 人 の 交換 手 に よっ て わずか 3,4 回 線 し か 
取扱 うこ と の で き な い 手動 交換 に よる 限り , 目的 か ら 
ます ます 外れ て ゆる すぐ で ある ろう .。 

一 面 伝送 系 を 構成 する 電話 機 ・ 搬 送電 話 装置 ・ マ ィ 
タロ 方 式 な ど は その 技術 的 改善 に より 通話 品質 を 高 
め , か つ 線 路 を 含め た 伝送 路 系 を 経済 化す る と こと を 可 
能 な らし め た . し か し な が ら 市 内 電話 網 と 並ん で 大 き 
な 和 構成 割合 を 占め る 短 距離 回 線 網 に 対し て は , まだ 経 
済 的 成果 を あげ る に 至っ て いる と いい が た い . 今後 短 
距離 電話 網 の 拡充 整備 の た め に 数 千 億 円 の 経費 が 予想 
され る と き , と これ を あら ゆる 技術 的 角度 か ら 経 済 化 す 
る と と は 重大 な 課題 で ある . 

5.2 電話 網 の 構成 

国内 全般 に わた っ て , 迅速 な 接続 と 明り ょ うな 通話 
を 可能 な らし め る 電話 網 の 構成 は つぎ の よう に 考え ら 
れれ てい る. 

(1) 全国 を 大 分 割 ) 中 分 割 お よび 小 分 割 し た 3 段 

摩 の 帯域 制 を と る . 

(2) 小 分 割 され た 帯域 すなわち 単位 鍋 は トラ ヒッ 
ク の 流れ ・ 地 理 的 条件 ・ 行 政経 済 事情 ・ 通 話 損 配 
分 計画 ・ 料 金 帯域 な どの 要素 を 考慮 し て 決定 され 
3 

(3) 回 線 は 多段 星 形 回 線 綱 を 基幹 と する 未 回 中 継 
綱 を 構成 する と の 場合 経済 的 に 不利 と な ら な い 
限り , で きる だ けり 近道 回 線 を 活用 する ・. 

(4) 非常 時 に 備え て 重要 回 線 を 多 ル ー ト 化し 危険 

分 散 を 計る ・ 


(5) 普遍 番号 方 式 を 採用 し , 全 ダ イヤ ャ ル 数 字 を 10 


数 字 に 統一 する . 番 選 の 付与 は で きる だ け 地 理 的 
条件 に 適合 せしめ , 蓄積 変換 を 前 提 と する ・. 
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局 は 無 手 動 局 と する . 

(7) 市 外 通 話 接 続 は 即時 式 と する . ほとん ど 大 部 
分 の 市 外 通 話 は 加入 者 ダイ ヤル に よる が , 小 幣 局 
発信 多 中 継 通話 に は 交換 手 ダ イヤ ャ ル も 採用 まる 

(8) 交換 機 は 市 内 外 と も に 高速 度 に 動作 する る の 
る 

(9) 加入 者 ダイ ヤル に 対し て は , 必要 に より 詳細 
記録 を 可能 な らし め る 課金 装置 を 使用 する . 

(10) 料金 体系 は で きる だ け 簡 素 化 し , 装 金 帯域 制 
の 利点 を 活用 する ・ 

(11) 伝送 特性 (通話 損 ・ 雑 音 ・ 反 才 ・ 伝 ぜん 速 慶 
な ど ) を 各回 線 に 合理 的 に 配分 し , い か な る 組合 せ 
の 通話 に 対し て も 満足 な 通話 を 可能 な らし め ろ る 


(12) _ 短 距離 回 線 に で きる だ け 低 級 な 回 線 を 使用 じ 


て , 伝送 路 網 を 経済 化す る よう , 伝送 特性 の 配分 
を 考慮 する . 

13) 多段 中 継 通 話 に 対し て は , 四 線 式 接続 等 通話 
損 低 減 法 を 使用 する . 交換 機 は 各種 の 雑 彰 を 発生 
せしめ な いる も る の と する . 

(14) 電話機 は 高 能率 化し , 必要 に より 増幅 器 を 内 
蔵 せ し め て 伝送 路 の 経済 化 に 役立た だ しめる , ダイ 


ャ ル 又 は 押 ボ タン に よる 選択 器 を 高速 度 化 する 1. 


15) 自動車 ・ 列 車 ・ 船 表 ・ 航 空 機 な どの 移動 無線 
電話 連絡 を 可能 な らし め る . 

(16) 国際 電話 局 を 通じ て , 国際 トー ル ダ イ ヤル を 
予定 する . 

5.3 その 他 の 通信 網 と 伝送 路 の 共同 計画 


公衆 電報 網 に つい て , 電信 回 線 網 は 現在 整備 され つ 


つ あ ぁ る 中 継 機械 化 方 式 に 大 き な 変 革 は な いで あろ う 


し か し な が ら 電 報 拒 送 お よび 送達 法 に つい て は 多く の 


改善 が 要求 され る . 


加入 電信 網 の 構成 は 電話 綱 の それ と 相似 的 に 扱う と 7 
と が で きよ う . た だ 電信 特有 の 問題 と し て , 電信 回 線 
の 多段 中 継 に お ける ひずみ (時 々 断 を 含 t) の 相 加 に 


つい て 考慮 を 払う 必要 が ある . 


今後 急速 な 発展 を 予想 され る デー タ 伝 送 が いか な る 


形態 を と る か は 大 き な 問 題 で ある . 加入 電信 納 に 重ね 
合せ る か , 又は 電話 網 を 利用 する か , ある い は 独立 の 


デー タ 伝 送 網 を 形作る か , 近い 将来 た 確立 し な けれ ば 


な ら な い . 伝送 すべ き 情 報 量 に 応じ て 周波 数 帯域 幅 が 
左右 され る だ け に , その 方 式 の 決定 は 早い と と が 望ま 
し い . 


専用 通信 に つい て は , 電信 ・ 電 話 ・ 模 写 ま た は 写真 ” 
電信 ・ デ ー タ 伝送 ・ 遠 隔 操 作 ・ 高 速度 ファ ックス ・ 放 
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送電 話 中 継 ・ テ レビ 中 継 な ど 非 常に 多彩 な 種類 が 考え 
られ る . と れ ら は その 目的 に よっ て お の お の 異な る 占 
有 周 波数 帯域 を 要求 する . 

電話 る を 含め て 以上 各種 の 回 線 網 は 伝送 路 綱 に 収容 さ 
れる - 伝送 路 の 立場 か ら す る な ら ば こと これら の 回 線 網 は 
要求 きれ る 伝送 特性 に 差 は あっ て も , 本 質 的 に は 共通 
の 技術 に その 基礎 を お いて いる . し た が っ て 総合 的 な 
観点 た 立て, 伝送 路 の 共同 使用 計画 が 樹 て られ な け 
れ ば な らち ない . 


6. 新 技 術 に 対す る 期待 


6.1 新 技術 の 方 向 

’ 電信 電話 の 乱 速 な 発達 を 成 し と げ る た め に は , 新 し 
で 技術 の 導入 に より , 施設 の 経済 化 と 機能 の 高度 化 と 
放 を 計 ら な けれ ば ば ならない. つま り 新 技術 の 向う べき 究 
放 李 の ね らい は 経済 化 と 高度 化 に ある が , と れ を さら に 
放 分 け て 考え る な ら ば , 経済 化 ( 活 義 の ) 小形 化 ・ 大 容 
下 必 ・ 高 度 化 (光義 の ) 自動 化 ・ 安 定 化 ・ 標 準 化 と な 
の 

a) 経済 化 一 定 の サー ビス 基準 を 満足 する 電信 


| 湾 化 せ ね ば な ら な いと と は , な ん ら 説 明 を 要 し な い . 
bb) 小形 化 図 1 で 見 た よう に 電話 の 異常 に 得 激 


の 抽 殿 の わす 30 な 
放し 160 の 拡張 余裕 を 有する に 過ぎ な い . いい か えた 
相 ぼ 今後 数 年 な ら ず し て 行 詰まる と と が 予想 され る ・ 
2 と に 機械 装置 類 の 徹底 的 な 小形 化 が 要求 され る ・ 
| (<) 大 量化 電 訂 の 地 に 促 い 一 電 証 局 あたり 
| る い は 一 伝送 路 あ た り の 容量 は 当然 大 きく な る 、 た 


在 容 で きた < の に すぎ な い の に 対し て , 近く 実用 を 予定 
きれ る 12 Mc 周山 ケー ブル 方 式 お よび 6,000 Me 下 
接 中 継 マ イ クロ 方 式 は 10,000 回 線 以上 を 収容 で き 
和 と の よう な 大 容 早 化 の 方 向 は 経済 化 の 一 っ の 手段 
褒 村 史 な 韻 羨 を も っ つの で みる . 

で) 証 度 化 実質 的 に 電導 の 可能 区 域 を 拡大 し , 
接続 を 迅速 化す る た め に は , 従来 より 高度 化し た 機能 
る 技術 の 発展 が 必要 で ある が , と の と と は 同時 
ECE が 2. た と えば 電話 機 の 性 能 向 上 ・ 低 残 


衣 電 許 方 式 ま た は と れ を 構成 する 各部 分 を で きる だ け 経 


留 損失 回 線 ・ 廷 回 中 継 な ど は と これ に あたる で あろ うう: 

(e) 自動 化 電信 電話 の 運用 お よび 保守 を 自動 化 
する と と が 経済 化 ・ 高 度 化 ・ 安 定 化 ・ 小 形 化 ・ 生 産 性 
向上 な ど に 通ずる と と は いう まで も る ない. 

(f) 安定 化 施設 が 量 質 共 に 増大 向上 する の に し 
た が っ て , 安定 度 に 対す る 要求 は ます ます その 厳格 さ 
を 加え る . た と えば 4Mc 同軸 方 式 が 12 Mc 方 式 に 
発展 する こと に より , 中 継 器 の 数 は 倍加 し , 端 局 装 置 
は 3 倍 に な る . 中 継 器 用 真空 管 だ けた に つい て 見 て も , 
周波 帯域 を 広げ た 上 上 , 倍 の 寿命 を 保証 し な けれ は ば 従来 
の 安定 度 は 保証 され な い . か よう に 安定 化 は 経済 化 あ 
る い は 生産 性 の 向上 と 至 大 な 関係 を も っ て いる . 
、(g) 標準 化 この 問題 が 経済 化 に 大 き な 関 連 を る 
つが , と これ に つい て は 節 を 改め て 考え る と こと と し た い - 

6.2 シス テム 

新 技術 の 発展 が 電信 電話 施設 を 構成 する 各部 分 の 単 
な る 集合 と 考え られ る 時 期 は 既に と っ ぐに 去っ て い 
る . いま 述べ た 技術 の 色々 の 方 向 が 互い た 密接 に か ら 
みあ っ て いる よう に た に, 電信 電話 技術 を 形成 する 種々 の 
方 式 は その 各々 に つい て 個々 ば ら ば ら た に 眺め た の で 
は , その 進歩 は あり えな い . 総合 的 な 立場 か ら 多 角 的 
選 検 討 さ れ て 始め て 真 の 姿 を 捉え る と と が で きる . 

た と えば 短 距離 回 線 の 経済 化 に つい て 見 よう . 現在 
全 施 設 の うち 短 距 離 回 線 に 投入 され て いる 資産 は 黄 大 
な も の が ある . お そら くく 市 外 電 話 施 設 の 半分 は と の 施 
設 に よっ て 占め られ る で ある ろう. し か も 現在 に おい て 
平均 的 に 考え る な ら 非 常に お くれ て いる 部 分 で ある . 
今後 地方 小 局 が 自動 化し 即時 化す る に し た が っ て , そ 
の 大 幅 な 増設 が 要求 され て いる の で ある し か る に こと 
の 面 の 経済 化 に 対す る 技術 的 進歩 は 他 の 部 分 に 比 し て 
見 る べき も の が 少な い 、 短 距離 搬送 電話 が 導入 され た 
と いっ て も その 経済 的 効果 は 必ず し も 大 きく な く ]」 現 
在 約束 し う る 範囲 で は 約 20km 以下 に 対し て は 経済 的 
に 成立 た だ ない. 

こと この よう な 短 距 離 回 線 の 経済 化 を 計る 上 に お いて , 
考え られ る 角度 は 伝送 路 ・ 交 換 機 ・ 電 話 機 の いずれ か 
ら も あり うる . し か る も 伝送 路 は 線路 ・ 伝 送 ・ 無 線 の い 
ずれ る も 売 慮 の 対象 に な る . 結局 電信 電話 の あら ゆる 技 
術 を 総合 し て は じ め て 成立 つの で ある . 回 線 有 効率 を 
高め トラ ヒッ ク あ た だ たり の 回 線 費 を 節約 する 交換 機 技術 
の 進歩 も と の た め に 交換 機 そ の も の の 経費 が 余り に 
か さむ な ら ば 意味 を な さ な い .。 電話機 の 改良 が 短 距 離 
回 線 に より 多く の 通話 損 を 許す な ら ば 回 線 原 価 は 低下 
する で あろ う . 伝送 路 そ の も の の 原価 を 安く する た め 
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7.2 標準 化 の 考え 方 


昭 衝 36 年 1 月 電 . 気 遂 A 信 


に 搬送 ・ 無 線 技術 に と よる と ど は 当然 の こと で ある が , 
と これ ら が ある 壁 に ぶつ か っ て いる と と は 否め な い 事 実 
で ある . つま り 回 線 の 大 容量 化 を 考え つつ 搬送 技術 を 
考え る 限り 4kc 間隔 に よっ て も 6 kc 間隔 に よっ て も , 
また 他 の 考 を られ る 方法 に よっ て も 大 き な 経 済 化 は 望 
“Seite な し ろ 搬 送 装置 を 経済 化す る た め 

こ 部 品 材 料 の 低廉 化 に 活路 を 見 出さ ざる を えな いか る 
て 近年 検 枝 され つつ あぁ る PCM に し て る $ ; 
線路 を 低級 化し て 安価 な ちらし め う る か が 一 つの 問題 点 
で ある . 技術 の 進歩 を 真 に 正しく 評価 する た め に は 
物 の 一 面 か ら で は な く あ ら ゆ る 面 か ら 細 か に 検 寺 し な 
けれ ば な ら な い . 

と の よう に 多角 化し 高度 化し た 新しい 技術 に 対す る 
期待 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど , その 発展 は 国内 国外 と 
を 問わ ず , 電信 電話 産業 の 内 外 を 問わ ず , また 各個 人 
の 働 ぐ 分 野 を 問わ ず , 広く 積極 的 に 技術 を 活用 する よ 
うな 協 動 態勢 が 必要 で ある ろ る. また 場合 と に よっ て は よい 
意味 の 競争 る 大いに 行 な うべ き で あぁ ろう. あら ゆる 創 
意 工 夫 を 活か し て , より 高い 技術 の 段階 に 昇る た め に 
最善 を 尽 さ な けれ ば な らら ない. 


7. 標準化 ・ 単 準 化 ・ 専 門 化 


7.1 38S の 必要 性 

- 前 に も る 述べ た よう に 新しい 技術 の 実施 を 急ぐ の 祭 
り 技術 の 混乱 を 招い た 事例 は 少な く な い . と の と と 
は 電信 電話 施設 の 計画 ・ 設 計 ・ 生 産 ・ 購 入 ・ 工 事 ・ 倉 
庫 管 理 ・ 運 用 ・ 保 守 な ど あ ら ゆ る 面 に 多く の 無駄 と 重 
複 を る た らし , 人 員 ・ 額 材 な どの 損失 は 相当 の も の に 
昇る . か よう な 欠陥 を 是正 する た め に 標準 化 ・ 単 純化 
専門 化す な わ ち 3S の 徹底 が 要求 され る の で ある . 
元 来 3S "の 必要 性 に つい て は 誰 し も る 妖 問 を 持つ も 
の は な い . し か し な が ら 終 戦後 , 技術 レベ ル を 早 科 に 
正 昇 し ょ うと する あせ りか ら , 3S を 無視 する と こと と こと 
ぞ 技 術 の 進歩 を 促し , ひい て は 電信 電話 サー ビス の 向 
上 役立つ と いう 考え 方 が 支配 的 で あっ た . 
を 機械 的 に 固執 す る と と は 技術 を 固定 化し , いた ずら 
に 消極 的 か つ 保 守 的 な 毅 の 中 に 閉じ と こもる 危険 あ も た 
すこ と と は 藻 定 で ぎ き な い . だ が 3S の 無視 が 完全 に 成 
の RAE 

そ で で 創意 工夫 の 積極 的 競走 的 明 収 と 標準 化 ・ 単 純 
化 ・ 専 門 化 と いう 一 見 互い に 矛盾 する 要請 を いか に し 
i ME ee 
& な る の で ある : 


事実 3S- 
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標準 化 の 一 つの 方 向 は 材料 ・ 製 品 な ど 物 品 の 形式 ・ 
等 級 ・ 寸 法 ・ 品 質 ・ 設 計 方 法 ・ 製 造 方 法 ・ 包 装 方 法 ・ 
試験 方 法 ・ 取 扱 方 法 ・ 使 用 方 法 な ど を 規格 化す る と と 
で あり , 単純 化 は 材料 ・ 製 品 な ど 物 品 の 形式 ・ 大 き さ - 
等 級 な ど に つい て , 不 必要 な 品種 の も の を 減少 する で 
と で ある と いわ れる . し た が っ て いわ ゆる 標準 化 ぞ を 
の 過程 に と お いて 単純 化 の 要素 を お り 込 ん だ も の と いう 
て が で さき る 

と ころ で 電信 電話 技術 の 標準 化 は つぎ の 3 つっ に 分 げ 
で 巻 和 用 あ で た がき で きる 

(1) 部 品 材料 の 標準 化 

(2) 装置 の 標準 化 

(3) 方 式 の 標準 化 

近年 電信 電話 装置 は ユニ ッ ト 化 ずる 傾向 だ ある に に 
は 必然 的 で ある が , それ に も か か わら ず 部 品 材料 の 標 
準 化 は 重要 な 問題 で ある . と の と と は 古い 話 だ が , ウ 
エス タン ・ エ レク トリ ッ ク 社 が 標準 ね じ を 使用 し 7 た? ご 
け で 20% の 原価 低下 を る た らし た 事実 を 省みる だ け げ 
で 充分 で ある . 装置 の 標準 化 も 同様 で ある : 

と と で 特に 注目 し た い の は 方 式 の 標準 化 で ある! 近 


時 世界 的 な 傾向 と し て 多く の 新しい 方 式 を 各所 で つき 7 


つき ぎ に 生 み 出 し た . その た め 一 つの 目的 に 対し て で 多く 
の 方 式 が 現われ て いる の で あぁ ある. と と に 方 式 の 標準 化 


が 特に 要求 され る . 図 2 は 同種 の 各 方 式 の 適用 領域 C' 


対す る 年 経費 の 一 例 で あぁ る. AB・CD の 4 方 式 の 経 
済 性 が 図 の よう な 関係 に あっ た と する な ら ば , BB 方 式 
を 採用 する と こと は 方 式 の 種類 を 増す 不利 の 他 に 期待 し 
うる も の は 
な 


必要 性 に つ 
いて , 最近 
特に 留意 し 
な けれ ば な : 
ら な いで と 
は , 施設 の 


Cc 0D 
適用 領域 (だ と えば 距離 
図 2 年 経費 と 適用 領域 


大 量化 に 伴っ て 保守 技術 に て 統計 的 品質 管理 を 導入 す 7 


る 傾向 で あぁ ある. と の 方 法 が 真価 を 発揮 する た め に は 施 
る 


7.3 階段 的 の 発展 


標準 化 を 考え る に 当たっ て , 時 系 列 の 要素 を 無視 し ビ 3 


た な ら ば お よそ 意味 の な いと と は 当然 で ある . し か し 


な が ら 1 つの 方 式 が 現われ た と き , さら に と れ を 改善 
すべ き 新 た な 技術 的 進歩 は 大 小 広 挟 つ ぎ つ き に 見 られ 


直人 


標準 化 の !" 
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る で あろ う . そし て 改良 意欲 は 手当 た り 次 第 こと れ を 実 
施し , また と の 実施 が さら に つき ぎの 改良 意欲 を 生み 出 
す . と の よう な 連鎖 的 改良 が 果して 大 局 的 に 見 た 技術 
の 進歩 に な りう る で あろ うか . 
一 人 の 人 が ある と き は 頻繁 に 改良 形 を 推奨 し , 他 の 
どき に ば は 部品 材 料 の コス ト を 下げ る た め に 仕様 を 変え 
で は な ら ぬ と 主張 する 矛盾 を お か し て いる 例 は な い だ 
ろう か . 
合理 的 な 期間 に つい て 製品 の 規格 を 固定 し , その 間 
の 技術 的 発展 を 集積 する と こと に よっ て , 生産 の 能率 化 
| こと 技 術 の 階 邊 的 発展 を 計る と と が 必要 で ある . か くす 
放 ] 2 と と に ょ っ て 品 逢 な 准 代 < 基づく 新た な 製品 は 商用 
化 後に 思わ な い 技 術 的 欠陥 の 修正 に 追わ れる 機会 を 少 
許 な か らし る 2 とともに, つぎ の 発展 に 対し て 努力 を 傾 
する と と が 可能 と な る 性急 な 実施 に の み , 研究 意 
間谷 に 対す る 刺 戦 を 求め る と と な く ,。 し じっくり と 落着 い 
で 研究 成果 を 集積 する 持久 力 と こそ 実 用 化 グ ルー プ に 要 
| 求 さ れる 重要 な 条件 で ある . 
請 し か し な が ら 他 面 か っ て は 和 対 的 優位 を 占め て いた 
ベル 系 あろ い は ジー メン ス が , 近年 他社 と の 競走 に お 
主 で て とれ ま で の ょ うに 修 然 と 構え て お れ な く な っ た 現 
状 は この 呆 段 的 発展 の 周期 に つい て , お そ き に 過ぎ 
放 な いよ ょ うに, 慎重 に 考慮 し な けれ ば な ら な いこ と と を 物 


| 7:4 専門 化 
| 専門 化 は 需要 者 の 要求 条件 と 自社 の 製造 条件 や に ら 


有る だけ 製品 の 種類 を 少な くし , 能率 的 な 生産 供給 体制 
及 を と る と と と いわ れる . 

| で の まう な 専門 化 の 必要 性 は これ また 誰 も 個人 的 に 
放 大 な 火 は な い . し か る に わが 国 の 製造 会 社 は 例外 な く 
有用 合 メ ー カ と し て あら ゆる 品種 を 生産 し 販売 し よう と 
| する . その た め 小 数 の 製品 を 各社 で 分 割 し て 生産 する 
| 回 多 的 太 人 ec ょ り 仙 束 才 に 負担 を か け て いる の で あぁ 
有る ・ ま た 不 必要 に 外国 技術 を 導入 し 払わ な く て よい ワ n 
放 で リティ を 田 外 に 流出 させ て いる 場合 が 珍し く な い . 
| 有 この よう な ャ セッ トメ ー カ の 誤り は , その まま 部 品 材 
料 メ ー カ に 対し て も 宣 ね て 犯し て いる 事例 が 少な し と 
| し な い ・ 通信 用 材料 は 品質 に 高級 な 規格 を 要求 する 反 


| 社 は 同 看 の 材料 に 対し て 異な る 規格 を 要求 する 場合 が 
| 少な く な い . つま り セ ッ ト メ ー カ の 過当 競走 だ その ま 
B 品 材料 メー カ に 不 合理 な 生産 体制 を 強い る 結果 と 
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な る . と の と と が わが 国 に 優れ た 部 品 材料 メー カ を 生 
長 さ せな いつ の 要因 で ある . 


8. 技術 の 自主 性 


8.1 外国 依存 の 脱却 

外国 技術 の 導入 が わが 国 の 電信 電話 技術 の 向上 に 対 
し て 果 し た 役割 は 高く 評価 され る . 現在 の 電話 の 普及 
な ら び に サー ビス の 改善 を 含め た 電信 電話 技術 の 基礎 
を 強固 な らし め , ある 面 に とお いて は 輸出 産業 大いに 
伸展 せしめ た 結果 か ら 見 る な ら ば , 技術 提携 の た め に 
支払 われ る ロ ヤ リティ な ども 決し て 惜しま れる べき で 
は な い . 

た だ わが 国 に お ける 技術 提携 の 問題 に 関連 し て 考え 
な けれ ば な ら な いこ と は , 果して わが 国 の 自主 性 に 基 
づい て 判断 され て いる か 癌 か で ある 、 国 内 に 在 る 多数 
の 製造 会 社 が 同様 の 品種 に つい て , 多数 の また は 1 つ 
の 外国 会 社 と 提携 し て いる と と が 少な く な い .。 た と た 
ば , トラ ンジ スタ に つい て は 昭和 34 年 現在 で 国内 11 
社 が 外国 の 8 社 と 提携 し , 3.5~6.5 必 の 特許 料 を 支払 
っ て いる と いわ れる 。 と の よう な 専門 化 を 度外視 し た 
競走 は , 単に 外貨 支払 を 重複 せしめ た りり 契約 頼 を 不当 
に つり 上 げ る 以外 に 多く の 損失 を わが 周 の 産業 に 招い 
LS 

まず 国内 の 生産 体制 が 細分 され る 不利 は いう まで も 
な い が , 注目 し な けれ ば な ら な い の は 技術 の 秘密 性 で 
ある . お 互い に 門戸 を 閉鎖 する と と が 技術 の 進歩 を 妨 
げ る と と は 当然 で ある が , 同時 に 研究 の 重複 に よる 害 
毒 は 少な か ら ざ る も の が ある . 通信 機 製造 会 社 に お け 
る 34 年 の 研究 費 は 売上 の 5 必 に 達し , 外貨 送金 額 の 
2.5~3 倍 と いわ れる .。 し か し こと の 研究 費 の 相当 部 分 
が 提携 に 伴う 実用 化 に 使用 され て いる こと と を 考え れ 
ば ぱ ば, 国 と し て の 無駄 は 大 変 な も の で あぁ る. し か も 通信 
機器 の 研究 費 の 大 半 は 製造 会 社 で 使用 され て いる . さ 
ら に 皮肉 な と と は 提携 し て いる 外国 会 社 相互 で は クロ 
スラ イセ ンス に より 技術 を 交流 し な が ら ど ん どん 発展 
し て いる と と で ある 、 

と の よう な 風 漠 が 外国 依存 度 を ます ます 高め る 反 
面 , 創意 に 基づく 研究 を 圧迫 し て , わが 技術 の 従属 性 
を 断ち 切 ち せな い の で ある . 現実 に 極端 な 場合 , 外国 
会 社 は わが 国 の 会 社 を 子会社 の ご で と く 呼 び , 輸出 地域 
を 制限 し て さき さえ いる 。 と の あな どり が 新興 諸国 か ら も 
その まま は ね か えっ て き て いな いと は いえ な い 、 お が 
国 の 技術 は 世界 的 レベ ル に 達し て いる と よく いわ れ _ 
る . し か し な が ら , と の と と は 外国 会 社 と 真 の 意味 に 
お ける クロ スラ イセ ンス を 結ん で か ら , 始め て いえ る 


oo 


照 和 36 年 1 月 


言葉 で あろ う . 


8.2 自主 性 の 確立 

わが 国 の 電信 電話 は 将来 と も 加速 度 的 に 増大 する 央 
要 記 対応 し て , ま すま す 拡 大 の 一 途 を た どる で あろ うぅ 5. 
と の 大 き な 目 的 を 完遂 せしめ る た め に は , 技術 の 絶え 
ざる 進歩 発達 が 絶対 的 な 要件 で ある と と を 既に 見 た . 
私 ども は 広い 視野 と 捉 わ れ な い 判 断 と に よっ て , 国 の 
内 外 を 問わ ず 基 礎 か ら 実 用 化 に わた る 広範 な 研究 成果 
を 積極 的 に 吸収 し て ゆか な けれ ば な らち ない 。 し か る も 電 
信 電 話 を 真 に 有機 的 に 発展 せしめ ゅ る た め に は , 空間 的 
に も 時 間 的 に も 一 買 し た 体系 に 基づか な けれ ば な ら な 
い . すなわち あぁ あら ゆる 研究 実用 化 活動 は とこ の 合 目 的 的 


電気 通信 学会 


雑誌 
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な 体系 に 帰 一 する と と が 要請 され る ・. 

と の 体系 は 欠 極 の 目標 と し て 電信 電話 が わが 国 の 産 
業 経済 文化 の 発展 に 神経 系 統 と し て の 重要 な 役割 を 果 
し うる よう , 電信 電話 に 関係 を も ぁ も つ あ ぁ あらゆる 機関 の 協 
力 で よっ て 作り 上 げ ら れ な けれ ば な らら ない, とれ は 宙 
の ず か ら 各 方 面 の あり あわ せ や 思い つき を 無秩序 に 集 
め た も の で あっ て は な らら ない. 

と の よう な 自主 性 に 根ざし て こと こそ, 効果 的 な 積 が 上 
げに よる 技術 の 有機 的 な 進歩 が 期待 され る . また こと う 
あっ て と そ , わが 国 の 技術 は 世界 の 各国 と 対等 の 立場 
で 技術 の 交流 を 行ない つつ 拡大 生長 し て ゆく と と が で 
きる で あろ うぅ . (昭和 35 年 11 月 4 日 受付 ) 


UDC» 347.771 (520) 


特許 法 の 改正 に つい て * ; 
正 員 清 水 林 次 郎 ( 電 気 通信 研究 所 ) 


本 誌 12 月 号 の 会 告 に ある よう に , 特許 庁 は 35 年 11 
月 10 日 付 で 当 学会 を 特許 法 第 30 条 第 1 項 に お ける 学 
術 団体 と し て 指定 し た が , 特許 法 実 用 新案 法 そ の 他 に 
お いて は 多く の 点 で 改正 が 行なわ れ て いる の で , その 
お る も な る の に つい て 説明 を 加え たい . 

まず 第 1 に 発明 の 新規 性 判断 の 基準 に つい て , 外国 
で 入 布 され た 刊行 物 の 記載 も 含め る と こと に し た 点 に あ 
る (特許 法 第 29 条 第 1 項 ). すなわち 発明 の 新規 な と 
と を 判断 する 場合 に 出願 前 に 公知 公用 で あり , 並び た 
刊行 物 に 記載 され て いて は 新規 で な いと し , 従来 は 右 
刊行 物 が 日 本 国内 で 発行 され る と と を 必要 と し た が 。, 
今 同 の 改正 に より 外国 の 刊行 物 に お ける 記載 事項 は 新 
規 で な いと と に され る よう に な っ た とれ は 35 年 4 月 
1 日 以後 の 特許 また は 実用 新案 の 出願 に 対し て 適用 さ 
れる 規定 で , 4 月 1 日 以前 の 出願 な ら ば 従来 の 解釈 を 
適用 する 点 は 注意 すべ き と と で ある . すなわち 所 議 申 
立 等 に 関す る 資料 と し て も , 出願 期日 が いつ で ある か 
が 問題 と な る . な お , と の 規程 は 刊行 物 で ある と と が 


1 必要 で あっ て 単純 な 記録 や メモ 等 は 対象 に な ら な い . 


第 2 に 密接 な 関係 を 有する 2 以上 の 発明 に つい て , 
1 出願 で 特許 を 受け る と と を みとめ な た (特許 法 第 38 
条 ). と これ は た と えば 装置 の 発明 と その 装置 を 使用 し 


て 一 定 の 物 を 製造 する 方 法 等 の ご ど と き は , 従来 の 法律 


* Rewording of Patent Law: By RINJIRO SHIMIZU, 
J Member CElectrical Communication” Laboratory, 


の 下 で は 2 な いし 2 以上 の 出願 を し な けれ ば な だ ならない 


の が 通例 で あっ た が , 今回 の 改正 に よっ で 出願 と し 
て みとめ られ る と と に な っ た = だ だ じ で の 場合 層 下 時 
願 中 の 特許 請求 の 範囲 の 記載 が 2 項目 また は それ 以下 
に な る と き は , 特許 請求 の 範 囲 の 項 数 と し た が っ ぅ て 相 
当 す る 料金 を 納付 し な けれ ば な ら な い (特許 法 征 195 
条 お よび 別表 ). 

第 3 に は 特許 権 お よび 実用 新案 権 の 効力 は 業 と じ て 
の 行為 以外 の 行為 に は 及ば な い (特許 法 第 68 条 お さよ 


び 実 用 新案 法 第 16 条 う 従来 は 侵害 行為 と よっ て 製造 


され た 特許 に 係る 物 を 家庭 で 使用 し た よう な 場合 で も 


その 行為 に 対し て 特許 権 の 効力 が 及ぶ も の と され て い WT 
た が , 特許 権 お よび 実用 新案 権 の 効力 は 業 と し て の 実 表 | 
施 (販売 , 拡 布 , 製作 , 使用 等 ) に の み 及 ぶ と と と な 
っ た 故に 研究 調査 の た め に 他人 の 特許 権 ま た は 実用 
新案 権 を 使用 する 場合 で も , そ の 使用 が 業 と し て 行 な 
う ので な けれ ば 特許 権 また は 実用 新案 権 の 侵害 に は な 「 
ら な い 。 た だ し 研究 用 の 物品 を 数 個 製 作 し て 利益 を 得 
る よう な 場合 は , 業 と し て の 実施 と 判定 され る が と 
の 替 定 も 195 年 の 対日 以 除 に 出 選 され 0600 


いて 適用 され る も の で ある . 


の は 


出願 日 か ら は 20 年 を こと える と と は で き な い し , 実 用 新 


案 権 は 公告 の 日 か ら 10 年 出願 の 日 か ら 15 年 を と た! 


る と と は で き な い と し て いる .・ 一 般 に 存続 期間 は 出願 


の 日 か ら 起 算 し て 一 定 の 年 限 を 経過 し た と き に 終了 す 
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る と いう 制度 が 公衆 に と っ て 望ま し い が , 権利 者 に と 
っ て は 出願 公告 の 日 か ら 起 算 す る の が 望ま し い : 今回 
の 改正 法 は とこ の 両者 の 考え 方 を 折 中 し て 上 記 の ご ど と さき 
年 限 と し た 由 で ある すなわち , da 
願 の 日 か ら 出 願 公告 の 日 まで に 5 年 以上 ゃ 要 し た 
は , 存続 期間 は 出願 の 日 か ら 20 年 (特許 ), 15 年 ( 実 
用 新案 と ど なる .。 た だ し , と これ は 審査 お よび 審判 の 必 
要 期 間 を 両者 あわ せ て 5 か 年 を 限度 と する と いう 制限 
規定 に は な ら な い . 
第 5 に 特許 権 の 存続 期間 延長 制度 は 廃止 され た . 従 
衣 】 来 の 制度 に お ける 存続 期間 延長 が 認め られ る 要件 と し 
放 て は 当該 発明 が 重要 で ある こと と, お よび その 発明 たつ 
いて 担当 の 利益 を 得る こと が で き な か っ た と と が 必要 
"3 で あっ た が , その 発明 が 相当 の 利益 を 得 た か どう か は 
衣 / 大 め て 認定 の 困難 な 問題 で あり , 発明 が 重要 な る の で 
ある 2 と いう 点 に つい て は 他人 か ら 見 れ ば 重要 な 発明 で 
あれ ば ある は ほど 存続 期間 が 15 年 で 終了 する と と が 強 
期待 され る . と ところが, この 期待 に 対し て な お 特許 期 
間 を 延長 する こと は 極め て 大 き な 有 反響 を 生ずる と こと が 
ろ る の で , この よう な 事情 を 勘案 し て 特許 権 の 延長 制 
話 は 廃止 され た . 実用 新案 権 お よび 意匠 権 に じ につい て は 
放 人 先 来 こ の よう な 制度 は 存在 し な か っ た の で , も と も と 
語 題 に と な る ろ る こと こと は な か っ た も の で あり , 相当 に 思い 切 
語ら つ だ 改正 と 言う べき で あろ る . 
| 第 6 に 特許 権 等 の 権利 侵害 に 関す る 規定 を 新しく 設 
有 | けた 点 に ある : 従来 の 特許 法 実 用 新案 法 で は 権利 侵害 
に 関す る 民事 と つい て の 規定 は 存在 し な いで , 一 般 法 
と し レ し て の 民法 の 規定 が その まま 適用 され て いた の で あぁ 
る が: 特許 権 お よび 実用 新案 権 等 の 特殊 任 を 重要 視 し 
| で 特許 法 第 100 条 な いし 第 106 条 お よび 実用 新案 法 第 
i 27 条 な い し 第 30 条 に 権利 侵害 に 関す る 規定 を 設け て 
罰 ちる こと の 規定 の お も な 内 容 と し て は 差 止 請求 権 , 損 
用 遷 の 推定 , 軽 過 失 に よる 侵害 等 を あげ る と と が で 
き : 差 止 請求 権 に つい て は 、, 侵害 行為 を 止め る と と を 
有 消 求 す る 際 に 侵害 物 の 廃棄 , 侵害 行為 に 用 いた 設備 の 
除却 等 を 請求 し 得る と と と し て いる 点 が 大 き な 特 色 
で ある: つまり 特許 権 者 等 は 侵害 の 停止 を 請求 する 際 
et er 


Ne 1 C5 em, Ch 
か っ た が , 今回 の 改正 に な お いて は 5 年 の 除 打 期間 を 除 
た . これ は 明文 で 表示 する と と な くく, 過去 の 規定 ( 旧 


% CF 123 条 ). た だ し 特許 が 出願 前 の 外国 


法 85 条 ) か ら 該 当 字 名 を 抹消 し た 形 で 表現 され 
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の 刊行 物 に 記載 され て いる 等 の 理由 に よる 場合 に つい 
て の 無効 審判 に 対し て は , 特に 相変わらず 5 年 の 除 床 
期間 が 存在 する (特許 法 第 124 条 ). これ は 上 記 と は 違 
う 理 由 に よる 無効 審判 た と えば 自分 が 従来 実施 し て い 
た と か , , 自 分 が その 装置 を 見 て 知っ て いる と か と 言う 
理由 に 対し て は , いつ まで る も 無効 審判 を 請求 し 得る と 
と を 意味 する . た だ し 実用 新案 に つい て は 新旧 法 と と 
も に 刊行 物 の 記載 等 を 利用 する 場合 に は , 3 年 の 除 原 
期間 を 認め て いる (実用 新案 法 第 38 条 ). これ らち の 改 
正 は 従来 5 年 の 除 期 間 の 経過 後に こと さら に 自己 の 
特許 権 に つい て 強硬 記 権 利 を 主張 する こと が あぁ っ た 過 
去 の 幣 害 あお お いた に 除去 し 得る 効果 が ある . 

最後 に 今度 の 当 学会 の 会 告 じ つい て の 御 注 意 を 書い 
て お きた だ た い * 
は , 特許 また は 実用 新案 の 出願 に 際 し て 出願 前 に 発表 
し た も の に 対し て 6 か 月 の 優先 出願 の 権利 を 認め られ 
た こと と を 意味 する る の で は な く , 必要 な 条件 を みた し 
さえ すれ ば 自己 の 発表 は 出願 前 の 公知 事実 に は な ら ぬ 
と 言う と こと と だ け で ある .。 し か し この 特典 は 発表 者 自身 
が 発明 者 に な っ た 場合 に 与え られ る も る ので, 発表 者 に 
関係 の な い 第 3 者 に 対し て は 刊行 物 発 表 事 項 と し て の 
有効 性 を 保持 し 続け る の で , 第 3 者 に 対す る 異議 申立 
材料 と し て は 相 変 ら ちず 使用 し 得る 性 質 を 有する . し た 
が っ て この 場合 に 考え られ る 障害 は 発明 者 の 発表 と 出 
願 と の 間 げ き に 第 3 者 が 同一 事項 に つい て 出願 や を し た 
場合 は どう な る か と 言う 問題 で ある が , と の と き 第 3 
者 の 出願 は 公知 事項 に よっ て 拒絶 され 得る が , 第 3 者 
の 出願 (前 出願 ) と 発明 者 の 出願 ( 後 出願 ) と は 同一 発明 
に 対し て 2 出願 を 行なっ た と と に な る 可能 性 が 強く , 
と の 仮定 が 成立 すれ ば 後 願 は また 拒絶 され る こと も 正 
む ゃ を 得 な い . た め に 前 願 後 願 共 に 拒絶 され る 結果 と な 
る 場合 も あり 得る 。 と これ は は ほん の 一 例 で ある が , て の 
よう な 結果 を 生ずる と と が 無い よう に する た め に は , 
自己 の 発明 と 特許 出願 と の 間 に 時 間 的 余裕 を 生じ な い 
よう に する より 他 に 途 は な い 。、 す な わ ち 今回 の 会 告 の 
記載 に つい て 宏 心 し 切る よう な 態度 を と る 々 ど ご と な く , 
すみ や か に 特許 出願 の 路 を 構 ず べき で ある . 

以上 で 今回 の 特許 法 算 の 改正 に 際 し て 行なわ れ た 主 


それ は 右 会 告 区 に よっ て 明白 な っ た ごと 


要 な 相違 点 と それ に 関す る 注意 と を 申述 べた が , い ず 


れ に せよ 今回 の 改正 は 改 療 の 方 向 に 1 歩 前 進 す る も の 
と 思わ れる 、 た だ し この 説明 中 に 加 えな か っ た 種々 の 
加 に お いて 従来 の 特許 法 と 相違 し , か つ 特 許 法 改正 を 


際 し て 関係 者 か ら 具 申し た 意見 で 取上げ られ な か っ た 
と 聞い て いる 点 も ある の で , な お 詳細 な 点 は 当 業者 に 


つい て 御調 査 願い た い . 
参考 「 工 業 所 有 権 特別 講習 会 資料 」 上 日刊 工 業 新聞 社 発行 
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ZZZ(Zeit Zonen Zahler) 装 置 の 電子 化 に つい て:* 


正 員 喜安 警 市 


正 員 福井 憲一 
正 員 小野 瀬 一 志 


正 員 池野 信 一 
正 員 岡田 文平 


(電気 通信 研究 所 ) 


要約 パラ メト ドン お よび 記憶 磁 心 を 用 いた 電子 式 ZZZ 状 置 (帯域 時 間 登 算 装 置 ) の 設計 な ら び に 実験 結果 に つい 
て 報告 する . 設計 は 現用 の 継電器 式 ZZZ 装置 と 同一 の 機能 を も つと と を 目標 と し た . ダイ ヤル パル ス 中 継 , 信号 音 送 
出 , 度数 計 動 作 等 継電器 を 使っ た 方 が 有利 な 点 を 除い て は な る べく パラ メト ドン お よび 記憶 磁 心 を 用 いて 共通 制御 を 行 
な い , 装置 全体 の 継電器 数 を 減少 する と と に つと め た . 電子 部 品 は 主として ダイ ヤル パル ス お よび , 通話 時 の 計数 に 使 


われ た が , これ ら の 機能 は 同一 演算 回 路 を きり か えて 使っ た . 


パラ メト ロン に よる 論理 回 路 と し て は 順序 回 路 お よび 記 


億 回 路 の 検討 が 行なわ れ た . 試作 され た 電子 式 ZZZ 装置 は 小形 か つ 経 済 的 な 装置 で , パラ メト ドン に よる 電子 式 装置 


の 実用 性 を 実証 する と こと が で きた . 


sR まき が き 


現在 大 都市 近郊 の 市 外 電 話 に は 自動 即時 サー ビス が 
実施 され て いる が , と の 場合 の 電話 料金 の 算定 に は 。, 
ZZZ 装置 すなわち 帯域 度数 登 算 装 置 が 用 いら れる - 

と れ は 通話 時 間 , 通話 距離 に 応じ て 料 金 を 計数 記録 
する も の で あっ て , 主として 継電器 擬 よ び ス イッ チ 等 
の 電気 機械 接点 を も つ 部 品 か ら 構 成 さ れ て いる ・ 

一 方 電子 部 品 の 発達 は 著しく , 特に パラ メト ロン は 
電子 計算 機 の , 電子 交換 機 の 等 の 論理 演算 素子 と し て 
好適 な 性 能 を 有する こと と が 朋 ら か に され た -. 

そこ と で パラ メト ロン の 高速 性 と 信頼 度 と を 利用 し 
て , ZZZ 装 置 の 電子 化 を 計り , 装置 の 信頼 度 と 経済 性 
を 高 あ る た め 方 式 的 な 検討 を 行なっ た 上 , 試作 機 に つ 
いて その 性 能 を 明らか に し た . この 結果 総合 的 な 性 能 
と 問題 点 と が 明らか に な っ た の で 概要 を 報告 する . 


2. ZZZ 装置 の 機能 の 概要 と 試作 の ね らい 


ZZZ (Zeit Zonen Zahler) は その 名 の 示す よう に 通 
話 時 間 , 狼 金 帯域 た 応じ て 市 外 通 話 鐘 金 を 登 算 す る も 
の で , 通話 時 間 は 1 通話 3 分 を 単位 と し , 都市 相互 間 
の 距離 に 応じ て 異な っ た 料金 を 登 算 す る . さら に 実用 
上 か ら ぶ ⑤ 相手 確認 時 間 と し て 着信 者 が 応答 し て か 
ら 6~12 秒間 は 料金 を 登 算 し な い .: G) 毎 通話 時 の 
終了 を 予告 する た め , 終了 12 秒 前 が ら 6 秒間 予報 音 
。 * An Electronic ZZZ (Zeit Zonen Zahler). By 

KIYASU ZEN’ICHI, KEN-ICHI FUKUI, NOBUICHI 
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を 送出 する . Gi り 全数 字 ダ イヤ ャ ル を 完了 し な い 前 に 
応答 が あれ ば 誤 接 続 と みな し て 切断 する 等 の 種々 の 機 
能 を 付加 する こと が 要求 され る .・ 

電子 式 ZZZ 装置 を 設計 する に あたっ て , これ ら の 
多く の 機能 の うち , ダイ ヤル パル ス 中 継 , 信司 音 送 
出 , 度数 計 登 算 用 直流 パル ス 送 出 等 継電器 を 使用 する 
方 が 好ま し いも の を 除い て , その 他 は すべ て パラ メト 
ョ ロン を 用 いた 演算 回 路 と 記憶 磁 心 を 用 いた 蒼 積 回 路 で 
処理 する と と と し , 演算 回 路 は 1 組 を 時 分 割 的 に 使用 
する と と に よっ て 使用 能率 を 高め た . また 区 積 回 路 は 
使用 回 線 数 た 対応 し た 数 だ け お き , それ ぞ れ の 蒼 積 回 
路 は ダイ ィ イヤ ャ ル パル ス の 計数 と , 通話 時 数 の 計数 と に 共 1 
用 する と と に し て 薔 積 回 路 の ふさ が り を 防止 し , 演算 
回 路 を 簡単 に し た . 


3. 動作 の 大 要 


図 1 た 電子 式 ZZZ 装置 の ブロ ッ ク 図 を 示す . 点線 
内 は 電子 化し た 部 分 で , レジ スタ 回 路 の 記号 7, C, 
7C, RR, CH は それ ぞ れ 時 計 , カウ ンタ , 指令 , 帯域 
指数 療 積 , 誤動作 検出 の 各回 路 , Me, Mrc, Mr は そ 
れ ぞ れ GC,7C, 太 回 路 に 対応 する 記憶 回 路 で ある .: 

ダイ ィ ャ ル パ ル ス 計 数 に あぁ た っ て は , 加入 者 が 市 外 錠 
ィ ャ ル の た め , た と えば “で 0” を ダイ ヤル する と / 加 
入 者 線 は レピータ を 捕捉 し , 出 中 継 線 お よび レジ スタ 
に 接続 され る . この レジ スタ の 計数 回 路 は 続い て ダイ ィ 
ャ ヤル され る 局番 号 を 計数 する た め に リセ ッ ト さ れる . 
ダイ ャ ル 電 流 は コン バー タ に よっ て 直流 信 王 か ら パ 
ラメ トロ ン 信 凡 に たか を られ る と 同時 に サン プリ ング さ 


CS 


 、 國 1 電子 式 ZZZ 装置 の プロ ッ ク 図 
i Fig. 1—Block diagram of the electronic ZZZ. 
導 半 区 半 科 六 は コン ペー タテ の 田 力 本 財 が 連続 し て 
放 同 符 号 と な る 時 間 を か ぞ え て ダイ ヤル パル ス の メイ 
ブレ イク , ポー ズ ぉ よび 切断 を 区 別 し 、 各 メイ ク 
甘 ペ ルズ ご と で 1 バルス を か ぞ えみ を て ダイ ャ ル 数 字 を 知 
用 2 1 隆 局 笠 ら は ダイ ャ ル 完 了 と 同時 に レジ スタ か ら 
請 ドラ ンス レー タ に 送ら れ , こと で 料金 帯域 指数 に 翻訳 
間 され て 再び レジ スタ に 送り 返さ れる . 加入 者 番 過 は 料 
人 金 に 無関係 な た め ダ イィ ヤル 回 数 だ け を 監視 し て 不 完 了 
請 ダイ ャ ル の 場合 に は , 強制 切断 する ・ 
| 金 算 の 場合 に は レジ スタ は 登 算 パ ルス の 送出 開 
倫 時 刻 だ け を 指令 し , 登 算 終 了 は つぎ に くる 6 秒 イ ン 
で Ams. し た が っ て コネ クタ の 保留 は 登 
| 條 開 始 時 刻 の み で あぁっ て 保留 時 間 が 短く な り , か つ コ 
’ ク タク の ふさ が り に よる 登 算 終 了 時 刻 の 遅れ また は 終 
|| 了 不 能 が さけ られ て 料金 登 算 が 確実 に な る . 予報 音 送 
| 出 の 場合 に も この 方 式 を 採用 し た . 
上 の 方 式 の 様子 を 図 2 に 示す 料金 合算 開始 指令 
で る と , レピータ は 開始 時 刻 以後 に くる 0.5 秒間 隔 
2174 >2 wm nar Lcmint onancs: 
有料 金 登 筑 は っ ぎ に く る 6 秒 イ ンタ で 終了 する .・ ジ 
oe, sme 091 sr zo hn 


絡 了 バル ス 内 始 指 


1 05% 
有 図 2 合算 パルス と 予報 音 の 時 間 関係 
| Fig. 2—Time charts of metering and pip tone sending. 


C12 ) 


る 方 法 を 図 
3 に 示す ・ 


図 3 登 算 開 始 指令 , 自動 終了 
方 式 の プロ ッ ク ダ イヤ 120 イィ ンタ 

Fig. 3—Block diagram of start-stop 

method for metering. カウ ンタ ば は 


120 イィ ンタ パル ス を 帯域 指数 と 同一 符号 系 で 計数 し 、 
6 秒 イ ンタ ど と に リセ ッ ト さ れる . 帯域 指数 と r ャ ウン 
タタ 出力 符号 と は 比較 回 路 に 入り , 両 符 号 が 一 致し た 場 
合 に 登 算 開始 時 刻 指 定 パ ルス を 得る . この パル ス は 6 

ど と に 出る か ら と これ を 通話 時 計数 に よっ て 得 ら れる 
3 分 ぐ で と の パル ス で ゲー ト す れ ば 開始 指令 と な る ・ ご 
と に 使用 する 刻 時 パル ス は パラ メト ョ ン 変 調 周波 数 を 
時 計 回 路 を 使っ て 分 居 し て 取り 出し て いる .- 

こと の 外相 手 確 認 時 間 の 決定 , 長 時 間 通 話 に 対す る 般 
報 , 長 時 間 無 料 通 話 の 切断 等 に つい て は 継電器 式 ZZZ 
装置 と 同等 な 動作 を する - 


4. 記憶 回 路 お よび コン パー タイ エ 

記憶 磁 心 の 動作 原理 は よく 知ら れ て いる 周波 交流 書 
込 、 倍 周波 読取 方 式 や で ぁ ある. コン バー タ I は 記憶 回 
路 の 書込み の か わり に 直流 電流 を 加 % を 、 電 流 の 方 向 を 
変え て 倍 周 波 読 取り を 行なう 方 式 で ある . 

一 般 に 記憶 回 路 は 記憶 磁 心 の 外 に 選択 , 読 取 , 書 込 回 
路 か らち ら な っ て いて , と これ ら は 制御 回 路 で 制御 され る . 
本 装置 で は 記憶 磁 心 を 各回 線 に 1 対 1 た に 対応 させ た の 
で ァ ド レス を 必要 と せ ず , 選択 は 各回 線 に 対し て 順次 
繰返し 行なわ れる 読取り, 書込み も 周期 的 に 行なわ 
れる か ら 、 書 込 指令 は 一 定 周 期 パ ルス と な り 読取 指 令 
を 省略 し て 常時 読取 っ て いる 一 回 線 に 対す る 各 周 期 
の 読取 り 』 演算, 書込み は 連続 し て 行なわ れ , と これが 
終っ て か ら つ ぎの 回 線 に 対し て 同様 な 動作 を 繰 返 す . 

図 4 た に 記憶 回 路 ポ よび コン バー タ I エ の 構成 を 示す . 
図 4 で , WW。 は 書 込 パ ラメ トロ ン , 太 ,R。 は 読取 
パラ メト ロン , 1 ユ 1~NN は それ ぞ れ 回 線 ユ 1~N に 対応 す 
る 記憶 磁 心 選択 用 ly 電流 供給 回 路 , M,」, Ma 
は 記憶 磁 心 で あ る 磁 心 は (M,;,M,,), (Mi;, M,,) i 1 
の よう に 2 個 で 1 ピッ ト を 記憶 する ; 

コッ パー 次 病 で は RR は 計 取 パラ メト ロン , 
NC は 回 内 ユーN に 対応 地 る 直 江 ダ イッ ヤル 信 舟 団 叶 
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: に 展開 する 回 路 で 一 部 を 非 定常 励 振 パ ラメ トロ ン で お 
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図 4 記憶 回 路 お よび コン バー タ 7 の 構成 


Fig. 4—Memory circuit associated with a converter I. 
路 , Ci C2 は 変換 用 磁 心 で ある ・ 

書 込 電流 回 路 と 読取 電流 回 路 は 記憶 磁 心 を 通し て 両 
回 路 が 結合 する の を さけ る た め , 直交 きせ た . 直交 に 
よっ て 得 ら れる 利点 は つぎ の 通り で ある ・ 

(1) 書 込 パ ラメ トロ ン と 読取 ペラ メト ロン が 互い 

に 独立 で ある か ら 回 路 設 計 , 調整 が 簡単 で ある . 

(2) 書 込 電流 は 読取 回 路 に 起 電 力 を 発生 させ な い 

か ら 書 込む 場合 , 読取 回 路 に 無効 電流 が 流れ な い . 

(3) 書 込 パ ラメ トロ ン よ り を も 前 に ある パラ メト ワ ロ 

ン か ら 読 取 ペ ラメ トロ ョ ロン に 入る 妨害 信号 が 少な く な 

3 

以上 の 利点 た 対し て 半数 の 回 線 に お いて は , 書 込 信 
号 に 対し て 読取 信号 が 反対 に な る か ら こ と れ を 補正 する 
必要 が あり, 回 路 が 複雑 記 な る 欠点 が ある .・ 

記憶 回 路 記 は その 動作 を 監視 する た めす べ て パリ チ 
・ チ ェ ッ ク 可 能 な 符号 を 用 いた . 


シータ 


トラ ンス レー タ に あ た を られ た 条件 は つぎ の 3 項 で 
ぁ あぁ る . (①) 3 数字 局番 号 を 1 数字 料金 帯域 指数 に 稀 訳 
する . (②⑫) 帯域 指数 は 同一 局番 号 に 対し て 可変 と し , 
最大 10 種類 と する ・ (3) 入 , 出力 符号 と も 2 out of 
5 と する . そこ で と の 形 の トラ ンス レー タ で は 3 桁 の 
2 out of 5 符号 の 組合 わせ を 000~999 の 符号 に 展開 
し , 同一 帯域 た 属す る 局番 号 を 再び 樹 枝 状 回 路 で 集め 
て と れ を 2 out of 5 符号 に 変換 すれ ば よい . 演算 素 
子 と し じ て は 磁 心 また は パラ メト ロン を 使う 方 法 が ある 
が , と ど で は パラ メト ョ ロン だ け を 使う と と に し た . 演 
人 算 回 路 は 3 入力 を 原則 と する と , 定常 発振 に よる 論理 


回 路 で と の よう な 大 規模 の トラ ンス レー タ を 作る に は 


多く の パラ メト ロン を 導 要 と する . そ と で , 000~999 
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図 5 トラ ンス レー タ の プ r ッ ク 図 
Fig.5—Block diagram of translator. 


きか を , ( 十 ) ツ ,( 一 ) 位相 で あらわ され る パラ メト ョ ロ 

ン 信 号 の 外 記 振幅 雰 す な わ ち (0) 符号 を と り 入 れ 
て 多 入 力 パ ラメ トコ ロン 回 路 を 構成 し た ・ 

図 5 は トラ ンス レー タ の ブロ ッ ク 図 で ある . C は 2 
out of 5 符号 か ら 1 out of 10 符号 へ の 変換 回 路 , 4; 
~4A;。 は 1 out of 10 符号 に より 制御 きれ る 励 振 増 
幅 器 で , 局番 号 の 100 位 の 桁 と よっ て 4 へ ~4,;。 の い 
ずれ か が 雷 択 され る . 1~ S10 は それ ぞ れ 4;~4 を 
より 励 振 され る 00~99 の 2 out of 25 符号 展開 回 
路 , は SS~S。 出力 を 各 帯 域 ど と に 分 類 し て 2 out 
of 5 符号 に 変換 する 樹 枝 状 回 路 で , と の 初段 に 上 述 
の 多 和 人 入力 論理 積 パ ラメ トロ ン を 用 いた . 多 入 力 論理 積 
パラ メトロン に は , (て) 常 数 と 各 司 より 最大 対 ず 
つの 入力 が 与 を られ て いる が , 同時 た に 2 組 以 上 の S; 
より 人 入力 信 峡 が 与 ら れる と と は な い の で , 等 価 的 た は 
3 入力 動作 を 行なう . 図 で は 実線 で 表わし た 4。,.S。 の 
みみ が 動作 し て いる 場合 を 示し て いる ・ 


6. 使用 元 品 , 回 路 お よび 実装 数 


レピータ に は 水平 形 継電器 を , コネ クタ に は 使用 回 
数 を 考 % て ワイ ャ スプリング 継電器 を 使っ た . 論理 回 
路 は , すべ て 3 入力 また は 1 入力 動作 で 構成 し , 図 6 
に 示す パラ メト ワロン を 使用 し た: 励 振 周 波数 は 2.4 
Mc, 変調 周 
波数 は 4kc 
で ある : 

と の 外 琴 詞 
憶 用 と し て 読 
取 , 書 込 , 細 
択 パ ラ メド ロ 
ン を 使っ た 
図 7 に に これ ら の 回 路 ポ よび 定数 を 示す . 図 7 の 選 択 ペ 
ラメ トン の 励 振 線 &,6,c に 周波 数 の 1 単位 の 電 
流 を 流す と それ ら の 位相 が すべ て 同相 の 場合 に は 3 単 


lzf 24Mc 0.9AT 
Iac 1.6 AT 


図 6 標準 パラ メト ョ ン 回 牙 


Fig 6—Standard parametron circuit 
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lay 24Mc,L2AT PaDar? PyDa*? 


los 24Mc,071 
lk 159AT CL NLC 4 


lac L59AT 1 A 


T 

6 Cae 7T A? 11 {O23A 30:15T 
ly 12Mc,03ATg ts Ds 
i 159 AT 


: ーー 2 = } 


Py0ar2 Py0ax? 


図書 込 (Pw), 読取 (Pg), 選択 (P/) パラ メト ドン 回 路 


Fig. 7—Read, write and select parametron circuits. 
位 の 電流 が 流れ 周波 数 2 で 発振 する . すべ て の 位相 
が 一 致し な い 場 合 は 1 単位 と 同等 な 励 振 電 流 が 流れ る 
が こと の と き 選 択 パ ラメ トロ ン は 発振 し な いよ うに 調整 
し て ある 記憶 回 路 に 使っ た 記憶 磁 心 は LD。 で , 記 
憶 用 に 1 ユ 1 ビット あたり 2 個 変換 用 に は 1 個 を 使っ た . 
継電器 お よび 電子 部 品 の 実装 数 を 表 ユ ~ 3 に 示す ・ 

表 1 実装 継電器 数 . 


レビ ー | 11x10+7=117 個 | (11x60 寺 7=667)* 個 


コネ クタ | 34x2 二 7=75 個 |(34x 2+7= 75)* 個 
* 60 回 線 全 実 装 の 場合 


a 


表 2 電子 部 品 実 装 数 


( 個 ) 


( 個 〉 | ( 個 ) 


肖 ユ で 上 1 レ 
ーー クタ か あ た 
り の 継電器 
は 11 個 で 
共通 回 路 に 
7 個 使 っ て 


表 3 パラ メト ドン 励 振 電源 の 
種類 お よび 実装 数 

主 電 
書 込 ” 
読取 ” 
選択 


* 60 回 線 全 実 装 の 場合 

衣 避 式 ZZZ 装置 で は 1 レピータ に 対し て 27 個 の 継 電 
器 と 1 個 の ロー タリ スイ ッ チ を 必要 と する . 表 で は 全 
| 実装 を 60 回 線 と 考え て 所 要 の 部 品数 を 推定 し た 記 


憶 容 時 は 実状 35x8 ピッ ト で ある が , 全 実 装 の 場合 に 


は 35x60 ピッ ト と な る . 


有 | 本 装置 の は じ め の 計画 は 実装 回 線 数 100, サン プリ 


ング 周期 30 ms, 変調 周波 数 10 kc で あっ た . し か る 


| と, 変調 周波 数 は 記憶 磁 心 の 書込み 時 間 に よ っ て 4kc 


i | に お さえ られ , ダイ ヤル パル ス の メイ ク 時 間 は ダイ ャ 
有 | ルル お よび イン パル ス 中 絶 装置 等 の 保守 基準 を 考え る と 
有 | 30ms より も 短く な る か ら , サン プリ ング 周期 は 約 12 


有 mms 以下 で な けれ ば な ら な い . し か る に 実装 で きる 回 


線 数 は 変調 周波 数 と サン プリ ング 周期 た 比例 する か 


ら , と の まま で は 本 装置 に 100 回 線 を 実装 する こと と 
は で き な い . と これ を 解決 する に は た と ふみ ば 多 宣 サン 
プリ ング 等 の 方 法 が 考え られ て いる . 


7. 試験 成績 


電子 部 品 で は 記憶 磁 心 の 出力 が 少 さ くく , また 2 個 
の 磁 心 問 の イィ ン ピ ー ダ シン シス 不平 衡 の 大 きい 論理 パラ 
メト ロン が 多かっ た た あめ 調 整 は か な り 難 行 し た . 標 
lc 準 パ ペラ メト ロン の 
1.68 大 最 電流 が A パネ 
ル と 選 パ ネル で 暴 
な る の は 使っ た パ 
ラメ トロ ン の 動作 
領域 が 違う た めで 
ぁ ある . 図 8 は 交流 
電源 電圧 と パラ メ 
ト ョ ロン 直流 パイ ア 
ス の 変動 に 対す る 
装置 の 安定 動作 領 
域 を 示し , 図 9 は 
と の 場合 に だ ける 
パラ メト ワ コ ロン 励 振 
電流 の 変化 を 示し 
た も の で ある . 


9. むす で び 


芝 k ew ee 
有 ジ 記憶 磁 心 の 論理 素 
子 と し て の 安定 性 

と 経済 性 と を 利用 

1 し て , 従来 の 継 電 

回 式 ZZZ 装置 を 

i 電子 化す る 試み 
は , 安定 性 , 経済 


性 お ょ び 小 形 化 等 
100 102 104 108 108 10 508 と つい て は な で 満足 


図 9 交流 電源 電圧 変動 に 対す 


1.66 


1.64 


100. 102 104 106 108 1O 
50 GS 

図 8 交流 電源 電圧 信 よ び パ バラ 

メト r ン 直流 バイ アス 電 

流 変動 に 対す る 安定 領域 

Fig. 8—Stable operation domain 

of parametron related to AC 

power source voltage and 
DC bias current. 
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る バラ メト セン 威 振 電 流 i es < 

Fig. 9—Characteristic of para- 論理 機能 を 集中 
metron exciting current 

sus AC power source a 化し て 時 分 割 的 に 

Mesghangs 処理 する と と に よ 


り ,。 竹 トラ ンク ど と に 装備 する レビ ー タ の 機能 を 落し 
く 人 簡易 化す る とこ と が で き , レビ ー タ に 要する 継電器 数 
は 従来 の 半数 以下 に な っ た . また 本 装置 で は , 比較 を 
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容易 た する た め 従 来 の 継電器 式 ZZZ の 磯 能 を その ま 
ま も た せ た が , 電子 部 品 の 特長 を いか し て 予報 音 送出 
時 間 の 短縮 等 機能 の 一 部 を 変更 する とこ と と が 容易 で か つ 
好ま し いと と も 明らか に な っ た . 

本 試作 に 使用 し た パラ メト ロン 磁 心 , 記憶 磁 心 た は 
組立 前 の 選別 が 不 十分 で あっ た た め 特 性 の バラ ツキ が 
大 きく , と これ が 調整 時 間 , 安定 領域 等 に と 大きな 影 郷 を 
及 ほ し た . 実装 回 線 数 は 変調 周波 数 と よっ て 制限 を う 
ける が , 多 軍 サン プリ ング 方 式 を 採用 すれ ば 回 線 数 を 
2,3 倍 に する こと も 可能 で あぁ る. 記憶 磁 心 の 選択 装置 た 
は 非 定常 パラ メト ロン を 用 いた が , 電子 部 品 の うち こと 
の 部 分 の 占め る 割合 が 比較 的 大 きく , さら に 真空 管 の 


保守 等 を 考慮 する と 実用 的 に は さら kK 検討 を 要する ." 


本 研究 は 昭和 32 年 6 月 実験 を 終了 し , と の 試作 結 
時 と も ゃ と づき 新た に 60 回 線 用 ZZZ 装置 を 試作 し , 


電気 通 作 信 学会 「 雑 豆 


動作 試験 中 で ある . 

装置 の 組立 , 配線 は すべ て 当所 試作 部 で 行ない , レ 

ピー タ , コネ クタ の 継電器 回 路 の 設計 , 調 融 た は それ 

ぞ れ 交換 課 浜 野 氏 , 伝送 課 天 野 , 森下 両氏 の 御 協 力 を 

うけ , また 制御 部 の 調整 に は 交換 研究 室 鈴 木 , 清水 両 

氏 (当時 電子 応用 研究 室 ) を は じ め あめ 研 完 課 宏 多数 の 礼 

の 助力 を うら けた. これ ら の 諸氏 に 感謝 の 意 を 表わす . 
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周波 数 分 割 形 電話 文 換 用 多重 スイ ッ チ の 構成 法 * 
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要約 本文 は 周波 数 分 割方 式 の 電子 交換 に 関す る 基礎 的 考察 で , 通話 路 部 だ け を 採 上 げた も の で ある . 変調 の 技術 等 
光 利 用 し て , 狭 帯 域 の ろ 波 器 を 用 いな い 方 法 , 多段 構成 の 際 に 変調 器 等 を 節約 する 方 法 等 を 人 述べ て いる . また 搬送 波 を 
切換 える と こと か ちら 分 波 回 路 が 使用 で きず , 通常 の 搬送 系 と 異な る レベ ル ・ ダ イヤ グラ ム を 採る 必要 が ある と と を 指摘 し 
: て いる . 回 路 が 簡 漠 で 機器 の 特性 た 対す る 要求 が 厳し く な い の で , 同期 検波 を 用 いる 方 法 が お も に 採 上 げ ら れ て いる . 


1. 序 言 


自動 電話 交換 機 を 電子 化す る 場合 に , 周波 数 分 割 多 
電通 信 の 原理 を 用 いて 通話 路 ス イッ チ を 構成 する 周波 
数 分 割方 式 が 考え られ て は いる が いふ, 使用 する 機器 , 
特に 変 復調 器 , ろ 波 器 の 価格 侯 よび 容積 と 難点 が ある 
と され ②, あま り 省 み ら れ て いな い の は 周知 の 通り で 
ぁ あぁ る . 

も と より 同 方 式 は 空間 分 割方 式 と 根本 的 に 異な り , 
素子 の 多重 使用 等 に 関し て は 時 分 割方 式 た 類似 し た 特 


| 徴 を 有 し , 共通 線 を 信号 の 伝送 に 利用 する 場合 に は 時 


分 割方 式 に 比 し て 所 要 帯 域 幅 を 少な くし 得る 可能 性 が 
ある 等 , 一 応 考慮 し て みる 必要 が ある . 


本 稿 は 周波 数 分 割 形 多重 スイ ッ チ の 通話 路 部 に つい 
NO Cb ME hate ahi 


* Multiplex Switches for Electronic Telephone 


Exchange on Frequéency Division Basis. By ToO- 
NAU OSATAKE and SADAO TAKABA, Members 
(Faculty of Engineering, University of Tokyo, 
Tokyo). [論文 番号 3282] ’ 


て , 前 記 の 機器 に 関す る 難点 の 解決 を は か る た め に ,」 
Flowers の 示し た 方 式 や の ご ど ごと く 狭 帯域 ろ 波 器 を 使用 
し な いこ と を ね らい と し た 変調 の 方 法 , 変調 器 の 数 を 
節約 し 得る 多段 構成 法 等 , 主として 周波 数 計画 た 頼っ 
た 二 ・ 三 の 構成 法 を 述べ た も の で , 含 わ せ て 到 話 路 部 
の 構成 に 際 し て 問題 と な る 点 に 著 干 ふれ て いる ・ 
交換 系 と し て の 構成 を 論ずる た め に は , 通話 路 ス イ 
ッ チ 保持 の た め の 可 変 搬送 波 供 給 回 路 , 共通 制御 回 路 
等 の 検討 を 合わ せ て 行なう 必要 が ぁ あぁ る こと と は 言う まで 
も 無い が , 同 方 式 た 関す る 考察 を 一 歩 進 め る も の と し 
て , 今日 電子 交換 機 に つい て 各種 方 式 が 次 第 に 討論 さ 
れ て いる と き あ を ゃ て 発表 し , この 方 面 に 御 関 心 の ある 
方 々 の 御 六 判 , 御 指導 を いた だ きた い . 


2. 変調 の 方 法 お よび 洪 送 波 周波 数 配置 法 


図 1 は 周波 数 分 割 形 多重 スイ キッチ の 通話 路 部 の 原理 
的 な 構成 を 示す も の で , 並列 た 結合 され た 変 復調 回 路 - 
の 一 つ ず つ に , ゃ 々 個 の 折 送 波 の 内 の 一 波 を 供給 する と 
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a Cg 
接続 が 行 な " 
われ る ま 
ば こと の さよ うる 
な 系 に つい 
て , 変 復調 


の 方 法 , 搬 所 生 通 株 太 (2 う (x) 搬送 波 (可変 また は 固定 ) 


+, fe2 


送 波 周 波数 図 1 周波 数 分 割 形 多重 スイ ッ チ の 
基本 構成 

の 配置 法 を Fig. 1—Block diagram of multiplex 

考 協 す る ・. switches, 


と どれ ら は 変調 器 そ の 他 に お ぉ いて 生ずる 不要 波 等 が 妨害 
を 与え ぬ よ うな 構成 で な けれ ば な ら な い が , スイ ッ チ 
ング を 行ない 異な る 搬送 波 を 用 いて も と の 条件 が 満足 
され る よう , 考 載 を あめ ぐら す 必 要 が ある . 

Flowers は 各 端 子 同 一 の 中 間 周 波 を 用 いる 方 式 を 示 
し て お り , こと の 方 式 で は 影像 成分 の 妨害 を 避け る た め 
に 中 間 周 波 の 周波 数 fs は 式 ①) を 満た す 必 要 が あり , 
由 間 周 波 段 に 狭 帯 域 の ろ 流 器 を 必要 と する . 


B nb 
fs ニッ ーーー (3 
選 : 通話 路 群 の 帯域 幅 , か : 音声 の 帯域 幅 , 
7p: 帯域 利用 率 


局 発 周波 を 2 群 に 分 ける 方 法 (fs の 下限 は 式 (1) の 


12 に な る ), 影像 成分 を 通話 路 の 間 に 落 す 方 法 等 , と 


の 条件 を 緩和 する た め の 案 も 考え られ る が , 詳細 は 割 


に 直接 スイ ッ チ ング する 方 法 , 復調 を 容易 に する た め 
に 単 側 波 帯 変調 を 用 いる 方 法 等 を 採り 上 げ て 考察 を 行 
な っ た の で 以下 に 蜂 述 す る . いずれ る も 各 端 子 に 同じ 回 
路 を 使用 し , 変調 喘 と 復調 器 と に 供給 する 折 送 波 の 周 
波数 を 等 し くす る と と が で きる . 
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Db) 単 便 波 淀 変調 方 式 ; 
図 2 周波 数 分 割 形 多重 スイ ッ チ に 
お ける 変調 の 方 法 
Fig. 2—Modulation schemes in 
multiplex switches, 


いて 同期 検波 を 行なう 方 式 を 考え る . これ に よれ ば, 
各 1 種類 の 変調 器 , 復調 器 お よび 素子 の 《Q が あぁ まり 用 
題 と な ら な い 佐 域 ろ 波 器 を 用 いた 系 の 構成 の 可能 性 が 
あぁ ある.・ : 
( イ ) 搬送波 周 波数 の 選択 まず 通話 路 を 等 間隔 配 
置 と し , 搬送 波 を 2 群 の 高周波 の 混合 に よっ て 作る 経 
合わ せ 法 の ( 図 9 参照 ) を 考 % て みる . 不要 波 の 妨害 
を 受け な いた め に , まず 各 呑 の 中 心 周波 数 の 相対 的 関 
係 を 選び , つい で 各 群 の 帯域 幅 か ら 搬 送 波 の 下限 を 定 
め る の を も 一 方 法 で ある . 

搬送 波多 重度 r=* ヵ zz2。 搬送 波 周 波数 間隔 4B, 
通話 路 群 の 帯域 幅 B= ヵ xz4B, 

第 一 群 高周波 の 中 心 周 波数 大 ja 数" m, 間隔 で ヵ 。 
4B, 

第 二 辞 高周波 の 中 心 周 波数 miaz, 数 々 , 間隔 4B, 
と する と き , 式 (②) の よう に 選べ ば 搬送 波 配 置 は 式 
(3) で 与え を られ る ・-. 


faias=(t+ fa CRE 


ft A | 
NB 


Fmia: て 2 {2p(n Ek 
+( ち )e- 1D}4B 
Fmia = fmia: a 


(1 la 


+(1-5 a-DIGrD 


だ た だき Fina : 搬送 波 群 の 中 心 周 波数 , 
な な: 低 域 る 波野 だ の 限 止 城下 限 (基準 化 
値 ), 
2 : 搬 送 波 供給 回 路 帯 域 ろ 波 器 の 阻止 域 下 
限 (同上 ), 
ーー 例 と し て , n=30, m=6, na=5, 1=2, b=4 kc, 2g 
=4, 2g=1.55 と する と き , 
搬送 波 群 {fxy} 
1240 kc な いし 1820 kc (20 kc 間隔 30 波 ) 
第 一 攻 高 周波 fx} 
2300 ke な いし 2800 kc (100ke 間隔 6 波 ) 
第 二 辞 高周波 {7y:3 
980 kc な いし 1060 ke: (20 kc 間隔 5 波 ) 
に な る 、 ろ 波 器 を 簡単 化し よう と する の で , 手 送 波 慰 
波数 の 領域 は 通常 の 搬送 方 式 の 場合 より 高く な る ・ 


(3), 


(C18) 


昭和 36 年 1 月 


電 気 通信 学会 


雑 誌 第 4 巻 1 号 17 


民放  E R EEEE EERD. 


(nm) 機器 に 要求 され る 特性 前 記 の 搬送 波 配 置 例 
の 場合 , 搬送 波 供 給 回 路 の 混合 器 か ら 生 ずる 不要 側 波 
帯 成分 の 内 , 通話 路 に 妨害 を 与 そ る も の は 入 訂 け - 
x} 成分 また は さら に 高 次 の も の に 限ら れる ・ まま 
た 変調 器 M の 高調 波 は 通話 路 間隔 が 広い の で 問題 と 
な ら な いと 言え を よう. 一 方 復調 器 D に は 群 信 峡 が 印 
加 さ れる の で ひずみ に 対す る 条件 が きび し く , 4.3 節 
に も 示さ れる よう に z=30, 漏 話 減 誤 量 を 各 項 た つき 
55 dB と する 場合 , 三次 ひずみ ( 2? 成分 ) の ひ ず 
みみ 減 衰 量 70 dB, 三次 ひずみ の それ は 83 dB (音声 
の 性 質 を 考慮 じ た 場 合 ) を 要する と と に な る ・ 

低 域 ろ 波 品 了 は 高 域 に 分 布 す る 他 通 話 路 の 信号 を 除 
く 働 き を 要求 され , 前 記 の 搬送 波 配 置 の 例 で Tschebi- 
sheff 特性 の ろ 波 員 を 用 いた 場合 , 漏 話 減 寒 量 60 dB 以 
上 ( 過 域 の 損失 3dB 以下 ) を 得る た め に は , 2 
素子 , C 3 素子 程度 の 構成 を 用 いれ ば よ ょ よい. と 
は リン ク 接続 等 により, 出力 信号 が さら に 図 1 エ 1 の よう 
な 構成 の 次 段 ス イッ チ に 加え られ る 場合 に 直線 漏 話 を 
生ずる と と を 考え % た も の で , 出力 端子 が 加入 者 線 に 接 
続 さ れる 場合 に は , さら に 簡単 な ろ 波 器 で 済む も の と 
皿 わ れる ・ 

2.2 単 側 波 帯 変調 方 式 

同期 検波 を 用 いる 場合 , 搬送 波 供 給 回 路 , 共通 線 等 
た お ける 位相 補償 が 不 充 分 で ある と , 同期 ずれ に よる 
信号 レベ ル の 変動 を 生ずる 可能 性 が あぁ る 信 与 よび 
捧 送 波 の 位相 に かかわ りな く 復 調 で きる と を お も な ね 
らい と し て 単 側 波 帯 変調 を 採用 する こと が 考え られ 
る 図 2. (も ) は その 一 例 で , 各 端 子 同 一 の 中 間 周 波 
# げ s を 用 いて 単 人 波 帯 変調 を 行なう も の で ある ・ ろ 流 
器 1 の 特性 を 可変 す る の は 困難 で あぁ る か ら , さら 
た M2 に ょ る 変調 を 宣 ね る ・ 復 調 器 D1 の 搬送 波 は 
旋 号 と 周波 数 の み が 等 し けれ ば よく , 位相 同期 の 必要 
が な い の で , 共通 線 の 伝送 距離 が 長く な っ て も 余り 問 


富 は 起こ ら な いと 考え られ る .・ 
I ; M1 お よび 
| Fl ET 出 六 潤 8 
0 10 CON 


| 
1 ie 1 2 not *30 | 80f yi2 出 カ 


800 1650 2750 (KO 
1 2 衣 。 D1 の 
1 | 2 0 隊 放 4 半 
ee 
1650 2750 (ko) 
Py 1 fek- fk : 1#ck-fek コ 1 D1 お よび 
KK. F2 KE Kk \ KH F2 出 カ 
0 10 20 30 (Ko 


図 3 単 側 波 帯 方 式 に お ける 周波 数 配置 の 例 


Fig. 3—Frequency allocation’in SSB system. 


図 3 は ヵ z=30 の 場合 の 搬送 波 配 置 の 例 を 前 節 と 同 
様 に 求め た も の で , 中 間 周 波 プ 7s が 低く M2 で 生 ず 
る 影像 成分 c+? 成 分 ), 二 次 ひ ずみ 成分 (c キ 2? 成 
分 〉 は 通話 路 の 間 に た に 落ち る よう に な る が , と れ ば , 
だ 1 の 設計 を 容易 た する 一 方 法 と し て 採っ た も の で あ 
る . また , と この よう な 通話 路 間 隔 の 広い 配置 を 用 いる 
場合 , 1 の し ゃ 断 特 性 は 図 メ の よう な 残留 側 波 帯 の 
王 小 か ら 生 ずる レベ ル 変 動 や お も に 考え れ ば よく , 
の 許容 値 を +0.1 dB と する た め に は 減 座 量 39 dB で 


" NE ES 
人 折 人 恒 決 帯 Ny 推察 され 
Crp WY C-p る . 
i nt > a ag > ロロ 
| イ の 場合 口 の 場合 0 
0 ) 
a tt に 付随 す る 


Q) 信号 糞 送 兵 の ペク トル 図 b) 作 銅 出 カ 9 イ トル 多 欠点 と し て 


図 4 失 送 波 の 位相 に よる 復調 出力 の は, る 波 器 
レベ ル 話 動 

Fig. 4—Output level variation due to 1 で 
phase variation of local signal 高級 な る の 
in demodulator. J 
* を 必要 と す 


る 他 , 通 話 路 間隔 が 広く な る こと (と の 例 で は 40 ko), 
変調 器 M2 の 三次 ひずみ 出力 (c+3 ヵ 成分 ) が 隣接 
通話 路 に 妨害 を 与え る と と , 共通 線 た に 不要 信号 が ある 
た あめ に 復調 器 の 非 直 線 ひ ずみ に よる 準 漏 話 が 増す と と 
が 挙げ られ る ・. 


3. 通話 路 部 の 多段 構 成 の 方 法 


図 エ の 系 た おい て, 一 方 の 端子 に 搬送 波 を 割当 て , 
どの 搬送 波 る 他方 の 任意 の 端子 に 供給 で きる よう な 構 


成 を 取る 場合 , この 系 は 格子 形 ス イッ チー 個 と 等 価 で 「 
あぁ ある. 回線 数 が 多く , この よう な 格子 形 ス イッ チ で 収 


容 で き な く な っ た 場合 , 当然 接続 を 多段 に 行なう と と 


に な る が , 周波 数 分 割方 式 で は つぎ の よう な 多段 構成 , 


の 方 法 が 考え を られる. 

(1) 変 復調 繰返し 方 式 前 記 の 格子 形 ス イッ チ を 
音声 中 継 線 で リン ク 接続 する も の 

(m) 高周波 中 継 線 を 用 いる 方 式 ( イ ) に おい て, 
ろ 波 器 , 群 変調 器 等 を 用 い 周 波数 分 割 的 に 中 継 線 を 設 
RE 
回 路 の 節約 を は か っ た も の 

( ハ ) 共通 線 ス イッ チン グ 方 式 可変 特性 の る 液 器 
を 使用 し , 時 分 割方 式 で 知ら れ て いる 方 法 ゆ を 周波 数 
領域 で 行なう る の 

( ハ ) は 余り 現実 的 な も の と 思わ れ な い の で , 本 稿 で は 
(mpm) に 属す る 方 式 を 若干 考 % る 周波 数 変換 を 用 いる 
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交換 方 式 や が 知ら れ て いる が , と の 形 の スイ ッ チ を 多 
段 接続 する 場合 も この 種類 と 入る.・ 

3.1 ろ 波 器 群 を と 用 いる 二 段 構成 法 

格子 形 ス イッ チ の 二 段 配置 リンク 接続 回 路 に 相当 す 


る 系 を 得る | a 
た め に 図 5 : np a np 
に 示す よう x , pe 
Hj jz ta T1232 WF 
た 2 群 の 共 , 
< MD 撤 送 波 可 変 の 変 復調 回 , 万 共通 線 , 
通 線 の 間 人 た 笛 域 る 波 時 。 プロ (等 可変 搬 送 , 
帯域 ろ 波 器 拡 送 波多 軍 度 一 次 人 軸 。 知 二 次 側 召 
群 の 数 々 mn 々 02 
群 を 置く 方 一 群 の 端子 数 々 ~ tz 
法 が 考 を ら 総 端子 数 * Ni=gits  ? N=0t2 
茜 に リン ク 多 軍民 S= ヵ 93= カ 219 
“ 図 5 。 る 波 器 桁 を 用 いる 二 段 橋 成 法 
の 帯域 ろ 波 Fig. 5—Two stage switching system 
F 器 で 固定 さ with a group of filters, 


れ た S 個 の 通話 路 群 は ぶ 宣 リン ク と し て 働く の で ;, 
端子 間 の 接続 は これ ら の 内 空い て いる も の を 選び , 対 
放 】 記す る 折 送 波 を 各々 の 変 復調 曲 に 供給 する こと に よっ 
及 て 行なわ れる .・ 

放 この 方 式 の 特徴 は , S 個 の 通話 路 群 の 帯域 を 隣接 さ 
| せれ ば , 単 通 過 和 帯域 形 の ろ 流 器 一 個 が 変 復調 繰返し 形 
の 場合 の 変 復調 回 路 ぷ 個 ( 四 線 式 の 場合 ) に 相当 す 
有る? こと に あり , ろ 流 器 の 種類 比 帯域 等 か ら も 群 の 数 
放 が 少な く , し た が っ て 同一 の 搬送 波多 重度 に 対し て … ぷ 
が 大 きい 場合 に 利点 が 大 きい こと と が 容易 に 知ら れる ・ 
< トラ ヒッ ク 的 に は 二 段 配置 リン ク 接続 で は な い が , 
SS を 大 きく 取る 例 と し て 三次 側 端 子 に 加入 者 線 を 収容 
計 交 村 の 符 攻 の 入 頑 妖 か ら 出 線 計 へ の 


Nz 
n=200 


Er 


ろ 光 品 一 包み た り の 白 棒 数 N2/92 


20 
et eon ho 


BR ) me NO 

‘ ーー ご ご 次 側 に 加入 者 線 を 収容 し た 場合 一 

呼 量 0.1 五 / 回 線 , 呼損率 1 

| Fig. 6—Maximum subscriber handling capacity 
when the outgoings are connected to 

the subscribers. 
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が 均等 な Erlang 分 布 を な す と 仮定 し て , 負 共 表 か ら . 
群 の 数 と 収容 回 線 数 の 関係 等 を 求め る る と 図 6 の よう に 
な る 特別 な 場合 と し て , g=1 の と き に は る ろ 液 器 は 
不要 で , 図 1 の 系 で 搬送 波 を 一 次 側 , 三次 側 共 可変 た 
する 場合 に と あたる: 

一 方 この 方 式 で は リン ク 群 の 結線 の 状態 は ろ 波 器 群 
に お ける 周波 数 配置 に よっ て 定まる の で , 音声 中 継 線 
に よる 結線 に 較べ て 系 の 構成 上 若干 の 制約 が ある . た 
と えば 一 次 側 お よび 三次 側 の 群 の 数 gr;9: が 等 し く な 
い 場 合 に と に は, 一 つの 共通 線 た 並列 接続 され る る ろ 液 器 群 
の 通過 和 帯 域 が 軍 な り 合う こと と を 許す か (これ は 一 端子 
に 2 本 以上 の リン ク が 接続 され る こと に 相 当 す る ), 
一 方 の 側 で 最 送 波 の うち 一 部 を 使用 し な いか , いずれ 
か を 認め る 必要 が あろ う -. 

3.2 _ 群 変調 を 行なう 二 段 構成 法 

前 和 備 と 同様 二 段 配置 リン ク 接続 回 路 を 得る た め あめ に, 
図 7 に 示す よう に 固定 の 局 発 周波 で 群 変調 を 行ない , 
系 の すべ て の 信号 を 周波 数 分 割 で 多重 化し た 超 共 通 線 
を 設け 。、 と れ を 中 継 線 群 に 用 いる 方 式 も 考え られ る .- 


端子 間 の 接続 に は 式 (④③ を 満 す 地 送 波 を 供給 する ・. 
0 ©O, HO Ha 


EP ta] に 92 
4) な 2 2 
MID 搬送 波 可 変 の 変 腹 調 器 ,。 共通 線 
GMID 撮 送 波 固 定 の 闘 変 復調 時 S 了 7 超 共 通 線 


Fihn) 等 可変 搬送 波 , 了 ナ 』」 等 固定 搬送 渋 
超 共 通 線 の 搬送 波多 重度 rs = 2[S' 
( 他 は 図 5 と 同じ ) 
7 群 変 調 を 行なう 二 段 構成 法 
Fig. 7—Two stage switching system using 
group modulators, 


PTAC うた うう に 
=f+k4AB (4) 
た 45B は 定数 , は 使用 する 空中 継 線 の 番号 
地 送 波 配 置 の 一 例 を 図 8 に 原理 的 に 示す こと に する - 


{ 上 i 2 | | | ー 次 個 誤 送 小 
| ll 人 導 


a @ 


| OO 項 呈 痛 株 信号 
SH 
ニ 次 貸主 倍 品 
a RN M7 ® 
{ 導 2 a | | | ニー 次 個 舞 送 波 


図 8 図 7 の 方 式 の 搬送 波 配 置 の 原理 
(くし 歯形 ろ 波 器 を 使用 する 場合 う 

Fig. 8—Frequency allocation by comb filters for 
the system shown in Fig. 7. - 


と の 方 式 の 利点 は 群 変 復調 回 路 一 個 が , 変 復調 繰 返 
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し 形 に ポ ぉ ける 最 送 波 固 定 の 変 復調 回 路 妨 (また は ?2) 
個 に 相当 する こと と に あり , 前 節 の 方 式 の よう に 一 次 側 , 
二 次 側 の 群 の 数 が 等 し く な く と も よい . 一 方 図 8 の 例 
か ら も 分 か る よう に , 系 の 片側 で は 群 変調 の 周波 数 配 
置 を 通常 の 搬送 系 と 同様 に 取り 得る が , 他 の 側 で は 隣 
接 せ ぬ 運 話 路 を 一 群 と する 必要 が あり , くし 歯形 ろ 流 
和 器 の 使用 が 詞 まし いと と , また , と の 側 の 各 端 子 の 回 
路 は 超 共 通 線 と ほほ 等 し い 帯 域 幅 を 必要 と する こと 等 
が 問題 と な る - 


4. 周波 数 分 割 形 多重 スイ ッ チ の 
設計 に つい て 


スイ ッ チ の 設計 に 際 し て は , さら に 考慮 する 必要 が 
ある 二 ・ 三 の 事項 が 考え られ る の で 同期 検波 方 式 を 取 
る 場合 を 中 心 と し て , 莉 干 の 考察 を 以下 に 述べ よう -. 

1 同期 検波 方 式 を 取る スイ ッ チ の 一 例 

同期 検波 方 式 は 2.1 節 に 述べ た よう に 回 路 が 比較 的 
簡単 で ある 点 に 特徴 が あぁ ある. これ を 採用 し た スイ ッ チ 
の 通話 路 部 よび 質 送 波 供給 回 路 の 一 例 を 図 9 と 示す ・ 


( 変 綱 回 路 ) 
-2dBm 


a) 通話 路 部 


図 9 同期 検波 を 用 いる スイ ッ チ の 一 例 
Fig. 9—Block diagram of a system with homodyne 
detectors—speech path switches and their 
carrier supply circuits—. 


通話 路 部 の 変調 喘 W よ び 復 調 器 は 同じ 形 の も の で , 
Ge ダ ィ オー ド に よる 直列 形 平衡 変 調 器 を 用 いて いる ・ 
抵抗 減 誠 器 は 変調 器 相 互 の 影響 を 避け る た め の を も の で 
“ある. と これ ら の 回 路 構成 復調 器 に 要求 され る 直線 性 
を 満足 する よう レベ ル ダ イ ヤグ ラム が 選ば れ て いる - 

搬送 波 供 給 回 路 は リン グ 変 調 器 を 用 い , 組合 わせ 法 
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に より 2.1 節 の 例 た 示し た 30 の 最 送 波 の 内 一 波 を 発 
生 す る も の で ある . 2 通話 路 を 実装 し た 基礎 実験 お よ 
び 次 節 以下 の 考察 か ら , 一 スイ ッ チ に お いて 総合 漏 話 
量 50 dB 程度 の 特性 を 示す も の と 推定 され る . 
4.2 並 例 通話 路 の 分 岐 結合 に つい て 
周波 数 分 割 形 多重 スイ ッ チ で は , 折 送 波 を 切換 える 
の で , 通常 の 搬送 系 の 場合 の よう な 分 波 回 路 は 使用 で 
き な い .・ 金属 変調 器 等 , 両方 向 性 を 有する も の を 用 い 
る 場合 , 並列 回 線 を 直接 結合 する こと は , 
( イ ) 他 牟 話 路 の 変調 器 出 力 イ シン ピー ダン ス , 復調 
器 和 カイン ピー ダン ス が 搬送 波 の 切換 えた に し た が 
っ て 変化 する こと に よる 通話 レベ ル の 変動 
(m) 第 三 の 通話 路 の 変調 器 の 2c-? 成 分 へ の 変換 
を 仲立 ちと する 2 通話 路 間 の 直線 漏 話 
等 好ま し く な い 影 響 が ある の で , つぎ の よう な 回 路 を 
使用 し て これ ら を 免れ る こと が 考え られ る - 
( イ ) 可変 特性 の 分 波 回 路 
(mm) ハイ ブリ ッ ド 結合 回 路 
( ハ ) 抵抗 減衰 器 に よる 減 結合 回 路 
(ハツ) の 方 法 を 取る 場合 レベ ル 変 動 と 結合 損失 の 関係 は 
Cr=10log,;n+dr, 
4r’ 
計 10log,』7 二 10 logi。 デー (5) 
10% —1 
相互 寺 渉 に よる 漏 話 と 結合 損失 の 関係 は 
Cr=10log;s+Cr。 


{ 7 
(rc +10logsz ) (6) 


た で さ し , % ァ : 結合 損 失 (dB), dzr。: 抵抗 減衰 器 の 減 
衰 量 (dQB), ヵ 々 : 拓 送 波多 重度 GE 列 回 線 数 に 等 し い 
と する ), 4 有 L: 変調 器 の 相互 政 渉 に よる レベ ル 変動 


(dB), @z : 変調 器 の 相互 十 渉 に よる 漏 話 の 漏 話 減 訟 量 


(dB), 4r′: 変 復調 器 イ ン ピ ー ダ ンス の 有 反射 係数 の 変 
動 , @ み : 変調 器 の 2c-? 成分 へ の 変換 損失 (dB). 
図 10 た は 4r'=0.3, ¢。=20 dB と し た 場合 の 値 を 
示し て いる 信号 は 共通 線 の 入 , 出力 側 で それ ぞ れ こと 
の 値 だ け の 減衰 を 受け る が , 分 流 損 も その 一 部 を 占め 


て いる の で , 抵抗 減衰 器 固 有 の 減衰 量 は 10dB 程度 で 


よく , 回 路 構 成 が 簡単 な 点 に こと の 方 法 の 利点 が お ある. 
な お トラ ンジ スタ 変調 器 等 単 方 向 性 の も の を 用 いる 場 
合 に は , 分 流 損 は 避け 得 な い が , これら の 必要 は 生じ 
な い . ; 

4.3 復調 器 の 直線 性 に つい て 


分 波 回 路 を 使用 し な い 場 合 , 復調 器 入 力 と に は 群 信 過 
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図 10 搬送 波多 重度 と 結合 損失 
Fig.,10—The relation between coupling losses 
and the number of multiplex channels, 
level varia tions and cross talks as para- 
meters. 


‘ が 加わ る の で , 復調 器 の 非 直 線 ひ ずみ に よる 人 準 漏 話 を 
i 避け る よう 入力 レベ ル を 低く 取る 必要 が あぁ ある. 特に 同 
放 其 検 波 方 式 を 取る 場合 , 二 次 ひ ずみ (2 ヵ 成分 ) に よ 
有 うち の 柄 必 富 か ら 音 声帯 域 へ 落ち る 準 漏 話 が あ 
EN , | と uC 対す る 復調 器 許 容 入 力 レ ベル な は 式 ⑦ で 与 
shez. 

; axa mas= Lo,—C,,—10log,,n (7) 
た で し で >: この 成分 に つい て の 漏 話 減衰 量 

: 補 。: ひずみ 減衰 量 0 dB に 相当 する 入力 レベ ル 
放 三次 ひずみ る (c+3 ヵ 成分 ) に よる 漏 話 , 過 負荷 等 か ら 
放 | 定まる 値 を それ ぞ れ 文献 ⑦, (8) か ら 引 用 し た も の 
放 ] (いずれ ゃ 音声 の 性 質 を 考慮 し た 場合 ) を も 合わ せ て 
評 図 11 に 示す .) (L:。 は と 同様 , 有 。 は 財 負 荷 試 
" 宰 論 音 レベ ペル で あぁ る.) 
1 4.4 搬送 波多 軍 度 また は 並列 回 線 数 の 限界 
本 に つい て 

| 搬送 波多 軍 度 の 限界 また は 最適 値 を 定め る 要因 は 種 
1 3 計 られ る が 通 打 路 部 の 特性 か ら 定 まる も の に っ 
放 で て は 以上 述べ た 事項 か ら っ ぎ の よう に 推察 され る ・ 

\ MS 王 段 変 復調 方 式 の 場合 に は , 帯域 ろ 波 器 の 比較 城 の 
問題 が 多 軍 度 の 限界 を ぉ も に 規定 する Flowers の 示 
| し た 方 式 で は 式 (⑧ が rn の 上 限 を 与え 、?g=40, 
rr ァ =0.05 と する と と れ は 16 た な る . 

有 】 っ ヵ ゃ <2 75/rp (rz : ろ 波 明 の 比 帯 域 ) (8 

| 司 発 周波 を 2 群 に 分 ける 方 法 で も 。 こ の 上 限 が 2 倍 に 
| な る 程度 で ある . 

| 同期 検波 方 式 等 , 疾 帯 域 の ろ 流 器 を 使用 じ な いり い 方 筑 … 
MN で は , 図 10, 図 11 に 示さ れる 結合 損失 , 復調 器 入 力 
で ベル きか ら 康 求 され る 増幅 大 で 多 二 度 の 限界 が 規定 
きれ る . 特に 後者 は 各 端 子 に 置く 復調 回 路 増 幅 器 に 関 
1 関す る の で 也 豆 な 要因 で ある : 信 峡 の 入出 力 レ ベル , 変 


復調 器 の 変 
換 損失 た 図 
9 に 示し た 
値 を 用 い , 
4L = 0.25 
dB, '¢ ょ =60 
dB, Qos = 
a 55 dB を 要 
x10! x 
人 ek 2 求 す る と , 
Lo=5 dBm, Lu=45dBm, Ls=25 dBm 復調 回 路 増 
の 場合 
図 11 復調 器 で スイ ッ チ ング を 行 な 。 舞 器 の 電力 
うぅ 場合 の 許容 入力 レベ ル 利得 25 dB 
Fig 11—The relation between maximum eS 
demodulator input level and the の 場合 , 
number of multiplex channels, 10 か ら n= 
demodulators are switched by 
carriers, cross talks as parameter. 50 に な y; 


その と き 図 11 か ら 全 体 で 70 dB の 増 編 (内 共通 線 回 
路 で 45 dB) を 必要 と する こと と が 分 か る . 

変調 器 の み で スイ ッ チ ング を 行ない , 通常 の 搬送 系 
と 同様 の 分 波 回 路 ぉ よび 固定 の 復調 回 路 を 用 いれ ば , 
搬送 系 に 近い 並列 回 線 数 を 得る こと が 技術 的 に は 可能 
で あぁ ある が , 往復 線 の 才 送 波 が 異な る こと , 各 端 子 に 媒 
な る る ろ 波 器 を 使用 する こと 等 の 制御 上 , 経済 上 の 難点 
が ある -・. 


5. 結 言 


以上 電子 交換 機 の 通話 路 構 成 の 一 方 式 で ある 周波 数 
分 割 形 の 多重 スイ ッ チ に 関し て 蕎 干 の 基礎 的 考察 を 行 
な っ た . 

導 帯 域 ろ 波 器 の 使用 を 避け る と と を 主眼 と し た 変調 
の 方 法 , 搬送 波 周 波数 の 配置 法 、 接続 を 多段 に 行なう 
場合 に 変 復調 器 の 数 を 減ら す 方 法 等 を 述べ , さら に ス 
イッチ を 設計 する 際 に 考慮 す べき 問題 を 二 , 三 指摘 
し , 同期 検波 方 式 を 用 いる 一 構成 例 を 示し た . 

ろ 波 器 等 の 価格 、 容積 と 関す る 周波 数 分 割方 式 の 難 
加 が 根本 的 に 解決 され た 訳 で は な く , 現在 は まだ 同 方 
式 の 実用 性 を 論ずる 段階 で は な い が , 同 方 式 の 特徴 が 
か な り 明 ちか に な っ た も の と 岩 ら れる ・. 

と の 方 式 で 系 を 構成 する た め に は , 少な く と も 次 数 


、、 4 程度 の ろ 波 器 を 容易 に 使用 で きる と と が 望ま し い . 
また , 各 端 手 の 特性 の ば ら つ き 等 か ら 生 ずる , 接続 状 


態 に よる 通話 レベ ル の 変動 は , 今後 適当 な 解決 策 を 要 
する 問題 で ちる . 単 側 波 帯 変調 方 式 は , 回 路 が や や 複 
雑 上 な る た め に 具体 的 な 検討 は 行なわ な か っ た が , 搬 


C20 ) 


* 昭和 36 年 1 月 電気 通信 学会 雑 旋 第 44 巻 1 号 21 
’ 方 式 と 組合 わせ て “伝送 と 交換 の 一 体 化 % を ね ら う (2) 喜安 善 市 : 信 学 誌 , 41, p 129, (1958-02 
場合 , 注目 すべ きも の と 思わ れる 、 Ee ti 
この RN er FlatriS eR PLB 0 
搬送 波 供 給 回 路 は 本 稿 で は 考察 の 対象 と せ ず , 組合 (Nov. 1956) 0 
わせ 法 に よる も の を 挙げ る に と ど ま っ た が , 周波 数 記 (5) 桜井 時 夫 : 特 許 出 願 公告 , 昭 34-7657. 
11 = 、 ーー 3 =~ 生 誌 , = 3 
人 回 牙 等 。 本 方 式 選 適し た 押 送 波 の 保持 を 行なう C7) E20, PD 048, (1940-1 う 
回 路 の 開発 が 望ま れる .・ (8) B.D. Holbrook et. al : B.S.T.J. 18, p 624, 
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無極 継電器 に お ける 力 係数 と 温 電 流 の 作動 特 人 性 へ の 影響 * 


正 員 富 田 秦 夫 
(電気 通信 研究 所 ) 


正 員 赤 塚 通 
(中 和 与 通 信 機 製作 所 ) 
要約 電磁 継電器 の 動作 が 線形 と し て 取扱 える 範囲 に お いて , すでに 無極 形 , 有 極 形 共に 種々 検討 し て 来 た が , いま 


まで は 渦 電 流 の 影響 は すべ て 無視 し て 来 た . 今回 は 継電器 の 作動 特性 ,。 特に 復旧 に 対し 電 要 な 意味 を も つ 渦 電流 につい 
て 検討 し , その 理論 式 を 導出 し , 実測 値 と 比較 し て よい 一 致 を 見 る こと 交 で きる とこ と を た し か め た . また 偏 極 系 の な い 


iis . Poe A a 4 


と た の 放 村 0 


I Ne NT 


な いい ・. 


場合 の 力 係 数 に つい て 検討 し , その 実例 を 示し 応用 例 に つい て 考察 し た . 


Le 


電磁 継電器 の 動作 が 線形 と し て 取扱 える 箇 囲 と おい 
て , すでに 無極 形 の , 有 極 形 ウ に っ いて 種々 検討 し て 
染 た が , 今 まで は 渦 電 流 の 影響 は すべ て 無視 し て 来 た . 
し か し 一 般 に 継電器 の 動作 ・ 復 旧 に た 関し, ヒス テリ シ 
ス , 表皮 作用 等 は 無視 し て も な ほとんど 問 題 に ならない 
と 思わ れる が , 渦 電 流 に 関し て は 当然 考慮 すべ き で , 
特に 復旧 動作 に 対し 大 き な 影 響 を 与え を, 一 般 の 開放 復 
租 た 際 し て は , と これ を 考え な いと 復旧 時 間 等 の 計算 が 
また だ 記 これ の 応用 と し て , いわ ゆる スリ ー 
ブ , スラ グ に よる 緩 動 7 緩 復 の 理論 的 究明 の 一 手段 と 
も る なる. 

従来 , 温 電 流 は 等 価 コ イル 常 数 の 増加 と いう こと で 


計 和 4 明 さ れ て いる が 芳和 れれ は ラグ ラン ・ マ クス ウ 
エル の 運動 の 基本 式 に も どっ て , その 動作 を 究明 し ょ 


うと 居 う 、 
また , 偏 極 系 の な い 場 合 の 力 係 数 に と ついては, 従来 


* The Force Factor and the Eddy Current Effect 


on the Performance of the Ordinary Relay. By 
YASUO TOoMITA, (Electrical Communication 
Laboratory, Tokyo) and TORU AKATSUKA, 


Members (Nakayo Communication Equipment Co. 
Ltd., Tokyo). [論文 番号 3283] 


一 , 三 研究 され て いる が , 実例 に つい て は まだ あま 
り 発 表 さ きれ て いな い : われ われ は 本 論文 に 無極 継電器 
の 場合 に つい て 二 , 三 検 対し, その 実例 を 示し , 応用 
例 を 示す . 


2. 基本 式 の 導出 


渦 電 流 は る ちろ ん 分 布 常 数 的 な も の で ある が , いま 
簡単 に これ を 集中 常 数 的 
に 表示 で きる も の と すず 
る . すなわち 図 ユ の よう 
な 構造 を 考え %, その 運動 
の エネ ル ギ , 電磁 エネ ル 
ギ , 機 械 的 損失 関数 , 電 気 
的 損失 関数 , ポテ ン シ ャ 
ル エ ネル ギ を 線形 の 範 
囲 内 で 考 を Lagrange- 
Maxwell の 式 に 代入 する と , 

al Cs de 


と 典 各 傾 導 


図 1 無極 継電器 構造 模 形 
Fig. 1—Model structure of 
ordinary relay} 
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7 で の 0 は 係 数 で 


& ど : 電圧) だ: 一般 力 , 7: 質量 , ヶ : 制動 抵抗 , s 
スチ フネ ス て 変位 
Za* 相 動 コイ ル お よび 渦 電 流 等 価 イ 1 ンダ クタ ン 
1 


Ri 択 。: それ ぞ れ LL に 対応 する 等 価 電 流 

あぁ るい は 等 価 抵抗 

了 引 力 『 は 
AGTIN,L+4z NL 
EAR, + EO 

で 


ot Pf ンダ クタ ンス お よび 力 係 数 は 8 


4zN,;A 

4zN,A 
(AR, + 2 1)’ 
4z N,N,A 

"(AR,+z,) 1-w) 
4zN,°AlI,+4z7 N,N,AL, 
AEE と の 1ーw)" 

47 NAl +4xz N,N,AI, 
CAR, +z,) (1—w)* 


L,= 


L,= 


の , = 


(5) 
] 


| (6) 


用 本 式 1 を 前 の と 同様 に 書き 直す . すなわち 


i 
ET Das da” 
| oe ol WR 
wg 0 i TE; 店 
CD a 
CD i 


OK 1 
ey A 


LE 0; 


"AMENI: Api 


S07 (4 tz,)* 


[TAG27NNI,) 


$8x(AR, +z = ABat tts 8)} 
AGrzN,I,’ 


の 交 0 


と お く と , まず 動作 方 程 式 に つい て , 動き は じ め る まま 


で は ーー nt 
4 ・ 災 
FT SR 
| (9) 


20 "0, a6 

AB i + AB Bt, + A Bi = Uo 
動き は じゃ て か ら は 

Et, 0 tt, du 
TT RE EK (A-w: gd0 


a 計 
OT wn’ WT 
本 
1—wad0 (wd (UU-u) dd 
0 ed du 
(wo, di 


du du 
ブ + 2 ラー +u+。 


ーー+48;z,ー1=0 (109: 


ーー+A.4,= (1 


(AB i + A BB + A Bi ) 
(12) 
と ヽ ゝ で =2Zz=ze で zy。 は 後部 圧力 を FF。 と し た と 。. 
き の zo。=Fy/s 


で 
(tu)! 


TL/ 


復旧 方 程 式 に っ いて , まず 開放 復旧 で 動き は じゃ る 
まで は 
EY 7 i } (3) 
48, *=(u,t+u,) (1—u,)* 
と ゝ で ug=uxz=zg 動き さき はじめて か ら は 
¥ di, て 堪 本 


WE ER 0 PV 


du du Bi 
PT 7 UE 
つぎ に 短絡 復旧 で 動き は じゃ る まで は 
1 di 0 dt, 
lau, d0 hi ~~; rd 0 
dt 1 dt, 
1 Rt ug), A 
B+ AB Bi tA Bi 
a Cu, 1 ーー 


ees 


G5): 


ーー+4&8,;z,=0 


ーーー+A:z。=0 


1638 
動き は じ め て か ら は A 


lM 0 dt 4 du 
1—« do l1—u do (Ul-w’' a0 


du 
ta Ai 


ーー 
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1 a 1 di, 放 du 
ET 
7 (8) 
(1-—w’o, gd 8 
LR A +u 十 
ad 0° A ’ 
- (AB + A BB + 4 8 (19) 


3. 計算 式 の 導出 


実測 値 と 比較 する た め , と これ ら の 式 を 文献 1) と 同 
様 x で 展開 する 。 た き ヾ し wo=0 と する . これ ら の 式 
人 全 に れ らら の 式 は . 太 と = 有 ム * を も し て いる の 
で , その 初期 条件 に 注意 を 要する . 

3.1 動作 運動 

動き は めじ る まで の 時 間 は 式 (⑨③ を と け ば ょ よい が , 
今 は w=0 の 場合 で ある か ら , 式 (9⑨ の 第 3 式 が 初期 
条件 と な り , 明らか に 0 で ある . 

動き は じ る あて か ら は 式 10),11), (12) を と くく, 


n= n=oo 
0 = A =D Bt (20) 


go n=0 : n=0 
と する と 4』,B。 が 求 ま り , ょ より 


wy 2 放 BB, i la 1) 
De ee 


の li※49 a 
15EN 2 4 A; 
8 A 4 誠 " 
oe RE wr + (21 
T+ PS wl 
た x し 
__ 4 4 8 (4+ A/cs+ A’/0,°) 
OE CE TA 


9= 


Pt a 


(22) 


3.2 短絡 復旧 

動き は じゃあ る まで は 式 (16) より 
I =8182(1 -U9) , 
CE 1+82 | 


9: 
' - Ba82C1 Ug) | “ug 


2 a 


(i+B2)0; 
式 ® 第 3 式 よ り 


CE 
了 e4 デ A A A oF 


ゆ を に 
b= 


(24) 


is 
Bi な 


, EE 0,+4*/o,*° 
2 “a 8 =) 
(25) 


log 


( 23 ) 
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動き さき はじめて か ら は 式 17), (18) , (19) ま よ ウ 


v=U,—U (26) 
Pt 
dv neo 
a = /3 
£ 2 A | 
2,= Br (27) 
n=0 
iN * 84 (RR | 
n=0 
を 代入 し 
} 34A, RA 
EE 908 Or S さ 計 0 
Sy 2 ( 間 
(28) 
St Cy 
B rE UU; 
NA+ A 0, + A fo 
RR" ; lu 
oe Bo0, UF で 
gt AE 
i Tt A CARR 
a 
C= 0,8, 2 (30) 
AR (a ) 
A 8 ts Re ht £4 
LE A 
0,8, oh 
B,= Co 
8 8; 
5.A}p¢ 0 "gr" (a A ) 
EA a he 
2 5) Fi i 
do 7 a Ne 2 
2 トト ダキ + c, 
(32) 
8; 


NS Mi 
oC:(6+8。) 
C24 C8 FR ug) | 


(33) 


3.3 開放 復旧 
ます 動き は じ め る まで は 式 0) \ 


- Ug) RE 
z= “ 1 A a 問 et NN 


ゆ を に 


1 4 fP。 pe NS 4 
(0 7 6a; 人 0 ) Ug 


動き は じ め で か ら は v=Z 々 gx と し て 


hs (35) 
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P= ¥9p,u, (1—u, パーA(1—ug)D ゆえ ぁ を に 運動 イン ピー ダン ス 円 の 直径 は 2=1 の と き 
9 fl (Ay 1 の Zme で あり 力 係 数 の は 
"DE du lg FE) G41) 
(36) て 
th su ug すなわち 本 文 で 取扱 っ て いる 力 係 数 は , 微小 振動 で 
i 7 別 定 し た も の の 4 倍 を と る 必要 が ある . また 一 般 的 性 
Lu Nl 質 と し て 式 (43) より , 円 の 直径 は 電流 の 2 乗 に 比例 
I, sw し , 力 係数 は 電流 に 比例 する とこ と に な る . 後述 の 作動 
人 1 1+A.“(1—x,) i, 特性 測定 に 使用 し た 継電器 の 実測 例 を 図 2,3 に 示す . 
~ i - 20 x, el) } 
3 sk (37) 
- 
滞 "ES 3 3 A Chee ug on! 
3 VI Ba ou 2 MN Ba uy 
設 LE Cu St 
1 0 MI fuu EY 
2 4 っ : 償 数 


3 無極 形 変換 機器 に ぉ ける 力 係 数 は 電流 に ょ っ て その 
放 大 さだ が 変化 する の で , 偏 極 系 が ある 場合 の いわ ゆる カカ 
| 任 と は 朱 な る も の で ぁ る が , 形式 上 偏 極 系 の ある 場 
有 】 含 と 同じ も の を 広い 意味 で 力 係数 と 呼ぶ こと に する . 
継電器 の 場合 に つい て 実測 例 を 示し , 二 , 三 検討 し 


議 て 見 る また その 利用 法 に つい て は , 将来 安定 度 等 と 

| 9 組合 わせ て , 重要 な 解析 要素 に な る も の と 思わ れる 図 2 運動 イン ビー ダン スズ 円 の 測定 例 Cz,=0.1cm) 
放 08 更 在 の と くろ そ と まで 完全 に は 整 還 さ れ て な い の 。 UU 
| で, 本 文 で は 磁気 回 路 常 数 の 測定 ある い は 渦 電 流 常 数 付 麦 電流 と 力 係数 と の 関係 測定 例 


悦 の 決定 に 対す る 応用 の みみ に つい て 述べ る . 

ーー 4-1 一 般 的 事項 

有一 殿 表 示 は 式 6⑥) で 示さ れ , 渦 電 流 の 項 を 省略 する 
0 の と さき 

A 4xN’A 
AR 


有 また , 実際 に こと れ を 列 定 する 場合 , 機械 系 
on, 基本 周波 数 の 2 倍 の 周波 数 で お と 
有る やわ や け で ある が , その 基本 周波 数 の イン に 


Wes 26.7 r=1.56 Dynel/keine 
M1288 $F368x0° Dynelab Amp  * 


x Im=l.8 mA et 126.8 
cos(wt—0) © 1.4 * 126.9 ーー 
sin wt (40) 430 で 
300 
"A=2a/0,=20/ zm 。 図 3 運動 イン ピー ダン ス 円 の 測定 例 Cz,=0.05 cm) 


Fig. 3—One example of motional impedance 
(24) 


前 中 学会 : 雑 時 第 4 療 1 号 25 
。 1 
折 結 
る 
: * 
a & 
i 
0! 
82 * 
3 Bz = 
. A i 図 5 渦 電 流 の 力 係 数 に 対す る 影響 (計算 値 ) 
Fig. ke ti し Fig. ee of eddy current Ee forcefactor 
(Calculated value). 
る . 力 係 数 は これ ら を まとめ た 図 4 に よっ て ほ “電流 式 (44) に 代入 する と 
に 比例 し て いる と こと が わか る . 図 83 は z。 に 対し て 測 8 ; : 
定 入力 が 大 な 例 で , 大 出力 磁 ひ ずる 振動 子 と 同様 な 。 も ーー 8, (ai) 7 oo. Tn 
円 化 が 見 られ る . 測定 点 の ば ら つ き は , 椅 円 化 の 癌 fer pa nt CR) 
題 , 偏 極 系 の ある も の に 比べ 変化 分 の 割合 の 小 な る と ゆえ を に 絶対 値 お よび 位相 角 は 
と 等 に よる も の で ある . | の - 1+A8,° (oo)* (46) 
4.2 渦 電 流 の ある 場合 の 力 係 数 Di 2; Co,/0)* EC PD CO 
偏 極 系 が な い 状 態 で 微小 交流 を 印加 する 場合 の 力 係 栓 2 8.(o@,/o@) C47 
数 は 偏 極 系 の ある と き と 同 様 な 方 法 ふ で 電圧 方 程 式 は Bb (oo) —1 
\ €; 0 Lt : nmA r=1.408 Dyne/kKeine (b) Im=3mA r=1.956 s Dyne/keine 
人 J Xg=0.lem $1= 4%10° DyneJab Amp, Xg=O1cm $F3.95x10° Dyne/a vamp: 
3 する 8B2=2.64 B=1.69 
+R un 3 125 ~~ 126 A fml2865 
: O= Li + LD : 20 BT 
y a Cs + 
+R,., 次 
3 128 
1 (42) 12785 § 
: た さじ と まで は と 12714 oe EE 
- で 微分 , 人 【) は 時 間 で 微分 ,126.9 
計 た お お る と と を 示す 。 第 2 苦 ま りー 
ト Os %) の PE 
3 yr R,,+7 © po 4 
3 EE 
ET 図 6 渦 電 流 を 大 に し た と き の 運 動 イ ン ピ ー ダ ンス 円 の 測定 例 
2 Fig. 6—Examples of motional impedance circle which have large eddy current,. 
3 (43) 
有 これ を 第 1 式 に 代入 する と と に より , 実効 抵抗 の 増 と れ ら の 計算 値 を 図 5 に 示す ・、 
: 」 加 , イン ダク タン ス の 減少 値 が わか る ・ 力 係 数 に つい た と を ば 図 2 の 場合 そ 19° で ぉ る の で , と の 供 試 継 
1 3 A 
半生 Le と する と 電器 の 洞 電流 常 数 4。 は 3 で ある と と が わか る . また 
付加 線 輪 た より 渦 電 流 を 増加 させ た と き の 測 定例 を 図 
e (44) 


6 に 示す . 図 5 に た ほ き 一 致す る と と が わか る . 
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5. 常 数 の 求め 方 


5.1 微小 振動 の 場合 の 常 数 

と これ は 運動 を と も な わな いと き , すなわち , 作動 時 
間 中 , 静止 時 間 を 計算 する と きゃ 静止 位置 に お ける 磁 
気 回 路 を 検討 する も の で 磁気 回 路 の 基礎 と な る も の で 
ある . 

(j) J 渦 電 流 を 無視 し , 漏えい 等 を 考え な いと き 々 
0 に ポ お ける 力 係 数 , 安定 度 の 表示 か ら 


1 否 。 Pg 


; i; D,* po 4zsN,: で 4zsN,’A A 

1 7 

Dn SAR, + 3 

層 今 N,,s が 既知 で あれ ば 第 1 式 の 傾斜 より 4, 薇 片 
語り 3t。 が わか る . も し ヶ 。 が 可変 で な けれ ば 第 2 式 s 


店 や 使用 し て 4, 9。. が わか る . し か し 前 た ⑦ 述 べた よ 
請う っ に, 有 極 形 の 場合 は 安定 度 は 非常 に 有用 で ある が , 
放 無 桂 形 の 場合 は 図 2 で も わか る よう に 共振 周波 数 変化 
赤 小 で 誤差 が 大 と な り 不 正確 で ある . つぎ に 述べ る 一 
般 的 方 法 が よい . 


4TNL 


@) 、 (b) 
図 7 図 1 の 等 価 回 路 
Fig. 7—Equivalent circuit of Fig: 1. 
GG 泡 電 流 を 無視 し , 漏えい を 考え る 場合 
a ti 場合 , 等 価 磁気 回 路 は 図 7 (a) と な 
に 応 馬 力 に 関し て は (b) に 書き か えら れる . と ょ で 
l=T; Zz,=X,, A=r,a/(r,+ro), 
Rr + +7aro/r, (50) 
"FRoas に よる 変化 か ら 4 が 求まる . 


遍 - TAT ydz NAT WL), 
A 計っ ンダ クタ ンス に よる リラ クタ ンス 


4 4 外 =r。 二 ヶ ァ 。ー mT (52) 


ke ゆえ に 雪が 室 げ き XX。。 を 基 堆 と し て 


ーーX Ry 、 
層 OD- ーー) 
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+ 53) 
傾斜 a tte (54) 
rT; ars 


式 (53) の 傾斜 と 才 片 の 比 ぞ よび 式 ⑮ わ の か ら 
zr ar ジン (55) 
rs =p (56) 
また 選 の 逆数 を 2p と し XG LDK 
(Xe)) の 傾斜 を > と する と 
(ro。 二 た) 


Va= EC の ta 二 の af 0) 
(rt 
a た (7) 
(ro+r,) ‘Jar;’ =7 (58) . 


式 0), (54) , 55) , (56) , (58) より 各 常 数 が 求め ら 


Xg. (em) a 
図 8 イン ダク タン ス 測 定例 (1,000 サイ クル に て ) 
Fig. 8—Measured value of inductance Gat 1,000 c/s) 


0 0.15 
ーー Xg (cm) 


図 9 空 げ き 長 と レラ クタ ンス と の 関係 
Fig. 9—Relation between gap and relactance, 
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Mi で ある が 
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Gii) 渦 電 流 常 数 の 求め 方 

潟 電流 を 考慮 に 入れ た 計算 式 た 必要 な 常 数 は 訪 , 4 , 
di は いい So も 4, 4 jo の 形 で 米 
つて くる . まず ZA。 は 力 係 数 位相 角 か ら 図 5 に より 求 
まる . また つき ぎの 式 か ら そ の 他 の 常 数 は 計算 で きる 


= 


図 10 レラ クタ ンス の 傾斜 と 基準 空 げ き 長 
図 1 バー ミア ンス 傾斜 と 基準 定 げ き 長 


Fig. 10—Relation between a central reference value 


of Xand slope of reluctance 


Fig. 11—Relation between a central reference value 


族 


of X, and slope of permeance. 


5 <ー " 束 疾 
x 天 測 筐 (3 上 平 ) 3 
I;=10mA, X=0.2 mm 
付加 線 輪 開放 


Dl 


計算 値 
x Ba 測 値 (3 点 平 均 ) 


0 V 10 mA) 
Xgー0. 2 mm 
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5.2 運動 を と も な う 場 合 の 常 数 
安定 度 の 定義 や より , た と を ば xo=0 の と き 
1 WR 

BS ) C80) 

た くさ し (の 。rze1 : 復旧 電流 に 対応 する 0 点 の 安定 度 , 
ゆえ を に その 継電器 の 測定 し ょ うと する 空 げ きた おけ 
る , 最小 感動 電流 と 得 旧 電流 を 測定 すれ ば 式 (63) よ 
り xg が 決定 され , z。 は 測定 可能 と し て 4 玉 。 が わか 
る . と の 場合 は 4 と 尺 。 を 分 離す る 必要 が な い . ご 
の 値 を 使用 し て 等 価 な L,8 も 計算 で きる . 


56. 測定 結果 お よび 検討 


各 常 数 の 測定 法 は すべ て 前 の ② と 同じ で ある の で 
と ょ に は 省略 し , その 結果 の み 示 す . 
6.1 常 数 の 測定 
測定 は 有 極 継電器 の 永久 磁石 を 取り 除き , 片側 磁 路 
を 除い た 継電器 を 使用 し た 。 ま ず 付 加 質 量 法 に より 
m=0.415gr, s=10.78 x 10'dyne/cm, 
fb. bcls 


(Cw)。 0 条 


を 求め た . つぎ に 図 8 は イン ダク 
タン ス の 測定, 図 9~1 は 式 
(53)~ (58) の た め の 測定 図 で , 
力 係 数 た 関し て は 図 2 る ~4 に 示し 


に 1 て あぁ る. と れ ら の 図 より 
4 +,° =0.0048, 
3 alr; tr =075 
4 5 2 0.5 1 1.5 た アト だ = 394, 
— ue EE i A=ars/(r;+r,) =0.107 
図 12 動作 時 間 : 図 13 動作 時 間 » ' 
Fig. 12—Operating time:. Fig. Re i ゆき に 


計算 
x 美衣 以上 
=0.2 mm 付加 線 輪 開放 


も と も と の ei 
考え な けれ 


a=0;337 cm 0235S 

=011 cm r==0.28 で ma 

漏えい が 多い よう に 見 える が , 
前 回 や の も の に 比べ そん な に 差 が 
な い 点 か らい っ て も 適当 と 思わ れ 
る . また 実効 面積 も ,』 物理 的 寸 潜 
か ら の 値 0.196 cm* に 比べ , フリ 
ンジ ング の 影響 を 考え れ ば そん な 


RC 


図 14 開放 復旧 静止 時 間 i 


Fig. 14—Open release waiting timei. 


A 
= Rg tk 


図 15 開放 復旧 静止 時 間 z 
Fig. 15—Open release waiting times 
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に 不適 当 な 値 で は な い . 
また つぎ に 述べ る 動 特 性 の 測定 


a 
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ーー 計算 値 | 
| x 実測 値 (3 点 平均 ) 4 ト に | マス 
TR YT Ts=10m,A X=0.2 mm | x 実 (3 点 平均 ) 
| 付加 線 則 開 放 Ri=1,0002 一 定 (10V 10mA) 
| I | Xg=0.2 mm 
| 
{ | 2 
本 | 
c Cn | 
| | 
| 1 上 
の 0 衝 > 
Re 


P 1 な に に 月 昌 
1 4 が 1 自 目 人 | ] 評 止 R 
区 1 | 口 財 ET 上 1 a 較 " i i 
; d Fig. 17—Short release waiting times. 
Fig. 16—Short release waiting time;. 


(a) 動作 10V 10mA (d) 短絡 復旧 12V 10mA 
付加 線 輪 抵抗 75 9 付加 線 輪 抵抗 450 9 


(b) 動 付 10V 10mA 
(e) 開放 義昌 12V10mA 
付加 線 輪 抵抗 200 9 付加 線 輪 開放 


に 波 
I 展 
(c) 短絡 復旧 12V 10 mA (f) 開放 復旧 10V 10mA 
付加 線 輸 抵抗 200 9 付加 線 輪 抵抗 200 2 


図 18 シ ンク ir 波 形 
Fig. 18—Wave form. 
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は , 空 げ き 長 0.2mm で 行ない , と の と き の 最 小 感 動 
電流 77oc= 3.7 mA, 復 旧 電 流 肛 a=2.75 mA で あっ 
た . ゆ を に 運動 を と も な う 場 合 の 常 数 と し て は 々 y= 
0.65, A 選 。=0.03cm, また 前 述 の よう に 渦 電 流 常 数 26。 
は 3 で ある . 

56.2 動 特 性 の 測定 

以上 求め た 常 数 を 使用 し て , 作動 時 間 を 測定 し た 例 
を 図 12 以下 た 示す.。 お の お の 2 枚 ず っ 組 で , 前 者 が 
付加 線 輪 を 開放 し , 駆動 線 輪 の 時 定数 を 変化 させ た と 
き , 後者 が 駄 動 線 輸 一 定 で , 付加 線 輪 の 時 定数 を 変化 
させ た と き で ある . 代表 的 な 電流 お よび 変位 波形 を 図 
18 に 示す . 

65.3 検討 

動作 時 間 に お いて は 特に 付加 線 輪 を 入れ な い 限 り , 
も と も と の 渦 電 流 の みな ら , そん な に 影 枚 が な いと と 
が わか る が , 図 1 2 で わか る よう に より 正確 な 値 が 得 
られ る . 図 13 の 場合 の 差 に つい て は 再 検討 の 要 が あ 
る . 開放 復旧 に 関し て は , 渦 電流 は 特に 重要 で , 
14,15 に 明らか な どこ と く 実 測 た 対し より 近 い 値 が 計算 
され る . 一 般 イ ン ペ ルス 継電器 が ほとんど 開放 復旧 で 
ある と を 考え る と , 実に 渦 電 流 が 重要 で ある と と が わ 
か る ・ 短 絡 復旧 に つい て る も 同様 に た ょ い 一 致 を 見 せ て い 
9 

バッ ク テ ン ショ ン を つけ て お いて の 動作 の 静止 時 
間 , ぉ よび 復旧 の 運動 時 間 に っ つい て は , 今回 は 測定 し 
な か っ た が , 一 般 に 運動 時 間 に 関 し て は 特に 渦 電 流 が 
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大 で な い 限 り 影 響 が 少な く , 静止 時 間 に つ いて は 影 級 
が 大 で ある と いう と と に な る よう で ある . 計算 の 際 使 
用 する 常吉 は 前 に 述べ た よう に 適当 に 使い わけ を し な 
けれ ば な ら な い 点 に 注意 を 要する . 


8 人 お 6 


以上 , 渦 電 流 に 対す る 取扱 いも ラグ ラン ジー マク ス 
ウェ ル の 式 を も と に し て 一 般 の 場合 と 同様 に 解析 で き 
る こと と を 示し た . まだ と れ ら の 常 数 が 材料 , 寸法 に よ 
っ て いか に な る か と いう 研究 等 残さ れ て いる も の は 種 
々 ある が , 渦 電 流 常 数 が 容易 に 測定 し 得る の で , 今後 
早急 に これ ら の 研究 が 進め られ る も の と 選 わ れる . 

また 無極 系 の 力 係 数 に つい て も, 有 極 系 と 同様 に 求 
め ら れ , 解析 上 有用 な も の で ある と と を 示し た .: 今後 
継電器 の 研究 上 有力 な 手がかり と な る も の と 思う . 

最後 に 日 頃 御 指導 を 賜 わ っ て いる 早坂 次 長 , 増沢 研 
究 室長 に 感謝 し , 種々 御 援助 を 賜 わ っ て いる 出口 強 氏 
に 感謝 する . 
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要約 - 細い 線 ま た は 和 棒 中 を 伝 ぱ ん する 弾性 波 ( 超 音 波 ) を 利用 し た 遅延 線路 の 直流 パル ス 伝 送 特性 を 解析 し た . 
機械 系 の 電気 的 類推 に よる 等 価 回 路 と 演算 子 法 と を 活用 する こと と に よっ て , 変換 子 が 磁 ひ ずみ 形 , 圧電 ( 電 わ い ) 
形 。 使用 振動 容 角 が た て 波 , ね じ れ 波 の 場合 を 統一 的 に 取扱 うこ と が で きた . を の 結果 任意 の 入力 波形 に 対 する 出力 
波形 を 容易 に 求め る 全 こ と と が 可能 に な り , また フェ ライ ト , チタ バリ 等 高い 電気 機械 変換 能率 を も ちな が ら , 得 ら れる 寸 
法 に 制 限 の ある 材料 を 有効 に 利用 する 変換 子 の 配置 と その 特性 を 求め る と こと が で きた . さら に 遅延 媒質 を 終 続 接続 する 
共に 要求 され る 反射 係数 の 値 , 変換 子 と 遅延 媒質 の 材料 が 異な る 場合 の り リンギ ング の 模様 な ども 明らか に し た . 

付 包 は , ね じ れ 波 を 励 振 す る 磁 ひ ずみ 形 変換 子 の 等 価 回 路 の 導出 法 を 述べ た . 


4. 溢 は い じ が を 
超 音 波 軍 回 路 は 電気 信号 を 変換 子 に よっ て 一 度 弾 


性 波 ( 超 音 波 ) に 変え を , 適当 な 媒質 内 を 一 定 距離 伝 ば 
ん させ た 後に た 再び 変換 子 に よっ て 電気 的 信号 た 直し て 
と り だ す も の で ある . 弾性 波 の 伝 ぽ ん 速度 は 電磁 波 の 


に に に に co ーー A 
* Theory of Ultrasonic Delay Lines for Direct Current Pulse Transmission. By MORIO ONOE, Member 


1 (Institute of Industrial Science, University of Tokyo, Tokyo). [論文 番号 3284] . 
* (C29) : 
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それ に 比べ て 非常 に 遅い か ら 長 大 な 遅延 が 容易 に 得 ら 
れる 特色 が ある . 

超 音 波 補 延 固 路 は その 伝送 する 信 峡 の 形式 に と よっ て 
つぎ の 2 種類 た に 大 別 で きる . 

第 一 は 撮 送 波 を 必要 と する も の で , 伝送 周波 数 帯域 


| 幅 が 広 ぐ と れ 信 号 波 形 の 忠実 な 伝送 が 可能 で ある . とこ 


の 形 の も の は 変換 子 と 運 延 媒質 は それ ぞ れ 別 の 材料 を 
使う も の が 多い . 

第 三 は 直流 パル ス を その ま ょ 印加 で きる も の で , 流 
形 よ り は パル ス の 有無 の 伝送 と 宣 き が お か れる . この 
場合 変換 子 と 騰 延 媒質 の 材料 が 異な る と リン ギン グ が 
生じ ゃ すい の で 同一 材料 を 使用 し , 細い 線 状 ま た は 棒 
状 の も の が 多い . 電子 計算 機 , 交換 機 等 の ディ ジタル 
機器 に 広い 用 途 を 有する 磁 ひ ずみ 形 遅 延 線路 は その よ 
い 例 で ある . 本 論文 で は この 種 の も の を か り に 超 音 波 
遅延 線路 と 呼び , その 直流 パル ス 伝 送 特性 を 論じ る . 

と の 種 の 解析 は これ まで 磁 ひ ずみ ぁ 形 遅延 線路 を 扱っ 
た も の が ある が , か な り 複 雑 で ある 0 の ~⑦.。 と まで は 
等 価 回 路 と 演算 子 法 と を 活用 し て 磁 ひ ずみ 形 の みな ら 


「 ず , 圧電 ( 電 わ い ) 形 を も 含む 統一 的 な 結果 を 見 通し 


よさ 得る ろ る こ と が で きた の», 

2. 等 価 回 路 
図 1 遅延 線路 の 基本 的 な 二 , 三 の 形 を 示す . (a) 
は 磁 わ い 形 で あっ て フェ ライ ト , ニッ ケル 冬 磁 わ い 


特性 を 有する 材料 の 線 に 沿 っ て 所 要 の 間隔 に コイ ル を 
設け た も の で ある . 偏 傘 磁界 を 軸 方 向 に と 加 % れ ば た て 


| 流 を , 円 周 方 向 に 加え れ ば ね じ れ 波 を 励 振 で きる 、 
有 有 や は EMU ン で っ て 正四 材料 の 析 に 図 示 の ょ ろう (kc 電 
有 || 本 を 配 し た も の で ある . 材料 と し て は 厚 味方 向 に 分 極 


9 [| 
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(a) 磁 わ いり 虹 


1 
i ! 
* 


LA 
(b) 左 電 形 


R 


©) 圧電 形 
図 1 超 音 波 遅 延 線 路 の 基本 形 
Fig, 1—A few example of ultrasonic 
delay lines. 


C30) 


し た チタ バリ ある い は 水晶 の X 板 を 使用 すれ ば た て 液 
が 励 振 で きる . (c) も 圧電 形 で 半径 方 向 に 分 極 し た チ 
タバ リ を 使用 し て た て 波 が 励 振 で きる . 

以上 の 例 か ら 明 ら か な よう に , 通常 の 超 音 波 補 延 線 
路 で は 変換 子 と 遅延 媒質 と は 一 体 と な っ て いる . し か 
し コイ ル の 磁場 も し く は 電極 の 電界 の お よど 範囲 は 実 
共 間 題 と し て ある 限界 が あり , また よい 特性 を 得る た 
め に は その 範囲 で きる だ け 局 限 す る よう な 構造 が 要 
求 さ れ て いる . し た が っ て その 箕 囲 を 変換 子 , その 他 
の 部 分 を 遅延 媒質 に 分 け て 考え , それ ぞ れ の 等 価 回 路 
を 求め て 接続 すれ ば , 次 章 に 示す よう に 解析 を 誹 常に 
容易 に 行なう と と が で きる . 

まず 遅 竹 媒質 に つい て 考え る と , と の よう な 長 さ に 
比 し て 断面 積 が 小さ い 線 に 使用 で きる 振動 姿態 と し て 
は た て 波 , ね じ れ 波 , た わろ み 波 (すべ り 波 を 含む ) 等 
が 考え られ る . と の 中 た わろ み 波 は 速度 分 散 が 大 きく , 
変換 子 に も 問題 が あぁ る の で 別に 論ずる と と に し じ し , どこ と 
で は た て 波 と ね じ れ 波 の み 考 える と こと に する . 高 次 次 
態 の し ゃ 断 周波 数 以下 で 使用 すれ ば ね じ れ 波 は 速 度 分 
散 が な く , た て 波 も 断面 積 が 十分 小さ は れ ば 分 散 を ほ は 
と ん ど 無 視 で きる . こと の よう な 場合 媒質 の 特性 は 電気 
的 類推 と よっ て 送電 線路 と 等 価 な こと が よく 知ら れ て 
いる . 表 1 に た に“ 力 - 電 圧 ” の 類推 と よる その 等 価 関 係 
を 示し た . 


っ ぎ K に 変換 子 に つい て 考え る 図 1 (a) の 磁 わ い 
形 に 対し て は た て 波 の 場合 図 2 の 等 価 回 牙 が 与え られ 
て いる いい, ね じ れ 波 の 場 
合 は これ まで 求 ま っ て い 
な か っ た が 付録 1 エ に 示す 


i 


a 
J sin8L 


¥# よう に し て 同じ 形式 の 等 


価 回 路 が 得 ら れる . 両者 
の 定数 は 表 2 に 対比 し , 
また 記号 は 末尾 の 記号 表 
に 示し て ある . と の 際 い 
ずれ る も 信号 磁界 の 強 さ が 
コイ ィ イル 内 で 均一 で , か つっ 


E 
Za 
1 
a 
2 磁 わ い 形 変換 子 等 価 回 路 
Fig. 2—Equivalent circuit 
for magnetostrictive 


transducer. と を 仮定 し て いる . と これ 


コイ ル 外 で は 零 に な る と 


| 
r- 
| 
3 
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表 2 磁 わ い 形 変換 子 対照 表 
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要する の は 変成 比 が 周波 数 特性 を も つよ うに な る こと 
と が 多い と こと で ある . と これ に 反し て 上 記 の 仮定 の 下 


8 流 ね じ れ 波 
A OC 
Bz Hs 
変成 比 ? eILANIL —erANIL 
表 3 圧電 形 変 換 子 対照 表 
た て 流 ね れれ < 凌 
TS Nd RO 
変成 比 ? epAlh exAlhk 
は 外部 に 高 導 磁 率 の 継 鉄 > etan 
を 付 し た 場合 の 近似 に な 
っ こい る 
また 図 1 (b) の 圧電 形 
選対 し て は 図 3 の 等 価 回 
路 が 求め られ て お り の, 
(c) に 対し て も 肉 厚 が 十 EE 
半 畠 李 打 ば 全く 同 で 回 机 計上 邊 や 客 等 全 四 
が 使用 で きる . 両者 の 定 for piezoelectric 
数 は 表 3 に 対比 し て ある . aors 


と の 際 も 信号 電界 が 電極 下 で 均一 な と と を 仮定 し て 
いる . 

磁 わ い 形 で は 外部 磁気 回 路 , 偏 代 磁 界 等 を , また 圧 
電 形 で は 電極 の 形状 , 分 極 , 材料 の 切断 方 位 等 を 適当 
た する と と に よっ て いろ いろ な 形式 の 変換 子 が 得 ら れ 
る . と の よう な 場合 , ある い は 上 記 の 仮定 が 満足 され 
な い 場 合 で も 一 般 に 等 価 回 路 の 形式 は 変わ ら ず , 変成 
比 に 適当 な 補正 を ほど と こせ ば よい . た ヾ この 際 注 意 を 


| (a) 磁 ひ ずみ 形 29 


ーー——D ——-= 


EE (b) 圧電 形 aE 


eeF 図 4 全体 の 等 価 回 路 
Fig. 4—Overall equivalent circuit for delay line . 


で は 変成 比 は 周波 数 特性 を も た な い . 

以上 の 結果 を 総合 し て 図 1() の 磁 わ い 形 に 対し 
て 図 4(a, また 図 1 (も ) , ce) の 圧電 形 に 対し て 図 4 
(b) の 等 価 回 路 を 得る . 


3. 伝 送 特 性 


遅延 線路 の 伝送 特性 を 概観 する に は 図 4 の 等 価 回 
路 に 基づい て 磁 わ い 形 に 対し て は 出力 開放 伝達 イン 
ピー ダン ス (Zzo), 圧電 形 に 対し て は 出力 短 路 伝達 
アァ ミド タン ス (3 ヶ :) を 求め あれ ば 十分 な が こと が 

い . と れ は 磁 わ い 形 に 対し て は 定 電流 駆動 し た 際 の 開 
放出 力 , 圧電 形 に 対し て は 定 電 圧 駆 動 し た 際 の 短絡 電 
流 を 与え る こと に な る . 電源 過 よ び 終 端 イ ン ピ ー ダ ン 
ス の 影響 に つい て は 後述 する : 

実際 に は 変成 比 ほ あぁ ま り 大 きく な く , また 線路 に 若 
王 の 損失 も ある か ら 図 4 に お いて 変換 子 の 機械 端子 
(2-2′ ある い は 3-3') か ら 線 路側 を みこ ん だ そ イン ピ 
ー ダ ンス は 線路 の 特性 イン ピー ダン ス に 等 し いと みて 
よく , と れ に よっ て 計算 は 非常 た 簡単 に な る . 以下 変 
換 子 の 種々 の 配置 に 対し て 特性 を 解析 し よう . 


図 5 両端 に 無 反射 端 を 有する 遅延 線路 
Fig. 5—Delay linew ith non-reflecting 
terminations at both ends. 


(A) 図 5 の よう に 両端 を 無 反 射 端 と に し た も っ と 
も 普通 の 形式 の 遅延 線路 の 特性 を 求め て みる . (圧電 
形 で は コイ ル の 位置 に 電極 が ある と 考え れ ば よい か ら 
以下 いち いち 図示 し な い .) と の 場合 図 4 に 記 い て 変 
換 子 の 機械 端子 1-1′ および 4-4′ に も 線路 の 特性 イ 
シン ピ ー ダ ンス が つなが る こと に な る . し じ し た が っ て 

ck Cosi8 Ll WN 

Zro= Yrs= 2 exp(7 8 LD) exp( & で 

求め た い の は パル ス 特 性 で ある か ら ラ プラ ス 演 算 子 
(= の @) を 使用 し て 演算 子 表 現 を 求め あれ ば つぎ の ご ど 


と く な る . (付録 工 参 照 ) 
Zro= Yrs=D[1—2exp(—£T) 
exp( ニ 2 クタ) 月 ② 
a 


d= exp(—¢ D) exp( - | 0 


ーー 王 (コイ ル ま た は 電極 長 の 伝 ば ん 時 間 ) 


ml] 
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式 ①),(2) は 一 見 次 元 が 矛盾 し て いる よう だ が , 実 
は ? の 次 元 が 磁 わ い 形 と 圧電 形 で 異な る こと に 注意 
され た い . ? の 第 1 項 は 材料 定数 と コイ ル ま た は 電極 
の 構造 で 定まり , 既 述 の 仮定 の 下 で は 周波 数 特性 を 有 
し な い が , 実際 は 高周波 で いち じ る し く 減 少し パル ス 
| を な ま ら せる . 第 2 項 は 線路 の 減 論 で これ も 実際 は 高 
周波 は どい ち じ る し い . 第 3 項 は 演算 子 法 の 変 時 定理 
か ら 明 か な よう に 有 D/V すなわち 両 コ イル 間 の 伝 ば ぱ 
ん 時 間 に 相 当 す る 本 来 の 遅延 を 表わす ・ 

式 (② の じじ J 内 は 1 個 の 入力 パル ス に 対し て 間隔 
な る 3 個 の 出力 パル ス が 生じ , その 形 は 入力 パル ス 
放 と 柱 似 で か っ 第 1 と 第 3 は 
振幅 ・ 和 極性 と も に 等 し く , 
第 2 は 極性 が 反対 で 振幅 が 
2 倍 に な る と と を 示し て い 
る 。 し た が っ て 任意 の 入力 
主 に 対す る 出力 が た だ ち に 求 
請 まる . た と えば 図 6(a) の 図 6 入力 お ょ び 出 力 波形 
凍 衣 計 誠 2 則 " 7 な る 入力 パル 
‘0 ス に 対し て は (b) の よう な line shown in Fig. 5. 
部 出力 が 得 ら れる .・ 出力 ペル (pulse width=7T). 

.E 」 ス の いずれ か を ゲ へ 

幸 ー ト し て 取出 すこ と へ お 
お EE 
グ ・ パ ルス の 伝送 
放 る も 原理 的 に は 可能 一 上 
| で ぁ る . 入 カ ペル 

| 有 | ス 幅 が 7 以下 で 
半 も 同様 で ある . 
| 図 7@ の ょ うぅ 
lc パル ス 幅 が 7 


(b) 出 カ 


2 


\- 


で 


et (b) 
ut 


| 
| 
t 
t 
t 
k 
i 
t 
t 
t 
Lt 
I 
| 


1 ct 7 入力 お ょ よび 出力 波形 
_ を こと える と , 3 個 Fig. 7—Input and output wave 
EE の 出力 パル ス は forms of the delay line 
shown in Fig. 5. (pulse 
(by の よう に 互い width>T). 


に 電 な る 部 分 を 生じ る が , その 代数 和 を と れ ば (c) の 
: 脱 oi 以上 の 結果 は も ちろ ん 従 


。 つっき ぎ に 由 +。 くり か えた し 周期 の 9X 
と する 場合 , Ri 舞 加 る しさ も まけ る な 


陸 \ 


有 有 っ に は っ き の 条 件 が 必要 で ある .、 
ト 菩 i r (nT+ Fs) (4) 
[NET ! PFAUERM, #2 UONR 


で で; 
i 
a 
式 (4 〇 の は アナ ログ 
条件 で も ある . 
出力 パル ス の 有無 の み を 問題 と する ディ ジタル 機器 
の 応用 で は 出力 の 第 2 パル ス に スラ イス を か ける の が 
普通 で ある か ら , それ 以外 の パル ス は 宣 な る と と を ゆ 
る せ ば , つぎ の くり か を し 周期 が 使用 で きる . 
r=T+t, tT (5) 
磁 わ い 形 で 普通 最小 くり か え し 周期 と いう の は 式 
(5) に だ いて r= すなわち て =2 7 を さして いる ・. 
(B) 図 8(a) の よう に 一 方 の 端 の 無 反射 端 を 省 い 
て 自由 に し, そこ と に コイ ル ま た は 電極 を 設け た 場合 は 
図 4 の 等 価 回 路 で 機械 端子 1-1′ を 短絡 し た と と に 相 
当 す る . し た が っ て 式 (2) の 代わ り に 次 式 を うる . 
Zro= Yrs= の [1—3exp(—£T) 
+3exp(—2%2T)-exp(—3%T)] (6) 


・ パ ルス の 伝送 に対する 無 漏 話 の 


図 8 自由 端 に 変換 子 が ある 遅延 線 
路 と その 入力 お よび 出力 波形 
Fig. 8—Delay line with a trans- 
ducer at a free end and 
a non-reflecting termi- 
nation at the other end 
and its input and out- 
put wave forms. 


すなわち 1 個 の 入力 パル ス に 対し て 間隔 7 な る 4 個 
の 出力 パル ス を 生じ る 、 た と えば 幅 7 な る 入力 ペル 
ス に 対し て は 図 8(b) の よ ょ うな 出力 波形 を 生じ , 出力 
失 頭 値 は (A) の 場合 の 1.5 倍 に な る . 入力 ペル ス 凡 
が 7 を と える 場合 は 図 7 と 同様 に し て 出力 が 求 ま 
る . くり か ええ し 周期 は 37 な ら 安 全 だ が , 27 で も 
使用 で きる . な お 無 反 射 端 を 省 い た た に も か は わら ず 寄 
生 ペ パル ス が 発生 し な いと と に 注目 すべ き で ある . 

(©) 図 9 (a) の よう に 両端 の 無 反 射 端 を 省 い て そ 
と に コイ ル ま た は 電極 を 設け た 場合 は , 図 4 に お いて 
機械 端子 1-1′ お よび 4-4' を 短絡 し た と と に 相当 す 
る . し た が っ て 式 (2) の 代わ り に 次 式 を うる . 

' Zro= Yrs 

‘= の [1-4exp(—2T)+6exp(-2%7 ) 

ー4exp(-3 ヵ TT)+ exp(-4 ヵ 2T)] (?⑦) 


- 


| 


すなわち 1 個 の 入力 パル ス に 対し て 間隔 也 な る 5 信 
(32 ) 
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に 接続 し て や れ ば よい . と の 際 接 続 点 に お は る 主 ペ パル 
ス の 朋 過 損 と 反射 に よる 寄生 パル ス の 発生 に 留意 し な 

けれ ば な ら な い . 以下 両端 に 無 反 射 喘 が ある 場合 を 考 
か < 
接続 点 が ー か 所 の 場合 は 無 反 射 端 が 規格 を 満足 し て 
いる 限り , 反射 パル ス は 出力 に あら われ な い . し た が 
っ て 遥 財 損 の み 考 えれ ば よい か ら , 接着 に 対す る 要求 
図 9 。 布 自由 端 に 変換 子 が ある 遅延 線路 と は きび し く な い 、 接続 点 が 複数 個 あ る 場合 は 寄生 パル 


; 
X 


その 入力 お よび 出力 波形 A : 
Fig. 9—Delay line with transducers at both free さか 番 問 題 に な る . と の 際 最 大 の 寄生 パ ルス は 接着 こ 3 a 


1 

’ ends and its input and output wave forms. 面 で の 反射 を 2 回 経た も の で ある か ら , SIN 比 を 2 放す 
語 = の 出力 パル ス を 生じ る . た と を ば 幅 7 な る 入力 パル dB と る た め に は 反 仙 係数 は 0.3 以 下 で な けれ ば な ら な 
ス に 対し て 図 9 (b) の 出力 波形 を 生じ , 出力 失 頭 値 は い . フェ ライ ト を アァ アラル ダイ ト で つき 谷 わせ 接着 を 行 。 
誠 で A) の 場合 の 3 人 悦 に な る . 入 罰 ペ パル ス 幅 が 7 を と な っ た 経験 で は 0.1 程 度 の 反射 係数 は 容易 に 得 ら れ た ・」 8 
そる 場合 は 図 7 と 同様 に し て 出力 が 求まる . くり か を 途中 で タッ プ を と る 必要 が な い 場 合図 10 の どど 
放し 周期 は 37 で ょ い . 

放 。 (⑤),(C) の ょ うな 変換 子 の 配置 は , フエ ライト, チ 


* 


pe 
* 


人 金 語 線 J A Ep て 


ライ トチ タス 


| > バリ 等 の ょ うに 製造 上 一 本 の 長 さ に 制限 が ある 場 図 10 中 間 に 整 合 し た 金属 線 を 使っ た 遅延 線路 
Fig. 10—Dela ne wi ched center portio 
了 合 。 その 長 さ を 無 反 基 に 空 費 する と と な く 有 効 に 和 es me 0 


た だ ( 〇 o) の 場合 は 病 吉 で 作 人 反 針 す る いわ ゆめ る 3 高い 交換 素 と 金属 線 の 低い 減 次 定数 Os 


有 | 僅 叶 間 の 寄生 パル ス が 大 きく な る の で , これ を お さえ 竹馬 よび 任意 の 運 邦 時 間 が 達成 で きる 、 挟 貞 人 放 
| る 必要 が ある 場合 は 図 9(a) に 示し た よう に , 中 央 部 


に 損失 を 加え % て や れ ば ょ よい. と の 損失 を 10 dB と すれ 
ば 挿入 損失 は (A) の 場合 と ほな で 等 し く な る が , 3 倍 べ 拉 科 護 交 下 作 る の は な な る 
請 ] 思 の 夫 生 ペル ス に 対し て は 20dB の SIN 比 が 得 ら ととろ 0.3 程 度 の 値 が 得 ら れ て いる 。 」 
れる . も し と の よう な 整合 が 容易 に 得 ら れる な ら 3 
cg 2 つぎ に 電圧 Ein, 内 部 ご 4 ピー ダン ス Zja な る 電源 の ご ど と く 変換 子 を 鉛 立 さ せ て も 差し つか を な い 、 


翌 で 要 動 し た と き , 終端 イン ピー ダン ス 2Zout に 表 わ れ る は 変換 子 と 運 延 尋 質 が 判然 と 別れ て お り 。 0 
8 出力 電圧 Eous を 求め て みよ う . 変換 子 の 入力 , 出力 


CR ン ピ ー ダ ンス は 変成 比 が あま り 大 きく な い 限 り Za a ES 
と ろ な し て よい . し た が っ て 磁 わ い 形 に 対し て は 


する 要求 は 上 記 と 同じ で ある が , と の 場合 は 暴 種村 
の 断面 を 調整 し て 特性 イン ピー ー ダ ジス を 股 千 き 


金属 如 


層 
a 
pe 


フェ ライ ト ・ RR 


図 11 金属 線 に 束 合 し た 変換 子 を 使用 し た 層 ) 


3 / 8 — e consisting of meta 

4 Eu- (Zin+ Za) (Lat Zour ‘* , - 0 OR te 0 8 , 、 

培 圧電 形 に 対し て は が は 鬼 送 波 を 使用 する 運 和 回路 と 同じ に な る , と 
i i A NR リン ギ ング の 原因 に な る 

. tt [ in ou 

消 * TS- i \ 


@ の 代わ り に 次 式 を 得る . 


4 
0 Et 


0 


kK i 0 3 
ere Zr は 式 ② の 右辺 GR 
^ AS AEA 


の Er i 
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Zre = a A 


・{(k 一 1)+2k ア + (EID exp(-HET) | 


(11) 

羽 6 (a) と 同じ 入力 を 加 % た 場合 の 出力 波形 を 種々 
の 反射 係数 に つい て 求 A 
め た も の が 図 12 で あ 
る . 

変換 子 の 配置 を 前 節 
の (⑤⑮)(C) の ょ うに し 
た 場合 も 同様 の 解析 が 
可能 で ある が , こま で 
は 省略 する . 


5. 結 言 


} 

| 等 価 回 路 と 演算 子 法 
| を 活用 し て 超 音 波 運 延 
E 


re0) 


Cr-0O; 


| 析 路 の 直流 パル ス 伝 送 
有 有 笛 任 の 解析 を 行なっ 
| た . 変換 子 が 磁 わ い 
形 , 圧電 ( 電 わ い ) 形 , 
使用 振動 姿態 が た て 
波 , ね じ れ 波 の 場合 を 
| 統一 的 に 扱い , 任意 の 
| 入力 波形 に 対す る 出力 
波形 を 容易 た 求め る と こと が で きる よう に し た . また フ 
ェ エラ イト, チタ バリ 等 得 ら れる 寸法 に 制限 が ある 材料 
を 有効 に 利用 する 変換 子 の 配置 と その 特性 を 求め る と 
と が で きた . 
さら に 遅 衝 媒 質 を 縦 続 接続 する 際 に 要求 され る 反射 
係数 の 値 , 変換 子 と 遅 途 媒質 の 材料 が 異な る 場合 の リ 
有 有 > ギン グ の 模様 な ども 明らか に し た . 
及 】 以上 の 解析 は っ フェライト を 使用 し た 遅延 線路 の 実験 結 
| 有 時 を よく 説明 で きた ふ . 圧電 ( 電 わ い ) 形 お よび 入出 力 
有 | 問 の 直接 結合 を 極度 に 抑え た 磁 わ い , 圧電 併用 形 に つ 
放 いて る も 現在 実 験 を 進め て いる の で 追っ て 報告 し た い . 


有 有 に 箇所 WW を 賜 わ る 高木 兄 教 授 に 厚く 感 講 申し 上 げ 
計 


r=-03 


i 


図 12 。 不 整 合 に よる リン ギン グダグダ 

Fig. 12—Ringing wave forms 
caused by mismatch 
between transducers 
and delay medium. 
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記 号 

A 断面 積 4 族 位 

Bz 磁束 密度 4 計 3: ュ 

D コイ ル ま た は 電極 gk と : た て 波 ) 
の 間 陣 S: ね じ れ 波 

Dx 電気 変位 Ys。 ヤン グ 補 

3 変換 定数 Yzs 出力 短絡 伝達 アド ミ 

Ex 電界 タン ス 

G 剛性 率 Z。 特性 イン ピー ダン ス 

妃 z 磁界 Zz。 _ 出力 開放 伝達 イン ビ 

J ァ z _ 軸 慣性 能率 ー ダ ンス 

志 コイ ル ま た は 電極 « 減衰 定数 
の 軸 長 F 人伝 ば ん 定数 

M トルク € 誘電 率 

NN コイル の 巻数 FE 導 磁 率 

» ラプ ラス 演算 子 2 密度 

Szz ひずみ 6 "2 放 セ れ 放 

t 時 間 ? 変成 比 

Tzz ひずみ 力 @ 角 周 波数 

PA EY 


付録 エ ね じ れ 変 換 了 その 等 価 回 路 
図 A の ごと も ね し じ れ 波 の みみ 


を 考え る と 各 変 位 成分 
て よい . 
8 us 
図 A 磁 わ い 形 ね じ れ 変換 子 ーs デ YR 
Fig. A—ーMagnetostrictive 
torsional transducer. (Al) 


し た が っ て 運動 方 程 式 4 や と し て は xe。 に 関す る 次 
式 の み ふみ 残る. 
= < 
ps 3 ue us 
rr rr + 


Tez 


A 2) 
こい に G は 池 性 率 で ある . 表 2 の 基本 式 の 第 1 式 
か ら 


3 < Hsz 
FZ z= GZ Sz 0 


信号 磁界 は 方 向 に 関し 均一 で ある と と を 仮定 し て 
いる か ら 第 2 項 は 消え を る 。、 と れ に 対し て 偏 傘 磁 界 は 中 
心 に 通し た 電流 に よる も の と すれ ば , な で ヶ に 逆 比例 
し て 減少 する . 上 記 基 本 式 に お いて 変換 定数 を er/r 
の 形 に し た も の は その た めで あぁ ある. 式 (A⑭3) を 式 


[can errr to unamemans, 弾性 的 な 


項 の みた な っ て , 周知 の ね じ れ 振 動 の 微分 方 程 式 た 帰 
着 す る . 変数 分 離 法 に よっ て し ゃ 断 周波 数 の な い 最 低 
次 の 解 を 求め あれ ば つぎ の 形 た に な る ⑭ ろ , 
ue=7 0=r(C, sin 8Z+C,cos AZ)exp(j ot 
AY 

と いひ い に C,,C。 は 任意 定数 , 々 は ZZ 方 向 へ の 伝 ば ん 定 
数 で 次 式 で を え られる. 

B=o vplG=o®/V。, CA5) 
以下 必要 な い 限 り exp(jo め は 略す こと に する . 
。 一 方 トル ク MM は 定義 に より モー メン ト を 全 断 面 に 
わた っ て 積分 すれ ば 求まる . 表 2 の 基本 式 の 第 1 式 に 
式 (A わ の を 代入 し て 積分 すれ ば 次 式 を 得る . 


M= [2 Tr Tezr’‘dr 
» 
=CGF; ALAC cos BZ=C,sin AZ) 


—erAHs; (A 6) 


ブッ ー(a' 一 が) 2Z 軸 條 性 能 冊 法 
4ー=x(2?ー が ) 呆 面 穫 
生生 8 科 8 給 軸 の 夫 区 条 作 すけ す な わ も な 
換 子 両端 に お ける トル ク M (電圧 に 相当 ), ね じ れ 角 


速度 6 (電流 に 相当 ) を 与え そる こと に よっ て 定まる . 


すなわち 境界 条件 


EM sri 
RE PE 6 
\ , RN 0 


a 


第 44 巻 1 号 


NA lz 
=7 の wa に +70g4NAR; 


~L1/2 TFT 
レー 


(6,+6,)+jouNAH, A10) 

OC vs 0 
わた っ て 積分 し た も の は コイ ル の ァ ン ペア ァ タ ー en 4 
し い , の 


A 


0 ea 


式 (A 1 を 式 (A 9) , CA 10) た 代入 し て ま と め る と 0 


| 
EE Z。 Z。 、 0 
MM; jtangL jsingL 8 a 

る Z | 

0 0 IN A a 

et jsingp 有 lh sj ta | Pe ルル 

£ 3 0 Za I ; 

: (A12) cy 

EN NAG I TES DA 


式 CA 12) は 図 2 の 回 脱 方 程 式 に 他 な ら な い 。」 
で 等 価 回 路 の 導出 は 終っ た が , と で 均一 信号 
仮定 に つい 育 引 立 生 高史 これ は も ち 2 
化し た 仮定 で あっ て , と れ と 対立 する の は 無 
束 の 仮定 (8 Bz/9 Z=0) で あぁ る. 現実 は 面 者 の 
に ある で あろ う が , すく な く と も 遅延 線路 に 
り は 前 者 の 方 が より 合理 的 で ある と 思わ れ 2 
ら ば 進行 し て きた パル ス が コイ ル の 端 に 達 
無 漏 えい 磁束 の 仮定 で は その 磁束 が 全巻 線 
と と に な っ て し まう か ら で あ る . Ry 

無 淵 え い 磯 東 の 仮定 を 用 いて た て 波 の 場 
路 を 求め た 例 が 最近 の Katz の 本 に ある 4- 


eb. この 等 価 回 路 は 図 B の ど と く 
i た と えば 図 4 ! 
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いで その 部 分 を 通過 し て い 
く と 考え る の が 自然 で あろ 
う . 図 2 の 等 価 回 路 は た し 
か に その 性 質 を 具 % え て いる 
が , 図 B の 等 価 回 鷺 を 用 い 


[の ! | 


た の で は そう な ら た ない. 
付録 英 式 (1),(2) 隊 B 無 漏えい 磁界 の 仮定 に 
の 誘導 ょ る 等 価 回 路 


Fig. B—Equivalent circuit 
for magnetostrictive 
transducer. (No leak- 
age flux assumed.) 


放 図 4⑦ う に だ いて 端子 1- 
半 計 1 2-2′ に つなが る 線路 
‘ の イン ピー ダン ス は いずれ も Z。 と みな し た か ら 入 力 
電流 了 に 対す る 端子 2-2” に お ける 電流 zz は 次 式 で 与 


| えら ts. 
3 =g 1/2 Z' (A14) 
で の BL 
CE ご 2 (2.+3 Ztan ) 
区 
= ニー ーーー: テー 1 
=exp(—; 8D) ie 


語 菩 つぎ に 端子 3-3' に お いて 左 を みた イン ピー ダン ス 
請 は さそ に はり 2Z。 で ぁ り , また 変換 子 の 代わ り に Z。 な る 
請 イン ピー ダン ス を つない だ と き の 出 力 電圧 は 送電 線路 
放 の 理論 か ら 明 ら か な よう に 22Z。exp( 一 ¢ーj の D で あぁ 
記 る 還 - テ ブナ ン の 定理 を 逆 に 使え ば , 端子 3-3′ から 


a ) 


8 . ( 山 課 大 学 工学 部 ) 


誤 店 ペ 任 | 后 
志和 と 直行 に 無 損 失 活 電 価 板 が 装荷 さ れ た 方 形 導 流 
CE oN Pt, FG 


: 志 * RR for the Rectangular Waveguide Loaded 
. with a Slab having an Arbitrary Admittance. By 
TETSURO IsHIDA, Member (Faculty of Engineer- 
3 Bt Yamanashi University, Kofu) and ‘YasUTO 
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左 は 内 部 イン ピー ダン ス 2Z。, 開放 電圧 は 上 記 の 2 倍 の 
等 価 電 源 と 考え て よい : と これ に より 出力 変成 器 を 流れ 
る 電流 7 は 丁度 式 (A 1 の 場合 の 相反 た な る か ら 


Lt 2.Z54, exp(—¢—j DD Zr v 
I np CA 
式 (A140,(A16) か ら 

za 2 飲 tg DR 


と れ に (A 15) を 代入 すれ ば 式 (1) に な る , また ラプ 
ラス 演算 子 を 使っ て (8= 尋 V) と だ け ば , 式 ② を 
得る . 
式 (6) ,(⑦) も 同じ ょ うな 考え 方 で 導出 で きる . 
文 献 
(A-1) た と えば W.P. Mason : “Piezoelectric crystal 
and their application to ultrasonics’”’, D. Van 
Nostrand Co. p 489, (1950). 
(A-2) た と えば A.E.H. Love : ‘Mathematical theory 
of elasticity’”’, Cambridge Univ. Press, 4 th ed. 
p 287, (1927). 
(A-3) H.W. Katz: ‘Solid state magnetic and 
dielectric devices”’, John Wiley and Sons, 
Inc. p 112, (1959). 
(A-4 め ) 上 掲 書 に だ いて 式 (A-13) すなわち 式 (3.119) に 
対応 する 等 価 回 路 と し て 図 2 と 同形 の も の を Fig. 
3.13 と し て 示し て ある が , これ は 誤り で ある . 
(昭和 35 年 6 月 2 日 受付 , 8 月 13 日 再 受付 ) 
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ミタ ンス 板 で 装荷 され た 方 形 導 波 管 の 固有 値 * 
正 員 石田 哲朗 正 員 虫 明 康 人 


(東北 大 学 工学 部 ) 


要 方 形 導 波 管内 で 電界 と 平行 に 抵抗 板 が 装 休 さ れ た と き の 、 電磁 界 分 布 た な ら び に 伝 ば ん 特性 の 一 般 的 な 解 は 従来 
有人 千 ら れ て いな い . 本 論文 で は , 任意 アド ミタ ンス 板 で 装荷 され た 導 波 管 の 特性 方 程 式 の 解析 が 行なわ れ , その 敷 値 計算 
NE tdi My 
有 | 導 波 管 の 固有 値 を 一 般 的 に 求め る と と が で き , し た が っ て また 管内 の 界 分 布 お よび 伝 ば ん 特性 も 得 ら れる と と に な る . 


これ ら の 図表 を 使う と 装荷 


の ある 抵抗 板 で 装荷 され た と き の 一 般 的 な 解 も 見 あ た 
ら な い . 穫 者 等 は 、 先 に 管内 の 任意 点 で 任意 アド ミタ 
ンス の 平板 が 電界 と 平行 に 装 硝 され た 導 波 管 の 一 般 式 
を 求め 、 か つつ 損失 が な い 場 合 に つい て 数 値 計算 を 行 な 
い , 電磁 界 分 布 な ら び に 伝 ば ん 特性 の 万 能 解 を 示し 
た や. しかし, 板 が 損失 を 有する と き に は 固有 値 が 複 
素数 と な る た めそ の 取扱 い が 困 難 と な り , 損失 の 小さ 
い 場 合 や を 除い て は まだ 解 が 得 ら れ て いな か っ た . 5 
今回 , 特性 方 程 式 の 解析 を 行ない , か つ 負 荷 の 大 き 
さそ の 他 が 任意 の と き の 特 性 方 程 式 の 数 値 計 算 結果 を 
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板 装 荷 導 波 管 の 固有 値 を 求め る 万 能 図 と し て 示し た . 
これ ら の 固有 値 図表 お よび 解析 に より, 固有 値 し た が 
っ て 固有 モー ド の 負荷 と よる 変化 が 明らか に な り , ま 
た こと れ ら 一 較 の 図表 は 板 装 荷 導 波 管 の 伝 ば ん 特性 お よ 
が ぶ 界 分 布 を 求め る 上 に 有用 で ある . 


こす 角 


図 1 ユ た 示す 板 装荷 導 波 管 の 負荷 と 固有 値 と の 関係 を 
示す 特性 方 程 式 は 
hb*sin hb 


ーー=-/ oY 
sin hb sin A1 — 人 
hy=€+j7 (2) 
Re ERB (3) 


RE 7 < 
に ム ,: 固有 値 , Y: 
負荷 を その 上 下端 か ら 
見 た と き の 還 方 向 単位 
長 あ た り の アァ アドミ タン 
ス で あぁ ある. この 特性 方 
程 式 は 複素 数 の 超越 方 図 1 板 装荷 導 波 管 断 面 
Oc lo a 
式 を 6 お よび 7?6 slab: 

つい て 解く の は 困難 で あり, また 固有 値 ん 4。 は 負荷 
の 多 価 関 数 で ある た め , 与え そら れ た 一 つの 負荷 条件 
に 対し て 無数 の 固有 値 が 得 ら れる . 

管 壁 から 負 荷 ま で の 距離 d=0.25 の と き , お 
よび ヵ 6 々 を パ 
し 
て 式 (1) の 数 
値 計算 を 行 な 
っ た 結果 を 図 
2 に 示す . とこ 
れ は 任意 の 寸 
法 ga, る の 必 波 
管 の 管 壁 か ら 


b=0:25 の 

点 に 任意 アド 図 2 d=0.25 に お ける 負荷 と 
3 固有 値 と の 関係 

2 の Fig. 2—Relation between eigenvalue and 
負荷 を 装荷 load admittance for d/b=0.25. 


し , 任意 の 角 周 波数 @ で 励 振 し た と き , 板 装荷 導 波 
和合 の 回 有 値 な を た 5ー6 め +76 の 形 で 求め る 万 能 
回 で ある 負荷 の 大 き さ G,8B が 与え られ る と , 教 値 
計算 され た 図 の 範囲 で は 2 白 の で めん 7 め , た と えば 


> wkoabG 


olLoabG=3, ouneabB=7 な ら ば , と これ に 対応 る 点 P 
か ら 二 つの 固有 値 ん, め 倒 2.10+』2.77 お よび た 2 め 芋 
5.13+j70.35 が 得 ら れ , こと これら は 管内 た 存在 する 三 っ 
の 固有 モー ド を 示す . 数 値 計算 は 行なわ れ て いな い が 
管内 に は さら に 無数 の 高 次 モー ド が 存在 可能 な こと は 
いう まで も る ない. 
式 (① は 

sin hyb sin hb (1 so 
と し て 方 程 式 を 整理 し て 得 ら れ た も の で あっ て , と の 
条件 が 満足 され な いと き は , 式 ) を 原形 

hbsin h,h= —j onusab Y 


“Sin hb sin hl1-2) (4) 
に も どき な けれ ば ば ならない. と これ は 
dlb= mln (m,n: 正 整 数 ) 


で あぁ れ ば , 負荷 の 大 き さ に 無関係 た 常に 満足 され て い 
る こと と が わか る . すなわち , 図 2 に 示さ れる よう な 負 


荷 と よっ て 変化 する 固有 値 の ほか に 
ま 
Ti (5) 
で 表わさ れる 固有 値 が 負 花 


の 大 き さ い か ん に か くす わら 
ず 存 在 す る わけ で ある ・ 帳 
例 の db=0.25 で は hb= 
4mz(m 1,2,83…) な る 
周 有 値 が 得 ら れ , た と を ば 


図 3 Eu モー ド の 電界 
零 の 点 で 装荷 され た 
導 波 管 

Fig. 3—Waveguide loaded 
at null position of 
electric field for 


で あり , と これ は 図 3 の ご ど と 
く TE モード の 電界 雰 の 
点 で 装荷 され た 場合 た 相当 
LE る: 


3. 固有 値 図 表 


以上 の 説明 の よう な 数 多く の 固有 値 が 得 ら れる が , 


な わ ち 固有 値 4 み 42 を 求め る の は , 図 が 複雑 と な る た 


めき ね わ め て 需 雑 で ある : 図 で 明らか な よう に , 6 が 
0 か ら 約 4.7 の 間 で すべ て の G, 5 を 表わし て いる . 
2 が 約 4.7 か ら 約 8.7 の 間 に つ いて も 同様 で ある ・ 
すなわち 点 Q: が 分 岐 点 と な っ て いる と と が わか る の 
で 放 ご どの よう な 分 岐 点 CO QD 76 が 
大 きく な る 方 向 に きど ム = 一 定 の 線 た 沿っ て 切断 線 を 入 
れる と , 婦 の 変 域 は 図 4 の ど ご と く 別 々 に 分 か れる . 


(37) 


m=1 を と れ ば hb=4z 
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そし て 図 の 岐 各 hhh EA Fr hb) fChy DD)} 
CO F “Chysb) 

( ヵ ) ,… 等 の 上 で CC)) 
は 負荷 と 固有 値 が 得 ら れる . すなわち , 式 (6⑥) か ら 求 め ら れる よう な 
と が それ ぞ れ 1 点 2 の 近傍 で は 一 般 に 2 枚 の リー マン 面 に 分 か れ て で て 
対 1 の 関係 に あ 図 4 団 有 値 4。 の 変 いる こと と が わか る ・ 

J 岐 帯 (n) は Fig. 4—Domain of eigenvalue hy \ 

4 

板 装荷 導 波 管 の 急 解 

ヵ ? 番目 の 固有 そ モ 負荷 条件 か ら 固 有 値 を 求め る る た め に は 一 般 に 上 述 の 
ー ド に 対応 す 方 法 に よら な けれ ば な ら な い が , 多数 の モー ド を 求め 
る 。 し た が っ て る の は 数 値 計算 が 容易 で は な い . そこ と で 数 値 計算 を 容 
YY の あぁ る 一 つの 易 な らし め て 負荷 と 固有 値 と の 関係 を さら に 明らか に 
- 値 に 対す る 数 多 する た め , つぎ の よう な 近似 な で きる 二 , 三 の 場 合 選 

Rc 
生還 有 信 を 知代 て 陸 味 を 行なう 
る に は, 図 4 に many eigenvalues. 4.1 €5 お よび ヵ ゃ 5 が と も に 十分 に 小さ い 場 合 


| 対応 し て 図 5 の よう な リー マン 面 を 考え る と 便利 で あ 


る . こと の 場合 リー マン 面 の 数 は 無数 に と ある: この よう 
に し て 図 2 を 2 枚 の リー マン 面 に 分 ける と 付図 3.1 お 
ま び 付図 3.2 の 固有 値 図 表 が 得 ら れる . db=0.1, 
0.2,0.3, 0.4, 0.5 に 対す る 固有 値 図 表 を 付図 1.1~ 
212,4.1~6.2 に 示す -・ 


図 2 る か ら わ か る よう に , 分 岐 点 に お いて は さき 6, 


76 を 変え て も o@zoabG おぉ よび @zcabB は と も に 変化 


展 ない: じ た が っ て 式 (1) を 微分 し て 
fP'(hsb) =0 (6) 


半 、 と な だけ ば 


sin hh*sin hyb esin hl1- る ) 


ーー ヘー 
sin'h be + in hy,b・sin h A ー 2) 
OO) 


で 人 2 倒 所 ち えら れる 特に 26=0.5 の と き の 分岐 
) 点 は 


hyb=sin hb (8) 


か ら 求 め ら れる . 


な お , この よう に し て 求め られ た 分 岐 点 Q に お け 


| 2 固有値 を ん の , その 近傍 に ぉ ける 値 を ん ん, これら 
放 に 対す る アド ミタ ンス を (た yb), (hb ム ) と し て テー 
ラ 展 開 す れ ば 

Df +f hb) Ch hyD) + 


| と な る 42 は ね 2 に どく 近い 値 で も る か ら 3 乗 以 
上 の 項 を 無視 すれ ば , が (の きき 0 な ら 


で 6 ぐる 1, 76 る 1 な ら ば , 式 ① より 


0=ok,abG | 
3 の | “4 
b b 


が 得 ら れる . すなわち , 負荷 の 損失 が 無視 で きる ほな ほど 
小さ く ,~ し か も 負荷 の サ セ プ タン ス 分 選 装荷 され 
た 位置 6 と 式 (10) の 関係 に ある 特別 の 場合 に は , 
固有 値 の 実数 部 償 よ び 虚 数 部 は と も に 1 に 比 し て きわ 
あめ て 小さ く , 第 1 の モー ド の 固有 値 は ほな ヾ 零 で ある . 
た と えき ば 図 2 の 点 RR は これ を 示し て いる ・- 

4.2 €56 また は ゃ 6 だ けが 十分 に 小さ い 場 合 

(a) 76 ぐ 1 の 場合 

76 ぐさ 1 の 条件 を 式 (1) に 代入 すれ ば 


tt < eadB (1 
sin ¢ 0—・sin a — 3 
b b 

GG 

1 b= n=» tand 12 
ー¢ の 
¢ a da 
1+fbcott6ー¢bcot¢ 6 


dD 


と な り , 式 11) ポ お よび (13) は それ ぞ れ 文献 ④ 園 


2 お よび 図 6 で 示さ れる . すなわち 負 共 の サ セ プ タン 」 


ス 分 B が わか れ ば , 任意 の 負荷 条件 の と き の さと が 
文献 (④) 図 2 か ら 求 まり , €6 が 求 ま れ ば 図 6 よ りみ , 
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板 装荷 導 波 管 の 次 数 の 高い 高 次 モー a ‘ 
は 一 般 に その 実数 部 が 大 きく 庶 数 部 は きわ め て 小さ く 
6 の >1, 76 る 1 a 
で な けれ ば な ら な いこ と と が 導 か れ , SE 次 苦 
式 が 得 ら れる .・ 直 
£6=nz—4 (6) 

rz を 1 (rz: 整数 ), 14| る 1 


» 
® 


sin’n ry CR 
4=ouabB Sa 
nT A Re 
sin‘'n 7 = } 3 0 
; A SD ee t ‘3 
"a nT B な A 
a 
EE a Pe | 負荷 条件 3 ap, | 
3 3 1 dlb:025 =417-004 
ミ Bs よび ヵ か ら 式 
E 図 6 db を 助 変数 と する た 5 と » と の 関係 te | G5 Cc ょ 9 4 が 求 
間 Fig. 6—Relation between hyb and » with parameter db. ! “ 8 まり , 4 が 求 ま れ ば 
Me  - ; 5L ! 
さら に ! と 負荷 の G/B また は 誘電 体 板 負 荷 の tan 8 ! ! 式 (1 の ょ り 男 有 値 の 」 
衣 |」 と か ら 式 12) に より 76 が 得 ら れ , し た が っ て 固有 ! ! 実数 部 6 が 得 > れ 
「 値 み = ビ +j7 が 決定 され る こと に な る . に Le "る : また 式 9 \ 
凍 魚 布 が 無 損失 で G=0 な ら ば 式 2) に より 76= Tb 
0 で あり , 固有 値 は 実数 f と な る .- & e086 GN i 数 の 高い 高 次 モ 
コ ーー 
| bel ome 8 
4 a | =1」 | SG 
4 めぐ 1 の 条件 を 式 1) に 代入 すれ ば | a 0 | 
! A 
“ * | 
= 1 b“sinh 76 RD C1 wh | | 
a SInH 7 次 sinh 7 1-2 , i 者 4 | ! 
“ 7 5 ' 0 5 10 の 1 
2 ) WL 
‘0 4 tb) (Cb) 76 を 1 
か で tan 0 CU 図 7 ヵ =47 に 対す る 固有 値 仙 a 
2 で A t L Fig. 7—Examples of eigenvalue 
っ 3 の ’ for n=47. 
. . LR 
“Eg ; ) 2) 普通 考え られ る Y の 値 で は , 上 孔 攻 | 多 1 の 条件 ヵ 
1 RE され な い が , と の 場合 に つい て も 一 応 吟 味 を 行なう と 」 
i ーー a 式 OI よ まや 
dad b = A 
1 pt 3 1 2 2E€E b=0koabG } 0 A 


a Dm OOL OB LT 0 
14) お よび (16) は それ ぞ れ 文献 ④ 図 。 が 得 ら れる . すなわち , と の と き GG と も B 4 と 
図 6 で 示さ れる . すなわち , 負荷 の アド ミタ は 互い た 比例 関係 に ある し か し 式 20) は 6 
女 が 与 を られ る と , 式 U カ お へ ~(16) か ら 分 に 大 きく し た が っ て また 5B が 二分 に 大 きい 

FE * わ ち 固 有 値 ん, が 決定 され る 成立 する も の で , 実用 的 な 範囲 で は 万 は 
無 失 な ら ば b=0 3 , 固有 値 な 虚数 。 に あり , 式 (20) を 用 いて G,B か ら 
と と は ほとん ど な い . し か し 付図 1.1~6.: 
十分 に 大 き な 領 域 で は , 6 また は 16 を パラ 
と する 曲線 詳 が 式 (20) を 満足 する よ うに 尊 近 


= 


る と と を 示し と の 点 で 式 %0) は 意味 を 有する . 


a MA: Eg Fs ンス a 


eR EA " 箇 et % を 
= 0 RT 
a 0. 扶 言 布 お よび 伝 ば ん 特性 を 求め る と と が で き , さら に 抵 
従来 、 特別 の 場合 し か も 主として 無 損失 の 特別 の 場 。 減 栓 器 の 減 論 特性 を 明らか に する こと と 等 る で きる と 
]」 合 だ けし か 管内 電磁 界 分 布 ぉ よび 伝 ば ん 特性 が 得 ら れれ ら に つい て は 稿 を 改め て 報告 し た い . 3 
有 | て いな か っ た の で ある が , 以上 の よう な 解析 を 行なっ 終り に , 平素 御 指導 た ヾ く 宇 田 教授 , 山梨 大 学 押 4 
: | て 任意 の 条件 に 対す る る 固有 値 を 求め る 万 能 図 を 作っ て 山 教授 に 感謝 する と と も に , 数 値 計算 に 協力 され た 雨 ) 用 
や け ば , あら ゆる 条件 の 下 の 基本 モー ド お よび 高 炊 そ 。 宮 玲 子 嬢 お よび 福島 洋子 嬢 おぉ 礼 を 申し 上 げ る . 
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Ca = 献 を A) magnetic resonators and wavegu 
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r-Hill, C19519. he . (3) P.H. Vartanian et al.: “Propag 
Berk “Variational principles for electro- : electric slab -loaded rectangular 
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| 一般に 本 円 偏 波 電 磁界 が 得 ら れる . と ょ で は , 


> 1 な 序 言 
| 円 己 流 電 磁界 を 得る 方 法 と し て は , 直線 信 波 を 等 所 
2 成分 に 分 解 し て , 両者 の 位相 速度 差 を 利用 し 
#72 の 位相 療 を 与え て 円 偏 波 を 得る 方 法 が 衆 知 で 
"の ⑦。 また 一 般 の 椿 円 偏 波 電 磁界 と た つい て は , 
ey 等 の 理論 的 解析 が ある が の 00:⑳, 円 偏 波 
の 性 質 と 椿 円 偏 波 電 磁界 の 関連 に つい て は , 箇 
5 界 条 件 に 対し て の み , 若干 の 解 板 が 行なわ れ て 
に 上 まめ の (8)_ 
者 は そ と で 位相 速度 准 を 利用 し た 円 偏 波 発 生 器 が 
度 よ り 析 円 偏 波 な いし は 円 偏 波 電 磁界 を 発生 す 
た 椅 円 電磁 界 の 長 軸 の 方 向 ぉ よび 椅 円 軸 比 
:, 直交 する 2 成分 の 直線 偏 波 電 磁界 の 振 
差 の 組合 わせ に 1 対 1 に 対応 する こと に 着 
創 波 を 円 偏 波 に 補正 する 助け と し て , 上 記 
\ の 数 値 結 果 を 示す 円 偏 波 計 算 図 表 を 求め 、 さ ら 
. の 結果 を 応用 し た 例 と し て , 透過 形 金属 格子 円 信 
と つい て , 設計 お よび 調整 の 経過 に つき 報 
果 格 子 の 前 縁 と 後 緑 の 基 準 面 が , 従来 考 
た と ころ の と は 異な る こ と を 実証 する ・ 


2. 柄 円 慢 混 電磁 界 の 解析 


(1) 


て 2) 
に 

E i =E lh Cos wt , 2 (3) 

2 ‘Lo お よび Ee が 移 相 器 を 通過 する と 

[Tul-E 60s 0-cos(at gL) (4) 


the Circular Polarizer ‘which Utilises 
rence of Phase Velocity. By TAKASHI 


-E Cos Qcos wt 


miniD. MXR 3200 


i 位相 速度 差 に よ 2 円 作 涼 20 生 の 


(東京 芝浦 電気 株 式 会 社 ) 
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田 孝 


NN 要約 直線 偏 波 電磁 界 を 2 つの 直 次 す る 直線 偏 波 成 分 に 分 け て , それ ぞ れ に 対し て 位相 速 度 の 異な る 移 相 器 を 通す と , ‘ 
と の 橋 円 偏 波 を 完全 な 円 偏 波 に 補正 する 際 に 便利 な , 円 偏 波 計算 図表 を 
8 きら に と の 図表 の 応用 例 と し て , 透過 形 金 属 格子 円 偏 波 発 生 器 の 設計 , 製作 の 経過 に つい て 述べ る . 


= Ti|E sin 8-cos(@t—¢}) 5) 


と た る EK 
111: 上 L 成分 た 対す る 振 編 伝送 係数 
I』 中 : I 成分 た 対す る 振幅 伝送 係数 , 


1: 土 成分 に 対す る 位相 推移 

gn : | 成分 に 対す る 位相 推移 
1 と 万:』 の 空間 に お ける 合成 は 一 般 に 椿 円 偏 液 と な 
り , 完全 な 円 偏 波 と な る た め に は つぎ の 関係 が 同時 に 
成立 する 必要 が あぁ る . 


Lr |Tulcos 8 a 
! 0 A ® 
3 =0 (7) 
' x x 
た で し 、 8=9u キ テー を L168|< テ て:) 0 
y | 
0 
は ] 
4 
8 


1 円 机 吉 の の Ri . 
Fig. 1—Locus yielded by the vector of ellipticaly 
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(6) は 玉 」 と rn の 振幅 が 等 し いと と を 示し , ⑰⑦) 
は 」 と 戸 の 位相 差 が x/2 で ある と と を 示す . 
な お , と これ 以外 の 条件 に 対す る 関係 を 表 1 に 示す -. 
円 偏 波 計算 図表 
Vaax/ Vai 椿 円 偏 波 の 長 軸 と 短 軸 の 比 
: 長 軸 が 上 軸 と な す 角 度 
る で 図 末 を 参照 人 性 で Ra ER Va Vmis 
な は 次 式 で 与え られ る . 


Pmax 


A 
1 了 cot Q«sin 8 
as=—tan™ (9) 
2 の cl 
cot’9—1 
i 9 1 寺 coee-2 褒 otereoso 
gp 
で ot 9+2|ーー nn cot Qcos 8 
Vmin | cot0- 2 = Cot Qcos 8 
芝 | cot - 2 leot Qcos 8 
(10) 


と れ よ り 61/Tlcot 6 面 上 た と dmax お よび Vmax 
/Vmin を パラ メー タ と し た 曲線 を 画 く と 図 2 の 円 偏 波 
計算 図表 を 得る . 

と の 円 偏 波 計 人 算 図表 で , 椿 円 偏 波 の 2max と Vmax 
/Vamin と が 与え を られ る と , か る 析 円 偏 波 を 発生 する 
原因 と な っ て いる 8 と |1/7Tmlcot6 と が 図 上 か ら 
求め られ る ・ [ 
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る 叶 計 BB る 
図 2 円 偏 波 計 算 図 表 
Fig. 2—Circular polarization chart. 
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し た が っ て ァ /2 位相 差 形 円 偏 波 発 生 器 を 作る に あ た 
っ て は , まず 計算 た よっ て ⑯⑥) , (7〉 の 円 偏 波 条件 が 満 
足 さ れる よう に 各部 の 寸法 や 9 を きめ , つい で と うし 
て 作っ た 円 偏 波 発 生 器 の 発生 する 析 円 偏 波 の dmax と 
Vmax/ Vmin を 実測 し , 円 偏 波 計 算 図表 ょ り 実 効 的 な 8 
お よび 11/ プ lcot 9 を 求め , 表 1 を 利用 し て , 2 つ 
の 直交 成分 の 振幅 お よび 位相 差 が いか な る 関係 た E あ る 
か を 知り , 補正 の 方 向 を 有明 ら か に し , これ か ら 再 び 
(6), (7) を 満足 する よう に , 円 偏 波 発 生 器 に 補正 を 加 

えれ ば , 容易 (に 円 依 波 発生 器 の 椿 円 軸 比 を 1 に する と 
と が で きる . 


析 円 偏 波 電 磁界 の 実測 と に つい て は , Rumsey( カ の や , 


Bohnert? の 報告 が ある . 
((8) に だ いて 18|>x ヶ /2 の 場合 も も ちろ ん あり 得る 
a 各 の 絡 は る 作る と 8 


et 


ご ; 0 (43) 


図 3 港湾 レー ダ 円 偏 波 アン テ ナ 外 観 図 


Fig. 3—Circularly polarized antenna of the harbor radar. 
と を 入れ か えて 考え る と と に より , (⑧ の 条件 が 
一 般 性 を 有する こと が わか る .) 


dC 用 8 例 


第 2 章 に 述べ た 円 偏 波 計算 図表 を 応用 し て , 透 
過 形 金属 格子 円 偏 波 発 生 器 を 設計 ・ 製 作 し た 実例 
に つい て 述べ る : 

図 3 た に 示す の は 35 Gc 帯 の 洪 湾 レー ダァ ジテ ナ 
で ある ・ 図示 の ど と く 45° の 傾斜 の 金属 板 格子 が 
送信 お よび 受信 の ハー フラ チー ズ ァ ン テ ナ の 前 面 に 
それ ぞ れ 付加 され て 円 偏 波 発生 器 を 構成 する . 図 
4 に 詳細 構造 を 示す . 格子 の 厚 さ ww は , w= 
0.012 2。 の 充分 薄い も の を 使っ た 

設計 : 間隔 & 奥行 ち 厚 さ る な る 金属 格子 
面 た 直線 偏 波 が 垂直 に 入射 する と き , 電界 を 格子 
選 平行 な 成分 と , 垂直 な 成分 と た に 分 ける と , 格子 
に 直交 する 成分 は その まい 自由 空間 波長 で 透 過す 


¢ 


4 吉田 孝 : 位 相 速 度 差 に よる 円 偏 波 発 生 器 の 設計 に つい て 


平行 許 体 板 支持 アノ グル し た が っ て 了 "~7:′ の 間 を 4: と お け ば 

t=t+2d’ CL 
と な り , と の 間 で 電界 が 格子 に 平行 な 成分 は 互 。 波 で 
伝 ば ん し , 午 直 な 成分 は 自由 空間 波 で 伝 ポ ん する ・ こと 
の 遂 過 出力 が 円 偏 波 で , し か も 格子 が 無 反 射 で ある た 
め の 条 件 より 次 式 を 得る . 


ハー フチ ー ス ・ ア ン テ ナ 


| ハー フチ - ズ 際 口 面 25 P R 
1175 A PN- a 
| TE 2 
| 』ー デ (13) 

’ 図 4 港湾 レー ダ 円 偏 波 ア ン テ ナ 構造 図 故に a=0.671 2, (14) 
: ee n=0.753 a5) 
Fs 
3 of the harbor radar, また @' に つい て は , Waveguide Handbook の Fig. 
2 ; : 5-23-3 に お いて , a=0.6712。, 入射 角 @=0° と 
: rl お いて 

- 1 Re | | i 1 2d'=0.172 2 16) 

A 1 | 

- 電 i | | % % | Eh | を 得る - これ より 
ee i ! | 記 ! 若 t=0.578 2。 (17) 

| | | msne 
は 計 . リー ; 2 
| ' の : 

失い が i 1 ) a=0,6712,, t=0;5782。 

0 - 入 補 8 守 キ ーー 持 こと の 寸法 で 円 偏 波 発生 器 を 製作 し て ァ ン テ ナ の 
EE TT 7 GAcnra na 主 ピ ビーム 方 向 に 対し て dmaz お よび Visz/Vmin 
- (JII 茂 食 に 対す る 基準 面 {ij) 符 価 回 路 ー 実用 的 近 を 測定 し た 結果 60=45° に 対 し て 

図 5 AR OC ty bas=45°, Va Vaia=l,20 
max ’ max min a 


Fig. 5—Reference planes of the edges of the parallel conductor- 
a plates, referring to the electric field parallel to the plates. を 得 た . これ より 図 2 を 利用 し て 


で る が 格子 に 平行 な 成分 は 20/2<a<A。 な る と き は , = +10.3°, |T1/T, cot 0=1.00 

格 陸 剛 で 娘 。 モ ー ド で 伝 ば ん する . を 得る . これ は 円 偏 波 を 作ろ うと する 直交 2 成分 が , 
平行 導体 板 格子 に , 板 に 平行 な 電界 を 有する 平面 波 振幅 は 等 し い が 位 相 華 が x/2 以下 な る と と を 示す . と 

が 入射 する 場合 は , 格子 端面 に だ ける 基準 面 ば 幾何 学 れ は 格子 の 江 何 学 的 端子 と , 基準 面 の 間隔 が , 実 
的 端面 よ り 若干 ずれ て 図 5 の ど ごとく な る . 効 的 に は (6) で 与 を られ る より 小さ く , 丸 。。 モー ド に た に 

が "基準 面 の 位置 は w が 充分 薄く , 端面 の 影 が 入口 対す る 避 過 長 還 が 0.75 2。 よ り 小 さい と と を 示す -. 

Hn と で 独立 で , それ ぞ れ が 万 面 半 無限 平行 導体 し た が っ て , 実効 的 な tn を 上 記 の 8 より 算出 し, 

放 伯 と し じ て 取 扱え る と 仮定 する と , 図 5 の gd お よび ご び が 0.75 2。 と の 差 を 補正 し て や れ ば よい . (⑧) より 


Waveguide Handbook より 求め られ る の. と まい に 9 kG 
Ts10 T: rr A EE Oy 
i ー ド に 対す る 基 江 面 
放ち ょ び て : 入口 よび 出口 C お ける 万 モード a 5) Ne 
' に 対す る 基 浴 面 完全 な 円 偏 波 を 得る に は , か が つ 0.75 2 に 補正 され ね 
12:T7# ぉ よび 7, と 幾何 学 的 端面 と の 間隔 ば な ら な い . と れ に 対応 し て そる が 補正 され た 値 を 4 と 
ゃ 0 の : "お よび 7 と 幾何 学 的 端面 と の 間 隅 すれ ば , 如 と 0.75 2。 の 差 が 小さ いと き に は つぎ の 関 


3 | 今 の 場合 は 垂直 入射 で し か る も 後述 の ど ご とく a= 係 よ り # を 得る . 
A ( 0.671 2 で ある が から , 12d を 4 となり, T と T 
: 細 5 所 と 用" は を それぞれ 一 致す る と 考え て よい . 


" (C4) _ 


t 
0 - (20) 


=10.3°” より な =0.67 2。 を 得る か ら t っ >=0.66 


4。 に 補正 する 必要 を 認め た . 


(1) a=0.671 2,, ‘t=0.665 2。 
と の 寸法 に 改造 し て 測定 し た 結果 , 9=45°* に 対し 
nas= 4 Vax/ Vain=1.13 

と れ よ り 図 2 を 利用 し て 
6=+7.2, |T1/T,lcot @=1.00 
を 得る . この 9 より tm は 実効 的 に 0.692 2。 で ある 
と と が わか る . と これ より ょ っ な =0.72 2。 に 補正 の 必要 
を 認め た . 補正 が 一 度 で 不 充 分 だ っ た 理由 は , 第 1 回 
試作 に 対す る 析 円 軸 比 が 1.20 で や ぃ 大 きか っ た た め 
と ; 測定 誤差 に 起因 する も の と 考え られ る ・ 

Gi) a=0.671 2,, t=0.72 2 

と の 寸法 に 改造 し て 実測 の 結果 , ァ テン テ ナ の 主 ビ ー 
ぇ ム 方 向 た 対し て 中 心 周波 数 の 2 必 の 帯域 に た に わたり, 析 
円 軸 比 と し て , 1Visax/Vmin1.02 を 得 た . 

と の 測定 に 使用 し た 直線 偏 波 標 準 ホ ー ン の 直交 成分 


ラ 5: 円 貸 波 の 長 軸 と 水 
帯 直 主 面 - 平 人 波 の な す 角 度 


で at 次 円 軸 比 (VER) 
25* 電波 の 方 向 ⑭ 


を 得 た . 


親 準 化 生 直角 度 
重 直 ビー ム 半 値幅 = 10 
Vmax _ 


CB) 


a Circuits”’, p 369, 430, McGraw Hil, 


4 


抑圧 度 は 30 dB 以上 で , し た が っ て 標準 ホー ン が 椿 円 
軸 比 に 及ぼ す 誤 差 は 0:2dB 以下 で ある の ⑳。 また 送 
信 側 の 信号 発生 器 や 受信 機 の 安定 度 , 地形 の 影響 等 を 。「 
合 め て 測定 確度 を 上 0.3 dB 以下 に する と と が で きた ・ 
故に 総合 測定 誤差 は 主 ビ ー ム 方 向 の 椅 円 軸 比 に 対し て _ 
は 二 0.5dB と な り , と れ よ り 実 際 の 円 儲 波 の 頂 円 軸 : 
比 は 主 ピ ー ム 方 向 で 1<Vamaz/Vamin<1.08 で ぁ る ツー 
な 3 図 6 に, 水平 食 波 に 対し て , 主 ピ ー ム より , 3,6 
お よび 10 dB 低下 の 点 に お ける 水平 お よび 亜 直 主 上 
の 析 円 軸 比 の 実測 値 を 示す -. WP 
に より 肖 志 る 必 折 子 由 括 記 生 短 に お し て 8 靖 
基準 面 は Waveguide Handbook hb れ 表 0 A 
より 若干 ずれ 。 d=0.015 2。 と な り , その 結果 z= 
0.72 2。 が 円 偏 波 を 発生 する 条件 と な っ た . 0 


4. 結 言 「 


下線 届 法 を 直交 する 2 成分 に 分 解 し 。 位 可 度 渡 k 
より 円 偏 波 を 発生 し ょ うと する と き , 橋 円 儲 波 : 
れれ て で て 2 ま っ た た 場合 , こと の 椿 円 の 電圧 軸 比 と , 
成分 3 z/2 の 位相 推移 を 生ずる 成分 ) と な す 角 3 
を 知れ ば 。 この 円 亡 流 発生 器 を 完全 な 円 亡 波 を 生ずる 
BD RR Tz REE 
ら に と れ を 応用 し た 実例 を 示し た . rt 

な お , 本 報告 に の べた 方 法 は 2 つの 伝送 次 
位相 速度 洪 を 利用 し た 円 偏 波 発 生 器 や , 集中 
る 位相 変化 を 利用 し た 円 選 波 発生 昌 に も 容易 に 応 
きる . Nd 
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移動 無線 固定 受信 局 の 電子 的 自動 選択 方 式 * 


2 正 ご 商 こ っ 麻 」) - 水 0 拓本 褒 
9 (電気 通信 研究 所 ) 


要約 移動 無線 に お いて は 移動 局 送 信 機 の 送信 出力 は 小さ く , サー ビス 範囲 を 広く する た め に 固定 受信 局 を 数 局 設置 
する の が 普通 で ある . この 場 台 移動 送信 波 は 同時 に 2 な いし 3 局 の 固定 受信 局 で 受信 され る . その た めこ と これら 受信 局 の 
a 本 滞 衣 09 や 聞 太 の SIN の 信号 の み を 通話 信号 と し て 採用 する とこ と が 望ま し い . 
」 本 論文 で は 全 電 子 的 に 固定 受信 局 を 選択 する 2 つの 方 式 を 考案 し , 試作 , 試験 し た 結果 を 述べ て いる . その 結果 自動 
; 走行 に よっ て 生じ る 100 サイ クル 位 の 電界 の 定 在 波 的 変動 に 対し て も 瞬間 的 に S/N 最良 の 局 を 選択 する こと が で 
EY ” Oe 過渡 現象 も ほとん ど 認 め ら れず , また 合成 , 切換 出力 の レベ ル 変 動 も 全く な か っ た . 本 方 式 の 採用 に よっ て 自動 車 
無線 の 通話 品質 が 格段 と 向上 され る と と は 明らか で ある . 


程度 の 利得 を も っ た 全 方 向 性 利得 空中 線 が 使用 され ,。 
の 言 サー ビス 箇 囲 も 30 km に も 及ぶ . その た め 固 定 受信 

% 動 無線 こと に 自動 車 無線 に お いて は 移動 局 (自動 。 局 は 都市 の 中 央 , お よび 周辺 に 数 局 設置 され る の が 普 

の 送信 出力 は 電源 容量 の 制限 な ど に よっ て , 一 般 通 で ある . 図 1 は 都市 移動 無線 の 構成 図 で ある. 

W 前 後に 限ら れ , と れ に 対し て 固定 送信 機 は 
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_ サー ビス 範囲 の 平衡 を は か っ て いる . その た 
局 の 送信 波 は 複数 局 の 固定 受信 局 で 同時 に 受信 
れ ら 受信 局 の 信号 の うち , 最良 の S/N 比 の 
雷 話 信号 と し て 用 いる こと が 必要 で ある . 従来 a 
うな 事態 に 対処 する た め , 切替 方 式 が 採用 され 0 

: 多く の 欠点 を も っ て いた . 筆者 は 2 つの 有形 Ne paa poy 
gis iets 


mobile radio system. 8 
(2) 移動 局 は 通話 中 に お いて せ も 文字 通り 移動 し , 
その た め 移 動 局 が 最初 受信 局 #1 で 受信 中 で も 通話 が 
進行 し 時間 が 経過 する に し た が っ て 受信 局 #2 の サ 
ービス 範囲 に 入る と と が ある . また 移動 無線 の 最大 の 
特異 性 と し て 建物 の 反射 に より 移動 局 、 お よび 固定 受 
信 局 の 骨 間 的 電界 は 大 きく 変動 し し その ピッ チ は 最大 
2 (】 は 波長 ) と な る , し た が っ て 移動 局 の 走行 速度 
と と に 都市 内 の 自動 車 無線 電 峰 に お いて は に 応じ て 早い 周期 で 10 へ >20 dB 電界 が 変動 する . た と 
は 見 られ な い 多 く の 特 異性 を 有 し て いる . えば 450 Mc で , 自動 車 の 時 速 を 60km と すれ ば 電 
a 界 変動 は 50 サイ クル と な る の 、 そ れ ゆ を 2 つの 受信 
局 の は な ヾ 中 間 地 区 で は 自動 車 が 走行 する に し た が い , 「 
2 つの 受信 局 で 受信 され る 移動 送信 波 の 強度 は 不 規則 
独立 に 変動 する . し た が っ て 央 間 的 に 両 受信 局 の 受信 
信号 の うち S/N_ の 良い も の を 通話 信号 と し て 採用 すこ 
る よう な 方 式 が あれ ば ス 3 ぎ ん パー シテ チ 的 効果 を こ 
生じ し , 通話 品質 は 格段 と 向上 する ・ その た め に は 受信 
局 選択 装置 は 数 十 サ イ ク ル の 周期 の SIN 次 動 に 
ME 


寺村 打電 る 作る 
選 多 数 の 近接 周波 数 の 移動 局 が 同一 地区 で 混在 し て い 
る 都市 移動 無線 で は , 受信 機内 で 発生 する 相互 変調 は 
最大 の 妨害 源 と な っ て いる . 移動 局 受信 機 で 発生 する 
相互 変調 は , 固定 送信 機 を 常時 動作 させ る 方 式 と よっ 
で 計 幼 害 と ならない よう た に する と と が で きる が ②, 固 
定 受 信 機 た は; この よう な 考え を 導入 する と と は で き 
な い . それ ゆる 固定 受信 局 で は 相互 変調 が 問題 と な る 
可能 人 性 も ある. 受信 局 選択 方 式 も , この よう な 相互 変 
調 に よる 影響 を 少な くす る よう な 方 式 で ある こと が 弄 
ま しい. 


3. 固定 受信 局 選択 方 式 の いろ いろ 


以上 の よう な 事態 た 対処 する 方 法 と し て いく つか 
の 方 法 が 考え られる, すなわち 

(1) 手動 で 最良 S/N の 局 を 選択 し 接続 する . 

(2) SIN が ある 値 (た と えば 20 dB) 以上 あれ 

ば , これ ら の 信 呈 は その まい 合成 され て 通話 信 
号 と し ヒ て 使用 され る . 

<3) 最良 S/N の 局 を 自動 的 に 選択 し , 接続 す 
る 方 法 ⑦. 

(4) 各 受 信 局 の 信号 の S/N に 対応 し た レベ ル ( た 
と を ば S/N に に 比例, また は 自 乗 に 比例 〕 で 各 信 
号 を 合成 する 方 式 .- 

(2) は スケ ル デ を 利用 すれ ば 人 簡単 に 達成 で きる . 
の 方 式 で は 合成 信号 の S/N 比 が 最悪 S/N の 信号 に 
| よっ て きま る と いう 大 きい 欠点 が ある . (3) お よび (4 
| は 人 名 受信 機 出力 の 帯域 外 (た と えば 10kc) の 雑音 に 
よっ て パイ ロッ ト 信 峡 レ ベル を 制御 し , 端 局 側 で パイ 
3 ョ ッ ト の レベ ペル 差 を 利用 し 。 選 換 あるいは 合成 する 
較 も ゃ の で あぁ る 。 ny 
| CERRO パイ n> ト ま た は 四 t ル ー 
| 。 S/N に 対応 し た 情報 を 使っ て , 端 局 側 で 継 電 
っ て 切替 える も の で あり 、 継電器 の 切替 時 の 財 
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と に な る . 以上 の 
合成 方 式 , 
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4.1 電子 的 合成 方 式 

電子 的 合成 方 式 の 場合 各 受 信 局 
うに 受信 機 出力 の 音声 レベ ル , 北 よ び パ イロ ッ ve 油 
ル を 受信 機 の 帯域 外 雑 音 の レベ ル に よっ て 制御 する 7 
すなわち その 受 


局 に 送り 


Fig. 2—Level control circuit in the receiving station, 


音声 お よ 
離し て も 


バイ ロッ ト 相対 出力 し ペル a8 


変動 に 応 


Fig. 
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の 考え に 基づい て 2 つっ の 形式 の 電子 的 


お よび 切 夫 方 式 や を 考案 し , 試作 し た 


電子 的 合成 方 志 お よび 切替 方 式 


で" 電 
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同 に お いて RR 下 2 J 培 


GR 


内 で の 電信 生 0 


2 受信 局 の レベ ル 制 御 回 路 。 ーー 


訟 光っ ド を 送出 境 朋 導 の 
よい 図 3 は 制御 回 路 の 特性 で ある 。 0 


30 > 10 
制御 用 雑音 相 対し パル dB 

( 倍 号 対 雑音 比 に 対応) 

図 3 レベ ル 制 御 部 特性 " 


3—Characteristics of level control circui 


< eb 
じ て 大 きく 変動 する と こと に な る . そ 


| 比 と dB で 
1 対 1 た 対 
応 さ せる と , 
合成 SIN 
tt は 劣化 する 
と と が 考え 
_ ら れる. て 


図 4 端 局 側 信号 合成 部 回 路 図 
Fig. 4—Signal combining circuit in 
the terminal station. 


成 信号 の S/N 比 が 単独 の 信号 の S/N 比 よ 
3 "る と と が で きる . (ダイ バー シ チ に だ お ける 
成 と 自 乗 合成 と の 関係 と 同じ ) と の よう に 1 
対応 させ た レベ ル で 送出 する 場合 で も 端 局 の 
の 特性 は 制御 電流 に 対し て dB で 1 対 1 で な 
なら な いと と は も ちろ ん で ある . 図 5 は 試作 
置 の 出力 特性 で も ある. 入力 の レベ ルル 変動 に 対 
出力 は 一 定 と な っ て いる 


 .、 図 5 信号 合成 部 特性 
B: 5—Characteristics of combining circuit, 


下 作 が 例 電 子 的 に 行なわ れる ゆ さ , 角 引 
DO te pes 
計 レ ペル は 一定 で 閲 出す る 方 が 好 ょ し 


この 欠点 を 補う も の と し て つぎ に 述べ る 全 
方 式 を 考え た 


i td 各 受 信 局 より 送ら 


bebe 線 席 に て 


5 れ パイ ロッ ト 信 母 の み が S/N 比 に 比 | 


こき 
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Rt | 
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図 6 受信 局 自 動 選択 回 路 ( 凌 局 側 ) 
Fig. 6—Circuit of all electronic switching hin 
(terminal station) 


る 構成 の 端 局 選択 回 路 に 加え られ る . 図 6 は 本 方 式 の 
核心 と も いう べき 部 分 で も あり, その 機能 , 動作 に つい 
て 説明 し ょ よう. 

Vu, Va … は カソード 抵抗 を 共通 に し た 音声 信 峡 合 。 
成 管 で も り , 各 局 の 音声 信号 の うち の S/N の 最良 の も 
の が 切替 出力 端子 に 現われ る よう に な っ て いる . まず ギ 
受信 局 # ま 1 に の 移動 送信 波 が 受信 され て いる 場合 を 
者 える と , その 受信 局 の S/N 比 選 比例 し た パイ ロッ 
トレ ペル が 到来 し EI SR RG ァ ー ス , 、 
RuCu, お よび Vu に よっ て 整流 回 路 が 形成 きれ, パイ ーー 
ロッ ト に 対応 する 直流 電圧 が R。, お よび Ra に 現われ 
る ペ パ 和 。 ト 信 号 が 極端 に 低い 場合 に は R。 た は 直 


J 


流 電 圧 は ほとん ど 現 われ ず , し た が っ て Vu に は プレ ーー 

ー ト 電流 が 流れ ,R』 に 大 きい 直流 電圧 降下 を 生じ ,Va。 3 
は 動作 し な い 、Rs に 電圧 が 現われ る と , VV は ヵ 洗 
ト オ フ に な Rt の 電圧 降下 に 消滅 し て , Va が 動 っ 

作 す る よう に な る . いま ペイ ョ ロット より 低い レベ 
ル の パイ ロッ ト #2 が 到来 すれ ば , Ro に 現われ て い 
る パイ ロット 信号 #1 に よる 整流 電圧 は 7。 に 現われ こ 

る パイ ロッ ト 信 峡 #2 の 失 頭 値 より 大 きい た め , 

に は カ ソ ー FCEORA 電圧 が か ぃ 5D, Va は 
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i “4 
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A RS LL A TEE TN Sh ca の 放 、 て 1 
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中 7 


以上 の 理由 に より パ 


は ト 信 峡 中 レベ e401 個 の 増幅 量 務 屋 信 虹 2 Me 
最大 の 受信 局 の 音 」 | の 2 朴 作 て 0 

| 戸 信 号 の タ が 切替 出 さ a 

" - lun £ 

力 に 現われ る と と に $$ 

| な る . 図 7 は 本 装置 & に 失 作 る 人 

| の 動作 範囲 を 示し て 図 9 カソード 結合 回 路 の 等 休 回 路 
ペロ 下 レ -20 3 0 Fig. 9—Equivalent circuit of switching circuit, “) 
EE AAO m1 VW dam バイ アス に 無関係 と な る . も ちろ ん 各 真 空 管 の 出力 イ 
図 7 自動 急 替 装置 動作 範囲 BAD EE el 
の うな 場合 , 同時 Fig. Nara On Re of ン ピ ー ダ ンス は グリ ッ ド バイ ァ ス 忙 よ っ ぁ っ て を 化す る ~ 
| に 2 な いし 3 上 局 の 受 tk = 前 述 の よう に 移動 無線 で は 電界 の 変動 周期 は 数 十 サ ー 
ト 竹 局 の 音声 信号 が 合成 され て 切替 出力 に 現われ る . そ を ィ ク ル に 及ぶ こと も ある . それ ゆま 答 受 信 局 の 信号 の 
| の た ぁ 合 成 信 峡 の S/N は S/N の 悪い 方 の 信号 で 決 。 うち, 障 間 的 に も S/N 最良 の 信号 を 選択 し , 使用 す 
放 定 さ れる と と に な る が , と の よう な 事態 の 生じ る の は る た め に は 本 装置 は 数 十 サ イク ル の パイ ロッ ト の 変動 
有 | SINN の 良好 な と き で あり 実用 上 な ん ら 支 障 は な い . に も 応じ る も の で な けれ ば な ら な い . 電界 の 変動 の 最 。 
問題 と な る の は V2, V22 が 同時 に 動作 し , 音声 # ユ 大 周期 を Ff パイ ロッ ト 周 波数 を Fp, (REC CR 
3 | と #2 が 合成 され た と き V。 の 合成 出力 レベ ル が 音声 Co), (Ri C1) 等 の 時 定数 を 7 と すれ ば , 7 は UF 
3 #1 の の と き と 比 較 し て レベ ル 差 を 生じ る 恐れ が あぁ > アン >1/Fp な る 関係 を 満足 し な けれ ば な ら な い . 

計る こさ で ある . 電界 の 急激 な 変化 に 対し て も 本 装置 が 応 動 す る と と 
| しかし, とれ は 図 6 に お いて R: の 共通 抵抗 を V』 を 確認 する た め 図 10 の よう な 得 成 に よっ て 試論 を 生生 


再 放 負 導 0 


な どの 内 部 抵抗 に 比べ 充分 大 きく と っ な た 直流 負 帰 居 の 
カツ ソー ド ホ ロワ の 採用 た よっ て 解決 で きる . 


a TR 


eg 
も 
3 
連座 落 泊 二 貞 


x— MU #2 10,-20-30 dBm 
ee— zs -40 dBm 
oc— s 35 * 


>Eo >E£2 


Ry 
図 10 電子 切替 装置 試験 潜 End 
Fig. 10—Diagram of test circuit for electronic | \ 
switching system. 


致 を 1 サイ クル より 100 サイ テル で 
出力 の 変動 , 過渡 現象 の 有無 を オシ ョ ロス コープ に より 


a 


8 合 基 出力 と ペイ ョ ッ ト レ ベル の 関 殺 ーー サイ クル の 変動 に 対し て も 正確 に 切替 わり , 3 
Fig. te ween output level and 0 s ri 

4 ツ も 全く 認め られ な か っ た : な お , 図 11 に お いて 
8 は or 四 お よび 2 の 各 レ ペル に 対す ⑧ の 波形 は 図 6 に お いて それ ぞ れ 音声 入力 #2, 
oR A び が #1 を 断 と し た 場合 の 波形 で あり , 合成 信号 


A 音声 入力 1, #2 の 交互 の 切替 より な っ a 


i 
0 CG 


to 


50 森永 隆広 : 移動 無線 固定 受信 


3 
本 の 電 ゴ 


的 自動 選択 方 式 


ンジ スタ 化 
され , 小形 , 


(2) う | 本 方 式 
で は 受信 局 
で 相互 変調 
と に よ も 
妨害 , 十 渉 
波 が 受信 さ 
れ て も , 他 
の 受信 局 で 
受信 され る 
希望 信号 が 
数 dB 強 け 
れ ば 干渉 妨 
害 波 と 弁別 
する 磁 能 が 
ぁ あり, 妨害 
の 軽減 に も 
役立つ . 

(3) 移動 送信 機 が 動作 し て いな いと き 固 定 受 信 機 
の 雑音 が 端 局 を 経て , 交換 台 に 達する こと を 防ぐ 
た め , 一 般 に 固定 受信 局 の スケ ル チ が 用 いら れる 
が , 電子 切替 方 式 で は 切替 装置 自体 が スケ ル チ と 
同等 の 機能 を 有 し て いる の で 無 信 過 時 雑音 が 交換 
台 た 流れ る こと は な い . 

(5) 100 サイ クル の 電界 変動 に 対し て も 確実 に 切 
符 動 作 は 行なわ れ , 過渡 現象 も な く , 
自動 車 の 走行 により 生じ る … ぷ S/N の 暗 間 的 変 政 は 
も 広 動 する た め , あら ゆる 瞬 間 に ボ お いて 最良 の 
S/N の 信 峡 が 通話 信 過 と し て 得 ら れる . 

以上 の よう に 本 方 式 の 採用 に よっ て 従来 の 移動 無線 


(c) 音声 入力 #1, #2 


図 11 


Characteristics of electronic switching system. 


Fig. 11 


し た が っ て 


1 (a) パイロット #1, 3kc 切替 周波 数 100cjs 


世 ] 夫 た 


(a 


(f) 音声 出力 波形 (音声 #1 断 ) 


Ce) 渋 形 +① 
装置 の 特性 


波形 =(d) 波形 


の 通話 品質 は 格段 と 改善 され る と こと は 明らか で ある . 
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最後 に 移動 無線 に 関し 御 指 導 , 御 べ ん た め を 賜 わ っ 
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返 ど 固定 交 縮 


要約 移動 無線 に お いて は 寺 渉 , 妨害 が 最も 重要 な 問題 で あり , 
周波 数 帯 が ふく そう し , 同一 局 谷 
と で は 送信 機 の 相互 変 
さら に 現在 使用 され て いる 150 Mc, 250 Mc, お よび 450 Mc の 送信 機 に じ つ い て 
つい て 述べ た . 


相互 変調 が 問題 と され て いた が , 
送信 機 の 相 五 変調 の 方 が 問題 と な る . 

電力 増幅 器 の 流通 角 と の 関係 を 論じ , 
相互 論調 を 測定 し , 送信 機 の 相 互 変調 の 軽減 方 法 に 


i スー 


移動 無線 に お いて は 同一 地区 た 多数 の 周波 数 の 接近 
し た 移動 局 が 同時 に 動作 し , また 受信 機 の dynamic 
range も 大 きく , 90 dB に も る も およぶ. その た あめ 固定 無 
線 で は あま り 問 題 と され な い 干 渉 , 妨害 が 重要 な 問題 
” と な る . すなわち 送信 機 雑 音 , 変調 側帯 波 の 広がり に 
よる 炉 害 , 感度 低下 , 相互 変調 (イン タモ ジュ レー シ 

So な を で あみ ある; 

相互 変調 は 単に 移動 無線 に お ぉ いて の 有 み で は な く , 多 
% 重 回 線 用 増幅 器 の ひずみ の 発生 原因 と し て 古く か ら 知 
られ て いる , 移動 無線 に お ける 相互 変調 も 受信 機 で 発 
生 す る 相互 変調 に つい て は 一 般 の 増幅 器 の 場合 と ほな ヾ 

。 同様 に 取扱 うこ と が で き , と れ に 関す る 論文 も 多い . 
従来 は 受信 機 の 相互 変調 の み が 問 題 と され た が , 送信 
機 が 大 電力 化 さ れ , 周波 数 が ふく そう し て くる に し た 


| が い , 同一 局 舎 内 に 多数 の 送信 機 が 動作 する よう に な 
り , むし ろ 送 信 機 の 相互 変調 の 方 が 問題 と な る に 至っ 
】 た . そ と で 本 論文 で は 送信 機 の 相互 変調 に つい て いく 
つか の 解明 を 試 ろ , 家 際 の 送信 機 数 種 じ つい て 相互 変 
。 調 を 測定 し た . 

2. 送信 機 の 相互 変調 の 発生 機構 
0 送信 機 の 相互 変調 の 発生 の 原因 と し て 2 つが 考え ら 


| れる. すなわち 第 1 に 送信 機 出力 が 空中 線 や 同軸 ケー 
」 ブル な どの 金属 部 の 接触 不良 や 錆 な ど に より 生じ た 非 
a 直線 性 に より 相互 変調 を 発生 する 場合 で 。 送信 出力 が 
Ro 大 きい 場合 , と の 種 の 相互 変調 が 問題 と な る と と が あ 
Og 第 2 は 2 台 ま た は それ 以上 の 送信 機 が 同一 局 舎 内 

で 屯 作 し て いる た め 空中 線 相互 で 結 人 倫 史 た り 。 7 また だ は 
ふく 処 に より 1 つの 送信 機 の 電力 増幅 段 の 出力 側 
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図 1 送信 機 の 相互 変調 発生 機構 0e 2 一 訪 ニ た 
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i 0 
調 の 発生 機構 , 受信 機 の 相 写 変調 と の 差 に つい て 述べ , 


¥ 
に 他 の 送信 機 出 力 が 侵入 し ; と これ が C」 級 で 動作 し て 7 
いる 電力 増幅 段 を 振幅 変調 し その 結果 , 多数 の 相 士 「 
変調 成分 を 発生 する 場合 で ある . 前 者 の 場合 , 注意 すす 
れ ば ぁ ある 程度 除去 また は 軽減 で きる が , 後者 は 本 質 的 - 
な る の で 多く 問題 と な る の は この 場合 で ある . 本 論文 、 
で は 後者 に 限定 する こと と する . 
移動 無線 に お いて は 奇数 次 こと に 三次 , 五 次 の 相互 
a 


アー 図 1 は 送信 機 の 相 
。 変調 の 発生 機構 を ER 
明 選 で が る 前 関 お 

am いて 洋 信 機 4 の ) 


数 を Fg, 送信 機 B 
周波 数 を 記 と すす 


送信 棋 
B 


Fig. 1—Generation of intermodu- 
lation in the transmitter. 


周波 数 の 三次 の 相 
調 は 5 が 送信 機 4 に 入り 込ん で も 発生 する し , 
た 逆 に gg が 送信 機 B に 侵入 し て も 発生 する . 
ゆえ 妨害 と し て 受信 され る 相互 変調 は 両者 の 合 
る が , 耐 送 信 機 間 の 結合 減衰 量 (ん dB) が ある 程度 以 
上 あれ ば , 送信 機 4 で 起こ る 相互 変調 の 方 が 送信 機 
B で 発生 する も の より は る か に 大 きい . 送信 機 4 て 
8 名 | 半生 する 相互 突 語 に 対 

て は は その ま 
が , 送信 機 記 で 発 : 
も の に 対し て は : 


相互 次 貞 馬 (dB) 


る . 図 2 ろ は 150 Mt 
機 に つい て 実測 し な 
タ で , この間 


10 20 30 40 
同 送 倍 机 の 結合 度 (dB) 語っ て いる . 


図 2 送信 機 の 三次 , 五 次 の _ 送 必 機 で 一 曰 発生 
相 所 変調 の 一 例 ふく 射 され た 相互 


Fig. 2—3rd and 5th intermodu- 
Jatior- of transmitters 


受信 機 側 で は と れ 


の ry 


。 する と と が で き な い . それ ゆえ 送信 機 の 相互 変調 は 林 
_ 力 抑圧 し な けれ ば な ら な い . 


3. 送信 機 の 相互 変調 と 受信 機 の 
相互 変調 と の 差異 


送信 機 の 相互 変調 も 受信 機 の 相互 変調 も と も に 真空 
管 回 路 の 非 直 線 性 に よっ て 発生 する こ と は 同じ で ある 
有 | が 三 : 三 の 異な る 点 を も っ て いる る . と これ ら を 三次 相 
選 tr > 2; 
| 送信 機 の 相互 変調 は 1 局 に 多数 の 送信 機 が 同 
i 送信 機 相 互 の 結合 度 が 大 きい 場合 

et 問題 と な る が , 受信 機 の 相互 変調 は 受信 入力 レ 
_ ベル が 0B 程度 (OdB= xz1V) ie mpi 


a 


受信 砥 の 相互 FT 送信 雄 の 相互 
N 安 因 が 支配 的 蘭 軸 が 支配 的 


4 


140 160 180 
画 の 令 ば ん 損失 dB 


* =50 -70 -980 =110 130 150 
= 飲 令 柏 じ 加わ る 編 波 の レ ペ ル dBm 
A (送信 出力 100W) 


放 3 送受 信 機 の 相互 変調 の 差異 
Fig. 3—Difference of intermodulation of a 
Ct transmitter and that of a receiver. 


の 相互 変調 は 主 と し て 混合 管 で 発生 
四 次 の 非 直 線 係数 に 起因 する が の , 
は 電力 増幅 管 の 三次 の 非 直線 係数 に 


1 波 ろ 波 喘 の 減 座 度 が きか ぬ よ うな 接近 し 
CC 愛 信 機 の 相互 変調 で は 温 


RT y, AGC 補 高 周波 増 竹 隊 


を 極力 小さ くし た り , 高周波 入力 回 路 


a 


方 策 で ある . , \. 
Cd 誠人 内 の 志 放 は が 志 と 深い 導 が ある 


4. 送信 機 の 相互 変調 と 流通 角 と の 関係 


送信 機 .4 の 出力 端子 に 空間 を 通じ て 送信 機 B の 
出力 が 現われ た 場合 に つい て 考察 する と の 場合 格子 。「 
側 へ の 帰還 は な いと する . ' 

C 級 電力 増幅 管 の 陽極 電流 は 次 式 で 与え られ る . | 

tp= gmle,+egln) 

で 

eyj=—E,+é,cos(wast+®ga) 

ey= Ej—épCcOos(Wwst+pa)+B cos(w;st + ep) 

egsep : 格子 お よび 陽極 の 峯 時 電圧 
E;, : 直流 格子 バイ ァ ス 電圧 
下 , : 直流 陽極 電圧 
: 格子 お + び 陽 極 高周波 電圧 
B : 外部 より 結合 され て 陽極 負荷 に 現われ た 
"送信 機 B の 高周波 電圧 
真空管 の 内 部 抵抗 お よび 増幅 率 


ss eos (wat + ga) 
Tp 
B E 
a gest + rE ] 
いま B/Creg—ep)=k, (LE,— Ep)/(nsg—¢p)=h, 
wat+Pa=z, wut+Ps 三 y と お け ば i 
a 8 


ーー 


(cos z+kcos yー _ 


て +kcos y> の 場合 
=0 cos z+kcos yh の 場合 “ 
式 ①⑪) で 表わさ れる 同 極 電流 の 各 周 波数 の 相互 変調 

成分 は 2 電 Fourier 級数 で 与え られ る . すなわち ’ ' 


a CaCh, + Oa 
Tp el m,ne0 a 
*COS Cw nt た ) ©o p 
た し Wamn= Wa EM 0 
PMmn= MPatnPp A Nd 
式 ②② の [ ] で 

れる " A RE 
Ci b= Coir tap : 
‘cos md cos nydy * " So 
た x し . 0) ‘ 0 


i Pe ¢ its 


cos a 3 


0 ‘8 (2 wgーw5) な る 周波 数 の 三 
次 相互 変調 係数 C。.(, % は 3 


[=) 
h fh 4 Eg-Ep 
ts k= 層 か く habe 
A 5 20 log Sep 
J 3 が だ 414 ーー "| 
8 ph だ ‘+k 
Ce 
58% Bh‘... 1024* | (4) 


送信 機 A の 周波 数 が 送信 機 PB に 侵入 し て 発生 す 
る 2 waw5) な る 周波 数 の 相互 変調 係数 は 


NC 
: “ 
Bh = a + が + る が le 
1 N 
i HR 
TE a +12* TN 
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次 お よび 五 次 相互 変調 積 aB 


に 
i 3 


三次 CaiCid 
ーー ニッ ィ Cl 


1024 2048 Ss ; 

。 また 五 次 相互 変調 に つい て は 二 各 提 ] 振 
: の ヤヤ 

i CPR) + +s2k = | -80 トト 寺 トト 溢 琴 隔 較 良 内 ら 

0 EE 


a i ee 


頑 一 般 に る sc, ゆえ を, 選 は 流通 角 に は 影響 を 与 を な 当 ご 党 雪 
塊 い . それ ゆえ 基本 波 電 流 係数 Ch は Ch, = 120 140 160 
Gsin0 eos Df と 考え て 差し つか を な い . ゆえ に 各 PE a Corensta A 
。 本吉 変調 貸 と 基本 波 成 分 と の 比 は 次 式 で 与 を られ る , 図 4 相互 座 調 と 流通 角 と の 関係 
Fig. 4—Relation between intermodulation products DG 
a (0 a Lr C6 (6) and flow angle. 
En a tC a sin 8 cos 8 ; 5 
i i A て 0 i 
の 人 \ 
人 式 ©@, «7 を 図示 すれ ば 図 4 の よう に な る cn #29 


* 遇 EE Ld! ゆえ 以 上 の よう な 騰 密 な 取扱 を ちな いる 
導 で 較 5 の ま な 考え を 導入 地 れ は ば 隔 李 電導 は つぎ の よ 


際 2 還 

いこ が : !o 2 

i 3 [or 3 2 cos (naa tr 
“ er a 
Fg 図 5 送信 機 の 相互 調 の 発生 機構 の 
YY 0 ¢ 簡単 な 考え 方 Ee 
hr ' Fig. 5—Simple method of calculation o 
[に ) 4 a tor lo in the transmitter, 
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は oe 


6 Je は 1/10 細 放 る 5, OR 
と し て 送信 機 間 の Rb 


5. 実 測 結 果 


の 


_ 現用 され て いる 数 種 の 送信 機 に つい て 相互 変調 の 値 


] を 実測 し た 被 測定 送信 機 は つぎ の と お り で ある 
150 Me 港湾 電話 用 送信 機 。 50W, 2B29 
| 150 Me 移動 送信 機 (米国 製 ) 25 W, 2B 46 


」 250 Me 固定 送信 機 35W, 2B94 
| 450 Mc 固定 局 用 送信 機 。 200W, 5F35R 
) 図 6 は その 測 


補 練 送 信 棋 


tcs 
の も の て で ぁ あり , 
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6. 送信 機 の 相互 変調 の 軽減 法 
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要約 本 文 で は まず エサ キダ イオ ー ド の 小 信号 等 価 回 路 を 基 に し た 線形 化 懲 分 方 程 式 を 解く と と に より , 過渡 的 な 動 
作 姿 熊 を 明らか に し た . つい で と れ ら の 状態 は 回 路 定数 値 を 座標 軸 と する PQ 平面 を 用 いて 考察 する と 便利 な と と を 所 
案 し た 。 

と れ に より うり エエ サキ ギ ダ _ オォ オード の 各種 用 途 に 対す る 回 路 定数 の きめ 方 に つい て 基本 的 な 考え 方 が 確立 され た . その 一 端 
と し て 電圧 電流 特性 測定 の 際 に 要求 され る 安定 条件 も お の ず か ら 明 ら か に な り , いか な る 点 に EA 
の 指針 が 示さ れ た . 

。 最後, 区 折 叶 に お ける 符 奏 な 電 正 電流 導出 線 の 形 に つい て , 初め て 説明 を 与え た 。 . 3 
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Ne ェ ッ キダ イィ オー ド は ダイ ナ ト ロ コロ ン 形 の 負 性 コ ンダ ク ら に 一 般 化し た 解析 を と ょ に 報告 し た いと 思う ・ 
タ ンス を 有する Pn 接合 形 ダ イィ オード で ある . と の 負 と の 解析 に より 負 性 コン ダク タン ス 領 域 に # 


」 作 コ ンダ クタ ンス を 利用 し , 外部 回 路 定 数 を 適当 に 選定 条件 が 与え られ る の で , と れ を 電圧 電流 特 
択 寺 れ ば , 増 則 , 苑 振 お よび スイ ッ チ 動作 を 行なわ せ う に に 適用 すれ ば 必要 な 冶具 の 設計 指針 が 示さ れる . 
し か ト し 従来 どの よう な 場合 と どの よう な ふぁ る まい 。。 共 に 安定 条件 を みた さ ず 発振 を 起こ し て いる 状態 
の か , or また 一 方 , 負 性 で 電圧 電流 特性 を 観察 する と , 特異 な 曲線 が 表 わ れ 
る た め に 電圧 電流 特性 を 測定 が , と れ に 対す る 説明 は まだ 与え られ て いな い . 
し こと 易く, 満足 な 特性 曲線 を 得る と し , 発振 時 に お ける 自己 パイ ァ ス の 概念 を 導入 

てい た. 筆者 は と れ ら の 点 に 着 。 提案 の PQ 平面 上 で 代表 点 の 軌跡 に 着目 すれ ば , 
ドド の 動作 燈 態 を 明らか に する た _ の 現象 の 過程 を よく 理解 する と と が で き 5 
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状態 に お ける 振動 の 有無 , ぁ ある い は 減 論 の 正負 は すべ 
て @ と パ の 値 い か ん に よっ て きま る ・ こ とこ れ ら と と 々 は 
また , 回 路 定数 値 よ り 決定 され る も の で ある か ら , 回 


路 定 数 値 さ え わ か れ ば 初期 条件 の いか ん を 問わ ず , 過 
渡 的 な 波 の 性 質 は きま っ て し まう ・. 8 
だ で そつ る ‘9 
PA GT 
QE 5) 

な る 2 つの 量 を 導入 し , 2 を ヶ 軸 , P ア を» 軸 に と っ 0 


た 直交 座標 系 を 考え る . も し , 回 路 定数 値 RL ポ 
よび C が 与え られ ま ぃ ば , その 状態 は 必ず PQ 平面 上 
で 第 1 人 象限 また は 第 3 象限 内 の 1 点 と し て 指示 で き 
る 

か くし て つぎ に 過 濾 的 な 波 の 性質 を 特徴 づけ る 式 
(13), (1 の, ぉ よび (27 が PQ 平面 上 で どの よう 亡 7 
表わさ れる か , 調べ て みよ ょ よう. まず が <0 に 対し て , 1 

9>0 の 場合 に は 

Q.°* +2 QDSP: >O," #2 Q; (36) 
9 ご 0 の 場合 に は 


"| 


or a 


P >Q "+2Q_ CGR 

を 得る 。 つぎ に た 「8<0 に 対し て は 
9>0 の 場合 に は 第 1 象限 全部 y 
9<0' の 場合 に な = P ア ご 0 G8 


と な る 、 ま た が >0, 9<0, g<0, ej8<-1 kc 対 し 
て は 
P<-1 a 
を 得る . | 
_ 以上 の 関係 を 
組合 わせ る と 
図 2 に 示す ど と 
く PQ 平面 上 で 
9- 6 っ の 領域 た 分 。 0 
、 は る と と が で き で 
’ SE の 陰 六 千代 
' で は 9<0 な る 生 
. MMC を 8 
Fig. ko a 交 了 いる EN 
PQ plane for the circuit of Fig. 1 ©). 図 を 見 易く する 
た め 図 2 で は 第 1 象限 と 第 3 象限 の 位置 を 入れ か ぇ て 
ある 2 こと れ ら の 各個 大 は 1 示す ど と 
8 2 et 
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以上 の 考察 に よ 表 1 各 動 作 領域 の 過渡 特性 式 Q9)~(⑫2) より も 分 か る よう に いずれ の 場合 に お | 
| 回 路 定数 9, 増大 波 | 小 誤 波 いて も , て は z=0 に お いて 時 間 軸 に 接し 上 に 凹 な る 
RL よび Ck 立 上 が り を 示し , その 曲 度 は V/LC で 与 を ちら れる. 


] <0 g>0 
較 よっ て 規定 され る - 方 3 Rt a 
i 振動 波 | 1 | r | yv また 一 方 4 に 関し て は z=0 で VIL な る 傾 度 で 立 上 


計 人 表 点 の 0 PQ IT 平 ーーー が り 上 て 上 岳 選 な る . また て と 2 の 時 間 変 化 計 98 
放 計 oromRe 才 k WV | mm | vw 最初 は で を 充電 する た め の 電流 が 電源 側 よ り ダ イオ 
衣 属す る か , と 言う こと に よっ て , v ある い は 7 の 過渡 。 ーー ド に 流入 する が , や が て ダイ オー ド の 負 性 コン ダケ 
| 状態 が 直ちに 判別 で きる と 言う こと が 理解 され よう ・ タン ス に より 供給 され る 電流 の 方 が 優勢 に な っ て 逆 た と 
| 2.4 数 値 例 RR YNS と が 理解 され る . 
つぎ に 9<0 な る 各 領 域 を 代表 する 点 に つい て , 実 2.5 安定 領域 と 不安 定 領 i 
| 際 的 な 数 値 を 入れ 過渡 特性 を 計算 する と 図 3 を 得る ・ 前 述 の 考察 RE が つ 旋 の ら eb : 
放 」 た だ し と の 場合 に は v。=0, 5=0 と お いて ある の で , る ・ す な わ や も 領域 ( 芽 ) と ,( 世 ) で は 能動 的 条件 を 具 を 

28 (1) P=-0.5,0= コ 1 3r (WM-A) P=-2,Q-=-0.2 て は いる が , て も ょ も 時 間 の 経過 と と も 


2 9g=-10mt ) 9=-10 mY, R=2009 に 次 第 に 一 定 の 有限 値 に 収 項 す る の で 


20 R=508 C=5pF ,L=2mkH と れ ら の 領域 は 安定 領域 で ある . と とれ 
C=5PF 8 
18 LL=50 mpH 


反し て (I エ ) ぉ よび (V) で は や. 憶 る も 発 
散 し て ゆく の で , これ ら の 領域 は 不安 定 
領域 に た なる. また (V) と (VD は ‘930 ; 
で ある か ら Pp く 受動 的 な 安定 令 需 に な っ 
る RR 


Fv) , FE) 


Fv), Ft 


性 は 非 直線 的 で ある か ら , 仮 令 最 
定 領 域 に あっ て も ゃ の 大 き さ に よ 
メー タ 値 が 変化 する の で , 次 第 に 
ある い は 動 的 な 定常 状態 に 移行 す 
、 で は と の 問題 に は 触れ ず , た で 朱 
る に と さき さめる. 


3. エサ キダ イオ ー ド の 0 
電圧 電流 特性 測定 法 


Se CK EO En ti Ria a 
1 幸 , A 
& 


A 


(IV-B) P-=-0.5, 2 


MD) P=-05 ,0-=-0.5 
k 9g=-WnmY, R=508 
C=5pF i 


FA ft 


mM) P=-05 ,Q=-02 
9=~10mS , mn 8 


I =i teR 


立 上 が り 特 性 Coe=0,5=0) 
Fig. 3—Numerical Cita to tf ; 3 
the transient an EN I 

when vo=0 and to=0. " i fig 4Cireuts diagrams of the 
ce - i pe i current curve tracers. 


& 
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で ある 誠 定 回 路 と し て は 通常 較 紅 9! あ る い は の ) 
の どちら か が 用 いら れる の . 測定 に は 当然 負 性 コン ダ 
クタ ンス 領域 が 含ま れ て いる か ら 売 分 な 注意 を 必要 と 
了 ナ る すでに 述べ た よう に , 記 9 そ 0 な る 4 つの 領域 の 
うち (L) と ( 基 ) の み が 安 定 領 域 で ある か ら , 図 4 の 


| 太 」+R。 お よび 太 。 を いずれ も 太 で 代表 させ て 表 わ 
0 な る 領域 で 
a lel4 
. RC 40 
_ ーー I (40) 


a 


な る 条件 を みた さき 寄 け れ ば ば ならない. と これ が 安定 に 電 


| 正 電 六 特 性 を 測定 する た め に , 必要 に し て 充分 な 条件 
で ある ・ 

| 、 四 5 は プ デ 

放 ラン 管 直 視 法 

に よる 電圧 電 


=~ 


。 流 特性 曲線 で 


横 軸 50 mV/div. 縦 軸 0.2 mA/div. 
図 5 電圧 電流 特性 
Fig. 5—Normal voltage-current 

characteristic curve. 


(Vert. : 50 mV/div., Horiz. : 0.2 mA/div.) 


図 5 の 場合 と 同一 の 試料 
図 6 発振 を 起こ し た 場合 の 
電圧 電流 特性 
Fig. 6—Abnormal voltage-current 
characterjstic curve due to 
the self-oscillation. 


ェ エサ キダ イオ ー ド の 安定 条件 に つい て 


り 始 まり , 図 
8 に つい て は 「 
9>0 な る 領 
域 を R/CIL 
な る 傾斜 で 原 
点 に 向っ て 近 
づき , g=0 な 
る ペイ テ ズ で 
原点 を 通 周 
じす 0 な 
る 領域 に 入 
る :、 で Rh 
RJCIL な る 
傾 鋼 で 進行 す 
る . こと の 場合 
lglmaz に 相当 
する 点 が 領域 
(想う) あるいは 
(T) の 中 に と 
ヾ まれ ば 動作 
は 安定 で あっ 
a 0 
更に と バ パイ アス 
を 高め ある と そ 
の 点 よ り 有 反転 


1 (mA) 


wt (rad} 


7 振動 を 発生 し て いる 場合 の 電圧 電流 


特性 曲線 と バイ アス 電圧 の 関係 
Fig. 7—Analysis of the voltage-current 
characteristic curve in the case 
of Fig. 6 by means of the 


conception of self-bias 0 再び 原 点 
を 通過 し て 9>0 な る 領域 に 戻り , 図 7 の ご と き 特 性 
を 示す . し か る に 図 6 の 場合 に は 図 8 に ぉ お いて, 4 点 
で 有 P-=ーQ-_* の 曲線 た 交わり, と こと ょ で 発振 条件 を みた 
すか ら 振 動 を 開始 する . 図 7 に 示す ど と く 振 動 が 発生 
する と 自己 バイ アス が か ょ ぃ り パ バイ アス 点 が 移動 する ・ 
- 6 


-.4 


P-= REIU RP. =3R 


に x 
Q-=9 NIE £1U T= IVT 


-4 


2 


4 ; 
図 8 図 7 の 場合 の 動作 領 城 図 に お ける 軌 中 


Fig. 8—Locus of the operating point as the bias 
voltage is varied as illustrated in Fig. 7. 


C60 ) 


昭和 36 年 1 月 電 気 通 信 学 会 雑誌 第 44 巻 1 号 61 

B 点 で は Vs な る バイ アス が か いり 本 来 な ら ば 選 , に < 持 す る 冶具 の 構造 に 留意 せ ね ば な ら な い : すなわち 
相当 する 電流 7 が 流れ る は ず で ある が , 図 の 下方 回 路 の 礎 生 的 な イン ダク タン ス を 小さ くす る と と が 必 
に 示す (B) の よう な 振動 が 発生 し , その 平均 レベ 要 で あっ て , 特に C/Igl「 の 小さ な も の ほど その 要求 が 
の た め 4 Vs だ け 自 己 パ バイ アス が か いり , Va+4Vs きび し く な る . 筆 者 は 幅 1 cm 程度 の 両面 プリ ント 枢 を 
な る バイ アス に 対応 する 電流 7p』 が 流れ る . また 振動 利用 し , その 上 の 適当 な 位置 に ダイ オー ド を また が らら 
が 発生 すれ ば 9 ポ ぉ よび で は 変化 し , 平均 コン ダク タ せ 好 結果 を 得 た . と の 測定 例 と し て 電圧 電流 特性 の 温 
ンス と 平均 容量 を それ ぞ れ 9 ポ ぉ よび C と すれ ば 度 依 存 性 を 図 10 た 示す . 図 (a) は Ge, 図 (b) は GaAs 
EA R (41) の 場合 で ある が , いずれ る も 左 よ り 右 へ 100°C, 25°@ 


GG 
な る 状態 に お いて 平衡 が 保 た れる 


いて 9,C の 代わ り に た それぞれ 9,C を と る と , 式 @d1) 


の 軸 跡 は 領域 (TI) と て ( 工 ) の 境 
振 を 起こ し た 場合 の 代表 点 は ご の 
を 点 に お いて は 振動 の 平均 レベ ル 
致し , 電流 値 た 変化 を 生じ な い . 
に な る の で 電流 は Zp まで 減ら 
pr に と ヾ まる . さら ちら 門 バ イ 
ァ ス が 増加 し て 正 点 応 いた る 
と >, 正 味 の バ イア ス は Vg+4Vz 
SA 4 っ そそ 0).4 志 馬 め 5 に 
の 点 で 式 (41) を みた せな く な 
る の で 発振 を 停止 し , 減衰 振動 
を 伴い な が ら だ 点 に うつる.: 和 
動 の 減衰 に より 当然 自己 バイア 
ス る 消滅 する か ら , 電流 は 急激 
に 低下 し 正常 値 に 戻る . この あ 
と は 領域 (L) お よび 原点 を 通 
過 し て g>0 な る 領域 に 移行 す 
る . つぎ に た バイ アス 電圧 を 高い 
方 か ら 低 い 方 へ 変化 させ た 場合 
に は だ 点 よ り る 低い 万 
点 に いた っ て 始 % て 発振 
条件 を みた すか ら , 電圧 
電流 特性 に 履歴 現 祭 を 生 
ずる . 発振 停止 点 に つい 
て を も 同様 の こと が 言え る . 
な # C も バイ アス 依存 
性 を も つか ら 安 定 領 域 に 
お ける 重 跡 は 若干 の ルー 
プ を 画 く . 図 9 に は 参考 
の た め あめ 他 の 状態 の 電圧 電 
流 特性 を 示し た . 

式 (40) の 条件 を みた 
7 の に は タイ ポポ オ イード を 


78'C。 一 96°C の と き の 特 性 で ある . プリ ント 板 の 
. P,Q 座標 軸 た お 


FF] 4 お “に 2 nz hr , - ll | > 
他 , 同軸 構造 を 採用 し , ダイ オー ド を R< = な る 


上 線 に 他 な ら ず , 発 。 純 抵抗 の 特性 イン ピー ダン ス で 終端 し た 形 た し て も る よ 


ES 8 い 結 果 が 得 ら れ た . また 聞 着 法 に よる 金属 膜 抵抗 を 用 


と バイ アス 電圧 が 一 いる と 低 イ ンダ クタ ンス で し か る 特性 の 変化 を 少な く 
の カ 点 で は 4 Vp が 負 で きる の で な か な か 有効 で ある . 


図 9 領域 TV) を 含む 場合 の 電圧 電流 特性 ( 図 5 の 場合 と 同じ 試料 ) 


Fig. 9—Voltage-current characteristic curve including the region (IV) shown in Fig. 2. 


| | | TNAX | Q-_| maAx | | て INAX | Q+| MAX 
a | 0:86 9.5 2.9 41 
b 3.6 J 16 4.6 


記 落 凡 了 区 園 
A 


LL 
図 10 電圧 電流 特性 る 温度 依存 性 


Fig. 10—Temperature dependence of the voltage-current characteristic curves. 
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3 昭 35 連 大 1450. 
いい (2) 福井 初 昭 : “エサ キダ イオ ー ド の 安定 条件 に っ つい 


以上 , ェ エサ キダ イオ ー ド の 小 信号 等 価 回 路 よ ょ り 出 発 
し , 線形 化し た 微分 方 程 式 を 解く と と に より , 過渡 的 
な 動作 姿態 を 明らか に し た . 
と れ ら の 状態 は 回 路 定数 値 を 座標 軸 と する PQ 平面 
を 用 いて 考察 する と 便利 な こと を 提案 し た . 
と れ に より ェ エサ キダ イオ ー ド の 各種 用 途 た 対す る 回 
i 路 定 数 の きめ 方 に つい て 基本 的 な 考 を 方 が 確立 され , 
4 その 一 境 と し て 電圧 電流 特性 の 測定 た に際し て いか な る 
光 点 で 注意 を 払え ば よい か 明白 に な っ た -. 
また , 発振 時 に お ぉ ける 特異 な 電圧 電流 特性 曲線 の 形 
計 = たつ いて, 初め て 説明 が 与え られ た . 
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ーー 検波 回 路 結合 素子 の 影響 と その 応用 に つい て * 


当 麻 喜 弘 
(東京 工業 大 学 ) 


a 要旨 「 包絡 線 検波 回 路 の 伝送 関数 を 検討 中 , 共振 回 路 と ダイ オー ド と の 問 に 簡単 な 結合 回 路 を 用 いる と トラ ッ プ 特性 。 
有 高 湖 減 論 補 償 特 人 性 が 得 ら れる と と を 見 出し た . 本 文 は 検波 周波 数 特性 を 示す 等 価 回 路 を 導く こと に より こと の 性 質 の 由来 
を 説明 し , 合わ せ て 若干 の 実験 結果 に つき 述べ る も の で ある . 


いた と こと ころ, た また ま 図 1 に 示す よう に 共振 回 路 と ダ 
イィ オー ド と の 間 に 簡 単 な 結合 回 路 を 用 いる こと に ょ よ 
り ,。 ト ラッ プ 特 性 , 高 域 減 誤 補 償 特 性 等 実用 的 に 興味 
ある 特性 が 得 ら れる と と を 見 出し た . 新た に 導い た 侯 
送 特性 を 示す 等 価 回 路 の 求め 方 を 。 こ と れ ら の 回 路 に 応 
用 する こと に より 上 記 の 諸 特 性 を 説明 する こと が で き 
る 本 文 は まず 等 価 回 路 の 誘導 方 法 に つい て 説明 し , 
つい で これ を 用 いる と と に より 上 記 の 性 質 が 容易 に 理 
解 さ れる と と を 述べ る また, これら の 回 路 に つい て 
の 若干 の 実験 結果 を 示す -. 

な お お, と こと で 導い た 等 価 回 路 は 本 文 で 示す よう に ダ 
ィ オ ー ド の 内 部 抵抗 の 効果 が 自然 に 入り , 従来 の も の 
に 比 し ょ り 精 蜜 な 伝送 特性 を 与え る も の で ある と 考 と 
る . また , この 等 価 回 路 で は 全体 を 高周波 成分 的 た 眺 


め た も の と , 復調 後 の 信 過 成 分 的 に 晃 め た も の と の 変 


換 が 容易 で ある の で , いる いろ な 回 路 方 式 に っ いて , 「 
タン ク 回 路 か ら 検 波 回 路 を 見 込ん だ 入力 イン ピー ダン 
スポ お よび 検波 回 路 の 出力 イン ピー ダン ス 等 が 容易 に 求 
まり 便利 な も の で ある と 考 を る. 


C0 


fs 


" に 。 2 i wr 
» \ - A 
ON rs Ne 


の 培 庫 和 導 A 7 
” ht ec 
tt . 


て 磐 信 学会 灯 財 第 4 券 1 号 


4 等 価 回 路 の 誘導 方 法 uO=K{l+2 \ B,, C08 7 ©, i 
4 m=l 
等 価 回 路 の 導出 に あたっ て は つぎ の 前 提 に 立つ . た ぱし K=AT*, o,=27/T, OR 
‘4 (1) 導通 時 の ダイ オー ド の 誹 直線 性 は 無視 了 する Ha in ko (0 
(導通 時 の 内 部 抵抗 は の 4 


(2) Diagonal Clipping, Negative Peak Clipping 
等 は 考え な い . 


さて 太 , 両端 EC Vucos @』t cos @t な る 電圧 が 印加 | 
され た と き , 太 , 中 を 流れ る 電流 は (②) ぉ よび OR が 


: (= V, cos ot cos ot/R; 0 : 
(3 う ダイ オー ド の オン *・ オ フ の duty-ratio は 搬送 2 | 
牙 レ ベル を 中 心 に と し, 変調 波 包 絡 線 の 頂部 と 底部 と で は 4 
異な る も の と 思わ れる が , と と で は 問題 を 簡単 に する TL By Rr eeat Gt 0s ot 
た め 無 変調 時 に 定まる duty-ratio が 変調 時 も その まい i 
- 保 た れる と 考 を る . 変調 度 を 変え て る 検波 周波 数 特性 
が ほとん ど 変 わら な いと 言う 実験 結果 (本 文 で は 省略 ) 
より この 仮定 は 実用 的 に は 充分 妥当 で ある と 考え る -・ 

5 と の 結果 ダイ ィ オード 用 は 抵抗 か ヶ と スイ ッ チ づ と の 
適 列 回 路 と な り , と れ ら を R,C, と 置き 換え れ ば 図 人 
«a) は 図 2 () の ど ご とく な る . 図 3 スイ ッ チ の on-off 関係 の ゐ p 成分 の 電流 は 

} Fig. 3—Timing relation 各部 に ©; 成分 


between on-off operation 


of diode switching and 誘 発 3 選 a 


えき 補 EN 
te 
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carrier wave. 


の C, 結合 回 路 Cs? 
KLEE EATI ささ“ 


0 CK/r) Vp cos ot 
+(25B, be 
すなわち と と で る も 単 記 oj 成分 の る な ら ず 
分 の 電流 が 流れ る と と を 知る . 結局 平衡 状態 
eR 両端 の 電圧 , 電流 の うち Op ost 
(④ , ⑤) を 同時 に 満足 する も の で は な く て は な 
の 二 @p 成分 と @p 成分 と を 考え る の に , 前 
i を 扱う 回 路 , 後者 の み を 扱う 回 路 と 分 け て ぅ 
9-5.- FRE ーー。 らち 二 つの 回 路 を 結び つけ る も の と し て , 
符 価 回路 の 詳 科 = 、 ーー 互い に ⑭,⑤ の 関係 を 保つ ょ うな 回 用 
‘a 8 0 RR の ご 『 と きも の が 得 ら れる 2 


0 
あー OR 


a 


cet simi pat \ 
/ (つと 者 % て いる . また 結合 回 路 の 4BCD な る 定 
; - れ を れ の 局内 迷 需 で 分 け て 考え る 


1 
DY i } " nT や 匠 で 
TE 5 Ta? 2 


-— we 


p 64 
* 坦 


包絡 線 と する の の 成分 々 それぞれ 指す こと と は (④ カ おぉ 
庄 び で の 間 叶 より 明らか な こと と で あ ち う : 

(b) の 点線 で 囲ん だ 部 分 の 等 価 変 換 を 考え る 出力 
a Vout の 向き を 考慮 し て V』 を 改め て 逆 向 き に 
C1) YTD クス 


ty 0 —2B,K/r 
t» B,K/r 


-K/r 人 \V; 
(6) 

半 科 較 絡 ラ ト リグ スズ の る 長 家 
r/B,K ) 


NC 1/B, 
LB 2 B,DK/rB; LRRD, 


和 —2B,)K/r KK 線 5 


9 (0 \ \ r I 0 


i (の の ご とく な る : (ce) の 点 


と の こと と を 示す た め 通 常 
と れ が 求め る 等 価 回 


を 関係 さけ る も の で , 
ポル に * 印 を 付 し て いる . 
と 7 


ME Ne 
キ ルナ 側 を 右側 に 移せ ば の» 成分 的 た 眺 ろ た 等 価 
る ・( た と えば C を 左側 に 移す と が CL// 


) 検波 段 単独 の 伝送 特性 を 検 対す る 場合 に は 化 
利 で ある が , た と えば スタ ガー 増幅 段 の 一 員 と 


1 と し て 表わさ れ て いる . と の うち 7 
っ まり 問題 と な ら な い が 7: は , た と えば R= 
30 2 の 場合 約 1.5k2 と な り 無 視 で き な 


及ぼ すこ と と が 分 か る が 以下 述べ る 例 で 
1。B。C。Du) の 回 路 に 基づく 効果 を 利用 


0 \ 
Nr MMARF OW OR ORN 


‘™ 


し て いる も の 
図 4 トラ ッ プ 形 検波 回 路 
Fig. 4—Envelope detector having と す る - 

trap characteristic. ( 1 ) ££ は 


高周波 成分 C&。 上 ow») 選対 し て は ほとん と ど 開 放 と 考え 
て 差し つか を な い 程 度 の イン ピー ダン ス を 量 す る ・. 
(2) C。 は 高周波 成分 に 対し て は ほとん ど 短 絡 と 考 
えて 差し つか えな い 程 度 の イン ピー ダン ス を 量 す る : 
し た が っ て 4』= の D1, B=C ょ z=0 と な り , と この 
回 路 の 等 価 回 路 は 図る 2 より た で ち に 図 5 の ど ご と く 求 ま 


= —-, 4 Pc = Le 
R’ 2 2 Pc 2 " rn 2 a . rv 
Co'=8Cg, CRBC, LC'=Lg' Cr =LF C= 


図 5 図 4 の 回 路 の 等 価 回 路 
Fig. 5—Equivalent circuit for one shown in Fig. 4. 


る (@⑧ は oo 成分 的 に 眺め た 等 価 回 路 , も) は 
復調 され た 信 号 成分 的 に 眺め た 等 価 回 路 で ある ・ こ と これ. 
より 容易 に 回 路 の 伝送 特性 を 知る こと が で きる . 図 の 
。,C。 の 並列 の 組合 わせ より , @e =1/ VL2C。 な る @e. 
で トラ ッ プ 特性 の 現われ る こと と が た ヾ も に 理解 され 
る また @ ご we で こと の 組合 わせ は 誘導 性 リア クタ タン 
人 ト 太夫 二村 る で 
と も 理解 され る . 

な お 図 中 Pe は o@。 Op 成分 に 対す る Lt の 損失 - 
項 を 表わす 抵抗 人為 的 に 抵抗 を 組合 わせ た 場合 は そ 
れ を 合 れ 93 Ps は Wp 成分 に 対す る L, の 損失 項 を 表 : 


- $=Br 


dae OR 


9 で お 志 。 7 放 。 A 
と の トラ ッ プ 形 検波 回 路 を テ レ ei mai 

皿 に 応用 する と つぎ の よう な 胃 れ た 特長 が 得 ら れる 
(1) 4.5 Mc/s の 音声 成分 を トラ ッ プ する と と が | 

で きる . a 0 


ES RO 
従来 の 受像 機 で は は 復調 後 の 映 像 信 号 端子 より 
音声 成分 を 分 離 抽出 し て いる の が 葵 通 で ある . し た が 
Smo 
声 成 分 を 改 る て 音声 中 間 周 波 段 で 増幅 し な お ボ おす と 言う 


! G@ 中 必 利 得 
| 実測 値 15dB 


理論 値 15.:8dB 
@) 3dB downa 
Fs =apl2 7 


1 
用 必要 が 生じ て いる | 実名 仁和 
と ころ で 図 5 よ 10 ! 1:55 Mc/aien 
放り 明らか な ど と く | 環 葵 値 
トラ ッ プ され た s i 1.83 Me/s 
E 4.5 Mc/s 成分 は i ! (I トク 
闇 エ 。 の 西区 に その s 明和 
1 まま 生じ て いる . A 実測 値 19dB 
i それ 故 た と えば 図 0 i 理論 値 18.15 
6 の よう に L。 布 ド i 明らか に 等 価 
洋 か ら 4.5 Mc/s 回 6 音声 成分 の 分 苑 抽 出 * i 妥当 性 が 認め ら 4 
i 成分 を 分 離す れ ば Fig. 6 一 Pick up of voice signal. 1 吉 Ci) 図 8 は オ 
従来 の ょ よう に トラ ッ プ に よる 減衰 を 受け る と 言う こと 回 路 を 中 間 周 波 * 
な し に 音声 成分 を 取り 出す こと が で きる . ger 増幅 回 路 の 一 
電 ※ 実験 結果 枝 員 人 の 周 決 蜂 一 ー Mc/ 3 (@ : 
1 湊 誠 士 記 の 考案 を 確か め る た め に 行なっ た 実験 結果 を 以 図 8 総合 周波 数 特 性 と 音声 
| 下 に 述べ る . 検波 周波 数 特性 を 測定 する に 際 し て は い 。 成分 の 分 離 
| わる 2 周波 法 を 用 いた . ee 
潮 (i) 図 7 は 図 4 の 検波 回 路 の みた に つい て の 測定 結 dickus of 


果 の 一 例 で ある 図 忠 た 用 いた パラ メー タ の 値 が 示さ Sn 
ーー れ て いる . (Pe が か な り 小 さい が , これ は 他 の 要求 か 
有 ら LZ。 に 抵抗 を 故意 に 組合 わせ て トラ ッ プ 減 誤 量 を 少 
| な くし た た めで ある -.) 図 より 明らか に トラ ッ プ 特性 
宮 | ぉ よび ピー ー キ ング 特性 が 認め られ る . 図 の 結果 と 等 価 


i | MADOMMMZORRART 2 つぎ ざ の 通 ず で ああ 図 9、 共 大 補 信 形 検 法 回 中 


Fig. 9—Envelope detector having 
compensation characteristics 
in the high nd region. 
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性 に つい て 申せ ば 市 販 の 普通 の コイ ル を 用 いて 20~ 
30dB 程度 の トラ ッ プ 効果 を 容易 に 得る こと と が で き 
た . また 高 域 補償 効果 に つい て は 約 2 倍 程度 の 周波 数 
帯域 の 広がり が 認め ちら れ た . 

8 8 次 終り に 平素 より 御 指 導 を 賜 わ っ て いる 東京 工大 , 川 


Co=1i07 * 


os rs 上 正光 教授 , 肖 源 也 助教 授 , 柳沢 健 助 教授 , 並び 


ERE に 川上 研究 室 の 諸氏 に 感謝 する - また 実験 に 際 し 種々 
11 理論 値 と の 比較 御 助 力 を いた ヾ いた 石井 潔 氏 (日 本 電気 (株 )), 日 
Fig. 11—The comparison between the theoretical 立 製 作 所 (株 ), 横浜 工場 テ レ ビ 設 計 課 長浜 良三 課 
calculations and the experimental results. 3 で 
明らか に 高 域 補償 効果 が 認め られ る .・ 長 , 同 油井 軍 樹 氏 に 感謝 の 意 を 表わす -・ 
8 文 幸 
5. 結 言 CD sR Williams : “The modulation response and 
以上 の 所 論 を 要約 する と つぎ の 通り で ある ・ selectivity curves for a resonant circuit loaded 
; by a diode rectifier'”’, Wireless Engineer, 
< で 1) 包絡 線 検波 回 路 の ダイ オー ド を 時 間 的 に 変化 p 189, CApril 1938). 
と と に s 示 (2) H.A. Wheeler: “Desi f las for diod 
, す る 掴 失 と みろ なす と ) ti dad tT, LE 745 CJaly 1998). OT A 
i 等 価 回 路 を 導く 方 法 を 示し た . ダイ オー ド の 内 部 抵抗 (3) J. Haantjes and a ee : ee 
nt 計 ~ = as converters and as etectors™”, ili 
ennamenso utotos sss Eo 
i える も の る CN Weel: "Analysis of diode. detect 
2 OA A di i ee tA me 
(2) 上 の 方 法 を 用 いて 図 4 の 回 路 の C。, 有 。 が ト Ea A Reon. Ro oD A 
ララ ッ プ 特性 , ピー キン グ 特 性 等 を 持つ こと を 明らか に (5) 当麻 東屋 : “チョ ッ ペ 回 路 の 伝達 関数 ”。 電 学 誌 
| し た . この 回 路 を テレ ビジ ョ ン 信 号 検 波 回 路 に 応用 す A Be i 
"a 才 6 麻 :“ チ チョッ i 
放 る こと 秀 れ た 特長 が 得 ら れる と と を 述べ た . 3 の < 
(3) 同様 に 図 9 の 回 路 の C。, R。 が 高 域 補償 の 効 (C7) 当 附 、 古 井 。“" 検 回路 の 伝 較 炎 "。 表 34 連 大 所 
Et tc = . No. 
| 玉 を 持つ こと を 明らか に し た . (8) 川上:" 電 和子 回 路 基 ”、p 143, 共立 出版 (1955). 


請 (<) 上 記 の 結論 を 実験 的 に 確認 し た . ト ラップ 特 (昌和 36 年 4 月 26 日 受付 , 9 月 6 日 再 受付 ) 
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計 ビエ ェ ン 振動 子 を 用 いた 電子 ビー ム の 電流 宮 度 分 布 の 直視 方 法 


天 。 大 x 電電 
3 (日 本 電気 株 式 会 社 研究 所 ) 


3 要旨 マイ ク r ャ 波 真 空 管 ,。 特に ミリ 波 真 空 管 に 用 いる 極め て 細く , し か ゃ も 電流 密度 の 高い 電子 ビー ム の 中 の 電流 密 
放 庶 分 布 を プラ ウン 管 上 に 直視 で きる よう に する の に , 従来 の 方 法 や で は 測定 の 目的 上 最も 重要 な 個所 で ある 電子 銃 の 陽 
RR ] 極 孔 付近 に お け る 測定 が で き な い と と が 大 き な 欠 点 で あっ た . 筐 者 ば と この 欠点 を 除い た 新 測 定 法 と し て ピエ ェ エゾ 振動 子 に 
| より 葛 動 され る 振動 ター ゲッ ト 電 極 に 小さ な 孔 を あけ , と れ に よっ て 補 測 定 電 子 ピ ビー ム の サン プリ ング を 行なう 方 法 の 
着想 や を 得 , と この 原理 に 基づく 実用 的 な 測定 装置 を 試作 実験 し て 見 た と と ろ 満 足 な 結果 を 得る こと が で きた .⑪~⑳⑰ と れ 選 
より 定 其 測定 に 適し た 4 表示 法 と , 定性 的 で は ある が 現象 の 全 税 を 直観 的 に 把握 する の に 便利 な PPI 表示 法 と を 適宜 急 
| Mmrecrer. 被 測定 電子 ビー ム 中 の あら ゆる 部 分 の 電流 密度 分 布 を 正確 迅速 に 測定 で きる と と と な っ た . こと 
の 組立 式 真空 装置 は 機能 上 構造 が 比較 的 複雑 に な り 勝 ち で ある に も か か わら ず , 10*~10-'mmHg 程度 の ょ よい 真空 度 が が 
Ce と と な どか ら 明 ら か な よう に , その 構造 や 付属 電気 回 路 の 設計 に は 本 測定 の 目的 に 好都合 で ある よう に 種 
ぐさ ぐ の 工夫 が な され て いる . また , と の よう な 測定 方 法 に お ける 技術 的 問題 点 や 特徴 , 欠点 な ど に つい て も 論じ て ある . 


1. 席 言 に 用 いら れる 電子 ピー ム は 他 種 の 陰極 線 管 の 場合 に 比 
A べ て 電流 密度 が 桁外れ に 大 きい . と の 傾向 は 大 電力 真 
和議 が の 光 千 な どの マイ クロ 収 護 補 内 空 管 に な れ ば な る ほな ほど. また 動作 周波 数 が 高く な れ ば 


. 3 Visual Presentations of Current-Density Distribution in an Electron Beam by Means of a Piezo-Electric 


Scanner. By TADAKUNI VH Member (Research Laboratory, Ni Electric 
話 et: ry, Nippon Co. Ltd., Kawasalki). [論文 
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も , 測定 点 を 軸 方 向 に 平行 移動 すれ ば 一 般 に 前 と は 別 
の 電子 の 軌道 に よる 電流 密度 分 布 を 観測 する こと に な 
る 訳 で ある , 電流 密度 が 高い 軸 対 称 電子 ビー ム の 場合 
の 電流 密度 分 布 は た と ぇ 電極 系 の 形状 , 位置 , 集束 磁 
界 の 分 布 な ど が 完全 に 軸 対 称 に と な っ て いる 場合 で も , 
必ず し も 四 対 称 に な る と は 限ら ず , 周 方 向 の 特定 の 
場所 た 電子 が 集まる 傾向 が ある こと が 報告 され て い 
る いい の. ター ゲッ ト を 電子 の 回 転 に つれ て 回 転じ つ さき 軸 
方 向 に 位置 を 変え る と いう こと を , 真空 中 で 同時 に 磁 
界 中 で , し か も 機械 的 に 高 精度 で 行なう と と は 機構 が 
極め て 複雑 に な る の で 甚だ 困難 で ある . PPI 表示 は と 
の よう な 見 地 か ら ゃ も 極め て 好都合 な 表示 方 法 で あっ 
x 実際 の 測定 に あたっ て は 4A 表示 と PPI 表示 と を 
併用 し , 長短 相補 い ぃ つく 測定 する の が よい と 思わ れ 
る 初期 の 実験 ①⑰ 結果 を 基 と し て 新た に 設計 試作 
し じ し た 実験 装置 や ⑦ で は PPI 表示 も で きる よう に な っ 
て お り , 両 表 示方 法 を 簡単 に 切換 使用 し 得る よう な 構 
造 に な っ て いる . 


2. 機械 的 走査 法 に よる PPI 表示 と 
その 分 解 能 


ピ ェ ブ 振 動 子 を 用 いた 機械 的 走査 方 式 に よっ て PPI 
表示 を 行なう に は 振動 子 お よび と これ に よっ て 駅 動 さ れ 
る 有 和 孔 タ ー ゲ ッ ト 電 極 な ど , ビーム の サン プリ ング を 
行なう 部 分 全体 を ター ゲッ ト の 振動 方 向 と , ビー ム の 
四方 向 と に 対し , いずれ る も 垂直 な 方 向 に 往復 運動 させ 
る 必要 が ある . この よう に すれ ば ター ゲッ ト に あけ た 
小 有 孔 に て よっ て 被 測定 ビー ム の 断面 を テレ ビ 式 に 走査 す 
る こと きい な る か ら , ピ ェ ブ 振 動 半 よび 前 記 往 復 運 動 と 
同じ 周波 数 で , し か も それ ぞ れ に 同期 し た 掃引 電圧 を 
ブラ ウン 管 の 縦 お よび 横 偏向 板 に 加 ぇ , 焦 電 極 電流 を 
増幅 後 ブ ラウ ン 管 の ゲ グリ ッ ド に 加え て 苑 度 変調 を 行 な 
ば 所 相 の PPI 表示 が で きる こと と に な る . 
簡単 の た め 小 孔 に よる 走査 が 時 間 に 対 し て 正 弦 波状 
匠 行なわ れる も の と する と , 小 孔 の 位置 は 

jz=pasin(27f,t) spal2 7 ft) 

y=9a sin(2 x f,t) esqal2 x ft) 


(1) 
(2) 


較 で 表わさ れる . た x し 室 は 実際 ビーム の 走査 に 使用 
記す る よう な 小さ い 角 度 の 範囲 内 に お いて のみ ふ 成立 す 


る こく に a は ビー ム の 半径 , Za,ga は それ ぞ れ と;y 


衣 方 向 の 掃引 の 振幅 で ある . 小 孔 の 半径 を 8 と する と 


ER Tp ft 


ee 


の : T aq 


(3) 


| こい ヽ に ん は 定数 で 隣接 する 走 在線 が 互い に 接する と き 


は ょ =1, 離れ て いる と き は た >1, 重なり 合っ て いる と 
き は <1 で あぁ る. 有効 走査 線 数 を ヶ 々 と すれ ば (② まり 


2 
aag*2 x で (&@ 


(3), (の より na/k8 (5) 

式 (5) か らち ら ヵ x を 大 きく する た め に は 同じ «で 対し で 
9 を 小さ くす れ ば よい . すなわち 垂直 方 向 の 分 解 能 は 
サン プリ ング の 小 有 孔 の 半径 に 反比例 する . また だ た (⑬③ は 
り 水 平 周 波数 大 を な る べく 大 きく し , 秋 直 周波 数 
を 小さ くす れ ば よい . 水平 方 向 の 分 解 能 は 増 編 器 の 高 
周波 部 に おけ る 特性 に よっ て 決ま る が , 走査 周波 数 が 
低い の で 問題 に た に ならない. 筆者 の 実験 値 の 範囲 は お * 
むね z=70~80c.p.s., fy=0.2c.p.s., 0==0.02mmj 
ap=ag=2 mm ヵ z=15~40 本 程度 で あっ た . 


3. 試作 し た 組立 式 真空 装置 の 構造 


新た に 設計 試作 し た 実験 装置 は 写真 1 の よう な 外観 
の も の で 。, 写 真 2 , 3 は それ ぞ れ その 主要 部 の 前 面 お よ 
び 後 面 の お も な 部 分 を 拡大 し た と ころ で ある . 図 1 は 
主要 部 の 構造 を 示す . 図 中 , 下部 磁極 は 架台 に 固定 され 
て お り , その 内 部 に は 電子 銃 を 収容 する 副 真 空 が あ 
る . 下部 磁極 に は 電子 が 出 て 来る た め の 極 あて 小さ な 
孔 が あい て いる が , と の 部 分 の 排気 抵抗 が 大 きい の で 
磁極 間 に ぁ ある 主 真空 室 と 副 真 空 字 に は それ ぞ れ 液体 空 
気 の ト ラッ プ を 付属 し た 油 拡散 ポン プ が 独立 に 設け ら 
れ て いる . 両 走 空 宏 に は すべ て テフロン 製 の ガス ケッ 
ト を 使用 し 外部 か ら 加 熱し て 明 蔵 ガス を 除去 で きる よ 
うに な っ て いる . と の よう に 真空 度 の 向上 に は 特に 意 
を 用 いた 結果 , 内 部 に な に も 入れ な い 状 態 で 3x107 
mmHg, 入れ た 状態 で , 最も 悪い 場合 で も 10-'mmHg 
の 桁 に は 入れ る こと が で きた .、 と の よう に 複雑 な 真空 
装置 で この 程度 の 高 真 空 度 が 得 ら れ た と と は 充分 満足 


pl 


写真 1 組立 式 真空 装置 の 外観 

Photo 1—External appearance of the demountable 
vacuum equipment and of the associated 
measuring apparatus 


C68 ) P 


写真 2 前 面 主要 部 の 外観 
Photo 2—External appearance of the front 
part of the vacuum equipment proper. 


上 部 極 引 上 用 ハフ ドル 


後面 主要 部 の 外 稚 
Photo 3—External appearance of the rear 
part of the vacuum equipment proper. 
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on of the essential part of the demountabie vacuum equipment, = 
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すべ き 結 果 で あぁ る と 困 う 7 で 0 詳 


ム の サン プリ ング を 行なう 機構 
や ゃ 集 電 極 な ど (「 電 子 ビ ー ム 検 
査 器 」 と 呼ぶ ) は すべ て 上 部 磁極 
を 賀 い て 上 か ら 降 り て 来 て いる 
パイ プ 4 本 と 中 実 棒 1 本 に よき 


て 支持 され , と れ ら を 真空 容器 
の 外部 か ら 一 括 上 下す る と と 


よっ て サン プリ ング の 両 が ビ Cn 
ム の 軸 方 向 に 移動 で きる よう な 
構造 に な っ て いる . 各 パ イプ は 3 
貢 鍋 製 で その 内 部 は 気密 封 目 敵 
子 に よっ て 真空 封 止 され ; ぞ の 語 
内 部 に は パイ ィ プ と 電気 的 た 絶縁 
され た 導線 が 1 本 ずっ 真空 容器 
の 内 外 を 連絡 する よ うた に な 0 の 
いる . 中 実 棒 は や は り 黄 鍋 抽 で 
あっ て PPI 表示 の 場合 , 小形 の 
同期 電動 機 に よっ て 一 定 の 角 速 
度 で 回 転 され , 真空 中 に ある 棒 7 
の 下端 の 偏心 みく えた よっ て 回 転 7 
運動 を 往復 運動 に 変換 し , 電子 1 
| 1 
方 向 に いずれ る も 垂直 な 方 向 と サ 
ンプ リン グ を 行なう 目的 に 役 立 
っ て いる . また , と の 回 転 軸 と 
同一 速度 で 回 転 す る ポテ ンジ シ 
メー タ に より , PPI 表示 の 場合 
の 縦 方 向 の 掃引 電圧 が 発生 さ 
る また た と れ ら 5 本 の ペタ 
お よび 中 実 棒 が 真空 容器 を 綱 く 
部 分 の 気密 封 止 に は ネオ プ ! 
の 環状 ガス ケッ ト を 使用 し て Co 
る が , と れ は 熱 に 弱く 吸蔵 ガス 


を 除去 する た め の 加 熱 が で き 


真空 室 と 主 真空 室 と の 間 
する 間 げ き を わざ と 狭く 


を 別に 設け た 油 拡散 ポン シン 
立た に 排気 し て -10 つ mmHg 
の 真宏 度 に 保っ て と の 部 分 の 
真空 度 が 主 , 副 両 真 空 宰 の 真空 
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計 し た . (実際 の 使用 状態 で 補助 真空 室 の 真空 度 を 測 
定 し て 見 た と と ろ 油 拡散 ポン プ の 到達 真空 度 5x10 つ 7 
mmHg 程度 に な っ て いた ) 実験 の 結果 は 所 期 の ご と 
ぐ 要 部 の 真空 度 は 充分 高く し か も 外部 か ら 5 本 の パ 
ネプ と 中 実 棒 和 を 上下 ま た は 回 転 控 作 する こと に より , 
真空 容器 の 内 部 で 所 期 の 複雑 な 操作 を 満足 た 行ない 得 
る こと を 確認 し た . 


さま れ た 空間 
で 振動 する . 
と の 静 電 容 量 
の 変化 は 電気 
的 に 電圧 の 変 
化 に 変換 され 
と れ を 増幅 し 
て 前 記 の ピエ ェ 
ゾ 素 子 を 励 振 
する よう な 
っ て いる 、。 有 - 
孔 タ ー ゲ ッ ト 


写真 4 電子 ビー ム 検 査 器 の 外観 


7 ste Fm 

: Photo 4—External appearance of the の 後方 に ある 
RY electron-beam analyzer. 集 電 極 は ご 次 
を 電子 の 放出 を 防 


止 す る よう Fa- 


raday cage 式 


の 構造 に な っ て 

ch J いる 写真 4 は 

電子 ビー ム ぇ 検査 

器 の 外観 , 写真 

5 は これ を 磁極 

; 共 殖 定 念 子 ビ ー ム ーー 間 に 装 着 し た と 
図 2 電子 ピー ム 検 相 器 主要 部 構造 RE 
Fig. 2—Construction of the essential part of the 写真 に お いて 上 

i electron-beam analyzer. か ら 下 が SC 
図 2 は 本 装置 の 心臓 部 で ある 電子 ビー ム 検 査 器 の 主 る パイ プ で 支え 
3 要 部 の 構造 を 示す も の で ある . 2 枚 の チタ ン 酸 パリ ウ られ た た 円 筒 状 の 
議 <8 可 の mr ょ り 盛 る ピ ェ ゾ 記 陳 来 子 は 丁 面 に 銀 を 焼 て 守 真 5 電子 ビー ム 松 相 遇 を 届 庄 m も の は ピー ム の 
付け て 電極 と し , 電気 的 に 互い た 極性 が 逆 た に な る よう に 装 落 し た と ころ 透過 率 の 測定 を 
@ じ て 図 2 に 示す 主 振動 子 の 固定 端 の 付近 に 接着 し て 。 Photo Phe eleetromPcam anaiYser | 行なう と き 用 い 

ある . こと これ に 前 記 中 空 パ ペイ ィ プ の 内 の 一 本 の 内 部 導体 を pale pleces: る 仮り の 陽極 で 

通じ , 真空 容器 の 外部 か ら 振 動 系 の 機械 的 共振 周波 数 あっ て 7 実際 に 電 

収 等しい 周波 数 の 励 振 電 圧 を 印加 する と 、 一 方 の ピ ェ 子 ピ ー ょ の 測定 を 

ブ 素 子 が 収縮 する と き は 他方 が 下 び , これ を 交互 に 線 行なう と き は 不要 

返す . そこ と で 整合 用 鍵 を 微細 に 調整 し て 共振 子 の 先端 で ある か ら 政 魔 に 

避 設 けら れ た 有 孔 ターゲット の 振幅 が 最大 と な る よう な ら ぬ よう 隅 の 方 

必 す る 2』 実 只 の 結果 最良 状態 で ター ゲッ ト の 振幅 を + へ 移動 し て お く 、 

2mm 程度 に する こと は 左 程 困 難 な こ と で は な か っ た . 写真 6 は 電子 銃 側 


どの 調整 は 実験 を 開始 する 前 に 大 気 中 で あら か じ め ゃ や 


の 逆 極 片 の 一 部 で 
写真 6 電子 銃 側 の 磁 林 片 の 一 部 。 あっ て , と の 内 部 . 


(この 内 部 に 電子 銃 を 取付 ける ) > 
Photo 6—A part of the magnetic に 電子 銃 を 取付 け 


pole piece at the electron-gun ’ i 
side. (the electron gun is in- る . 写真 7 は 実験 
に 使用 し た 電子 銃 ; 


side the pole piece shown) 


ララ て お け ば , 真空 中 に 入れ て か ら 再 調整 する 必要 は な 
| 調 齋 状 態 は 長期 間 そ の まく ょ に 保つ と と が 可能 で あ 
る . 共振 子 の 先端 に は この は か 振動 検出 用 可変 蕎 電器 
の 振動 電 要 が 取付 けら れ て お り , と これ が 固定 電 禁 で は 
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イン 和 な とい ーー 


2 性 能 数 運 減 回 路 は 2 個 の デカ ヵ カト ョ 
内 操作 軸 固 | - 直 居 不 空 計 OF-300 形 油 拡 散 ポ ンプ 減 個 eR " 


| 也 i の bmn < RR 0 i ・ 
3 補 鼻 机 裕 補 i 1 oF-80 沿 な ポメ プア 電 符 谷 苦 Ne ガ ・ パ ルス の 周波 数 の 117 
| | % 酒 回 転 ポン プ A-200 1/2, 1/5, 3 VN 1/50 す 
上 部 磁極 NR RR 2322 到達 真空 度 。 5x10-*ImmHg た は 1/100 の 周波 数 の パル ヌス 」 
| a EH ie NE を 発生 する も の で , これ に 4 
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1 rk | る よう な 使い 方 が で きる よう 
流 休 空気 トラ ッ プ > RE 油 了 了 ボノ プ 計 コ 8 Ne に 考 協 され て いる ・ 通 減 回 路 F 
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¢ Fig. の “ の a oh. equipment. に も な っ 3 これ ら _ 4 
< は すべ て 4 表示 の 場合 に 使用 
の 一 例 , 図 3 は 排 の 9 二 計 a よっ て 種々 電子 ピー ス 2 
| 気 系 統 図 で ちる - 
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と 央 モー タ 
図 4 は "PPI 表 _ 
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写真 7 電子 人 部 分 の 外観 
0 mes ビー - ぇ の y photo 7—External appearance of ル 


re electron-gun assembly. 
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oo 0. 2 の 押 囲 
いる . 短 形 ポ ルス 発生 器 * 者 
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ri 4 電子 ビー ム 測 定 如 構成 較 a \ SN : 
Fig 4—Schematic diagram of the electron-beam. の 
A measuring. Pots VW, : 


72 藤井 忠孝 : ビ ェ ゾ 振 動 子 を 用 いた 電子 ビー ム の 電流 密度 分 布 の 直視 方 法 


て , 穴 頭 値 で 最高 4kV, 0.1A (1.5kV 以下 の と き は 
最大 0.15 A) の 出力 が 出せ る ・ 変調 部 用 の 直流 高 電 圧 
発生 装置 * は 独自 の サー ボボ 制御 に より 300 V~5 kV, 
0~0.25 A の 範囲 内 の 直流 出力 を 連続 的 た 自由 に 変化 
し 得る も の で , 電子 管 を 用 いた 定 電圧 回 路 に より , リ 
ッ プ ブル お さび 電圧 変動 率 は と も に 出力 電圧 の 0.1 導 以 
下 に 抑 を られ て いる . 押 ボ タン 操作 に より 直流 出力 電 
圧 \ し た が っ て 知 形 パル ス 電 圧 を 連続 的 に 自由 に 調整 
や する こと が 可能 で ある . 監視 部 は 出力 パル ス 電 圧 , ま 
Gg だ は 電流 の 波形 や , 電圧 , 電流 値 , パル ス 幅 な ど を 測 
調 | 定 監 視 す る 部 分 で あっ て 専用 に 組込ま れ た ブラ ウゥ ン 管 
" より 電子 ビー ム の 加速 電圧 また は ビー ム 電 流 の 波形 
を 常時 和 観測 で きる よう に な っ て いる . また こと の 部 分 に 
; は 較正 用 標準 短 形 波 電 圧 発生 回 路 お よび 失 頭 値 真 空 管 
電圧 計 る 組込ま れ て いる . 
ター ゲッ ト の 振動 数 は 初期 の 実験 で は 20~60 サイ 
クル 程度 で あっ た が , その 後 振動 系 に 細か い 改 良 を 加 
放 | た 結果 , 80 サ イク ル ま で 上 げ る こと こと が で きる よう に 
放 な っ た その 結果 初期 に 用 いた 直流 増幅 器 を 使用 し な 
< て も 充分 位相 特性 を 良く する と と が で きる と と いな 
. り , 測定 系 全体 の 安定 度 が 著しく 向上 し た . 特に ブラ 
ラン 管 の 灯 度 変調 回 路 は 出力 側が 大 地 に 対し 負 の 高 電 
方 正 に な ゃ た ふ , 安定 な 直流 増 格 器 で この よう な 個所 に 
有用 いら れる も の が 得 茸 く , 困難 を 感じ て いた の で ある 
放 が 直流 増幅 器 を 使用 し な く て も よく な っ た こと と は 実 
有用 上 の 大 き な 進 歩 で あっ た . ピ ェ ブ 振 動 を 持続 する た 


| 利用 し て 発振 器 を 周波 数 変調 し , そ の 出力 を 周波 数 弁 
| 中 器 に か け て 電圧 の 変化 に 直す の が 正道 で あろ う が , 
| 複 森 に な る の で 5 Mc の 水 品 発振 器 の 立 上 が り 特 性 を 
; 有 和 用 し て 価 WW に 目的 を 達し た . と れ で 使用 上 の 支 際 は 
較 較 夫人 で て で いない. 


っ > 癌 品 屋 5 
5. その 他 の 技術 的 問題 
C1) クー ケント の ね 科 と し て は 現在 0.2mm 折 の 
ンタ ル を 使用 し て いる が , と れ に 直径 0.04mm 
の サン プリ ング 孔 が あい て いる . と の 大 さ に よっ て 分 
有 有 炊 能 が 左右 され る が ( 式 5 参照 ), 強度 上 の 見 地 か ら 
| 有 | るる 程度 以下 に 板 操 を 潤 く する こと は 困難 で も る し , 
| 孤 記 と 孔 の 直径 と の 比 が 大 きい と き は 斜 に 入射 し た 電 
有 王 の 買 通 が 困難 に な る . 現在 で も すでに こと の 比 は 5: 
放 1』 と な っ て い ゃ から, と れ 以 上 小さ な 孔 に する こと と が 
| よい か どう か 断定 は む づ か し い . また ご 次 電子 放出 を 
有 有 功 止 する た ぁ め 孔 の 形状 を どの よう に する の が 最も よい 


や の 帰還 回 路 に ある 容量 電圧 変換 回 路 は 容量 の 変化 を " 


CR 


か は 今後 に 残さ れ た 問題 で ある. 渋 孔 を ター ゲッ ト 面 
に 垂直 に あぁ あけ, ターゲット の 面 が ビー ム の 軸 に 垂直 で 
ぁ ある よう に する こと と な ど , すべ て の 部 分 の 機械 的 精度 
を 上 げ る こと と を も 軍 要 で ある ろ る: ; 

(2) ピ ェ ブ ゾ 素 子 の 静 電 し ゃ へ い は 特に 電 要 で あ 
る . と の 点 相当 注意 し て 完 べ き を 期し た 設計 だ な っ て 
いる が , まだ まだ 不 充 分 で あっ て , 特に 集束 磁界 が 弱 
いと き に ピ ェ ブ 素 子 に 漂 流 電子 が 吸収 され 易く これ 
が 素子 を 損傷 する 原因 と な り 勝 ち で ある . し ゃ へ いさ 
え ゃ 完全 に すれ ば よい は ず で あぁ ある が , 実際 問題 と し て は 
実施 が 仲 々 困難 な の で , 磁界 が 弱い と き に この よう な 
不都合 が ぁ る の は 少な く 共 現状 で は 本 測定 法 の 欠点 と 
言え る で あろ う . 

(3) 集 電 極 の 電磁 し ゃ へ い は 謗 導 障 害 を 除く た め 
に 重要 で あぁ る. し か し 電子 が 入る よう に は し て 置か が な 
けれ ば な ら な いか ら 完 全 な し ゃ へ い を 実施 する こと は 
こと の 場合 も ほとん ど 不 可能 に 近く , ある 程度 回 路 の イ 
ン ピ ー ダ ンス を 下げ て 防ぐ ほか は な い . 現在 は 最大 
100kN 程度 で ある . 

(4) ター ゲッ ト の 機械 的 振動 は と に れ ま で 正 蓄 波状 
で ある と . し て 取扱 っ て 来 た が , 実際 は ひび ず ん で いる こ 
と が 考え られ る . 特に 主 振動 子 や 共振 子 の 部 分 六 幅 の 
方 向 に 振動 し て いる こと こと が 考え られ る か ら , これ に 
より 走査 波形 が ひ ず ん で いる 可能 性 が ある . と この 点 な 
お 検討 を 要する . 

(5) ター ゲッ ト は 振動 数 を 成る べく 高く する 必要 
が あぁ ある 関係 上 , 質量 に 制限 が あり , 大 さ を 人 奈 り 大 きく 
する と と は で き な い が , 洒 湊 電子 が 集 電 極 に 迷い 込ま 
な いよ うに する た め に は 大 きい と と が 望ま し い . 

(6) 本 測定 法 は ター ゲッ ト で 被 測定 電子 ビー ム を 
さ へ ぎる の で ある が , 一 般 に 高密 度 ビ ー ム は 空間 電荷 
作用 に た よっ て 内 部 で 電位 か が 下がる も の で あり ,」 ター ゲ 
ッ ト の 存在 に より と の 状態 が 乱 さ れる と と に だ なる. こと 
れ が 測定 誤差 の 一 原因 と な り 得 る が , と これ は 導電 性 タ 
ー ゲ ッ ト を 用 いる すべ て の 方 法 に 共通 な 問題 で ある . 

(7) 本 方 式 の 特色 で ある 陽極 孔 の 直前 で の 測定 を 
行なう 場合 ターゲット が 新しい 等 電位 面 と な る の で 
陽極 孔 付 近 の 電界 が 乱 さ れ , 電子 銃 の パー ビ ァ ンス が 
増加 する こと が 考え られ る . と れる 測定 誤差 の 一 原因 
と な り 得 る . こ れ は 本 方 法 を 用 いる 限り 避け られ な い . 

(8) PPI 表示 の 場合 継 方 向 の サン プリ ング は 訪 
心 み ム に よっ て 正弦 波状 に 行なっ て いる が , と これ で は 
上 下 の 端 で 走査 線 が 重なり 合う の で , 端 に お ける 縦 方 
向 の 分 解 能 が 低下 する . と れ を 改善 する に は ヵ ム の 形 
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を 変え て 直線 状 に 走査 する よう き ょ 歯 状 の サン プリ ン 
を 人 行 な そ ば よい 訳 で ある : 
6. 測定 結果 の 一 例 

写真 8 は 測定 結果 の 一 例 を 示す . 実験 た 用 いた 電子 
銃 は 集束 
形 の し ゃ 
へ い 電 子 
銃 で 3.5 
kV, 0.1 
A で 使用 
次 民 ) 
設 主 され 
た も の で 
あぁ る が , 
本 装置 の 


効果 を 明 "a 
: ” Es : = 
示す る た 図 の 第 3 行 は 被 測定 電子 ビー ム 横 白 面 上 の 密度 分 布 
め , わざ を テレ ビ 式 に 表わし た も の (PPI 表示). 他 の 3 行 は い 
ずれ も 同じ 横断 面 上 の 電流 密度 分 布 曲線 (A 表示 ). 第 1 
と 正規 の 行 は ピー ムタ の 中 心 を 通る 直径 上 の 分 布 . 第 2 行 は この 
直径 に 平行 な 直線 上 の 分 布 を 重ね て 表示 し た も の . 第 
動作 状態 。 4 行 は 第 2 行 の 分 布 を 横 か ら 見 た も の に 相当 する . 4 
行 と も 右側 が 電子 銃 側 で , 電子 ピー ム は 右 か ら 左 へ 進 
カ か ら 外 し , 行 す る . 水 平方 向 の 4 枚 は scallop の 一 波長 分 を 示す ・. 


特に scal- 写真 8 測定 結果 の 一 例 
Photo 8—An example of the measured 
lop の 大 results. 


き な 状 態 で 観測 し た と の と き の 加 速 電 圧 は 600V で 
な る 、・ 写真 た お いて 1,2』4 は 4 表示 , 3 は PPI 表示 
で ある . 水平 方 向 の 4 枚 は いずれ る を も scallop の 一 波長 
分 を 示す . つま り 電 子 銃 か ら 遠 ざか る 方 向 ベ ビーム の 
軸 上 に 観測 面 を 移動 させ る と 分 布 の 模様 が 写真 の 右 列 


か ら 堪 列 へ と 順次 変化 する . 最 左 列 の っ つぎ は 最 右 列 の 


ど と く な り , 同様 な 分 布 曲線 が な ん 回 も 繰返し 現われ 
る . 1 は 振動 子 の みた による 走査 , 2 は これ に カム に よ 
る 走査 を 加え た 場合 4 は 2 と 同じ 状態 で 模 軸 に カム 
の 回 転 に 同期 し た 電圧 を 加え た 場合 で ある . 
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マイ クロ ョ 流 管 が より 大 電力 へ ; また より 短い 波長 へ 


| と 発達 し て 行く と につれて, 電子 ビー ム に 対す る 要求 も 


従来 より も 一 層 き び じ く な り , 単に 透過 率 の 億 だ け で 


| 電子 ビー ム の 評価 が で き な く な っ て 来 た . 進行 波 管 の 


遅 波 回 路 な ど に 関す る 研究 は 各所 で 盛ん に 行なわ れ て 


「 い る が , と れ に 用 いる 電子 ビー ム に つい て は 明らか に 


され て いな い 点 が 多い . 種々 の 仮定 の 下 に ビー ム の 性 
質 を 解析 され た 報告 は ある が , 実際 の ビー ム に つい て 


へ 


詳細 に 測定 し た 例 は 比較 的 少な く , 測定 例 の な ほとんど 


< 


し ンー (73 ) 


‘NR 
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が 陽極 孔 か ら 可 成り 離れ た 先 の 方 の こと を 取扱 っ て い 
る . 電子 の 流れ に 乱れ を 生ずる 多く の 原因 が ひそ を ん で 
いる 陽極 孔 付 近 た つい て は 測定 し た 例 が あっ て も せい . | 
せ ぜ い 定 性 的 な $ も の で あっ た . と これ は この 目的 た 適 じ だ J 
測定 法 が 従来 知ら れ て いな か っ た た めで ある と 過 われ 
る . 筆者 の 新着 想 に よる ピエ ェ ブ 振動 子 法 に よっ て , は 
じ め て 陽極 孔 付 近 を 含む 電子 ピー ム の 等 速 領域 中 の あぁ 
ら ゆ る 部 分 の 電流 密度 分 布 が ブラ ウン 管 上 に 直視 で き , 
る と と ょ な っ た 訳 で , 4 表示 と PPI 表示 と を 簡単 記 7 
切換 へ 使用 する こと に より 電子 ビー ム の 微細 構造 が 比 
隊 的 容易 た 調べ られ る よう に な っ た . と の ほか 新 測定 : ; 
装置 は 種々 の 点 で 本 測定 の 使用 目的 に 好都合 で ある よ 
う 気 を 配っ て あり 特に 構 造 の 複雑 さと も か ヽ ち もら 
ず , 10“~10mmHg 程度 の 高 真空 度 が 得 ら れ た と | 
と 充分 満足 すべ き 結 果 で あぁ る と 選 う : な ポ y に NC NN 
報告 し た 実験 装置 に は 一 台 で 広範 囲 の 測定 目的 に 使用 
で きる よう , 種々 の 複雑 な 付属 装置 が つい て いる が , 
限ら れ た 血 囲 の 実験 に は な く て も よい も の も ある が か が 
ら , 筆者 の 新着 想 は 簡便 た 各 方 面 に 応用 で きる る の と 
思わ れる . 本 報告 は 新 測定 法 の 着想 と 実験 装置 が 主体 7 
で あっ て , と れ を 用 いて 電子 ビー ム の 諸 性 質 を 究明 すす 
る 研究 に つい て は 後日 別途 報告 の 予定 で ある . 『 南 
最後 日頃 御 指導 , 御 協 力 頂 いて いる 上 司 , 同僚 各 - 
位 , 特に 原島 室長 の 御 高配 に 深謝 する . また 主として で 
実験 の 面 で 御 援助 を 頂い た 佐分利 昭夫 氏 に 感謝 する . 
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マイ クロ 波 電 力 標 準 国際 比較 調査 
専門 委員 会 


委員 長 古賀 凶 策 幹事 岡村 総 吾 
今期 は 9 月 上 旬 ロ ンド ン に お いて 第 13 回 URSI 総会 が 開 
棋 さ れ , 古賀 奏 員 長 お よび 岡村 幹事 が 出席 し て 従来 本 委員 会 
で 行なっ て 来 た 電 力 標 準 国 際 比 較 に つい て 報告 を 行なっ た . 
会合 は 7 月 は 第 6 回 会 合 を 行なっ た . 
第 6 回 (7 月 20 日 ) 丸山 委員 より 電気 試験 所 で 使用 し て い 
る 熟 量 計 形 電力 計 に つき , 熱量 計 標準 の 能率 を 再度 測定 し た 
と ころ , 従来 の 値 よ り 能 率 が 向上 し て いた の で , し た が っ て 
URSI 総会 と 報告 し た 各 マッ ント の 効率 に 若干 の 修正 が 必要 
| で ある 引 の 報告 が あっ た . し か し , 結果 と し て は , 僅少 の 差 
で ある し , 再度 の 報告 が ,, か えっ て 混乱 を 招く お それ も ある 
| の で , 今回 の 修正 値 は 参考 値 と し て 当方 に と ど め , 報告 は 訂 
請 正 し な いこ と に し た . 続い て 丸山 委員 より , J9-9 マッ ン 
| 「 ト の 整合 が 悪化 し た 原因 を 調べ た 結果 , バレ ッ タ の 位置 の 
| すれ ^ に よる こと が 判明 し た . と の と と か ら と 今後 は マッ ント 
| 内 の バレ ッ タ の 位置 を 固定 する た め 充分 考慮 する 必要 が ある 
及 結 の 報告 が ちっ た . と の 点 に つき 検討 の 結果 , 影 約 を みる た 
議 語 る つ に バレ ッ タ の 位置 の * ず れ ” に よる マウ ント の イン ピー ダ 
放 「 ンス 特性 の 恋 化 を 測定 し て みる と と に し , 石川 委員 の 許 で バ 
f レッ タ 下 部 に 座金 を 挿入 し 中 心から 土 1.0 mm 上 下 に 変化 さ 
計上 イ イン ゼー ダン ス を 測定 する と こと に し た . つぎ に 前 回 2 度 
放つ 小 克 員 会 で 内 容 の 検討 を 行なっ た URSI 総会 に 使用 する ス 
ライ ド に つい て は , トレ ー ス を 通信 学会 に , 撮影 お よび 作製 
放 を 電気 試験 所 に 依頼 する と こと に し た . また 国際 比 較 の た め に 
米国 か ら 送ら れ て 来 た NBS 製 マ ッ ン ト No. 19 No. 20 は 
雇 秋 が 終了 し た の で イン ビー ダン ス 特 性 を 測定 の 上 , 早急 に 
移送 する と と に し た. 
か 


電子 計算 機 研究 専門 委員 会 
5 座 員 長 後藤 以 紀 幹事 元 岡 達 


“ 今期 は 全国 大 会 その 他 の 関係 で 8 月 に 1 回 開催 し た の み で 
2 ある. 


CE 


有 第 76 回 で 8 月 26 日 ) 今回 は 情報 処理 学会 と 共催 で , 電機 
| 工業 会 館 で 行なっ た . 今後 3 4 月 に 1 回 情報 処理 学会 と 共 
| 他 の 委員 会 を 持つ 予定 で ある . 

ます 電 試 の 胞 宮 氏 か ら 将棋 倒し 式 振動 方 式 と 言う 江崎 ダイ 
有 有 オード を 用 いた 新しい 回 路 方 式 の 報告 が あっ た . 江崎 々 イオ 
有一 ド の 発振 特性 を 積極 的 に 利用 し て いる 点 興味 ある 方 式 で あ 
る. つぎ に 電 試 の 石井 氏 よ り 江 崎 々 イオ ー ド を 用 いた 高速 記 
有 有 偽 半 に つて 報告 が ちっ た . 江崎 ダイ オー ド 1 個 を 1 ピット 
、 did マト リク ス 状 に 組む 方 式 で , 読出 し 回 路 に ダ 
有 有 イイ オード を 用 い S/N の 改善 を は か っ て いる . 非 破 壇 読出 し 方 
有 | 式 で あぁ っ て 現在 計画 中 の 超 高速 計算 機 ETL Mark 6 の 記憶 
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聞 置 に 予定 され て いる . 最後 に 通 研 の 伏見 氏 か ら , 江崎 ダイ 
オード を 用 いて 共振 回 路 の 高周波 抵抗 分 を 正負 に 変化 させ る 
方 式 の パラ メ ト ド ン に つい て 動作 解析 を 行なっ た 結果 が 発表 
され た . 発振 特性 が 平坦 と な る 長所 が あり , 今後 の 発展 が 期 
待 き れる . 


トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 


委員 長 岡部 豊 比 古 幹事 柳 井 久義 

第 71 8 月 25 日 午後 2 時 より 5 時 まで , 東京 大 学 工学 
部 電気 工学 科 輸 講 室 で 行なっ た . まず 日 大 の 三宅 , 須山 , 松 
本 の 3 氏 よ り 複 合 トラ ンジ スタ 水 卓 発振 器 に 関す る 研究 発表 
が あり , 従来 同氏 等 が 行なっ て 来 た 解 析 方 法 が この 発振 回 路 
の 解析 に も 役立つ とこ と; と の 発振 回 路 で は 単独 回 路 で 発振 不 
能 の 回 路 方 式 も 発振 する こと , 低 周波 の 起動 の 早く な る と と 
が 報告 され た . つぎ に NHK の 宮本 氏 よ り 非 線形 動作 の 活用 
に よる 半導体 式 サー ボ 機構 の 改善 に 関す る 研究 発表 が あり , 
狭い 線形 域 を も つ 多 位置 リレー の 構成 法 お よび その 応用 に つ 
いて 述べ られ た . 最後 に 防衛 庁 第 1 研究 所 の 山本 , 涯 本 両氏 
より 江崎 ダイ オー ド に よる バラ テラ メータ 励 振 に つい て の 研究 発 
表 が あり , 一 般 に ダイ ナ ト ョ ン 特 性 を 有する 回 路 素 子 を 使用 
すれ ば , パラ メー タ 増 弓 が 可能 で ある と と を 簡単 な 実験 と 解 
析 に より 明らか に し た . 

第 72 回 9 月 20 日 , 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 輸 講 室 で 
行なわ ゎ われ た . まず 大 阪 大 学 の 青 概 建 次 , 佐々 木 次 郎 の 両氏 よ 
り ト ラン ジス タタ 遅延 回 路 と 題し て 固定 バイ アス 回 路 , エエ ミッ 
タ 々 結合 単 宏 定 マ ル チ バ イプ レー タ お よび 直接 結合 単 安定 マル 
チバ イプ レー タ の 解析 お よび 実験 結果 に つい て 報告 され た s 
つぎ に ソニ ー KK の 福井 初 昭 氏 より エ ザ キ ・ ダ イオ ー ド の 安 
定休 件 に つい て 特に 電圧 電流 計 法 に よる 特性 測定 の 際 正 し い 
結果 を 得る た め の 条 件 に つき 検討 され た 結果 に つい て 講演 さ 
れ , さら に マイ クロ ド 波 に だ お ける エ ザ キダ イオ ー ド の 特性 と 古 
し て , イン ビー ダン ス の 周波 数 特性 より ェ ザ キ ・ ダ イオ ー ド 
の 等 価 回 路 定数 を 算出 し た 結果 を 報告 され た . 


マイ クロ 波 真 空 管 研究 専門 委員 会 


委員 長 小池 田 二 郎 幹事 中 村 幸 雄 

第 43 回 (7 月 22 日 ) (1) ミリ 波 磁 電 管 と し て 先 に 報告 さ 
れ た 34.8 Gc 帯 の も の を 改良 し て 失 頭 出力 180~200kW の 
も の が 得 ら れ た 四 , 日 電 の 藤井 氏 ほ か か ら 報 告 が あっ た . (⑫②) 
同じ く 日 電 の 藤井 氏 ほ か に より , ビエ ェ エゾ 振動 子 に より PPI 式 
に 電子 ピー ム の 電流 密度 分 布 を プラッ ン 管 上 に 表示 する 方 法 
と その 装置 の 詳細 に つい て 発表 が あっ た 。 当日 は 仮 資料 を 配 
布 し た の で , 次 回 に 詳細 の 資料 を 配る と と と し 実行 され た . 

8 月 は 休会 

第 44 回 て 9 月 12 日 ) (1) 進行 波 管 の 雑音 低減 対策 の 問題 
を 富士 通 の 磯部 氏 が 取扱 い 、AM お よび FM 検波 に よる 雑 
音 測定 法 の 検討 磁界 界 浸 形 の 陰極 に よる 低減 の 実験 と その 
結果 の 検討 を 発表 し た . (2 後進 波 管 動作 の マト リク ズ 表 示 


CAD 


昭和 36 年 1 月 電気 通信 


に よる 結果 と , ら 線 形 の Fast Wave Coupler に 関す る 数 
値 計算 結果 と を 照 会 し た 論文 を 通 研 の 神原 氏 ら が 発表 し た . 
と の 数 学 的 手段 に つい て は まだ 一 般 に 理解 する 者 が 少な いよ 
うに 見 受け られ た . (3) 本 年 7 月 初旬 Seattle で 行なわ れ た 
‘Conference on Electron Tube Research に つき お る も な 状 
況 を 出席 し た 中 村 氏 ( 通 研 ) か ら 報 告 ぶ あっ た . こと の 種 の 出 
席 報 告 の 委員 会 資料 と し て は 主要 な 図 だ け で も いれ た も の が 
ほし いと いう 意見 が あり , 次 回 に 予定 され て いる Miinchen 
会 議 の 報告 の 際 に は そう する こと に な っ た . 


電気 音 級 研究 専門 委員 会 


委員 長 富田 義男 幹事 伊 薩 襲 


第 45 回 (7 月 19 日 ) 早 大 理工 学部 会 議 宏 

(1) リレー チャ ッ タ 解析 の た め の 拡 大 棒 の 衛 突 振動 の 解 
訴 , 西口 閣 君 (日 立 製 作 所 ) リレー チャ ッ ペ タ 々 現象 を 解明 する 
た め に 実物 よ 奏 ネ て 衝突 現象 を 観測 記録 し , 理 
論 的 解析 結果 と 対比 する こと に より , チャ ッ タ 現象 に 対す る 
識 を 深め た . 

(2) 電磁 変調 器 の 相 位 性 に つい て 新 木 諫 三 者 ( 通 研 ) 

電磁 界 の 相似 則 か ら 磁 気 回 路 の 相似 則 を 誘導 し , 電磁 形 受 
話 器 に つい て 駆動 系 の 最適 寸法 を 見 出す た め の 方 法 に つい て 
研究 し た 結果 を 報告 し た . 

(3) う 」9 月 委員 会 を 仙人 台 で 開催 する 件 に つき 打 合 わ せ た . 

第 46 回 (9 月 30 日 ) 東北 大 通 研 会 議 室 

(1) 高密 度 記録 用 磁気 テー プ に つい て , 
崎 俊一 君 , 守屋 忠雄 君 (東北 大 ) 

永久 磁石 材料 粉末 を 数 き グ ドン の 薄 層 3 状 に 塗布 し た テー プ 
が 高 性 能 の 録音 特性 を 示す と と を 指摘 し た . 

(2) 東北 電力 ホー ル の 音響 特性 お よび 音響 装置 
折 沢 武 三郎 君 , 菅井 勇 君 , 城戸 健一 考 , 二村 上 忠 元 君 (東北 大 ) 

東北 電力 ホール の 物理 的 音響 特性 の 設計 値 お よび 実例 値 , 
主 御 音 約 特 性 の 調査 結果 お よび 残響 付加 装置 に つい て 報告 
ジ た 。 

(3) 事 域 中 音 の マス キン グ 特 性 に つい て 
齋藤 収 三 君 , 渡辺 真吾 君 ( 通 研 ) 

帯域 弁 音 の マス キン グ 特 性 に つい て 研究 し た 結果 を 報告 
じ , その 特性 た 特異 な 性 質 の あぁ ある こと を 明らか に し た . 

(4) う "音響 機 器用 機械 音響 振 動 系 設計 の た め の 人 等 価 回 路 定 
に つい て , 石井 鈴 枝 君 ( 通 研 ) 

自由 度 3 以下 の 共振 系 の レス ポン ス を 知る た め の 基 礎 資 料 
を 計算 し , 表示 し た 結果 を 報告 し た . 

(5) 残響 時 間 の 検知 限 に 関す る 一 実験 


永井 健 三 君 , 岩 


曽根 敏夫 君 。 二 


村上 恵 元 君 , 城戸 健一 君 ( 束 北 大 ) 


残 誓 時 間 の 長 さ を 耳 で 検知 する 限界 を 求め ある た め に 行なっ 
誠実 験 結果 に つい て 報告 し た . 
(6) 」 残響 室 を 用 いた 音 狼 出力 測定 (TT) 伊藤 鼓 君 ( 早 犬 ) 


残響 室内 で 音響 出力 を 測定 する 方 法 を 述べ , 実測 結果 を 報 
人 告 し た . 

(7) 小形 メス ピー 0 千村 と た の の 間 則 富田 論 男 君 (日 
本 ビク ター) 


ラジ オォ 用 の 10 (cm) の ピー カ の 推奨 特 人 性 お よび 


| 小形 スピーカ の 性 能 に つい て 研究 し た 結果 を 報告 し た . 


回 路 綱 理論 研究 専門 委員 会 


家長 川上 正光 幹事 矢崎 銀 作 
9 月 に 一 回 会 合 を 開い 
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wt 


第 44 巻 1 号 75 


特性 の 一 解析 法 」 に つい て 報告 が 行なわ ゎ われ た . - 杯 研究 

気 変調 器 回 路 を チョ ッ ペ 回 路 に 類似 し た 方 法 で i 
を 目的 と し た も の で , 従来 チョ ッ ペ 回 路 に つい て 行なわ れ で て 
いる 解法 を 利用 し て 抵抗 貧 荷 の 場合 に 実験 を 良く 説明 し 得る 
計算 式 を 得 て い る . 


非 直 線 理論 研究 専門 委員 会 


委員 長 高木 純一 幹事 南雲 仁 一 

第 46 回 で 8 月 29 日 ) 江崎 ダイ オー ド を 用 いた 自 励 波動 , 
志村 正道 ・ 南 雲 仁 一 氏 (東大 ) : 分 布 定数 線路 の 一 端 に 江崎 
ダイ オー ド お よび バイ アス 用 電源 を 接続 する と , その 負 性 抵 
NE lap gi dai oe と の 波動 を 江崎 ダイ 

ー ド の 端子 電圧 人 お よび ダイ オー ド を 流れ る 電流 に つい て 和 観 
て その 波形 は 一 般 に 階段 波 で ある . これ ら の 波形 は 
江崎 ダイ オー ド の 特性 , 分 布 線路 の 特性 イン ピー ダン ス お よ 
び バ イア テス 電 圧 に よっ て 著しく と こと な る : さら に また 上 上 記 末 
の お の の 波形 は 初期 条件 に よっ て 種々 な モー ド を もつ 。 と の 
問題 な, 数学 的 に は 非線形 ( 負 性 ) 境界 条件 を も ゃ つ 線 形 波動 
方 程 式 の 時 間 周 期 解 の 問題 に な る . 非線形 の 境界 条件 が 静 的 
(代数 的 な 関係 ) の 場合 に は , 結局 , 非線形 差分 方 程 式 の 周 
期 解 の 問題 に 帰 落 さ れ , 動 的 ( 導 関 数 を 含む 関係 , 江崎 ダイ 
オード の 列 容量 を 老 應 し た 場合 ) の 場合 に は 非線形 の 微分 
差分 方 程 式 の 周期 解 の 問題 に 帰着 され る . 

上 記 自 破 動 発生 回 路 は , ③⑬ 極めて 簡単 な 構造 で ある に 
も か か わら ず , ( 箇 ①) その 発振 波形 は 邊 く べき 多様 隆 を 示し , 
Gi) し か も 非常 に 高い 周波 数 まで 使え る の で 応用 の 途 が 広い 
も の と 思わ れる と 主 張 さ れ た . 

第 47 回 (9 月 30 日 ) (1) エサ キ ・ ダ イオ ー ド を 用 いな だ 
発振 器 に つい て , 家 入 勝 吾 氏 (放送 技研 ) : エサ キ ・ ダ イオ 
ー ド の 電圧 ・ 電 流 特性 を 五 次 の 多項式 で 近似 し , ダイ オォ オード 
の 障壁 容量 が 電圧 に よっ て 変化 し な い 場 合 に つい て , 同調 発 
振 器 の 周期 振動 を クリ ロフ ・ ボ ゴリ ュー ボ フ の 方 法 に よっ で 
解析 する . つぎ に , 障 壁 容量 が 電圧 よ と と も に 変化 する 場合 ,, 
と れ を 電圧 の 一 次 関数 と 仮定 し , 得 ら れ た 非線形 方 程 式 (2 


階 ) の 周期 解 を 摂動 法 で 論じ , 基本 波 の 振幅 に 対す る 0 次 近 
似 , 高調 波 の 振幅 に 対す る 1 次 近似 , お よび 周期 の 一 次 修正 7 


量 を 求め た . 理論 と 実験 の 比較 と つい て も 触れ られ た が , る 
れ ら の 詳細 は 続報 で 報告 され る 予定 . 


(② 電流 制御 形 負 性 抵抗 を 用 いた 自 励 波動 , 志村 正道 ・ 南 | 


寺 仁 一 氏 (東大 ) : 前 報 (第 46 回 ) で 江崎 ダイ オー ド の 代り 
に PNPN "ダイ オー ド な ど を 用 いた 自 励 波動 に つい て 報告 さ 
れ た . 理論 的 な 取扱 い に は 差 が な い が , と の 回 路 は , デュ ェ ュー 
ティ ・ レ シオ が バイ アス 電圧 に よっ て ディ ジタル に 変化 する 
ルス 発 振 路 に な る の で , その 実験 結果 が 述べ られ , AD 変 


換 器 ある い は パル ス 周波 数 座 調 回 路 と し て の 性 質 が 検討 され 


ES 
ア ン テ ナ 研究 専門 委員 会 
委員 長 加藤 安 太 郎 幹事 遠藤 敬三 


7 月 の 委員 会 は 電気 四 学会 連合 大 会 の た め 休会 と し , また ” 


8 月 の 委員 会 は 例年 の と お り 休 会 と し た . 

第 55 回 て 9 月 9 日) : 

第 56 回 奏 員 会 は ョ ミー ドッ パパ, お よび , アメ リカ 各国 を 視 
察し 帰国 し た 内 田 英 成 氏 (東北 大 学 ) より 「 了 欧米 に お ける アテ 


ン テ オ ナ 技 術 に 関す る 雑感 」 と 古 し , スラ イド に より 詳細 な 視 ) 


窒 談 の 報告 が あっ た 。. 
ヨー ドッ >* 各 国 に 六 け る アテ アンテナ と し て , | 西独 ミュ ン ペ ジン 
に お ける i 000kW. の 長波 放送 アンテナ, 鉄 稚 の 基部 と 竹中 


て 5) 


- 76 報 


生 . 
ロ 


EE 


か ら 励 振 し た 中 波 放 送 フ プン テ ナ , お よび 短波 送信 アン テ ナ 系 
の アン テ ナ 切 換 器 に つい て 詳細 な 報告 が あっ た . VHF お よ 
び UHF 帯 ア ン テ ナ と し て は 4 ダイ ポー ル ・ ア ン テ ナ が テレ 
ビ 放 送 用 お よび 一 般 通信 用 に 広く 使用 され て お り , 特に テレ 
ビ 受 信 了 デン ソン テ ナ に つい て は 学ぶ べき 点 が な く , また , マイ ク 
所 の 82 チ が と し て ホー ソン = アプ アンテナ お よび パラ ボラ テン テ 
ナ な ど に 関し 報告 が あっ た . 

つぎ に アヌ リカ に お ける アン テ ナ 技術 し つい て 航空 機 用 ア 
ン テ ナ , 宇宙 電波 受信 用 アン テ ナ , 電離 層 追 随 用 アン テ ナ な 
ど に 関し 詳細 な 報告 が あっ た . 

以上 呈 の 各国 を 視察 し , 特に アン テ ナ 技 術 に 関し 学ぶ べき 点 
が 少な わが 国 の アン テ ナ 技 術 が お くれ て いな いこ と と を 強 
調 さ れ た . 


電波 伝 ば ん 研究 専門 委員 会 


: 委員 長 上 田 弘 之 幹事 岡 登 博 美 


第 25 回 は 南極 基 基 地 よ り 越 冬 観 測 を し て 来 ち られ た 3 名 の 
調 方 < ょ り 硫 地 の 様子 を 伺う こと に し た . 芳 困 超 夫 氏 より 南極 
本 」 地域 に お ける 水 完 上 の 電波 伝 ぽ ん に つい て , 電波 伝 ぽ ん 特性 
を 解析 する た め , まず 水 守 を 構成 する 万 年 雪 か ら 高圧 気泡 入 
水 ま で に つい て 高周波 誘電 特性 雪 表 面 の 電波 の 反射 吸収 特 
性 』 比 抵抗 の 測定 結果 より これ ら は 非常 に 優秀 な 絶縁 材料 と 
じ て の 特性 を 有 し て いる こと と が わか っ た . また 海水 上 の 電波 
| 伝 ぽ ん の 測定 で は 大 体 海 水面 伝 ぽ ん と 同じ 特性 で ある . 極地 
方 の 秋 か ら 冬 , 春 に た かけ て 著 が 温度 逆転 層 が で きる . と れ 
こよ ょ る VHF, UHF の 距 離 5km の フェ ー ジ ング 特性 と ラ 
ジオ ゾン デ の 資料 と の 比較 に つい て 説明 が あっ た . 若井 登 氏 
より , 昭和 基地 に お ける 電界 強度 測定 結果 を 各国 の 標準 電波 
| を 受信 し て , その 字 節 変化 , 特に 高緯度 地帯 を 通過 する 電波 
の 減衰 , 特に オー ドラ 出現 た 伴う 減衰 量 の 増加 に つい て 説明 
| され た . オーr ァ ラ 出 現に 伴う 縦 入射 波 の 減衰 の 取扱 い は 今後 
の 検討 の 必要 が ある が , 大 体 の 見 通し は , CRPL が 提唱 し て 
いる 極光 地帯 の 減衰 示 明 地図 は 実測 と か な り の 差 が ある と と 
が わか っ た .,. 今後 修正 する 必要 が ある と 報告 され た . 
| 中 村 純 二 氏 より 昭 和 其 地 た に お ける オー ドラ 活動 に つい て , 
映画, お よび スラ イド に て 記録 を みな が ら , オ ー ド ラ の 分 類 , 
放 時 間 別 , 緯度 別に 説明 が あり , 極 の 体 緯度 方 面 は 赤い オー ド 
| 2 で あり , 地磁気 の 板 に て は 22 時 と 1 時 に 最大 が みとめ られ 
57577A の も の で あぁ る . また 強い と き は コロ ナ 形 , 中 位 は カ 
| ーー テン , レイ パンド 形 , 弱い と き は ホモ ジニ アス , アー ク バ ン 
ド に な る 等 説明 が あり , 極地 方 を 通過 する 電波 伝 ぱ ぽん の た め 
非常 に 有益 な 知識 を 得 ら れ た と と は 全員 が 感謝 を し て いる . 


| 


0 マイ クロ 波 伝 送 研 究 専門 委員 会 


委員 長 岩 片 男 雄 。 幹事 「 香 西 寛 


放 証 今期 は 7, 8 月 を 休会 と し 9 月 に 会 合 を 行なっ た . 

放 第 50 回 て I) 菊池 弘 呑 ( 電 試 ) より 「 マ イク ケロ 波 と プラ 
| ズ マ 」 と 大 し て 最近 の 米国 に お ける マイク pr 波 研 究 の 動向 に 
つい て の 話 が あっ た . 同 君 は 米国 に お ける マイ ク ョ 波 研 究 の 
流水 を 大 別して , (③① Non-Conventional Waveguides and 

| Antennes, (3) Gaseous Electronics (気体 電子 工 学 ) 一 主 
| と し て プラ ズ マ と マイ ク ケ r 波 と の 両 合 . Gii) Solid State 
Slectronics (固体 電子 工学 ) と し , と の 中 ⑤⑧G) に つい て 
| 詳し く 話 を され , 活発 な 質 疾 応答 が あっ た . 

CTD つい で 家 入 勝 吾 君 (NHK 技研 ) より 「 ェ サキ ダイ 

WY オー ド を 用 いた ダウ ンコ ュ コンバー タ に つい て 」 の 研究 発表 が 行 

、 われ た . と れ は Et Rowe Sinpr sena ilo Ss 


で , と の 回 路 解 析 か ら エ サキ ダイ オー ド を ダウ ンコ ュ コンペ ー 交 
に 応用 する と き の 動 作 点 の えら び 方 及び 変換 利得 , 帯域 幅 , 
雑音 指数 等 を 理論 的 に 求め , その 応用 の 見 通し を 立て た . 


と れ に 


こ 対 し て 「 鉱 石 の Cut off 周波 数 は どの 位 か 」』 答 500 


Mc 位 だ が 石 が 変わ っ た の で は っ きり し な い ] 「Pumping 


Impedance が か な り 低 く な いと まず いと 思う が 何 か 考 慮 し て 


いる か 」 「 特 別に 考慮 し て いな い 」「 ュ ンダ クタ ンス の Non- 


lineality を 問題 に する と き 上 も 下 も 同じ に 行く か 」 答 「 そ の 
通り , 周波 数 に 無関係 で ある 」 等 * そ の 他 活 発 な 討論 が 行 な 
UY 


航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 
委員 長 小林 正 次 幹事 坪井 貴志 男 
丹羽 登 


第 42 回 (8 月 29 日) 防衛 大 久山 多 美 和男, 鈴木 力 氏 か ら 航 塞 
機 モ デル の 超 音 波 反 射 特性 に つい て スラ イド を 用 いた 報告 な 
あっ た .- 航空 機 を レー ダ で 探知 する た め に 必要 な radar cross 
section を 求め る に あたり , 実物 で 測定 する 代わ り に 模 形 の 
超 音 波 反 射 を 用 いて 実験 室内 で 測定 する 試み で あお ある. 直径 11 
cm の チタ ン 酸 バリ ウム 振動 子 (200 kc) で 空気 中 に 超 音 波 

(波長 1.75 mm) を 出し , 約 60 cm 先 の 音 場 内 で 最大 寸法 
10 cm の 模 形 を 回 転 さ せ て 反射 特性 を 求め た . レー ダ に よる 
値 と も ゃ 良い 一 致 を 示し て いる . 

電気 通信 大 学 , 鈴木 務 氏 か ら レ ー ダ を 使用 する 通信 方 式 に 
つい て の 提案 が な され た . 現在 の PPI レー ダ を 持つ 船 同志 
が , レー ダ を 使っ て 通信 し ょ うと 言う 案 で ある .。 レー ダ ・ ペ 
ルス の 繰 返 時 間 の 後半 , 最大 距離 か ら の エ テ ュ ー の あと の 部 分 
を 利用 し て 通信 する も の で , 呼出 側 で は 通信 内 容 を コー ド 化 
し て 記憶 し て お き , 双方 の レー ダ ・ ビ ー ム が 向い 合う と 呼出 
符号 を 送り , 応答 信号 が あれ ば 引継 ぎ 記 憶 し て お いた 本 文 を 
送る . 変速 , 変 針 な どの 情報 を これ で 送っ て 衛 突 防止 に も 応 
用 で きる . 

第 43 回 (9 月 26 日 ) 機 上 用 ド プ ラ ・ レ ー ダ ・ ナ ビ ゲ ー 
タ に つい て 岡田 実 ,、 田宮 潤 , 東口 実 氏 か ら 報 告 が あっ た . F 
プラ テラ ・ レ ー ダ に つい て 報告 され て いる 二 , 三 の 方 式 の 比較 検 
討 設計 上 の 諸 問 題 , 試作 し た 機器 (8,800 Mec, 100~2,000 
km/h 用 ) に つい て の 紹介 が 行なわ れ た . 

同上 用 シミ ュ レ ー ダ に つい て 丹羽 登 , 東口 実 氏 か ら 報 告 な 
あっ た . 雑音 に 混 っ た ドブ プラ 偏 移 信号 を 電子 管 に よっ て 発生 
させ る 方 式 , 電波 を 水槽 中 の 超 音波 に か えて , 航空 機 の 速 
度 , 送 剖 な ど に 応じ た ドブ ラ 信 号 を 得る 方 式 を 試作 し た 結果 
の 報告 で ある . 

上 記 の 試作 ド プ ラ ・ レ ー ざ ダ の 移動 試験 に よる ド プ ラ 信 号 , 
シミ ュ レ ー タ に よる 信号 な どの 録音 を 聞き , また ド プ ラ ・ レ 
ー ダ 本 体 や 移動 試験 状況 。 シミ ュ レ ー ダ に つい て の スラ イド 
が 上 映 さ れ た . 


医用 電子 装置 研究 専門 委員 会 


夫 員 長 阪本 控 房 幹事 高木 末 夫 
今期 国際 会 議 の 関係 上 7 月 お よび 8 月 を 休会 と し た . 


第 53 回 (9 月 27 日 ) : 今 年 7 月 ロン ドン に お いて 開催 き ー 


れ た 第 3 回 _M.E. 国際 会 議 に 並行 し て 行なわ れ た 展示 会 に 関 
する 問題 を 取上げ た . と の 会 議 に 日 本 代表 の 一 人 と し て 出席 
し た 岩井 喜 典 氏 ( 東 基 ) が , 会 議 の 概要 と 展示 会 に つい て 講 
演 を 行なっ た . 

並び に 写真 展示 の 形 で 医用 電子 装置 関係 の 製造 会 社 10 社 か ら 
の 出品 が あり , 時 期 的 に は 損 易 の 自由 化 が 決定 し た 直後 の と 


; C16 ) 


hb 


a 


% 


\ dg 
td 


忠和 36 年 1 月 


有 と で あっ て , か な り の 反響 を 呼ん だ よう で ある . 展示 場 の コ 
マ に も 少 進 な デザ イン を ほど こと し , 出品 され た 製品 の すべ て 
が トラ ンジ スタ 化 さ れ て いた の る も 注目 を 引い た . 

討議 に お いて は , 展示 会 の 意義 お よび 出品 た 対す る 反応 等 
選 関 する 話題 が 中 心 と な り , と れ ま で に 行なわ れ た 第 2 回国 
際 会 議 (1959 年 パリ ) お よび 今回 の 展示 会 の 経験 を 生か し 
1961 年 New York で 開か れる 第 4 回 国際 会 議 の 展示 会 に 対 
する 心 ぐ みみ 等 に つい て も 意見 が 交わ され た . 

また , Computer, を 医学 面 特に 診断 に 利用 し ょ うと する 
Zworykin 氏 ら の 報告 に つい て , 種々 意見 の 交換 が あっ た が , 
要する に 現 段 階 で は , その 可能 性 が 論議 され て いる と する 見 
方 が 多い よう で あっ た . 


オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 委員 会 


委員 長 高橋 秀俊 幹事 飯島 泰 蔵 

第 16 回 (7 月 7 日) Markoff 過程 に 対す る 最適 な 認識 系 
に つい て 堀内 和夫 氏 の 発表 が あっ た : 論 臣 は 決定 関数 を 用 い 
た 文字 の 最適 認識 系 に 関す る Chow の 論文 を Markoff 過程 
の 場合 に 一 般 化 し た も の で ある . 認識 を 行なう 際 に 生ずる 誤 
認 の 一 つ ー つ に 固有 の 損失 を 定 義 し て お き , と れ を 最小 に す 
る よう な 認識 系 を 求め る 方 法 と し て と れ を 線形 計画 法 の 立場 
か ら 論 ずる と 共に , 誤認 の 確率 を 最小 に する よう な 認識 系 を 
得る 方 法 に つい て も 論じ, 最後 に 正確 な 認識 の で きる た め の 


条件 に 言及 し た . つぎ に 坂口 実 氏 に よっ て 逐次 実験 計画 の 問 . 


是 の 解説 が 行なわ れ , 簡単 な 二 , 三 の 問題 に つい て 統計 学 的 

な 解法 理論 が 示さ れ た . 
第 17 回 (9 月 8 日 ) 音声 識別 の 方 法 に つい て 猪股 修二 氏 
の 発表 が あっ た . この 方 法 は 定常 母音 を 認識 する こと に 当面 
有  ] の 主 限 を 置い て お ぉ おり, 未知 音声 波形 を , 振幅 , 時 間 原 点 , 時 
| 間 率 , 位相 ひずみ に つい て 規準 化し , それ と ““stored vocal 
有 tract” が 供給 する 基準 化 音 声 と を 比較 する こと に よっ て 認 議 
し ょ うと する も ゃ の で ある . この 方 法 に し た が う 認 識 ブ ョ グラ 
ム の 構成 法 に つい て 説 朋 が あっ た 人 後 , 定常 母音 の 規準 化 に 関 
する 計算 実験 結果 が 報告 され た . と の 方 法 は 一 つの 行き 方 を 
| | 示し て いる が , 天 大 な 計算 時 間 を 要する 点 に 今後 の 問題 が 残 
| きれ て いる . つぎ に 音声 研究 用 の た め に 国際 電電 に お いて 特 
| に 設計 試作 され た VOCODER に つい て 井上 誠一 氏 の 紹介 が 
| 行なわ れ た . この VOCODER は 高 品質 の 音声 が 再生 可能 な 
有 | こ と, お ぉ よび 音声 処理 が 自在 に 行ない 得る こと の 二 つ を 目標 
| と し て 設計 され , 帯 城 分 割 , 分 解 部 出力 の 帯域 幅 , 分 割 帯 域 
変更 に 関す る 便 定性 。 ビッ チ 押 出 法 等 じ に つい て 特別 の 演 虎 が 


私 われ だ と と が 述べ られ た 後 , と れ を 用 いた 二 , 三 の 実 験 例 
補 が 示さ きれ た . : 
か 
| ーー イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 


| zag 大 泉 充 上 東 事 榎本 各 
“ 第 75 回 (7 月 15 日 電気 試験 所 の 猪 股 氏 よ り 図形 の 規 浴 
。 化 に つい で 発表 が あっ た . と これ は パタ ー ン の 強度 , 大 き さ , 
8 . ee へ て 規準 化 を 積分 交換 の 手法 を 用 い る と と に 
「 そ の プ r グ ラム に つい て 検討 し 
\ な り の 長 時 間 を ' 要 する と と を 述べ て 
二 の 人 剛 , 中 道 の 両 氏 か ら SSB 無線 電信 に お 
| 効果 に つい て 報告 され た . 音声 の 振幅 制限 を 
うと と に より , 音声 の 自然 性 を 著しく そ と な 
装置 の ヘン グ ・ オォ オーバ ・ タ イム の 増大 
a : 得 られ 回 線 効 率 を 向 


た も の 
SD on DTEN に 関す る 


電気 通信 学会 雑誌 


指向 性 の 測定 値 は 計算 値 よ り 鈍 と な り , また 試料 面 上 の 
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二 二 積分 の 式 を と はじめ 幾つ か の 関係 式 を 宮川 の 多 次 元 標本 化 
定理 を 応用 し て 証明 で きる と と を 示さ れ た .。 つぎ に 電子 計 筑 - 
機 に よる 音声 の 発生 に つい て 電気 試験 所 の 猪股 氏 は じ め 4 氏 
か ら 報 告 さ れ た . 日 本 語 母音 に つい て , その 口 道 の 伝送 関数 
と 声帯 の 振動 波形 か ら た た みこ と み 積分 に より 計算 機 と に よっ で リ 
音 の 音声 波形 を 計算 し , こと の 波形 を ホ ト ・ ホ ー マ と オシ FJ 
・ コ ー ダ を 用 いて 再生 し た も の で ある . 時 間 そ の 他 の 貞 で 折 We 
来 幾 多 の 問題 が ある こと と が 示さ れ た . 0 
* 


磁 隆 材料 研究 専門 委員 会 : 


委員 長 博 田 五 太鼓 , 事 佐藤 裏 RR 

今期 は 四 学 会 連合 大 会 (札幌 ) その 他 の 都合 に より , 研究 
専門 委員 会 の 開催 は 1 回 と な っ た . 

第 37 回 (9 月 22 日 ) RR 

渡辺 昭治 氏 (国際 電電 ) は , - 角形 ヒス テリ シス 特性 を も つ 
磁 心 に 交流 を 印加 し た と き の 出 力 と に つい て 報告 し た . 通常 直 
流 パ ルス を も っ て 論ずる こと の 種 の 材料 の 特性 を 特に 変 流 に よ 
っ た 理由 は , 高速 化 に 対す る パル ス 波 形 の ぐ な る こと で 0 
情 も し で の なき し 

印加 磁界 に 平行 で cylindrical な 磁 区 が 成長 する も の と 世 
て anisotropy や domain wall motion の 
計算 式 を 求め た . 実験 と も か な り よ く 一 致す る と 報告 し た 放 補 

また 丸 林 元 氏 ( 通 研 ) は 「 高 速 (ミリ マイ ク r) ペル スト 7 
ラン ス に つい て 」 と 題し , 立 上 が り 特 性 の 極め て 良い パル ス 
トラ ンス に つい て 報告 し た . まず Winmingstad 氏 の 論文 を _ dh 
紹介 し , 券 線 と し て 同軸 また は 平行 ケー プル 式 の も の を 用 いこ Wl 
伝導 線 近 似 の 設計 を 行なえ ば , 集中 定数 設計 に お ける 致命 的 
制限 は 生じ な いと まい \ 最高 0.5Xx 10 つ sec. 。 ま で の 短い 立 


500 Me Ps 4 と いっ た CO 
を 用 いる 設計 法 に より 実現 で きる こと と を 示し た 上 , 玉林 氏 自 
身 に よる 解析 (計算 ) 結果 を 報告 し た . 


超 音波 研究 専門 委員 会 | 


委員 長 能 本 乙彦 幹事 奥島 基 良 


第 116 回 (7 月 16 日 ) 1) 岡野 光治 氏 か ら , tne 
体 の 媒質 中 に 等 方 性 粘 弾性 体 の 球形 粒子 が 分 散 し て いる 場合 
に , 粒子 半径 が が それ の 縦 波 波 長 ・ 横 液 波長 まり 充分 小 , 相 
の 縦 波 波 長 よ り 充 分 小 の 条件 で , 分 散 系 の 縦 波 に 対す る 伝 ば : 
ん 定数 を 計算 する 一 般 式 を 導い た と の 報告 が ちあ っ た . ②⑫ 山 
本 美 明 氏 か ら , 有機 ガラ ス 模 を 用 いた 終 角 探 触 子 か ら 2 
放射 する 際 の 指向 特性 に つい て 調べ た と ころ, 有機 ガラ 
の 入射 角 が 大 きく 試料 へ の 縮 波 の 入射 角 の 大 きい 場合 に は 。 


放射 波 の 実際 の 中 心 は 何 学 中 心 と は 一 致し な か っ た と の 3 
告 が あっ た . 3 保坂 孝雄 氏 か ら , 水力 発電 所 の サー ジ タ ン 
ク の 水位 を 12kc の 空中 音波 パル ス を 用 いて ンク 上 部 
測定 じ , 水位 変動 を 制御 する 装置 の 説明 が あっ た . 」 本 装 
水位 変動 速度 の 計算 機構 を 備え て お り , 水位 の 下降 連 
きい 場合 に は 危険 水位 に 下る 以前 に 警報 を 発する * 
て いる と の と と で ある -. 7) A 

第 117 回 : (9 月 6 上 日) ①⑪) 岡野 光治 氏 か ら , 前 回 i 
続き 分 淫 比 の 終 波 の 伝 ば ん 定数 の 一 般 式 か ら そ の 極限 と Se 2 
得 ら れる , 媒質 お よび 分 散 粒 子 が 完全 弾性 体 の 完全 流体 ・ ・ 灯 
性 流体 ・ 剛体 な どの 特別 な 場合 に お ける 計算 式 に つい て の @ 報 ' 
告 が あっ 5 な た = ー②- 克 人 共 良 氏 か ら , 自由 音 場内 と i で h 
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の 音 和 管 内 に お なお いて, キャ ビ テ ーション 発生 時 の 振動 面 直前 

に お ける 音 圧 ビ ー ク の 位相 を , 振動 面 速 度 の 位相 を 基準 に し 

で 測定 し た 結果 の 報告 が あっ た . 両 測定 に お いて は 放射 イン 

ビー ダン ス の 位相 角 が 異な っ て いる に も か か わら ず , キャ ビ 

デー ショ ン の 激しい 場合 と は, 音 圧 ピー ク は 両 測定 と も ほ と 

た み ど 同 じ 位 相 に 現われ た と の と と で ある . (3) 和田 八 三 久 氏 

1 は , 多 数 の 人 の 種々 の 測定 の 結果 に 基づい て , 超 音 波 の 近 工 
上 音 場 ・ 遠 距離 音 場 と いえ る 範囲 を を それぞれ の 測定 法 に お い 

て 示し た (ね ④ 鳥飼 容 生 氏 は , 以前 に 行なっ た 波長 に 比べ て 

大 きい 円 形 ビ ピストン 音源 の 音源 付近 の 間 場 の 計算 結果 に 基 づ 

いで つぎ の よう な 結論 を 人 述べ た . すなわち , 音源 付近 で は 中 

志 軸 年 の 音 幅 振幅 は 遠 去 か る に し た が っ て 0 と 最高 値 の 間 の 
し 正 下 を 繰返し て いる が , 中 心 両 か ら わ ず か 離れ る と 振幅 ・ 位 
詳 褒 相 と せ に 変化 が 極め て 小さ く な り , ほとん ど 平 面 波 と みな 
され る また , 指向 特性 の 点 か ら み る と , last maximum の 
距離 の 34 倍 も 離れ れ , ば ほとん ど 遠 距離 音 場 と みて 差し つ 


| か えな い . 
" 通信 方 式 研究 専門 委員 会 
委員 長 染谷 勲 幹事 深海 規 


第 3 回 (7 月 12 日 ) 
(1) 山岳 回 折 回 線 に お ける 伝 ぽ ん ひずみ 奥村 義久 氏 
本 講演 は 山岳 回 折 伝 ぽん に お いて , 多 通 路 に よっ て 生じ る 
FM 波 の 伝 ぱ ぽん ひずみ に つい て , VHF 24ch の 回 線 の いく 
| つか の 実測 結果 か ら 伝 ぱん ひずみ の 現象 的 特性 , 定量 的 特性 
を 述べ , ひずみ の 計算 式 を 導い た も の で , と の 伝 ば ん ひずみ 
を 軽減 する に は 回 折 山 后 が 長く 続い て いる 場合 は , 主 ビ ー ム 
幅 を 極力 狭く し , 副 _ー プ の レベ ル を 主 ビ ー ム に 比 し て 非常 


半 る 2 る これ に 対し アン テ ナ の 主 ビ ー ム と 副 ァ ー プ と の 間 の 位相 
角 に 関す る 1~2 の 討論 が あっ た . 

放 2) 多重 信号 の 非 直 線 ひ ずみ に つい て 新保 修 氏 

有 60ch 以上 の 多 箇 電話 信号 の 非 直 線 ひ ずみ を 解く に あぁ た 
D7 一般 的 な 入力 特 人 性 を 有する 回 路 に お いて , Dirichlet の 不 
| 連続 積分 と 簡単 な 積分 の 積 で 表わさ れる 新しい 解法 を 紹介 し 
有 】 | た も の で , その 応用 と し て 色々 の 関数 で 表わさ れる 入出 力 特 

| 性 の 回 路 応 つ いて 計算 し て いる . と れ に 対し か か る 新 解 法 と 
従来 の 理論 解法 と の 精度 に 対し 質問 が あっ た . 

第 4 回 て 9 月 13 日 う 

| (1 FM 波 に 対す る 高 感度 受信 方 式 ( 続 ) 伊東 祐 弥 氏 
FM 波 の 高 克 度 受信 方 式 に だ ける スレ シホ ー ル ド の 生じ る 


異な る 時 間 が ある 値 に 達し た どき に 生じ る と し , また 変調 信 因 が 判っ て いる と と が 多い . この 情報 を どの よう に 利用 する 
| きろ の 増加 と 共に 劣化 する と と を 理論 的 , 実験 的 に 解明 し た も か の 一 つの 方 法 で ある . 。 
_ の で ある . 
すり 、 3 . 


| に 低く 抑制 ( 約 20 dB 以上 ) する と こと が 必要 で ある と し て い ・ 


機構 に つい て 信 べ , 復調 用 多発 の 位相 が 受信 々 号 と z/2 以上 「 


(2) 位相 同期 復調 方 式 小林 信 三 氏 

位相 同期 検波 方 式 と 自動 制御 方 式 の 見 地 か ら 解 き , また ズ スズ 
レシ ホー ルド ・ レ ベル と この 値 を 決め る 諸 要 素 に つい て 一 般 
解 を 求め , スレ シホ ー ル ド ・ レ ベル 改善 度 を 最大 に する 黄 計 
法 を も 求め , 実験 的 ば も これ が 妥当 で ある と と を 明らか に し 
て いる , 

以上 の 一 つの 講演 に 対し 簡単 な 2~3 の 質問 が あっ た 程度 
で あっ た . _ _ 


信頼 性 と 品質 管理 研究 専門 委員 会 


委員 長 茅野 健 幹事 唐津 一 

第 4 回 委員 会 は , '8 月 23 日 , 学会 会 議 室 に お いて 行なわ れ 
た . 前 回 まで に 信頼 性 に つい て の 一 般 的 な 定義 , 海外 に お は 
る 研究 状況 の 発 殖 が 行なわ ゎ われ た の で , 今回 は メー カ の 立場 か 
ら の 具体 的 な 寿命 デー タ , お よび それ が シス テム を 形成 する 
と き の 問 題 等 に つい て 行なわ れ た . 土肥 清二 君 (富士 通 ) の 
寿命 分 布 と その 考察 に つい て の 発表 は , まず , 故 命 分 布 は 一 
般 に いわ れ て いる よう に , 初期 不良 , 偶発 分 布 お よび 疲労 分 
布 に 分 け て 考え る とこ と が 必要 で , と これら の 分 布 を 合成 する と 
き の 手 順 を 示し た . また こと の 場合 の 予防 保全 , 修理 保全 を ど 
の よう に 行なえ 々 ば よい か の 領域 を ,。 グラ フ 化 し て 示す こと と に 
よっ て 対策 を 考え る こと が で きる . つぎ に 行なわ れ た 奥田 光 
子 君 (岩崎 通 ) の 発 素 で は , 沢山 の 部 品 か ら 組 立て られ て い 
る 製品 の 故障 を デー タ の 解析 に C また は U 管理 図 を 用 いて , 
異常 部 品 を 発見 し 対策 を た て る た め の 方 法 に つい て で ある . 

第 5 回 委員 会 は , 9 月 8 日, 行なわ れ た . 発表 の 一 は 色 摩 
売 次 郎 君 ( 通 研 ) の トラ ンジ スタ 寿命 試験 に つい て で ある . 
こと これ は トラ ンジ スタ の 加速 寿命 試験 を 高温 中 で 放置 また は 負 
荷 を か け て 行ない と これ に よっ て , 実用 寿命 を 推定 し ょ うと す 
る も の で ある . その 結果 80C の 放置 で 行なう と , 大 価 劣 化 
速度 で 10 倍 と な り , 理論 値 と も 大 体 一 致す る 、 また 。- 圭 尼 
に よる 劣化 に つい て は , 80°C 湿度 100% で 行なう と , 100 
な いし 1000 時 間 の 聞 で IC* 急増 で 判明 する .。 その 他 初 期 特 
性 に ょ る 推定 つい て も 発表 が 行なわ れ た 、 

発表 の 二 は 唐津 , 田口 両者 ( 通 研 ) の 原因 別 寿命 分 布 の 研 
究 で ある . 一 般 に 部 品 ま た は シス テム で は それ ぞ れ 寿命 分 布 
形 が 異な る 物理 的 原因 が 数 多く あり , それ ら の 総合 と し て 全 
体 の 寿命 が きま る わけ で ある が , 全体 の 寿命 デー タ か ら 個 x 
の 原因 の 寿命 分 布 を 求め る 方 法 、 お よび , ある 原因 が 技術 的 
改善 に よっ て な く な っ た と き , 全体 の 寿命 分 布 が どの よう ご 
な る か を 求め る 方 法 を 示し た . 従来 の 寿命 試験 は , 時 間 と 個 
数 に つい て の デー タ が 中 心 で ちっ た が 、, 劣化 に は それ ぞ れ 原 
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昭和 36 年 1 月 電気 通信 学会 殺 訟 第 44 巻 1 号 19 
調査 ・ 研 究 専 門 委 員 会 の 活動 状況 
(35 年 度 第 2・ 四 半期 ) 
回 月 日 調 査 研 究 " の 捉 表 者 参加 者 
(1) 
| 6 2 第 13 回 URSI 総会 の 準備 NE 大 
ク 準 調 
中国 
"029 
78 8.26 | エサ キダ イオ ー ド の 特性 の 不 均一 性 の 影 絡 を 余り 了 宮 安 男 ・ 杉 山 a ト 74 
子 け な い 新しい 論理 回 路 方 式 人 衝 培 ・ 結 還 条 胃 」 C 電 BO 
ーー 、(2) エサ キダ イオ ー ド に よる 高速 記憶 装置 高橋 茂 ( 電 試 ) 
人 3) テ サ キダ イオ ー ド バラ メト ョ ン の 動作 解 折 石井 治 ・ 伏 見 和郎 GWE 研 ) 
⑪ | 7 | 8.25 |a) 複合 トラ ンジ スタ 水晶 発振 器 ミ 友 ・ 須 山 正 徴 40 
F 2 徹 末 葉 光 "} ( 旧 の 
E) (2) 非線形 動作 の 活用 に よる 半導体 式 サ ー ボ 機構 の | 宮本 悦郎 CNHK) 
ン 改善 
ジ (3) 江崎 ダイ オー ド に よる パラ メー 欠 励 振 に つい て | 山本 達夫 ・ 岸 本 晃 (防衛 所 ) 
タタ 72 9.20 | (1) トラ ンジ スタ 遅延 回 路 青柳 健次 ・ 佐 々 木 次 郎 ( 阪 大 ) 62 
2 (9 エサ キダ イオ ー ド の 安定 条件 に つい て 福井 初 昭 ( ッ = つ ) 
委 (3) マイ rr 波 に 洲 け る エサ キダ イオ ー ド の 特性 福井 初 要 ( ヶ ) 
i 43 7.22 | (1) "34.8Ge 帯 大 電力 パル ス 磁 電 管 放電 員 4G 綾 木 和 ナ (日 電 う 32 
| (2) 機械 的 走査 方 式 に よる 電子 ビー ム の 電流 密度 分 | 衣 井 忠 邦 ・ 佐 分 利昭 夫 (日電 う 
J 久 布 の 直視 方 法 
ンー 44 の 徹 (1) 18th Conference on Electron Tube Re- 中 村 幸 雄 ( 朋 研 ) 40 
ロロ 委 search の 状況 
3 (0) 進行 波 管 の 雑音 出力 特性 と SIN 改善 対策 の 一 | 磯部 豊作 (富士 
(3) Oe Fast-Wave Coupler と の 関係 に | 神原 満男 GEE 研 ) 
45 Ts 雪 息 各 70 rt ッ 交 解析 の た め の 拡 大 棒 の 衝突 振動 | 西口 韻 ( 旧 立 ) 8 
| ® OMRONDMEEONT 新 木 謗 三 GE 
室 | 46 | 9.30 | 高密 度 記 狂 用 磁気 テー プ に つい て 系 共 伺っ 絡 供 一 ( 衝 0 
気 \2) 東北 電力 ホー ル の 音響 特性 お よび 音 畠 装置 ON 王 刻 \ * 飼 入居 | (東北 大 ) 
i (3) 整 城 弁 音 の マス キン グ 特 人 性 に つい て a ・ 渡 辺 真 吾 GW 
舞 (東北 、 @) 音 拉 器用 機 枝 吉 和 振 動 素 設計 の た め の 等 価 回 石井 鈴 枝 胃 D 
| 系 (5) 残 拓 時 間 の 検知 限 に 関す る 一 実験 四 根 角 夫 ・ 二 村 叫 元 ) (東北 大 
' (6) 残響 室 を 用 いた 音響 出力 測定 (CT) 藤 毅 ( 早 大 ) 
{ (7) 小形 スネ ビー カ の 性 能 と その 問題 点 富田 義男 (ビクター) 
| 計 , 
栖 論 枯 49 | 9.13 | 悦 気 調 只 入 出力 特性 の 一 解法 純 瀬 文 さ (日) 13 
山 研 
LO の | 47 | 8.29 | 只 ダイ オー ド を 用 いた 自動 波動 志村 正道 ・ 南 雲 仁 一 (東大) 35 
填 。 (1) エサ キダ イオ ー ド を 用 いた 発振 器 に つい て 察 入 勝 吾 (NHK) 
挫 (2) 電流 制御 形 負 任 抵抗 を 用 いた 自 励 波動 志村 正道 ・ 南 圭 仁 一.( 東 大) 
p 56 |79.9 | 欧米 に お ける アン テオ ナオ 技術 に 関す る 雑感 内 田 英 成 (東北 大 ) 30 
ン 公 4 
研 . 


(C79) 


(1) 昭和 基地 に お ける オー ドラ 活動 中 村 純 二 ( 東 大 ) 
(2) 南極 地域 に お ける 水 鶴 上 の 電波 伝 ぽ ん に つい て | 芳野 堪 夫 (電通 大 ) 
(3) 昭和 基地 に お ける 電 強 度 測定 結果 若井 登 (電波 研 ) 


(1) マ イク ド 波 と プラ ズ マ 菊地 弘 ( 電 試 ) 


Gr 
bn J 


A 


近 ト 
a Sp. 
1 


Se 


(2) エサ キダ イオ ー ド を 用 いた ダッ ンコ コンバー タ に 
PO 


航空 機 モ デル の 超 音 波 反 射 特 性 
レー ダ を 使用 する 通信 方 式 
Airbone Doppler Rader Navigater に つい 


V 
Airbone Doppler Radar Simulator に つい 
" 


3rd International Conference on Medical 
Electronics へ の 出席 報告 (1) 


Markoff 過程 に 対す る 最適 な 認識 系 に つい て 
逐次 実験 計画 に つい て 

Computational’ Method for Speech Recog- 
nition 

音声 研究 用 Vocoder 

図形 の 基準 化 に つい て 

SSB 無線 電話 に お ける 振幅 制限 の 効果 
宮川 の 多 次 元 標本 化 定理 の 応用 て TT) 

電子 計算 機 に よる 音声 の 発声 に つい て 


短 形 Hysteresis Ferrite の 交流 Response 
だ に つい て 
高速 (ミリ マイ クロ ) ペル スト ラン ス に つい て 


分 散 系 の 音波 の 伝 ぽ ん 定数 

有機 ガラ ス 春 を 用 いた 綱 角 探 触 子 の 指向 特性 
超 音 波 式 サー ジ タ ン ク 水 位 測定 制御 装置 
の BY クタ の 通 研 と 振動 
近 葉 離 音 場 に つい て 

超 音 波 の 近臣 離 音 場 と 達 工 離 音 場 

分 散 系 の 音波 の 伝 ば ん 定数 I 


山岳 回 折 回 線 に お ける 偽 民 ん ひずみ 

多 電 信号 の 非 直 線 ひ ずみ に つい 

FM 波 に 対す る 高 感度 受信 方 式 ( 続 ) 
位相 同期 復調 方 式 

G.E. Devidson 氏 の Lecture に つい て 
所 積 法 に よる 寿命 デー タ の 解析 法 
寿命 分 布 と その 考察 

故 際 デー タ の 統計 的 解析 の 一 例 

原因 別 尾 命 分 布 に 関す る 二 , 三 の 研 究 
トラ ンジ スタ の 才 命 試験 に つい て 


€ 80°). 


力 (防衛 大 ) 


細 | (東大 


堀内 和夫 ( 早 大 ) 
坂口 実 ( 電 通 大 ) 
猪 受 修 二 ( 電 試 ) 


井上 誠一 (国際 電電 ) 


猪 腔 修二 ( 電 試 ) 
鈴 岡 泰 ・ 中 道 悦 ( 国 際 電 電 ) 
a 量 男 (笹川 応物 研 ) 


生 衝 民生 ・ 鈴 森内 (電導 
渡辺 昭治 (国際 電電 ) 
丸 林 元 ( 通 研 ) 


岡野 光治 (理研 ) 
山本 美 明 ・ 伊 藤和 之 ( 東 京 計器 ) 
植村 盛 ・ 保 坂 孝雄 ( 日 本 無線 ) 
奥島 基 良 実 吉 純一 (東工 大 ) 


和田 人 三 久 (東大 ) 
鳥飼 安 生 (* ) 


岡野 光治 (理研 ) 


奥村 閉 久 ・ 原 則 己 GWMPD 
新保 | 修 GPE 所) 

森田 正典 ・ 伊 東 客 弥 ( 卓 電 ) 

束 本 際 小 林 信 三 ( 三 著 電 机 ) 


原野 秀 永 (東芝 ) 

唐津 = 一 田口 玄 一 GH 
土肥 清 一 (富士 通 ) 

奥田 光子 (岩崎 迎 ) 

唐 津 。 一 田口 玄 一 GH 
色 摩 売 次 郎 ( 通 研 ) 


a 電気 通信 規格 調査 会 
t 昭和 35 年 第 2・ 


4 測定 *・ 安 全 専 門 委 員 会 ) S.C: 12-1. 12-2) 
f 委員 長 二条 弱 基 幹事 中 和 村 忠 男 
1. 開催 回 数 2 回 


。 第 10 回 8 月 8 日 委員 長 外 8 名 出席 
第 11 回 10 月 10 日 委員 長 外 12 名 出席 
" 2. 審議 事項 並び に 審議 経過 
b 2, 1 到 落 文書 て LE.C.) 
測定 関係 12-1)  -3 通 
“ 安全 関係 (12-2) 5 通 
Publication 0 麗 
その 他 4 通 
2.2. Publication の 守 訳 


ee 


Pub. 65, 65-1, 65-2, 65-3, 69, 91, 106 お よび 
107 を それ ぞ れ 相当 を 決め て 取 進 め て いる . 
2.3. LIE.C. 文書 に 対す る 意見 の 回 答 
BO EO TINGOI HS CG 
2212-1 (C023 対し て 意見 を 求 あ られ 12 
-2 (C.0O.) 21 に つい て は 意見 を 回 答 , その 他 に つ 
yy いて は 上 下 調 査 中 の 所 回 答 す る と こと と し た . な お 
12-1 (S) 32 に つい て も 意見 を 提案 し た . 
LI.E.C. か ら 信 i 頼 さ れ た Parallel Test. 
到着 し た 一 部 の 機器 に つい て それ ぞ れ メーカ に K 試 
| 験 を 依頼 し た . "試験 結果 は = ュー デリ ーー 会 謙 出 席 
4 者 が 会 議 に 持参 すす る 予定 . : 
・ 本 件 は 予定 し て な か っ た と と で 機器 の 輸入 税 等 
et 経費 に つい て は 規格 調査 会 に 府 っ て 決め て も ら う 


> 


i 


* 


oC CC oh to 


et TR 
お 電子 管 専 門 委 員 会 (S.C. 39-1) 

| 委員 長 近藤 厚 実 幹事 原島 治 

- の 期間 に = ンド ン で S.C. 39-1 の 年 会 が 開催 され , わが 
伯 よ り 原 島 . 岡村 , 水利 , 武藤 の 4 氏 が 出席 し , 活発 な 討議 
を 行なっ て 多大 の 収 筑 を 収め た . また 国内 で は 2 回 の 委員 会 

。 委 開 催し , 下記 の 審議 を 行なっ た . 

ロン ドン 会 内 店 
年 6 月 15 一 17 日 選 開催 きれ , わが 国 か ら は 上 記 4 氏 が 原 
1 意見 文書 4 件 を 持参 (1 件 以外 は 発送 済 〕 し 
11 か 国 40 人 , 試験 法 関係 を WG で 


関係 の ある 』 と つい て 述べ る と , 寸法 関係 で は わ 
= 、 れ られ た . 試験 法 関係 で は , S-9 
び N-6 


(電極 間 容 量 測定 〕 お よ 


られ た . RR 10 CIRM 
Tl 


は 承認 され た が , "さら に 陰極 加 


T 境 


イィ = ROMR D2 あげ を 
得 。 わが 国 と し て は マグ ネト 


四半 期 業 績 報告 


WE CG) 半 導 休 半 置 の 実用 的 用 語 と その 定 議 の 


その 他 の 電子 管 法 関係 を 林 拓 員 会 で 審議 し た ーー hl: 


わが 国 の 意見 文書 3 件 は いずれ る も, 


‘we. 0 Transistor の 一 般 試 験 法 の 最終 委 作 j 


同調 査 専 門 委 員 会 


な お CO 文書 を Air Mail で 送る と と を わが 国 よ 5 り 所) 
し , 各国 で 非常 に 支持 し て くれ た . 来年 は 6 月 に Interlaker 
で 開催 され る . i 

(2) 6 か 月 文書 の 審議 td 

つぎ の 6 か 月 文書 を 審議 し た . と れ ら の 文書 に 対す る 日 本 
の 意見 は いずれ ゃ も 幹事 文書 の と き に 提出 し て あり , 日 本 の 意 "7 
見 が 取り 入れ られ て いる の で , 一 応 は 向 成 で ある が , それ ぞ 


れ 記 載 の よう な 決定 を 行なっ た : 0 
(2A) 39-1 (C.0.) 14 (外形 図 の 書き 方 ) 稚 成 ; 


(2B) 39-1 (C.0.) 15 (Cr 管 外 形 図 の 書き 方 ) 稚 成 , た 
だ し 字 旬 的 修正 3 件 を 要求 し た 意見 文書 を 提出 , = 
(2C) 39-1 (C.0.) 16 ( 新 形 ベ ー ス ) 状 成 OE、 
2D) 39-1 CC.0.) 17 (ハム お よび ヒス 測定 う 本 件 は 元 来 NR 
日 本 の 原 提案 で ある の で 状 成 で は あぁ る が , その 国内 委 7 
で 更に 検討 後 2 か 所 の 改訂 を 要求 し た 意見 文書 を 提 は " 
(2E) 39-1 (C.0.) (電極 間 容 量 測定 〕 状 成 0 ; 
(EL CC.0.3.19 CAKE i 准 成 
(3) 新着 文書 の 審議 Rg 
で 0 ン 会 識 の 報告 と 審 識 結 条 の 検討 。 
(5) 文書 郵送 に 対す る 意見 . ct 
今回 の r ン ドン 会 議 に お いて も , 会 識 に 必要 な 文書 の 
以上 が 出席 者 の 出発 前 に 到着 し な か っ た . か か る 現状 
本 は 非常 に 不利 で ある の で , 全文 書 を 1 部 あて だ け で 
ら Air Mail で 郵送 し て も ら う と と を JEC i 


て いた だ きた い . 4 
半導体 専門 委員 会 (S.C. 39-2 
委員 長 武田 行 松 幹事 新 壮 也 、 


本 期間 に は 本 奏 員 を 2 回 開催 し , 主として rgr ンド y 
われ た 半導体 部 門 IEC 国際 会 議 の 報告 と 今後 の 秒 議 針 を < 
検討 し た . ドン ドン 会 議 は 7 月 8 日 か ら 7 月 14 日 まで 開か れ 「 
日 本 代表 と し て 相田 実 委 員 GID が 出席 し た . 会 議 で は hk 
ぎの 4 つの Working Group a 9 


WG. 1 用 語 , 定義 お よび 文字 記号 y 、 誠 
WG. 2 定格 お よび 特性 LC 
WG. 3 試験 法 “es 
WG. 4 外形 , 寸法 の 規格 OM 


各 グ ルー プ の 主 な 審議 事項 は つぎ の 通り 2 SN 


( 届 文字 記号 が あっ て 用 語 EON の な いも Ok 寺 


する 定義 の 草案 作成 . 
(Gj) 半導体 装置 の 工学 的 , お よび 物理 的 な 
: その 定義 の 草案 作成 . “a 


WG. 2 (⑤③ Zener Diode お よび Power Transisto 01 
定格 人 および 特性 の 最終 案 作成 = 
GD Switching Transistor お よび Powe Di 


る 旬 末 作詞 
Gi5) 周囲 湯 度 の 定義 。 i 
2 特性 旧 線 の 表示 、 高周波 ペラ メ saa 加 
ーー 虹 。 る 


了 Nt Small Signal_ Diod. 


草案 作成 . 
Giii) Low Power Small Signal Transistor 試 
験 法 草 案 作 成 . 
WG. 4 ) Mechanical Standardization で 失 案 され て 
いる も の に つい て の 最終 案 作 成 , お よび 新しい 
0 者 寸法 の 検討 . 
GG) Marking 問題 の 検討 . 
以上 の 議 古 に 対し , 日 本 か ら の 提案 意見 は 前 回 報告 し た 通 
り 7 件 で あっ た . そら の うち WG. 2 で Switching Tran 
sistor の 定格 に つい て , な お よび WG. 3 で Diode 試験 法 中 
に 日本 の 交 見 も 取入れ られ た . また 今後 は 1 つの WG. に 2 
菩 庫 人 出席 する 程度 に し な けれ ば 充分 に 活躍 で き な い と と が 報告 
され 問題 と な っ た . 
谷 後 の 容 議 方 針 と し て は r ン ドン 会 議 の 結果 を 各 WG. ご 
J ど に 小 徐 員 会 を 開い て 詳細 に 検討 し , その 正 で 定め る と と と 
心 Ss 


) 沿 ソケット 専門 委員 会 (S.C. 39/40) 
3 委員 長 近藤 厚 実 幹事 三矢 一 次 
計 この 期間 に 3 回 の 会 合 を 開催 し , 審議 し た 事項 の 内 お も な 
詳 語 計 も の は つ ざ の ご と く で ある . 
| (1) = ュー デ リー 会 議 へ の 代表 派遣 の 件 
議 計 > ケッ ト 専 門 委 は 発足 以来 3 年 に な る が , まだ 1 度 も 総会 
放 に 代表 を 派遣 し た こと が な く , 本 年 は 近く の 印度 で 会 議 が 行 
な われ る の で 其 非 1 名 の 代表 を 派遣 し よう と 種々 の 努力 を 行 
剛 較 が っ た が 』 実現 し な か っ た . 
| 」 (2) ソケット 専門 和 要 の 今後 の あり 方 
計 会 議 に 出席 者 を 送ら なく て は 国内 審議 を 円 滑 に 行なう の に 
非常 な 支隊 が あぁ あり, さら に 審議 結果 を IEC 格 に 貢献 さ 
放 せる こと が 不可 能 で ある に も か か わら ず , 本 年 も 代表 派遣 が 
放 実現 し な か っ た 理由 の 一 つ は , ソケット だ け で は 産業 分 野 が 
導 狭 す ぎる の で , 別紙 提案 の ご と く 機 構 部 品 専門 奏 の 発足 と ソ 
try > ト 専 門 奏 が 同 委員 会 に 吸収 され る と と が 最良 と の 結論 に 
' で 
(3) 39/40CS)11 (ウル ム 会 議 で 発生 し た 問題 点 ) へ の 回 答 
に 8 人 上 天 -2t 符 衝 の バラ シキ の 加 状 自 
製品 につい て 調 相 報 告 す る と と が 要求 され た の で , 調査 結果 
江 # を まとめ た 文書 を 作成 し た が , 会 識 参 加 者 が な い の で 保留. 
(4 う ソケット 個別 規格 の 提案 
ご の 委員 会 で 前 に 審議 改訂 し た JIS 規格 を 英訳 し た 文書 を 
作成 し た が , 会 譜 参 加 者 が な い の で 保留 . 
有 有 (5) さ し 込 み 速 さ の 提案 
” ジレ ケット の 引抜 お よび さ し 込み 力 測定 の 際 の さ し 込み の 連 
よき し 速 さ の 規定 に 関す る 文書 
を 作成 し た が , 会 議 出 席 者 が な い の で 保留 , 
有 | で 6 う 3/740 (8) 13 (ソケット 規格 ) の 審議 
“ 文書 の 審 識 を 行なっ た 結果 各種 の 提出 すべ き 意 見 が 出 
前 会 識 出 席 者 が 得 ら れ ぬ の で 文書 と し て 作成 する こと を 


孝 品 専門 委員 会 (S.C. 40-1, 40-4) 


| 和 員 長 武 診 時 座 上 幹 事 田部 井 男 護 
x A 80 人 全 合っ ぎの 志 り 開い て 審 識 を 行なっ た . 
| J 門 委 員 会 第 26 回 8 月 9 日 第 27 回 

コン デン + ルト, 中 会 第 1 回 7 月 19 日 
2 回 8 月 23 日 第 3 回 9 月 27 日 = 

i 今期 は 新 消 文 書 が 多く 専ら その 審 隊 に あ た 
語 特に ュ ン デン サ に 多かっ た 。 

デン サ 小 秦 中 会 は 7 月 19 日 に 第 1 回 の 会 合 を 開き 。 小 
i : が 主査 と な っ て 関係 文 填 の 審議 に あたっ た 。. と の 結 


9 月 2 日 


C82 ) 


果 を 第 26, 27 回 の 専門 委員 会 に 報告 し , つぎ の 通り に 処理 


し た . 
S.C. 40-1 (S) 45. 磁器 コン デン サ 再 湿 負荷 試験 印加 電 
圧 に 関す る 件 で , 実験 を 行なっ て た し か め た 上 , 一 か 所 ” 寿 
命 試験 の 文字 を ^” 耐 湿 性 試験 » と 訂正 する とこ と で 原案 承認 . 
S.C. 40-1 (S) 47 磁器 コン デン サ 了 I 形 の 仕様 原案 で , 実 
験 を 行ない た し か め た 上 で , 原案 承認 

S.C. 40-1 (S) 48 メタ ライ ズ ド ダイ エレクトリック コン 
デン サ す サ の 使用 電圧 に 関す る 件 で , と これ は Pub 80 の 紙 ュ コン デ 
ン サ に ふく め た 方 が よく 使用 電圧 の 上 段 を 1000 V と 明示 し, 
また 包装 に 使用 し た 誘電 体 の 種類 を 明示 する こと こと, セル フ ヒ 
ー リ ング に は ス ェ デン 案 を 支持 する こと を 意見 と し て 提出 す 
る こと と に し た : 

S.C. 40-1 (S) 49 磁器 コン デン サ I 班 の 推奨 規格 で あり 
Pub 108 の 修正 で ある の で 異議 な い . 

S.C. 40-1 (S) 50 Pub 80 の 修正 版 に 関す る 案 で , これ . 

も セル フ ヒ ー リ ング 回 路 に つい て スエ ェ エー デン 案 を 支持 する こと 
と を 意見 と し て 提出 する . 
' SC 40-1 (S) 52 雑音 防止 用 コン デン サ の 仕様 に 関す る も る. 
の で コン デン サ の 級別 に 日 本 の JIS に あたる も の を A 級 と し 
て 追加 する と こと, その 他 二 , 三 の 字 名 訂 正 を 意見 と し て 提出 
する と と に し た 。 

SC 40-1 (S$) 55 直流 用 ボ リエ ステ ル ホ イル コン デン サ の . 
仕様 で あり , 定格 電圧 の きめ 方 が 軽減 曲線 に よる の が 正当 と 
考え られ る と と , 原案 に は この 方 法 に よる 値 と 別 の 表 か ら 邊 
出す る 値 と に 喰い 違い が 出る こと が 指摘 し , セル フ ヒ ー リ ン 
グ 試 験 は スミ エミー デン 案 を 支持 する 等 を 意見 と し て 出す こと に 
じ た :。 


SC 40-1 (S) 56 ウル ム 会 議 で きめ た 電解 コン メデ ン サ に 関 | 


する 特性 表 に 数 字 を 入れ る 件 で 検討 の 結果 全部 数 字 を 詰め て 
報告 

SC 40-1 (CO) 37 抵抗 ュ ン デン サ 用 標準 数 素 で 6 か 月 履 
ー ル に よる も の .。 わが 国 で は 抵抗 値 , 容量 値 に EE 系 。 その他. 
に R 以 系 が 使わ れ て お おり, その他 の 事情 を 考 し て No Com- 
ment 

抵抗 無関係 は つぎ の 2 件 で ある 、 

SC 40-1 (S) 51 複合 可変 抵抗 器 仕 様 第 3 案 で 英国 の 提案 
も ある が 字句 修正 の 上 , 原案 を 支持 する こと と し た . 

SC 40-1 (S) 53 非 券 線 抵抗 器械 型 に っ いて の 仕様 案 で 


Pub 109 の 修正 で ある 、 貯蔵 状態 に 多少 の 問題 な いで は な い . 


が ,。 わが 方 と し て の 意見 は な い . 

コネクタ,。 ス イッ チ 関 係 

SC 40-4 (S) 24 コネ ク 々 に 対す る 振動 試験 の 提案 で ある 
が , 日 本 で は 通信 機 用 と し て 工業 標準 化 さ れ て いる コネ クタ 
は 振動 試験 を 必要 と する 段階 で な い の で 意見 な し 

SC 40-4 (S) 25 トグル スイ ッ チ の 動作 力 の 試験 に 関す る 
も の で , 国内 規格 と し て BTS 4100 が ある 。、 こ と うし た 方 法 も 
機器 の 小形 化 に 伴い 浦 次 と め ら れ よ う が , 今 は 特に 規定 あ . 


る 場合 と され て いる の で 別して 差し つか えな いと いう こと ど 


に な っ た . 


検討 中 、 

SC 40-4 (S) 33 2,3,5 標 コ ネ ク タ に 関す る も の で 日 本 で 
は 使用 され て いな いも の な の で No Comment. 

SC 40-4 CS) 34 プリ ント 配線 板 用 多 極 コ ネネ ク 関係 の 住 
様 書 第 1 案 に 関す る も の で ある が , プリ ント 配線 板 の 格子 間 
隔 は 日 本 で も 2.54mm, 2.5 mm, 2mm と 種々 行なわ れ て い - 
て まだ 完全 に 統一 され て いな い 現 状 な の で No Comment. 

SC 40-4 (CO) 15,16,17,18 コネクタ, スイ ッ チ 関係 
OWNINGD 2 か で の 会 15 は 人 規格 な の で : 


SC 40-4 (S) 27 マイ クロ スイ ッ チ の 仕様 に 関す る も の で 


A tt 
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No Comment, 16 は 40-4 (CO) 10 の 誤り の 修正 , 日 本 
委 も 入っ て いる 、17 は 端子 番号 の つけ 方 が 日 本 の と は 逆 で あ 
る と こと ころ も ある が 、, 欧州 で は を その まま 使わ れ て いる し , そこ と 
以外 は 日 本 の 通り な の で 承認 と する . 18 は 3 Mc/s 以下 の 場 
合 の コネ クタ に 関す る 意見 で あり , 用 語 の 統一 が 行なわ れつ 
つ あ る 現在 大 いた に 参考 に な る が , 特に 意見 は な い . 

3. ニュ ー デ リー 会 議 出 席 者 40-4 関係 は 柳沢 委員 が 出席 と 
確定 し た . 


_ 高周波 伝送 線 専 門 委 員 会 (S.C. 40-2) 
委員 長 杜 松 鏡 逸 幹事 畑 和夫 
この間 専 門 奏 員 会 を 1 回 、(8/9) ケー プル , コネ ク タ 並び に 測 
守 の 合同 小 奏 員 会 を 1 同 (8/20) 開催 し て , 下記 の 事項 に つき 
審議 を 行ない ,。 つぎ の ご ど ごと く 回 符 原 案 を 作成 し た . 

40-2 (S) 39 : (TV 受信 用 2 心 ケ ー プ ブル の 規格 案 ) は 角 成 

40-27(S) 40: (し ゃ へ い 2 心 ケー プル に 関す る 提案 ) は , 
4.8 mm 外 径 ケー プル の 規格 化 を 提案 し , か つ 150 オー ム ケ 
ー プ ル の 各 サ イズ に わた る 一 連 の 標準 化 を 要望 し た . 

40=2 (S) 41 : (40-2 (S) 35 の 訂正 ) は 導 成 

40=2 (S) 37: (UIlm の 会 議 に お ける 問題 声 ) 
Uniformity of impedance の 測定 法 は , input impedance 
deviation また は VSWR 法 に よる こと と を 説明 し , また 
Screening e 和 抽 ciency 測定 は , 独逸 玉 よ び 英 国 の 提案 で よい 
が 結合 アプ ドミ タン ス Yi。 は 無視 し て も よい 覧 の 提出 意見 書 
の 原案 を 作成 し た -. 

46 (S) 1,2,3 に つい て は 状 成 , 46 (S) 4 (copper clad 
wire の 規格 化 ) に つっ ついては, わが国 に 標準 は な い が , 高 周 
波 ケ ー プ ル に 用 うる も の の み に つ いて 規格 を 作る よう 回 答 原 
案 を 作成 し た . 

つぎ に S.C. 40-2 は 隊 .C. 46 の 1 部 に 含ま れる こと に な 
っ た . すなわち , S.C. 40-2 は 46-1,46-2 に 含ま れる が , 新 
el 

46-3 L.F. Cables.and Wires for Telecommunication 
Purposes 

46-4 Winding Wires 
誠 加 わっ た の で , と の 取扱 い に つ いて 本 委員 会 に 意見 を うか 
うと し た 。 


クリ スタ ル 専 門 委 員 会 (S.C. 40-3) 


委員 長 高木 昇 幹事 高原 靖 

第 33 回 (8 月 8 日) この 回 は 委員 会 を 電気 試験 所 田無 
分 室 に お いて 行ない , 議事 に 先立っ て 同 分 室 の 高周波 標準 研 
完 室 , マイ クモ ド 波 標準 研究 室 , 電子 機器 環境 条件 試験 設備 な 
ど を 約 2 時間 に わた っ て 見 学 し た . と これ は 水 卓 振 動 子 の IEC 
具 格 に お いて は 標準 ュ ン デン サ , 標準 高周波 抵抗 , 標準 測定 
器 , 環境 条件 試験 な ど が 重要 で ある が , わが 国 に お いて この 
方 面 の 研究 設備 が 最も よく 整備 され て いる 電気 試験 所 の 模様 
を 知っ て お く た め で ある 1』(②) IEC 文書 40-3 (C.O.) 12T 発 


| 振 器 用 水 品 振動 子 の 使用 た 関す る 手引 書 」 の 概要 を 幹事 が 説 


明世 これ に 関し て 総括 的 討論 を 行なっ た . 古賀 委員 (東大 ) 
は 近 目 中 に 欧州 へ 出張 し , イギリス に お いて EC 40-3 委員 
会 の Chairman に 面会 する 予定 な の で , この 際 に この 文書 に 
| 対す る 当 委 員 会 の 意見 を 伝え る と の とこ と で ある . な お , と の 
| 文書 は 特に 重要 な 文書 で ある た め , 次 回 に 全訳 し て 紹介 する 
予定 で ある . (3) New Delhi に お いて 本 年 11 月 に 開か れる 


| 了 〒 坪 の TEC 40-3 委員 会 の 議題 [40-3 (S) 19] に つい て 幹 


事 が 説明 し だき (4) 福 与 委員 (東工 大 ) は 水 唱 振 動 子 の 副 共 
9 が 浴 導 98 の で る る て と を 示す ーー 例 と し て 同 
; 半生 和 の 貞夫 9 の の 


第 34 回 (9 月 2 日 ) (①⑪) 前 回 総括 的 < に 討論 した IEC 文 
書 (C.0.》 12 を 全訳 し , これ を 紙 本 委員 (東京 電波 ) と 高原 
幹事 ( 通 研 】 が 紹介 し た . , と の 支 書 に 対し て は 前 回 と 引 続 い 
て 各 委 員 か ら 活 発 な 意見 が 出さ れ た の で , こと これら を 整理 し で て 
日 本 国内 委員 会 の 意見 と し て IEC 本 部 へ 送る と こと に な っ だ = 
(2) 古賀 委員 と 斎藤 氏 (防衛 大 学 ) は Q メー タ 法 に よっ て 水 
上 振 動 子 の 等 価 抵抗 が 便利 , か つ 正 確 に 測定 で きる と と を 見 
出し た の で , と これ を 他 の 方 法 と 比較 し な が ら 紹 介し た : 

小雪 員 会 関係 この 期間 中 に “Unwanted response” に 関 
する 小 委 員 会 (主査 , 小松 委員 , 8 月 18 日 ), 「 標 準 測定 決 』 
に 関す る 小 委 員 会 (主査, 尾上 委員 , 9 月 9 日 ), 「 周 波数 〒 
ー ジ ング 」 に 関す る 小 委員 会 (主査 , 高原 幹事 ,、 9 月 26 昌 〕 
が それ ぞ れ 1 回 ずつ 開か れ , 「『 ト ラン ジス 回路 用 水 品 振動 
子 」 に 関す る 小 委 員 会 (主査, 三宅 答 員 , , 7 月 4 旧 , 9 及 2 
上 日) 2 回 開か れ て , それ ぞ れ の 技術 的 凍 題 に 関し て 研究 報 
告 , 文献 紹介 , 討論 な ど が 活発 た 行なわ れ た 。. 


基本 的 試験 方 法 専門 委員 会 (S.C. 40-5) 
委員 長 高木 昇 幹事 森川 貞 重 

9 月 2 日 に 第 .10 回 委員 会 開催 

(1) 新着 文書 お よび 6 か 月 規則 回 送 文 書 に 対す る 審議 
40-5 (S) う 28. Ulm 会 議 で 問題 に な っ た 部 品 分 類 法 の 各国 
意見 を 事務 局 で 取 統 め , 更に 事務 局 と し て の 案 を memo: 
random と し て 提出 し た も の で , 本 委員 会 と し で は New 
Delhi で の 結果 を 見 て 再 検討 する と と に し た - 
40-5 (S) 29. Test T : Soldering ハン ダ 付 試験 に 関す 
る 40-2 か ら の 追加 提案 , 本 委員 会 で は 稚 成 と 決定 . 
40-5 (S) 30 Test J: Mould Growth, カビ 抵抗 性 試験 
に 関す る も の で , _ 醍 酵 研究 所 の 務 人 台 答 員 代 理 岩本 氏 か ら j」 
日 本 の JIS を 基礎 に 訂正 意見 が 出さ れ , 審議 の 結果 , これ 
を 認め 日 本 か ら の 改正 提案 と し て 出す ご ど と に な り ,」 世 技 院 
へ 資料 を 提出 する こと に し た . 
40-5 (S) 31, Test M : Low Air Pressure, 低 気 圧 試験 
に 対す る 12-7 か ら の 意見 で , 本 委員 会 は 意見 な し と し た 
40-5 (8S) 32, Test Nb : Rapid Change of Temperature; 


温度 の 急 次 化 試験 に 関す る オラ ンダ 案 を 基礎 に 事務 局 が 弧 


め た 案 で , 本 委員 会 は 級 成 . 
40-5 (S) 33, Test L : Dust 鹿 試 験 に 関す る U.S.A. 
案 を 基礎 に 改訂 し た も の で , 本 委員 会 と し て 特に 意見 な じ 
Ee 
40-5 (C.0.) 10 : (C.0.) 6, Test F, Vibration の 6 
月 規則 文書 に 対す る voting report. 
A0-50CEOY TE CCO) T; Te A;B; CD NNO 
U に 対す る voting report. 
40-5 (CO) 12, Test R : Hermetic Sealing(2nd edition) 
に 関す る 6 か 月 規則 回 答 文書 で , 
40-5 Denmark) 1. Low Air Pressure に 関す る デジ ンマ 
ー ク の 意見 で ある が , 本 委員 会 と し て は 特に 意見 は な か ララ 
re 

(2) New Delhi 対策 , 代表 と し て 出席 予定 の 早坂 氏 ( 通 研 7 
と 友 成 氏 ( 旧 電 う 及び 幹 事 が 10 月 上 旬 会 合 し て , New Delhi 
の 議題 CCO) 13) に 対す る 日 本 の 意見 を 取 纏 め る こと と と 
民 


フェ ライ ト 専 門 委員 会 S.C; 40-6) 
委員 長 和田 状 幹事 和 江 哲夫 
本 期間 中 8 月 10 日 , 8 月 25 日 に それ ぞ れ 第 12 回 お よ 
び 第 13 回 委員 会 を 開催 し , 40-6 (CO) 5 つぼ 形 磁 心 の 寸 
法規 格 た 関 じ 才 蘭 し た . ーー 
。 CO- 案 の 形 式 の も の と ジー メン ス 社 の 有する 特許 と の 関 


i 


i 


a 
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本 委員 会 は 着 成 と 決定 。 
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係 に つき 調査 審議 し , 本 形式 その も の は ジー メン ス 社 の 特 
許 に 抵触 し な いと の 結論 を 得 た . し か し 実際 に は 調整 機構 
を 同時 に 考慮 し な けれ ば 実用 に 供する と こと は で き な い の で 
磁 心 本 体 の 規格 化 と 同時 に 各社 特許 に 抵触 し な い 調整 機構 
を 決め る と と が 望ま し い 」 と の 意向 を 表明 する と と に し た .: 
以上 の 結果 , 「(CO) 5 の 構造 は 特定 会 社 の 特許 に よる 調 
整 装 置 を 採用 し な く て は 商品 と みな せな い , よっ て 各国 提 
案 を みた 上 で 最終 決定 する 方 が 合理 的 で ある 」 と の 意見 を 


付 し た 上 40-6 (CO) 5 に 慌 成 する 旨 を 回 答 し た . 


な お 寸法 に 関し て は 国内 規格 統一 を まっ て 審議 の 上 , 別 


に 問 見 を 出す こと に し た . 
電子 管 JIS 専門 委員 会 


“ 委員 長 双 田 正信 幹事 武市 武 

Pp と の 期間 に 本 委員 会 を 2 回, 分 科 会 を 5 回 開催 し た . 審議 
衣 経過 の 概要 は つぎ の 通り で ある . 

庫 1) インチ, ミリ メー トル 換算 の 原 由 

個別 規格 の 審議 を すす め て ゆく 上 に こと の 換算 の 原則 を 明 
確 ば ほじ て お く こ と と が 必要 に な っ た の で , 原案 の 作成 お よび 


その 審議 を 終了 し た . と れ は 電子 管 JIS 通則 の 附属 書 が 解 


1 説 と し て 追加 する 予定 で ある . 
放 (2) 真空管 伺 引 規 格 の 審議 


5) の 審議 を 終了 し た . 


認 を 行なっ た . 今年 度 分 と し て は すでに 7 品種 に つい て 審議 
を すす め て いる . 

C3) 金 個別 規格 の 審議 

真空 管用 刀 金 , キャ ッ プ お よび ゲー ジ の 個別 規格 審議 を 終 
っ た の で 図面 を 整備 し じ し て か ら 分 科 会 を 終了 する こと に し た . 

(4) 幹事 の 退任 


衣 望 の 書 と 言う くき も の で ある . 
A 内 
茅野 。 健 
] (松下 通信 
放 2 O.R. 的 聞 大 所 時 法 お よび 予 光 周 古 、、ー 


計 i. O. R. 要 答 


= " ' 田口 a 
用 3 和 katomoemr ょ d ヶ ーammim 物 
Wh 水野 潤 男 
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4 デジ オォ 用 と し て は 4 品種 (6 BD 6, 6 AR5, 6X4, 6DA 


テレ ビ 用 と し て は 昨年 度 審 議 を 終っ た 12 品種 を 整理 し 再 確 
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電気 通信 学会 東京 支部 編 
通信 エ 学 の オペ レー ショ ンズ ・ リ サー チ 


A5 判 上 製 274 頁 定価 550 円 [本 会 々 員 は 500 円 ] 〒 40 由 


オペ レー ショ ンズ ・ リ サー チ (O.R.) に 関す る 研究 は 最近 非常 に 盛 に な り , 電電 公社 を は 
| しめ, 会 社 ・ 工 場 等 に お ける 経営 上 の 諸 問 題 の 重要 な 決定 に 広く 利用 され る よう に な っ た が , 
3 さら に この 理論 の 進展 に より その 応用 は あら ゆる 方 面 に 拡大 され る と 言わ れ て いる 、。、 
本 書 は この O.R. を 電気 関係 の 方 々 に 理解 し て いた だ き , 充分 た 応用 し て いた だ く た め に , 
同じ 電気 分 野 の O.R. 専門 家 に より 理論 と 応用 の 極め て 平易 な 解説 を 行なっ た も の で ,「 章 に i 
4 


C84) 


告 


近藤 幹事 か ら 辞 任 の 申し 出 が あっ た . 後任 は 特に 選ば ず に 
現状 の まま で 当分 ゆく と と に し た . 


5 款 ぶ 汰 必定 訪 閉 る 8 


1 月 編集 会 分 [ ] 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 

達 藤 恒彦 : シル バー ド マ イ カ 標 準 蓄電 器 の 製作 に つい て 
[35.9.29,12.28] 

宮田 房 近 , 佐藤 拓 打 : シミ ュ レ イテッド ・ サ ンプ ラー の 
試作 [35.11.26] 

中 原 恒 礁 : の 形 薄 肛 誘 電 体 線路 の 伝送 モー ド [35.6.18, 
36.1.6] 

福井 初 昭 , 松島 健彦 : エナ サキ ダイ オー ド の スイ ッ チ 特性 
[35.11.4] 

河津 祐 元 , 大 橋 啓 吾 , 加藤 修 助 , 沼 野 雄司 : 超 広 帯域 中 
継 用 偏 波 共用 バラ テラ ボラ アン テ ナ [35.10.6] 

有 竹 秀一 , 竹内 健二 : 短波 SSB 多重 電信 方 式 [35.8. 
13] 

小林 見 吉 , 市 原 博 , 西田 昌弘 , 渡辺 意 雄 UHF 見 通 外 
伝 ぽ ん の 遠 距離 特性 [34.12.2,35.6.20] 

奥田 喪 介 , 二村 忠 元 , 城戸 健一 : 電気 音響 変換 器 系 の 内 
部 イン ピー ダン ス [35.9.28] 

内 田 英 成 , 佐藤 利三郎 , 永井 淳 , 西山 栄三 , 大 久保 備 
郎 , 平賀 穫 三 , 高須 五 十 雄 , 小岩 井 骨 吉 , 清水 保定 : 
es よる 中 波 放 送 空中 線上 の 電流 分 布 の 改 廊 [35. 
孤 

稲津 稔 : カラ テラー VTR 用 周波 数 変換 形 低 搬 送 波 FM 
変 復調 器 [35.8.23] 

大 和久 修三 , 新保 修 , 青井 三郎 : 超 多 重 角 変 調 信 号 の ェ 
ネル ギ 帯 域 幅 と 位相 減衰 特性 に よる ひずみ [35.6.4, 
10.19] 
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集中 的 に 起こ る 誤り を 訂正 する 特 号 
S.H. Reiger : “Codes for the Correction of 
Clustered Errors”, Trans. I.R.E. IT-6, p 16, 
. (March 1960). 岩 垂 好 裕 訳 [資料 番号 4898] 
rr 従来 amming, Slepian ら に よる 誤り 訂正 符号 は , 誤り 
が 符号 の 各 digit に 独立 に 作用 する と いう 仮定 に 基づい て い 
た . し か し 現実 と は 電話 回 線 に お ける 衝 黄 雑 音 の ご とく, 暴 


TT 
ri 


断 的 な 雑音 が 多く 発生 する . と の よう な 雑音 に 対し 上 述 の ど 

放 と き 仮 定 に 基づく 符号 を 構成 する と こと は . いた ずら に 冗長 ビ 

; ッ ト 数 を 増大 せしめ る の み で 得策 で な い . Reiger は ある 限 
られ た 長 さ の 中 に 集中 的 に 起こ る 誤り 訂正 符号 を 構成 し , し 
か も こと の 構成 法 は 任意 の 長 さ の あら か じ め 定め られ た digit 
中 の 集中 的 雑音 に 対し て 成立 し , か つ 復 号 法 も 容易 で , 機器 
構成 が 簡単 で ある と いう 利点 を 持つ . すなわち 在 来 の 組織 符 
号 の 検査 点 の 情報 点 の み を check する と いう 性 質 を 拡張 し , 

」 検 査 点 は それ に 先行 する 他 の 検査 点 を も check する も の と 
すれ ば , 符号 の digit を a;』 で 表わす と ミ き , 


Ei, 


I 


t 
a;ja; =K+l, 基 


な る 関係 が 成立 する . こと ふ で 々 ;, は parity check matrix 
で あり 。 在 来 の 六 』 matrix と 同じ く 組 織 符 号 を 一 義 的 に 規定 
する も の で ある . そこ と で 符号 の 第 4 桁 に 起こ る single-error 
」 の check 数 が が 々 ;,; matrix の 第 4 列 に 等 し いと いう 関係 を 
導入 し , か つ 任 意 の , 一 つ 以 上 の 誤り を 示す check 数 は , 
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単 一 周波 数 で 周波 数 変調 され た 波 の 
基本 波 と 高調 波 の ひずみ 
R.G. Medhust : “Fundamental and Harmonic 
Distortion of Wave Fregquency- Modulated with 


Mtnitisitanttataainiee 
eu 


0 O17 Lone™ PA.E.E. 101; pt B, 32;.p 155, 
| = ミ (March 1960). 中 村 親 市 訳 [ 盗 料 番号 4899] 
周波 数 に 対し て 非常 に 振幅 特性 と 位相 特性 が 非 直 線 な 受動 


回 路 を 周波 数 変調 波 が 通る と き 生 ずる 周波 数 変調 ひずみ と 振 
。 幅 変 化 は , 原理 的 に は 入力 波 の 各 側帯 を 主要 な 側帯 波 に お け 
| る 回 路 の 伝送 特 杜 に よっ て 変 化 さ せ 振 絡 と 位相 が 同時 に 恋 化 
A きせ られ た と し て スペクト ル を 書き 直す と と に よっ て 計算 で 


+ る も の は 非常 た 多く 研究 され た が , 多重 信号 に は 適用 で 
き な い と 考え られ る . し か し 最近 白黒 また は カラ ラー TV の 周 


きる . し か し と れ は 変調 指数 が 大 きく な っ た り , 変調 が 単 一 「 


es く な る と 非常 に 困難 に な る . 古来 , " 単 一 周波 数 に : 析 硬 到 の 大 き な 場合 に は Q.8.8. theory, NN 


; 胃 放 式 が 重 可 が っ た の で 香合 EY 
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single error の check 数 の 2 を 法 と する 一 次 結合 の 和 で あ 
る と いう 関係 か ら , check 数 と し て linear feed back mm- 
sequence shift register 中 に た だ 1 回 の みず つづ つ 表 われ る 居 » 
杵 2 進 符号 , M 系 列 を 用 い , それ に し た が っ て jj matrix 
を 定め , 復号 法 と し て は 第 1 桁 を 含む 誤り に 対応 する check 
数 を register の 初期 条件 と し て あたえ ぇ , 受信 符号 より 求め 「 
た check 数 と register か ら 作 り 出 し た check 数 と が 一 致 「 
する まで の shift 数 と , 一 定 の error に 対応 する 
check 数 系 列 の 終了 と 同時 に counter を reset する 回 数 と 
より , 伝送 途上 の 誤り の pattern と 誤 \ の 生じ た digit を 決 培 
定 , 訂 正す る も の で ある . 一 例 と し て 情報 点 5 桁 , 検査 点 6 循 
で 符号 中 の 任意 の digit に お ける 3 桁 ま で の error pe | 
①, GD, G0D, G11) を 訂正 する 組織 符号 の dsj matrix 

を 下 に 示す -. 
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Inf, Digits Check Digits 


対し て RS いと 谷 仮 客 が 入っ で を と で と 1 
の ひずみ は つぎ の 形 に な る 


ずみ を 考え , 変調 指数 の 小さ な 場合 に は 直接 的 oy 


kK, 位相 特 柏 の 直線 項 を 引い て お く スペ き で ある と は 
に な っ た . ’ 4 


ww 
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び 伸 び の エネ ル ギ を 双方 と も 考 慮 し て ある . とこ の よう な 方 法 われ る よう な 境界 条件 に 対し 立派 に 適用 され うる こと と が わか - 
に よっ て 始 る の 6 個 の 固有 振動 数 の 近似 計算 結果 を , 実測 の っ た . な お , 上 上 記 の 伸び な し 理論 に よる 結果 と 実験 的 に 比較 
結果 と 比較 じ た と こと ころ, 5% 以内 の 差 で 非常 に よく 一 致し て を 行なっ た が , 殻 の 境界 条件 が 固有 振動 数 に 対し て あぁ まり 虹 


お り , し か も Rayleigh の 伸び な し 毅 の 理論 が 通常 よく あら 閣 を 及ぼ さ な い と と $ わ か っ た : (富田 委員 う 
円 すい 殻 の 軸 対 称 振動 様式 と げ て お の で 


も に よく 一 致 ) の @ 
CTREEELY 
が 確か め ら れ "9 
て いる . Hf 


固有 振動 数 の 計算 
J.E. Goldberg, J.L. Bogdanoff and L. Marcus 
:“'On the Calculation of the Azisymmetric 
Modes and Frequencies of Conical Shells”, 
= J-A.S.A. 32, 6, p 738, (June 1960). 池谷 和夫 訳 
放 」 = ミ [資料 番号 4901] 
コー ジン 形 ス ピー カ の 設計 に 役立て る こと を 目的 と し て , 円 
すい 形 の 薄肉 帝 に 落 目 し , この よう な 毅 の 中 心 部 分 を その 軸 
| 坊 向 に 虹 動 し 、 周辺 部 分 を 自由 に し た 場合 に お ける 振動 解析 
Ph を 行なっ た も の で ある . 
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Mode method method 
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i 1st 1072 1071 

} 2nd 1315 1315 
1611 1610 


| も ゃ ちろ ん , と の よう な 骨 の 振動 様式 と し て は , 円 すい 面 の 
母線 を 人 節 線 と する も の , 同心 円 を 節 線 と する も の , お よび こと 
れ ら の 双方 を 兼ね る も の が ある が , と と で は 実際 的 な 見 地 か 
. ら 節 線 が 同心 円 で ある も の 
議 | の み に つ いて 考 穴 を 進め て 
導い る : すなわち と 軸 対称 な 振 
| 号 様 式 の み に 着 目 し て い 
る - 上 は 一 様 な 材質 の も の 
で 放 フ ッ ク の 法則 に し た が 
う も の と し , 母線 に 沿う た 
位置 の 関数 と し て ひずみ お 
よび ひずみ 力 に 関す る 微分 
方程式 を 作り 、 こ と れ を 電子 
計 邊 機 で 計算 す る の に 便利 
放 な 形 に 書き か えて これ を 解 
詳 詳 で て いる 図 1 は , それ ぞ 


放 これ に 和 融 直 な 方 向 の 変位 に 
関す る 振動 様 式 を 示し て お 
有り , 表 1 は 固有 振動 炒 の 計 
議 庁 筑 例 示し て いる . と これら 

| に は , と も に 級数 解法 で 得 
| 有 | た 結果 を 比較 の た め に か か ・ ト 二 机 いり (富田 委員 ) 


本 “ : 

放 熱電 気 研究 の 最近 の 進歩 

S. Angells: “Recent Progress in Thermo- 
i 3 electricity”’, Elec. Engng. 79, 5, p 353, (May 置 で ある か ら そ の 動作 は 重力 に 関係 し な い . 機械 的 運動 部 分 
0) 靖 王 宅 清 羽 [資料 和 号 4902] が な いか ら 油 滑 の 問題 も な く , 回 岐 部 分 も な いか ら セ ケッ ト 
記 】 トラ フン ジス タ や を - ヵ 接合 東 流 器 に 関す る 技術 的 発展 と 周 や ゃ 人工 術 星 に 使用 する と き に は その 誘導 装置 や 安定 装置 の 動 


体 電子 装置 の 組織 的 研究 に 助け られ , 過去 4 年 間 に 熱 電気 の 
研究 は 著しい 進歩 を 遂げ た 、 熱電 発電 機 や 熱 ボ ンプ は 電子 装 


(C86 ) 
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狭い 高 振 幅 パ ルス を 用 いる 方 法 が ある が , 
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いい る ジャ イセ モー メン ト ゃ も 持た な い 。 さら に また いた 発電 機 は 通常 数 百度 以上 の 温度 で は 本 質 的 に 動作 し な く 
音 や 振動 は 本 質 的 に 発生 し な い . Sa sto ht な る . 高温 で 動作 する 発電 機 の 材料 と し て 絶 線 物 を 使用 する 
的 な 発電 穫 り も 長く か つ 高 い . 熱電 発電 機 と し て の 研究 考え は 1947 年 @. Zener- に よ oii 強 磁性 酸化 物 


1847 年 M. i が ZnSb-PbS 熱電 対 で 効率 5 の 発 - 


に 成功 し た こと に 始ま る . 発電 と 冷凍 に関する 研究 は A.F. 
Foffe に よっ て 古く か ら 行 な われ て 来 た . 発電 や 冷凍 の 効率 


を 規定 する 三 つ の 常 数 , すなわち , ゼー ベッ ク 係 数 a, 上 比 抵 
抗 ge 熱 伝導 度 を の 間 に は Ioffe “2Z” (Figure of merit) 
と 呼ば れる 関係 が ある . すなわち ZZ=a*/pr. 熱 を 電気 に 変換 
する 効率 7 は , 熱電 対 の 高温 接点 の 温度 T』。 温度 差 を 4 ア 


= (人 -)- i 
a 4 i ‘tc'lec 


で あら わ さ れ る か ら , 乙 の よう 高い 材料 を 得る こと と が 熱電 発 
電材 料 研究 の 目標 と な る . そこ とこ で 2Z の 持つ 窟 味 を 答 討 する 必 
要 が 生ずる . ある 材料 の キャ リヤ 密度 , ヵ の 変化 に よる ZZ の 
変化 は , の 増加 は 1/p=gq, すなわち 電気 伝導 度 を 増加 する 
が , a@ を 減少 きせ る 結果 を 導き , ヵ » に ある 最適 値 が 存在 する 
ご と に な る . ょ は 格子 原子 ど と キャリ ヤ の 両方 に 関係 する が , 通 
常 前 者 の 方 が 極め て 支配 的 に 鷹 伝導 を 規定 する の で , 々 は ヵ 
と 無関係 に 取扱 われ て 来 た . と の よう な 考え の 下 に , Bi,Te, 
Se,Sb 等 の 合金 が 研究 され て 来 た . し か し これら の 材料 を 用 


の 電気 伝導 の 研究 か ら , 絶縁 物 の 抵抗 を 原子 価 の 異な る 第 硫 
の 金属 を 加 % る と と に より 変え うる と と » * り , 高温 用 材料 


が 得 ら ちら れ た . 現在 その 材料 と し て , Li を 含む Ni 酸化 物 商 
よび 硫化 サマ リウ ム が 研究 され つつ ある . 図 1 に NM 形 材 灯 
の 熱電 変換 の 効率 ( ヵ m4。) を 示し た . 


N- Type 
4" 18.6 % 


PbTe PbTe 
(cast) (sintered} 
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フエ ライ ト 磁 心 の 部 分 的 スイ ッ チ ング 
の 研究 
R.H. Tancrell and R.E. McMahon : “Studies 

mn Partial Switching of Ferrite Cores”’, J.A. 
Phys. 31, 5, p 762, (May 1960). 木村 十郎 訳 
[資料 番号 4903] 
フェ ライ ト 磁 心 の 磁化 反転 に は あぁ る 有限 の 時 間 を 必要 と 
し , この 時 間 は 現 動 磁場 の 振幅 に 依存 する . 磁 心 が 完全 に 和 飽 
条 ま で スイ ッ チ する 前 に 駆動 磁場 を 取 去 る と 部 分 的 スイ ッ チ 


ri ttt 


状態 が 実現 され る . 直線 選択 記憶 方 式 は 同時 電流 方 式 の よう 


に 読取 電流 振幅 に 制限 が な く , 所 要 の 振幅 を 使用 で きる の で 
メモ リ 速度 を 増加 する 一 方 法 で あぁ ある. 同時 電流 方 式 で は 書 込 
動作 に 1kgs を 要する か ら 読 取 速 度 を 速く し て も 大 し た 改善 に 
は な ら な い . 書 込 速度 を 増す た め に 2 個 の 時 間 的 に 隣り 合う 
調整 お むず か し い 
の で フェ ライ トメ モリ に は 使わ れ な か っ た -. 
狭い 高 振幅 パル ス ( 書 込 電流 ) と 幅 の 広い 低 振 幅 バ ルス ( 了 虹 
動 電流 ) と を 重ね 合せ する 方 法 を 詳細 に 検討 し た . 図 1 に 示 


DURATION 
‘| oF corE WRITE 
SWITCHING A 間 


EXCITE 


図 1 書 込 時 間 中 に 選択 され た 磁 心 に 流れ る 電流 波形 
す よ うに 書 込 電流 は 幅 が 0.15 gs 程度 で 世 動 電流 は 材料 の 保 
磁力 以下 の 振幅 で な ん 回 繰返し て 加え て も スイ ッ チ は 起こ と ら 


| な いよ うな 大 き さ で ある . 書 込 電 流 の パル ス 幅 が 0.6 gs 以上 


で あれ ば 駆動 電流 と 組合 わせ て 磁 心 は 完全 に スイ ッ チ する . 
内 径 30 ミ 少 』 外 径 50 ミル の フェ ライ ト 磁 心 (RCA XF 


i Nd i 


209 300 400 500 600 700 800 900 1000 i300| 1500 
TeK) 
図 1 (三宅 委員 ) 
た 結果 を 図 2 に 示す . 書 込 電流 0.4 A の と き ペ ルス 幅 "013 gs 


で S/N. は 約 5 で ある . 駅 動 磁場 が 磁 心 内 部 で 不 均 一 な だ め 
スイ ッ チ 波形 は 磁 心 各部 で 異な る . スイ ッ チ 波形 を 正弦 的 と 
仮定 し た 動 的 模型 に つい て 任意 の 与え られ た 領域 た お ける ズ 
イッ チ され る 磁束 量 と 相対 スイ ッ チ 速度 を 計算 し 、 Mega 
Mno.Fe.zzO04 の 組成 を も つ フ ェ ラ イト に つい て 行なっ た 笑 
験 と 比較 し て いる . 磁 心 の 形状 が 非対称 に な る と 材料 内 の 尼 
を 通る 動 電流 に よる 等 磁場 線 の 軌跡 を 求め る 問題 と な っ で 


~ 

ww 

s I I.5 amp 

“ エ IE” 0.250 amp 
1.00 omp 

る 

sw 

wn, 

C 

で 

cw 


© MI 0,60 0,80 


図 2- イン パル ス ・ ス イッ チン グ に お ける 
ーー 書 込 パ ルス 幅 と 磁 心 出力 の 関係 
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スイ ッ チ 特性 の 予知 は 極め て 困難 で ある . 
読取 電流 の 幅 を 0.1 gs 以下 に すれ ば 非 破壊 読取 が 可能 で , 
読取 電流 パル ス の 振幅 と 幅 を 適当 に 選ん だ り 連 続 交 流 (周波 


叶 素 を 含む 六方 晶 系 フェ リ 磁 性 化合 物 

E.H. Frei, M. Schieber and S. Shtrikman : 
“Hexzagonal Ferrimagnetic Compound Contain- 
ng Fluorine”’, Phys. Rev. 118, 3, p 657, (Mai 
1,1960) 、 河野 広志 訳 [資料 番号 4904] 
どれ まで , フェ リ 磁 性 を 示す 酸化 物 の 研究 に お いて , 陽 イ 
オン を 他 種 の 陽 イ オン で 置換 する と いう 試み は し ば し ば な さ 
れ で きた が , 」 酸素 イオ ン を 他 種 の 陰 イ オン で 置換 する と いう 
試 人 は ほとん ど な さ れ て お ら な か っ た . と の 研究 で は , 永久 
磁石 材料 と し て 知ら れ て いる 六方 卓 系 に 属す る マグ ネト プラ 
ジ ペ イト 構造 の BaO・6 Fe。O。 の 酸素 イオ ン の 一 部 を 旧 素 イ 
オン で 置換 し て みた . それ は 両者 の イオ ン 半 径 が ほとん と 等 
し いか ら で あ る . 

試料 は BaF。 と Fe:O。 の 比 を 種々 変え て 普通 の 窯業 法 で 
焼成 じ で 作っ た . 最 後 の 焼成 は 1250°C に 20 時 間 , 連 燥 し た 
酸素 中 で 行なっ た . BaF。 は と この よう な 高温 で は 揮発 性 を 示 
す の で 単 相 試料 を 得る こと は 困難 で あぁ っ た . "焼成 後 , 粉末 に 
ち た 試料 を 塩酸 で 洗 浴 し て X 線 写 真 を 撮る と マグ ネト プラ ン 
バイト 形 の 相 特 有 の 回 折線 が 現われ た . と の 化合 物 は BaO・ 


ディ ジ ト ロン : 人 冷 陰 極 記 号 指示 管 
ゴ TN. McLoughlin, D. Reaney and A.M. Tur- 
ner : “The Digitron; A Cold-cathode Character 
. Display Tube”, Elec. Engng. 32, 385, p 140, 
= (March 1960). 末松 安 晴 訳 [資料 番号 4905] 
| この 管 は 回 路 の 計数 の 状態 や 開閉 の 位置 を 示す の に 用 いら 
れる 命 陰極 の 記号 指示 管 で , 計数 は で き な い . 構造 は 指示 し 
請 よう と する 記号 の 形 を し て いる 多く の 独立 な 冷 陰 李 と 網状 の 
| 共通 陽極 と が 封入 され た ガス 入 放電 管 で ある . 指示 じょう と 
すろ る 形 の 陰極 と 共通 陽 板 と の 間 に 電 圧 が 印加 され る と , グ r 
軸 | 一 放電 が 生じ て 陰極 の 形 が 図 1 の よう に 黄 だ いだい 色 で 表示 
記さ れる . 図 1 の 右 図 の よう に , と の 記号 を 側面 か ら 見 る 管 
(GR10W) と , 左 図 の よう に 端 の 方 か ら 見 る 管 (GR10H) 
| と が ある . 
| この 管 の 利点 は (1) 初期 費用 が 宏 い , (2 回 路 の 計 敷 速度 に は 
PR 民 が が な い , (3) 他 の 方 法 に 比べ る と よ り 達 く か ら 職 別 で き , 


sets 


FT 
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数 約 10 Mc) と ルス を 組合 わせ た りす る 非 破壊 読取 技術 に 
つい て も 述べ て いる 
(三宅 委員 う ) 


6FesO。 より も ずっ と 塩酸 に 溶け た にくい. 比 軍 は 5.25' で , 
BaO・6 Fes。Os の それ と 同じ で ある . 一 方 , 他 の 方 法 で 得 た 
と の 化合 物 の 昔 結 晶 の 回 折線 と BaO・6 FeeOs の それ と を 比 
較 す る と , その 線 強 度 の 相違 は 陽 イ オン の 数 は 不変 で 除 イ オ 
ン に 変化 が 生じ て いる と し て 説明 で きる . 純化 し た こと の 化合 
物 の 化学 分 析 の 結果 は BaFz・2 FeO・5 FesO。 に 近い . と これ 
と 文 線 デ ー タ か ら 計 算 し た 比 箇 は 実測 値 と 一 致し た . と の こ 
と は 結 品 形 を 変え る こと な く BaO 〇 ・6 FesO。 中 の 2 個 の _ O- 
を 2 個 の F- が 置換 し , 2 個 の 鉄 の 3 価 イ オン が 2 価 に 変わ 
っ た こと と を 意味 する . 純化 し た とこ の 痢 化物 の 室温 の 鯛 和 値 は 
72 gauss/g で , 不純 な 試料 の それ は この 値 よ りり 低い. BaO・- 
6 Fe:O。 の 室温 の 飽和 値 は 67 gauss/g で ある . こ と の 誕 化 物 の 
より 高い 飽和 値 は ,Went 等 に よっ て 示さ れ た BaO・6 Fe:O;j 
の 磁気 的 午 造 を 受入 れる な ら ば , 2 価 の 鉄 イ オン は 4 fs-site 
に , 間 素 イオ ン は バリ ウム イオ ン の 近く に ある と と を に ほ の め 
か す も の で ある . 

Pb な お よび Sr を 含む 同じ 構造 の 化合 物 , BaF,-CoO-Fe:O, 
の 3 元 系 に つい て 引き 続き 研究 が 行なわ れ て いる . 

(三宅 委員 ) 


また 見 る 角度 に よっ て 明か 
る さ が 激変 し な い 点 で あ 
る . 

基本 的 な 回 路 は 図る 2 の よ 
う で , V。 が 電源 電圧 V, 
が 動作 電圧 , 陽極 電流 * は 
抵抗 RR。 で 制 良 する . た と 
えば 0 か ら 9 まで の 数 字 
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を 指示 する GR10G で は V,=185V, z=6.5mA で , 7 は 
記号 の 見 や すさ と 寿命 と か ら 決 定 さ れ て いる . 

各種 の 開閉 回 路 に この 管 が 用 いら れる が , 200 kc 以上 の 高 
速 の 計数 に も 用 いる と と が で き , こと の 際 に は 計数 回 路 に は 影 


紋 な く , 計数 が 終る と その 値 を 指示 する . 図 3 は と の 管 を 
トロ コト ドン VS10H の 指示 に 用 いた 一 応用 例 で ある . 

他 の 電極 を 付加 すれ ば , と の 管 は また AC 電源 で 動作 させ 
られ る こと と が 人 述べ て ある . (末松 委員 ) 


二 空 胴 ク ライ スト ロン の 大 信号 に お ける 

実験 的 研究 

I.M. Stephenson : ‘“‘“An Ezxperimental Investi- 
gation of a Two-Cavity Klystron Operating 
under Large-Signal Condition”’, P. I.E.E. 107, 
Pt. B, 31, p 60, (Jan. 1960). 小山 次 郎 訳 [資料 
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ドリ フト 空間 が 変化 する 二 空 胴 ク ライ スト ロン を 300 Mc/s 
で 作っ て 実験 的 に 研究 し た . 

クラ イス ト r ン に 関す る 理論 は , 電子 ビー ム の 電流 密度 が 
小さ きい. また は 信号 が 十分 小さ い , な ど を 仮定 し て 構成 さ 
れ て きた . し か し , 最近 の よう に 高 電 子 流 密度 で 動作 する 高 
出力 の み クライ スト ドン を 設計 する に は 不 十 分 で ある . 高 電 子 
流 密度 , 大 信号 を 仮定 し た Webber の 理論 は , 高 出力 の 多 
空 胴 クタ ライ スト r ン を 考察 
する の に 有用 で あり , これ 
を 実験 的 に 検証 する こと は 
実用 的 に も 意味 が ある -. 
実験 に 使用 し た 球 は 300 
Mc/s 用 の も の で , 空 胴 の 
間 げ き 電 圧 V, は 空 胴 か ら 
の 出力 を 付 石 で 検出 し た も 
の を あら か じ め 較 正 し て お 
いて 測定 する . 電子 で = 
の 直径 は 2cm, ドリ フト の 
長 さ は 数 mm か ら 15cm 
まで 変え る こと が で きる . 
出力 側 容 胴 に は 網目 の な い 図 1 


間 げ き を 用 い , 一 次 電 子 の 影響 を 除く よう に し て ある . 

図 1 は @。lo。 を パラ メー タタ として, ドリ フト 長 ZZ に 対す 
る 出力 空 胴 の 間 げ き 電 流 gap を 示す . 動作 条件 は Vo=200 
V, ム =5mA で ある . また 図 2 は @。/o。 に 対す る 最 次 ドリ 
フト 長 ZZ。ps を 示す . 各 曲 線 は Va=400, 200V,ls=5, 10, 
20mA, 7 の 0==1.59, 2.24 の 種々 の 組合 わせ に 対す る も の で 
ある . 点線 は ァ 6=1.6 の 理論 曲線 で , 実験 と よく 一 致し て い 
る . た だ し @。 は プラ ズ マ 角 周 波数 , «は V/V。 ( 間 げ き 電 
圧 と 直流 電圧 の 比 〉 で あぁ る. 

と れ ら の 実験 か ら , Webber の 理論 は 仮定 に 二 , 三 問題 は 
ある が , 大 信号 に お ける クラ イス トド ビン の 動作 を 推定 する の 
に 十分 役立つ こと が わか る . そし て 従来 大 信号 の 程度 を «で 
表わし て いた が , むし ろ の @。/w。 を 使用 する 方 が より 一 般 的 で 
妥当 で ある と と を 明らか に し た . 
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制御 格子 で 周波 数 を 固定 で て で きる 
マグ ネト ロン 
C.L. Cuccia : “A Frequency-locked Grid-con- 
srolled Magnetron"’, RCA. Rev. 21, 1, p i 
(Mar. 1960). 小山 次 郎 訳 [資料 番号 4907] 
周波 数 を 固定 する た めで に, 電子 放射 源 (従来 の マグ ネト ド 
ン の ヵ カッ ー ド ) に カソード と 制御 グリ ッ ド か ら な る 構造 の も 
の を 用 いた 800 Mc 用 マグ ネト ミン に つい て 丸 べ て ある . と 
の 方 法 に よれ ば , マグ ネト ロン の 高 能率 性 を 失う とこ と な く , 
最大 出力 の 85% 以 上 の 振幅 変 調 を 一 定 周波 数 の まま で 行なう 
と と が で き , し か る も 周波 数 固定 に 使わ れる 信号 と 出力 と は 完 
全 に 分 離さ れる. 
と の マグ ネト ロン の 電子 放射 源 は , 図 1 に 示す よう に カン 
ーー ド と グリッ ド と を 交互 に 配列 し た 周期 的 構造 より な り , と 
れ に 周波 数 固 定 用 の 信号 が が 加え られ る と , と の 周波 数 の 回 転 


7 電界 が で き (アノ ー ド 電界 の 影響 は この 部 分 に は ほとん ど 及 


ば な い ) 電子 雲 の 特 性 が 決め られ る . そし て とこ の 近 侯 で は 電 


子 束 度 が 遅い の で 比較 的 小さ い 電 界 で , 電子 雲 を 制御 する と 
と でき る. と の 結果 カソード 近傍 に お ける 角速度 で 電子 の 
集 知 が アノ ー ド の 共振 回 路 の 先端 に 沿っ て 運動 し , アノード 
に 周波 数 を 固定 する た め の 電 流 を 誘起 する . と の 周波 数 固定 
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用 の 電流 が 十分 な ら , アノ ー ド 共振 回 路 の 角速度 が , 電子 雲 
の 角速度 と わずか に ずれ よう と し て も , 後者 の 角速度 と 一 至 
し た と ころ で 平衡 する . すなわち , アノ ー ド 共振 回 路 か ら の 
出力 の 周波 数 は 固定 され る . 

カソード に 制御 周波 数 を 入れ る に は いろ いろ の 方 法 が ある 
が 図 2 は , と の 制御 グリ ッ ド 部 分 を 潤 波 管 と 結合 させ た 例 
で ある . 

使用 し た マグ ネト ロン の アノ ー ド は 650~890 Mc 用 の も の 
で , CW で 出力 1kW, 能率 50~602, 電圧 電流 は 1800 V, 
1A で ある 」 グリ ッ ド バイ アス な し で 使用 する 場合 は 構造 が 
簡単 と な り , 制御 信号 の な いと き の 発 振 開 始 電 流 は , 普通 の 
マグ ネト ドン の 約 3 倍 と な る . 制御 可能 な 周波 数 幅 は 3 Mc 
で 周波 数 不 恋 で , 出力 を 数 mW か ら 500W まで 制御 す 
る こと と が で きた . グリ ッ ド に 400V 程度 の 負 バ イヤ ス を 加 芝 
る と 周波 数 制 御 生 団 が より 大 きく な り , た と えば , 出力 


EE 固体 中 の 空間 電荷 制限 電流 を 使っ た 
庄 ミ 誘電 体 三 極 管 の 提案 B 
3 GT.Wright: “A Proposed Space-Charge- s 
i Limited Dielectric Triode”, Brit. LR.E., 20, 5 
=5, p337, (May 1960). 飯島 茂 訳 [資料 番号 4908] 5 


し 絶縁 人 性 の 固体 に オー ム 性 の 接触 が 可能 で ある と , そこ と 
か ら 固 体 中 の 伝導 帯 に いく ら で も 電子 を 供給 し て や る こと が 
で きる の で 大 き な 空 間 電 荷 制限 電流 が 期待 で きる . それ は 丁 

| 度 真 空 二 極 管 で 熱 陰 極 か ら 真 空中 へ の 電子 の 放射 が 陰極 の 温 
放 】 度 で 制 良さ れる まで は いわ ゆる Child の 法則 で ZocV* の 
関係 で 電流 が 流れ る の と 同様 で ある . 固体 中 で は 電子 の 速 さ 

杜 易 動 度 に よっ て 決ま る た め 電流 と 電圧 の 関係 は 真空 中 と 異 
な り V<7* と な る . も ちろ ん , これ は 固体 が 完全 で ある と 
記し た も の で 実際 に は 固体 中 の トラ ッ プ に 電子 が 捕え られ る こと 
と の た め ゐ に こと の 関係 は その まま で は 観測 され な い . 硫化 カド 
ミウ ツ ム (CdS) は 純粋 な も の で は ほとん ど 絶 縁 物 に 近い 比 抵抗 
痢 を る つが これ に In を 電極 と し て つけ る と 良い オー ム 性 の 
接触 が で きる と と が 知れ て いる . 上 昇華 再 結 晶 法 で 作っ た CdS 
| の 大 片 状 の 単 結 品 の 片面 に 1n を つけ , 他 の 面 に 銀 ペ ー ス ト 
稀 の 整流 性 の ある 接触 を つけ る と , In 側 か ら 電子 を 伝導 体 
に 供給 で き で In を 負 に し た と き 大 き な 電流 が 流せ る 整流 器 
放 が な できる. 1mm* の 面積 の も の で 逆 抵抗 が 109~10* オー 
へ 叩 方 向 の 電流 が 100 mA 位 ま で の も の が 得 ら れ た . 順 方 
有 向 の 電流 は 結 品 の 厚 さ や ゃ や トラップ の 漠 度 に 依存 する . と の よ 
有 有 2 な な 台 空 一 屈 管 に 対応 する 整流 器 の 中 に 格子 を 入れ れ ば 全く 


3 トラ ンジ スタ を 使っ た 連続 的 時 間 ス イッ チ 
3 D.H.Thompson and D. Simpson: “Time- 
5 segquence Switch Safeguards Electromechanical 
3 Locks”, electronics, 33, 28, p 64, July 8, 
護 1960). 伝 田 精 一 訳 [資料 番号 4909] 

有 有 スター ト の 信号 が 入っ て か ら , た くさ ん の 回 路 が ある 決め 
られ た 時 間 の 間隔 で つぎ つぎ と スイッチ され る と 言う 刻 求 
* 衣 電子 級 置 で は し ば し ば 起こ と っ て くる , 従来 は と の 目的 に 


100W の と き 

NT 50W の 制御 信 
号 入 力 で 」5 Mc 
が 制御 可能 で , 
より 出力 レベ ル 
| の 低い と と ろ で 

cAID i | nk ER 
| も ゃ も なる. こと の 提 
空 管 は 周波 数 固 
定 の バル ス の 発 
生 , 高 出力 の 周 
ss 波数 変調 系 に 使 
ES : うと こと が で き 
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真空 三 極 管 に 類 
似 の も の が で き 
る は ず で , 図 
に 示す よう な 構 
造 が 提案 され 
た エッチ ング 
と 蒸着 の 技術 を 
使っ て 陰極 は オ 
ー ム 性 に 格子 と 
陽極 は 整流 性 を も つよ ょ うに す 
る . 真 宰 三 極 管 の 場合 と 同じ 
よう な 計算 により, 厚み が 
25x と し て 図 1 の よう な 構 
革 で 電流 電圧 特性 を 推 邊 す る 
と 図る の よう に な る . V,= 一 
0.5V, V,=20V 1 の と どろ 
で ga=20 mA/V, 陽極 抵抗 
=1,0009 と な る . その 周波 
敷 特 性 は 電子 が 陰極 か ら 陽 極 
へ 行く の に 要する 時 間 に よ っ 
て 決ま り , 約 1,000 Mc/s ま 
で の 使用 が 可能 で あろ うと 著者 は 言っ て いる . 周波 数 特性 だ 
お およぼす トラ ッ プ の 影響 に つい て も 考察 が な され て いる 

' (阿部 委員 う 


ANOOE CURRENT, m a 


で 動か し , また 振動 に も 強く な けれ ば ぼ ば ならない の で , 新しい 


置 の 開発 が 必要 に な っ た 、。 と ょ に 述べ る も の は 小形 リレー 
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スイ ッ チ と パパ ワー トランジスタ を 併用 し て 誘導 性 負荷 の 5 A 
の 電流 を スイ ッ チ する . 電源 は 航空 機 用 の 24V で , トラ ンジ 
スタ は 2N 457. 

図 1 は その 原理 的 回 路 で , まず 8S を お す と C: が 徐々 に 
充電 され て , Q 〇 2, D,, 〇 Q, を 流れ る 電流 も ほぼ exponential 
だ 増加 し , それ に 大 体 比 例 し て Qs の ュ レ クタ 電流 を ふえ て 
ゆき 5A に な る と リレー 太 : が 働い て 〇 @。 の エミ ッ タ 回 路 


を 切る ,。 つぎ に は Q。 を 流れ る エミ ッ タ 電流 が ふ 受 始め, KK 
が 働く まで 増加 する . この よう に し て 連続 的 な ズ イ ッ チ が 行 
な われ る . 

し か し , この まま で は 不備 な 点 も 多い の で 実際 の 回 路 で は 
抵抗 を 入れ て 時 定数 を 変え た り , 誘導 に ょ る スパ イク を 吸収 
する ダイ オー ド を 使っ た り し て いる . また 誤動作 防止 用 の 時 
問 ヒ ュー ズ も 使わ れ て いる . (阿部 委員 ) 


固体 変調 器 を も つ 超 小形 トラ ンス ポン ゲ ダ 
L. Diven : “Solid-State Modulator Feeds 
Subminiature Transponder”’, electronics, 33, 
27, p 48, uly 1, 1960). 垂井 康夫 訳 [資料 番号 
4910] 
ミサ イル の 試験 に は 1 つま た は 2 つの レー ダ ・ ト ラン スポ 
ンダ が 必要 で ある . と れ ら は 軽く て , 電力 消費 は で きる だ け 
小さ く な けれ ば な ら な い . 半導体 装置 の 発達 と 共に ビデ オ お 
ま び 中 間 周 波 は トラ ンジ スタ 化 さ れ て 来 た が , 変調 器 は 大 き 
いい ピーク 電 力 を テ プ 送信 器 に 送ら ね ば な ら な いた め に , サイ 
ラマ トド ン な ど が 使わ われ, この た め の 電 力 が 全 装 置 の ほとん ど 
守 め で いた 、 
と の 論文 は , この 変調 喘 に シリ コツ ン 4 層 ダ イオ ー ド と アバ 
ョ ラン チト ラン ジス タ 々 を 使っ て , 全 装 置 を 半導体 回 路 で 作っ た 
も の で ある . 今一つ の 特徴 は , 補 延 時 間 の 安定 度 の 良い こと 
で ある AGC に よっ て , 0 マー40 dBm の 信号 に 対し て , トラ 
ンス ポン どぶ ダ の 応答 の お くれ の 変化 は ェ 16m gs 以下 で ある . 
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半導体 放射 線 検出 器 
“Semiconductor Detectors”, Nucleonics 18, 5 
p 98, (May 1960), (Nucleonics Reports the 
Scintillation Counter Symposium). 三宅 清司 訳 
= [資料 番号 4911] 

最近 発表 され た 半導体 ヵ 接合 を 応用 し た 放射 線 検出 器 は 
放射 線 の 研究 お よび その 応用 の 分 野 に お いて その 発展 に 非常 
な 期待 が か けら れ て いる も の の 一 つ で ある . それ は < 々 粒子 に 
対す る 分 解 能 の 点 に お いて 極め て 優れ た 性 能 を 持ち , 8 粒子 
お よび 校 分 烈 物質 に 対し て も その 性 能 は 急速 に 改善 され つつ 
あぁ ある この 検出 器 は , ① 有 形 Si の ウエーブ ァ の 表面 に ヵ 
層 を 作る た め PP を 拡散 する , (⑪ ひ ヵ 形 Si の 表面 を 化学 的 に 

「 を 人 触 し , その 表面 に Au を 燕 着 し 極め て 薄い ヵ 層 を 作る , 
の いずれ か の 方 法 で 作る . 作ら れ た ダイ オー ド は 逆 バ イア ス 
の 電圧 が 加え られ る と 接合 に ある 電界 が 生じ , か つ 若 干 の 電 


図 1CA) に 最初 の 6 段 の 回 路 が 示さ れる . 3 段 が 直結 合 と 
な っ て いる の は , 部 品 の 数 を 減じ , 安定 度 を 良く し , オー ペ 
・ シ ュー ト を 減じ る た めで ある . AGC ルー プ に よっ で て 慎 延 
時 間 の 宏 補 化 が が 行なわ れ て いる . 


図 1(B) は 変調 器 の 回 路 を 示し て いる . と の 回 路 は > ペル ス 
成形 回 路 PFEN と 1:8 の パル ス 変 圧 器 と に よっ て マグ ネト ド ト r 
ン に パル ス を 送る も の で ある . 従来 の サナ イラ トン は , 4 本 
の 4N200J 4 層 ダ イオ ー ド と 3 A150 アバ ラン チト ラン ジ 
スタ に よっ て お きか えら れ て いる . 4 層 ダ イオ ー ド は 200V 
の 降 服 電圧 を も っ て いる か ら 4 本 で 800 V で ある . 635V 以 
上 の 電圧 PFN に か か っ て いる と き QQ@: が パル ス で ドリ ガ 
され て 降 服 する と 635 V は 用, DD, D。 に か か り , ご どれ ら 3 
つの ダイ オー ド は アバ ラン チ 降 服 し て 全 電 圧 が 用, に か か り 
と れ も ゃ も 降 服 す る : こと の 動作 は 0.1 gs 以内 で 行 な ち あれ る. 中 
カバ ルス 電 圧 は PFN の 特性 で 0.2xs と な り マ ク ネ ト ロン 
に 加え られ る . 

(阿部 委員 ) 


流 が 流れ る . この 電界 の ほとん ど は いわ ゆる 空乏 層 (Deple- 
tion layer) に あら われ る . こと の 空乏 層 が 放射 線 に 感応 する 
場所 で ある . も し 核 粒 子 が この 層 を 通過 する と , そこ と に 荷電 
粒子 が 発生 し 電離 箱 と 全く 同様 に その 荷電 粒子 は 両極 に 運ば 
れる ( 図 1 参照 ). 電離 箱 と 半導体 検知 器 の 核 粒 子 に 対 じ て 感 
応 す る 重要 な 差異 は , その 場所 の 密度 の 差す な わ ち 前 者 が 気 
体 で ある に 反し 後者 は 固体 で ある こと で ある . し た が っ て 宣 
粒子 の 飛 程 は 前 者 で は cm の 程度 で ある に 対し て , 後者 で は 
ミク ロン の 程度 で ある . また 電離 箱 の 平行 板 電極 の 間隔 は 一 
定 で ある が , 半導体 検知 器 で は それ に 対応 する 空乏 層 の 幅 は 
バイ アス 電圧 に よっ て か わる . し た が っ て 接合 の 容量 が か わ 
る . さら に また 前 者 の 場合 た と えば Ar の 一 つの イオ ン 対 を 
作る に 要する 平均 = ネル ギ は 28 eV で あぁ る に 対し , 後者 の 場 
谷 空 志 層 に 荷電 粒子 (電子 と 正 孔 の 対 〕 の 一 対 を 作る に 要 す 
る エネ ル ギ は 3.5 eV で ある . し た が っ て 同一 電気 容量 を 持つ 


(C91) 


92 海外 論文 紹 介 


両 検出 器 と よっ て 発生 する 信号 
電圧 は 同一 = ネル ギ の 核 粒子 に 
対し て , 半導体 検出 器 は 電離 箱 
の 約 8 倍 と な る 最近 の 報告 に 
よる と , 人 分解能 は MeV 程度 の 
エ テ エネルギ を 有する で 々 粒子 に 対し 
て 電離 箱 の 場合 は 26 KeV で あ 
る が , 6.8 mm* の 面積 を 持つ 
GO 〇 の 形 の 検出 器 で は 18 KeV 
で ある . ま た PB 粒子 に 対し て 
は 10~100 KeV の エネ ル ギ の 
も の の 検出 が で きる 検出 器 が 作ら れ て い る . と れ ら 半 沙 体 
検出 器 の 研究 者 達 は 核 粒 子 に 感応 する 領域 の 有効 容積 を 増加 
する こと と に 努 あ て お り , この た め に 大 き な 禁 止 帯 幅 を 持っ た 


Signal to wi 
omplifieeg 


GaAs, GaP 等 で 検出 器 を 作り , 低温 で 動作 させ る と と を 考 
えて いる . 


(三宅 委員 ) 


金属 一 半導体 接触 に お ける 注入 を 
伴わ な い 整 流 に つい て 
N. J. Harrick : “Rectification Without In- 
jection at Metal-to-Semiconductor Contacts”, 
i Phys. Rev., 118, 4, p 986, (May 15, 1960). 
= 阿部 寛 訳 [資料 番号 4912] 
半導体 と 金属 の 間 に 薄 い 絶縁 層 た と えば 酸化 層 を お く と き 
半導体 一 金属 間 の 表面 えん 層 は 電場 効果 に ょ り 決 定 さ れ , 電 
流 の 方 向 が 半導体 馬 金属 の いずれ の 場合 に も 半導体 bulk 記 
extraction を お こす と と が で きる ふつ:⑰,. と と で は , と の よう 
な 接触 を 不純 物 半 導体 に 付け た 場合 に , 注入 を と も な わな い 
で 強い 整流 性 が お きる と と を 指摘 する . こと の 現象 を 示す 電流 
一 電圧 , 電流 一 キャ リヤ の 密度 の 増加 分 特性 を 図 1 に 示す ・ 
bulk は ヵ 形 で 最初 は が - ヵ 構造 を し て いる 場合 で ある が , 
7 形 ま た は 中 性 の 表面 を も っ て いる 場合 に つい て も 同様 の 現 
象 が みち られ る . と の 現象 は 定性 的 に は つぎ の よう に 解釈 され 
る 金属 を 負 電 位 と する と き , 印加 電圧 は 表面 を より 強い ヵ 
形 と する た め 電 流 は extraction に よっ て , 飽和 な し に 増加 す 
る が 金属 を 正 電 位 と する と き は , まず 注入 が あら われ , つ 


CET 


3 いで 電流 が より 大 きく な る と こと ろ で extraction が お きる . す 
な ち わ ち 印加 電圧 が 最初 は ヵ 形 えん 層 の 高 さ を 低く する が , 電 


放 の 地 n と 共に その 形 が 反転 し ヵ - ゃ 構造 と な る の で ある . こと 
の 種 の 整流 の 方 向 と いう も の は し た が っ て bulk の 形 に た に のみ 


依存 する も の で ある . か - ヵ , ヵ n-? 構造 に 対す る extraction 


mit, 
(2) - (2) .]- Pom 
’r, A =(4) FCer TD) 


| で あり 1 2 カ 。。 は 平和 側 に ある ホー ル と 電子 の 密度 (bulk) で 


あり , 9, 9 は 全 電 導 度 お よび ホー ル 電 導 度 , し は ドリ ス 
トー 拡散 距離 で , gpg*Er, DIr*E の 値 に よっ て , field-aid, 
field-oppose の 場合 に それ ぞ れ 適用 を うけ る も の で ある . 
真性 な 場合 に は , と の 2 つの 電流 方 程 式 は 一 致す る の で , 
と と で 議論 し た よう な 種類 の 整流 性 は 表 わ れ な い . 
(DD N.J. Harrick, Phys. Rev. 115, p 876, (1959). 
(2) N.J. Harrick, Plys. Rev. LeHers 2, p 199, (1959). 


(阿部 委員 ) 
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半導体 の ホー ル 効 果 を 利用 し た : 
イン ピー ゲ ダンス 継電器 の 試作 
ME HE.M. Barlow & J.C. Beal:“An Ezxperi- 
| mental Impedance Relay Using the Hall Effect 
ina Semiconductor”’, P.I.E.E., 101, 31, pt. 
A, p48, (Feb.1960). 阿部 寛 訳 [資料 番 号 4913] 


従来 送電 線 の 保護 に よく 用 いら れ て いる 誘導 形 の イン ピー 
ダン ス 継 電器 は 。 そ の 動作 方 程 式 を 式 (1) に 示す ご ど と く 電 力 
に 比例 する 動作 要素 と 電圧 の 2 乗じ 比例 する 抑制 要素 と を 用 


いて 故障 点 ま で の イン ピー ダン ス を 測定 する よう に な っ て い 


る . 
Ky Vr ZKwVil; cos¢$ (0) 


に ニー ニニ ニニ ーーー 
( 92 ) 
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標題 の イン ビー ダン ス 継 電器 は 普通 の 誘導 形 の も の と 同じ 擬 
| 能 を も つが 単純 で あり , か つ 可 動 部 を も た ず , 負荷 電流 で 直 
有 接 動 作 磁 界 を 作る の で , CT が 不要 で あり , いか な る 故障 で 
も 磁気 飽和 の 危険 は な く , 誘導 形 に 比 し ずっ と 小形 に で き 。, 
感度 も 電力 系 統 に 適用 する の に 十分 で ある . 
その 動作 原理 は , ホー ル 効 果 ユ ニッ ト で 動作 トル ク を , 整 
流 器 に より 抑制 トル クタ を うる も の で , 外部 磁界 太 中 に 半導体 
素子 を 置き , 半導体 中 の 電子 に よる 電流 を 7 に する と , 端子 
万 玉 間 に 発 生 す る 起 電力 Vz は , 
Va J (2) 
疹 「 三 0 半導体 の ホ 
ー ル 係数 , 
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そこ と で 図 1 に 示 で 符 表 8 


a EP A 


すご ど ご と く 線 路 電 流 
a より 六 を 作り , 
線路 電圧 に より I。 
を 流せ ば , ホー ル 
電圧 の 平均 値 Vs 
は , 路 の 電力 
て VzZz cos うに 比 
例 す る . 一 般 に は 較 4 
ホー ル 電 圧 は 直流 分 と 2 倍 の 商用 周波 数 (100 c/s) の 変 流 分 
| を 含む が 直流 分 だ けが 利用 され る . 図 2 ス は ホー ん ル 効果 ユニ ッ 
ト に よる 継電器 動作 要素 を 示す . 定常 時 ホー ル 電 圧 Vz は 抵 
」 抗 RR (半導体 内 部 抵抗 に と 比 し 大 きい ) の 両端 に 現われ , 2 乗 
_ 特性 を 得る 整流 器 の 出力 平均 電圧 Vs と 平衡 し て お り , 電圧 
計 V は 振れ ず , 誘導 形 継電器 の 平衡 と 同じ 状態 で ある . 故障 
発生 と により, Vz は Va より 大 と な り , その 差 に より 通常 の 
電磁 継電器 を 働か せる の で ある . 実験 に と 用 いた 装置 は 内 径 
「 0.5in 外 径 1in の 円 形 Stalloy-iron を 積 重ね た 磁気 回 路 の 
| ギャ ッ プ 中 に 0.2inX0.1inX0.013in の In・Sb の ヵ 形 半 
| 導体 を 置き , 円 形 磁気 回 路 の 中 心 を 線路 電流 が 通る よう に し 
7 た . 財 熱 を さけ る た め に は 半導体 の 最大 許容 電力 を 約 ilmw/ 
mm と せ ね ば な ら ず , Fs は 350mA と な る . と 
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図 2 ra 
の 装置 に より , 差 動 継電器 に 不平 稀 電 圧 V を 一 定 と し て 加え , 
線路 力 率 を 種々 変化 し た と き の 実 験 結果 を 図 3 に 示す . 図 中 


の 円 は 理論 的 に 求め た 動作 円 で ある . 短絡 故障 に よる イン ビ ピ 」 
ー ダ ンス は 大 部 分 リア クタ ンス な の で , ホー ル 効 果 エ ニット) 
の 電流 回 路 に 位相 調整 回 路 を 設け , 動作 円 を 最適 の 象限 へ 調 
FLT 
きる . と の 新 形 
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OF LINE CIRCUIT, OHMS 


OPERATING. ~ 
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OF LINE CIRCUIT OHMS 
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CAPACITVE REACTANCE 


」 Sn の 温度 と 臨界 電流 (7。) と の 関係 で は 転移 が 部 分 的 
有 】 に の み 起 こと る 電流 値 を 示す . ヘリ ウム の 42 点 で の 7。 の 不 連 
7 


高速 電子 計算 機 用 記憶 磁 必 
B.R. Eichbaum : “Development of High- 


is eed Coincident Current Memory Cores”, J.A. 

sea 7475 (May 1960),. 1178 5 お よび (WL 
l, Jr. and H. Chang : “New Approach to 
-Speed Storage-Low Fluz Density Materi- 
s” 125s お よび R.S. Weisz and D.L. Brown: 
quare Loop Properties of Copper-Manganese 
errites”, 269 s 井坂 明 訳 [資料 番号 4915] 

束 度 計算 機 の メモ リ と し て 使用 する フェ ライ ト 磁 心 の 開 
を 行なっ て いる が , 3 論文 は MnO-MgO-Fe:O。 系 , 
. MnFe:O,-CuFesO:-MnsO。 系 (269s), お よび 
d, Fes- ょ Al。 Os の ガー ネッ ト 形 フ ェ ラ イト に つい 
て いる : 

- 致 形 記憶 磁 心 の 代表 的 成分 は 37.5 MgO-22.5 MnO 
ezO』 で あっ て , 同 成分 の も の で 表 1 の 過程 を 経て 改良 
電流 一 致 形 の 条件 の 下 で の フエ ライ ト 磁 心 の 特性 


5 MgO. *22.5 MnO:40 Fe20;). 


a 


(5.Ca0.32.5MgO.22.5 MnO:35 Fes0,*5 Crs0,). 
Marginal drive currents, 
INo1 は 現用 の も の で , その 刀 。。 ト ロイ ダル の 
て No4 の 特性 を 得 た . No5 は MgO. Fe:O, 
aO, CrO。 で 置換 し て 5 CaO・32.5 MgO・22.5 
Fe:O::5 Cr4O』 とし, 0.7A の 駅 動 電流 で スイ ッ 

0.42ugs, スイ ッ チ ング 係数 0.5 oe-x s の も の を 
No1 と 比較 し て 世 動 電流 は 同じ で ある が , スイ 
間 は 1/4 と な り , 非常 に 改善 され て いる . 
CuFesO,-MnsO: 系 の 研究 で は 60 種 の 試料 で 
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。 約 1PC で ある と 報告 し て いる 衣 「 = 


Ps 
a 
a i 


続 。 2 点 以下 お よび 小 電流 の 場合 に 1 RE 2 ; 
子 の 不 均一 性 に よる と 説明 し て いる . 一 般 に パル ス 電流 が 大 [al 
きい ほど スイ ッ チ 時 間 は 短く な る が , ある 電流 値 (7) 以上 
で な いと 素子 全体 が 同時 に スイ ッ チ し な い . 且 に お ける スズ 
イッ チ 時 間 は 温度 に 無関係 で , また 素子 の 厚 さ の みみ に 関係 す J 
る . ( 厚 さ 0.6x の In, Sn で は 50 2 まで スイ ッ チ する 時 
間 は 約 10m gS). ; 
記憶 装置 に と 組む ぜ と き は 電流 一 致 方 式 を 用 い 選択 巻 線 は 相互 」 
イン ダク タン ス で 素子 に 結合 し , 素子 を 直列 に し て 読出 線 と 
する . 満 さ れる べき 条件 は (駆動 電流 を P, 記 億 電流 を 
と すれ ば ), 2 P+M>I,, P+M<I,, 2 PM<1, と な り , 
0.6 の 関係 が 導 か れる . 7 が 2M だ け 減 少 す る 時 間 
が バル ス 幅 で , L/R に 関係 する . 
と の 他 , 熱 損失 の 影響 材料 の 選択 , 素子 の 設計 , 製法 , 
小形 化 , 極 低温 技術 にし つい も 述べ て いる (秋山 委員 う 


3 成分 系 の 特性 状態 図 を 作っ て いる . 処理 条件 は 角形 履歴 に 
最適 な 条件 , すなわち 焼成 温度 (1000°C1300°C). 酸素 圧 
(10*1 気圧 ) を 選ん で いる . この 成分 系 で 角形 特性 を 有 す 
る 大 き な 領 域 を 見 つけ , 図 1 に 角形 比 Rr と スイ ッ チ ング 係 


Rr>0.75 TO THE LEFT 
Rr<0.75 TO THE RIGHT 


90 00 70 60 50 40 30 20 10 

“MnFe204 . Oe 

図 1 MnFe:Oc CuFe:O-Mn:O,; 系 の Rp=0.75 (破線 ) と 

Sw (実線 ) の 等 高 線 図 

数 S。 を 示す 、MnFe:O。 の 近 億 で Rr>0.75 i 
り . その な か に S。 半 0.6 oe- 々 rs の 領 城 も 含ん で いる . キー 
ー リ 温度 、 刀 。 と を 考 店 し て 0.8 MnFe;O,-0.1 CuFe:O-_ 
0.1 MnsO。 の 近く が 最良 で ある Mn-Mg 系 と 比較 し , 駆動 
電流 で Sais し い . と れ は 電流 一 致 形 記憶 磁 
心 の 動作 を 改善 する が , ワー ド ・ セ レク ( 太 き の 二 と 
penis de yt : 

情報 速度 を 早く すれ ば 甘 積 素子 で 消費 する 電力 は 載 加 し , 0 
液体 冷却 の 必要 性 も 生じ る .。 スイ ッ チ ング 速度 が が 早く な り , 
また 大 容量 に な る と 回 路 の イマン ビー ダン ス が 増加 し 負荷 に 
よる 伝送 遅 赴 も 無視 で き な く な る 。 と の た め 攻 積 素子 と し て 
低 磁 東 密度 材料 の Ys-,Gd,Fes;-,Al.O:。 が 優れ た 特性 を 有 

し て いる . と の 系 の 磁束 密度 は 100~500G の 範囲 そ で ある. F 
素子 の 消費 する エネ ル ギ は スイッチ され る 磯 束 の 量 に 比例 すこ 
る の で , と の 材料 は 好ま し く 。、 ま た イン ビー ダン ス , 伝送 層 
延 の 増加 も 防げ る . と の 系 の 素子 で , 約 0.1 ks の スイ ッ チ 
ング 時 間 で 2 Mc の 周波 炒 サ イク ル の と き , その 温度 上 昇 は 
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磁束 結合 マル チバ イブ プ ブレー タ の 最近 の 発展 
W.A. Geyger: “Recent Developments on 
Magnetic-Coupled Multivibrator”’, Trans. 
A.L.E.E. (Comm. and Electronics) 79, p 106, 
(May 1960) . 東口 実 訳 [資料 番号 4916] 
静止 形 の 直流 一 変 流 変換 器 と し て 角形 ヒス テリ シス コア を 
用 いた 可 飽 和 変 圧 器 で 2 個 の トランジスタ を 結合 し た マル チ 
> ミイ プレ ー タ が 
用 いら れる . と 
: の 回 路 は また ト 
スジ ュー サザ 
と し て も その 発 
振 周 波数 が 入力 
電圧 に よっ て 変 
化す る の で 有用 
で ある . し か し 
議 一 方 。 同時に 出 
力 電圧 お よび 波 
放 | 形 が 変化 する と 
| と が 欠点 で も あ < 
る . この 論文 で は コレ クタ 間 ま た は 負荷 に 並列 に 可 和 飽和 イン 


iriniiiiittnit 
OCCT 


出力 周波 数 【c/s) 


0 00 .200 300 
スラ イダ 伺 置 
(Cb) 
図 1 周波 数 が 直線 的 
に 変化 する マル 
に 江 放 2 光 ー ン 4 


磁気 一 トラ ンジ ス 夕 増幅 器 に お ける 
自己 調整 作用 
C.E. Hardies and R.L. Van Allen: “Self- 
Regulation in Magnetic-Transistor Amplifiers”, 
Comm. and Electronics 46, p 905, (Jan. 1960) . 
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| 磁 包 電 隔 噂 と トラ ンジ スタ を 組合 わせ て , 回 路 固有 の 性 質 
| と し て 電源 電圧 に よっ て ほとん ど 特 性 に 変動 を 生じ な いよ う 
) な 増幅 回 路 を 提案 し て いる . この 場合 , 電源 周波 数 , 温度 変 
動 に 対し て も 磁気 増幅 器 の み の と きよ り も 劣化 する こと は な 
い . 原理 図 は 図 1 に 示す よう な も の で , セン タ ・ タ ッ プ 磁気 


図 1 磁気 一 トラ ンジ スタ 
増幅 器 (直流 ) 
Vy=120 V 60cps; Ni : 

Ns2: Ns=120: 6:30; 
Li;, Lz2=50004 A-2 A; 
Ngr Ngz=1200 回 ; 
Ne Nez=1000 回 ; 
Qi=2N241 A.; 
Rs=2K 0 Ri=1509 
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A:120V;B: 108V; C:132V 


A [| 
単 一 可変 素子 ウイ ー ン プ ブリッジ 
E.R. Wigan : ‘Single-Control Element Wien 
‘Bri rh Variable LL,C or RElectronic 
Technology 37, p 223, (June 1960). 東口 実 記 
料 番号 4918] . 


まし ば 用 いら れる が , その 平衡 周波 数 を 可変 
の 素子 を 可変 に する 必要 が あり , 不便 で 


ee 


。 足す る よう に 回 路 素子 の 値 を 定め て お く . 


ジ は 選択 増 己 器 あ る い は 発振器 の 周波 数 決 


ダク タン ス を 接続 し て 出力 電圧 と 波形 を 一 定 に 字 る と と を 提 
案 し て いる . た と えば 図 1(a) に 示す 回 路 で は 了 , の ヌ ラ イー 
ダ の 位置 を 変化 させ る と と に より , 出力 電圧 お よび 波形 を 変 
化 さ せ ず に 周波 数 の み を 可変 に する と と が で き , その 特性 計 
図 1Cb) に 示す よう で あっ た . 一 方 また 図 2(a〕 の 回 路 の 高 
周波 特 人 性 に つい て 実験 し た 結果 , 図 2(b) に 示す よう な 特性 
が 得 ら れ た . 新しい 形 の 位置 トラ ンス ジュ ー サ と し て 」 まだ 
可聴 周波 領域 の 信号 も 増幅 する 高周波 
の 磁気 増 隆 器 電源 と し て 興味 が ある 科 有 


出力 電圧 (Ww) 


30V) (Nsa=800 Turns) 
供 栓 電圧 -Epc et 
(b) 


て 
( 東 ロ 委員 ) 


\ 


a 
増 過 回 の 出力 電圧 を トラ ンジ スタ の ベー ステ ミッ タ 間 に 加 」 
え , 磁気 増幅 器 出 力 電圧 の 各 サ イク ル で 鉄心 が 飽和 し て いる 
期間 は トラ ンジ スタ の コレ クタ エミ ッ タ 間 の 抵抗 が 非常 に 大 
きく な り , 磁気 増 同 器 鉄心 の 非 飽 和 期 間 に し か 出力 負荷 電流 
が 流れ な いと と を 利用 し て いる も の で ある . と の 場合 , 電 


2 給 和 0 圧 が 高く な る と 磁気 増幅 器 鉄 

20 心 の 飽和 角 が 大 きく な 9 民生 

⑧ た が っ て 各 サ イク 必 に お ける 

6 負荷 電流 導通 叶 間 が 減る の で 
ト 負荷 に 対す る 出力 ( 直 党 
ww 圧 は ほとん ど 変 化し な い ・ 

8 時 に トラ ンジ スタ の 等 価 内 部 | 

抵抗 が 小さ い の で 負荷 と よる 

4 出力 電圧 変動 率 も 小さ い . と 

の 結果 図 2 に 示す よう な 特性 

TT 4 が 得 ら れ た . さら に 本 文 * は 


プッ シェ プル 回 路 , 交流 出力 : 


NR 
制御 アノ バア - ヌ ター 
図 2 電源 , 電圧 変動 の 影響 


ある を. と と で は 図 し, 図 2 に 示す よう に ツイ コン プリ ッ ジ を 
変形 し て 1 個 の 可変 素子 に よっ て 平衡 周波 数 を 可変 に で ON 
よう に し た 回 路 を 提案 し て いる . 図 1 の 回 路 で つぎ の i 
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ーー 出 カ 0 
図 2 単 一 可変 素子 ウイ ー ン 
ブ プ ブリッジ 


図 1 単 一 可変 素子 ウィー ン 
ブリ ッ ジ エ 


同期 分 離 回 路 の 理論 的 考 察 
H. Reker : ‘““Theoretische Untersuchungen an 
der Impulsaltrennstufe in Fernsehempféingern™”, 
N.T.Z. 13, 3, p 147, (Mirz 1960). 山根 三郎 訳 
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同期 分 離 回 路 は 映像 回 路 と 偏向 回 路 と の 結合 回 路 で あり , 
し た が っ て その 良否 は 画 の 同期 の ょ さ に 決定 的 な 影響 を 与え 
る 同期 分 離 回路 は 同期 パルス を 画 の 内 容 か ら 分 離し , さら 
に その 幅 の 差 を 利用 し て 垂直 , 水平 の 同期 パル ス を 分 離す 
る 映像 出力 管 と 同期 分 離 管 と の 間 の 結合 ろ 波 回 路 に は , 
(2 垂直 水平 の 同期 パ バルス を ひずみ な く 伝 送 す る . 

| (b) 時 定数 を 小さ くし て 妨害 パル ス の 影響 を な る べく 速く 消 

A 
(c) へ ム な どの 低 周 波 の 妨害 に 即応 する . 
な ど 和 矛盾 じ た 要 求 が な され る . し た が 
っ て と れ ら に 対す る 妥協 的 解決 を 得る 


放 た あふ に 結合 ろ 波 回 路 の 解析 を 行なっ て 
3 いる. 同期 分 離 管 の グリ ッ ド 電流 電圧 
間 の 自 乗 関係 を 合 む 複素 回 路 の 非 直線 
i 役 分 方 程 式 の 解 は 複雑 に な る の で , 図 dy — 
1 の ょ うに 分 離 管 の グリ ッ ド 電流 特性 図 1 分 離 管 グ リッ ド 


有 を 直線 化し , 同時 に 第 一 近似 で 正常 パ 
| ルス と 炉 害 ポ ルス と の 動作 領域 を 区 
別 し , 正常 バル ス で の G,, は 小さ 
く <, 導 寄 ルス で の Ga は 大 きい 
用 として, 問題 を 人 簡単 に し て いる . 

| 図 2 の 単 一 時 定数 回 路 に っ いて 


電流 特性 の 直線 
化 


そう する と 平衡 周波 数 w′ は ア の 値 に よっ て つぎ の 式 で 馬 
えら れる よう に 変化 する . 


a+y 


ES ーー } a 
FC CRiRs, R; (+ の * P+at+y 


図 2 る で は 図 1 の 場合 より も 平衡 周波 数 の 可変 範囲 が 広く ぐ な 
る . さら に 本 文 で は 具体 的 な 設計 例 に つい て も ぁ を れ て お り , 
可変 素子 が し また は 'C の 場合 に つい て も RL ウイ ー ン プ 
リッ ジ と 同時 に 取扱 っ て いる . 


(東口 委員 う 
が ln ¢.t, 
な な で Y= NY と する と 
a 4 
a 
Ct 
Reg la-Dr 
A Nn 
だ 1~y¥ 
す な は ち 簡 単 な RC 結合 に つい て 
は 比較 的 簡単 な 設計 式 が 得 られ る 
が , と この 種 の 単 一 時 定数 ろ 波 回 路 で 
は 垂直 ルス 伝送 特性 の よい と こと と 


妨害 パル ス の 影響 が 少な いと と と は 
矛盾 する . 
こと の 単 一 時 定数 回 路 の グリ ッ 
ド 回 路 に RC 並 列 回 路 を 挿入 
すれ ば 図 3 の 二 時 定数 回 路 と な 
る . こと の 場合 の 設計 式 は 簡単 に 
は な ら ず , そ の 結果 を 種々 の 時 
定数 に つい て の 曲線 群 を 利用 し 
て 検討 し , つぎ の よう な 設計 の 
ヒン ト を 示し て いる . 
(a) 幅 の 広い バル ス の 伝送 特性 
は 太 , が 大 きく C。 が 小さ い 


回 路 


図 4 二 時 定数 入力 る 波 回 路 の 
ニニ っ の 放電 時 定数 の 比較 
ほど 化 する . 
(b) 妨害 パル ス に よる 結合 ュ ン デン サ の 充電 は R。 が 大 きぐ 
C: が 小さ い ほ ど 少 な く な る . 
(c) 二 時 定 数 回 路 に お ける C, の 充電 は 単 一 時 定数 回 牙 に 比 


に E と A と の mfrMMk か ら な る 同 較 2 間野 定 下 入力 べ て 非常 に 小さ い 、 
< ルス が 加わ る と し て , 前 掲 の 要 す な わ も 図 4 
有 未 を 沿 た す た め に は , っ ぎの 条件 が 考え られ る a i お よび 図 5 に 示 
有 持 直 パル ス 期 間 を 4。, 水平 パル ス 期 間 を 水平 走査 期間 N す ょ うに RC, 
を tCG。 を S と すれ ば 者 3p 加 中 の 放電 
-04 
NT R, 時 定数 は RIR。 
な 綴 め り a R,+R;+R,+ SRICR,+ RD -ae| RC の 回 路 に 
u(t t=to -08| 比べ て 非常 に 小 
ar イイ に ト 閉 sOS 
! SCR 図 5 二 時 定数 回 路 と 単 一 時 定数 回 路 と の 妨害 。 2 
RTR RO TTRS } ルス の 台 電 の toe od 
0 ies 3 exp{ = ~ 0D } る が 妨害 バルス に 対し て は 本 質 的 に 感じ な い 同 期 分 離 回 路 を 
ks t=t) 股 計 し 得る 、 (吉田 WD 委員 ) 
C96 ) 


rr 
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= へ ヘリ カル ビー ムアン テ ナ : イン チ , ビ ピッチ アングル c=13 度 , 巻数 z= だ な る よう に 
WE AG. Haltum: “Helical Beam Antenna”, 作成 し , 中 心 周 波 
Eelectronics 33, 18, p 99, (April 29, 1960). § 数 。240 Me で 動 
培 = 有 村 国 孝 訳 [資料 番号 4920] B 作 さ を て いる 。 
: へ ヘリカル ビー ムアン テ ナ の 放射 電磁 界 と , その 指向 性 は , 図 2 は , や の x 
有 有 \ 休 を 伝わる 進行 波 の 速度 と , その 巻 線 間 の 臣 離 と の 関係 に ン テ ナ に っ いて 測 棚 
4 まっ て 定め られ る , と と ろ で , と の ヘリ ックス を バイ ファ テイ 定 し た , 刀 面 の 指 
詳 ) ラプ また は イン ター レイ ス に 巻け ば , 進行 波 の 位相 は 適当 に 保 向 性 を 示す . また 
た れる の で , と の 種 の アン テ ナ の 特性 を 改善 する と と が で き 図 3 は 指向 性 お ま よ 7 
過 お び VSWR の 周 ー 
と の 論文 は , それ ぞ れ 180° 異な っ た 位相 で 給電 され た パイ 波数 特性 を 示す . 


ファ イラ 巻 線 を 用 いた .. アン テ ナ に つい て 得 ら れ た 実験 結果 
を 示し て いる . この アテ アンテナ で は 単 一 券 の ヘリ ックス の 場合 
に 較べ て , 指向 性 と サイ ド rー プ の 改善 が な され る と と が 明 
。 ちか に な り , 広 帯 城 で し か も , 好ま し いい インピーダンス 特性 
多 持 つと と も , 明らか に な っ た . 
図 1 は , この アテ アンテナ の 機構 を 示し て いる . 


と れ ら の 図 か ら , _ 
単 一 巻 の ヘリ ッ ク J 
ス の 場合 に 較 さ ーー 
て , 210~270 Me 


bb ' 


の 周波 数 帯 に わた 


MATCHING 善 さ れ , 可 成 り サ ー 
TRANSFORMERS 


E or イィ ド ョ ー プ が 減じ : 
絹 / て いる と と が 示さ 
s SINGLE ts: ” 

sa れ て お り , 放射 イィ" 


ン ゼ = ゲン ジス が 比 
較 的 一 定 値 を 保つ 


+ まま 
へ こと が RS て 
コ ineur る . な お , A 


波数 帯 で は 大 休 一 


VSWR 


射 特 性 で ある 
と の 試作 アン テ ナ は 』 寸法 を スク リン の 直径 B=44 イ ン 9 e249 260 が 示 
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= 
ーー ] 
3 ¢ fr 図 1 


ゼ され て いる . 
有朋 子 , ヘリ ックス の 直径 D=17.04 イン チ , ピッ チ 8S==12.31 ( 未 松 委 員 ) 
! や 


方 向 に 像 が で き (太陽 雑音 /( 受 信 機 雑 音 )=4,。 で あっ た ブ 
陽 の 温度 を 6000* 世 と し て 黒 休 放 射 に 関す る レー リー ジー ン 
ズ の 関係 式 か ら 求 め た 結果 より 太陽 雑音 は 26 dB 大 きい と 2 
に な る . 黒 体 放 射 を 適用 する と , 活動 し な い 普 通 の # 
陽 の 放射 する 雑音 か ら ゃ 等価 的 な 太陽 の 温度 は 6000° 
高い と と が わか る . 0 


自然 雑音 源 を 用 いた ア ン テ ナ の 研究 
pi Eastwood : “Aerial Investigation Using 
Natural Noise Source”’, Marconi Rev. 136, p 2, 
(First Quarter 1960)._ 
_ 星 雑音 を 用 いた レー ダ ア ン テ ナ の 測定 
_M.J.B. Scanlan : “Some Measurement on 
Radar Aerial Using Stellar Noise”, p 21, 
極座標 表示 を 用 いた 太陽 雑音 に よる 
_ ミ ョ アンテナ の 校正 
th Cufflin : “Aerial Caliblation by Sola 
ise Using Polar Display”, p 33, 関口 利男 
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記 VHF, UHF シレ 
= ある me ° A 
導 の 観測 と それ を アン テ ナ の 研究 に 利 
て いる . 無線 周波 の 太陽 雑音 は 1942 
"で 導 害 波 と し て 最初 ー 
に 動く と と が わか っ た 
と き は , 215 Mc 


デー ニダ アン テ ナ の 習 


VHF, UHF レー ダ で は アン テ ナ の 開口 面 は 大 きく な り 指 
| 「 向 性 の 測定 は 困難 で ある . そこ と で , 高周波 源 と し て 太陽 雑音 


を 用 いる と , 簡単 か つ 経 済 的 に 測定 で きる . 最も 簡単 な 方 法 
| は アン テ ナ の 回 転 角 に 対す る 雑音 レベ ル を 測定 する と こと で あ 
る . 図 1 の 実 線 は とこ の 結果 を 表わし て いる . 破線 は 3 ois 


有用 いて 測定 し た 結果 で ある . 垂直 指 交 特 性 の 測 志 こ 太 陽 雑 音 

| を 用 いる こと は と くに 有効 で , 太陽 の 高度 に 対す る 雑音 レベ 
ル を 測定 すれ ば よい . 

| また , 前 人 洲 し た 1955 年 10 月 27 日 に は 太陽 雑音 の 月 か ちら の 
反射 雑音 も 測定 で きた が , - この と き は 太陽 が 活動 し 始 る て か 
| ら ( 椎 音 レベ ル が 大 きく な っ て か ら ). 6~30 時 間 後に 荷電 粒 
| 子 が 地球 に 到達 し オーr ラ 現象 が 盛ん に 発生 し た . 

| 第 2 の 論文 は 雑音 源 と し て の 太陽 と それ を 利用 し た アン テ 
0 半 給 を ※ べ て いる - 1948 年 , 1958 年 に 観測 し た 
】 千 果 に ょ る と 太陽 の 雑音 放射 に は 3 種類 あり , (1) 静か な 太 
. 「 黒 休 放 射 と 考 えら れる も の . (2) 黒点 の 活動 に よる も 
| の) 周期 は 1 か 月 より 短い . (3 う “burst'* に よる も の . 静か 
| な 太陽 の 放射 する 雑音 電力 は レー リー ジー ンズ の 関係 式 か ら 
め ら れる が , 黒点 が 最大 に な っ た と き に は 太陽 の 温度 は 表 
0 + 


FLUX, 
WATTSM* | 


(C15)™ 


ELEVATION, DEGREES 
0 は 人 0 に < 人 0 人 「 導き 委 08 8 


図 3 


y 管 の 接続 認 に お ける 基本 波 の 反 区 
方 形 導 波 管 より 円 形 導 波 管 に 連 統 的 


chnetrler “Die Reflezion der Grund- 
an der Knickstellen eines Hohlleiters, 
ere Dei einem stetigen Ubergang von 
chteckigen auf einen runden Hohillei- 
EU. 14, 4, p 177, (April 1960). 菅原 
[次 料 番号 4922] 
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ee 
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面 温度 の 6 倍 く らい に みな けれ ば な ら な い . 


られ る が , と れ は 水平 指向 特性 と な っ て 最小 点 が 太陽 の 方 向 
に な る . 測定 中 太陽 の 放射 する 雑音 強度 が 一 定 と すれ ば ,。 太 
陽 の 高度 に 対す る レス ポン ス が 乗 直 指向 特性 と な る .。 図 3 は 
と の 結果 で ある . 太陽 の 高度 が 低い 場合 は , 大 気 に よ る 減 
衰 , 回 折 に よる 修正 が 必要 で ある . 

また , 開口 面 の 大 きい アン テ ナ の 利得 測定 は 困難 だ が 利得 
の わか っ て いる 小さ い アン テ ナ と 被 測 定 ア ン テ ナ の 雑音 出力 
を 比較 すれ ば 利得 も 求め られ る. と この と き は 地面 か ら の 反射 
が な いよ うに , 太陽 の 高度 は 高い 方 が よい . 標準 と な る 小さ 
い ア ン テ ナ は 太陽 を 点 電源 と みな せる が , 被 測定 アン テ ナ の . 
水平 の ビー ム 幅 が 0.5° の オー ダ の と き は 太陽 の 大 き さ が き 
いて くる か ら , わずか の 修正 が 必要 で ある . 

どの まう N 
雑音 を 利用 する 方 法 が 最も すぐ れ て いる と いえ る . 他 の 星 か ら 
放射 され る 雑音 も 観測 し た が , その 雑音 レベ ル を 図 4 に 示す -・ 

第 3 の 論文 は 太陽 雑音 の 表示 方 法 に 関す る も の で , 250 Mc, 
202.5 Mc の アン テ ナ を 使用 し た が , 202.5 Mc で は 12 個 の 
水平 ダイ ボー ル で 12 個 の サイ ド gー プ ;」 主 ビー ム の 幅 は 
4.5*, 250 Mc の アン テ ナ は 60 個 の 水平 ダイ ポー ル を 四 段 箇 
ね た も の で 3 個 の サイ ド rー プ 主 ビ ー ス の 幅 は 3.5° で ある . 

太陽 が 移動 レ し て ビ ピー ム の 最小 点 に な る と 像 が 見 えな く な り 
測定 が 困難 で あぁ ある.。 と の 欠点 を 改良 する た め に 普通 の 半径 方 
向 を 時 間 軸 と し て 一 定 に 走査 する の を や め て , " 受信 信号 の 大 
き さ に よっ て 放射 状 に 走査 する 長 さ を 変え る . そう すれ ば , 
太陽 雑音 の 最小 点 が は っ きり する . 受信 機 の 雑音 を ゃ 、 太陽 . 
雑音 を na と する と , 走査 半径 Rs が 信号 に 比例 すれ ば , 
R= た ゾ n 十 ns となり, 半径 が 一 定 の も の より , m=z の 
と き は , 412 増 加 
し た だ た を と 幸 詳 る 
と れ を 行なう に は 
積分 器 に より 受信 
機 の 検波 出力 の 平 
均 値 に 比例 し た 電 
圧 で CRT を 走査 


MOON 


CASSIOPEIA 
ヽ 


回 転 と 同期 し て 写 
! 真 を と る 装置 も つ 
A CMs いて いる . 
(末松 委員 ) 


2 種 の 導 波 管 た と えば 方 形 導 波 管 と 円 形 導 波 管 を 反射 な ぐ 
接続 する 変換 導 波 管 の うち , を の 断面 形 を ゆる や か に 変化 さ 
せ た も の を テー ペ バ 部 波 管 と 呼ん で 多く 実用 され て いる 部 品 で : 
ある が , 
た も の で ある . 


まず ー 般 的 に 変形 の 始ま る と こと ろ に お ける 反射 係数 を 求め 


る た め に , 断面 の 変化 が 伝送 方 向 に 対し て ゆる や か で か っ つ 対 。 


称 的 に 変形 する と 言う 仮定 の も と Kk, 基本 波 に 対す る 電信 方 
程 式 より 導い た 等 価 ア ドミ タン ス に 関す る Ricatti の 徴 分 方 


と の 雑音 を 用 い 
て アン テ ナ の 垂直 指向 特性 を 測定 する 方 法 は 。 まず 太陽 の 高 ) 
度 と 方 向 を 見 つけ る . アン テ ナ を 水平 に 走査 する と 図 2 が 得 . 


こ 大 きい アン テ ナ の 垂直 指向 特性 の 測定 に は 太陽 へ 


する 、 ア ン テ ナ の 


本 文 は 。 そ の 反射 係数 を 求め る 新しい 理論 を 提供 し っ 
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程 式 を た て , と れ を 近似 的 に 解 最後 に ( 図 1 ) に 示す よう な , すなわち 円 鈴 ホ デジ を 角 氏 ホ 4 
いて ある . つぎ に こと の 解法 を 従 0 ー ン で 切 取 っ た 形 の 方 形 っ 円形 導 波 管 変 換 器 の 反射 係数 を と 
来 の この 種 の 解法 と 比較 する た の 方 法 に より 求め る と . 万 面 の 傾き 0g( 図 2) に よる 反射 3 

め , 方 形 導 波 管 よ り 角 釣 ホ ー ン 1 方 形 円 形 連 続 変換 導 波 管 係数 pg と 刀 面 の 傾き 0 二 に よる pg は それ ぞ れ 次 式 で | 


へ の 変換 部 , 円 形 Ee 求め られ る と と に な る . 
導 波 管 よ り 円 鈴 ホ ey 


pp=(1+7)0.0668[ C/O? 
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ー ン へ の 座 換 部 , Ce —1]-x[0.5+ CAF 

円 形 導 波 管 よ り 径 ーー —1]tan*?0 ; 
の 異な っ た 円 形 導 6 Schnitt: A-B pa=—U+D0,1132[ (ff 
波 管 へ の 変換 部 を 2 下面 に お ける 円 形 導 波 管 の 傾き —1] "tan 


例 に と っ て 具 体 的 に 反射 係数 を 求め て あり , 本 解法 に よる 反 と と で 子 。 は 方 形 導 波 管 の し ゃ 
午 係 数 の 表現 式 が 簡単 で ある が , 他 の 方 法 に よる 結果 と 一 致 図 3 29.08mmx58.17 mm 了 断 周波 数 , ナ は 周波 数 で あぁ ある. 


する ご と が 示さ れ て いる . また 最後 の 例 で て , と の よう な テー の 方 形 導 波 管 より 54mm ゅ と れ は 図 3 に 示す よう に 実験 値 7 
バ 変 換 導 波 管 は , 全長 に わた っ て の 積分 法 で 求め る 代わ り に ey 
その 両端 に 反射 が 集中 し て いる と し て , 全体 の 反射 係数 を 求 アド ミタ ンス . の 正しい ど と を 実証 し て いる 3 

め る 本 理論 の 方 法 が 妥当 で ある こと と を 論じ て いる . ーー 計算 値 …X… 実 験 値 (森永 委員 ) 


つぎ の と と が 言え る . (1) 通過 域 で は -Y は 他 の 4 個 を 1 休 7 
と 3 個 の 2 群 に 分 離す る と と が 必要 充分 で ある . (IT) 減衰 城 
表 さ 1 . 0 


1 個 あ る い は 2 個 の し ゃ 断 周 波数 を 
持つ 映像 ろ 波 器 に 使わ れる 7 DVD 
形 リ アク タン ス 区 間 
J. Bimont: “Cellules réactives ad trois bras 
pour filtres en échelle & une ou deuxz fréqgquences 
de coupure”, C.& T. 14,2, p86, (Avril 1960). 
= 黒沢 昇 訳 [資料 番号 4923] = 
* | 普通 の 映像 ろ 波 器 に 使用 され て いる 基本 区 間 は 対称 な 形 
。 あるいは 了 形 回 路 で ある . し か し こと の 論文 で は 非対称 な も の 
る 含む 一 般 的 な 低 域 , 高 域 , 帯域 , 帯域 除去 の 4 種 の 特性 を 


h IN 
a 
h h cE < 
es a 

3 a 


3 
も つ 基 本 区 間 の 求め 方 の 一 方 法 を 示し た も の で あり , この 方 
\ 法 に よっ て , すべ で の 非対称 世 () 形 回 路 を 求め ある こと が 
0 できる. 
, 3 1 Lt 
3 
肖 remit Ce 
PE 0 関内 
図 1 た お いで 
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i Ey コ ま 1 E3l 
| . 細 
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。 と する と 常 数 係数 の 相互 関係 は 表 1 に 示さ 
れる っ 


ニニ ーー pO - 
CX+X+Y) 
(8 0 に お い 1E 隊 Xx, 3 
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S A GAR ES 
届 が , と の 区 間 が 分 離 不可 能 つ まり 『 区 間 の 和 と 見 な すこ とこ と が 
で き な い た め の 必 充 条件 は 2 個 ず つ に 分 ける 部 分 が 少なく と 
も 1 個 は 存在 する こと で ある . 

ら と の 5 個 の 曲線 の 相互 位置 に つい て 分 類 す れ ば 20 種類 あっ 
て , と れ を 図 2 に 示す . (と XX′ は 区 別 せ ず ) 
| こと の ょ うに し て 分 類 さ れ た 各区 間 は 自由 に 相互 接続 する と 
| 有 有 と は で き 子 , た と えば P に 接 統 で きる 区 間 は 玉 ^ か ある い 

は N′ だ け で ある . 

今 低 城 る 波 器 の 区 間 配 分 を 考え る と 零 周 波数 を 含ん で 通過 
| 大 と な る た あめ に な は 選 以外 に な く こ と れ に NN′ を つけ れ ば 減 論 
」 域 に な り P' を つけ れ ば まだ 通過 域 の まま で ある . Py に 接 
る 区 間 は 8S: だ け で あり と れ に より 減衰 城 に た 入る. NN 
; sco sD hE と と が で きず , 接続 
wn で きる 唯一 の 区 間 は S77 で ある - 
Se。 ある い は 8? に つい て は とれ を 8。87.S。 あ るい 


8? に 置き か える こと が で きる . また 3S′ あぁ あるいは 
0 に つい て は SN'S' ある い は SiN1S: < ei Stair 
> す と と も で きる -. 

机 折 し て 表 2 を 作る と と が で きる が , と れ で す 


江 スチ ロフ レッ クス 巻 細 絶 縁 ケ ー ブ ル の 
a 和泊 要 に 軸 す る 析 肘 笛 な 代 

. Bragin : “A Study of the Dielectric 
Stre ngth of a Cable Insulation の a 
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試料 長 0. 5m 
聞 隔 0.5kV 
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a 0.5 *~ 
図 3 4 心 ケー ブル の 破線 電圧 分 布 特性 
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際 の 回 路 例 を 
示し て ある : | 
7 

( 貞 塚 委員) 


10 
2 
5 , 
10 ¥ 
1. 1m 長 の 実験 貸 a RN 
2. 5m 長 の 計算 値 40 
O 〇 実測 値 = ーー 
図 4 試料 ケー プル ん 長 (m) 5m a . 
の 確率 曲線 eo 
を 計算 に ょ っ て 求め る 方 法 を 述 。 [ 。 
- 95 ト * 実 痴 慎 a em 
べた も の で ある . ゃ 計 覧 価 
まず 第 一 に 。 研究 用 試料 と し 9 ik : 
て 図 1 た に 示す よう な ケー プル 図 5 ケー ブル 長 500m2500m 7 
MKCT 4x4X1.2mm 0.5m の 破 壌 電圧 の 直線 性 グラ フ ll 


を 取り , 破壊 試験 を 行なっ た . と の 破壊 試験 に よっ て 得 ら ち れ - 
た 破壊 確率 は 図 3 に 示す よう に , ほぼ 正規 分 布 と な る と と を . 
確か め た . 以下 理論 を 破壊 確率 は 正規 分 布 を する と し て 進め こ 
る と 、 短い 試料 に よ Os = eh 3 
壊 確率 を 知る こと が で きる . 8 
すなわち lm の 長き の 了 料 の 実験 を 行ない 5m の 破 誠 奏 。 
hir て これが 実測 値 と よく 合う i て いる : * 
図 4 
つい で ケー プル 長 500m & 2500m の 場合 の 磯 大 確 率 を 計 
算 し 図 5 に 示さ れ て いる . r 中村 委員 ) こ 3 


后 折 可変 容量 の ク y A オー ド が 実用 化 さ れ , NS h 
回 路 の C と し て 使用 され る よ うに な っ た . Y こと で な ウジ 章仁 
信 載 の 同調 バリュ ン の 代わ り に 可変 容量 ダイ オー トド を 
た . と の 方 法 は 受信 擬 が 小形 。 軽量 に な り 后 制御 も 側 単に O 
で きる . 較 } と の 導 か 月 由 全 i vot » 
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, = * K:X 1,000 
\ VOLTAGE MN VOUTs 2 シリ コン 可変 客 量 を 使っ た 受信 機 の 高周波 部 1 
図 1 電圧 と 容量 と の 関係 て 
: 柏 で ある . バー する . この 電圧 は ほとん ど 電 力 を 消費 し な い の で 水銀 電 
: 図 2 で は 高周波 増幅 , ミク グ クサ お よび 局 発 に 可変 容量 を 使っ 池 で も よい . 押 ボ タン 式 同 調 方 式 の テラ ジオ ォ の 場合 に は 電圧 を a 
議 て いる - トラ ッ キ ング は コイ ル を 可変 に し て 行なっ て いる . 分 圧する と と に より 簡単 に 行なう と と が で きる が 0 
| 電圧 の 変化 3~60V で 周波 数 は 535kc より 1610 kc まで カ (森永 委員 ) a 
a 
| = 広帯域 進行 波形 パラ メト ロン 増幅 i 
ES 唱 器 の 状 圭 ミ 
| ョ B.T.Henoch:‘“Aspects on Wide-Band Para- § 
ミ metric Travelling-Wave Amplifies’”’, Ericsson ミ ク ク 貞 
| = ョ Tech. 16, 1, p 77, (1960). 岡島 徹 訳 [資料 番号 ミ |] 

§ 4926] p Nb 


非 直 線 容量 素子 を 用 いた 進行 波形 ペラ メト ョ r ン 増幅 器 の 理 
只 が 広い 範囲 こわ た っ て 詳 述 され て いる . 本 文 は つぎ の 二 つ 
の 場合 に つい て , それ ぞ れ 独立 に 計算 し た 結果 を 与え を て いる 
ーー すなわち 図 1 Rt B ter 容量 素子 と し た 


sx 
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[トト トト 2 レ Cr 員 yk 
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と き , BX<1 ER と , BX が 大 きい 
| 場合 (集中 常 数 と し て 取扱 わ ね ば な ら な い ) と で あっ て , を 
党 れ ぞ れ , 利得 帯 城 , 雑音 指数 , 損失 が ある 場合 の 利得 の 変化 
。 など が 求め られ て いる 
ck i し て 婦 2 に 示す 3 つの 場合 を 取扱 っ て 


; ey 


これ ら は すべ て る 流 夫 の 前 各 基層 。 un 


例 で , 


る 
と の ほか , 動作 周波 数 が 非常 に 高く な る と , 2 
器 が 実際 上 形成 する と と が 困難 と な る の で , a 
使 3 生 が と EE 
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て \ 
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水晶 を 用 いた CODAN 

R.L. Ives : “Crystal Codans Give Accurate 
Receiver Tuning”, electronics 33, 22, p 113, 
(May 27, 1960). 森永 隆広 訳 [資料 番号 4927] 
| 従来 の CODAN で は AVC を 用 いて いる が , と の 方 式 で 
| は 帯域 が 広い の で 回 線 が 混ん で くれ ば 妨害 を うけ 易く な る , 
: また AVC に よっ て 実効 的 な 選択 度 が 低下 する 欠点 を も っ て 
|| いる - 第 2 次 大 戦後 数 種類 の 水 品 式 CODAN が 考察 され た 
に a 回 路 が 複雑 で 実用 性 に 芝 し か っ た . と と で 述べ る 水 卓 式 
| CODAN で は 回 路 が 簡単 で ある . 図 1 は その 回 路 で あり , 低 
有 有 | 届 波 増 則 器 の カソード は ツェ エナ ・ ダ イオ ー ド に より カッ ト オ 
有 】 Z ズ に な っ て いる . ッ エ ナ ・ ダ イオ ー ド に は 高圧 か ら 高 抵抗 を 
| 通し 電流 が 流れ て いる . その 電圧 降下 が カッ ト オ フ バイ アス 
に 利用 され る . 
有 | 「 揚 箇 管 が 五 極 管 の 場合 な ら ス クリ ン 電 流 が 必要 な 制御 電流 
有 を 代 給 する こと に な る . いま R: の 電圧 が 0 に 近い と , 真空 
a 7 
5 単 共振 パラ メト ロン 増 柱 器 の 理論 
ss S.T.Fisher: “Theory of Single-Resonance 
_E Parametric Amplifiers”’, IL.R.E. 48, 7, p 1227, 
uly 1960) 岡島 徹 訳 [資料 番号 4928] 
克 来 。 共振 形 ペ ラメ トド ン 増 幅 器 は 信号 と アイ ドリ ング に 
対し て, それ ぞ れ 共振 回 路 を 有する よう に 構成 され て いた . 
し , 本 質 的 に は アイ ドリ ング の み を 共振 させ る だ け で も 
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図 1 


管 は カッ ト オ ス に な り 信 号 を 通さ な い . 受信 され る と 太 。 に 
電圧 を 生じ る . 水晶 は 直列 共振 と し て 作用 する . こと の 電圧 を 1 
倍 圧 整 流し た DC 電圧 が カッ ト オ フ バイ アス に 打 勝 つっ ほど 大 
きい と 真空 管 は 動作 する . と の コー ダン の 帯域 幅 は IF の 1 
“1kc あたり 1c/s で あぁ ある. も ちろ ん 水上 晶 を 2 個 使 用 すれ ば 帯 
城 幅 は 広く な る : ; | 
(森永 委員 ) 


な 場合 の 増 編 度 ,。 お よび 帯域 を 考察 し て いる . 理論 的 取扱 は 
今 ま で の も の と 全く 同じ で , た だ 信号 側 に 共振 系 が な い の で ; 
その 代わ り に ある 値 の サ ャ セ プ タ ン ス が 残存 し て いる 。 図 ユ な 
K (信号 側 の 正規 化 残存 サ セ プ タン ス ) を 0.4 と し て , し か 
も こと の 値 が 周波 数 に よっ て 変わ ら な いと 仮定 し た 場合 の 増幅 
度 の 周波 数 特性 の 計算 結果 を 示し て いる . と の 形 の 増 編 器 の 
利得 ・ 帯 域 積 は 民 に 対し ほとん ど 無関係 で , 図 2 の 実線 の 
よう に な り W その 値 は アイ ドリ ング 共振 回 路 の 帯域 幅 と 等 し 
い ( 図 2 の 点線 ) と いう 非常 に 簡単 な 結論 を 得 て い る . \ 

本 方 式 の バラ メト ドン 増幅 器 の 最大 の 利点 は 共振 回 路 ボ ー 
つ し か な いた め , 調整 が 非常 に 容易 で ある 。 し か も, 避 振 周 
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8 波数 を 変え る こと に より 通常 の スー ペ ・ ヘ へ テ ョ ダイン 受信 機 。 も の より , 大 き な 励 振 電 力 が 必要 と され る . また , 図 1 の 特 
の よう に , 連続 的 に 信号 周波 数 を 選択 し て 受信 で きる と と で 性 に み ら れ る ご ど と く , その 周波 数 特性 が 対称 で な いた め , 用 
] ある . 途 に と よっ て は ひずみ の 原因 と も な り 得 る . 

j 一 方 欠点 と し て は 信号 側 に 共振 系 が な いた め , 2 共振 形 の (森永 委員 う 


低 雑 音 パ ラメ トロ ン 増 幅 器 
R.C. Knechtli, R.D. Weglein : “Low Noise 
Parametric Amplifier”’, I.R.E. 48, 7, p 1218, 


果 が 得 ら あれ て いる . と の よう に 本 理論 に お いて は 大 振 電力 ど 
超過 雑音 温度 と の 聞 の 関係 が 定量 的 に 比較 する と と が で に 3 
る . と の 場合 の 超過 雑音 温度 , 思 ,z の 理論 式 は 


(July 1960) . 岡島 徹 訳 [資料 番号 4929] き =[ ( £ 17 
ダイ オー ド を 用 いた パラ メト セン 増幅 器 の 雑音 特 性 が 。 ダ = lacy) | 7 
4 イオ ー ド お よび その 回 路 の 測定 し 得る パラ メー タ に よっ て 定 ei た だ し , 0 
量 的 に 表示 され て いる . 計算 は ダイ オー ド の 損失 分 , 各回 路 : ダイ オー ド の 温度 , の ,: 角 周波 数 , C: ダイ オォ ー ド の 
| ahs さら に 各部 の 温度 も 全部 異な る よう な , 容量 , a ダイ オー ド の Q@, @ : ダイ オー ド の 容量 の 変化 度 - i 
より 一 般 的 な 場合 Ss mae TN Pi , また ヵ は と の と き の 励 振 電 力 で , 利得 を 充分 大 きく と っ / 
1 ES 0 . a i ty と の ほか 上 式 よ り , ダイ オー roo ea 
3 れ , それ ぞ れ 単 側 § EN ラメ ー タ 励 振 率 と の 積 が 大 きく と れる ダイ オー ド ほ ど ペ ラメ 
帯 波 受 信 , 両側 帯 4 1 e トン 増 性 器 と し て の 雑音 は 小さ くし 得る と と も 解る 。 a 

波 受 信 の 場合 の 直 一 方 , アイ ドリ ング 周波 数 を 信号 周波 数 の な ん 倍 「 
| 世 雑 音 温 度 が 求め §# 200 に すれ ば , 雑音 指数 が 最小 に な る か を 理 諭 的 に 求め て お り , 7 
放 られ て いる - = と の 値 は 上 記 ダ イオ ー ド の 〇 @ と パラ メー タ 励 振 率 と の 積 の 関 
と 理論 と の 8 9 
4 nsk 8 1 FE。 が or ew 0 
有 信 に 対し て の > 行 0 の OMp rove 1 多 ) いい 
な われ , 図 1 の 結 図 1 ( ホ 科 員 ) 
ーー 。 0 Pk A 
EE 変換 利得 の ある 低 雑 音 T.D. Down / 多数 荷電 休 動 作 
計 Converter と 安定 な バイ x 5 

« ミ ま 


K.K.N. Chang, Others : “Low-Noise Tunnel- 
EE Diode Down Converter Having Conversion 
_ ミ Gain”, I.R.E. 48, 5, p 854, (May 6 中 村 
ミ 嘉男 訳 [資料 番号 4930] 

Tunnel Diode (T.D.) の 負 性 抵抗 特性 を 利用 し て 低 雑 音 
電 較 を 行なえ る こ と は 既に 知ら れ て いる が , 本 文 で は さら に 
と の 負 性 抵抗 の 非 直 線 性 を 周波 数 変換 に 利用 包 で 出力 向き 
- : 記 関係 な < 低 雑音 で 変換 利得 の あ る Down-Converter : , 


x+ー ニ ーーーーーー ナ 


Vimy) 


得 ら れる と と を 示し て いる . 試作 され た V.H.F. 回 路 は は 
4 210 Mc を 中 間 周波 数 30 Mc に 変換 し て お り i= ViCG+IB)—g9 Vt Va 
allium arsenide (GaAs) T.D. を 使っ て N.F. 3dB 以下 , b= VCGa+ Bn)—gVit Va 
ME 22dB を 得 て い る 。 = VCED 9 
4 TUNNEL DIODE < た だ し , Gi=G;+G,+Go, Gz=G,+ Gz+ Go, Gs= Gs 
tt B=aC( a 2 B=a:Ci( 2 = 
(A) 変換 電力 利得 は 式 (2) か ら 


Vy 4 VG,GL 
en [GIG 9g? Vo 


に 0C, % 


sc (ーー @ 8 Os I 


(CB) BK C=- Be と お いて 式 3 か ら 生 


> 
~ 
i 
s 


Diode Power Gain 


Germanium " 
i arsenide* 6.0dB | 6.0dB 
( 22.7 dB 22.7 dB 


of RCA Semiconductor Division, Somerville, N.J. 


{ 8 大 きい 場合 (2=1) = 


2 


で 
¢ 1 v1+g。—1 
MT 20.(1+C) ” 20.(1+C) Vs 
、 (C53. 
, Tg vt 
y CS 7 ーー (6) 


1+C 8 
を 雑音 指数 は Gz。 =eh/2 kT を T.D の 等 価 散 射 雑音 
eoniuenner LE 


a rn Ge. Gi (Gir+G+GIG,. 
“A 0k 志 G, G,G: 


sensitivity 


Bandwidth ; Noise Figure 


Es re rE EE ri ーー 
Measared Computed | Measured | Computed Measured_ Computed Measured ”“ 
i Ei a EE の 
0.9 Mc 0.6 Me 5.2dB 4.4dB ea 

0.15Me | 0.26 Me 2.8 dB 3.8dB 3 


*The gallium-arsenide diode is an experimental sample developed by A. Wheglet. of the Advanced Development Group 
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ーー ® 
ge 

実験 結果 表 1 に は 図 1 に も と づい て 同軸 回 路 で 試作 , 笑 験 」 
し た 結果 の 代表 的 な も の を 示し て いる . 変換 利得 を 大 きく す 
る に は gVs すなわち 局部 発振 器 の 高周波 電圧 を 充分 大 きく し 
な けれ ば な ら な い が 電 圧 が た V 特 性 の 負 の 傾斜 の 領域 に 振り 
込む と 系 は 不安 定 と な り , と の た め 図 3, 図 4 を 比較 し て 判 7 
る よう に germanium T.D. で 高利 得 を 得る の は 困難 で あ ! 
rd 


« 
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,。 帯域 幅 お よび 雑音 指数 の 比較 
rson & J.E. Hallett : “Comparison 
n, Bandwidth and Noise Figure of Vari- 
Reactance ei and Convertors”, 
07 33, pt. B, p 305, (May 1960). 
[資料 番号 4931] 
: 送 休 ダ イ オー ド を 使っ た 直接 増 恒 器 と 負 性 抵抗 変 
中 数 と 利得 帯域 幅 積 の 比較 を 理論 と 実験 で 行なっ 
夫 音 指数 が 同じ と き は 変 失 時 の 方 が 和則 入 柱 筐 が 
いと 結果 を 示し て いる . ; 
‘Heffner and a 等 に よ り 導 か れ た 利得 , i 


de as 


式 を 超 地 胃 癌 oc nk tS に 夜 形 し て 


XC1+ as 
拉 HWWR8 の 災 失 Na RS 


変換 明 の 旭 失 牙 Ne 
MMII ONEIAN ‘Ke - De gy 


@,” 


ーー 和 36 年 1 月 電 気運 信 学 会 雑 計 第 44 巻 1 号 ok 


: =G/G:, 負 性 コン ダク タン ス と 信号 回 路 コ 
ンダ クタ ンス の 比 i 
: =G2/Gz アイ ドラ 回 路 と 負荷 の ュ ン ダク タ 
ンス の 比 
: アイ ドラ 回 路 の 無 負 荷 Q 係数 

雑音 指数 が 同一 の と き の 利 得 帯 域 幅 積 の 比較 を 行なう 
た だ ため RG TN =N, と FT 


ry 
"(DD ® 

る の 関係 を 式 (④ う に 適用 し て 式 (3), (4) の 比 を と り ry 
7 RR On OL TX CEE 
4 KK ~( 7 [ 1+7 | (6) 
1 メ x>1 で ある か ら @/o:′>1 の と き は 第 1, 第 2 項 共 1 よ で 
| り 大 きく 同一 の 回 路 を 使っ て 同一 の 雑音 指数 で は 直接 増 己 器 Nc 
: es 4 (b) ッ ン ドド じ た, 07 0377 の 
より も 変換 器 の 方 が 利得 帯域 幅 積 を 大 と で きる . の 3 周波 で 共振 する 軸 喘 ーー 


| 実験 一 上 述 の 理論 を 検証 する た め ,-_ ダイ オー ド を 途中 に マ 閉路 の 同軸 共振 器 を 作成 に 


し , 外部 回 路 を 適当 と 結 
合 す る と と に より 増幅 器 
と し て も , 変換 器 と し て 」 
も 動作 する よう に 構成 し っ 
て ある . 共振 周波 救 は を 
れ ぞ れ 40Me, ve, 表 
130 Mc に 選ん で いる . 
図 1, emem 
de 回 路 を 含ん だ 直接 増 司 " 
sates tp 器 お よび 変換 器 の 構成 6 
を 示し 。, 図 3, 図 4 は 」 
それ ぞ れ E 点 か ら こ 
定 し た 種々 の 結合 容量 
の と き の 増 弓 器 と 変換 a 
器 の 回 路 イ ン ビ ピー ダン 
ス を 示し て な る で 立科 
表 1。 表 2 は そ ぞ れ .」 
れ 図 1, 図 3 お よび B 
2, 図 4 に 対 店 する 3 
験 結果 を 示し て いる . 変換 器 の 場 : 
合 で 結合 が 強く な いと は 重 と 8 
実測 値 は よく 合っ て いる が , それ 
以外 で は 余り よい 一 致 は 得 ら 3 れ DtR 


37-0 x 


Mc/s X00X10 っ 2 用い X10720 いない 。 と の 理由 は 結合 が 強い : 

36.7 | 3.61 "4:8 O95 EO 2 

36.4 3.30 4.5 | 0.905| 0.932| 1.06 き 大 き な 利 得 を 得る の に 必 
ドラ 量 変化 を 発生 させ た と き 了 


: noise 以外 の 雑音 源 Csho 
表 2 i 9) が 無視 で き な く 0 


K (measured) 


abe Cmeasured) 10dB | 15aB |2 dB 


4 Oe x10-2 x102 
2 2 -- 
る 本 St | 2. 15 |2.24 
区 2.92 


ryt が i 


ホワ イト 雑音 で 変調 し た FM ひずみ の 
詳し い 式 
R.G. Medhurst : “Ezplicit Form of F.M. 
Distortion Products with White-noise Modu- 
| lation”, P.I.E.E. 101, 11, Pt. C, p 120, (March 
= 1960) . 中 村 親 市 訳 [資料 番号 4932] 
位相 と 振幅 特性 が 周波 数 に 対し て 非 直 線 な 回 路 を 周波 数 変 
調 波 が 通る と 出力 波形 に 周波 政 お よび 振幅 変調 ひずみ が 表 わ 
れる も し 特性 が べき 級数 で 表わさ れれ ば , と これ ら の ひずみ 
の 大 は ーー 次 近 以 と し て 不 必要 な 周波 数 変 調 の 時 間 的 導 関 数 の 
| 積 と し て 表わさ れる . 周波 数 変調 が 多恵 電話 の よう に ラン ダ 
ov ひずみ 積 の スペ クト ル は 原 
「 理 的 に は 変調 し た 雑音 帯域 の 特性 ( 昌 低 , 最高 周波 数 お よび 
rn.s 周波 数 偏 移 ) の 簡単 な 代数 関数 で 表 わ せ る が , 特別 な 
| 場合 を の ぞい て 直接 , 微分 する 解法 は 二 次 以 上 の ひずみ に 対 
| し て は 大 夫 で ある . 
特性 が 周波 数 に 対す る 微分 の べき 級数 に 展開 で きる と する 
ろ き ぎの ょ うに 表わさ れる . 
1 
dt" 


rr 
表 1 


TT 


*' 
(1) 


dt! dt™ 


A 貞 Phase charactertie 
A na[(%)' Nat aA + 2968 oh t et + i) 


| 
faama| + CY (Got rates net) +1209 


| ED Cet tdiot tint) + GED Gor ra) 


' 局 ーー 033 64, + 11100403, + rn 


慈 外輪 文 超 人 


rh 


re 
く 表 わ さ れ る . 


で 


3) 


oun=a ” cos(o,t dom) 


式 (2) の 右側 に 式 (① を 代入 し , 直線 お よび 一 次 の 項 は TV 
以外 は ひずみ を 生じ な いか ら と れ を の ぞ く . 各 高 次 の 項 か ら 
適当 な 低 次 数 の 項 に 異な っ た 経路 で 加わ る ひずみ を 計算 する 
と と は 次 数 が 増加 する と 複 雑 に な る が , ある 予備 的 整 可 を し 
た 後 , 代数 的 操作 の 2 つの 簡単 な 取り きめ の くり 返し の 適用 
に 置き 換え た , この 2 つ は ディ ジタル 計算 器 に 適用 で きる . 


例 と し て 振 凡 特性 の 大 次 の 項 ま で で 生ずる 四 次 が ず み の 計 算 間 | 


と れ は 帯域 幅 の 中 心 付近 で 大 次 の 形 で ある 


た 適用 し て 示し , 
3 回 路 マ キシ マリ ー フ ラッ ト 増幅 器 の 振 皿 特性 に 対し て は 直 
接 使用 で き , 小さ な 変調 で あれ ば 位相 特性 に ょ る 周波 数 変調 
四 次 ひずみ に も 適用 で きる 、 前 年 求め た 二 次 , 三次 で ずみ と 
共に 表 1 に 最高 チャ ネル の 各 次 の ひずみ を 示し た :。 


4 


ホワ イト 雑音 変調 の 場合 の 最高 チャ ネル の ひ ず ヂ み 対 信号 比 


ea (Rs + A SS + 252604 dh + 585008 G3 + 405008 
+(8) ( 層 t + tat +708) + 
+ CE: + 1300464 + 18008) + Ga +24a3) 
+ 1 a 肖 夫 + 11100484 + es 


sg LE ET 2 a A a et oY Sh Pl i 
ES DT A ca: Gi NT いこ 
4 = ‘ * | 
: r A 1 
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昭和 35 年 度 に お ける 通信 
お よび 電子 応用 の 事業 展望 ? 


毎年 の 例 に な らい , と ょ に 通信 お よび 電子 応用 に 関す る 事業 展望 を お 送り する . 通信 お よび 電子 応用 事業 は 5| 
進 月 歩 の 新 技術 を と り 入 れつ ょ , た くま し い 発 展 拡充 を 続け , その 将来 も 洋々 た る も の が ある . 今回 は 昨年 の 展望 
の 他 に , 最近 ます ます 重要 に な っ て きた 電気 通信 産業 の 項 を 加え , また , と ょ 2 回 ほど 中 断 し て いた 電力 事業 お よ 


MT 


び 蒼 察 通 信 の 項 を 復活 し て 加え た 。. 
最後 に 。 執筆 ある い は 資料 提供 等 に より 本 展望 の 作成 に 協力 され た 関係 諸 方 面 の 方 々 に 講 意 を 表す る と 共に , と 
の よう な 企画 に 対す る 会 員 諸兄 の 御 高 見 御 叱 正 を た まわ れ ば 幸 で ある . (編集 室 ) 


UDC 621.39+654.1 (520) “1960" 
1 
( 卓 本 電信 電話 会 社 ) 
が エエ 概 観 
を 上 桶 に て て 本 庄村 計 馬 


と の よう に, 急 汰 に 増加 し た 針 設 工事 太 を き ば く ee 
が る め と , 今後 と も 。 ま すま す 拡 張 規模 る 大 きく な る 
を 予想 し た 場合 に 。 在 来 と 同様 な 設計 方 法 で は , 


ENT る た め , 第 二 次 局面 の 打開 は むず か し く , な ん ら か の 技術 上 の コ ) 
5 か 年 計画 が 大 幅 に 改訂 され た と と に つい て は , 昨年 必要 と する . と の よう な 目的 の た め に 採り 上 げ 7 


| の と の 秩 で お 伝え し た . 昭和 35 年 度 は , それ を 実行 方 お て は 3 > 
た 移す 第 1 年 度 で ある . 阿 和 34 年 度 の 拡張 予算 850 (i) 精密 巧 級 な 個別 設計 よ 多量 生産 向 
】 加入 者 増設 数 28 万 名 対し, 一 き ょ た 5 割 増 へ の 転換 。 すなわち 設計 の 標準 化 と な 
れ ぞ } i 


“で FEO MPRRRES + 
< で hy, 9, その 増加 細 向 の 急 注 さき が うか が える ・ 
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108 昭和 35 年 度 に お ける 通信 お よび 電子 応用 の 事業 展望 : 公衆 通信 


の 拡充 な ら び に その 規模 の 決定 を お とこ な う . 
i) 事業 規模 が 拡大 する に 伴う 必要 な る 要員 を 確 
」 保 する た め , で きる 限り 技術 的 工夫 に よっ て 要 
員 の 節減 を は か る . 
の 三 つ の 柱 で ある . 
(A) 設計 の 標準 化 な ら び に 集中 化 に つい て 
交換 機器 に つい て は , スイ ッ チ 塔 載 以 外 の 基礎 的 工 
事 を 集中 し て お こと な うこ と こと, お よび 設計 時 に お ける 加 
入 者 収容 率 の 運 減 等 に よる 設計 の 集中 化 な ら び に 標 准 
化 の 範囲 の 拡大 を ゃ は か る と と も に , 局内 機器 の 配置 に 
つい て 局 舎 の 標準 化 と 平行 し て 標準 化 を お と な う . 
搬送 装置 に つい て は , 共通 部 分 を 含む 架 体 は 3 か 年 
分 を 施設 し , 装置 実装 の み 当 該 年 度 分 と する と と に よ 
り 集 中 化 を は か る と と と し , 線路 施設 に お いて は 市 内 
ケー ブル 対数 の 種別 を 整理 統合 し , と これ に よっ て 設計 
事務 の 簡素 化 を は か る と と も に , や や 大 き 目 の 対数 に 
統合 され る た め , 震 要 変動 に も 応じ や ゃ や すく な る 利点 を 
期待 し た . その 他 , 撤去 品 の 利 活 用 , 資材 管理 業務 な 
ら び に 生産 関係 に お いて も 相当 の 改善 が 望ま れる . 
市 内 線路 設計 の 簡素 化 に つい て も , 測量 に お ける プ 
ラン トレ コー ド の 活用 , ケー ブル ピー ス 余 長 の 増大 , 
ピー ス 長 の 統一 等 を お とこ な うと と に より 一 周 進 め る と 
と ども に , 架空 ケー ブル の 設計 分 担 を 明らか に し 。 軍 複 
事務 を 極力 な くす る と と と し た . 
電力 設備 は 多種 多様 で あり , 標準 化 は 容易 で は な い 
が , 設備 容量 決定 の た め の 設 計 対 象 年 度 に 幅 を 持た せ 
る こと と に よる 初期 設計 の 標準 化 , トラ ンジ スタ 短 搬 中 
間 中 継 所 ・ 小 容量 電話 局 等 に 対す る 標準 設計 モデ ル の 
作成 , 電源 方 式 の 標 准 人 化 な ど を と り 上 げた . 
その 他 , 全般 に わた っ て 設計 に 使用 する 物品 の 整 
理 7 品目 の 減少 , 撤去 品 利用 に つい て の 合理 化 , 局 舎 
の 標準 化 を や お と こと な っ た . 
(B) 基礎 施設 の 拡 去 に つい て 
今後 , 年 々 加入 者 増設 は 増加 する も の と 予想 され る 
|| が , その た め の 所 要 設 備 ゃ 収容 すべ き 基 礎 的 施設 に つ 
放 で て は , それ ら の 建設 に 1 年 な いし 2 年 の 年 月 を 要 す 


有る ば か り で な く , 相当 長期 に と わた っ て 収容 余 カ を も つ 


べき が 経済 的 で あり , 工事 件 数 の 増大 を 防ぐ 上 か ら も 
必要 で ある . し た が っ て 事業 の 長期 の 基礎 を 固め る た 


| る , 改 地 , 局 舎 , 土木 施設 , 等 に つい て 宣 点 的 な 拡張 
放 を 実行 し た . 族 地 の 入手 いか ん は , それ 以後 じ に っ づく 
有 雪 計 , 生産 , 工事 , 滴 要 充足 の すべ て の 手順 に 非常 に 
| 大 き な 蛇 的 を 与え る も の で あり , その 性 格 が 相手 の あ 


な る も の で ある こと と か ら , 道路 に 関係 する 土木 と と も に 


最も むずかしい 仕事 の 一 つと な っ て いる . 

(C) 要員 の 増加 を きた さ な い 計画 に つい て 

ォ ー ト メー ショ ン 化 は 近 来 の 流行 で ある ば か り で な 
く , 電気 通 信 事業 の よう に 急激 に 発展 する 事業 に あっ 
て は , 要員 の 獲得 は 最 重要 事項 で ある が , 官庁 的 制約 
を 抜け 切れ な い 公 社 の 性 格 と , 将来 の 技術 の 動向 を 見 
通し た 際 に , 極力 要員 増 を さけ る よう 技術 の 面 で 工夫 
すべ きこ と と は いう まで も な い , 自動 即時 区 間 の 距離 的 
簡 囲 の 拡大 市 外 台 集 中 区 間 に お ける 半自動 ’ 即 時 の 採用 
等 , 手動 即時 を 極力 , 回 避 す る こと こと な ど が , さ し あ ぁ あ た 
っ て の 施策 で ある . 


1.1.3 35 年度 拡 張 計 画 の 内 容 


(A) 市 内 電話 関係 

加入 者 開通 数 は , さしあたっ て 37 万 名 で あり , 外 
債 が 成立 し た 場合 に は , さら に 3 万 名 の 追加 が 超 め ら 
れ て いる . 大 都市 に お ける 電話 局 建設 は 105 局 , 中 , 
小 都市 に お ける 電話 局 の 自動 化 は 240 局 で あぁ る . 公衆 
電話 は 13,000 個 増設 され る . 

市 内 電話 関係 で の 35 年 度 の 大 き な 特 徴 は , クロ ス 
パー 交換 機 の 大 幅 な 採用 を お と な っ た 第 1 年 度 で ある 
と と で あぁ ある. 34 年 度 は 端子 数 に し て 2 万 で あっ た も 
の が , 35 年 度 で は 約 10 万 端子 に 及 ん で いる . 在 来 の 
小 局 の み の ク ロス パー か ら , 中 。 大 局 に お ける クロ ス 
パー の 建設 を 経験 し て , 反省 を 求め られ る 点 が 多かっ 
た 東京 に お ける 地 入手 難 は や は りり 計画 に 大 き な 影 
状 を 与え て いる . 東京 に お ける 既設 電話 局 の 増築 が , 
一 斉 に と お と な われ た こと と も 着目 すべ き 点 で あっ た . 

(B) 市 外 関 係 

市 外 回 線 の 新 増設 工程 は 123 万 km で あぁ あり, その 
うち 3 分 の 1 が 即時 区 間 の 新設 に あて られ た , 加入 電 
信 は 1,100 加入 , 電信 の 中 継 機械 化 は 7 局 が 計画 され 
た 市 外 関 係 に お ける 35 年 度 の 大 き な 特 徴 は 市 外 局 
関係 で あっ て , 東京 , 大 阪 に お ける 大 市 外 局 の 建設 , 
全国 自動 即時 化 の は し り と し て の , 東京 に お ける タン 
デム 市 外 局 の 建設 が あり , それ ら の 内 容 と し て は , ク 
ロス パー 交換 機 に よる 四 線 式 交 換 機 , 二 線 式 交換 機 が 
採り 入れ られ た . その 他 , 名 古屋 を は じ め と する 6 局 
の 市 外 局 の 建設 が は じ め ら ちら れ て いる . 同軸 ケー ブル は 
東京 仙台 間 , 大 阪 広 島 間 が 主要 区 間 で あり , 極 超短波 
方 式 は テレ ビ 中 継 網 の 構成 に せま られ , 西日本 ルー 
プ 等 主要 な る 骨格 を ほとん ど 形 成 し た . 

トラ ンジ スタ 関係 の 各種 搬送 方 式 お よび 11,000 Mc 
極 超 短波 方 式 が 新しく 実用 に 供 さ れ た . 


C108) 


0 


前 述 の よう に , 35 年 度 は 通信 施設 の 拡 素 量 の 増大 
に いか に 対処 し て いく か が 当面 の 大 問題 で あっ て , す 
_ べ て の 施策 が と の 点 に 集中 され た . し た が っ て 新 技術 
の 導入 に つい て も 在 来 より は 慎重 な 衣 度 を と る よう な 
傾向 に ある . さら に 35 年 度 中 に 生じ た 着目 すべ き 問 
題 は , 虐 村 に お ける 有線 放送 電話 の 公社 回 線 へ の 接続 
問題 , 集団 住宅 地 に 対す る 電話 対策 。 お よび 料金 合理 
化 案 の 検討 等 で ある . 前 2 者 は 電話 の 普及 程度 が 向上 
し つつ あぁ る 現下 の 情勢 を 反映 する 一 面 で あり , 後者 は 
全国 自動 即時 化 の た め に は 解決 し な けれ ば な ら ぬ 不可 
欠 の 事項 で あり , 料金 登 算 機 器 と し て 集中 記録 方 式 を 
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採用 する 方 針 の 下 に 検討 が 進め あれ て いる T= 」 
拡張 の テン ポ が 急激 に な る 伴い, 一 加入 者 あたり 
の 建設 単 金 は 当然 増大 し て いく も の で あり , と の 面 で 
35 年 度 は そろ そろ 資金 不 足 の 様相 を 示し は じ め て い 
る . 増大 する 建設 工事 量 を なさ ば く た め に は 。, 前 記 の よ ょ 
うな 標 准 化 , 集中 化 が 必要 で ある が , と の 方 向 に 進む 
と と は , 建設 単 金 の 面 で は 増大 の 傾向 を も っ る の で あぁ 
り , 要員 減少 を はかる 計画 も 基 左 設備 の 幸太 を 招来 す 
る も の で ある . < 
か よう に 建設 単 金 の 増大 を 来 す 要因 は 多い の で ある 
が , と これ は 欠 極 的 に は , よ り 経 済 的 で ある と こと は 明 ら 」 
か で あっ て も 当面 の 問題 と し て は 好ま し いと と で は な 
い . 技術 の 開発 に よっ て 解決 し て いか ね ば な ら な い ・ 


いのら し 守 


395 年 度 の 電 本 交換 部門 の 動向 を 概論 し , お も な 恨 


Sie 
(1) う クロ スパ バー 自動 交換 方 式 の 標準 化 が ほぼ ば 完成 


M0 採用 方 針 の 決定 (昨年 度 ) に 翌 っ て 大 幅 


# 


】 隊 京 する た め 誤 金 方 式 , 番号 計画 等 の 基本 条件 が ほぼ ー 


に 実施 局 が 増加 し た と と ・ 。 
| Cii) 長 昌光 区 間 を 合 め た 自動 色 時 化 へ の 大 目標 を 


.,, 交換 機 と し で の 諸 条 件 を 整備 する 段階 に 王 
- 現 方 式 の 改良 と つい て も 質 交 向 上 を は か る と 


り , 可能 な か ぎり 近代 化 を 行なっ た と と -・ 
i ei 


0 
に 対 妖 し て a TT ORR 
0 Ls } 


EN ‘6 
本 方 針 の 見 通し る も 得 て, な お 一周 の 経済 化 を 行なっ て 
康夫 化 を 確立 すべ き 時 期 が 列 深 し た 。 以下 と その お も 」 
な も の の 実用 化 状況 を 紹介 する A 
(A) C1 形 自動 交換 機 
終局 容量 約 600 HCS ( 約 240 加入 OA 


量 の も の で ある . RR oz 2 
共通 制御 方 式 , 切替 方 式 , 端 局 従 局 兼用 可能 , 親 局 7 
と て RH XB GB AA 考 ) 兼用 可能 等 の き 徴 * 9 
窒 ジ る いる i ーー 

本 交換 局 吉 茜 と し て は 交換 和 , 電 泊 半 置 お よび 


組立 式 の 収容 箱 が と れ に 代わ る ・ mR mx 


mx2m(H) 程度 の 箱 を ユニ ッ ト と し た も の で , 一 般 「 


se , 


の 自動 車 に て 運搬 可能 で あり , ct 


_ 局 舎 に た 代わ る も の で ある ( 図 1.2.). 


起 作 装置 の 試用 試験 と し て は , 東京 区 規 局 。 


局 , 近 此 高 槻 局 に と お いて それ ぞ れ 従 局 方 


中 で あり , と の 結果 を 総合 する と , 寺 置 自 f 


。 志 に 比 し て 維 的 で ある は か り で な く , 組 


へ 2 日 で 工事 を 完了 し , 1 週間 以内 
られ る 見 込み で あり , きら に 総合 
に が っ て 本 来 の 目 で 
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図 1.2.1 Ci 形 ク ロス バー 収容 箱 (2 
トラ ッ ク に 積載 し た と ところ) 


A 


ユニ ッ ト を 


局 の 合理 的 な 運営 方 策 と し て 今後 大 幅 に 採用 され る 見 
通し で ある が , さら に 可 搬 形 電話 局 装 置 と し て の 応用 
も 大 い に 期 待 さ れ て いる ・. 

(B) C2 形 自 動 交 換 機 

C2 形 は 先 た に C20 形 が 実用 化 さ れ , 今村 , 西 宇 部 
等 6 局 が 実施 され た が , 本 年 度 は 特に つぎ の 点 を 付加 
し , C21 形 自 動 交 換 機 と し て 標準 化し た . 

端 局 , 従 局 用 と し て 兼用 可能 . 

親 局 方 式 と し て A,H,XB,CB に 適合 可能 ・ 
部 品 , 回 路 , 実装 統一 . 

セ ャ ンダ 付加 可能 . 

収容 加入 者 は 約 局 1,000. 

レジ スタ 最大 20 個 . 

加入 者 線 継電器 に WK 形 継電器 を 採用 . 

C21 形 と し て 
は 五 分 市 (福井 
県 武生 の 端 局 ), 
小島 (熊本 の 従 
局 ) に お いて 現 
在 工事 中 で あ 
2. 

C21 形 の 中 
継 方 式 図 を , 図 図 1.2.2 C21 形 ク ロス パー 次 換 機 
1.2.2、 に 示す . 中 継 方 式 図 ( 親 局 A 形 ) 

(©) C3 形 自動 交換 機 

C3 形 は 終局 容量 8,000 HCS 程度 の 無人 小 自動 局 
用 と し て 既に 実用 化 さ れ て いた が , 親 局 と し て A/;H, 
に 限ら れ て いた . 親 局 と な る C4.5 形 自 動 交 換 機 の 標 
維 化 に 伴い , これ と の 相互 接続 た 必要 な 機種 の 追加 と 
共に , C31 形 と し て 標準 化 を 行なっ た . 

本 年 か ら 来 年 に かけ て の 実施 局 は , つぎ の と お り で 
ある ・. 


SOOO 有 DE 


三国 , 芦原 (いずれ も 福井 の 端 局 ) 

三芳 , 丹 原 (いずれ も 愛媛 県 王 生 川 の 従 局 ) 

(①D) C4,5 形 自動 交換 機 

C4.5 形 は 1,000 回 線 未 満 の 単 局 地 か ら 複 局 地 まで 
の 適用 範囲 ゃ もつ 一 般 的 な 市 内 用 クロ スバ バー 方式 で , 
わが 国 の クタ クロス パー 方 式 中 , 唯一 の 部 分 共通 制御 方 式 
で あぁ ある. C4,5 形 と し て は 先 に 府中 , 散 等 外 4 局 に お 
いて 実施 され た C40,50 形 を 経て , 本 年 に 至り 福井 
町 田 外 2 局 に お ける C41,51 形 の 商用 試験 結果 に る も と 
づき , LS 階 科 と し て の 標準 化 が ほ ば 完成 され た . て 
れ と 同時 に , 集中 局 あ る い は 中 心 局 階 位 に お いて , 本 
交換 機 を 採用 する に あぁ あたり, C5 形 の 部 分 に 対し 市 外 
回 線 の 中 継 交 換 機 能 を 付与 すべ く TS 階 欄 に 必要 な 方 
式 お よび 機器 の 実用 化 を 完成 し た . 現在 国分 寺 , 沼津 
等 外 数 局 に お いて 工事 中 で ある . 

(PE) C6 形 自 動 交 換 機 

二 線 式 4 段 スイ ッ チ フレ ー ム 形式 の タン デム 用 交換 
機 で , 35 年 度 末 京都 市 外 局 の 市 外 発信 交換 機 と し じ て 
は じ め て 実用 され る と こと と な っ て いる 。 ま た 東京 市 外 
局 , 霞ヶ関 , 新宿 の 3 局 に つい て も 工事 が 進め られ つ 
つ あ ぁ あり , 自動 即時 発信 交換 機 お よび 市 外 着 信 交 換 機 と 
し て 使用 され る . 

市 外 発信 交換 機 に 対す る C6 形 の 導入 に より 市 外線 
の 大 群 選択 , 生 回 中 継 接続 筆 が 可能 と な り 回 線 綱 全体 
と し て の 経済 化 が は か られ , また 選択 番号 に つい て も 
着 局 符号 形式 と な る の で 自由 度 が 増す 結果 と な る . 一 
方 全国 番号 計画 も 加入 者 の 起 速 な る 増大 と 市 外 サ ー ビ 
ス の 合理 化 , 改善 な どの 点 よ り 9 数 字 化 , 市 外 識別 和 
号 の “0” 統合 な ど 再 検討 が 行なわ れ て いる . 

(F) C8 形 自 動 交 換 機 

四 線 式 中 継 交 換 に 用 いる と と を 主 目 的 と する 交換 機 
で , 34 年 11 月 仙台 市 外 局 に お いて 使用 を 開始 以来 良 
好 な 成績 を 修め て いる . 35 年 度 は 大 阪 市 外 局 に お い 
て 工事 を 進め , 36 年 度 初頭 に は 開通 の 見 込 で ある . 
また 東京 市 外 局 に お ける 工事 も 進め られ て いる の で , 
総括 局 お よび 大 中 心 局 用 機器 と し て は ほぼ ば 固まっ た と 
言い 得る 段階 に ある .、 し か し 四 線 式 中 継 交換 た 伴う 多 
段 中 継 の 自動 , 手動 即時 網 の 円 滑 な 運用 を は か る た め 
に は な お トラ ヒッ ク 和 制御 , 市 外線 自動 試験 , 四 線 式 手 
動 中 継 交換 等 付帯 設備 ゃ 完備 する 必要 が あり , と れ ら 
の 方 式 検討 機器 実用 化 が 進め られ つつ あぁ ある. 


1.2.3 市 外 自 動 課金 方 式 
将来 全国 加入 者 ダイ ヤル を 可能 と する た め の 課 金 装 
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放 。 買 に つい て 方 式 の 検討 が 行なわ れ て いら が, 現在 の 料 
半 人 金 制度 で は , 中 長 距離 自 即 の 拡張 に は 不適 当 な 点 が あ 


り , また 課金 装置 の 経済 化 も 困難 で あぁ る 等 か ら 制 度 の 
改 親 を も 必要 と する も の で あっ て , その 主要 点 は 料金 


域 制 の 採用 , 距離 測定 の 直線 化 , 距離 別 時 間 差 法 の 
採用 , 帯域 制 採用 に 伴う 近 距 離 料金 格差 の 補正 等 で あ 
り , 慎重 な 検討 が 行なわ れ て いる 

将来 の 市 外 課 金 方 式 と し て , 通信 研究 所 た に お いて 
で C で AMA 方式 の 実用 化 が すす め ら れ て お り , そ の 構成 は 

(i) 発信 局 装 置 SXS,XB 等 市 内 交換 機 に 付加 
し て 設備 し , 発信 加入 者 情報 の 検出 , 転送 を 行なう . 

( 盾 ) 市 外 局 装置 XBTS 交換 機 に 付帯 し て 設備 
し , 通話 情報 の 記録 (磁気 テー プ ) を 行なう . 

(3 抽 ) 計算 局 装 置 課金 計算 専用 の 計算 機 と し て 

較 料金 計算 , 分 類 , 印刷 を 行なう . 
4 計算 局 装 置 , 市 外 局 の 記録 装置 は パラ メト ロン を 皇 
| 要 構 成 素子 と する 電子 装置 で あっ て , 情報 処理 能力 の 
較 高 来 化 を は が っ て いる 1』 35 年 度 末 試作 機 を 完成 し 総 
合 シ ステ ム と し て の 試験 を 開始 する ・ 

な お 近い 将来 に 予想 され る 料金 制 切 替 を 容易 と する 
| た め に , 現在 短 距 離 自 即 に 使用 し て いる 3Z(2Z) の 
設計 変更 を 行ない , 切替 作業 の 容易 な 改良 3Z(2Z) 
の 実用 化 を すす め て いる . 


1.2.4 現 方 式 機器 の 改良 


の 市 内 交換 機 

(i) 交換 機 不 平衡 回 路 の 改善 。 現在 各種 交換 機 
選 使 用 し て いる 話 中 斉 周波 数 は , 基本 周波 数 133 c/s 
で , 市 2 回 線 の 頒 送 湖 外 く な る た め 伝 ※ 損 失 が 大 き 
| く 区 忠 と な る . と れ は 400c/s に 変更 する 予定 で , 
迷 部 の 局 じ に お いて は 有 既に 切替 え 実 施し て いる . し か し 現 
| 在 の A 形 お よび 且 形 交換 機 は 話 中 音 , 呼出 音 等 の 信号 


- で 二 通話 線 の 対地 1 イ ン ピ ー ダ ンス が 不平 衡 と な 
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り 解決 じ た . SE 科 
( 盾 ) 長 距離 局 間 用 機器 の 実用 化 現行 の 通話 損 
失 配 分 た 適合 し た ケー ブル を 使用 する と , ケー ブル は 
相当 細心 化 さ れ 局 間 抵抗 は 増大 し , 従来 の 1 喘 選 レ ピ 
ー タ ;」 2 号 D セ レク タ で は 接続 不能 と な る と と が 予想 
され る が , 高 抵抗 の も と で る も 接続 可能 で し か も コス 
ト の 低下 を ね ら っ た 1 レレ 8 こ 層 光る 再 KKE 
が 実用 化 さ れ , 今後 の A 形 局 間 機 器 の 標準 品 と し て 使 「 
用 され て 行く 方 向 と ある . と くに 2,0009 以上 の 抵抗 
の 場合 と に は , セレ クタ の イン パル ス 継 電 串 な ら び に 。 
レピータ の 応答 監視 継電器 を 局 電 池 お よび プー スタ 電 
源 に より 駅 動 す る と と に より , 最高 4.0002 まで 使用 
可能 と し た も の で あぁ あり, さ ど に 2 号 式 セ レク タ は ドラ 
ンク ホル ダ 。 レピータ の 機能 を 有 し て いる の で , 2 弓 7 
K ャ セレ クタ か ら 再 び 局 外 へ 接続 され る 場合 は 』 局 間 抵 
抗 が 1,2002 まで な ら ば レピータ を 必要 と し な い 。 耳 
形 に つい て は , 市 内 接続 に 必要 な すべ て の 信号 を 中 継 
する 必要 が あり , 現在 どの レピータ と 異 な り , タイ 
ィ インパルス, 席 数 合 飼 算 用 電池 , 応答 信号 等 を 中 継子 る 
レピータ を 必要 と し , 現在 大 阪 に お いて 吉 験 を 実施 中 | 
で ある 2 a 
Gi3) 中 監 査 装置 の 実用 化 2 
ETA UT 
験 を 実施 し , さら に 通知 台 の 喘 監査 回 路 に 入れ て 度 
登 算数 の チェ ッ ク 等 を 行なっ て 加入 者 に 回 答 を 行 な 
で て きた が , 千 の 大 部 分 は 加入 者 便 の 則 解 に よる も の | 
で あっ て , 機械 側 に 原因 の 発見 され る と と は ほとん どど 
な い . し か し 現在 の 課金 方 式 は いわ ゆる 詳細 
式 で は な い の で , OE 
と と が で きず , 結局 水 掛け 論 に 終わ る 場合 が 多い 。 
の 呈 生 を 負 ペ する だめ 本 凌 本 裕二 化 し 。 半 居 各 の 
あっ な た 加入 者 回 路 に 接続 し , その 加入 者 の 通話 状況 す 
な わら ち 発 信 時 刻 , 対 手 番 号 , 対 手 応 答 時 刻 , 慶 数 


苦情 に 対す る 適切 な 資料 を 作成 する と と と な っ 」 
Ei 
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在 東 京 , 大 阪 を 始め 各地 に お いて 商用 試験 中 で ある . 
iv) 西 形 吸収 レピータ の 実用 化 東京 に お ける 
局番 3 数 字 化 に ひき っ つづ き , 大 阪 に お いて も 37 年 2 
月 に 局番 の 一 斉 3 数 字 化 が 実施 され る 予定 と なっ て い 
る 。 こ て の 場合 , 現 局 番 の 末尾 に “1” を 付加 する 方 法 
に て 3 数 字 化 を 行なう が , 付加 数 字 に 対し て 吸収 機能 
| を も ち , 他 の 数 字 に 対し て は D.L. サー ビス を 提供 す 
る 装置 が 実用 化 で きれ ば , セレ クタ を 1 ステー ジ 増 設 
すろ より 経済 的 と な る . と の 目的 の た め に 20 回 線 
了 ロ 条 丹 吸収 レピータ を 実用 化し , 工事 の 容易 性 と 経 
済 化 を 計る と と と し た . 
, (B) 手動 市 外交 換 機 
7 (3) 6 号 形 市 外 台 従来 使用 され て いた 24V 
放電 源 を 用 いる 3 号 形 , お よび 5 号 形 市 外 台 に 代わ っ て 
48V 電源 を 用 いる 6 呈 形 市 外 台 が 完成 し た . 今年 度 
より 新た に 工事 を 行なう 市 外 局 , 自動 改 式 局 の 市 外 台 
と し て は ほとん ど が 6 丹 形 市 外 台 だ よる こと と な り , 
電源 設備 や は じ め と する 施設 の 合理 化 , 経済 化 が 進め 
らち れ て いる . 
( 手 ) 受付 装置 


クロ スパ ー ス イッ チ に よっ て 座 


1.3 線 
正 員 妻 


> 線路 部 門 の 本 年 度 の 動向 を 要約 する と , つぎ の 通り 
いであ る. 

DT ゲー ブル に 関し て は その プラ スチ ッッ ク 化 と 多 
有 陳 伝送 路 の 開発 の 線 に 沿っ て 技術 は 進展 し て いる ・ 前 
隊 。 者 に つい て は 市 外 PEF-PP ケ ー ブ ル , スタ ル ペ スケ ー 
放 且 プル の 採用 に 引 つ づき , プラ スチ ッ ク ケ ー ブ ル の 長所 
| を 生か し た 新しい 架空 お よび 地下 配線 方 式 の 開発 , 細 
心 多 対 市 内 PEF-P ケー ブル の 実用 化 等 が あり , 後者 
放 】 に つい て は 和 心 同 由 方 式 の 実用 化 等 が を の お も な も の 
ある 

(i) 線路 施設 の 面 で は 地下 管 路 , 架空 線路 構造 物 
間 の 経済 化 と ガス 方 式 , ケー ブル 心 線 移動 対策 等 保守 方 
」 式 の 改良 た 重点 を お き 技 術 開発 が 行なわ れ て いる . 
等 で ある が か , 以下 と と れ ら の 概要 に つい て 紹介 する ・ 


| 191 ケー プル 


8 新しい 保 補 配線 法 
| 前 年 度 の 基礎 資料 調査 に 基づい て , ケー ブル な ら び が 
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席 に 対す る 負荷 分 配 を 行なう C91 過 受 付 装置 が , 符 


古屋 市 外 局 の 待 時 記録 お よび 市 外 案 内 に 対し て 35 年 


4 月 より 使用 を 開始 され た . と これ に よっ て 受付 方 式 に 
つい て の 種々 の 基本 的 資料 を 得る よう に 商用 試験 を 進 
め て いる が , な お 小 局 用 の 受付 装置 と し て クロ スバ パー 
スイ ッ チ を 1 段 で 分 配 す る 形式 の も の を 実用 化 中 で あ . 
る . と これ は 34 年 度 仙 台 市 外 局 に お いて まず 実施 され 
る 予定 と な っ て いる. 

(i) 手動 台 集 中 方 式 自動 化 の 進展 と と も る に 手 
動 台 を 有 し な い 端 局 が 増加 し つつ あぁ る . この よう な 無 
手動 局 と 親 局 と の 間 を 結ぶ 回 線 を 重信 構成 し , また , 
搬送 化す る た め に は , これら の 回 線 に 適する 信 弓 方 式 
を 決定 し , 必要 な 装置 を 新た に 実用 化し な けれ ば な ら 
な い 、 

そこ と で 重信 を 構成 し た 区 間 に 対 する 市 外出 中 継 線 , 
特殊 番号 受付 線 と し て は CX 信号 方 式 を 用 いる と と と 
な り , 必要 な 諸 装 置 の 実用 化 を 行なっ た . また 搬送 国 
線 の 場合 に は 帯域 外周 波 を 用 いた OD (3 SXS)] も 
し く は OM ( 対 XB) 方 式 を 用 いる と と で 検討 を 進め 
て いる . 


路 
了 藤 達夫 


に 接続 端子 函 の 試作 を 完了 し, 試用 試験 を 東京 杉 六 
局 , 大 阪 今里 局 管 内 で 実施 中 で ある . (工程 : 東京 0.5 
mm 200 p, 100 p, 60p, 40p, 20p の 各 ケ ー ブ ル 合計 
約 1.5 km 接続 端子 画 45 個 、 大 阪 0.5 mm 100p, 
6O0p, 40p, 20p の 各 ケ ー ブ ル 合計 約 1.8 km 接続 敵 
子 函 50 個 ) ケー プル の 構造 と し て は , 心 線 の PE 絶 
緑 被 栓 ユニ ッ ト 抑 え 巻 紗 ゃ 青 和 緑 茶 印 紫 黄 赤 白 の 9 
色 で 着色 し , 10 対 と 20 対 の ュ ユニット で 構成 され て お : 
り , 端子 男 は スタ ッ プ ・ ケ ー ブ ル を な くし て 吊 線 に 直 
接 に 取付 ける 構造 と し , 開閉 は 自由 と し , 内 部 に は 4 
対 端 子 ブ ロッ ク を 1 単位 と し て 必要 な 数 の ブロ ッ ク を : 
取付 ける と と と し た . 

すでに ケー ブル , 端子 函 の 構造 お よび 工法 等 に つい 
て は , ほぼ ば その 検討 を 終わ っ た が 非常 に 好評 で ある . 
な お 保全 運用 面 に お ける 問題 ( 線 番 対 照 箇 の 正確 性 
の 保持 , 加入 者 発生 ・ 取 消 ・ 移 転 等 に 対す る 処理 等 ) 
NS A dT 
ある . 
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(B) 地下 配線 方 式 

最近 の 都市 計画 , 特に 商店 街 に と お ける 美観 上 等 より 
聞 下 配線 方 式 の 要望 が 強い が , プラ スチ ッ ク ケ ー ブ ル 
を 使用 し て その 特色 を 生か すこ と と に より 。 鉛 被 テ ー ブ 
ル に 較べ て 保守 水準 の 向上 , 線路 施設 の 経済 化 , ケー 
ブル 心 線 利 用 率 の 改善 等 が 期待 され る の で , 各種 検討 
の 結果 その 試用 試験 を 実施 する 段階 に と な っ た ・ 

本 方 式 は 配線 ケー ブル に 色 別 PE-P ケー ブル を 使用 
し , 東 線 路 は 記 減 せ ず 平板 防護 等 に よる 直 埋 と し , さ 
ら に 環状 形 配線 に より 発達 予想 の 変動 に 対処 する . 

加入 者 へ の 配線 は , 簡易 な 手 孔 に 接続 配線 函 を 設置 
し , そこ から 任意 の 局 線 を 引出 せる よう に し て , 状況 
に 応じ て 地下 用 屋外 線 , 地下 加入 者 ケー ブル ある い は 
配線 柱 よ り の 和 架空 引込 み に と により 加入 者 まで 配線 する も 
の で あり , 本 年 度 末 関東 , 東京 近 寺 , 東海 の 各 通 信 
詞 管 内 で 行なう 予定 で ある . 

(©) 市 内 PEF ケー ブル 

前 年 度 に 紹介 し た 市 内 PEF ケー ブル (合成 樹脂 発 
泡 塗 装 電線 ) に つい て 本 年 度 は , ケー ブル と し て 集合 
し た 場合 の 製造 上 の 問題 , 現場 に お ける 布設 接続 上 の 
庫 題 に つい て 検討 を 行なっ た . 

ケー ブル の 特性 は , 放線 径 0.32 mm へ ~0.65 mm に 
わた っ て 静 電 容 量 50 nF/km, 静 電 結 合 の 平均 値 150 
pF, 最大 値 800 pF (500m あぁ あたり) と する と と が 可 
龍 で , 絶縁 抵抗 , 絶縁 耐圧 等 は 従来 の 市 内 ケー ブル と 
同等 ある い は それ 以上 が 期待 で き , 製造 も 素 線 16 本 
持 け ある い は 20 本 掛け が 可能 と な っ た . 

一 方 布設 接続 に つい て は , 鎌倉 局 に お いて 200p 
( 提 空 ),1,600p (地下 ) を 架 渉 布設 し て 工法 な ら び に 
心 線 接続 後 の 抵抗 の 変化 等 に つい て 検討 し , 銚子 局 で 
100p, 800p の 自己 支持 形 ケ ゲ ケー ブル を 架 渉 し て , 風圧 
荷重 と 対す る 試験 等 を 行なっ た . さら に 白金 局 で は , 
3;800p を 布設 し て , 最大 外 径 ケー ブル に 対す る 布設 


| 接続 上 の 検討 を 行なっ た が , いずれ る も る 好 結 果 を 得 て い 
a 


と れ ら の 結果 より , 実用 の 目途 を 得 た の で 36 年 度 


初め 昭和 局 の 改 式 工事 に 市 内 PEF ケー ブル を 試用 す 


EE oT « | 
①) 細心 同軸 ケー プル 
本 年 度 初 頭 よ り 土浦 一 水戸 間 55 km) に 4 心 お よ 


" び 8 心 細心 同 下 ケ ー ブ ル を 布設 し , 各種 伝送 特 作 布 設 


殖 潜 お よび 接続 工法 に つい て 検討 を 行なっ た . 


> 

¢ 
i 
に 


伝送 特 幅 の うち イン ピー ダン ス お よび 減衰 量 特性 は 


i 注記 特 供 た つい て 
Dd 
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RA der KR 


は 達 端 の 最悪 が 90 dB, 近 端 が 110 dB で いずれ も 
Ne i ON まな た 伝送 

漏 話 と 中 継 器 の アァ ー ス 系 の 関係 , お よび ケー ブル 漫 
ate or a 
た 結果 , いずれ も 支 隙 な いと の 見 通し を 得 て い る . な 
お 交流 電鉄 に よる 誘導 妨害 等 に つい て は 引続き 調査 を 
実施 する 予定 で ある . 

布設 工法 に つい て は 市 外 PEF-P ケー ブル と ほぼ ば 同 
様 に 実施 し て 支障 な く , 接続 工法 に つい て も 今回 の 試 
験 に より 確立 する と と を 得 た : 

(EE) 防 触 海底 ケー ブル 

防 触 海底 ケー ブル と し て は , 従来 PVC 被 界 外装 鉄 
線 が 採用 され て いた が , 鉄 量 の 減少 に 伴う 機械 移 強 度 
の 不足 の た め 場 合 こ によって は 問題 が ある . 最近 実用 化 
され た エポキシ 防 触 鉄線 は , 亜鉛 鐘 鉄 線 を クロ メー トド ト 
契 理 し , その 上 に ェ ポ キシ 樹脂 を 焼付 けた も る ので, エエ 
ポキ シ 樹 脂 の 絶縁 性 に よっ て 鉄線 の 防 触 性 が 期待 され 
る と 同時 に , PVC 被覆 の 場合 の ご ど と き 強度 の 低下 も 
考え ちら れ な い . 35 年 11 月 に は , 昌之 島 “ 中之島 間 
試用 試験 と し て 約 26 km の ェ ポ キシ 防 触 深海 線 が 布 
設 さ れ た . また 浅海 線 で は 外装 鉄線 を 負 性 と し , 電流 
の 流出 を 防ぐ , 陰極 防 触 法 を 併用 する と と が 考え ら 
れ , その 効果 が 期待 され て いる が , 近く 明石 海 呈 た お 
いて 試験 の 予定 で ある . 

(F) 誘導 し ゃ へ い ケ ー ブ ル 

電力 送電 線 の 直接 接地 方 式 の 採用 , 電気 鉄道 に お け 


る 交流 電化 の 実施 等 に 伴っ て 。 0 行 区 間 の 通信 線路 へ 


の 誘導 妨害 だ が クロー ズ 
ァ ッ プ さ で 来 だ が 
その 対策 の 一 環 と し で 
最近 国産 化 さ れ た プレ 
ス 法 に よる アル きき 被 ケ 
学 て 図 eS 直 夫 


防止 対策 と し て 試用 中 
で ある . 

ケー ブル の 設計 と し 
て は , 送電 線 の 接地 故 


ei | 


が 最大 約 .6,400V に も 
達する た め , と これ を 430V に 抑え る に は , し ゃ へ い 係 
数 7 必 ほど が 必要 で , と の た め ア ルミ 被 の 厚 さ を 1.5 


mm と し , 鋼 帯 外装 に は 0.8mm 厚 2 枚 を 巻い て 接地 


拭 抗 を 0 os ら て いる 


a 
, 


御 母 衣 幹線 より の 誘導 "1 


障 時 に お ける 誘導 電圧 


114 昭和 35 年 度 に お ける 通信 お よび 電子 応用 の 事業 展望 : 公衆 通信 


な お アル ミ 被 ケー ブル の 接続 に は 鉛管 を 使用 し て い 
る が , 異種 金属 間 の 電 触 を 考慮 し て , 自己 融 着 テー 
プ ・ 保 護 用 PVC テー プ を 用 いて 防水 を し , 地下 用 に 
は さら に 接続 画 を 使用 し て , と これ に コン パウ ゥ ンド を 充 
填 し て 防護 を も し て いる ・. 


1.3.2 線 路 施設 


(A) 硬質 ビニ ー ル 管 路 

従来 地下 管 路 と し て 鋳鉄 管 , ジュート 巻 鋼管 を 主 と 
じ て 使 用 し て いる が , 線路 施設 の 経済 化 と 設計 の 合 
化 を は か る た め 硬 質 ビ ニー ル 管 の 実用 性 を 検討 する と 
と と し , 横須賀 その 他 数 区 間 で 試用 試験 を 開始 し た . 

と の 利点 と し て は 電気 絶縁 性 お よび 耐 化学 薬品 性 が 
極め て 優れ て お り , 摩擦 係数 が 小さ い の で 長 ス パン の 
ケー プル 布設 が 可能 で あり , 接続 方 法 が 非常 に 簡単 で 
ある : さら に 重量 が 軽い の で 取扱 い が 容 易 で ぁ り , 橋 
深 添 果 の 際 重 量 を 制限 され る よう な 場合 有利 で あり , 
価格 る 現用 管 種 に 比 し 約 半 分 で ある 等 が あげ られ る . 
じ か し 一 方 で は 熱 膨張 係数 が 大 きく 鋼管 の 約 8 倍 程度 
あり , つる は し 等 の 失っ た も の に よる 衝撃 に 弱い こと 
と 天性 変形 の 大 きい と と , 温度 上 昇 た より 強度 が 低 
下す る 等 の 欠点 を 有 し て いる の で , と これ ら の 適応 性 に 
つい て 検討 を 行なっ て いる . 

(B) 乾燥 空気 供給 装置 

市 内 中 継 ケ ー ブ ル に 対し て は 従来 窒素 ガス の 永久 封 
入 方 式 を 採用 し て いる が , ケー ブル 外 被 が 劣化 し て 小 
漏えい 孔 が 多く 存在 する と き や , ケー ブル 切替 が 舌 繁 
に 行なわ れる 場合 不利 で あり , か つ ガ ス 区 間 長 が 短い 
場合 で は 得策 で ない . と の よう な ケー ブル に 対し て 
は W 吹 流し ガス 方 式 す な わ ち ガス 圧 低 下 に 対し て 局内 
まり 自動 的 に 乾燥 空気 を 供給 する 方 法 を 用 いる の が 好 
才 し い . 

衣 】」 今回 試作 し た 乾燥 空気 発生 装置 は 流量 100 7/min の 

容量 を も ち , 空気 圧縮 機 で 約 5 kg/cm* に 圧縮 され た 


空気 を シリ カゲ ル を 用 いた 収 着 樹 を 通し て 20°C で 相 


対 湿度 2 以下 に 乾燥 し , と これ を 約 700 g/cm* の 圧 


用 で ヶ ケー ブル 内 に 自動 的 に 供給 する も の で ある . 本 年 
有 末 東 京 ・ 大 阪 に 各 一 台 設 置 し , 試用 試験 を 実施 する 予 


有 定 で ぁ る .・ 

) ( 〇 ) 海底 ケー ブル 高速 度 埋設 機 

有 有 | 海底 ケー ブル の 窒 食 お よび 人 為 障 害 を 防止 する 方 法 

| として, こと れ を 海底 に 埋設 する こと が 有効 で ある . と 

|| の 目的 の た め 高 圧 の 海水 を ノズル か ら 噴 射 し て 埋設 潮 
| を 元 さ くす る 埋設 機 が 実用 化 さ れ た . 当初 の 埋設 機 は 


ポン プ を 布設 船 に 搭載 し て , 高圧 の 水 を 海底 まで ホー 


ス で 導い て 噴射 する 方 式 を と っ た た め , 使用 で きる 水 


深 の 制限 を うけ , か つ 能 率 も 悪かっ た ・. 

と れ ら の 欠点 を 除き 埋設 速度 を あげ る た め に ポポ ンプ) 
を 埋設 機 に 直接 と りつ け , ケー ブル で 船上 の 電源 を 供 
給 す る 水中 駅 動 方 式 を 採用 し , さら に 埋設 状況 を 船上 
の 受像 機 で 監視 で きる よう 水中 テレ ビジ ョ ン 装 置 を 付 
加 し た 水中 テ レビ は , 船上 より 自由 に 達 隔 操縦 が で 
き , また 35mm カメ ラ と 連動 に な っ て いて 撮影 も 可 
能 で あぁ る . 本 装置 は 本 年 7 月 北海 道 増毛 沖の 布設 より 
使用 され 非常 な 好 結 果 を 収め て いる . 図 1.3.2 に 本 埋 
設 機 を 示す ・ 


図 1.3.2 高速 度 埋設 機 
①) ダイ フロ ン ガ ス に よる ケー ブル 漏えい 孔 探索 
ケー ブル の ピン ホー ル 探 索 方 法 と し て は 2 号 接 触 器 
に よる 方 法 , ガス 圧 分 布 の 測定 に よる 方 法 等 が と られ 
て いる が , 最終 的 に は ダイ フロ ン ガ ス に よる 方 法 が 一 
番 適 確 で あり , すでに 市 内 ケー ブル , 市 外 ケ ー ブ プル; 


搬送 ケー ブル に 適用 され 好成績 を 収め みて きた . し か し 
同軸 ケー ブル に つい て は 同軸 対 に 絶え ず 高 電 圧 を 印加 
し て いる 関係 上 , その 電気 的 特性 お よび 構成 材料 に 対 


する 影響 が 危ぶま れる 。、 こ と の よう な 観点 か ら 実 験 検討 | 


を 行なっ た 結果 , 100 必 濃度 の ダイ ィ イフ ロン ガス を 封入 


し 同軸 対 に A.C 1,000V を 課 電 し た まま で 約 50 日 _ 


放置 し て も なんら 変 化 を 生じ な いと と が 実証 され ; 
漏えい 孔 探 索 程 度 の 短期 間 封 入 は 支障 な いも の と 判断 
され た の で , 同軸 ケー ブル に も 本 方 法 を 採用 する と と ど 
李 

一 方 ダイ ィ イフ ロンガ が ガス 検出 装置 自体 を 小形 化し じ て 操作 
を 簡便 に し , 点検 能率 の 向上 を は か る た め , トラ ン ン 
スタ 化 を 行ない 二 量 約 和 1/2 程度 と し , Rs 
試験 中 で ある 、 
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(PE) 直 埋 お よび 管 路 ケ ー ブ ル の 移動 障害 対策 

最近 の 重 車両 交通 量 の 激増 に より , わが 国 に お いて 
| も 直 埋 ケー ブル の 心 線 移動 障害 が 33 年 頃 よ り 願 著 と 
有 有 なり, 今 依 ま すま す 増 加 の 傾向 に ある 熊谷 一 行田 そ 
の 他 炒 区 間 の 実測 結果 に よれ ば ケー ブル の 移動 量 は 自 
放 動車 の 交通 量 に 比例 し , ケー ブル 埋設 位置 が 深く か つ 
| 車両 通過 位置 より 離れ る と 急激 に 減少 する . また 軟 弱 
| な 地表 ほ ど 移 動 を 生じ 易く , 移動 は すべ て 車両 の 進行 
方 向 に と 生じ て いる . と の 移動 は 路面 荷重 に よる 地盤 の 
沈下 で ケー ブル に 生じ た 軸 方 向 の 応力 に 起因 する も の 


と 考え られ る の で , と れ を 防止 する た め に は ケー プア 
を 防護 管 ま た は トラ フ に 収容 し て 局部 的 な 沈下 を 防 
ぎ , 同時 に 直接 的 外力 か らち しゃ 断 す れ ば よい も の と 推 _ 7 
定 さ れ , 現在 まで に と の よう な 対策 を 実施 し た 区 間 で 
は 十分 な 効果 を 収め て いる 
hic RR RE 
えら れ て いた 高級 令 装 下 の 管 路 ケ ー ブ ル で 移動 の 発生 」 
が 報告 され , 原因 の 完 明 と 機械 的 な ほふく 防止 装置 の 
実用 化 を 検討 中 で ある ・ yo 


1.4 搬 


正 員 山 


1.4.1 
」 (④) 4Me (C-960) 方 式 


同軸 ケー ブル 方 式 


有 | で 鉄 用 以 4 年 を 経過 し , 現在 わが 国 に お ける 最も 軍 
"i 全国 的 に 実施 され つつ あぁ 
有る. し か し 方 式 と し て は , と れ ま で 適当 な 長 距離 区 間 
| が 得 ら れ な か っ た た め , 長 距離 方 式 と し て 最も 重要 な 
等 化 方 式 の 確立 等 の 検 計 すす べき 問題 が まだ 残さ れ て い 
た が , 34 年 末 よ う や く 東 京 一 大 阪 問 ( 約 650 km) の 
長 画 衣 区 間 が 開通 を みた の で , と の 区 間 に お いて 本 年 
2 月 お よび 4 月 に 雑音 その 他 の 品質 調査 , 8 月 より 9 
有 | 月 < か け て 等 化 に 関す る 調査 を 実施 する とこ と が で さき 
有 た - と の 結 果 , 種々 の 問題 点 と それ に 対す る 必要 な 措 
人 を ほぼ 明らか に する と と が で きた . 

な お 本 方 式 の 端 局 装置 は 有 , 無線 を 問わ ず 他 の 多 宣 
式 に る 共通 に 使用 され て いる が , と れ に つい て 現在 
RE RF 


置 の 試作 が 完了 の 見 込み で ある . 


本 周 三 a 


- 考 
| この 方 式 は CCITT 規格 に 基づく 960 ch 同軸 方 式 . 


i WH 
策 と し て , 本 方 式 の 実用 化 が 急 に 必要 と な り ! 
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る と れ ら の 小形 化 の 割合 は 約 ke 
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向上 対策 と し て , 実用 化 が 促進 され た AGC 関係 に っ 
いて も , 60kc パイ ロッ ト を 用 いる SHF 用 AGC が 
10 月 下旬 か ら 東京 一 大 阪 間 に て 穫 用 試 険 に 入っ た ほこ 
か , 411.92kc の 超 笑 パイ ロッ ト を 用 いる 超 椅 AGC \ 
が 36 年 1 月 試作 完了 の 見 込み で ある . 8 
(B) 12 Me 方 式 
本 方 式 は 4Mc 方 式 と 同じ く 標 準 形 同軸 ケー プル を 
用 い 電 話 2,700 ch, テン 
ch を 伝送 する 方 式 で 34 年 3 月 より , 熊 ヶ 谷 一 
(折返 し 約 90 km) に て 通 研 に よる 現場 試験 が 行 
れ て いる が , 伝送 路 に つい て は , す で は 品質 上 も 
性 か らい っ て も 長 距離 伝送 方 式 と し て 使用 し 得る 
し が 得 ら れ て いる . また 端 局 装置 も 11 月 上 旬 , 
会 社 に よる 試作 機 が 完成 し 現在 試験 検討 中 で ある 0 
特に 問題 が な けれ は 36 年 度 内 に は 一 二 の 区 問 て 
行 的 に 商用 た 供し 得る る も の と 思わ れる . 
©) 6 Me 方 式 半 が が 
最近 の 市 外 回 線 電 要 の 泊 増 は 実に 者 し く Me 7 
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設計 で , 総 ch 数 は 1,380 で あぁ る. 
び 給 電電 圧 は 4Mc 方 式 と 全く 
AC 1,000 V で , か つ 中 継 器 る 同一 の 寸法 で あり , 4 
Me 中 継 装置 の 若干 の 改造 で 容易 に プラ グ ・ イ ィ イン に 
り 切 換え 可能 な 点 , 中 継 所 割 入 れ 等 を 必要 と する 12 
Mc 実施 へ の 過渡 手段 と し て 極め て 有効 で ある . た だ 
し 雑音 特性 は 送出 レベ ル の プレ ェ エン ファ ャ シス を 10dB 
カ か け で は いる が , 4 Mc 以下 は CCITT 規格 を 満足 す 
る が , 高周波 部 は 満足 せ ず 適用 距離 は 100 km 前 後 と 
考え られ る . 

①) 細心 同軸 方 式 

ご の 方 式 は 内 , 外 導 体 径 1.2mm お よび 5.7 mm の 
PEF 充実 形 の 同軸 対 に 対し SG1 か ら SG5 まで の 
60~1,300 kc の 周波 数 帯域 を 使用 する 300ch 方 式 
で 人 孔 挿 入 可能 な 構造 の トラ ンジ スタ 々 中 継 器 を 用 
いま た 監視 方 式 と し て も 1,364kc (第 4 起 群 搬送 波 
相当 ) の パイ ロッ ト に よる は ほか, 帰 本 回 路 に 水晶 共振 
子 を 挿入 する と こと に よる 無 帰 還 利 得 を 監視 する 方 法 を 
っ て いる 等 画 期 的 な 方 式 で ある . 本 年 7 月 より 水戸 
一 友部 付近 間 約 13 km に て 中 継 伝送 路 に つい て 試用 
試験 が 行なわ れ て いる が , 等 化 度 特 性 は 12 中 継 に て + 
1:5dB (4 セク ショ ン の モッ プア ッ プ 等 化 器 挿 入 後 
土 0.3 dB), また 雑音 量 も CCITT 規格 を 最悪 の 周波 
・ な お 安定 


中 継 所 間隔 お よ 


i 6dB 上 大 i られ て いる . 
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(r) 中 絶句 草 休 
図 1.4.1 細心 同軸 方 式 用 固定 中 継 装置 


失 六 さ 


同一 の 9km お よび 


度 に つい て も レコー ダ に より 監視 を 継続 し て いる が , 
現在 まで 特に 障害 も る ない の で 36 年 度 中 に は 若干 の 区 
間 で 商用 に 供し 得る る も の と 思わ れる . な お , と の 細心 
同軸 方 式 に つい て は CCITT で 34 年 来 議 題 と し て 取 
り 上 げ ら れ ケ ー ブ ル , 方 式 に つい て の 諸 規 格 が 検討 さ 
れつ つ あ る . 


1.4.2 平衡 形 ケ ー ブ ル 搬送 方 式 


1.2 mm 紙 搬送 ケー ブル を 使用 する 四 線 式 方 式 て つ 
いて は , すべ て 安定 度 に 関す る 商用 試験 も 終了 し て お 
り , 方 式 と し て 特に 残さ れ た 問題 は な い . 現在 どの ト 
ラン ジス タ 化 に つい て 検討 が 進め あら れ て いる . 
0.9mm ケー ブル を 使用 する 二 線 式 方 式 に つい て は 
前 に 実用 化 さ れ た T-12 S-Tr ( 短 距離 対地 用 12 ch) 
方 式 を は じ め , T-12-Tr ( 長 距離 回 線 白 送 分 上 岐 用 12 
ch) 方 式 が 和信 戸 一 十和田 に で 4 月 に , T-8 S-Tr ( 短 
距離 対地 用 8 ch) 方 式 が 福井 一 武生 に て 3 月 に 商用 
化 さ れる に 至り 。 すべ て トラ ンジ スタ 化 が 終了 し た . 
と れ ら は 現在 安定 度 試 験 を 継続 実施 中 で ある が , い ず 


れる も 克 空 管 装置 に 優る と る 劣ら 中 良好 な 保守 成績 を 収 


め て いる . な お 現在 これ ら 方 式 の 中 継 器 は ロー カル 電 
源 設 備 に より 動作 させ て いる が , 建設 , 保守 の 一 層 の 
経済 化 と 簡易 化 を 図る た め 電 力 給電 の 検討 が 進め られ 
て お り , 10 月 に 松戸 一 野田 , 11 月 末 水 戸 一 日 立 で 一 
案 と し て 直流 定 電流 方 式 の 調査 が 行なわ れ た . 


1.4.3 音声 方 式 


音声 中 継 器 と し て は 双方 向 中継 器 と 端 中 継 器 が す で 
に トラ ンジ スタ 化 さ れ 各 地 で 使わ れ て いる が 。, 本 年 度 
ら に 機能 と 価格 お よび 小形 化 の 面 で 一 層 の 改良 を 図 
っ た も の が 実用 化 さ れ た . すなわち 双方 向 中 継 喘 と し 
て は 増幅 素子 が 従来 の 半分 で , か つ 直 流 信号 を 通し 得 
る も の が , また 端 中 継 器 と し て は 四 線 交換 局 専用 の も 
の が 3 月 大 阪 に お ける 試用 試験 を 経て 特 仕 化 さ れ た -. 
いずれ る も 36 年 早々 か ら 大 阪 , 東 京 を や 初め と し て 商用 に 
供 さ れる 予定 で ある なお, と れ ら の 1 架 あ た り の 実 
装 数 は 双方 向 中 継 器 が 側 回 線 専用 の S-1 形 が 120 ch, 
軍 信 構成 用 の P-1 形 が 90ch 分 , 端 中 継 器 が 84 ch 
分 と な り , 従来 それ ぞ れ 60 お よび 30 で あぁ っ た の で 
ほぼ ば 倍 に な っ だ た 

まな た 従来 , 市 内 ケー ブル と 交換 機 の 間 に は イィ イン ピー 
ダン ス 束 合 の た め の 中 継 線 輪 が 挿入 され て な か っ た 
が , 即時 化 た 伴う 市 内 伝送 路 の 損失 低減 の た め , と の 
反射 損失 の 救済 が 必要 と な り , 直流 信号 も 通し 得る オ 
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トト ラン ROS iiANGA ER Ca a rs 
\ hk 1.4.5 放送 中 継 方 式 } 
YW 
: 放送 プロ グラ ム を 秋声 の まま 伝送 する 8ke 域 の 


1.4.4 テレ ビ 伝 送 方 式 


35 年 9 月 カラ ー テ レビ 放送 の 実施 が 本 決ま り と な 
り , と これ に 伴っ て 元 来 白黒 テレ ビ を 対象 と し て 開発 さ 


~ 


音 放 方 式 は 34 年 来 ト ラン ジス タ 化 が 進め あれ て いた 
が , 35 年 3 月 中 継 喘 の み ま ず 八戸 一 十和田 で 商用 だ 
入り , 端 局 用 具 の 他 の 諸 装置 も 引続き 9 月 特 仕 制定 と 


. れ , 施設 され て いる 既存 中 継 伝送 設備 に つい て , その な り , 方 式 と し て の トラ ンジ ス 名 化 は 完全 を 終 子 層 
選 問題 点 と 対策 を 明らか に する 必要 が 生じ た 。、 と の た る め た . 長 距離 用 と し て , 多重 搬送 路 に 重ね 合せ て 使用 す 
| 3 月 以降 有線 ST リン クタ 用 の 同軸 ビデ オ 方 式 を 初め , る 10ke 帯域 の C-1 形 搬 放 方 式 も 音 放 に 引 続 い て ト 
及 買 ST リン クタ 用 ビデ オ ・ ペ ア 方 式 , 長 距離 伝送 用 の 。 ラン ジス タ 化 の 検討 が 進め られ て いた が 新 く 試作 も 終 
放 $Mc VSB 同軸 方 式 に つい て 相 つ いで 調査 が 行なわ れ を 35 年 末 京 都 一 福知山 に て -12-Tr 方 式 に 重ね 合せ 


で て いる. 
また , 最近 の テレ ビ 回 線 需 要 の 増大 と 網 の 複雑 化 に 


| 伴い , 画像 と 連動 し て 音声 を 切替 える た め の テ レビ 音 


| 吉 切 替 制御 装置 と , と れ に より 駅 動 さ れる 搬 放 切替 装 
四 の 収容 能力 を 8 (本 線 数 ) 対 4 (分 岐 回 線 数 ) か ら 


| 12 対 6 に 増大 し た 装置 が 実用 化 さ れ た ・ 


151008 が き 


| 1960 年 の 電信 事業 の お も な 動向 を 概観 する と 
9 電報 中 継 機械 化 は , 東京 大 総括 局 の 設計 を 完 


っ て し その 工事 は 着 形 も た 2 て と. 


放 科 加入 電信 は 中 心 局 方 式 の 完成 に より, 着 々 人 金 
1! 線 網 の 整備 と 加入 区 拭 の 拡大 が 図ら れ た と と ・ 
最 送 電信 方 式 は 加 線 用 , ロー カル 用 と し て ト 


スタ 化 の 謀 作 を 行ない 特に 短 距離 搬 信 方 式 は 
ロー カル 区 間 再 用 電信 展 世 < その 成 妃 が 則 


て の 試用 試験 が 実施 の 運び と な っ た . 本 装置 の 1 架 あ 
た り の 実装 数 は 真空 管 装置 の 1 シス テム に 対し 3 シス 
テム と な り , 非常 な 小形 化 が 行なわ れ て いる . 
また , 雑音 の 悪い 回 線 の 品質 改善 用 と し て 34 年 計 
作 き され た 放送 用 圧 伸 器 も , NO 
ら 調 査 が 行なわ れる 予定 で ある . 迷 


0 


原 和裕 
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を 遂げ つつ ある . . 
すなわち 34 年 度 末 , 加入 電信 サー ービス 地域 

入 者 数 1398 で あっ た が , 本 年 度 は その サー ビ 


末 る 。 500 I に 増加 する 予定 で ある ・ 

表 1.5.1 に 示す よう に 呼 数 る 毎年 10 必 宮 誠 ず 
加 し , その 収支 率 % 昭和 34 年 度 末 98。 和 
療 さ れ , よう や く 事 業 と し て 筆 道 K の る よう に 


の 導入 に より , デー タ 伝 送 
品質 の 解明 が 要望 され る に 
る デー タ 伝 送 と つい て 討議 


「「 た ・ と の よう な トラ ヒッ ク 増 伴い , 大 局 に お け 
ー 入 電信 料金 事務 の PCS に よ る 集中 機械 処理 方 式 た っ つ 「 


加入 電信 回 線 細 お よび 電話 回 


いて 検討 が 進め られ た . ま た テレ ックス 綱 の < 議 
に 大 き な 役 割 を 果す 集 信 装置 に つい て も , 小 窒 (8 


本 1 各 入 者 1 か 月 あたり の トラ セッ ク 
本 ot $ 
EE 5 
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CT 
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ジジ 
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「 様 書 の 作成 を お とこ ない 局内 転送 過程 に だ な お ける 電報 紛失 


の 予定 で あぁ る. 


有 分 を 収容 し , 受信 継電器 を 合 め て 全 ト ラ 
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へ 24 加入 ) の 1 形 装置 に つづ いて , 共通 制御 方 式 た 表 1.512 
よる 大 容量 (50~200 加入 ) 2 形 装置 (クロ スパ ー ス 項 "美和 衝 2 下 3 
イィ イッチ) の 実用 化 が すす め ら れ , 昭和 35 年 1 月 神 WE 時 失 人 
, 大 阪 に お いて 良好 な 試験 結果 を 得 , 100 加入 増設 明信 方 式 | 半 寺 
3 宙 i する 。 さら 通信 路 数 | 24chx2SYs 収容 |4W で Sch. 2W で 
に 発信 加入 者 番号 検出 の た め の セ ャ ンダ, デコーダ 回 路 。 搬送 周 涼 数 | 郊 導 和 絆 ーー 、 
の 電導 化 が 検討 され る と と と な っ た . - ーー 
作 和 財 波数 | スイ ッッ 30c | スイ 8 
1.5.3 鍵盤 配列 の 標準 化 総合 ひずみ | 6%BA 下 6%! 和 A 
第 産 性 本 部 の 印刷 電信 標準 化 表 員 会 に お いて は , 印 。 よ ラ ンジ ス esd ei 


刷 電 信 機 の けん 盤 配列 お よび 符 峡 の 工業 標準 化 を 目的 


yd 3 | 期 偏差 の 大 | 
こ 使 用 する ' 


> ? 
‘oo し 


と どじ し て, さ し あ た り 現在 も っ と も 一 般 的 に 使用 され て 
いる ペー ジ 式 3 段 シ フト の けん 表 配 列 な ら び に 符号 に 
つい て 種々 審議 を 重ね , 35 年 ‘9 月末 小 委 員 会 に お い 
で, その 標準 形式 を 現在 加入 電信 で 採用 し て いる 配列 
を 基本 と する 案 を 作成 し , その 線 に 沿っ て 最終 的 検討 
が 進め られ て いる . な お 本 案 で は 第 4 列 上 段 の 文字 が 
除 か れ て , その 符号 は 計算 機 連 動 の 場合 の ファ ンク タクシ 
ョ ンコ ー ド と し て 利用 可能 と な っ た . 


電源 電圧 | ー21V 寺 50 V 


1.5.4 中 継 機 械 化 


公衆 電信 網 の 機械 化 に つい て は 全国 帯域 30 交換 局 
の うち 70 用 の 改 式 を 完了 し , 35 年 度 に お いて は 天下 
山 と も いう べき 東京 総括 局 の 具体 的 設計 を 完了 し た . 
すなわち 前 年 度 に えら れ た 設計 方 針 に も と づい て , 仕 


防止 の た め の 第 7 さん 和 方 式 , その 他 け ん 列 さん 孔 機 
の AB ブロ ッ フ ク 機構 な ど に つい て 試用 試験 を 実施 し , 
実用 化 の 資料 を 求め た . また 中 央 学園 に 設置 され る 総 
括 局 用 TX-5 形 の モデ ルセット に つい て 各部 sack 涼 


図 A 5 


トラ ンジ スタ 多 


お と な い , 改善 資料 を えて 東京 局 用 装置 当 acasene. 
住 様 書 に 折り 込ん だ . 東京 総括 局 の 改 式 


呈 宴 は 35? 年 10 月 着工 37 年 2 月 完工 放 


1.5.5 搬送 電 信 


一 昨年来 調査 , 研究 され た 多 電 搬送 電 
信 方 式 の トラ ンジ スタ 化 は , よう や くそ 
の 試作 装置 が 完成 し , 昭和 35 年 7 月 よ 
り 東 一 阪 間 に お いて 試用 試験 に 入っ た : 

本 装置 は 標準 ベー 1 架 に 2SYS, 48 ch 


選 区 タク 1 化 じ 2 と と は , その 小形 化 と 共 2 ER 


C18) 


> 重光 信 溢 置 


キキ 50 ひ ヤヤ 


る . 将来 は 高 出 
カト ラン ジス ズ スズ 
の 開発 を は か っ 
て て ヤラ ジジ ベ 
タリ レー の 負 礁 
抵抗 を 増大 し , 
到達 地域 の 拡大 
な ら び に ケー ブ プ ブ 
ル の 細心 化 に 供 
え ね ば な ら な 
い : 
最近 の 専用 電 
信 の 傾向 と し て 
その 端末 が 中 心 
局 以 下 の ロ ー カ 
ル 区 間 に 延 長 さ 
れ て 来 て いる 


ダグ ンジ ジス 交 短 還 離 和 信 某 較 < 
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と の 区 間 の 搬送 化 は 経済 的 に る 回 線 安定 の 上 か ら る も 不 
可 欠 の 条件 と こと なら て 来 た . すなわち 約 20km 以上 に 
適用 され る 安価 で し か る 特性 の 安定 な 短 距 離 用 搬 信 装 
置 の 実用 化 が 強く 要望 され , 試作 を 行なっ た 結果 昭和 
35 年 6 月 完成 し , 7 月 水戸 一 日 立 間 に お いて 試用 試 
験 を 実施 し 引続き 直江 津 一 糸魚川 間 に お いて 商用 試験 
実施 中 で あぁ る. 本 装置 は 多重 搬 信 と 同様 全 ト ラン ジス 
タ 化 され た も の で あり , 全国 的 な 電信 回 線 網 の 一 部 を 
構成 し , 安定 な 多 中 継 回線 が 作成 し 得る よう 考慮 され 
て いる . 図 1.5.1 は 多 宣 搬 信 , 図 1.5.2 は 短 距 離 搬 
信 を 示す . 表 1.5.1 は その 電気 的 特性 で ある 


1.5.6 事務 の 機械 化 関係 


最近 , 電子 的 デー タプ プロセッシング の 分 野 は 急速 に 
発展 し , 電子 計算 機 を 使用 し た 事務 の 機械 化 が 盛ん に 
行なわ れ て いる . と これ ら 電 子 計 算 機 の 導入 が 本 格 化す 
る 1 36「 年 以降 は 。 テ レプ プロセッシング シス テム を 目的 
と する 専用 電信 回 線 の 需要 が 急増 し , 従来 の 予想 値 を 
は る か に 上 上 回 る と こと が 確実 視 さ れ て いる . 現に 最近 の 
専用 線 の 申込 は 非常 に 大口 と な り 一 社 で 100 回 線 , 
200 回 線 (銀行 関係 ) どい うぅ 大 規模 な る の すら 現われ 
Oe いる 50 ボボ 8 みな 0 サー ビス で まかなう か , 
新規 サー ビス と し て 高速 春 の デー タ 伝 送 サ ービス で ま 
か な うか が 重要 な 問題 と な っ て き て いる . と この よう に 
通信 回 線 を 利用 し た デー タプ ロ セ ッ シ ン グ は , 在 来 の 
電信 伝送 , 電話 伝送 と いう ぅ 公社 本 来 の 電気 通信 業務 と 
は 異な っ た 分 野 を 醸成 し つつ ある 現状 で ある . この た 
めい わい ゆる 第 .3 の 電気 通信 サー ビス の 要請 に こたえ る 
め の 

(i) デー タ 伝 送 方 式 の 規格 と その 回 線 綱 の 構成 

(a) 高速 度 デ ー タ 伝送 (1,000~2,500 ボー). 
Cb) 低速 度 デ ー タ 償 送 50~200 ボー)・ 

Cii) 入出 力 装 置 の 開発 と その 規格 化 . 

i) 無 誤字 方 式 の 規格 化 . 

GG の 加入 電信 に よる デー タ 伝 送 . 

(v) 新規 サー ビス の 開発 
等 の 調査 を 行ない つつ ある が , ⑪ に つい て は 通信 研 
究 所 よって, 東京 王 高崎 間 12 Mc 同軸 た に より, 東 
「 京 一 福岡 間 マ イク ロウ ェ エー ブ 回 線 に より AM,FS,PM 
て の 各種 変調 方 式 に つい て 0007 ボ デー 計 2,S00! 選 の 
0 高速 度 符 号 伝送 試験 を (iv) に つい て は 105 名 の 加 
0 ー の 符 


ld 


号 伝送 試験 を , さら に 搬 信 4 区 間 ま で の 加太 者 間 の 伝 
送 実験 を 行なっ た ③⑧, Gj) に つい て は , IBM 機械 
組織 未 設 置 の 信越 , 北陸 通信 局 に , 試作 の さん 孔 タ イィ 
プラ イタ , テー プ 検 孔 機 , 無 誤字 送受 信 装 置 を 設 
一 方 本 社 の IBM 機械 計算 室 ド に 無 誤字 受信 装置 と テー 
ツー が っ ド コラ ランバ パー= タ 々 みみ 設 集 で 34 年 gi 二 0 
両 通 信 局 の 経理 伝票 を 本 方 式 に より 本 社 へ 伝送 し , 
CPS で 計算 処理 する 方 式 の 調査 を 実施 し て いる さ 
らち に 35 年 12 月 本 社 の IBM 機械 計算 室 に カー ド ツ 
ー テ ー プ コン パー タ を 設置 し , 計算 結果 の サマ リカ ーー 
ド を テー プ に 変換 し , これ を 両 通信 局 に 伝送 処理 する 
調査 を 引続き 実施 する 予定 で ある . 


1.5.7 CCITT の 動向 


本 年 3 月 ジェ ネバ パ 【 0 1 回 CCITT 人 第 43 作 
業 部 会 が 開か れ , デー タ 伝 送 の 問題 が 討議 され た . 結 
論 の うち , お も な も の は つき ぎの よう な も の で ある 

(i) 符号 の 対応 を 明確 に し た と と ・ 

AM お よび FS 方 式 に つい て 計算機 の 入出 力 符 同 
“1 お よび “'0” と 電信 符号 の 対応 を 明確 に し た : 

(向う 加入 電信 納 に よる デー ネタ 伝送 の 場合 の デー タ 
通信 開始 お よび 終了 の 際 の 符号 を 取り きめ る こと と ・ 

Gi) 試験 速度 お よび 試験 情報 量 , 試験 ブロッ ク を 
つぎ の 通り 決め た . 


通 信 速度 | 専 用 回 線 | 変換 回 線 


50750 ボー 2X107 ビ ッ ト 4Xx10" ビ ゼット 
1,000~—1,500 ヶ 4Xx10? » 8x10" » 
2,000~2,500 ヶ 8xXx107 » 2XAP 


また , 結果 を 比較 する た め に 500~750 ボー お よび 
1,000~1;500 ボー の 範囲 で は 250 ビッ ト / 秒 を 1 ブロ 
ッ ク と し , 2,000~2,500 ボー の 範囲 で は 500 ビッ ト / 


秒 を 1 ブロ ッ ク と し て 用 いる と と ・: 約 64 ピッ ト の 小 


ブロ ョ ロック に つい て る 試験 を する と と と し じ し た . 

Gv) その他 ェ レ メン ト 誤 り 率 の 測定 , 送出 レベ ペル 
に つい て 勧告 され た ._ 

(v) デー タ 伝 送 実験 に つい て 各国 主管 庁 , 企業 体 
は 引続き 各種 の 実験 を 行なう と と が 稚 し ょ うさ れ な た ・ 
等 で ある が , 前 6 項 に の べた デー ネタ 伝送 実験 の 結果 は 
本 会 議 の 結 諭 に よる 測定 方 法 に し た が う も の で あり , 
その デー タ は 本 年 3 月 頃 開催 予定 の 第 2 回 作業 部 会 に 
報告 され る も の で ある . 
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1 0 
正 上 員 
EDT 記 ( よ る し の > る さき 
昭和 35 年 に お ける 無線 分 野 の お も な 事項 は 


(+) 東名 阪 間 に 6Gc 直広 帯域 回 線 の 建設 が 始め 
dC EN 

(ii) 11Gc 堆 で は 960 ch 方 式 の 試用 回 線 が 建設 
だ 着 手 さ れ , また 中 間 周 波 帯 以下 を トラ ンジ スタ 化し 
た 経済 的 な 300 ch 方 式 が 試作 され た こと こと. 

Gi) 既設 マイ クワ ロ 波 回 線 に つい て は 有 峯 断 , レベ ペル 
変動 ) フェ ー ジ ング 対策 等 の 調査 が 進み , CTV 伝送 
回 線 の 対策 が 検討 され , また 2Gc 回 線 は 従来 の 120 
ch 方式 が 」240 ch 化 さ れ た と と . 

Gv) Re Ue re 

(v) 移動 無線 お よび 簡易 無線 方 式 に は トラ ンジ ス 
タ が 取入れ られ た こと こと. 

(vi) 」 海岸 局 は 15 kW に 増 力 さ れ , また 辺 地 の 受 
信 局 に つい て は 遠隔 無人 制御 方 式 の 商用 試験 が 行なわ 
お 

wii) さら に 基礎 的 研究 と し て は 進行 波形 パラ メト 
ロン シン 増 性 喘 お よび ミリ 液 研究 が 一 段 と 進歩 し た と と . 
な ど 各 方 式 に いずれ も 大 き な 発 展 を みせ た . 


1.6.2 6Gc 方 式 


と と 数 年 来 実 用 化 に 努め て きた 6Gc 帯 の 超 広 具 域 
回 線 の 建設 が 東名 阪 間 に 開始 され た 周波 数 配置 , 回 
線 規 格 な どす べ て CCIR に 準拠 し た る も ので, 従来 の 


4Gc i 回線 た 比べ て 下 表 の ど と く 各 諸 元 と 好 に な 
いい 
表 1.6.1 4Gc 方 式 と 6Gc 方 式 の 比較 


15dB 以下 
1.2 dB/+10 Me » 
16mgts/+10Mc r# 
40dB (3.3m® 


13 dB 以下 
0,5 dB/ 寺 10 Mc ヶ 
lm s+8 Mc » 
45dB (4m の 


話 1;200 ch の 収容 が 可能 で ある が , 頭 初 は 960 
ch を 実装 する と こと と し , また 電信 伝送 に も 備え て 回 
線 切 替 の 騰 断 時 間 は 極力 小さ く (1 ms 程度 ) し て い 
る 中継 器 の 特色 と し て は , 送信 局 発 用 に 進行 波 管 を 
用 いて 燈 融 水晶 の 標準 空 胴 を 介し て ルー プ 発 振 を 行 な 


C120) 


落 原 黒 中 


わせ る と 共に , 推移 周波 数 (252.04Mc) を へ ヘ リック 
ス に か け て PM を 行なわ せ て 受信 局 発 を 得 て い る 
し た が っ て AFC は 必要 と せ ず 極め て 安定 で あぁ ある. ま 
た 中 間 周 波 増 幅 用 の 真空 管 は 低 雑 音 用 に 6 RH 2, 利得 
用 に 6 BR 22 (35 mJ び ) を 用 いた . 工法 上 最も 注意 し た 
の は 導 波 管 接 続 
で あぁ り , 空中 線 
給電 線 お よび 分 
波 器 そる も 含め て 
総合 の VSWR 
を 伝送 帯域 内 平 
均 1.02 以下 に 
する た め , 精密 
dsintey, 

よび 検査 治 具 を 
使用 し た 現在 
は 各 中 継 所 に お 
いて , 諸 装 置 の 
局内 試験 を 行 な 
っ て いる あい 図 
1:6.1 に K 局 人 告 の 
外観 , 図 1.6.2 
に 中 継 装置 の 外 
観 を 示す 

また 通 研 に お 
いて は 1,800 ch 
以上 伝送 を 目標 
に 低 雑 音 進 行 波 
管 , 高利 得 進行 
波 管 お よび 高 出 
力 進行 波 管 の 3 
本 を 主 と し た 中 
継 装置 を 試作 し 
既に 所 内 試験 を 
終了 し , 名 古屋 
ー 大 野木 一 比 培 
間 で 現場 試験 を 
i ee 、 実 施す る 予 夫 で 
図 1.6.2 6Ge 中 継 装置 外観 図 ある . 


図 1.6.1 名 古屋 局 外観 


さこ に は エン ファ ャ シス を 使用 し な か っ た が , 


RE Ta 
の 


昭和 36 年 1 月 電 気 通 


1-68311Ce 方 式 


と の 帯域 は ST リン クタ 用 と し て , すでに 全国 的 に 使 
用 され て いる が , 今年 始め て 短 距 離 中 継 回線 (30 km, 
4 スパ ペン, 960 ch 標準 ) と し て 名 古屋 一 四日市 一 津 回 
線 の 建設 に 着手 し た . 変調 器 は 中 間 周 波 帯 で FM す 
る 方 式 を 採用 し , マイ クワ コロ 液 増幅 に は 進行 波 管 を 使用 
し た の で 検波 中 継 も る ヘ へ テロ ダイ ン 中 継 る 可能 で ある . 

また 最近 メサ 形 , 高周波 トラ ンジ スタ の 急速 な 進歩 
に 伴い , これ を 利用 し た 簡便 な 短 距離 回 線 用 中 継 装置 
の 開発 に 着手 し た 。 ク ライ スト ロン 以外 は すべ て トラ 
シ ジ ス タ を 使用 する と こと に より 消費 電力 も 少な い の で 
電源 に は 電池 , 空中 線 は 反射 板 方 式 を 用 いる な ど 極 め 
て 経済 的 な 回 線 を 目標 た 装置 が 試作 され た . 


1.6.4 4Ge 方 式 お よび 2 Ge 方 式 


わが 国 の CTV % NTSC 方 式 を 正式 に 採用 する こと 
と が 決定 され た の で , と れ を 伝送 する た め の マ イク ロ 
波 回 線 整 備 も 和 急 が れる こと と に な っ た . 従来 の TV 伝送 
CTYV 伝送 に 
は 微分 利得 お よび 微分 位相 が きび し く な る の で , これ 
の 挿入 が 必要 と な り , さら に 古い 装置 は 更新 せ ざ る を 
得 な い 状 態 と な っ た . し じ た が っ て , 全国 の 中 継 回 線 が 


有機 的 に 活動 し て いる も の を , サー ビス を 中 継 す る と 


と な く , 良好 な 回 線 た 設備 更新 する 具体 的 方 法 が 検討 


R786 


また TV の みな ら す 搬送 電信 , ファ クシ ミル お よび 


長 下 離 自動 時 電話 信号 な ど マ イク ロ 波 回 線 に 収容 き 
れる 内 容 % 海 時 要求 が 高まり つつ ある の で 了 瞬 断 お よび 
_ レ ベル 変動 対策 が つき ぎの ど と く 行 
] ジン グ の 特に 甚 し い 区 間 に は 空間 ダイ バー 


な われ た すず な わ ち 
Sg 
シ チ を 行なう べく 一 部 北陸 地方 で 商用 に 供 さ れ 始 め た 
が , きら に 周波 数 相関 の 小さ い 場 合 に つい て は 一 流 ど 
と に 制御 する 方 式 を 実施 すべ く 研 究 に 着手 し , また 伝 


AOFMme UT TMC 7 
EE TT YR 


て 


学会, 雑誌 第 44 券 第 人 号 121 


の 才 の 大 湯 名 


非常 無線 装置 等 に も トラ ンジ スタ が 採用 され た . まな 
- 新 サー ビス と し て 自動 車 無 線 お よび 航空 無線 を 実施 すっ 


org 


図 1.6.3 見 通し 外用 大 口径 アン テ ナ 


すべ て 240 ch 方 式 を 採用 する て と に CB た 
1.6.5 見 通し 外 通 信 方 式 


長らく 調 古 光 が 行なわ れ て きた 交 旧 島 - 和 半 大 放 
間 340 km の 見 通し 外 回 線 が 着工 され , すでに 大 浦 と 
名 瀬 に は 25mx16m の 図 1.6.3 K み る ど と き 大 中 
径 アン テ ナ が 建ち , 局 舎 の 建築 や 中 継 庄 装 置 の 製作 も ー 
進ん で いる . この 回 線 は 差 あ た り 24ch と し 記 児 島 一 中 


Mc- の 小 電力 高 感度 受信 方 式 を 採用 し た . 


B09 


60 Me 帯 の トラ ンジ スタ 使用 和 易 無線 機 の 商用 試験 | 
が 終了 し , 150 Mc 帯 港湾 サー ビス の 不感 地 媒 対策 と 
し て の ブー スタ 装置 お よび 400 Mc を 使用 し た 12ch: 】 


べく 検討 が 進ん だ : 
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昭和 35 年 度 に お ける 通信 お よび 電子 応用 の 事業 展望 : 公衆 通信 


通 研 に お ける パラ メト ロン 増幅 器 は 導 波 管 に マウ ン 
ト し た も る の, お ま び 図 1.6.4 に みる ど と き 人 進行 波 形 な 
ど 考 案 さ れ 次 第 に 特性 も 向上 し レ つつ あぁ ある. また ミリ 流 
研究 に 対し て は , すでに らせん 形 導 波 管 お よび 放電 体 


の 時 
阿 和孝 


が (よこ. し あの 


昭和 35 年 に 公社 が 新宅 内 サー ビス 用 機器 ・ 装 置 と 
1 し て 実用 化 を 行なっ た も の に は , 押 ボ タン 形式 の 共 電 
: 式 構内 交換 機 ・ 局 線 集 中 応答 装置 ・ ベ ル 付 転換 器 ・ 和 
: 侍 専用 線 用 個別 呼出 装置 お よび 付属 電話 用 信号 装置 な 
ど が あぁ る. また 実用 化 研究 中 の も の に は 。, 1 号 地 域 団 
体 加 入 電話 交換 装置 ・ 新 形 電話 機 お よび 磁石 式 多 数 共 
同 電話 個別 呼出 装置 な ど が ある ・. 

一 方 , 電話 加入 者 が 昭和 35 年 に 入っ て , 自営 で 設 
置 し た 新宅 内 機器 ・ 装 置 に は , 半 電 子 構内 交換 機 ・ 自 
』 動 ダイ ヤル 装置 ・ 通 話 録 音 装置 お よび ボタ ン 電 話 機 な 
ど が ある . 

他方 , 公社 に お いて は 市 内 自動 交換 機 に クロ スパ ー 
お よび 線路 に 0.32mm ケー ブル を 使用 する 方 向 に 進 
」 ん で いる の に 対応 し , 現在 使用 され て いる 構内 交換 
: 機 ・ 付 属 機器 等 の 使用 範囲 (抵抗 1000 オー ム 以 内 ) を 
拡大 する た め の 諸 々 の 検討 が 行なわ れ て いる . 

電話 加入 者 に 関係 の 深い 宅内 機器 装置 の 二 ・ 三 に つ 
きき 以 下 に その 概要 を 述べ る . 


1.7.2 新 形 電話 機 


4 号 電 話 機 が 誕生 し た 当時 た に くら べ て 今日 の 電話 機 
製造 技術 は 格段 に 進歩 し , また 高 性 能 で 安価 な 材料 も 
生産 され る よう に な っ た . 一 方 , 研究 所 に お ける 日 本 
語 の 電話 伝送 に 関す る 研究 が 進み , 4 過 電 話 機 の 設計 
放 】 男 自 体 に も 改良 すべ き 点 が 判明 し た の で , と これ ら の 改 

良 を は か っ た 新しい 高 性 能 の 電話 機 の 研究 が , 4 年 前 
有 | か ら 始 め ら れ て いた . 

35' 年 初頭 より 本 社 お よび 通 研 に 試作 電話 機 を 設置 
し 現場 試験 中 で あぁ る が , と の 新しい 電話 機 の 性 能 は 4 
過 電 話 機 に 比較 し つぎ の と お り で ある . 
| 送 話 器 は , 高周波 で の 感度 を 上 げ , また ハン ド セ ッ 
ト の 長 さ も 日 本 人 の 顔 の 統計 的 資料 に も と づき 約 20 


mm 近く 短く し た の で , 通話 状態 の 感度 は 実質 的 に 


内 装 導 波 管 の 実用 化 は 進ん で メー カ 生 産 も 可能 な 域 に 
達し , また ダブ ル ラ ダー 形 進 行 波 管 の 考案 に より 出力 
も 数 百 mW が 期待 され る と 共に 分 波 器 , 測定 器 そ の 
他 通 信 方 式 な ど 研 究 が 進み つつ ある -. 


機 符 
UE 


2~3 dB 向上 し て いる . 受話 器 の 感度 は 通話 周波 数 の 
全 和 帯域 に た わたり 約 5dB 向上 し て お り , 電話 機 回 路 も 
高周波 で の 防 側 音 特 販 を 改善 し て いる .。 ダイ ヤル は ウ 
ー ム 歯車 を 使用 せ ず , ガ パ ナ ・ ス プリ ング の 交換 に よ 
り 簡単 に 毎秒 10 イン パル ス の も の を 20 と する と と 


図 1.7.1 新 形 電話 機 デ ザイ ン 
が で きる 電話機 の 形状 は 図 1.7.1 に 示す ご ど とく, 送 
受 器 半 掛 お な よび ダイ ヤル 面 の 破損 を 防止 し , 居 産 に 適 
し 2 デ が な て いる 

以上 の よう な 改善 に よっ て 新 形 電話 機 を 送 話 者 お よ 
び が 受話 者 が 使用 の 場合 は , 4 号 電 話 機 と 同じ 品質 で 通 
話す る と し た ら , 約 10 dB の 損失 に 相当 する 電話 回 線 
の 延長 が 可能 と な り 。 し た が っ て 細い 心 線 ケ ー ブ ル の 
使用 に よる 線 店 費 の 軽減 が 期待 で きる . 

新 形 電 話 機 の 当面 の 実用 化 予定 は , 36 年 6 月 頃 ま 
で に 約 5000 価 程 度 製 作 し , と の うち より 36 年 11 月 
頃 , 線路 に 0.32mm ケー ブル を 使用 し , クロ スパ バー 
交換 機 で 自動 改 式 する 昭和 局 (立川 市 の 隣 ) の 全 加 入 
者 お よび 36 年 8~11 月 頃 自動 改 式 する 数 局 の 一 部 の 
加入 者 に 設置 し 試用 試験 を 行なう 計画 と な っ て いる . 


1.7.3 押 ボ タン 形式 の 中 容量 
共 電 式 構内 交換 機 


図 1.7.2 は 内 線 20 回 線 の 押 ボ タン 形式 の 交換 機 で 
卓上 形 で ある が , 内 線 30 回 線 の 交換 機 は 握 置 形 と な 
っ て いる .、 こ の 交換 機 の 接続 紐 回 路 は 単 紐 形式 ( 局 線 
回 路 と , 内 線 接 続 回 路 と が 常時 接続 され て いる 回 路 形 


(C122 ) 


図 1.7.2 20 回 線 無 紀 共 電 式 構内 次 換 機 
式 ) と な っ て いる の で , 内 線 相互 通話 の 際 は 内 線 接 続 
専用 紐 回 路 を 使用 する が , 局 線 の 接続 緑 回 路 も 使用 す 
る と と が 可能 と な っ て いる . 

接続 紙 が な く , 電 け ん が 押 ボ タン 形式 と な っ て いる 
の で , 発信 ・ 通 話 ・ 終 話 等 の 操作 ご と に ボタ ン を 押す 
だ け で あり , また 操作 回 数 も る 双 紀 交 換 機 に 比 し 半減 し 
て お り , 操作 ご と に ボタ ン に 内 蔵 し だ ラン プ の 点滅 お 
よび 点火 の 色 採 る 変化 し , 交換 扱 者 の 期待 に 沿っ た 交 
換 機 で あろ うと 考え られる. 


1.7.4 1 号 地域 団体 加入 電話 交換 装 罰 


従来 の 地域 団体 加入 電話 (特別 加入 区 域 お よび 区 域 
綱 区 域 に 交換 機 を 設置 し , 内 線 が 多数 共同 電話 方 式 で 
| あっ て , その 電話 利用 者 が 交換 機 を 通じ 局 線 を 共同 使 
有 用 する 形式 の 加入 電話 ) は , 点 信号 に よる 多数 共同 
| 電話 で ぁみ る が , 本 装置 は 共 電 式 卓上 形 の 交換 機 ( 図 
|| ] 1 エ .7.3) お ょ び 同 調 回 路 と 継電器 を 収納 し た 電話 機 ( 図 


a 


し た も の で ある. 本 装置 は , トラ ンジ スタ を 使用 し た 


図 1.7.4 1 人 号 地 域 団体 加入 電話 次 換装 置 (電話 機 ) 
1.7.4) より な る . 本 装置 は 周波 数 同調 式 の 個所 呼出 
機能 お よび 線路 の 電圧 変化 お よび 極性 逆転 方 式 の 秘話 
機能 を 持っ て いる . 秘話 機能 を 付与 し た た め 他 人 が 使 
用 中 で な い 場 合 は , 受話 器 を 上 げた と き 発 信 音 を 出す 
と と に より , 他人 使用 か 扱 者 不 出 を 区 別して いる ま 7 
た 他人 が 使用 中 に も 受話 回 路 が 切断 され た 状態 で 緊急 
通話 する と と も で きる . 交換 扱 者 が 被 呼 加入 者 を 呼出 
す に は ジャ ッ ク に プラ グ を さ し , 信号 電 け ん を 接し 』 
番号 に 応じ た 選択 ボタ ン を 果 間 押す と 被 呼 者 の 電話 機 
の 電 鈴 の み が 鳴 動 す る その他 本 装置 は 相互 通話 ・ 一 」 
斉 呼 出 の 各 操 作 も 容易 で ある . 


1.7.5 そ の 他 


ベル 付 転換 器 は 小形 電 け ん と 小形 磁石 電 鈴 を 組合 わ 
せ た も の で , 磁石 式 局 の 本 電話 機 と 付属 電話 機 間 に 本 
装置 を 使用 する と と に より , 従来 の 転換 式 付属 電話 機 
で 行ない を な か っ た 本 電話 機 と の 信号 の 送受 お よび 相 7 
互 通 話 が 可能 で ある ・ ee 

毅 察 専用 線 用 個別 呼出 装置 は 融 察 の 駐在 所 に ある 連 
絡 用 磁石 式 電話 機 に 併 置 し , 駐在 所 相互 間 に お ける 中 
出 に 使用 する も の で あっ て , 従来 の 点 信号 に よる 個別 


意 を 払う た め , 精神 的 な 重荷 と な っ て いた も の を 軽減 
音声 周波 数 で ある 10 周波 の 発信 お よび 同調 受信 器 で 7 
ある ・ : 


* 
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1 
横 坂 


1.8.1 概 括 

昭和 .35 年 度 に お ける 電源 部 門 の 主 項目 は , 長 距 離 
自 即 化 の 推進 に 対す る 電源 機器 の 対応 に あっ た ・ そ の 
主要 な る の と し て は , 

(ij) 大 容量 総合 市 外 局 用 電源 の 開発 

届 ⑪) SHF 方 式 用 電源 の 改良 

G③) 搬送 中 継 所 用 小 電力 電源 の 合理 化 
の 3 項目 が あげ られ る . 以 下 各 項目 に つい て 略記 する ・. 


平 洪 室 注 豆 輪 引 巡 和紀 リア ワク トル 


ー ミ て 二 少 中 


図 1.8.1 A-24,000-1 号 ゲ ル マ ニ = ウム 整流 装置 


1.8.2 大 容量 総合 市 外 局 用 電源 


総合 大 市 外 局 の 代表 例 と し て 近く 開局 され る 東京 市 
外 局 に つい て 述べ る . 同局 に 設備 され た 主要 電源 装置 
は 表 1.8.1 の 通り で ある . 

(A) 整流 装置 

交換 機 用 48 V 電源 は 開局 当初 16,000 A, 終局 時 
期 に は , 24,000A が 設計 値 で ある た め , 単機 容量 
4,000 A の ゲル マニ ウム 整流 器 を , 初期 は 5 台 (現用 
4 盾 予備 1), 終 局 は 7 台 を 使用 する と と と し , 電信 用 , 
搬送 用 は いずれ も 2,000A 以下 の 容量 な の で セレ ン 整 


家 1.8.1 
淫 和 軒 名 


A-=2,4000-1 号 ゲ グル マニ ウム 整流 装置 


力 
敏夫 


流 盟 と し た . 各 装 置 共 , その 使用 目的 に 対し て は 現在 
まで の 最大 容量 の も の で あぁ る ・ いずれ る も 端 電池 方 式 を 
採用 し て いる 電流 値 が 従来 の も の に 比べ , 著しく 大 
さき いため 設 計 に あたっ て は 種々 問題 が あっ た が , 特に 
交換 機 用 主 電源 は 局 舎 構造 上 , 設置 条件 の 制約 を 受 
け , 従来 の 平面 的 配置 か ら 図 1.8.1 に 示す よう な 立体 
的 組立 を 行なっ た . 図 の 左側 の キュ ー ビ ク ル に は 主 整 
流体 部 分 。 右側 に は 変圧 器 類 , 上 部 ブロ ゥ ッ ク に は リア 


還 澤 選 せ 剖 四 難 


クタ が 収納 され て いる . 

各 整 流 器 の 主要 規格 は 表 1.8.2 の 通り で ある . 

(B) 交 直 流 無 停 電電 源 装 置 

東京 総合 局 に は 100 形 MGG が 3 台 (現用 2 台 , 
予備 1 台 . 終局 時 に は さら に , 1 台 増 設 予 定 ) 設備 さ 
れ た 組合 わせ 使用 され る 蓄電 池 は 5,000 Ah, 76' 個 
組 , 4 組 で ある 。、 100 形 の MGG の 使用 は 今回 が 最 
初 で ある . 本 機 の 外観 は 図 1.8.2。 そ の 概略 規格 は 表 
1.8.2 の 通り で ある . 

本 機 は 2 台 以 上 設置 し 同一 蓄電 池 を 接続 し て 使用 す 
る と さき, 各 機 の 並列 運転 に より 著 電 池 の 浮 動 ま た は 充 


東京 総合 局 主 要 通 信 電 源 
規 格 出 
48 V x24,000 A 


カ 用 途 
次 換 機 用 


大 略 " 寸 " 法 


正面 奥行 高 
1,900x700X 350 em 


(初期 16,000 V) 
十 50V 1,000 A 1 号 セ レン 々 50 Vx1,000 A 電 井 1r 隔 700x150x230 » ヶ 
ー50V 2,000 A 1 号 セ レン 々 * 50 VXx2,000 A ” 1,000X150Xx230 ヶ 
21V 2,000 A 1 号 セ レン ' 々 21Vx2,000 A 搬送 用 1,000X120x230 ヶ 
100 形 次 直流 無 佑 電 々 源 装 置 0 A P 860xX140x170 » 
人 (3.3 kV) デイ ゼル 機 関 AC3%3.3kV2,000kVA | 予備 電源 用 950x 270x 400 
(C124 ) 


網 の 拡大 に 伴い , と の 程度 の MGG, 
直流 発電 動機 DMA 等 は 相当 数 使用 され る と と 

120 kW jakya < 54,000 な いし 10;000 3090 

140 VC 出力 ) | 200 Vc 出力 ) 容量 に 対し て ゲル マニ ウム た に よる 標 

1,000 A 約 980 A 500A 工 仕 様 化 を 行 な い , 近く 数 局 が 本 
規格 に より 設置 され る 予定 で ある 7 


潤 0 i 
” nh A 電源 の 改良 
UE は EN or nm 
っ ne 抽 100 mY BAF SHF 正 回 線 用 交 六 無人 電電 源 装 置 、 
: 動 許容 値 Yk 2 っ 15% と し て は 回 線 創設 当初 より 3 Eng 方 
式 が 採用 され て 来 た が , 中 継 所 設 - 
電 は 安定 に 行 な を る , また 交流 入力 異状 また は 停電 回 復 。 が 進 渉 する に 伴い 順次 回 線 難 長 が 伸長 し , 中 間 中 継 所 
7 の 際 に お ける 切替 も 並列 運転 の まま 円 滑 に 行なえ る よ の 障害 が 同一 回 線 系 全般 に 大 きく 影響 を 及ぼ ぽ す よ うな た に 
2 に レレ で いる また 本 機 に は ラジ ェ エー タ に よる 水冷 方 な っ た た め , と の 電源 に つい て も る 一段と 高度 の 安 Ny 
式 を 採用 し て 発熱 量 の 軽減 を 図っ て いる . 図 1.8.2 の が 要求 され て 来 て いる . 特に テレ ビ 回 線 に は , 数 填 リ 
左前 方 に 見 える の が ラ ジェ ー タ で ある が , 交流 機 側 と リセ カン ド の 腫 断 も 問題 と な っ て 来 た . と の 対策 と し 
有 存 機 包 の 双方 に 分 割 し て 2 個 設備 し て 冷却 効果 を 高 。 て 従来 の 3 Eng 方 式 で は 障害 時 以外 で る 機器 の 
- る て いる 点検 の た め に 予備 機 と 切替 える 際 に は , ある 生 
eo. 予備 発電 機 荷 の 瞬 断 が 避け 得 ら れ な か っ た の で ある が 
障 上 用 と し て は 他 に 例 を 見 な い 2, 000kVA の デー 胡 " 
。 ギル 機 関 発電 機 を 設置 し た . エン ジン は 16 気筒 V 形 > 共に, 制御 回 路 , 並び に 主要 部 品 規格 等 の 統一 を 
発電 機 は 自 励 式 を 採用 し た . 表 1.8.3 は その 概要 規格 i sie tN に 0 届 計 
較 で ある. 
「 表 1.8.3 東京 総合 局 用 デイ ゼル 機関 発電 機 主要 規格 
2 RR 16 気 答 V 形 


約 2,350 PS EE 0 
500 r.p.m. y 1 8.4 球 絡 用 麗 且 が 陣 0 3 ーー 


_2,000kVA 
3 相 3,300V 科 六 押 人 還 寺 所 特に 今後 , 増設 が 予想 ahs 


350A ンジ スタ 搬送 用 , 小 電力 電源 の 経済 1 ヒ を 図る 
80% 以 上 ! 
67 もしくは 還 鈴 本 アル カリ 湿 電 池 を 使用 する 電 
ーー 実用 化 を 進め て いる . 現在 試作 を 終え 近く 試 ) 
れ た 上 記 機 器 は , いずれ も 容量 。 行なう が , 本 方 式 が 実用 化 の 暁 た は , 創設 費 
の で ある が , 今後 , 長 距離 自 最 。 と も に 大 幅 な 削減 が 期待 され る ・、 


電圧 変動 範囲 +2% BT 0 +2% TF 


紅 半 圧 居 浴 | 基層 丈二 
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2. 国 際 


英 明 (国際 電信 電話 株 式 会 社 ) 


平ら 異 4 本 < いい 田 


2.1 事業 の 歩み 


昨年 に 引き 続く 対外 貿易 の 活況 を 反映 し て , 昭和 35 
年 度 に お ける 国際 通信 の 利用 は 前 年 に 比べ て か な り の 
増加 を 示し て いる . 表 2.1 は 利用 状況 の 推移 を 示し た 

| の で 」 本 年 に な っ て 一 般 電報 4 必 , 電話 10 必 の 増 


加 を 示し て いる ほか , テレ ックス は 実に 50 必 の 増加 


容 し て いる . 
表 2.1 国際 通信 利用 状況 の 推移 
~ 日 テレ ッ “ 
放 和 年 月 | omo | ( 護 和 0 | GW 詳 各 
| | 軌 和 34 年 9 月 | 321,987 22,235 14,488 
10 月 | 339,688(105) | 24,425(183) | 15,347(112) 
11 月 | 309,184(107) | 21,167(162) | 13,707(100) 
Bp 12 月 | 338,366(109) | 23,363(160) | 15,909(107 
有 皿 和 35 年 1 月 | 288,105C 98) | 22,701(152) | 14,066C109) 
c 2 月 |315,606C(107) | 26,259(162) | 15,102(117 
4 3 月 |340,973(106) | 30,713(180) | 16,505G111) 
E 4 月 |316,418(100) | 26,761(150) | 16,149C111) 
5 月 | 326,275(104) | 28,738(165) | 17,083(109) 
表 6 月 |327,819(104) | 31,424(160) | 16,798(109) 
3 7 月 |315,704( 98) | 30,536(145) | 15,699(109) 
- 疹 334,791(109) | 33,478(157) | 15,960(115) 
E 351,989(109) | 33,102(149) | 16,242(112) 
有 】 注 ( ) 内 は 前 年 同月 比 (2%6) を 示す 


こと ttctt い 本 年 の 回 株 新 電設 は 表 2.2 に 示す よう に 
| テレ ックス 回 線 の 増設 が 目立ち 13 回 線 の 新 増設 に 
より 合計 46 回 線 と な っ て いる . と の 内 訳 を 示す と 表 
2 る:3 の で と く 対 米 が 半数 , 対 欧 州 が 1/4 を 占め て いて 
| 通信 量 も ほぼ 回線 数 に 比例 し て いる . と れ に 続く も の 
| は 国際 間 の 専用 回 線 で , テレ ックス 同様 発信 者 と 受信 
(1 者 と が 直接 情報 交換 の で き る 方 式 が 幸 要 の 多い と と を 

示し て いる . と これ ら 専 用 回 線 は 通話 の ほか に フィ クシ 
き ル ,』 デー タク 伝送 も で きる 電話 回 線 と し て , ある い は 
ES inownics 2 HO 
衣 色 入 ま た は 現有 通信 速度 の スピ ー ド アッ プ 等 の 形 で 今 
及 ま すま す 伸 び て 9 く も の と 思わ れる ・ 

| これ ら 回 線 新 増設 を 総合 する と , 困 和 35 年 11 月 
Et 42 回 線 , テレ ックス 46 回 線 , 専用 電信 
* 2-International Telecommunication. By HIDEAKI 


WADA, Member (Kokusai Denshin Denwa Co 
Ltd., Tokyo). [資料 番号 4935j 


UDC 621.39+654.1(520 : 100)™1960™” 


通 


表 2.2 新 増設 され た 回 線 


3 月 7 日 | 増 ・ 苔 港 ICA 3(13) 
6 寺 天 1 し シド = ご 1 (3) 
テ 

9 月 1 日 | ィ 2 1 (4d 
レビ | 9 月 15 日 | 新 ・ 台 北 1 
ッ | 9 月 15 日 | 増 | 東京 ・ モ ント リオ ー ル 1 (2) 
ク 10 月 1 日 ” ・ ハ ンプ ル グ に 四 し) 

10 月 17 日 | » ヶ ” 1 6) 

10 月 20 日 | " :・ 和 柔 港 /RCA 2(15) 

10 月 20 日 | " ヶ | 東京 ・ 徐 港 / マ > ッ ケイ 1 


・ 衆 港 /RCA ( 米 軍 ) 


再 東京 ・ 柔 港 / マ ッ ケ イ ( 米 軍 ) 
用 大 阪 ・ ボ ン ペ ベイ (SWR・1/4) | 1 (2) 
電 ・ モ ント リオ ー ル ィ 
CPAL.: 1/4) 
ッ ケ イ 
を 詩 i 


回 線 贅 の うち ( )〕 は 既設 回 線 と の 合計 数 を 示す 
表 2.3 テレ ックス 回 線 の 現状 ( 照 35.11.1 現在 ) 


茶 港 (RCA) イス ラテ ルプ フィリッピン 』 
パブ, アデ が セン チソン プラ 


ジル , チリ , ミロ ン ビ テア 


7 | ペル =, ドミ き ミニカー プー ニル ks 
リー= こ , ハワイ 


枝 港 (マッ ケイ ) 


* 欧州 各国 


欧州 各国 、 南 アフ リカ 連邦 , 
4 
よび = アッ サン ラン ド 連 者 


* 欧州 各国 の 内 容 は つぎ の 通り 
オォ オーストリア,。 ベルギー, チェ ッ コ スロ バキ ア , デン マ 
ー= ク ググ クィ ン ラ ンド イフ タツ スス ギリ シャ, テイ ル タ タ 2 
ドイ タタ ルク セン プル ダグ, ノー ルウ ェ ー, ボー ラ 
ンド , ボ ポルトガル, スペ イン , スゥ エー デン , スイ ス , 
ユー プス ラビ ィ ア プア 
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0 の “ : Ny P 


FF 
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29 
注 : 昭 和 35 年 度 は 推定 値 


図 2.1 電報 , 電話 の 年 度 別 利用 状況 2.2 テレ ックス 利用 状況 の 推移 っ 
32 回 線 。 電話 39 回 線 , 専用 電話 4 回線 , 写真 電信 23 。 回 線 は 一 般 電報 , テレ ックス 各 1 回線 専 用 4 回 線 。 
財 線 お よび プロ グラ ム 伝 送 18 回 線 の 合計 204 回 線 と 。 予備 2 回 線 の 計 8 回 線 を SSB 多 二 電信 方 式 に より 開 「 
3 な り , この 回 線 数 は 昭和 28 年 4 月 国際 電電 発足 時 の 設 し た . 電話 回 線 に つい て は ロー マ 側 で は 3 台 の 送信 


ンー 


3.5 倍 に 達し て いる . 一 方 電報 , 電話 お よび テレ ッ ク 機 を 日 本 向け に 常用 し た と と に な る . 専用 回 線 の 増加 
の 年 度 別 通 数 , 度数 を 昭和 28 年 度 以降 に つい て 比 は 当然 画 用 団 に まわ る 通信 時 の 堪 少 と な り 。 4 年 隊 
及 丈 し た も の を 図 2.1 お よび 図 2.2 に 示し て ある . す な = の メル ボル ン オ リン ピッ ク 時 に 比べ て プロ グラ ム 伝 送 
わら ち 電 報 は 昭和 32,3 年 に また が っ て 不景気 と テレ ッ を 除く 一 電報 。 電 訂 。 写真 電信 等 は いずれ も 850 
| >> 還 始 の 影 持 と で 一 時 低下 し た 通 数 が , 輸 和 35 年 な いし 25 に 減少 し て いる i 
| に は 完全 に 人 復 四 し て の る や か で は ある が , 上 呼 曲線 を また 本 年 新しく 開始 し た 務 と し て 国際 入 補 舞 哲 運 
有 た どり つつ みあ る. また 電話 は 商用 通話 は 常に 増加 し て 話 が ある . と の 業務 は 外国 航空 会 社 と その 所 司 航 空 機 
3 いる が , 昭和 28 年 を 境 と し て 駐留 軍 の 利用 の 短 減 に と の 間 に お ける 航空 機 の 運行 業務 に 関す る 通話 交換 を 
より , と の 期間 中 総 度数 は 減少 を 続け て いた . し か し 目的 と する も の で , 本 年 2 月 より PAA, NWA 2 社 
NR 台北 , 香港 等 東南 アジ ア 方 面 の 通話 が 伸び て , の 加入 に より 開始 され た 。 その 設備 と し て は 130 Me 
詳 | 9f 年 未 よ う ゃ や く 上 見 を みせ て いる . 図 2.2 に 示す テレ の 超短波 送受 信 機 を 国際 電電 本 社 に 設置 し て , 羽田 の | 
| > クス は 3 か 月 ご と の 度数 で 現 わ し て ある が , 昭和 3 航 写 会 社 と 際 線 で 接続 する だ け の も の で ある . その後] 
| 年 9 月 業務 開始 以来 と ど ま る と と を 知ら ぬ ね 勢 で 進展 し な お ね 敷 社 の 加入 希望 る あり , 一 方 現在 の 設置 場所 が 者 
“て お り , OO 心 で ある た め 都 市 雑 彰 に よる 受信 妨害 も 激しい の で , 
8 近く 朋 信 直 仙 を 羽田 補 共 内 に 移し 。 か つ 加 信者 を 垣 や 
。 科 き れる 電電 と し て 。 ある い は 書類 に と な っ て 残る 電話 し て 運営 され る 予定 で ある ・. 
TT る . 2.2 新 研究 所 の 完 誠 


sm ” et 
nh 
本 0 


人 0 イー ー ブ ル 社 と 提 
條 通 の 臨時 回 線 を と の 期間 中 作成 
科 痢 に あて た -・ 今回 の 臨時 回 線 の 特 

EE 容 


128 昭和 35 年 度 に お ける 通信 お よび 電子 応用 の 事業 展望 : 国際 通信 


' 
EE 
_ 


究 部 が あり , 三 應 お よび 本 社内 と 2 が 所 に 分 れ て いた 
た る め 何 か と 不便 が あっ た が , 本 年 2 月 より 目黒 の 新築 
」 局 舎 に 集まっ て 新しく 研究 所 と し て 発足 し た 新 研究 
所 の 建物 お よび 設備 の 特徴 は 床 面 積 500 平方 メー トル 
の し ゃ や ゃ い 実 験 室 。 どこ か ら で る も 任意 の 実験 用 電力 が 
と りう る フロ アダ クト , 研究 に 必要 な 特殊 ガス の 配管 
な ど で あ る . 特に し ゃ へ い 実 験 室 は 銅 網 お よび 銅板 で 
科 8 の 0 才 3 な いし 
100Mc に わた っ て 100dB 以上 で , 大 電力 無線 機 
導 本 謀 誠 拓 作 な どの 実 論 を 他 に 妨害 な く 実 施 で きる 
強 味 を も っ て いる . 
新 研究 所 の 機構 は 研究 専門 別 の 終 視 り と し て 9 課 が 
設け らち られ, 会社 の 現場 部 門 と 直接 結び つく 実用 化 部 有 門 
議 こと 共通 ・ 基 礎 的 な 研究 部 門 と が 半々 に な っ て いる . そ 
3 うし て 宇宙 通信 , 電子 交換 の 研究 な どい わ ゆ る 横 割り 
議 に あぁ た 2 も の は 必要 に 応じ て 臨時 研究 朗 が 設け られ , 
放 】 これ に 人 各課 か ら 参 加 し て 研究 が 行なわ れる 形態 や を と ろ 
うと いう 方 式 で ある . 
a 現在 と の 研究 所 で 行なわ れ て いる お も な 研究 項目 と 
議 その 概要 を 述べ れ ば , つぎ の と お り で ある . 
] (A) 機器 自動 化 の 研究 
通信 品質 の 改善 , 運用 の 人 簡易 化 を 図る た め , 無線 送 
' 受信 装置 を 中 央 局 に て 達 隔 制 御 す る 方 式 に つい て 実用 
| 化 研究 中 
(B) VHF 電離 層 伝 ば ん の 研究 
短波 以外 の 新しい 国際 回 線 用 電波 と し て の VHF の 
実用 性 を 検討 する も の で , 日 台 間 の 伝 ば ん 試験 , 沖縄 
調 | 発 交 電 波 の 受信 試験 等 を 行なっ て きた . 更に 本 格 的 な 
罰 日 本 本 土 , 沖 細 間 の 伝 ば ん 試験 を 行なう べく 准 備 中 ・ 
( 〇 ) 低 雑 斉 受信 機 の 研究 
直 | 将来 の 宇宙 通信 に そなえ て , 低 雑音 指数 が 得 ら れる 
| 受信 方 式 の 開発 を 目的 と する も の で , パラ メト リッ ク 
罰 増幅器 お よび ェ ザ キダ イオ ー ド を 使用 する 低 雑音 増幅 
mo 
(①) 通信 周波 数 帯 の 有効 利用 に 関す る 研究 
所 信 伝 送 の 帯域 幅 を 理論 的 極限 値 ま で 控 め る よう な 
, fiomss ae Les. 
| ⑤) 計算 器 技術 の 通信 へ の 応用 
\ 計算 喘 の プロ ゲラ ム を 通じ て 通信 を 制御 し , 通信 の 
本 衣 計 1h 押 除 衝 化 、 用 波 導 の 有 交 利用 を 図る 方 式 k つ 
局 いて 研究 する 
Nt 全 電 子 電信 交換 機 の 研究 
交 有 】 電信 交換 欄 を 電子 化す る と と に より , その 信 度 を 
| 身上 し , る の アト 


交換 機 の 試作 中 で ある . 
2.3 新しい 短波 多重 通信 方 式 


昭和 35 年 に 始め て 国際 通 信 に 採用 され た 新しい 技 
術 よ と し て は 特に 顕著 な も の は な い が , 電信 放送 の 自動 
切替 , トラ ンジ スタ 化 SSB 送信 端 局 , FS 搬送 方 式 
に よる 連絡 線 の 多重 化 , 大 電力 放送 空中 線 切 替 の 達 隔 
制御 等 の ほか , 数 年 間 RCA と の 間 で 試験 を 続け て き 
た SSB 多 軍 電信 方 式 の 商用 実施 が あげ られ る ・ と の 
SSB 方 式 は 既に 解説 を 行なっ た も の で あぁ る が , 今 
商用 化 さ れ た も の は , 時 分 割 2 重信 号 の 偏 移 周 波数 を 
170c/s と し た も の を 340c/s 間隔 で 8 個 配置 する 方 
式 の る も ので, 3.2kc 帯域 内 に 印刷 電信 16 回 線 を と り 
うる も の で ある . と これ は 多重 電信 方 式 と し て は 画 期 的 
な る の で ある が , 激増 する テレ ックス お よび 専用 電信 
の 骨 要 に 対し て 短波 周波 数 の 不足 を 補う た め に , さら 
に K 超 多重 化 を 目的 と し て 下記 の ど と き 調 査 が 行なわ れ -. 
TNS 

(A) - 狭 偏 移 SSB 多重 電信 方 式 

上 述 の SSB 方 式 に お いて , FS 信号 の 偏 移 周 波数 
を 半分 の 85 c/s と し て , それ ぞ れ に 時 分 割 2 軍 信 号 を 
の せ て , それ を 170 c/s 間隔 に 配置 すれ ば , 図 2.4 に 
示す よう に 15 個 の 副 搬 送 波 を 3kc 帯域 内 に 並べ る 
と と が で きる 、 こ と の 方 式 に つい て RCA と 東京 ・ 松 洪 
間 の 通信 試験 を 行なっ た 結果 , 340 c/s 間隔 の も の と 
同等 の 伝送 品質 を 得る 見 込み が 得 ら れ た . し た が っ て 
各 副 搬 波 あたり の 電力 を 十分 に する 大 電力 SSB 送信 
機 を 使用 すれ ば , 印刷 電信 30 回 線 を 3ke 帯域 の 屋 
波数 1 波 で 伝送 し う る 可能 性 が 得 ら れ た と と に な る . 
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図 2.4 商 師 移 SSB 方 式 の 副 搬 送 波 の 配置 

(B) 狭 帯 域 ボ リプ レッ クス 方 式 

トゥ ウイ ンプ レッ クス 方 式 で 構成 され る A,B 2 回 線 : 
に さら に キー イン グ の 同期 お よび 位相 を 一 致 さ せ た 時 
分 割 4 重 FS 信号 を か け て 印刷 電信 8 回 線 を うぅ る 方 式 
は トウ イン マッ クス 方 式 と 呼ば れ て いる .。 と の トウ イィ 
ンマ ックス は MRT 薬 港 と の 間 で 昭和 34 年 1 月 以来 : 
実用 され 好成績 を あげ て いる が , と れ を さら に 一 定 の . 
周波 数 間隔 で 2 個 以上 配置 し た 方 式 が いわ ゆる ポリ プ 
レッ クス 方 式 で ある . 現用 トウ イン マッ クス は 周波 数 
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偏 移 が 1,200 c/s で ある た め , 一 般 に 電信 回 線 に 割当 
て られ る 2kc また は 3kc の 帯域 で は と これ を 2 組 配置 
する こと と は 困難 で ある . 今回 調査 を 行なっ た も の は 図 
2.5 に 示す よう に 600 c/s 偏 移 の 狭 偏 移 ト ウイ ンマ ッ 
クス 信号 2 個 を 1.1kc 間隔 で 配置 し , 2kc 帯域 内 に 
印刷 電信 16 回 
線 を と ろう と い 

う も の で MRT Fr9% | 
の 提案 に よる も |! | 0 et 
の で ある . 本 方 ! 
CO つい まず 
狭 偏 移 ト ウィ イン 
マッ クス の 試験 を 本 年 5 月 東京 ・ 柔 洪 間 で 行なっ た 
が , この よう な 錠 帯 域 の 方 式 で は , 

(Ci) FS キー ヤ ャ の 周波 数 を 200c/s ずつ 等 間隔 に 
調整 する 操作 に 手数 を 要 し , トウ イン マッ クス コン バ 
ィ ナ 出 方 の 3 つの 出力 電圧 値 を それぞれ 独立 に 調整 し 
うる よう 工夫 し て FS キー ヤ ャ の 変調 特 人 性 を 補償 する 手 
段 を 講じ な けれ ば な らち な い . 

と こと が 明らか に され た は ほか , 

⑮⑬ う ] 受信 方 式 と て は トウ イン プレ ックス の 4 っ つ 
の 周波 数 を それ ぞ れ の 帯域 ろ 波 器 で 抽出 する 方 法 と 周 
波数 弁別 器 で 周波 数 検波 する 方 法 に 大 別 さ れる が , 今 
回 は 色々 の 受信 方 式 を 比較 し て みて 図 2.6 に 示す よう 
な 特に 狭 帯域 で ある た め , 準備 し た 周波 数 弁別 方 式 が 
最良 の 成績 を 示し た . 

誤字 率 は 90 必 値 で 万 字 あ た り 3 字 で 十分 実用 に 供 
し うる 値 で ある . し た が っ て 今後 の 問題 は この 鉄 帯 域 
トド F ウ イン シン マッ クス 信 母 を 2 個 並 べた と き の 並 列 両 信号 
の 間 に 生 ずる 干渉 が 伝送 品質 に どう 影響 する か と いう 
点 で ある が , と この 点 は ほとん ど 問 題 な いと 思わ れる . 

(C) 2 トー ン 多 宣 電 信 方 式 
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| 
図 2.5 狭 偏 移 トッ ウイ ンマ ックス を 2 組 
配置 し た ポリ プレ ックス 方 式 
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図 2.6 トッ イン マッ クス 送 ・ 受 信 方 式 
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と くに 超 多 重 と いう わけ で は な い が , 英国 が 提唱 し 
て いる 方 式 で 一 搬 送 波 12 個 を 765 c/s か ら 5 340 c/s 
間隔 で 配置 し ,, その 任意 の 2 搬送 波 ご と に 2 トー ン 方 
式 6 組 を っ くり , それ ぞ れ に 時 分 割 2 重信 号 を の せる 
も の で ある . と の 方 式 は 周波 数 ダイ バー シテ チ 効 果 に よ 
り FS 方 式 よ り 優れ て いる と 言わ れ て いる . 明 年 宮 頃 
大 阪 ・ ロ ンド ン 間 で 通信 試験 を 行なう 予定 で ある . 


2.4 短波 以外 の 国際 通信 方 式 


(A) 同軸 海底 ケー ブル 

日 本 ・ ハ ワイ を 結ぶ 日 米 海底 ケー ブル 計画 に より , 
国際 電電 で は ATT 社 と 各種 の 技術 的 問題 に つい て 較 
絡 , 調整 を 続け て いる . すなわち 本 年 2 月 , 蔽 月 で ば 
国際 電電 か ら , 7 月 に は ATT 社 か ら と いう よう に 技 
術 陣 の 往復 が 頻 代 で ある . 今 の と と ころ , ケー ブル 中 
継 器 お よび 通信 方 式 等 は 原則 と し て , ベル 研究 所 で 開 
発 , 実用 化 さ れ た 技術 を 採用 する が , ケー ブル の 一 部 
の 製造 が 日 本 業者 に ゆだね られ る と と に な っ て いる 
ケー ブル ・ ル ー ト は 現在 行なわ れ て いる 海洋 調査 ド 
ラ ヒ ッ ク 増 の 見 通し その 他 の 調査 を まっ て 決定 され る 
と こと に な る が , 北 纏 30” 以 北 は 日 本 側 で 調査 する 責任 
を も っ て いる の で , 東京 大 学 , 気象 庁 等 の 協 罰 を そる も と 
め て 海 座 の 地質 , 汐 流 な どの 調査 が 始め られ て いる . 
ケー ブル の 布設 船 に つい て は ATT で は 10,000 ド 
ン 級 の 大 形 布設 船 を 建造 する と こと に な っ た が , 目 本 側 
で も %$ 人 建設 , 保守 な ら び に 中 継 地 と な る 島々 へ の 資材 の 
補給 を あわ せ 考 えて 中 形 布 設 船 の 建造 を 計画 し て い 
る . と の 船 は 迅速 と ケー ブル 修理 が 可能 な よう に , か 
な り の 高速 船 で ある と と が 要求 され る で あろ う ・ 


一 方 他 の 大 洋 横 断 ケ ー ブ ル の 計画 と し て は ,1961 和 年 


に 完成 する 予定 の Commonwealth の CANTAT に 


続い て , 同じ Commonwealth の round-the-world ヶ ケツ 


ー ブ ル シス テム 申 メル ボル ン ・ パ バ パン クー パ バ 間 を 


た . また 米 ・ 英 両国 直通 の TAT 札 が 1963 年 
に は 布設 され る と と に な ぁ っ て お り , 同軸 海 褒 ケー 
ブル 網 が 世界 中 の 海底 に 張り めぐ ら さ れ て 国際 通 
信 の 中 枢 を な す の も そう 遠く は な い 模 様 で ある .7 7 

(B) 散乱 波 通 信 方 式 

海底 ケー ブル の ほか は に, 短波 周波 数 の 不足 を 補 
い , 国際 通信 に 利用 され うる 可能 性 の ある も の と 
し て , VHF また は UHF の 散乱 波 方 式 お よび 
JANET で 代表 され る 流星 尾 跡 に よる VHF の 反 
射 を 利用 する 方 式 な ど が ある . 


1962 年 か ら 1964 年 に か け て 布設 する と 発表 され 
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国際 電電 で は 1957 年 7 月 か ら 1958 年 12 月 まで 
の 1 か 年 半 に わた り , VHF の 電離 層 散 乱 波 の 伝 ば ん 
試験 を 日 台 間 で 行なっ て きた . と の ほど 台湾 側 国 際 電 
台 と の 話 合 が まとまり , 両国 間 に 本 方 式 に よる 商用 回 
線 の 実現 の 見 通し が つい た . と これ は , 大 阪 ・ 台 北 間 約 
15700km に 30 な いし 50Mc の VHF に よっ て 時 
分 割 4 重 電信 回 線 を 開設 し , 現用 短波 電信 回 線 を すべ 
て VHF 7 に 移 そ うと いう も の で あぁ ある. 送信 電力 は 20 
kW 変調 方 式 は 流星 の 反射 に よる ドッ プラ 効果 の 影 
杏 を 避け る た め 6kc 間隔 の 2 トー ン 方 式 , 受信 に は 2 
が イイ バー シ チ 受 信 を 行なう 1 また デシ テ チ ナ 
は 散乱 領域 を 十分 カカ バー し, かつ 後方 散乱 を 避け る た 
| めす サイ ド ョ ブ が 小さ く 前 方 対 後方 擬 の すぐ れ な た 12 列 
6 段 の 反射 器 付 同調 形 ア ン テ ナ を 用 いる と こと と し て , 
日 台 双方 準備 する こと に な っ た が , 開設 は 1962 年 末 
だ な る と 予想 され て いる . 
詳 この 方 式 を 最近 実用 化し た 例 は あぁ まり 無く , た だ 米 
4 陸軍 が ハワイ ・ 比 島 間 を 結ぶ 太平 洋 横 断 回 線 を VHF 
計 敢 乱 波 方 式 (一 部 UHF) で 本 年 完成 し た の が 目立つ 
誠 程度 で ある . 


正 「 員 - 来 


3.1 概 況 


有 息 車 や 航空 機 の 発達 し た 今日 , 諸 外 国 に お いて 
は ; 鉄道 は や ゃ や も すれ ば 向陽 産業 と いわ れ , 他 の 交通 
| 老 関 と の は げ し い 競 争 の 上 に サー ビス 向上 , スピ ー ド 
7 ッ プ 等 鉄道 の 近代 化 に よる 運営 改善 に つい て 真 け ん 
et 


培 ec と に 者 し く , それ に 伴っ て 国鉄 の 輸送 量 は 旅客 
| 貸 物 共に 年 々 増加 の 一 途 を た どり , 主要 幹線 の 大 部 分 
村 雪 半 に 行 コ まっ て 2W 培 0 は 醒 世 と な 飛 叫 
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(©) 宇宙 通信 

軌道 に の っ た 人 人工 衛 星 を 中 継 器 と し て 大 洋 横断 通信 
を 行なう 計画 は , 米国 に お いて つと に 研 究 さ れ て いた 
が , 本 年 は 通信 衛星 の 打上 げに 成功 し , いよ いよ 宇宙 
通信 実用 化 の 第 一 歩 を 踏み だ し た . すなわち 8 月 た は 
無給 電 中 継 器 と し て ェ コ ー1 凡 が 打ち 上 げ ら れ , さら 
に 10 月 に は クー リエ ェ IB 通信 衛星 の 打上 げに も 成功 
し た . クー リエ ェ IB は いわ ゆる 運 延 中 継 を 行なう も の 
で , マイ クロ 波 送 受信 設備 テー プレ コー ダ と プレ ー 
パッ ク 機 と を 内 蔵 し て いて , 地上 か ら の 電波 に より 送 
る 通信 を 録音 し , 地上 の 受信 地 か ら の 電波 に より 録音 
され た 通信 を ププ レー バック する も の で , その 通信 能力 
は 毎 分 68,000 語 と 言わ れ て いる . 

と れ ら 宇宙 通信 計画 は 従来 軍 と 航空 宇宙 局 と で 推進 
され て きた が , 最近 ATT 社 は 向う 2 年間 に 50 個 の 
瞬時 能動 術 星 を 極 軌道 に 乗せ て 全 世 界 を お お う 通 信綱 
を 作る 計画 を 明らか に し た . と これ が 実現 の 暁 に た は, ケ 


ー ブ ル で むず か し い テ レビ 中 継 る 可能 と な り 大 い に 注 * 


目 を あび て いる 


UDC 621.39+654.1] : 656.2(520)""1960™” 


: 鐘 でき 導 光 人 ぐ ・ 只 陸 導 | 


平 (上 日 本 国有 鉄道 う 


な ど と な り , 貨物 に お いて は 滞 貨 の 慢性 化 に よる 輸送 
遅 延 , 受付 制限 な ど に な っ て あら われ て いる . 

と れ ら の 点 を 打開 する た め , 昭和 32 年 度 か ら 第 一 
次 5 か 年 計画 を も っ て . いろ いろ の 方 策 を 実施 し て き 
た が , さら に 情勢 の 変化 に か ん が み , 第 二 次 5 か 年 計 
画 を 樹立 し て , その 実現 を 進め る と こと と な っ た 

その 内 容 と し て は , 東海 道 新幹線 の 建設 を 始め と し 
て 主要 幹線 の 複線 化 , 電化 ディ ー ゼ ル 化 に よる 主要 
都市 間 の 高速 列車 の 増発 , 貨物 の コン テ ナ 輸 送 , 通勤 
輸送 対策 , 踏切 の 立体 交叉 化 , 事務 の 近代 化 な ど が あ 
げ ら れる . と れ ら の 諸 計 画 に 対応 し て 鉄道 通信 と し て 
も 大 い に 設備 の 近代 化 を 計 り , 本 来 の 使命 で ある 良 
質 , 迅速 な 情報 の 伝達 を 始め 直接 国鉄 運営 の 合理 化 に 
寄与 する 方 向 へ 努力 を 傾け て きた . 

すなわち 本 土 を 縦貫 する SHF 回 線 網 の 建設 , 裸 線 
の ヶ ー プ ルッ イ 化 , 電話 交換 の 自動 化 , 旅客 情報 網 の 整 
備 , 事務 近代 化 の 推進 , 電信 の テレ プリ ンタ 化 な ど が 
着 々 実施 され , さら に 電子 技術 の 応用 と し て 電子 計算 


機 の 開発 。 自動 制御 装置 へ の 応用 な ども 試作 , 研究 を 
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表 3.1 国鉄 通信 主要 統計 
鉄道 電報 発信 通 数 年 間 37,820,591 通 
電 ァ » _ 落 信 通 数 ァ 52,513,168 » 
公称 電報 発信 通 数 ャ 4,968,489 » 
落 信 通 数 = ャ 295,503 # 
電報 取扱 駅 区 数 2,803 か 所 
信 | 公 箇 電 報 取 扱 駅 区 数 853 » 
電信 回線 数 436 回 線 
電 鉄道 電 語 変換 所 数 331 か 所 
電 話 中 継 線 数 3,966 回 線 
変換 加入 電話 機 数 85,920 個 
話 | 直通 電話 加入 電話 機 数 32,500 7 
| 架 奉 神 通信 線路 - 豆 長 | 240066 km 
| ” 延長 433,241 » 
ケー プル 通信 線路 豆 長 6,135 # 
通 2 延長 443,731 » 
各 種 電 話 機 数 135,606 個 
手動 電話 交換 機 数 1,206 座 
信 | 自動 電話 変換 機 数 83 組 
搬送 電信 端 局 数 | 88 7 
設 搬送 電話 端 局 数 721» 
長 中 短波 無線 機 数 752» 
| 超短波 無線 機 数 257» 
備 | 極 超短波 無線 機 数 159 7 
” 無線 端 局 数 47» 
通 ') 信 - 回 」 線 っ 数 86,026 
” 豆 長 (km) 659,123 km 
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行なっ て いる 、 国 鉄 の 34 年 度 末 に お ける 主要 統計 は 


表 3.1 に 示す と お り で ある . 


3.2 無線 設 備 


上 昨年 7 月 に 待望 の 本 土 縦断 の SHF が 完成 し て , 札 
幌 一 鹿児島 間 の 即時 通話 が 可能 と な り , し か も 交換 の 


自動 化 と 相まって ダイ ヤル 1 つ で 大 部 分 の 個所 の 呼出 


じ し が で さる ご と 
通信 近代 化 の 一 環 と し て 進め て いる 電信 , 電話 の 自 
動 化 に よる 業務 連絡 の 狂 速 化 , 電子 計算 機 に よる 中 央 


こっ 7 


事務 処理 , 座席 予 約 業務 の 機械 化 な ども すべ で て で と の 


SHF の 通信 路 完 成 に より , な お 一 層 の 発展 が 期待 さ 
HU 

な お 現在 , 敦賀 一 金沢 一 富山 一 糸魚川 一 直江 津 の 北 
陸 ル ー ト の 一 部 を 建設 中 で あり , 今年 度 よ り 新 た に 豆 
NE 
潟 ルー ト の 建設 に 着手 する 予定 で 

ER 
の と お り で ある . 

つき に 旅客 サー ビス や , 運転 保安 上 か ら 強 く 要 望 さ 
れ て いな た た 列車 無線 設備 も 昨年 8 月 か ら , 第 1, 第 2 で 
だ ま 坪 窓 天 が 第 13 
設置 され , 現在 良好 に 使用 中 で ある -. 


x 
Dr 3 i 
= ぁ 
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図 3.1 国鉄 SHF 中 継 網 計画 
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図 3.2 列車 電話 (業務 用 運転 台 ) 
と れ は 東京 一 大 阪 の 長大 , 複雑 な 地形 に 対し , 400 


Mc 帯 の 空間 波 方 式 を 用 いて 基地 局 と 電車 に 塔 載 し た 
移動 局 を 結ん だ も の で , 交換 方 式 , 呼出 方 式 そ の 他 に 
多く の 新 技術 を 採用 し て いる が , いずれ る も 極め て 良好 
た 動作 中 で ある . 

と の 列車 公衆 電話 の 利用 状況 は 1 か 月 約 300 通話 で 
1 日 1 列車 平均 は 列車 発 10 通話 , 列車 着 2 通話 と な 
っ て いる が , 各 列 車 と 東京 都内 と の 通話 が 最も 多く , 
全体 の 64 を 占め , つぎ に 大 阪 市 の 26 必 , 名 古屋 市 
の 10 必 の 順 で ある . 

また 区 間 別 の 取扱 数 で は 静岡 ビーン お 。 
多く な っ て いろ 

と の ほか と 業務 用 通話 は 1 日 1 列車 平均 約 4 通話 程 
度 で あぁ る 

電車 無線 に つい て も 運転 保安 の 面 よ り 強 く 要 望 さ れ 
で ゆい る が , 現在 は 技術 的 検討 を 行なっ て いる 段階 で あ 
る ろ . 


よび 名 古屋 ゾ 


3.3 有 線 線 路 


裸 架 空 線路 の ケー ブル 化 に つい て は , 自衛 的 に 良質 
な 通信 路 を 得る た め に 実施 する と こと は も ちろ ん で ある 
が , 他 動 的 に 民有 地 の 支 了 看 お よび 線路 の 複線 化 , 交流 
電化 に よる 誘導 隙 填 の た め の 支 隊 な ど に より , ケー ブ 
放 ル 化 の 必要 に 人 迫 あ られ て いる と と とろ が 多い . 

目 年 は 大 都市 近郊 の ケー ブル 化 の ほか , 東海 道 線 , 
画 南 一 静岡 間 , 豊橋 一 米原 間 が 災害 復旧 の た め ケ ー ブ 
ルル 化 さ れ , 中 継 線 は ケー ブル 搬送 機 (トラ ンジ スタ 有形 
衣 12ch 用 ) を 使用 し て いる 
| き 続 き 静 岡 一 豊橋 聞 の ヶ ケー ブル 化 が 計画 され て お 
り これ に より 東海 道 線 は 大 部 分 が ケー ブル 化 さ れ 
有 で この 沿線 に 通信 用 電柱 の な く な る の も 間近 いと と 
で ある . その ほか 電化 工事 な ど た に より ケー ブル 化し た 
区 間 も 含 め て の 実績 は 表 3.2 の あと お り で ある . 


表 3.2 線 区 別 ケ ー プ ル 化 数 量 (昭和 34 年 度 実績 ) 


ーー = —- = 
別 ] # 線 区 別 BY、 (m) 長 人身 - Cm) 
函館 本 線 3,059 | 篠ノ井 線 | 4,500 
北 千歳 線 3,220| | 北 陸 線 ] 12;900 
室蘭 本 線 4,930 | | 東海 道 本 線 223,432 
石 北 線 4,823 | 中 | 富山 港 線 | 2,130 
海 」 根 室 線 2,407 | 1 飯田" 線 | 9:273 
日 高 線 7951| | 中 央 本 線 | 695 
江差 線 3,5381 | 小海 線 2;573 
道 | 松 前 線 8,5041 | 身延 線 | 7,107 
RK 入 31,276 | 武豊 線 | 15,581 
a 樽 見 線 | 3,359 
山 田 12,438 | | - 
を 据 " 14.202| | 高 山 線 3,335 
部 | 還 線 1,116 
東北 本 線 | 109,147 | 部 | 関西 | 
村 、 基 株 に 804 に 
臭 守 本 母 | 「 2404 4 た 
了 能 線 220 小 計 | 339.433 
長 井 線 358 参 」 宮 線 28,601 
小 計 | 160;778| 関 | 皿 勢 線 | 30,639 
山陰 本 線 87, 111 
上 越 線 | 10241 | 天 東 線 | 10.016 
羽越 線 | 1447| | 東海 道 本 線 | 7.871 
信 越 線 | 27,798 | 西山 陽 本 線 ] 53,547 
油 gh 寺 40,459 
本 に で る 雪 1 "A 入 半 9 和 0 呉 線 a 
八 高 A | 6,465 国 国 | 小計 | 9.800. 小 計 - go0 
閲 中 央 本 線 | 53,901 ーー 
電 毅 線 ] 21,159| | 土 木 織 8,800 
東北 本 線 ]| 2,067 | 西 | 筑 肥 線 6,000 
高 崎 線 486 | 幸 袋 線 2,800 
上 越 線 1,600 鹿児島 本 線 88,700 
山手" 線 4,897 | 小 計 120,704 
小計 | 12.279| 総 証 1032.614 


4.4 自動 交換 機 


SHF に よる 全国 縦断 回 線 納 が 完成 し た 現在 , 早 幼 
に 交換 機 を 自動 化し て 全国 トー ル ダ イ ヤル を 実施 すべ 
き で ある が , 予算 事情 な どか ら 宣 点 的 に 東京 地区 , 大 
阪 地 区 の 全面 的 自動 化 お よび 全国 鉄道 管理 局所 在 地 
(27 か 所 の 内 , 釧 褒 , 高崎 , 静岡 名 古屋 , 米子 を 
除く 他 は 自動 化 ま た は 工事 中 ) の 自動 化 を 外 い で いる 
昨年 度 か ら 在 来 の ステ ッ プ パイ ステ ッ プ 方 式 は と り 止 
め , 全面 的 に クロ スパ ー 方 式 を 採用 する と こと と し , 現 
在 , 仙台 , 岡山 , 高松 , 徳山 , 酒田 , 南浦 各 な ど が ク 
ロス パー 交換 と し て 工事 中 で ある . 

昨年 の SHF 完成 と 同時 た, 全国 8 ブ ョ ロッ ク に 分 け 
た 総括 自動 交換 局 に クロ スパ バース イッチ を 用 いた 無 通 
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話 損 失 の 四 線 式 中 継 交換 機 を 設備 し て 全国 トー ル ダ イ ィ 
ャ ル の 中 枢 と な っ て お り , 乏 回 機能 と し て も 第 3 朱 回 
店 まで 可能 と な っ て いる . 

と の ほか に 国鉄 線路 沿い に 線 状 に 点 在 する 交換 所 の 
自動 化 に は 大 容量 に 集中 する より る も , 小 容量 の 交換 所 
を 多数 設置 し た 方 が 有利 で ある の で , と これ ら に に 使用 す 
る クロ スパ バー 式 の 自動 交換 機 を 仕様 書 化 し て , 大 体 次 
表 3.2 の よう に 定め て いる 


表 3.3 RX 形 自 動 交換 機 仕様 定格 


制 穫 EE 多き 軍人 ー & = 軍 
中 | 接続 方 式 | 電話 番号 [回 線 数 | 
RX-1 EN 160 回 綿 “Ss 
BE 共通 て 統制 { 
形 用 仙 方 上 眉 接 続 局内 は 4 以下 | 閣 
RX-2| » 式 | 三線 式 | 数字 統 | 700 回 
A |" i 
\ 一 線 3 000 回 線 
RX-3 | 2 1 株 7 数字 ルト 
a 三線 式 DE 
RX-5 | 中継 用 ES 線 以下 
Rr 四 線 : 
RX-6| 1 段 接続 
三 繧 - 式 大 線 600 
RX-7| 2 段 析 続 回 線 以下 
3 四 線 ス 線 400 
a * i 2 段 接続 同 線 以 下 
ーー 160_ 回 線 
用 | 局内 は 2 | 以 ト 
Xx 三線 基 人 誠 と 500 右 線 
-P2 2 は 3 数 字 以下 


3.5 事務 近代 化 と テレ ブリ ンタ 化 


国鉄 の 事務 近代 化 は "IDP 方 式 を と っ て お り , その 
た め 原 票 作成 の 末端 個所 と 中 央 処理 部 門 と を 連結 する 
伝送 回 線 が 必要 で ある . 

と の 伝送 回 線 は 現在 , 本 社 一 支社 間 お よび 支社 一 鉄 
道 管理 局 間 が テレ プリ ンタ 化 さ れ て いる が , 現場 駅 区 
より 鉄道 管理 局 へ の 伝送 路 ボ テレ プリ ンタ 化 さ れ て い 
な か っ た た め , この 間 は 車 送 その 他 に 頼ら ち ざ る を 得 な 
か この た め 今 年 度 よ り 全 国 主 要 地 区 250 か 所 より 各 
所 属 管 理 局 へ の 電話 回 線 を すべ て テレ プリ ンタ 化し , 
一 昨年 試作 し た TTP (Typewriter Tape Punch) 2 
号 形 を 配置 し て , と りあ えす 運輸 状況 報告 を 全面 的 に 
伝送 化す る 予定 で ある . 

その ほか に 本 社 一 支社 間 の 伝送 回 線 C ARQ(Auto- 
| matic Request) を 設置 し , 結果 は 非常 に 良好 で ある . 

高速 慶 伝送 は ユ ;,000~2,000 ボー に つい て 伝送 試験 
る が) 端末 伝送 機器 に つい て は まだ 検 対 
店 で ある .: 


3.6 電子 技術 の 応用 


最近 の 電子 技術 の 進歩 は めざまし く , 特に 経営 の 合 
ETF Th , 名 方 面 で も 大 ぎく 


ON 
国鉄 に お ける 電子 技術 の 応用 る 全体 的 に は 電子 技術 
調査 委員 会 で その 大 綱 を 客 議 中 で ある が , 各部 門 の 震 
要 に 応じ る た め , 技師 長 室 , 技術 研究 所 , 通信 斉 な ど 
を 中 心 と し て , 研究 , 試作 試験 を 強力 に 推進 し , その 
一 部 は すでに 実用 化 さ れ て 効果 的 に 使用 中 で ある . 
ね お も な 電子 応用 機器 と に つい て 概略 的 た 述べ る と "や つ © 
ざさ の よう な も の が ある . ’ 
(A) 座席 予約 用 電子 計算 機 (MARS-1 形 ) 
こと の 装置 は 昨年 2 月 使用 開始 され , 東京 近郊 主要 駅 
に 予約 装置 を , 東京 駅 セン タ に 店 央 処理 装置 を 設置 し ; 
下り 4 特急 電車 に 対す る 特 島 券 (座席 指定 〕 の 発売 を 
行なっ て いる . これ は 座席 予約 用 電子 計算 機 に 対す る 
基礎 的 な デー 
タ を 得る た め 
| | 試作 され た る 
の で ある が , 
非常 に 好成績 
で ある の で , 
全国 的 な 通信 
系 を 検討 し た 
上 , 大 形 の 計 
算 機 を 導入 し 
全国 に 及ぼ し 
て いく 予定 で 
ある . 
(B) 運転 
図 3.3 。 座席 予約 計算 擬 の 端末 曲線 計算 機 
te 運転 曲線 は 列 
車 ダ イヤ 作成 上 必要 欠く べから ざる も の で , 従来 は 多 
く の 人 手 と 時 間 を か け て , 図式 計算 に より 作成 し て い 
た . と の 計算 機 は 列車 条件 , 線路 条件 , 制限 条件 な ど 
を 与え る とこ と に より 運転 曲線 を 自動 的 に 描 図 する る の 
で , 速度 一 距離 , 時 間 一 距離 , 時 間 一 速度 , 時 間 一 電 
力量 の 各 和 曲線 が 描 図 で きる も の で 33 年 度 に 試作 し , 
現在 一 部 に 実用 機 と し て 使用 され て いる 
(C) 列車 運転 特性 計算 機 
従来 は 運転 計画 上 必要 な 動力 車 の 選定 , 投入 線 区 の 
決定 基準 , 運転 時 分 の 設定 な ど た と あぁ た っ て は 力行 時 
分 , 動力 消費 量 , 主 電動 機 温度 上 昇 等 , 列車 運転 時 の 
諸 特 性 を 机上 計算 し , その 経済 適 香 を 検討 し て いた . 
し か し と れ ら 計算 は 非常 に 労務 を 伴う ば か りか 長 時 
間 を 要する た め ; 方 針 変 更に 対し て 即応 的 な 計画 が で 


きず , 概算 また は 類似 計算 例 に より 判断 し な く て は な 
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な いで と が 
多かっ た 
本 計算 機 は 
と れ ら 諸 特 性 
を 各種 条件 に 
し た が っ て 自 
動 的 に , し か 
も 実 時 間 1/10 
以内 で 処理 で 
きる も の で , 
どれ に より 運 
転 計画 の 能率 
向上 を 計る も 
の で ある . 


れ ば 多大 の 経費 を 要する 現 車 試験 の 省略 を る 目指 し て 


いる . 

と の 計算 機 の 演算 能力 は つぎ の よう な も の で ある ろ る. 

(1) 運転 曲線 (s-v, s- り 

(2) 動力 消費 量 (電力 , 石炭 , 油 ) 

(3) 和 主 電 動機 温度 上 昇 

(4) 旋 行 時 分 

(5) 時 隔 曲 線 (s-v, s-0 

①) 列車 トラ ヒッ クシ ミュ レー タ 

列車 運転 上 の 合理 的 な 設備 の 運用 お よび 設備 計算 を 
行なう た め , 数 個 以上 の 列車 税 ま た は 貨車 和 群 の 運行 , 
制御 た 伴っ て 生じ る 複雑 な 問題 を 解明 する た め に 用 い 
計算 機 で , シュレ ーション の 結果 は , 写真 を 利用 
じじ で 自動 的 に ゲラ フ として, 表示 され る よう に な っ て 
いる . 

どの 装置 の 応用 し 得る 範囲 は 極め て 広い が , 国鉄 に 


お ける 利用 は つぎ の よう な も の を 考え て いる . 


1 う ハン プ ャ ー ド の 貸 車 税 の 制御 方 法 . 
2) 列車 運行 管理 の 問題 . 

(3) 線路 容量 の 問題 . 

(4) CTC 関係 設備 と 線路 容量 と の 関連 . 
(5) 変電 所 負荷 容量 分 担 の 問題 . 


| (6) 移動 閉 寄 方 式 に お ける ダイ ャ の 作成 . 


(Pp) 貨 報 用 電子 計算 機 

現場 の 貨物 各駅 より 毎日 , 貨車 の 動態 , 輸送 要請 な 
どの 情報 を 中 央 の 配車 指令 室 へ 報告 し て いる が , と の 
報告 類 ( 貨 報 ) は 1 葉 の 報告 が 200 桁 に も 及ぶ ば ぼう 犬 
な る の で , 配車 指令 室 は 手 集計 で 行なっ て いる た めこ と 


隊 現状 で ぁ 
較 議 る . これ を 
調 証 機械 化し た 
話 も の で あぁ あろ 
議 て 32 年 度 
議 共 に 試作 し 
議 現在 一 部 で 
放 実用 し て い 


放 (FP) 配 
6 車 用 電子 計 
図 3.5 貸 報 用 電子 計算 析 算 機 
現在 の 貨車 操 配 の 作業 は 貨 報 を 基 と し て 行なわ れ , 
し か る も 作 報 は 前 日 の 資料 を 翌日 の 配車 資料 と し て いる 
た め , 合理 的 な 貨車 操 配 と は 言い 得 な い . 

貨車 の 動き を 計算 機 に より シミ ュ レ ー ト する こと と に 
より 適 確 な 判断 を 行なっ て 貨車 操 配 を ゃ 行なう と こと が 本 
計算 機 の 目的 で , つぎ の よう な 処理 を 行なう と こと が で 
きる . 

(1) 貨車 操 配 の 判断 指令 、 

(2) 貨車 予約 業務 . 

(3) 信 車 到着 予報 


cy に っ の 他 


東京 , 大 阪 を 中 心 と し た 電車 区 間 に , 旅客 案内 , 事 
故 通 報 な ど を 伝送 する 情報 細 が 設置 され て , 旅客 の 誘 
導 案 内 に 適切 な 処置 が と れる よう に な っ た . 

その は ほか 電車 内 に 無線 機 を と りつ け , 中 央 の 運転 指 
令 室 と の 連絡 や 運転 保安 上 の 連絡 に 迅速 な 処置 が と れ 
る よう 計画 中 で ある . 

変電 所 の 達 隔 制 御 の た め の 通 信 , 移動 閉 宗 用 の 通信 
ャ ー ド に お ける 貨車 自動 仕分 装置 の 制御 な ど , 制御 通 
信 に つい て も 新しい 分 野 が 開拓 され つつ あぁ ある. 


3.8 結 言 


以上 , 最近 に お ける 国鉄 通信 の 現状 に つい て 述べ だ た 
が , 在 来 の 単なる 電信 , 電話 の み の 通 信 に と ど ま ら ちず 
最近 の 新しい 技術 的 発展 を 積極 的 に 取入れ て , シス テ 
ム と し て の 含 理化 に 積 板 的 に 寄与 する 方 向 へ 努力 を つ . 
づけ る 考え で ある . 
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昭 和 36 年 1 月 電 気 通 


> がき 


昭和 35 年 度 に は 年 頭 1 月 14 日 た チャ ネル プラ ン 
が 一 部 修正 され , 教育 テレ ビジ ョ ン 用 に 27 地区 の 周 
波数 割当 が 決ま り 教 育 テ レビ ジョ ン の 基礎 が 築 か れ た 
で と と , 多年 の 懸案 で あっ た カラ ー テ レビ ジョ ン の 本 
放送 が '9 月 か ら 発 足し た と と が , 電波 行政 上 注目 され 
る と 共に , 放送 事業 に 新しい 局面 を も た らし た も の と 
し て 記憶 され な けれ ば な ら な い . 

一 目 年 秋 の 通常 無線 通信 主管 庁 会 議 の 決定 た よる 新 
し い 短 波 放 送 周 波数 管理 方 式 が 9 月 か ら 適 用 され , と 
れ を 契機 と し て 国際 放 送 の 飛躍 的 拡充 が 行なわ れ た こと 
まま び ロー マリ < ジ きっ ク 4 お ける テレ ビジ ョ 
ン 中 継 に フィ ルム , VTR の 利用 の ほか 帯域 幅 圧 縮 を 
利用 し た 短波 に よる 画像 の 伝送 を 行ない ,- 同 時 性 の あ 
る テレ ビシ ジョ マ の 周 隔 中 紙 の 長 価 公 に 一 歩 を 貼 み 出し 
すき と と ある 

テレ ビジ ョ ン 放 送 は 基幹 局 の 建設 が ほぼ 終わ り , 小 
電力 局 の 建設 段階 に と 入っ た が , 一 方 聴 視 数 も 飛躍 的 に 
増加 し 8 月 11 日 だ は 遂に 500 万 を 突破 し , 一 般 放 送 
局 の 広告 料 収 玉 る ラジ オォ の それ を 大 幅 に 上 回 る 仙 忙 を 
星 し で いる ・ 


2 性 ウ 2 直 放 送 


昭和 35 年 3 月 30 日 郵政 省 は 標準 放送 周波 数 割当 
計画 の 一 部 修正 を 行なっ た . と これ は 増大 する 外国 電波 
の 混信 に 対す る 対策 を 主 目 的 と し , 一 部 周波 数 を 第 3 
地域 会 議 の 割当 どおり 変更 する と こと, お よび 国内 混信 
を 軽減 する こと を 合わ せ 考 えた も の で , 概要 は つぎ の 


と お り で ある . 
周波 数 変更 を 行なっ た 局 計 14 局 
(内 訳 ) NHK 第 一 放送 4 局 
NHK 第 二 放 送 3 局 
一 般 放 送 7 局 


周波 数 変更 は 4 月 5 日 (一 般 放送 中 村 放 送 同 は 4 月 」 
10 日 ) 一 斉 に 行なわ れ た 、 


と の 他 , 昭和 34 年 の 標準 放送 再 免許 に より 増 力 を 
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吉 克 (正本 放送 協会 う 


認め らち られ た 局 も 近 次 増 力 を 実施 し て いる . 
(A) NHK ラジ オ 
近年 の 電気 器具 利用 の 著しい 増加 に 伴う 雑音 強度 の 


増大 の た め , 現在 の 法定 電界 強度 で は 聴取 困難 な 地域 
を 生じ て いる . また 外国 電波 に よる 混信 被 紳 る 逐 年 増 
加 の 一 途 を た どっ て いる . と これ ら の 難聴 地域 の 救済 を 


計る た め , 了 昭和 35 年 度 は 表 4.1 の よう に K 放 送 局 の 新 


表 4.1 NHK 昭和 35 年 度 新設 増 力 テ ラジ ォ 局 計画 表 


電力 | 新 設 局 増 ガー 局 
kW| 第 一 放送 | 第 一 放送 | 第 一 放送 | 第 二 放 送 
3 岡山 岡山 

] ] ome) 
1 佐 。 賀 | 黄 佐賀 
宇 和 鳥 | 電 川 ) 甲 麻 
宮崎 。 稚 岡 
宇和 島 

0.1 | 久 滋 , 熊野 | 日 南 , 中 津 | 宮古 , 小諸 | 営 十 , 小計 

香 佳 。 花輪 | 川 , 中 標津 | 敦賀, 新宮 | 導 
中 見 | 構 原作 価 | 人 電話 

人 帆 謀 | 人 伯 

0.05 | 串間 広尾 
以下 | 宿 宅 。 中 屯 

別 、 菊原 
松前 品 


増設 並び に 既設 局 の 増 力 等 が 実施 され つつ あり , と の 


計画 が 全部 完了 する と 第 一 放送 , 第 二 放 送 の カバ レー 
ジ は 全国 世帯 数 の それ ぞ れ 約 99.5, 96.6 と な る 
予定 で ある 、 し か し な が ら こ と の 値 は 昼間 , 全国 放送 聴 
取 可 能 の 世帯 数 と いう 意味 で あり , 夜間 の 県 別 放送 聴 


取 可 能 の 世帯 数 は , 混信 や 雑音 の た め , と の 値 を 相当 


下回る る の で あり , さら に 聴取 改善 に 努力 せ ね ば な ら 
な い . と れ ら の 対策 の 一 つと し て NHK で は 超大 電 
力 放 送 た に つい て も 研究 し て いる が , 今年 度 か らち ら は さら 
に 施設 の 具体 的 な 検討 を 進め る こと と な ろう . 

(B) 一 般 放 送 ラ ジオ 

表 4.2 の よう に K 了 昭和 35 年 12 月 末 ま で に 7 局 が 義 
局 し , 昭和 "34 年 の 再 免 許 に より 増 力 を 認め られ た 局 
が 10 局 増 力 を 行なっ た ・ こ の 他 精 密 同 一 周波 数 に よ 
る 放送 の 実用 化 試 験 局 と し て 山形 放送 鶴岡 局 が 1kW 
の 増 力 を 認め られ , 発足 し た . また 東海 ラジ オォ 放送 の 


Member (Japan Broadcasting Corporation, Ein), 開局 に 伴い , 2 ジオ 東海 並び に 近 東 海 が 発展 的 に 廃 
iii a 局 じ た ・ A 
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表 4.2 一 般 放送 局 昭 和 35 年 中 完成 局 一 覧 表 
(民放 連 弘 報 部 調べ 35.11) 


3kW 網走 ジオ 山口 
静岡 放送 , 北陸 放送 
北 旦 本 放送 , 福井 放送 
ラジ オ 東 北 , 青森 放送 
1kW 名 ラジ オ 東 海 
mm 近畿 RN 
0.1 | 京都 放送 滋賀 
kW| ラジ オ 中 国 = = 次 
0.05 | ラジ オォ 山口 岩国 
A EW| 中 部 日 本 神岡 
RKB 本 
A OS ea 行橋 


表 4.3 ( イ ) ラ ーー 杉 4.3 (イィ イ ) ラテ ジオ 電力 別 放 送 施設 一 覧 表 


2 
1 
3 


31 
18 
49 


4 
18 
22 


(C) 外国 電波 の 混信 


表 4.4 の よう に 外国 電波 の 到来 状況 は 近隣 諸国 の 国 
泡 の 売 実に 伴い ます ます 増加 の 傾向 に あり, 和 35 年 


罰 | 以上 で , わが 団 に 相当 な 混信 を 与え る 波 の 数 が 7 倍 

放 】 強 と な っ て お り , NHK, 一 般 放送 共 前 記 の よう な 新 

有 拭 ; 増 力 が 行なわ れ て いる に も か か わら ず , 外国 電波 

に よる 混信 の 凛 害 は 増加 する 傾向 を た どっ て いる . 
(①) 雑音 強度 の 増加 と その 対策 

喪 4-4 外国 電波 到来 状況 の 推移 (電界 強度 別 ) 


等 : mV/m YR 

」 昭和 27 年 12 月 
< ド ヶ 29 年 12 月 
 *_ 31 年 12 月 


NS 
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注 の 1kW, 島原 0.02kW お ぉ よび 実験 局 小倉 0.25 kW 


表 4.3 (ロロ) テレ ビジ ョ ン 電 力 別 放送 施設 一 覧 表 


| 10 月 に は 昭和 27 年 に 比較 する と , 電界 強度 0.03 mV/ 


昭和 30 年 前 後に な ね ける 雑音 強度 は , 現在 の 法定 電 
界 強 度 で 満足 な サー ビス の で きる 程度 の 強 さ で あっ だ た 
が , その 後 全 国 的 に 電気 器具 , けい 光 灯 な ど が 急激 に 
普及 し , 都 市 は も ちろ ん , 町 村 に お いて も 急激 に 雑音 強 
度 が 増加 し , 一 部 で は 現在 の 法定 電界 強度 で 良好 な 聴 
取 が で き な い 地域 が 生じ し でき た. 放送 に 与え る と これら 

雑音 妨害 は ます ます 増加 する 傾向 に ある の で , 受信 
障害 対策 中 央 協議 会 を 通じ て 全国 雑音 一 掃 運 動 を 強力 
に お し 進め て お り , 雑音 防止 措置 の 実施 に ついては, 
メー カ , 電気 工事 業者 , ラジ オォ 業者 の 完全 な 協力 を 得 
られ る よう つと め , また 一 方 , 地方 自治 体 な どの 外部 
諸 団 体 を は し じ め 広 く 一 般 の 協力 を ゃ も 要請 し , 総力 を あぁ 
げ て 雑音 防止 措置 に あたる よう つと め て いる . 


(35.12 末 現 在 ) 一 方 , 昨 年度 は 雑音 の 出 

5 電 な い 機 器 の 研究 開発 も 活発 

2 1| 880.92| jse に 行なわ れる よう に な り , 
42| 9 569.6 引 106 電極 構 造 の 改良 と よる 低 雑 
1 11,150. 57 242 音 け い 光 灯 や 半導体 の 応用 

に よる 低 雑 音 自動 車 点 火 せ 

ん の 開発 が NHK 技研 を 中 


心 と し て 進め られ , それ ぞ 
れ 試 作品 に よる 検討 が 行 な 
われ て いる 

(E) 演奏 所 の 総合 整備 
一 昨年 か ら NHK, 一 般 
放送 各局 共演 奏 所 の 整備 を 
盛ん に 行ない 会 館 形 式 の 大 
き な 演 奏 所 が で き て , ロー カル 放送 の 売 実 を 計っ た . 
NHK で は 昨年 仙台 , 松山 を 除く 中 央 放送 局 の 会 館 建 
設 を 終わ り , 引続き これ ら に つぐ 都市 に 所 在 す る 一 種 
局 の 演奏 所 の 整備 に 着手 し た 施設 の 合理 化 を 計る た 
め ラ ジオ , テレ ビ を 含め た 総合 的 な 整備 を 行なう て と 
を 方 針 と し て , 一 三種 局 の スタ ジオ 設備 を 標準 化し た 
の で , 今後 急速 に 整備 が 行なわ れる 予定 で ある 仙台 
中 央 放送 局 は 35 年 度 内 に 完成 の 予定 で 岡山 , 金沢 も 
同じ く 年 度 内 に 完成 する . その他 新潟 , 盛岡 な ど 数 局 
が 36 年 完成 の 予定 で 工事 を 進め ゆめ て いる ・ 

(『F) 東京 受信 所 整備 と 報道 の 迅速 化 

報道 の 迅速 性 を 確保 する た め NHK で は か ね て 千葉 
県 横芝 に 受信 所 を 作り , 外国 放送 の 受信 や 人 工 衛 星 か 
ら の 電波 受信 を 行なっ て いた が , 昨年 9 月 受信 所 の 機 
能 を 最大 限 に 発揮 させ る た め に 横芝 , 東京 間 を 筑波 中 
継 の マイ クロ 回 線 で 結び 12 月 東京 の 放送 会 館内 に 取材 
AA OE 3 ik 


(35. 末 現在 ) 
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昭和 36 年 1 月 


た ・ 今年 か ら そ の 機能 が 向上 する と と が 期待 され る ・ 
4.3 テレ ビジ ョ ン 放 送 


昭和 35 年 は 前 年 に 引続き テレ ビジ ョ ン 局 の 建設 が 
相 つ き ぎ , NHK 総合 テレ ビ 局 お よび 一 般 放送 局 合 わせ 
て 30 余 局 が 放送 を 開始 し た . 東京 で は NHK 総合 他 一 
般 放 送 4 局 が 1 月 か らら 3 月 に か け て 50EW に 増 力 
以 / 放 NHK の 教育 テレ ビジ ョ ン も 5 月 16 日 東京 タワ 
ー に 移設 と 共に 50kW に 増 力 し た の で , と と に 東京 
の 各局 は 東京 タ 々 ワー か ら 50kEW の 犬 電力 放送 を 行 な 
う 態勢 が 整い (NTV だ け は 現 位置 で 50 kW 増 力 ), 
周辺 地区 の サー ビス が 向上 し た . また , か ね て か ら 和 懸 
案 で あっ た 教育 テレ ビジ ョ ン に つい て は , 年 頭 1 月 14 
是 全 国 の 27 地区 に 周波 数 割当 が 決定 し , さら に 精密 
オフ セッ トキ ャ リヤ 方 式 の 採用 に より 6 月 11 日 名 古 
屋 地区 に NHK 教育 テレ ビジ ョ ン 用 周波 数 が 割当 ら 
れ た の で , 先 の 東京 大 阪 を 含め て 全国 30 地区 で 
NHK 30 局 , 一 般 放 送 1 局 計 31 局 の 教育 テレ ビジ ョ 
ン 基 幹 局 が 予定 され る と こと と な わり, 視覚 教育 全国 普及 
の 基礎 が で きた . 一 方 テレ ビジ ョ ン の 聴 視 者 数 は 予 
想 帳 回 る 増勢 を 示し , 8 月 11 日 に は 500 万 世帯 数 
を 突破 し た . 年 末 に は 550 万 を 越え る も の と 思わ れ 
( 表 4.5) 年 間 増 加 数 は 200 万 を 越え 放送 開始 以来 最 
高 の 延 び を 示し た ・. 

(A) 「 NHK 総合 テレ ビジ ョ ン 

昭和 35 年 に は 表 4.6 の と お り 17 局 が 開局 し た 外 
1 月末 に 仙台 , 広島 の 中 夷 放 送 局 が 5kW か ら 10 kW 
に 増 力 し た . これ で 基幹 局 49 地区 は 稚内 , 高田 を 除 
きす べ て 完成 し , これ ら 基 幹 局 だ け で は 充分 な サー ビ 
ス の で き な い 地域 に 対す る 中 継 局 の 新設 が 次 第 に 主体 
と な りつ つ あ る . 今年 は さら た に 中継 局 の 新設 ち ス ピー 
ドア ッ プ する 予定 で , とこ の た めこ と これら の 局 に 対す る 周 


表 4.5 テレ ビ 受 像 契約 者 お よび 局 数 増加 状況 
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表 4.6 NHK 昭和 35 年 開局 TV 局 一 覧 表 


名 場所 | 映像 出力 
鶴岡 | 3 | 高 館山 |0.25kW | 6ST ( 指 35. 2.27 
尾 道 | 7| 高 見 山 1kW | 10 SG ( 指 ) 35 
3SG2 面 
飯 田 神 之 座 | 0.25kW | 60° コー ナ S35 
圧 ( 手 ) 
i EAR 
福知山 | 31| 鳥 ケ 岳 30W |1ST 35. 4.16: 
新居 浜 | 21| 河 ノ 北 |0.25kW | 6ST 35. 5.21 
若 松 | 1| 春 火山 lkW | 6SG ( 措 ) 35.16 交 1 
吉原 』 4 二胡 右 14W |60° ュ コーナ 35. 6.20 
宮 崎 | 81 角 塚山 1lkW' 6ST G®D 8g 
釜 石 | 2| 箱 根 山 |0.25kW | 8ST 985.8 
津山 | 2| 黒 沢山 Wh ZIT 5.9.01 
八 戸 | 9| 天 魔 平 | 0.5kW |12ST 35. 9.20. 
延 岡 | 4 1 受容 山 |0.25kW | 12 ST 35.10. 1 
2 90° コー ナ 
鹿 屋 | 4| 御 岳 75W 2 基 ( 哲 ) 35.11.10: 
小 筑 |11 上 宮 公園 75W | 2SG1 面 ( 指 ) |35.12.23 
i 4| 税 突 幅 | 75W 0 35.12.25. 
名 寄 | 4| 砺 波 |0.25kW CB 35.12.2& 


波数 割当 を 総合 的 に 検討 する いわ ゆる 第 二 次 チ ャ ネル 
プラ ン の 確定 が 早急 に 行なわ れる と と が 期待 され て い 
る 
テレ ビジ ョ ン 放 送 所 は 山上 に 設置 され る と と が 多い 
の で , 技術 の 進歩 に 伴い 従来 の サテ ライ ト , ブー スタ 
等 の 小 電力 局 の みな ら ず 1 kW 級 放 送 局 の 無人 化 % 行 
な われ る よう に な り , 昨年 度 建設 局 の うち 宮崎 , 若 
松 , 新居 浜 の 3 局 は 自動 局 ま た は 遠隔 制御 局 と し て 運 
用 され て いる . 
(B) NHK 教育 テレ ビジ ョ ン 
4.3 節 に 述べ た よう に 教育 テレ ビジ ョ ン は 年 頭 の チ 
ャ ネル プラ ン の 一 部 変更 に より 27 地区 が 周波 数 割当 
を うけ た が , 12 月 末 ま で に 7 局 が 開局 し た .「 ま 
た 東京 の 50kW 増 力も 行なわ れ た の で , 以上 の 結 
果 カ バレ ー ジ は 約 35 必 に 達する 見 込み で ある . 


朋 . 
の "6 NHK で は さら に 教育 テレ ビジ ョ ン の 普及 を 目指 
oo oo. 含 し て 今年 度 さ ら に 基幹 局 の 教育 テレ ビジ ョ ン 局 億 
数 請 没 を 急ぐ と 共に / サ テラ イト 局 に つい て も 7 でき 
に 。 ぽ る だ け 併 設 を 行なっ て いく 方 針 で ある 
人 色 200 A = 
# 0 9 (C) 一般 放 送 局 テレ ビジ ョ ン 
テ A 
| 20 7 34 年末 に は 43 局 で あっ た が , 表 4.8 の と お り 
f 負 


ーー = 
i471014 0147101471014710147101471014 71014 
6 3 a dE RS 


710’ 
36 年 
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16 局 が 開局 し た の で 合計 59 局 と な っ た . と の う 
ち 長 野 , 握 を 始め 7 局 は 一 般 放送 局 と し て 始め で 


局 名 |ch| 場 所 了 像 出力 空中線 | 直 月 呈 30 分 ) に 拡 示さ れ た . 
| 表 岡 放送 浜松 | 6 1 浜松 市 内 1kW|8SG ( 指 ) |35. 3.1 昭和 34 年 秋 ジ ュ ネ ー ブ で 開催 され た 通常 無線 
信越 放送 長 野 | 7| 長 野市 内 75 W| 60~ コー ナ | 35. 3.25 通信 主管 片 会 議 で 国際 放送 用 周波 数 の 割当 方 針 が 
; 2 基 ( 指 ) 
請 > ジオ 東北 11 | 秋田 大 森山 | 5kW| 14SG( 指 )|35.4.1 大 幅 に 変更 され , 今 ま で の 周波 数 登録 方 式 が いわ 
衣 山形 放送 |10| 山 形 西蔵 山 | 3kW|12ST 35. 4. 1 ス 
詳 計 析 和 才 四 1 | 地 四 社 と 16.25kW 5 SG ( 6 4 ゆる 周波 数 管理 方 式 に 改め られ た 、 す な わ ち 実際 
有 有 2 ジオ 中 田中 | 9| 只 休 山 | 12W| 1ST |35.4.1 合用 し て いな い 周 波数 で も 使用 の 登録 さえ し て お 
人 包 井 放送 1 | 福井 中 羽山 | 3kW 6ST 35.6. 1 け ば 確保 で きた の が , 今後 は 実際 に 使用 する 周波 _ 
六 新選 刻 | 6 断層 洋 醒 / 北 0.25kWI 6ST | 958.6.1 数 と その 使用 時 間 を 約 半年 前 に TFRB KK 通知 し , 
半井 凍 7 宣 関 上 山 |、 kW 6ST | 98. 6 1 TERB で は 章 徐 する を の に つい て 折半 C0 る 恒 机 
有 清 手 放送 金石 | 10 | 倫 石 箱根 山 0.25 kW| 12 ST 9579.11 
上山 旧 放 送 津山 | 7| 津 山 黒沢 山 | 75Ww| 2ST 35.9. 1 の 調査 を 計る と いう と と に な っ た の で ある が , と © 
トド PR 梶 ST | 895.9.20 「 れ が 昭和 35 年 9 月 4 日 か ら 発効 する こと と な ラ 
| ( 折 < 半生 た の で , 各国 と も 長期 計画 の テン ポ を 早め て 繰り 
6 | 0 ュー ナ 英二 RE OE i 1964 年 
有 久 起 放送 中 訪 | 6| 攻 時 | 75v 35.12.25 東京 オリ ン ピ ッ ク の 中 継 放送 を 眼前 に 控え て 早急 
n 角 x に 実施 する 必要 に せま られ , 用 年 の 9 月 4 日 か ら 
0 C138) ら 
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表 4.7 NHK 昭和 35 年 開局 教育 TV 局 一 覧 表 


局 
函 
に 
浜 
電 
福 
仙 
盛 


の 小 電力 局 (基幹 局 以 外 の サテ ライ ト 局 ) で ある . 一 
般 放 送 の テレ ビジ =』 ン 広告 料 収入 は 近 年 増加 の 一 途 を 
た どり ;」 昭 和 35 年 3 月 に 終る 昭和 34 年 度 は 約 255 
億 円 と ラジ オォ の 広告 料 収入 の 現在 まで の 最高 額 約 156 
億 円 (昭和 33 年 度 ) を 大 きく 潜 罰 し た . 今年 3 月 に 
終る 35 年 度 に は さら に 増加 する も の と 思わ れる . 

(D) カラ ー テ レビ ジョ ン 

か ね て か ら 懸 案 で あっ た VHF 帯 の カラ ー テ レビ ジ 
ョ ジン 本 放送 は 昨年 9 月 に 至っ て 実施 の 運び ぴ びとなった. 
すなわち 本 放送 開始 に 必要 な 規則 変更 の た め の 聴 問 会 
が , 昨年 4 月 13 日 ~16 日 お よび 25 日 ,26 日 の 約 一 週 
間 に わ た っ て 開催 さ れ , 各 方 面 の 意見 を 参考 に し て 
6 月 3 日 電波 監理 審議 会 の 答申 が 行なわ れ , 9 月 1 日 
か ら 施 行 さ れ た . 

と どの 結果 昭和 32 年 末 か ら 行 な われ て いた 実験 放送 
た に 終 正 符 が 打 た れ NHK 東京 , 大 阪 の 総合 お よび 教育 


罰 テレ ビジュ ョ ン ,NTV, 東京 放送 , 読売 テレ ビ , 彰 日 放 


送 の 各局 は 9 月 10 日 一 斉 に 本 放送 を 開始 し , さら に 
9 月 26 日 に は NHK の 舞 稔 , 福知山 , 海南 の サテ ラ 
表 4.8 一般 放送 局 昭和 35 年 開局 TV 局 一 覧 表 


ィ ト 局 , ブー スタ 局 が 加わ り 計 11 局 が カラ ー テ レビ 
ジョ ン 放 送 を 行なっ て いる . 


4.4 FM 実験 放送 


NHK が 東京 , 大 阪 に お いて 32" 年 に FM 実験 放 
送 を 開始 し , 続い て 33 年 に 東海 大 学 が 多 軍 放送 実験 
局 を 運用 開始 し て 以来 , 種々 の 技術 資料 の 収集 に 努め 
将来 の 本 格 的 な FM 放送 に 対す る 準備 を 着 々 と 進め 
て 来 た . 東海 大 学 は 4 月 た 実用 化 試 験 局 と な り , 一 般 
公衆 の FM 放送 に 対す る 関心 も 高まり , 他方 市 販 受 
信 機 の 性 能 も 著しく 向上 し た . 

34 年 郵政 省 は , 将来 の FM 放送 の 在り 方 を 考慮 し 
て , 使用 周波 数 帯 と し て 従来 考え て いた VHF 帯 の 他 
に UHF 帯 の 利用 と 言う 研究 問題 を 提示 し , 関係 方 面 
と も 意見 の 調整 に 努め て 来 た . NHK で は UHF-FM 
実験 局 を 技術 研究 所 に 開設 し て , 各種 基礎 資料 の 収集 
を 計る と と も に , VHF 帯 と の 比較 検討 を 進め , 一 般 
家庭 用 受信 機 の 試作 研究 を 行なっ た さらに 10 月 に 
は 電波 技術 協会 UHF-FM 受信 機 調査 委員 会 が 発足 し 
た 外 , 各 方 面 に お いて UHF 帯 の 開発 の た め の 研 究 が 
進め られ て いる . UHF 搭 の 放送 に つい て は 最近 ヨー 
ロッ パ で も 検討 が 始め られ て いる と と は 注目 すべ きら と 
と で あぁ ある. 


4.5 国際 放 送 


昨年 4 月 か ら 新 た に 朝鮮 向け 1 時 間 を 新設 し た 他 , 
ジェ ネ ラ ル サ ー ビ ス を 3 時間 か ら 6 時 間 に 増 加 し た た 
め , プロ グラ ム 時 間 で 29 時 間 (一 昨年 度 25 時 間 ), 

周波 数 時 間 で 54 時 間 30 分 (一 昨年 度 50 時 間 


昭和 36 年 1 月 


大 幅 な 拡充 が 行なわ れ た . 年 度 計画 の 中 途 で あっ た な た 
め , 番 組 面 の 増強 は 行なわ ず , 周 波数 時 間 に お いて 1 日 
20 時 間 の 増加 が 行なわ れ た . その た め 現 用 送信 機 で は 
間に合わ ず 従 来 の 予備 機 等 3 台 も 動員 し て 主幹 番組 の 
運用 に あたっ て いる . こ と の 外 に も 随時 送出 する 秋 組 が 
ある た め , 保有 送信 数 の 活用 は 限度 に 達し て お り , 近 
年 増設 の 予定 で ある . 今回 の 拡 の お も な る 点 は , 含 
まで 2 周波 同時 発射 だ っ た 南ア ジア 向 , 中 東向 ,) ョ ー ロ 
ッ パ 向 , 北米 東部 向 , 中 米 向 , 比島 イン ド ネ シア 向 , 
北米 西部 向 お よび ハワイ 向 の 8 方 向 が 3 波 同 時 発射 と 
な っ な た 他 , 今 ま で 東亜 向け の み だ っ た ジェ ネ ラ ル サ ー 
ビス が 欧州 向け と アメ リカ 向け を 加え て , 3 方 向 同 時 
出 な っ た こと と で ある 語 そ の た め ジ ぁゃ ネ ラル サー ビ 
ス の 良 聴 地域 が 急激 に 拡充 され , 各地 か ら の 反 可 る 著 
じ く 増加 し た . 

周波 数 の 傾向 か ら 見 る と 前 年 に と 比 し , 太陽 黒点 数 る 
徐々 に 降下 し つつ あ ぁ ある の で 各 方 向 と も 幾 分 低 目 の 周波 
数 が 使用 され , 11 月 6 日 か ら 始 まる 冬期 周波 数 期間 
は こと こ 数 年 使っ て いな か っ た 6 Mc 帯 を 使用 する と 
と と な っ た . 9 月 4 日 か ら の 周波 数 管理 方 式 採用 後 の 
聴取 状況 は , 南米 向け の み が ロ ロー カル 放送 に よる 混信 
の な た る め 以 前 より 悪く な り , 実施 後 1 か 月 で 再び 周波 数 


切替 え を 行なっ た 例外 は あっ た が , 総括 的 に 見 て 全般 


相当 改善 され , 新しい 周波 数 管理 方 式 が 一 応 成功 し 
て いる と 考え らち られる. 


4.6 放送 技術 の 動き 


(A&A) ラジ オ 関 係 
(1) 中 波 超大 電力 放送 の 研究 NHK で は , 近 
年 著 増 の すう 勢 に ある 電気 機器 の 雑音 障害 や 外国 電波 


の 混信 妨害 の 対策 の 一 つと し て , 中 波 超 大 電力 放送 の 


N 


実施 に つい て 検討 する と と と し , 放送 電力 は 数 百 キ ロ 
ワウ ワット を 目標 と し て , 放送 機 , 空中 線 系 , 電波 伝 ば ぽん 
特性 な ど に つい て の 調査 研究 を 開始 し た . と くに 電力 
増幅 管 の 開発 , 空中 線 , 給電 線 の 耐 電 圧 , 放送 機 の 過 
渡 現 象 対策 な ど が 問題 と な っ て いる .・. 

( 結 ) UHF-FM 放送 に つい て の 研究 。 送信 機 , 


受信 機 , 空中 線 , 電波 伝 ば ん , 障害 波 な ど 全般 的 に 研 


| 完 が 進め られ た : と くに NHK で は 大 電力 クラ イス ト 


「 ョ コン を 用 いた 10 キ ロワ ッ ト UHF-FM 放送 機 を 製作 し 


て 実験 を 行ない , UHF 放送 を 実施 する 場合 の 技術 基 


電 気 通 {( 


Dil 
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送 標 落 方 式 確立 の 動き が 世界 的 に 活発 と な りーEBU, 
NSRC' な ど で も る も, "と これ に 関す る スタ ディ グル ー ブ が 
中 心 と な っ て 方 式 の 開発 に つと め て いる . わが 国 で る 
FM 放送 実施 に 関連 し て 研究 を 進め て いる が , NHK 
技術 研究 所 で は 各種 方 式 に つい て 実験 を 行ない , 再生 
音響 上 の 問題 点 に つい て 引き 続き 検討 を 重ね て いる . 

(jv) 磁気 円 板 録音 前 年 より 研究 中 で あぁ っ た 磁 
気 円 板 録音 に お いて , ヘッ ド の 送り 機構 を どの よう な 
方 法 に する か , 実用 上 の 立場 か ら 性 能 , 安定 性 , 使用 
上 お よび 製造 上 の 問題 な ど に つい て 検討 し 一 応 の 結果 
が えら れ た の で , と これ に よっ て 製作 し た 円 板 録 音 機 
東京 ほか 二 , 三 局 で 使用 し た , その 使用 結果 に よれ ば 
雑音 が 少な く 音 質 が 良好 で 取扱 が 簡便 で あっ た . 

Cv その他 テレ ビジ ョ ン 事 だ 内示 オオ の 屋外 
中 継 の 場合 風 に よる マイ クロ ホン の 雑音 を 軽減 する 
だ め 人 ウイ ンド スク リン を 試作 じじ され ESe 雑 
音 に 対し て 20dB 程度 改善 され た . また トラ ンジ ス 
タ 式 10 ワッ ト 電 力 増幅 器 を 試作 し 相当 の 結果 が えら 
れ た .・ な お 若干 不 十 分 な 点 が あぁ る が , 目下 検 土 中 で 近 - 
く 解 決 で きる 見 込み で あぁ る. と これ に よっ て , 先 に 製作 
し た トラ ンジ スタ 前 置 増幅 器 , 中 継 用 ミク タクシン グ 増 幅 
器 な ど , スタジオ 設備 の 全 ト ラン ジス タ 化 が 近 ぐ 実現 
の 運び と な る こと こと と 思わ れる ろ る. 

(B) テレ ビジ ョ ン 関 係 

(i) 精密 オフ セッ ト 方 式 の 実験 精密 オフ セッ 
ト 方 式 は 関連 放送 局 の 搬送 波 周 波数 が 1x10* 以上 の 
安定 席 を 有する こと と を 要求 し , VHF テレ ビジ ョ ン の 
場合 , 200 Me= 付 近 の 搬送 波 た 対し て 土 2.5 サイ クル 
の 許容 偏差 に 入る と と が 必要 で ある . 4.3 に 述べ た よ 
うに 名 古屋 地区 を 選定 し て 実験 を 行ない , 当初 に は ア 
メリ カ の James Knights 社 製 の 発振 器 を 使用 し た が 
第 2 期 以 降 は NHK で 開発 し た 発振 器 を 使用 し て 好 結 
果 を を えた. 

(i) ロー マオ リン ピッ ク の 中 継 放 送 。 昨年 8 月 
25. 日 か 9 月 11 日 まで ロー マ で 開催 され た 第 が 回 
ォ リ ン ピ ッ ク 大 会 に つい て , NHK お よび 一 般 各 放送 
局 で ラジ オ , テレ ビジ ョ ン の 中 継が 連日 行なわ れ た . 
デレ ビン ジョン は NHK が 主体 と な 00.1 2 
VTR, と ま ど り 写真 電送 を 用 いて 送ら れ た 画面 が 一 般 
放送 に も 分 配 さ れ , いずれ る も 好成績 を 収め た. と くに 
VTR の 方 式 変換 や , 世界 最初 の 試み で ある 短波 に よ 


| 準 の 確立 と 送受 信 機 器 の 実用 化 資料 の 整備 に 努め た . る 電送 速報 の 各 装 置 は , か ね て の 研究 成果 を 用 いて 製 

Gi ステ レオ 放送 最近 ステ レオ に 対す る 関心 作 さ れ た も の で , わが 国 テ レビ ジョ 』 ン 放送 技術 に 新 分 

(が 一 般 に 高まっ て いる が , 放送 の 分 野 に も ステ レオ 放 野 を 開い た も の と し て 注目 され た . 
人 0 
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0) テレ ビジ ョ ンス タ ジ オ の 合理 化 ここ 数 年 
の テレ ビジ ョ ン を 中 心 と する 放送 事業 の 躍進 は 施設 の 
合理 化 を 強く 要求 する も の で , 数 年 来 , 自動 化 , 無人 
化 の 努力 が 続け られ て きた . すなわち ラジ オ で は 10 
キロ ワッ ト 放 送 所 , テレ ビ で は サテ ライ ト 局 は も ちろ 
ん, 山上 の 1 キロワット 放送 所 まで 自動 化 な いし は 達 
隔 操 縦 化 され , また スタ ジオ 関係 に つい て も 一 層 の 合 
理化 が 研究 され た . 現在 工事 中 の 日 比 谷 スタ ジオ で は 
諸 操作 を 副 調 整 室 で 遠隔 操縦 する よう に 設備 を 設計 施 
工 し た . さら に カメ ラ の 遠隔 操縦 を る 含む 高度 の 合理 
化 ( で つき 研究 中 で ある . また 一 般 放 送 局 に お いて も る 送 
出 副 調整 室 の 自動 化 を 計り , その 試作 を 完了 し て 目下 
運用 面 ピ つい て 検討 を 行なっ て いる な ど , 今後 ます ま 
す 自 動 化 の すう 勢 に ある . 

Gv) 最近 の イメ ー ジ オル シコ ン 近 時 アメ リカ 。, 
王 0 ス な ど 生 /。 イ ンチ の イメ ー ジ オル シコ ン が 話題 
と な っ た . と これ は 従来 の 3 インチ の も の の 欠点 を 補う 
特性 や うる 目的 で 研究 され た も の で , お も な 特徴 は つ 


さき の と お り で ある . 


S/N が 良い どど と > 

(2) 焼付 が 少な く 寿 命 が 長い ・ 

(3) 二 次 電 子 の 再 分 布 に よる 偽 信 号 現 祭 が 少な 

ue 

(4) 光電 変換 特性 の 直線 部 分 が 長い . 

わが 国 と し て は その 性 能 や 応用 分 野 に つい て 総合 的 
な 検討 を 進め て いる . 

(Cv う VTR の 一 方 式 現在 使用 され て いる VTR 


請 は 宇 ど し で アン ペッ クス 方 式 で ある が , 日 本 で も 新 


じい 方 式 が 開発 され た . と これ は いま まで 4 個 の ヘッ ド 


を 使用 し て いた も の が 1 個 で すみ , テレ ビジ ョ ン 1 画 
有 面 1 ユ 1 フィルド を テー プ の 1 トラッ ク に 入れ る 点 が 異な っ 
放っ で いる とれ に よっ て へ ヘッド 特性 の 差 お よび 切 か え 
| の 電気 術 え ィ イッ チ 回 路 も 不要 と な る な ど , 従来 の 
詳 詳 VIR 装置 より も 著しく 条 路 化 さ れ て いる .。 また, こと 
麻 の 外 2 へ ヘッ ぅ ドジ シス テム パ に よる VTR 発表 され , と れ 


ら は 従来 の VTR と の 互換 性 は な い が , 今後 の 動き が | 
注目 され る ・. 

(vj) 線 順 次 式 カ ラー テレ ビジ ョ ン の 開発 NHK 
技研 で は , カラ ー VTR の 研究 に 関連 し て 色 度 信号 線 
順次 方 式 の 開発 研究 を 進め て いる が , 録画 再生 の 公開 
実験 を 行ない 好成績 を 収め た . と の 方 式 は IQ 両 色 鹿 
信号 を 1 本 の 走査 線 ど と に 交互 に 伝送 し , と の 線 順 次 
色 度 信号 で 副 搬 送 波 を 周波 数 変調 し て Y 信号 に 多重 
化す る た め , NTSC, 信号 を 直接 録画 する 方 法 に 比べ 
て , VTR 系 の 伝送 ひずみ の 影響 を 受け にくく, か つ 
再生 装置 に おけ る ビー ト 発 生 が 少な いた め 変 調度 を 大 
きく と れる 等 の 特長 が ある . な お VTR ば か り で な さく 
カラ ー テ レビ ジョ ン 信 号 の 達 距離 伝送 に 不 充 分 な 特性 
の 線路 な ど に も 利用 で きる 可能 性 が ある . 


4.7 海外 技術 協力 に つい て 


ァ ジア , 中 近東 等 の 後進 諸国 は 教育 の 普及 啓蒙 の た 
め に 放送 事業 に 対し て 特に 大 き な 関 心 を も っ て お り , 
ァ ジ ア の 先進 国 と し て の わが 国 の 放送 技術 に 対す る 期 
待 は 大 きい 、 昨 年 は イィ ンド の 数 十 機 に の ば る ラジ オ 放 " 
送 機 の 入札 を 始め と し て , わが 国 メ ー カ か ら の 輸出 契 
約 の 成立 が 数 件 を 数 える に 至る と 共に 各種 団体 を 中 心 
と する 海外 通信 施設 調査 団 の 派遣 や や コン サル タン トト 
と し て の 招請 等 海外 に 対す る わが 国技 術 の 発展 と 協力 
の 動き が 盛ん に な っ た . 今年 も と の 動き が 札 ん だ な る 
と と と 考え られる. 

また NHK の 主唱 に よる アジ ア 放 送 会 議 は 昨年 その 
第 3 回 の 会 議 を 東京 で 開催 し た が , 参加 各国 の と の 会 
議 に 対す る 期待 が 非常 に た 大きく, とれ を アジ ア 放 送 連 
盟 の よう な 組織 へ 発展 せしめ よう と する 発言 が 盛ん で 」 
あっ た ・ 今年 は マラ ヤ ャ の クア ラル ンプ ー ル で 第 4 回 の 
会 議 を 開く と と が きめ られ た が , どの 会 議 が 日 本 以外 
の 場所 で 行なわ れる と と は 始め て の と と で , アジ ア 諸 
国 の 熱意 が 高まっ た と と を 示す も の で ある . 
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電力 用 通信 の 分 野 で は 引続き 各部 門 で 意 舞 的 な 研究 
活動 が よび 建設 が 行なわ れ , それ ぞ れ 見 る べき 成果 を 
お さめ て いる ・ 

| 最近 の 著しい 傾向 と し て は 問題 の 重点 が 電力 系 統 運 
用 の 自動 化 ぉ よび 事務 の 機械 化 た 移り っ ヽ ぃ あぁ る と と 
で われ われ は 電力 通信 系 統 の 諸 特 性 を 符号 伝送 の 立 
場 か ら 明 ら か に し よう と し て いる . 
かく の ご ど と き 問 題 も 含め た 電力 用 通信 の 各部 門 に つ 
いて 概要 を 記す と 以下 の ど と く で ある - 


5.2 に 笠 語 二 電 伝送 
i sirname 


て 来 た も の は , いわ ゆる アナ ログ 量 と し て 発電 所 に お 
】「 ける 発生 電力 ・ 周 波数 等 の 伝送 の た め に 電信 周波 数 配 
“et 給電 業務 に お ける 監視 制御 用 と し て 
採用 され た も の で ある . 

と の 考え 方 を 拡張 を せしめ た , いわ ゆる 最近 の 電力 事 
業 近 代 化 は 中 央 の 諸 電 気 計算 機 ・ 統 計 機 等 デー タ 処 理 
朋 四 と の 近 届 が 容 兄 で も る ディ ジタル 化し た 符号 の 伝 
| 滞 に 関す る 研究 を 通信 系 に お ける 第 一 の 問題 と し て 2 

RE RT プ せ し め た の は 至極 当然 の と と で あろ う -. 

陣 和 35 年 度 に お いて も 9 電力 会 社 ・ 電 発 ・ 電力 中 


SOMMEO CTR OTRO BT 
er 


富山 一 和田 川 第 二 発 電 所 間 


志和 会 雑 計 


5. 電 力 用 通 信 ' 


~ 正 員 井 原 芳雄 (電力 中 央 研究 所 技術 研究 所 ) 


1/25 へ 2/15, 北 際 電 力 ), ⑧ 
間 (7000 Mc, 1/29~2/27 四国 
| 通信 所 間 ss ‘35~ 


- 


第 44 巻 1 号 141.00 


UDC 621.39: 621.311(520) "19602»— 


3/22, 3/26~4/2, 東京 電力 ), ④ 名 古屋 一 日 進 変 
電 所 間 2 000 Mc, 9/16~9/27, 中 部 電力 ), ⑧ 福 こ 
岡 一 三池 変電 所 間 (7000 Mc, 3/7~3/21, 九 放 電 
力 ), ⑥ 福岡 一 佐賀 間 で ? 000 Mec, 3/26~4/10, 九 こ 

州 電力 ) 等 に お いて , \ 
( 財 ) 電力 線 搬送 回 線 で は , 三池 変電 所 一 春 児島 
支店 間 3/7~3/21, 九州 電力 ), ⑨⑧ 北東 京 変 電 所 
一 千葉 火 力 発電 所 問 (5/28~6/13, 東京 電力 ),⑧ 
大 高 変電 所 一 川 避 線 所 問 (6/6~6/20, 中 部 電 ) 
力 ) 等 に お いて 人 
勝 断 ポ よび 雑音 の 調査 が 行なわ れ た . と くに に 電力 線 角 こ 
送 周波 帯 に お ける コロ ナ 雑 音 柏 域 特性 に つい て は , 武 ) 
蔵 野 変電 所 。 中 東京 変電 所 に お いて 東京 電力 電気 試 。 
験 所 に よっ て 試験 が な され た の . 以上 ⑰, Go で ー 
定 さ れ た 結果 の うち , と くに 暗 断 に つい て は , その 発 
生 頻 度 は 夜間 より 勤務 時 間 中 の 方 が 大 きい と いう 共通 
し た 特徴 を も っ て いる と され て いる が , さら に 明確 な 
原因 の 究明 の た め に デー る の 電 拓 が 人 科 
な 測定 器 は 委員 会 推奨 案 の に よる 隣 断 記録 登 算 分 
析 装 置 の を 中 心 に 三 , 三 の も の が 開発 され た 。 
5.2.2 50 ボー 印刷 電信 伝送 試験 の a 
伝送 路 の 調査 と 並行 し , 三 、 三 の 符号 伝送 試験 »” 
施さ れ て , た と ぁ を ば 広島 一 ーー 山 去 店 間 7 000 Me SS| 
ーー 中 国電 力 ) で 誤字 率 1x10* 程度 の 値 を 得 て で 
いる 例 も ある が , 引続き 各社 と も デー タ の 集 績 を 行 な - 
いつ ぃ りあ る - 
な お 信 凡 伝送 装置 よ び テ レ メ ー ー タ 衝 流 周波 数 の 仕 - 
様 基準 に つい て は , 電気 学会 の 通信 専門 各 員 会 で 検 計 
され て いる . 0 
: A 


5.3 電力 用 無線 


電力 用 無線 に 使用 され て いる 周波 数 帯 は 中 短 
り 12 Gc 帯 に 及び, 非常 に 広範 囲 な も の と 7 
る . 無線 同数 も 2775 局 に 達し , わが 国 に s け る 
別 局 数 に お いて は , 漁業 アマチュア, 際 上 

桂 に つい で 第 5 位 で ぁ り ⑦, 局 種 別 で 
その 約 64 必 を 占め , 送 配電 線 保守 等 の 作 
を 発 押し て いる . et 
また マイ ク 0 SMR MIR 3 4D 
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勢 湾 台 風 そ の 他 で 経験 し た ご ど とく 有線 通信 が 杜 絶 し 易 
い 台 風 災 害 時 た 強く , 超 高 圧 化 され て コロ ョ ロナ 雑 育 レベ 
ル 等 が 問題 と な る 電力 線 搬 送 回 線 た 比 し 外来 雑音 も 無 
視 で きる 下 ,, これ ら は 電話 以外 に キャ リヤ ・ リ レー, 
テレ メー タ , 送電 線 故 障 点 指 示 等 に も 利用 され , 主要 
通信 幹線 網 と し て 各 電 力 会 社 は その 施設 に 力 を 注い で 
いる . 

ご どい 約 1 か 年 間 の 技術 的 成果 を 挙げ れ ば , VHF 拍 
和 上 移動 無線 機 の トラ ンジ スタ 化 と VHF 和 柚 中 継 局 用 
電源 に 太陽 電池 が 採用 され た こと , 12 Gc 帯 の 開発 が 
進め られ て いる こと と, おぉ お よび マイ クコ ロコ 液 無給 電 中 継 所 
用 に メッ シュ 反射 板 が 利用 され て きた こと で あろ う . 

5.3.1 VHF 移動 無線 機 の トラ ンジ スタ 化 

電力 会 社 に だ いて は 送 配電 線 保 守 作 業 に 昭和 30 年 
頂 よ り 車 載 の VHF 帯 移動 無線 が 採用 され て 来 た . 最 
近 は さらに 機動 性 の 充分 発揮 で きる 軽量 小形 で 保守 の 
簡便 な , トラ ンジ スタ 化し た 無線 機 が 活躍 する よう に 
な っ て きた . 

東京 電力 で は トラ ンジ スタ 化し た 移動 無線 局 は 従来 
の 実 空 管 形 の も に 比 し , 長寿 命 で 事故 が 少な く , 消費 
電力 も 僅少 の 上 , 軽量 小形 に な る 利点 に 着目 し , 特に 
トラ ンジ スタ の 高温 た 弱い 欠点 に 対し て は , 通風 穴 を 
設け る 等 し て 無線 機 の 温度 が 50°C 以上 た に 上 昇 し な い 
よう 考慮 し 成果 を 挙げ て いる . 


5.3.2 太陽 電池 の 利用 

昭和 33 年 東北 電力 で 福島 市 信夫 山 に 設備 し た わが 
最 初 の 太陽 電池 の 実績 朱 よ び 最 近 の 半導体 技術 の 進 
懸 な ょ り , 経済 的 利点 が 改 ふ て 見 直さ れ , 軌 和 35 年 
で は 電源 開発 が 高知 県 三 辻 ケ ヶ 森 ぉ よび 和歌 山県 浴 山 の 
2 か 所 に 東北 電力 と 同様 VHF 中 継 局 用 電源 に 太陽 電 


及 池 を 採用 し た . これ ら の 中 継 局 は プレ ス ・ ト ー ク 方 式 


で ある けれ ども , トラ ンジ スタ 化 無線 機 を 使用 し て い 


有る 上 , 配電 線 施設 費 を 考慮 する 必要 も な く , 電波 伝 ば 


表 5.1 信夫 山 お よび 三 辻 ケ 森 中 継 局 の 比較 


3 


ん 特性 上 最適 の 地点 が 選定 で きる た め あめ 運転 実 績 は 極め 
て 良好 で , 今後 は マイ クコ ロ 波 多重 無線 回 線 の 中 継 局 に 
も 用 いる 計画 が 進め られ て いる .・. 

表 5.1 に 信夫 山 お よび 三 辻 ケ ヶ 森 に 設置 され で いる 太 
陽 電 池 を 用 いた 中 継 局 の 概要 を 掲載 し て お く ・ 

5.3.3 12 Ge 帯 の 開発 。 
電力 会 社 用 に 割当 て られ て きた マイ ク ェ 』 波 多 軍 無線 
回 線 用 の 2 Gc 帯 , 7 Gc 帯 は 都会 近辺 等 で 新 回 線 を 設 
備 す る 場合 , 割当 が 困難 に な っ て 来 た た め , 電力 会 社 
で は 12 Gc 帯 の 開発 を 検討 し て いる . 現在 実用 化 試 験 
局 と し て 許可 され て いる の は 電源 開発 の 肢 辺 寺 由 一 池 
田 間 (四国 ) 8.75 km, 金剛 山 一 橋本 間 (大 阪 一 和歌 
山 )〕 12.4km の 2 回線 で いずれ も 簡易 形 の も の で , 第 
1 種 お よび 第 2 種 無給 電 中 継 方 式 を 採用 し て いる . ご 
の うち 雲 辺 寺 一 池田 間 は 特に 多雨 地帯 で あぁ る た め 雨 に 
よる 減衰 量 の 試験 を 実施 し て お り , 東京 電力 と に お いで 
も 本 店 一 埼玉 支店 間 約 25km の 区 問 で 実験 局 を 用 
いて 雨 ま た は , 煙 夫 に よる 減 論 量 の 実 を 行なっ て い 
る . 

5.3.4 反射 板 の メ ッシュ 化 に つい て 

マイ クコ ョ ロ ョ 流 無線 回 線 の 無給 電 中 継 所 に お ける 金属 反 
射 板 は 電気 的 条件 は も ちろ ん 、 風 圧 加重 に 耐え る だ け 
の 機械 的 条件 を 満足 され な く て は な ら な いた め , 相当 
の 建設 費 を 要する .。 これ を メッ シュ 反射 板 に すれ ば 風 
圧 加 重 が 軽減 され ,、 こ れ に より 支持 鉄骨 等 が 細く て 済 
む の で , 中 部 電力 本 店 一 日 進 間 2Gc 帯 多重 無線 回 線 
の 平針 無給 電 中 継 所 に は メッ シュ 反射 板 が 採用 され て 
ポ り , 建設 費 は 同一 寸法 の 金属 反射 板 に 比 し 約 40~ 
50 必 節約 され た . し か し 電気 的 特性 に つい て は 未知 
な と ころ が 多く , 電力 中 央 研究 所 に お いて は 短 形 窓 お 
よび 凌 形 窓 の 諸 特 性 を 検討 し 計算 値 に て 金属 反射 板 に 
対す る 反射 損失 の 求め られ る こと と が 明らか と な っ た . 
現在 で は 平針 の ほか 東京 電力 の 本 店 一 千歳 船橋 変電 
所 間 の 7 Gc 帯 回 線 に メッ シュ 反射 板 が 使用 され て お 
り ,。 ま た 九州 電力 に 沿い て も 2Gc 堪 回 線 だ 利用 する 
た め 現 場 試験 が 実施 され る 等 着 々 反射 板 メ ッシュ 化 
の 実用 化 が 進め られ て いる . 


5.4 電力 線 搬送 


電力 線 搬送 装置 の 設備 数 は , 新設 送電 線 の 建設 と 共 
に 年 々 拡充 整備 され 昭和 34 年 初め に 総数 2000 台 を 
突破 し 、 35 年 初め に は 約 2 300 台 に 達し た 端 局 装 置 
に つい て , さき に 電気 学会 の 通信 専門 委員 会 で 多く の 
検討 を 経た 後 ,S.S.B 方 式 の 多 軍 電力 線 搬送 電話 端 局 
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装置 の 仕様 基準 や 示 決 定 さ れ , 形式 の 統一 に ょ る 利益 
が 期待 され る よう に な っ た . また 装置 の トラ ンジ スタ 
化 が 1 通話 路 形 の みな ら ず 3, 6 \ よ び 12 通話 路 の も 
の に つい て も 進め あられ, 実用 化 さ れる よう に な っ た . 
キャ リヤ ・ リ レー 用 装置 た に 対す る 技術 基準 も , 最近 
電気 事業 者 で 構成 され た 電力 線 搬 送 周波 数 調整 協議 会 
で 協議 検討 され 成 案 が 得 ら れ た ⑰⑦. と これ は キャ リヤ ・ 
リレー 用 の 200~250 kc 帯 に た 世 け る 他社 へ の 撤 送 波 漏 
を い に 関 する 協定 で あっ て , ⑪ 周波 数 配置 Gi) 疲 
置 の 出力 , Gij) 漏えい 量 の 許容 値 か ら な っ て いる . 
新設 装置 は 、 お も に 超 高 圧 線路 に 設備 する も の が 多 
く , 他 の 通信 系 統 に 対す る 漏 話 防 止 と 多重 通話 路 形 装 
慎 の 全 周 波数 帯域 を カバ パー する 目的 で , イン ダク タン 
ス 値 の 大 きい , し か る も 大 電流 容量 の ブロ ッ キ ング コイ 
ル を 送電 線 の 全 相 に 挿入 する 傾向 が あぁ ある. 例 を あげ れ 
ば , 東京 電力 東京 東 線 400zHH, 1800-A, 電源 開発 只 
見 幹線 400z 耳 , 1 200 A, 九州 電力 山 家 西谷 線 1m H, 
800 A な ど が ある . 

つぎ に 送電 線 の 高周波 伝送 特性 に ついては, 従来 か 
ら 多 く の 研 究 が な され て 来 た が , 特に 最近 の 無 的 架 の 
超 高 圧 線路 で は , 換 架 を 有する 送電 線 と 比較 し て 伝送 
特性 に か な り の 相違 が ある と と が 判明 し , 旧東 京 東 
線 ⑳ , 東 京 西 線 , 西東 京 幹 線 朱 よび 北大 阪 線 の 一 部 ( い 
ずれ る も 3 相 2 回 線 2 導体 ) で 詳細 な 現地 試験 が 行なわ 
> a 

その 結果 , 一 般 に 相 間 結合 で は 地表 面 か ら 離 れ た 線 
条 を 用 いた 方 が 減衰 量 は 小さ く , 線 一 大 地 間 の 結合 で 
な は 中 相 が 最も 優れ て いる こと と が 判っ た . 無 的 架 送電 線 
の 理論 研究 も 進 渉 し , 従来 は 見 られ な か っ た 1, 2 過 
線 た 構成 され た 相 間 結合 を , さら に metallic の 伝送 回 
路 と し て 使用 する 結合 方 式 の 優秀 性 が 認め られ , 東京 
外輪 線 の 一 部 に 実用 化 さ れ 運 転 た 入っ て いる . な お 最 
近 線 路 の 着 水 雪 を 搬送 波 減 衰 の 増加 を 利用 し て 検知 す 
る 方 式 の 試験 研究 が , 東北 電力 の 上 越 変 電 所 と 青梅 変 
電 所 間 で 実施 され た が , 電力 線 搬送 技術 の 応用 と し て 
興味 ある 分 野 で ある . 


5 ロナ 雑音 
送電 線 の 超 高 圧 化 た 伴い , 電線 表面 の コロ ナ 放 電 に 


7 基づく 雑音 が 送電 線 の 設計 上 極め て 重要 な 研究 課題 と 
] し て 登場 し た . それ は コロ ナ 雑 音 は 単に 電力 線 骸 送電 
話 に 入っ て 通話 品質 を 低下 させ た り , 搬送 継電器 , テ 
2 テレ コン トロ ー ル お よび 符号 伝送 回 路 に 侵 


0 送電 


線 近 傍 の 履 家 の ラジ オ に 直接 侵入 し て ラジ オ 聴 取 障 害 
を 発生 する か ら で あ る . 

コロ ョ ロナ 雑音 は 高い 電線 表面 電位 傾 度 を 緩和 する こと 
に よっ て 軽減 され る が , その 一 方 法 と し て , 従来 1 相 
あたり 1 本 ずつ 使用 し て いた 電線 を 1 相 に 数 10 cm の 
間隔 で 2 本 , 3 本 と 使用 し , 等 価 的 に 太い 電線 を 構成 
する いわ ゆる 複 導 体 方 式 が 開発 され , 270kV 級 送電 
線 に 広く 採用 され て 極め て 良好 な 成績 を 収め あて いる ・ 
東京 地区 外輪 線 (東京 電力 , 33 年 11 月 運転 開始 ) 
大 阪 地区 外輪 線 (関西 電力 , 建設 中 ) 名 古屋 地区 外輪 
線 (中 部 電力 , 建設 中 ) 東北 幹線 (東北 電力 , 35 年 5 
月 運転 開始 】 本 名 , 田子 倉 線 (電源 開発 , 34 年 7 月 運 
転 開始 等 は いずれ も 240 mm? ACSR 線 ( 外 径 22.4 
mm) か , 330 mm? ACSR 線 ( 外 径 25.3 mm) の 2 導 
体 方 式 で , 単 導 体 方 式 に 比べ 10dB 以上 も 雑音 を 軽 
減 し 得 , 電力 事業 に と と っ て 極 あ て 類 わ し い コ ロナ 雑 普 
に よる 電波 障害 問題 を ほとん ど 完 全 に 克服 し た . 一 
方 , 放送 プロ ョ グラム を 送電 線 に 直接 送り 込み , 放送 電 
界 の 弱い 送電 路 沿 線 地区 の 雑音 を 救済 し よう と する 
いわ ゆる 送電 線 放 送 の 研究 も 新 北陸 幹線 (関西 電力 ) 
や 佐久 間 幹 線 (電源 開発 ) で 活発 た すす め ら れ そ の 用 有 
用 性 が 実証 され た . また 送電 線上 の 雑音 の 伝 ぽ ぜん を 陽 
止 す る た め の 新 し い 陽 止 回 路 と し て , 送電 線 と 数 10 
cm の 間隔 で , 
平行 に 架線 し , 一 端 を 送電 線 自 身 と 短絡 し て お く 平 行 
副 導 線形 阻止 回 路 の ~9 り の が 開発 され 近く 実用 に 供 さ れ 
よう セ て いる を る. .) た の 方 式 に よれ ば Me. 帯 護 8308B 
以上 の 減衰 を 得る こと も 極め て 容易 で , その 広範 な 応 
用 が 期待 され て いる 

電力 負 要 の 委 激 な 増加 に 対処 する た め に 近い 将来 
400kV 超 高 圧送 電線 の 建設 が 予定 され て いる が , を 
の 準備 は 電気 試験 所 , 電力 中 央 研究 所 等 を 中 心 た と し て 
活発 に すゝ ヽ め られ て いる . と と に 電力 中 央 研究 所 は 栃 
木 県 塩原 に 豆 長 1.4 km の 試験 用 送電 線 を 建設 し , 電 


和子 計算 機 に よる Data Processing を と り 入 れ た 完全 


替 翌 の 研究 を 和 33 年度 よ り 行なっ て きた 
a sr 


な 自動 測定 た に た より, 送電 線 の コロ ョ ロナ 雑音 問題 を 解明 す 
べく 着 々 と その 準備 を すま ヽ ぃ め つ ある . . 


5 の 


5.6.1 電力 用 通信 保安 装置 
有線 通信 線路 に お いて は 電力 系 統 の 災害 時 , 保安 装 
置 の 動作 が , 往々 た し て 通話 を 杜 絶 せしめ 事故 復旧 を 
遅 導 さ せ た り し て きた . と の 問題 に 対し て 自 復 形 保安 
ご C の 


阻止 し た い 周 波数 の 1/4 波長 の 電線 を 


= a 
a 


™ 
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| 半 置 は 異常 波 が 去っ た 後 , た だ ち に 通話 で きる よう に 
| 考案 され た も の で 図 5.1 よび 図 5.2 に その 回 路 
を 示す . と この 回 路 は ヒュ ー ズ は 省略 し て あり , 気 中 間 
げき と リレー 保安 器 か ら な る が , 高圧 添 架 以 下 の 保 安 
装置 と し て 昭和 34 年 5 月 に 工作 物 規定 に 定め られ た 
「 も の で ある . . 

その 後 , 特 高 添 架 通 信 線 路 に も 次 用 する 目的 で 表 
5.2 に し めす 通信 線路 に 取付 け て 実用 化 試 験 を 行なっ 
た と ころ , いずれ も 正常 に 動作 し な ん ら 異 常 は 生じ な 


か っ た 9~5), 


表 5.2 試験 線路 一 覧 表 


昭和 34.510 月 
胎 和 33 .6~34.10 月 
昭和 33 .6…~34.10 月 
昭和 33 .6~34.10 月 
昭和 34.510 月 


上 の 結果 より 、 特 高 六条 通信 線路 用 保安 装置 と し 
| て 実用 化 で きる 見 通し を 得 た . 
|] 5.6.2 送電 線 故 障 点 指示 装置 


| 沙 雷 や 樹木 の 接触 , 鳥 害 等 , 種々 の 原因 た よっ て 送 


・ て 44 ) 


軍 要 な こと で ある . と の 目的 の た め に 故障 点 指 示 装 計 
が 開発 され た 故障 点 の 測 距 方 法 は , 故障 発生 と 同時 7 
に 発 変電 所 か ら 標 定 パ ルス を 発射 し て , 故障 点 か ら の 
反射 し て 帰る まで の 伝 ば ん 時 間 を 測定 する も の や , 故 
障 サ ー ジ が 送電 線路 両端 の 発 変 電 所 に 到達 する まで の 
時 間 差 を , 測定 する 方 式 の も の が 広く 採用 され , 測定 
回 路 に は 電子 管 計数 器 , ブラ ッ ン 管 オ シロ グラフ, お 
よび それ ら を 並 用 し た 方 式 や 磁気 ドラ ム 方 式 の も の が 
用 いら れ て 六 おり, 実用 装置 の 施設 数 に お いて も , その 
技術 水準 に おい て も 欧米 を し の いで いる . 


5 さあ 生き が だ さき 


電力 会 社 の 通信 系 は 本 店 を 中 心 と し 現業 機関 に 放射 
状 に 延び て お ぉ おり, お お むね 幹線 は マイ クワ コロ 波 , ロー カ か 
ル 線 は 電力 線 最 送 を 主体 と し た 有線 通信 と な っ て い 
る . そし て 電力 会 社 ど と に 規準 を 設け トー ル ダ イ ヤル 
に よる 電話 回 線 納 を 構成 し て いる . 

し か し , わが 国電 力 界 も 最近 よう や さく, 超 高 圧送 電 
線 建設 が 活発 た 行なわ れる よう に な り , これ や と と も に 
広域 運営 に よる 電力 料金 の 低減 が 検討 され て いる . 一 
方 電子 技術 の 発達 に 伴う 技術 革新 も 進め られ て お り , 
電力 需要 の 急激 な 増大 と 相まって ,。 電気 事業 近代 化 は 
一 面 強 電 技 術 と 弱電 技術 と が 融合 し た 新 し い 技 術 の 開 
発 と いう 形 を と っ て 着 々 と 進め られ て いる . 
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6.1 概 説 


全国 の ラ 警察 通信 を 管理 し て いる 殆 察 庁 で は , 取 和 33 
年 度 に お いて 警 宗 通 信 拡充 5 か 年 計画 や を 庁 議決 定 し 
その 実施 に 努力 し て きた の で ある が , その 後 の 社 会 情 
勢 と ラ 警察 活動 の 要求 に 即応 させ る た め , 一 部 計画 を 補 
売 修正 し て つぎ の よう な 項目 に つき , 昭和 40 年 度 ま 
で に 整備 する 計画 に 修正 し た 5 か 年 計画 を 作成 し , 昭 
和 36 年 度 よ り 実 施す る 予定 で ある . 

(1) 警察 電話 の 自動 即時 化 

(2) 写真 電送 装置 と 模写 電送 装置 の 増強 

(3) 一 斉 指令 装置 の 模写 電送 化 

(4) 移動 無線 多重 お よび , へ リコ プ タ 用 無線 機 の 

新設 

(5) 超短波 無線 電話 の 増設 

(6) 携帯 用 無線 電話 の 増設 : と の 修正 5 か 年 計画 
は , 警察 業務 逐 行 上 必要 な 独自 の 通信 設備 ゃ 整備 する 
と と に ある . 

通信 回 線 の 整備 王 事 と し て は , 昭 和 35 年 度 に お い 
て 主要 区 間 の 自動 即時 化 の た め の 回 線 網 増強 対策 と し 
て , 自営 設備 に より 東京 一 名 古屋 一 大 阪 間 に 2 500 Mc 
帯 と よる マイ クコ 回 線 の 新設 を 完了 し た . 

と れ に より 札幌 一 仙台 一 東京 一 名 古屋 一 大 阪 一 広島 


(⑧ EN は 市 外 自 動 巡 換 村 設 置 科 所 
ーー 一 ( 実 禄 ) 自動 即時 計画 まな は 実施 区 向 
ーーー- ( 実 株 ) < の 他 の 対 部 回 株 


図 6.1 警察 通信 甚 礎 回 線 網 拡充 計画 概要 

*6.-Police Communications. By TOKUJUN, TOTANTI, 

] Member (National Police Agency, Tokyo). [資料 
番号 4939] ; 
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徳 潤 ( 入 穴 が ) 


一 福岡 の 主幹 区 間 に 対 し VHF 波 ある い は マイ クワ ロロ 流 
に よる 無線 多重 方 式 の 自営 の 回 線 を 保有 する と と と な 
り , 電信 電話 公社 より 借用 する 回 線 と 共用 し て 2 ルー 
ト 制 を 確立 する と こと が で きる よう に な っ た . 

一 方 , 警察 専用 線 と し て 電信 電話 公社 より 借用 じ て 
いる その ほか の 区 間 の 回 線 増強 も 引続き 行なわ れ , そ 
の 回 線 総 キ ロ 数 は , 約 18 万 6 千 キ ロ に 及 ん で いる . 

こと これら 回 線 網 の 拡充 の ほか , 5 か 年 計画 に 基づく 諸 
施設 の 整備 が 行なわ れ た . 


6.2 自動 即時 化 


使用 者 の 直接 ダイ ヤル に よる 自動 即時 通話 の 第 一 段 
階 と し て , 東京 一 名 古屋 一 太 阪 間 に 2500 Mc, SSB- 
FM に よる 多重 回 線 を 新設 し , 帯域 内 単 一 周波 信号 に 
よる み ト = ルル ダイ ヤル を 行なっ て いら. 

将来 計画 と し て は , 主要 府県 本 部 相互 間 の 回 線 網 の 
拡充 に 関連 し , 回 線 の 中 継 接続 の た め に 四 線 式 交換 方 
式 を 採用 する 必要 が ある の で , 表 察 通信 網 と し て の 臣 
得 非 常時 に お ける 対策 , すなわち 通信 統制 等 を 勘案 し 
つつ 全国 的 な 人 般 察 通信 網 と し て の 能率 を 考慮 し , 昭和 
36 年 3 月 を 目標 た 全国 市 外 選 別 番 号 計 画 , 損失 配分 計 
画 , 信号 方 式 , 乏 回 中 継 方 式 等 , 市 外 自動 交換 機 の 基 
本 要項 を 検討 中 で ある . 

また 自動 即時 化 に 伴い , 府 
県 方 面 本 部 お よび 表 察 嗜 の 交 
換 方 式 の 自動 化 は 全国 51 の 
都 道 府 県 方 面 本 部 の うち 46 か 
所 は 既に 完了 し , 昭和 35 年 
庶 中 に さら に 栃木 県 本 部 の 自 
動 化 を 完了 する . 

人 察 民 に つい て は 妥 和 35 年 
度 中 に 警視 庁 管内 で 8 警察 
置 , 大 阪 市 内 で 2 奨 察 考 の 自 
動 化 を 完了 する が , この 結果 
自動 化 さ れ た 和 察 署 は 全国 で 
総数 40 と な っ た . 


6.3 写 直 電送 装置 
警察 通信 に お ける 写真 電送 装置 の 利用 は , 捜査 , 第 ! 


. 
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識 面 か ら 重 要 で あぁ あり, 人 物 写 真 等 の 電送 に 限ら れず 人 
権 保護 の 立場 か ら も 十 指 指紋 照合 の 迅速 化 等 に 必要 性 
が 強調 され る . 

と の な ため 人 分解 能 の 高い 精密 な 画像 で , か つ 電 送 時 間 
の な る べく 短く , 実用 上 安定 な 取扱 い 易 い 機械 と いう 
と と を 目標 と し て 全国 各 府 県 方 面 本 部 に 設置 する 目的 
で 昭和 33 年 以来 , 送受 立 用 の 装置 を 試作 検討 を 軍 ね 
た 結果 , PW-12 形 写 真 電送 装置 を 完成 し , 34 年 以来 
3 か 年 計画 で 全 府 県 方 面 本 部 に 設置 する よう 整備 中 で 
ある 現在 まで に 既に ・34. 都 道府県 方 面 本 部 に 設置 せ 
られ , 指紋 照合 , 手配 業務 等 に 利用 せら れ て いる . 

本 装置 の お も な 機能 は つぎ の 通り で ある . 

(1) 送受 兼用 (拡大 , 縮 少 電送 は 行なわ な い ) 

2) 円 筒 回 転 , 光学 系 移動 走査 方 式 

(3) 伝送 方 式 は 残留 側帯 液 方 式 

な お 主要 規格 は 表 6.1, 外 観 図 は 図 6.2 の 通り で ある . 


図 6.2 PW-12 形 写真 電 洋 置 
表 6.1 PW-12 形 写真 電送 装置 主要 規格 
項 目 


規格 お よび 定数 
260 mm x 200 mm 
1,500 Xx 1/13 rpm 
57/mm お よび 8/mm 
11,7 分 お よび 18,7 分 
2,100 c/s 


「 有効 画面 の 大 き さ 
円 筒 回 転 数 
定 ' 査 線 密 度 

所 妥 電 送 時 分 

伝送 搬送 周波 数 


6.4 一斉 指令 装置 の 模写 電送 化 


すでに 報告 ゆい の 通り 主要 府県 本 部 指令 室 と 管内 各 軸 
察 碧 間 の 一 斉 指令 通信 の 模写 電送 化 は , 融 視 庁 を 始め 


| 大 阪 , 京都, 神奈川, 静岡 , 愛知 , 兵庫 , 山口 , 福岡 
の 各 府 県 に 実施 せら れ , 各 府 県 本 部 より の 指令 通信 は 


も ちろ ん , 各 拘 察 表 相 互 間 の 情報 交換 は すべ て 文書 化 


3 る こと が で き , 電話 乳 取 に よる 固 雑 , 誤り を 解決 し 
: | で 多大 の 効果 を 挙げ て いる . 


6.5 玉 察 事務 機械 化 
犯 因 統 計 , 交通 事故 統計 等 の 統計 事務 に 加え て , 事 


件 処理 , 事故 処理 上 必要 な 手口 鑑識 , ぞう 品 手配 , 交 通 
研究 等 に IDP 方 式 を 利用 し て 能率 化 を 計る 目的 で , 
本 庁 (東京 ) に 中 央 計算 機械 組織 を 設置 し , 各 府 県 本 
部 より 資料 を 送 入 し て 処理 する 方 式 に つい て 検討 と 一 
部 実験 が 行なわ れ て いる . 特に 資料 の 伝送 に ラ 警察 電話 
回 線 を 利用 し , 搬送 電信 装置 を 重ね 合せ て 行なう と と 
に つい て 長期 的 な 検討 が 行なわ れ た . 

取扱 う 業 務 対 象 と その 処理 内 容 が 特殊 で ある た め 多 
く の 調 査 と 検討 を 加 を えて いる が , 昭和 36 年 度 よ り 本 
格 的 に 実施 する 予定 で ある . 


6.6 超短波 無線 電話 


胃 察 活動 を 能率 化す る た め の 不 可 欠 の 設備 と し , 超 
短波 無線 電話 の 拡充 は 本 年 度 も 行なわ れ , 固定 局 は 18 
局 , 移動 局 と し て 車両 1744 台 , 舟艇 4 台 の 増設 を 行 
な っ た が , と の 結果 車両 塔 載 の 移動 局 は 総数 1,306 台 
と な わり, 6 大 都市 の 警察 血 に あっ て は 警察 暫 あ た り 4 
台 , 大口 30 万 人 以上 の 中 都市 の 盤 察 夏 は 2 台 の 配置 
を 行なう とこ と が で きた . 

と の は か , 旧 形 , 老朽 の 移動 無線 装置 の 改修 137 台 
が 行なわ れ た . 

一 方 警察 業務 の 特殊 性 より , 災害 時 の 情勢 把握 , 人 
命 救助 その 他 , 港湾 , 水上 警備 等 に あたっ て その 機動 
化 と 能率 化 を 計る た め に へ リコ プ タ 々 に よる 裕 域 分 野 の 
活動 が 必要 と され , 昭和 35 年 8 月 に 東京 お よび 大 阪 
と ベル 47-G-2 形 へ リコ プ タ が 新 配 軒 さ れ た . 

と れ に 伴い 空地 間 の 通信 連絡 上 , 航行 管制 無線 機 の 
は ほか, 航空 機 活動 地域 に ある 既設 超短波 移動 無線 系 と 
の 通信 連絡 用 の 無線 機 が 必要 と され る . 特に , 既設 の 
無線 系 と の 連絡 は ヘリ コ プ タ の 活動 範囲 の 拡大 に 関連 
し 敷 系 統 に 及ぶ 周波 数 の 変換 が 必要 で ある と と と , へ 
リコ プ タ 自 体 の 塔 載 容量 , 積載 宣 量 の 関係 か ら 軽 量 , 


小形 化 の 必要 も ある の で , その 細部 た つい て 検討 中 で 


ある . 


6.7 携帯 用 無線 機 

雑 踏 警備; 山岳 救助 活動 等 部 隊 活 動 を 行なう 場合 に 
は ハン デ ・ ト ー キ , ある い は ウォ ー キ ・ ト ー キ 等 小形 
無線 機 が 必須 の も の と し 有効 に 使用 され て いる . し か 
し な が ら 技 査 用 務 中 の 私 服 要員 , ある い は 融 ら 要員 等 
に 対し て は 行動 中 必要 な 指示 事項 の 伝達 は 不能 と な る 
た め , 能率 化 を 著しく 欠い て いる . と の た め VR-1A 
形 受 令 機 を 仕様 化し , 6 大 都市 に 対し 319 台 の 配置 を 
行ない , 行動 中 の 勤務 者 に 携行 させ る と と に な っ た . 
な お 本 受 令 機 の 概要 は 表 6.2 図 6.3 の 通り で ある . 
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し 
ee 
図 6.3 VRAA 受 令 機 
表 6.2 VR-1A 受 令 機 特性 


目 | 規 格 


項 
帯域 幅 | 6dB 降下 点 に お いて 12 ke 


選 択 度 + エ +40 kc に 対し 15dB 以上 
ee イメ ー ジ 周波 数 dB DF 
そ の 他 … 一 30dB 以下 
変調 周波 数 1kc, 周 波数 偏 移 7.5 kc に お い 
S/N 1 : 久 力 信号 12 dB, S/N _ 15dB 以上 


1 2. 電解 強度 30dB, SIN 15dB 7? 
低 周 波 特 性 攻 出力 2dB 以上 , ひずみ 率 15 以下 


2 1kc を 基準 と し 13kc まで 土 3dB 
共鳴 管 前 方 15cm で 85 ホー ン 以 上 


呈 間 
(at 2800c/s) 

電 源 | 9V (乾電池 ) 

軍 量 | 400g( 間 電 池 含 む ) 


6.8 実用 化 研 究 


(A) 個別 呼出 装置 

般 察 左 か ら 管 内 の 駐在 , 派出 所 た に いた る 電話 回 線 は 
その 大 半 が 多数 分 岐 の 共同 回 線 に よっ て 構成 され て い 
る ・ 殆 察 用 の 個別 呼出 装置 に は , 一 斉 指令 と 非常 緊急 
時 の 割 込 等 の 要求 が あり , また 予算 的 制約 も あっ て 現 
在 ま で 適当 な 設備 を や ぼ ど こと すこ と と が で きず 背 通 り の 点 
信号 呼出 じ を 踏 衣 し で きた が , と の た め 分 岐 回 線 内 の 
駐在 派出 所 は 発信 の 場合 に な お ける 信号 送出 の 類 雑 も 
さり な が ら , 被 呼 者 側 の 点 信号 識別 の 精神 的 疲労 は 著 
し いも の が あぁ あ に 

と れ を 解決 する る た め , 安定 で 低 訂 な 周波 数 弁別 に よ 
| る トラ ンジ スタ 化し た 個別 呼出 装置 を 研究 し , 昭和 35 
A 電信 電話 公社 と 協 
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力 し て 長野 県 お よび 広島 県 の 般 察 轟 で 実用 化 試 験 を 行 
な い 阿 和 36 年 3 月 か ら 実 用 装置 と し 全国 各 艇 察 咽 に 
逐次 設置 する と と と な っ た . 


本 装置 の 採用 に より , 永年 ブラ ンチ 回 線 に よる 駐在 
所 和 勤務 の 殆 察 官 と , その 家族 の 苦労 も 解決 する と と と 
な る . 


こと の 装置 の 機能 概要 は 表 6.3 の 通り で ある . 


表 5.3 個別 呼出 装置 規格 
項 目 規 格 
使用 周波 数 00~950 c/s の 間 50 c/s | W に 10 周波 
呼出 し 方 法 端末 電話 機 側 … ス ピー カ 

次 換 機 … リ ング ダウ ソン 

受信 特性 
1. 帯域 幅 6dB 降下 点 に お いて 土 10c/s 
翌 択 度 土 40 c/s に 対し 46dB 以上 
発信 特 | 性 
1. 周波 数 偏差 | ff キキ 8 c/s 以内 
2. 出 力 600Q 負荷 で 一 2dB~ 寺 5dB, た だ し 側 


音 一 25 dB~ーー15 dB 


信 全音 | 入力 -20dB の と き 1m 離れ て 65 ホホ 
Pi 

(B) 移動 用 超短波 無線 電話 の トラ ンジ スタ 化 

現在 警察 通信 で 使用 中 の 移動 用 超短波 無線 電話 装置 
は , 真空 管 を 使用 し た PR-3 形 お よび MPR-1A 紅 
で ある が , この 装置 は 車両 塔 載 に あたり 形状 が 大 で あ 
る の みな ら ず , 電源 装置 と し て 別に MG の 載 載 を 必 
要 と する 等 , 車両 用 の 無線 機 と し て は 充分 で な い . 

と の た め 軽 量 小形 の 無線 装置 を 標準 化 ず べく 先 年 ア 
メリ カカ より モー トワ ロー ラ 社 製 の 「 モ ー ト ラッ ク 」Y を 皿 
し 装置 の トラ ンジ スタ 化 た に つい て 研究 を 行なっ で 
きた . と の 結果 , 国産 品 に よる Tr-1 形 無線 機 の 試作 
を 完了 し 引続き その 性 能 に つい て 検討 中 で ある .・ 

と の 装置 は , 電源 部 に トラ ンジ スタ に よる DC-DC 
コン バー タ を , 受信 部 の 全部 お よび 送信 部 の 一 部 を ト 
ラン ジス タタ 化し た も の で あぁ る が , 受信 部 に つい て は ズ え 
ケル チ 特 性 , 20 dB QS, 相互 変調 特性 に , また 送信 部 
に お いて は IDC 回 路 に つい て 問題 が 残っ て いる . 

(©C) 携帯 受信 機 用 選択 呼出 装置 

携帯 用 受信 機 が 増強 配置 され る に 伴い , 受信 機 携帯 
者 の 任務 の 種類 を 考慮 すれ ば 必然 的 に 受信 機 の 選択 呼 
び の 必要 性 が 生じ も て くる 、 こ と の 要求 を 解決 する た め ?; 
現用 の 受 令 機 に 付加 し 得る 選択 呼出 装置 の 試作 を 完了 
し , 現在 試験 中 で ある . 

8 献 


@) 水 笠 浴 多 5 警察 通信 , 信 学 誌 。 41, 
Ns 
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7.1 電子 計算 機 


エサ キ ・ ダ イオ ー ド や 磁性 薄膜 の 開発 。 ス イッ チ 人 用 
トラ ンジ スタ の 進歩 な ど に 和 刺 戦 され て , 研究 面 で は 高 
速 計 算 機 の 開発 気運 が 高まっ て 来 た が , 工業 面 を 見 る 
と ど , 相変わらず 計算 機 の 注文 は 外国 メー カ に さら われ 
て いる よう な 気 が す る . 

と の こと と は メー カ が IBM と 特許 を 通し て 提携 を 図 
り た いと いう , か ね て か ら の 念願 が 未 解決 に 終っ た た 
、 めで る も る あぁ ろう . さい わい , 通産 省 は IBM の 4 年 越し 
の 中 計 で ぁ ぁ 2 その 子会社 日 本 IBM の 問題 に つい て , 
放 作 資 法 で 許可 する と こと を 内 定 し た 模様 で ある . 政府 は 
外国 の 会 社 が 50 必 以上 の 株 を 持つ 日 本 の 会 社 た 技術 
章 携 を な まま で 認め た と と は な か っ た .。 し か し IBM 
は 自己 の 方 針 を 譲ら ちず , 日 本 の メー カ ヵ カ の 要求 る 拒否 し 

計 で 来 に の で 交渉 は 長引い て いた 。. 
と の 他 , 政府 は 電子 計算 機 の 専門 会 社 を 法律 で 作る 
と と ど を 企 て て , その 計画 の 一 部 と し て IBM の knows 


弘 (電気 試験 所 ) 


how を 要求 し て 来 た . 

最近 , 妥協 に よっ て 解決 し た と いわ れる 内 容 は , 

(1) 日 本 IBM に 特許 と know-how を 与え る と 
と を 認め て , 料率 10 必 の 送金 を 認め る . PCS 系 を 製 
造 す る . 

(2) 日 本 の メー カ に 特許 の 使用 を 認め る : 

(3) 特殊 法人 の 電子 計算 機会 社 が で きれ ば , 同じ 
よう に 取扱 う . 

と の 結果 , わが 国 の 既存 メー カ ヵ は 日 本 IBM の 下請 
け を する だ ろう か ら , 自社 製品 , IBM の レッ テル の 
製品 の 他 に , 特殊 法人 か ら の 注文 品 と '3 種類 の ルー ト 
の 仕事 を する とこ と に な ろう . 

な お , と この 内 定 の 結果 , 東芝 と レミ ント ン ・ ユ ニ パ 
ッ ク と の 合併 会 社 も 外国 が 過半 数 の 持株 を 要求 する よ 
うに 変わ り だ し , その 他 の ァ メ リカ の 電子 工業 の 会 社 
が , 国内 に 子会社 を 設立 する 気運 は 助長 され る 傾向 を 
に 

表 7.1 は 35 年 に 完成 し た 計算 機 (前 年 の 未 掲 載 
分 を 含む ) を 示す も の で , 同 表 か ら 明 らち か な よう 1 で 


表 7.1 昭和 35 年 に 完成 し た 計算 機 


ce 可 | 敷 値 命令 
a 
語 議 束 苦 TOSBAC-4100 |34.10 22 0( 思 1 7 3 内 心 20 条 12nd 一 | 4 | ol 東 ま 
庫 松 還 通 MADIC-1 34.12| ・ 10( 固 ) 825 1| ド ラム 1000 語 3.3ms| 10 | 一 | 07 | 所 
電子 振 上 OC-200 35.3| (12( 団 2024 1: ドラム 2,816 語 Sma 47 | 一 | og 上 所 
RETLMk5 |35.3| » 10(gD 19h50 1 FF ラ ム 4.000 語 5.2msl 57|-| 1 lg 
DIR NEAC-2203 ~ |35.6| 7 [0GP 1 88 1 [FSA 2000 語 Sm 34 | 1 ge 
HITAC-501 |35.7| » |2( 園 )2081 1 | ドラム 4,000 語 Sms 45 一 | 05 1 る 
tOKITAC-5080 |35.9| + lo ( 加 ) 10 20 1 了 克 心 1000 暫 10gsl 15 | 一 | 0o2 | 
議 詳 錠 彰 研 MUSASINO-1B 35.10 パラ 2 2( 面 )40130 1 隊 心 1024 語 Om 87 | 一 | es lan 
a : | 科 大 FACOM-201 85,10] * ” 2 ” ” ” ” 2 
議 大 KDC1 |35.10 此 220 GP 12120 1 FFA 40 Sm 43| 2 1 4s 
月 立 HITAC-502 寺 |35.10| ヶ |2( 固 )23| 59 1 | ドラ ム 7,936 且 3.7ms| 6.0 | 一 | 0 放 | ァ 
素 芝 ITOSBAC-3100 |35.11| ヶ [10 GP 13 35 1 + FEF ラム 5,000 語 7m = 413) | 東芝 
8 DOKITAC-6020 |35.11| » 10 (回 ) 10| 62 1+1+ り ドラ ム 2.400 語 3mal 5.0 | 3 1104 1 沖 
訟 区 Mk 4B |35.12| 6( 回 ).8850 1 隊 心 へ L024 計 5nd 一 | 4 05 sR 


議 < 進 , 10 進 の 区 別 な らち びに 小 政 点 形 式 

° 各社 と も 従来 の 中 形 , 中 速度 の 計算 機 の 改良 や 量産 化 
, 区 専念 し た 結果 と な っ た . と の よう な 結果 は , 予想 
‘ *7.-Electronics Application. By HIiRosHI WADA, 


| Member CElectrotechniaal Laboratory, Tokyo). 
[資料 番号 4940] 


C148 ) 


され な い と こと で は な か っ た だ が, ディ ジタル 計算機 の 


開発 や 量産 化 が 予期 以上 に 時 間 の か か る も の で ある こと 


と を 物語 っ て いる . し か し じ な が ら , 表 7.1 に 続 で も の 
と し て , 現在 調整 中 の 計算 機 に は, TOSBAC 3200 
(東芝 ), FACOM 222 (富士 通 ) , FACOM 241 ( 富 
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士 通 ) 前 HOC=300 (北辰 ) , MELDIC 2200 (三菱), 
PC-2 (東大 ) が あり , 現在 製作 中 の NEAC-1103( 日 
電 ), MELCOM-1101 (三菱 ), MADIC-2 (松下 通 ) 
等 を 含め て 考え れ ば , 35 年 度 の 計算 機工 業界 が 沈滞 し 
て いた 訳 で は な い . と の よう な 現状 の うち か ら , 顕著 
な 傾向 を 指摘 し て みる と と に する . 

7.1.1 事務 用 計算 機 の 製品 化 

上 誕 年 度 ま で の 国産 計算 機 は , 目標 は と る あれ , 実際 
的 に は いずれ る も 科学 用 計算 機 と いっ て よい も の で , 実 
訂 の 事務 所 で 使用 する も の と し て は , 入出 力 装置 が 倉 
弱 で , か つ 外 部 記憶 装置 と し て の 磁気 テー プ 装 置 を 設 
備 じ た も の が ほとん ど み られ な か っ た . 唯一 の 例外 は 
TOSBAC-4100 (東芝 ) で , 計算 機 本 体 は パッ チ ・ ボ 
ー ド 式 の 小形 機 で あり な が ら , ライ ン ・ プ リン タ と 磁 
気 テ ー プ 装置 を 備え て いた . と と ろ が 最近 の 中 形 以上 
の 事務 用 計算 機 で は , 高速 プリ ンタ と 磁気 テー プ 装 置 
を 備え る と こと は 普通 と な っ て きた . と この よう な 事務 用 
計算 機 の シス テム を 最初 に 商業 ベー ス に 乗せ た の は 改 
良 じ た NEAC-2203 < 日電) で あっ た. 

第 2 に 事務 用 計算 機 と し て の 宿命 と も 言う さき PCS 
と の 接続 の 問題 は , 未 解 決 な が ら も , 磁気 テー プ 装 置 
の 能率 的 な 活用 に よっ て PCS か らち 脱却 し ょ うと すろ 
動き が , 製造 者 側 に も 使用 者 側 に も , か な りみ られ る 
ET 

7.1.2 並列 プロ グラ ミン グ の 実用 化 

並列 プロ ゲラ ミン グ と は , ひと つの 計算 機 で 複数 個 
の プロ ョ ログ ラム を 時 分 割方 式 で 同時 に 行なわ せる も の 
で 実用 機 に 採用 きれ た の は NEAC-2203 が 最初 で あ 
ろ る 図 7.1 は NEAC-=2203 に お ける 相互 の プロ グラ ム 
の 割り 込み を 示す ブロ ッ ク 図 で ちあ る. あぁ あら か し じ ふ め 優先 
権 の 指定 され た 3 つの プロ グラ ム を 用 意 し て , 優先 権 
の 高い プロ グラ ム を 実行 し て いる うち に , 時 間 の か か 
ろ 入 出力 の 命令 に な る と , 自動 的 に 低い 優先 権 の プロ 


20C 割り込ん で 靖 ぞ の プロ ログラム を 実行 する 、 大 
近 0 り 込 み 琶 
アド レス ・ ス イッ チ ! アド レス スイ ッ チ 
| ラム 1 トー 


RE 
! 割 り 込 み ブ ログ ラム | 甘 
EE ts 置 


入出 力 再 置 の 
状態 を 示す 合 号 


アド レス ルク スタ 


図 7.2 ETL Mk 4B 割り 込み 回 路 


出力 の 命令 が 終わ っ て , 以前 の プロ グラ ム が 高い 優先 
権 を 取 戻 す と , 再び 割り 込み が 起こ っ て , も と の プロ 
グラ 戻る . ETL Mk 4B- では, と この よう な 時 分 
割 の 割り 込み 方 式 を さら に 徹底 的 に 採用 し て お り , 図 
7.2 に 示す よう に , 入出 力 装 置か らち の 信 呈 を マス ク カク 
レジ スタ に より 取捨 選択 し て 優先 権 の 順位 も プロ グラ 
ム で 変更 で きる の が 特徴 で ある . 並列 プロ ョ ログ ラミ シク 
は 金物 の 節約 と 計算 機 の 動作 時 間 の 短縮 が で きる 極め 
て 有効 な 手段 で あぁ る か ら , 今後 製作 され る 計算 機 に は 
ます ます 採用 され る こと こと と 思わ れる : 

7.1.3 制御 用 計算 機 

電子 工業 振興 協会 に 納入 され た HOC-200 (北辰 ) 
は 最初 の 本 格 的 な プロ セス ・ シ ミュ レー タ と し て の 意 
義 を 高く 評価 され て いる . また HITAC-501;』 =502 
(日 立 は いずれ る も 制御 用 計算 機 と し て 設計 され た . 
プロ セス の 計算 機制 御 は , まだ か な り 和 将来 の と と で あ 
る カカ 最近 活発 と な た だ デー タロ が = 各氏 o 誠 議 
の 製作 と 相まって , 工場 内 の 情報 処理 の 道 が 海 進 的 に 
で は ある が 開け て いく も の と 期待 され る . 

7.1.4 パラ メト ロン 計算 機 の 現状 

わが 国 独 特 の る も の と し て の パラ メト ロン 計算 機 は 科 
学 用 計 算 機 と し て , M1B ( 通 研 ) , FACOM=201 (M 
1B と ほとん ど 同 形 で 東京 理科 大 学 に 納入 ) が 製作 さ 
れ , NEAC-1103 (日 電 ) 等 が 製作 中 で あ る. 
整 中 の PC-2 (東大 ) は , 先回り 制御 や 演算 回 路 の 工 
夫 に よっ て , 国産 機 で 最も 高速 な 計算 機 と し て 注目 さ 


れ て いる 


7.1.5 ディ ジタル 計算 機 以外 の 情報 処理 機械 
普通 の 計算 機 以 外 の 情報 処理 機械 と し て , 昨年 度 に 
注目 を あつ め た 座席 予約 機 は 本 年 2 月 か ら MARS-_1 
( 卓 立 和製 ) が 国鉄 で , ESRC (日 電 製 ) が 3 月 か ら 近 
鉄 で 実用 され 好評 を 博 し て いる ・ 

磁気 テー プ 央 合 機 (東芝 ), 電子 検索 機 ( 電 試 ) と 
称し て 磁気 テー プ 装 置 を 利用 し て , ぽう 大 な デー タ の 
仕分 け 。 分 類 央 合 等 を 行なう 機械 が 製作 され た . と 
の よう な 仕事 は , も ちろ ん 汎用 の 事務 用 計算 機 で も で 


きる と と で ある が , 計算 機 が 高速 で な いと 実際 に は 磁 
CR 


現在 調 
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気 テ ー プ 装置 の 分 類 , 照合 に 専有 され て し まう か ら , 
能率 を 高く 製作 費 の 安い 単 能 機 と し て の 価値 が ある 

機械 翻訳 の 研究 は や ま と ( 電 試 ) を 使用 し て 引 続 い 
て 行なわ れ て いる が , いま だ 実用 化 が 期待 で きる 段階 
で は な い 了 泌 大 の MELDIC 2200 も 本 年 は 動き 出す 
a と 思わ れる ろ る. 


7.1.6 その 他 
わが 国 の 計算 機 で 最も 開発 の 運 れ て いた も の の ひと 

つ で ある 磁 心 マト リク ス 記 億 装置 が , よう や く 商 品 

尽 で の 計 算 機 に % 採用 され る よう に な っ た . 表 7:1 に 
議 詳 あけ た 計算 機 の な か で る , 主 記 憶 装 置 は 磁気 ドラ ム で 
放 ある が , それ 以外 に 小 容量 の 磁 心 マ で トリ タス 記憶 装置 
押 議 を バッ ファ と し て 持つ も の が 少な く な い , また ETL 
マ Mk4B で は ダ ィ オー ド 切 換 方 式 の 磁 心 マト リク タス 記 
放 二村 下 が 下 作 さ れ た 、 フ ェ ラ イト 磁 心 関し て も 外 径 
\ 50mill の も の が TDK 社 か ら 市 上 服 され る よう に な り , 
小形 大 容量 の 磁 心 記憶 装置 の 製作 が 容易 に な っ た . 
磁気 テー プ 装 置 は 日 電 , 日 立 , 東芝 , 富士 通 , 東京 
放電 気 音響 の 各社 で , 昨年 か ら 引 続い て 開発 が 行なわ れ 
議 且 で いる - 特許 の 関係 か ら 真 空 式 の も の より , テン ショ 
5 RGA 2- 
また ソラ ー で て 開発 し た 高速 磁気 プリ ンタ は 故障 の 原 
. 科 因 と な る 可動 部 分 が 少な く , 将来 極め て 有望 で ある と 
中 われ る. 
E17 情報 処理 学会 の 発足 
請 情報 処理 学会 国際 連合 UFIPS) が 組織 され て , て 
| れ に 参加 する 国内 の 学術 団体 と し て , 情報 処理 学会 が 
科 4 月 に 創立 され た : ディ ジタル 計算 機 に 関心 を 持つ 研 
EM, 使用 者 の 数 が 独立 の 学会 を 持つ ほど 増 

た は, ら & て 数 年 来 の この 分 野 の 但 速 な 成長 を 
の で あり , 今後 の 発展 が 期待 され る . ' 


0 17.2 アナ ログ 計算 機 
7.2.1 アナ ログ 計算 機 ・ 
主人 が 必 は 本 生生 し 折 導 に 休 民 し , 
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図 7.3 大 形 ア ナド グ 計 算 機 TOSAC-II 
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大 小 各種 の 計算 機 が 製造 販売 され た . 規模 の 点 で は 昨 
年 に 引 続 い て ます ます 大 形 化 の 傾向 に あり , 日 謙 の 
ALS 超大 形 汎用 機 , 日 電 の NEACP-11, 東芝 の 
TOSAC-II, な ど が その 代表 的 な る も る ので, 図 7.3 に 示 
す よ うに 演算 増幅 器 100~150 個 以 上 に 達する に 至っ 
て いる . と これ ら の 大 形 機 は 標準 化 さ れ た 演算 器 が 標準 
架 に 実 疲 せ られ , 各 架 の 下部 に 定 電圧 装置 を 収容 する 
よう に な っ て いる .。 また 今年 度 作 られ た 大 形 機 は 渦 且 
機 に 必要 な 演算 器 の 外 に , た と えば 原子 炉 の シミ ュ レ 
ーション に 便利 な 演算 器 等 の 単 能 演算 器 を そなえ て い 
る も の が 多い . 

一 般 に ディ ジタル 技術 を アナ ョ ログ 計算 機 に 取入れ る 
傾向 が 顕著 に な り , ディ ジタル ボル トメ ー タ や サン プ 
ル 記 憶 に よる むだ 時 間 要 素 , アナ ログ 値 記憶 装置 な ど 
を そなえ た 計算 機 が 多く な っ た . サー ボ 和 形 演算 器 は 応 
答 が 遅い の で 一 般 に 電子 式 演算 器 に 移行 する 傾向 が 数 
年 来 続け られ て いた が , 本 年 度 は 電子 式 と サー ボ 式 の 
両者 の 乗算 器 を 持っ て いる も の が 多かっ た 。. : 

ァ ナ ログ 計算 機 の 用 途 を 固有 値 問題 や 境界 値 問題 に 
まで 広げ る と と を 主 目 的 に , こ の 二 , 三 年 検討 を 続け て 
きた 自動 演算 装置 が , そろ そろ 実用 化 さ れる よう に な 
り , 電気 試験 所 で や 日立, 日 電 な ど で 試 作 が 行なわ れ た . 
と の 種 の 付帯 装置 類 は 計算 機 の 大 形 化 と 共に 軍 要 度 を 
増し , 大 形 計算 機 に は 自動 チェ ッ ク 装 置 が 付く よう に 
な っ た 外 , 東 芝 で は 演算 器 の 自動 試験 装置 を 発表 し た 

演算 部 品 で は M92 級 巻 線 抵抗 の 国産 品 が 普及 し た 
外 。 多 転 ポ テン ショ メー タ の ダイ ヤル の 改良 , 大 形 精 
密 ポ テン ショ メー タ の 寿命 の 検討 特性 の 改善 な ど が 
行なわ れ た .、 ま た M2 級 の 巻 線 抵抗 に 替わる べき 金 
属 皮 膜 抵抗 の 国産 化 が 進み , 多摩 電気 な どか ら 市 販 さ 
れる よう に な っ た 。 こ と この ほか トラ ンジ スタ チョ ッ パ な が 
日 立 で 開発 され , 光電 チ 』 ッ パ の 検討 が 東京 工大 , 横 
河 な ど で 行 な われ た . 

磁気 増幅 器 を 使う アナ ョ ググ 計 算 機 は 電流 相似 形 の 線 
形 演 算 器 に つづ いて 析 線 形 非 線形 演算 器 (誤差 1 必 程 
度 ) が 電気 試験 所 か ら 発 表 さ れ た は ほ 
か , と これ と 同じ 方 式 で 電源 周波 数 
(1~1.8 ke) に し た 線形 演算 器 と パ 
ルス の 幅 と 振幅 ゃ 変調 する 方 式 の 乗 
算 器 を 持つ 原子 炉 シ ミュ レー タ を 大 
阪 大 学 で 発表 し た . 電圧 相似 に よる 


磁気 増幅 器 式 の 線形 お よび 析 線 形 非 
線形 演算 器 が 日 立 , 三菱 な ど で 開 発 | 
され つつ ある . と の 種 の 計算 機 は On 
Line の 制御 用 演算 装置 と し て 将来 
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の 発展 が 期待 され て いる . 
だ 試作 検討 の 段階 に と ある. 
計数 形 微分 解析 機 (Digital Differential Analyzer) 
が 初め て 東芝 で 国産 化 さ れ た . と この 装置 は 海外 の 装置 
に 比べ て 演算 速度 を 早く する た め , 並列 演算 方 式 を 採 
用 し て いる の が 特徴 で , コー ド は 直列 2 進 法 , 1 語 
20 bits (うち 数 値 18 bits) クロ ッ ク 100 kc 
ation Time は 0.2ms で ある . 

7.2.2 シミ ュ レ ー タ 

本 年 度 も アナ ログ 計算 機 回 路 を 中 心 と 種々 の シミ ュ 
レー タ が 人 作 さ れ た . た と えば 日 立 で は 導 融 鉄 の 凝固 
過程 の 熱 的 特性 を 変態 時 の 潜熱 の 効果 まで , 考 護 し て 
模擬 する 装置 を 作製 し た . 東芝 で は 水車 の シミ ュ レ ー 
タ を 作っ ただ. これ は ラ ヲ ランナ 弁 や 案内 弁 の 開 度 , 回 転 数 
に 対す る 出力 お よび 流量 の 関係 等 を 模 所 する も の で , 
台 の 析 線 近似 関数 発生 器 を 中 心 に 構成 され て いる 
どれ ら の 例 が 示す よう に , シミ ュ レ ー タ は 模 所 す る 内 
容 が 次 第 細かく な り , か つ 大 規模 な も の が で きつ つ 
ある ・. 

7.2.3 アナ ログ きき デ ィ ジ タル 変換 器 

「 高速 度 を 要 し な い 制 御用 に は 継電器 式 が 多く 使わ れ 
で て いる が , 高速 度 用 変換 器 は る も っ ぱら 電子 管 式 と トラ 
シタ マ スタ 式 で , 特に トラ ンジ スタ 化 へ 向かっ て 各 メ ー 
カ で 開発 が 進め あら れ て いる . 変換 速度 ユ ~0.1) ms, 
特 数 は 符号 共 で 2 進 8~11) 桁 程度 の も の が 北辰 , 松 
下 」 卓 立 , 日 電 な ど で 作 られ て いる . た と え は 北辰 電機 
の ガー 用 全 ト テン ジス タ 式 変換 器 は 入力 5Vp.c. 
入力 イィ ン ピ ー ダ ンス 500kQ 以上 , 桁 炒 も 0~999, 変 
換 速 度 は 0.16 ms/data で ある . 


7.3 自動 制御 装置 


7.3.1 計算 制御 装置 

自動 制御 関係 の 一 つ の 発展 方 向 は , 制御 量 は も ちろ 
ん 刻々 変化 する 制御 対象 自体 の 特性 や 市 況 その 他 の 外 
的 条件 まで を 電子 計算 機 で 計算 し , その 指令 と し た が 


トラ ンジ スタ 式 演 算 器 ば は ま 


で Iter- 


| っ て 最適 な 条件 を 満足 する よう に 制御 を 行なっ て ゆく 


Adaptive 制御 で あぁ る. と の 方 向 を 推進 する 努力 の 一 
端 と し て デー タロ ョ ロガー (検出 量 を 数 字 化 し て 処理 する 
装置 ) や 多種 の デ = タ を 走査 する スキ ャ ナ が 各社 で 開 
発 さ れ た ・ その 機能 は た と えば 東芝 で 作製 , 北 電 , 泌 
埋 な どの 火力 発電 所 に 納入 し た 装置 で は 約 60 個 の 検 
出 器 か ら 送 られ る デー タ に 応じ て 和 報 を 発し , の ペ < 


ト 全 体 並 びと ター 忌 ン の 効率 を 計算 し 結果 を タイ プ で '" 


印刷 する る の で , 2,700 語 の 磁気 ドラ ム 記 憶 装置 を 持 


きき て いる . こと の 例 が 示す よう に ロガー は 次 第 計算機 
能 が 充実 拡大 し て いく 方 向 に ある. 自動 制御 用 の 計数 


有形 計算 機 と し で は , 電気 試験 所 の ETL-RTC, 北辰 電 


H-1 oR 連打 用 財 HITAC-502 を 


電 気 通信 


/ 
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完成 し た . と の 計 入 機 は 固定 小数 点 2 進 法 FF22 桁 , 
Fr EV 9 ドラ ススメ え メモ が 7;9361 笛 名 持 0 
加減 算 約 200 gs, 乗算 5 ms, 除算 7ms で A/D, D/ 
A 変換 器 は 10 台 ま で 連結 で きる よう に な っ て いる 

計算 制御 が On Line で 実用 化 さ れ て いる 例 は まだ 
国内 に は 無い が , 電力 負荷 配分 計算 機 は その 一 歩 手前 
の 装置 で ある . 横 河 電 機 で は 昨年 度 完 成 し た アナ ログ 
形 負荷 配分 計算 機 Flda (東電 に 納入 ) に 続い て 中 国 
電力 に も 同種 の 装置 を 納入 し た . と この 装置 は Elda © 
比べ て ト ラン ジス タ 々 化 が 進み , 全体 に 小形 化 さ れ て い 
る . 日立 で は 関西 電力 と 協同 で 水 火力 両 系 統 を 含む 電 
力 系 統 を 対象 と し た 計数 相似 混合 演算 方 式 た に よる 負荷 
配分 計算 機 (本 ybrid Computer) を 作製 し た . と の 装 
置 は 火力 系 の 計算 を 演算 速度 の 早い アナ ログ 計算 機 で 
行ない , 水力 系 の 計算 ネ ゃ ディ ジタル 計算 機 で 行ない 
両者 を A/D お よび D/A 変換 器 を 通し て 結合 し ,) 虎 
力 を タネ ブ ライ で 団 刷 する よう に な 
7.3.2 電子 式 プ ロ セ ス 制 御 装置 

図 7.4 の よう に 検出 変換 器 の 電気 的 出力 信号 を 受 
け て こと れ に 比例 , 微積分 な どの 演算 を ほど こと し た 信 肖 


を 操作 部 に 送り 出す 電子 式 PID 制御 装置 は 工業 計器 
メー カ 和 各社 で それ ぞ れ 検出 変換 器 か ら 操 作 部 まで の 一 
電子 式 PID: 制 御 装置 


= 
テム が 完成 ; 
し 始め , 本 - 


格 的 な 吉 要 


7.4 電子 式 PID 制御 装置 構成 図 期 に 入っ 


た . 装置 の 主要 部 を な す 演 算 部 は CR 回 路 で 負 帰 還 を 
掛け た 増幅 回 路 に 各社 共 大 体 落着 いて いる が , 検出 変 


換 部 と の 組合 わせ は 増幅 喘 に よる も の (主として 温 訂 
制御 ) トル ク バ ラン ス に よる も の な ど が ある が , 具体 


的 な 構造 に つい て は 各社 それ ぞ れ の 工夫 が 疾 ら され て 
る . 制御 装置 の 出力 信号 る メー カ に より 電圧 を 用 い 


る も の , 電流 を 用 いる も の 等 種々 あっ た が , 今年 度 に 
入っ て か 5 ら 技術 提携 に より Swartwout 社 お よび 


Robertshaw 社 の 電子 式 プ ロ ャ セス 制御 装置 が それ ぞ れ 7 
ーー 大倉 電気 と 東京 計器 で 全面 的 に 販売 され る に 至っ て WT 


ほとん どす べ て の 国内 メー カ の 製品 が バイ アス を 持っ 
た 直流 電流 信司 方 式 と な り , 信号 変化 幅 る も 5 : 1 に お 
ヽ くむ ね 落着 いて 来 た . 


に な っ て いる . 

7.3.3 工作 機械 の 制御 

工作 機械 の 動作 を テー プ で 指令 し じ , D/A 変換 器 を 
通じ で 制御 する 方 式 は 既に 充分 実用 化 の 域 に 入り , 東 
芝 , 上 日立, 富士 通信 機 , 日 本 電気 , 安川 な どの 電気 メ 
RS 大 沢 機械 , 豊田 工 機 な どの 機械 メー 


yr 


年 度 か ら 本 | 


た だ し 電流 値 自体 は 4~20mA "i 
(山武 ) , 2~10mA 北辰 ) と いっ た よう に まち まち 」 
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ヵ の 協同 で 各種 の 工作 機械 が 作ら れ た . と これ に 関連 し 
て 図面 か ら 制御 指令 テ チープ を 作る まで の 計算 操作 を 簡 
便 に する た め の プ ログ ラミ ング が 日 立 , 富士 通信 機 な 
ど で 開 発 さ れつ つ あ ぁ ある. 工作 機 の 数 値 制御 系 の 操作 部 
信 使う ルス モー タ に 関し て は 東大 生研 , 電気 試験 
Fr, 富士 通信 機 , 山 洋 電気 な ど で 開 発 が 進め られ て お 
り , 500 パル ス / 秒 程度 の 高速 まで 追 隊 で きる も の も 
国産 され つつ あぁ る . 

と の よう な 工作 機械 の 数 値 制御 方 式 は 旋盤 , ボー ル 
盤 な ど に 限ら ず , 各種 の 工作 機械 に 適用 され て お り , 
だ と な ば 東芝 で は ガス 切断 機 に 応用 し て 厚 さ ($~100) 
m/m, 約 1.2mx2.4m の 厚 板 を 最大 800 m/m 毎 分 
の 速度 で 切断 する 装置 を 作製 し た . 

数 値 制御 装置 の 論理 素子 に は 継電器 も 使わ れ て いる 
カト ラン ジス タ か パラ メト ロン を 使っ た も の が 多く 
RR りつ の ある. 

7.3.4 電子 式 電 動機 制御 装置 

電動 力 応用 分 野 特 に 製鉄 関係 の 電動 機制 御 を 電子 的 
で 行なう こと と が 最近 普及 し 始め た . また シリ コン の 
NPN 接続 に よる 制御 整流 器 (Controlled Rectifier) 
の 国産 化 が 目前 に 迫り , 200V 10A 程度 の も る の の 試 
作 が 可 成 り 進 ん で 来 て いる の で , 数 kW 以下 の 電動 
機制 御 技 置 や 1kc 程度 の イン バー タ が 試作 され た . 

天 形 電動 機制 御 で は 航空 技術 研究 所 の 居 音 速 風 胴 
動 用 電動 機 の 精密 速度 制御 装置 (三菱 電機 製 ) は その 
好例 で あろ う . この 系 は 24,000kW の 誘導 電動 機 と 


5,000kW の 直流 電動 機 を 同一 軸 に 直結 し て 送風 機 


駆動 する 系 で , 回 転 軸 に スリ ッ ト 円 板 を 取付 け , と これ 
と 直角 ば ス ポット を あて て 光電 素子 で これ を 受け , 円 
板 で 光 を 断続 し て その 断続 周波 数 を 水 唱 発振 器 の 発振 
周波 数 と 比較 し て , その ズレ で 転 数 を 検出 し て 水銀 整 
流 器 の 格子 を 制御 する 静止 レオ ナー ド 方 式 で ある . 制 
御 系 肉 に は 蹴 導電 動機 の 二 次 抵 抗 制御 系 や 速度 発電 機 
の 出力 で 制御 する 粗 速 度 制 御 系 。 あ ぁ ある い は 水銀 整流 器 


有人 1 変圧 器 の 自動 タッ プ 切 換 制 御 系 な ど と の 間 の 動作 分 
didi 較 所 電子 近 式 アナ ョ 人 失 
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図 7:5 混合 形 電力 負荷 配分 計算 機 
(C152 2 


の 線形 お よび 非線形 演算 器 が 挿入 され て いる . と の 制 
御方 式 で 送風 機 の 回 転 数 を 0.03 必 の 精度 で 制御 する 
と と に 成功 し 

製鉄 関係 で は , た と えば 日 立 で は 7,000 フ ラフ ィ ー ト / 
分 程度 の 高速 圧延 装置 の 圧延 鉄板 の 厚み 制御 におい 
て ロー ル 間 げき の 変動 を 実 時 間 の アナ ログ 計算 機 で 算 
出し , その 結果 を 圧延 機 の 入口 と 出口 と ある 巻 取 装置 
の 張力 制御 系 に 加え て 厚み を 一 定 す る 制御 方 式 を 開発 
し た . と の 方 式 を 確実 化す る た め 実 際 に は ロー ル の 出 
口 側 に 厚み 計 を 設け て , 計算 機 の ロー ル 間 げき 入 出 に 
用 いた 定数 に 補正 を 加え る 一 方 , 圧 卸 ス タン ド 出 口 で 
板 厚 を 測定 し , 得 ら れ た 厚み の 偏差 に よっ て 10 進 2 
桁 の カウ ンタ と A/D 変換 器 を 中 心 と する サン プル 制 
御 装置 に よ っ て 圧下 制御 を 行なっ て いる 。. また 束 う で 
は 可逆 熱 韻 圧延 機 や カー ド プ ログ ラム に よっ て 制御 す 
る 方 式 を 実用 化し , 住友 金属 に 納入 し た . と の 装置 は 
検出 増 還 装 置 , カー ドリ ー ダ , 制御 盤 お よび ホッ トメ 
タル 検出 器 (材料 の 位置 決め 用 ) か ら 成 り , 材料 は 5 
~7 回 の 圧延 工程 を 経て 所 定 の 厚み に と なり, つぎ の 工 
程 へ 送ら れる . 

以上 の 例 が 示す よう に 最近 製鉄 関係 へ の 電子 技術 の 
応用 は 極め て 盛ん に な りつ つ あ る ろ . 


』.4 レー ダ お よび その 応用 装置 


気象 観測 用 レー ダ の 要望 が 高まり , 測候所 の レー ダ 
設備 が 拡 玄 され た . 最も 大 き な 装 置 は 室戸 岬 測候所 の 
レー ダ (東芝 和製 ) で , 10 rpm で 回 転 す る 直径 4m の 
パラ ボラ 空中 線 を 持ち , マグ ネト ロン を 用 いて 2,740 
Mc 失 頭 出力 600 kW の 発振 を 行なっ て いる 、 従来 は 
5,300 Mc, 300 kW, ま た 受信 部 の 高周波 回 路 に リア ァ アタ 
タン ス 素 子 と し て Gold bond の Ge を 用 いた パラ メ 
トリ ッ ク 増 幅 器 を 設け て S/N 比 を 改善 し , 探知 距離 
を 400 km に 拡大 し て いる . また こと の 装置 に は アナ ロ 
ググ 計算 機 式 等 雨量 線 装置 が あり , (10~400)km の 範囲 
の 等 雨量 線 が 算出 で きる よう に な っ て で てい る ・、 

レー ダ 応 用 装置 と し て は 防衛 庁 の 地上 管制 進行 装置 
yuta | (東芝 製 ) の 捜索 装置 に 円 偏 

| 波 空 中 線 を 用 いて 寺 滴 消去 率 
を 向上 する 方 法 や , TW 管 を 
用 いて S/N 比 を 向上 し , 使 
用 距離 も 約 20 密 延ばす 試み 
が 行なわ れ た . また 昨年 度 初 
め て 国産 化 さ れ た ミリ 波 レ ー 
ダ が 港湾 や 飛行 場 の 監視 用 に 
実用 化 さ れ 始 め た . 


8.1 序 言 


わが 国 の 電波 の 利用 は ます ます 盛ん に た なり, 軌 和 35 
年 も 電波 監理 の 面 か ら 多 忙 を きわ め た . 海上 の 無線 局 
に お いて は , さら に 周波 数 を SSB 用 に 割当 て その 稲 
要 に 答え た . さら に 鉄道 無線 た 災害 対策 行政 無線 の 整 
備 拡大 を は か っ た . また 一 波 の 共用 に 対し て は 選択 呼 
出 方 式 を 採用 し た . 標準 放送 に お いて は 一 部 の チャ ネ 
ルプ ラン の 修正 に よる 増 力 は ほとん ど 実 施さ れ た . テ 
レビ ジョ ン 放 送 は カラ ー テ レビ ジョ ン の 標準 方 式 お よ 
びそ の 他 の 法令 が 整備 され て 実施 され た . 

国際 会 議 は ITU に お いて IFRB の 委員 お よび 管 
理 理事 国 に それ ぞ れ わが 国 が 当選 し た . その 他 , 海上 
に お ける 人 命 の 安全 の た め の 国 際 会 議 等 と おい て, わ 
_ が 国 の 代表 は 電波 の 国際 的 地位 の 向上 と 権益 の 拡張 , 
お よど び 技 術 先進 還 と し て 大 活躍 し た . 以下 これ に つい 
て の べ る . 


A 


i a 


8.2 RT OE 


0 電波 法 関係 法令 

講 隔 御 34 年 12 月 。 アマ チュ ァ 局 の 発展 に 伴い , 免 
I fF の 有効 期間 を 5 年 と する た め の 履 正 お よび クラ ブ 局 
| の 免許 (アマ チュ ア 業 務 の 建 全 な る 普及 発達 を 図る と 
2 を 目的 と する 社団 に 対す る 免許 の 付与 ) の 制度 を 制 
5 た め の 関 係 省令 ) すなわち 電波 法 施行 規則 , 無 
( 溢 局 を 除く 光 ia 無 7 


ee 6 月 i る る シャ a の 放送 を 実施 する 
| カラ ー テ レビ ジョ ン 放送 の 送信 の 析 間 方 式 を 定 - 
a Ci tsi 


A る TT EN 


信 学会 雑誌 


8. 電 波 


細 基 (電波 監理 局 ) 


の 行なう 一 回 の 通信 時 間 を 原則 と し て 5 分 以内 
各 式 検定 合格 証書 等 の 様式 を 横 書 に する た め 


許 申 請書 克 放免 WF 証 和 の 式 な 村 


われ た 


’ rt ne 


第 44 巻 1 号 


UDC .654.16.029 (520) “1960”° ——— 


監 理 


た め の 和 無線 局 免許 手続 規則 の 改正 る 行なわ れ た . 
35 年 9 月, 小形 船舶 の 海難 事故 の は な は だ 多い 実 
状 に か ん が み , その 救助 対策 の 一 環 と し て , 簡便 だ 設 "7 
置 し 運用 する と と の で きる 無 線 局 ( 船 秀 が 重大 か つ 急 
迫 の 危険 た 陥っ た 場合 に 即時 の 救助 を 求め る 通報 を 自 
動 的 と 送信 する 無 設備 を 休 用 する 折線 司 。 と の 押入 
局 を 電波 法 施 行 規則 は , 道 難 自 動 通 報 局 と 定 護 し た ) 
の 制度 を 制定 する ため の 関係 流 。 すなわち 電 六 邦 
行 規 則 , 無線 局 免許 手続 規則 , 無線 設備 規則 , 無線 局 、 
運用 規則 の 改正 が 行なわ れ た . その 概要 を 記せ ば つき 
の と お り で ある . 遭難 自動 通報 局 の 免許 の 有効 期間 は 
5 年 で ある . と の 局 の 空中 線 電 力 は ブイ 式 の る の は 
10 ワッ ト 以 下 , 所 間 に 色 介 し て 償 品 が る 
ッ ト 以 下 で あぁ る と と . と の 局 の 無線 設備 の 操作 は 無線 」 
従事 者 の 資格 を 有 し な い 者 で も 行なう と と が で きる と 
と . その 他 局 の 性 格 に 照ら し 特有 の 技術 的 条件 が 定め 「 
られ た .… また , と の 局 の 免許 手数 等 は ラジ オ ・ 1 の 
局 と 大 体 同 様 で ある .・ Nr 
な お , と の 機会 に , 電波 の 有効 な 利用 の 観点 か ら 
命 の 救助 , また は 財産 お よび 人 の 生命 , 身体 ! 
危害 を お よ ぼ す 犯 罪 の 捜 査 また は 犯人 の 未 捕 


4 


する た め の 改 正 並 びと その 他 若 王 の 規定 の 整備 
われ た . また 本 月 , 無線 機器 型式 検定 の 申請 書 お よび 


N60 


め の 無 作 事 才 国家 試 険 お よび 免許 規則 の : 


DD 0 


* 
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8.3 周波 数 割当 


無線 局 に 使用 する 周波 数 は , 郵政 省 に お いて 定め ら 
れ た 周波 数 分 配 表 に も と づき , 一 定 の 割当 基準 に 従っ 
て で 各 無 線 局 に 割当 て られ る .、 こ とこ の 周波 数 分 配 表 は , 国 
附 無 線 通 信 規 則 に 定め られ た 国際 周波 数 分 配 表 に も と 
づい て 10kc か ら 40Gc まで の 周波 数 を それ ぞ れ の 
周波 数 帯 の 特性 。 それに 対す る 秀 要 等 を 捧 案 し て , 固 
定 業 務 , 放送 業務 , 海上 移動 業務 , 航空 移動 業務 , ア 
マチ ミア 業務 , 無線 航行 業務 等 に 分 配 し , さら に 公衆 
通信 , 公益 事業 , 治安 維持 等 その 使用 方 法 を 定め た も 
の で ある . 

また 分 配 さ れ た その 各 周 波数 帯 に つい て , 電波 の 伝 
わり 方 , 機器 の 特性 等 か ら 周 波数 の 間隔 , 使用 電力 , 
詞 間 距離 等 の 割当 基準 が 定め られ て いる . と の よう に 
じじ て 無 線 局 に 割当 て られ た 周波 数 の 数 は 表 8.1 の ど ご と 
ぐ く で あろ. 

表 8.1 周波 数 割当 の 数 


| 昭和 34 年 9 月 | 昭和 35 年 9 月 


1,600 kc 以下 194 200 
1,600~—4,000 kc 375 424 
4,000~27.5 Mc 962 1,089 
27.5 Mc~300 Mc i St 824 

300 Mc 266 309 

合 計 2,589 2,746 


つぎ の 35 年 度 に お ける お も な 周波 数 割当 の 問題 を 


| あげ て で て みょう. 昨年 ジマ 。 ネ ー プ に お いて 開催 され た 通 
人 党 無 線 主 芝 庁 会 議 に と よっ て 国際 周波 数 分 配 表 の 改正 が 
放 有 行なわ れ , また 国内 事情 の 変化 に と に ともなっ て, 周波 数 
分 配 表 の 改正 は た え ず 進め られ て いる . 

間 ] C1) 7,100~7,150 kc は 従来 アマ チ 。 ァ 業務 用 で 


7 あっ た が , 国際 規則 の 改正 に と も な い 放 送 業 務 


放 | 用 < あら た ゅ た . 
” 2 9 短波 帯 の 海上 移動 業務 無線 電話 用 の 周波 数 の 


割当 て が 国際 規則 の 改正 に と も な い , 割当 変更 
され る と と に な っ た た. 


有 有 <3) 短 流 国際 放送 の 周波 数 の 割当 て が , 国際 新規 


則 に も と づい て 35 年 9 月 より 実施 され た 。. 


有 有 < の 26 Me 共に 人 見 無 各 用 周波 数 を も うけ た . 


(5) 30Mc 帯 に 台座 と の 通信 の た め , 電離 層 ス キ 


有 】 + っ 2 用 周波 数 の 準備 を し て いる. 
| で 6) 110Mc 帯 に LL.S. (計器 着陸 装置 ) 用 の 周 


」 波 数 を TV と の 混信 を 考慮 の 上 定め た 


に (7) 146~148 Mc を アマ チュ ア 業 務 よ り 隙 上 移動 
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業務 に 変更 し た . 

(8) 300~400 Mc 帯 に 陸上 移動 業務 お よび 固定 業 
務 を 定め ,- 列 車 無線 , 公衆 通信 , 放送 中 継 等 に 
割当 て る と こと に し た . 

(9) 435Mc に アマ チュ ア 業 務 を 定め た . 

(10) 800 Mc 和 帯 を ITV 用 に 割当 て た . 

(11) 2700 Mc 帯 を 台風 レー ダ 用 に 割当 て た 

(12) 6,000 Mc 帯 公 通 信 マ イク ェ 直 多 重 回 線 用 
周波 数 割当 を CCIR 勧告 に 基づき 改正 し た . 

(13) 9,000 Mc 和 帯 セレ ー ダ ・ ビ ー コ ン , コー ス ・ 
ビー コン , ロー タリ < ビー コン に 割当 て た 

(14) 12,000 Mc 帯 の 割当 て 計画 を 定め た . 


8.4 各種 無線 局 の 動き 


(A) 陸上 関係 無線 局 

陸上 に お ける 無線 局 は 35 年 8 月 末 に お いて 37712 
局 に 達し , 前 年 同期 た に 比 し て 10671 局 , 約 28.3 必 の 
増加 で ある . 

35 年 は 特に 地方 公共 団体 に な ける 災害 対策 用 行政 無 
線 の 整備 計画 が 全国 的 に 盛り 上 り , その 割当 周波 数 の 
選定 に 苦慮 され て いる 。 ま た 世界 的 と も いえ る 日 本 国 
有 鉄 道 の 東海 道 線 特 急 列 車 に 無線 に よる 公衆 電話 が 設 
備 さ れ た . さら に 周波 数 は 12 Ge 帯 以 上 の 周波 数 の 
利用 が 始め られ て 来 た . 35 年 に おけ る 陸上 関係 無線 局 
に お ける 顕著 な も の は つき ぎの 通り で ある . 

(Ci) 炎 害 対策 用 行政 無線 34 年 9 月 の 伊勢 湾 台 

風 の 被 害 に 刺 戦 され て か , 各地 方 公共 団体 で ある 都 

道府県 市 町 村 に お いて , 災害 対策 に つき 無線 施設 を 

大 々 的 に 作る 気運 が 顕著 に 表 わ れ て 来 た . 特に 伊勢 

湾 台 風 の 直 接 被害 を うけ た 愛知 県 に お いて は , 県 庁 

より その 出先 の ある 各市 町 村 ま で の 無線 連絡 網 が 完 

成せ られ , 災害 対策 の 万 全 を 期し て いる 、 さ ら に 例 

国 公 共 団 体 に お いて 管内 の 通信 綱 の 無線 に よる 確立 

を 計画 され つつ あり , 本 年 地方 公共 団体 で 無線 局 を 

も た な い 県 は 3 の み と な っ た . その 使用 周波 数 は 60 

Mc 栓 お よび 400 Mc 帯 で ある .、 


( 周 ) 日 本 国有 鉄道 無線 局 。 東海 道 線 特急 列車 8 
本 に 業務 用 を ね た 公衆 電話 を 取扱 うぅ 列車 無 線 電 話 
が 施設 きれ, 業務 用 は 7 月 1 日 より , 公衆 通信 取扱 
は 8 月 20 日 より 開始 され た . 本 方 式 は 空間 無線 方 
式 で 使用 周波 数 は 400 Mc 帯 , 基地 局 14 局 を 設置 
と れ を 4 つの 統制 局 に 接続 され 。 東京 , 名 古屋 , 大 
阪 の 市 内 の 加入 者 と 通話 で きる 隣接 基地 局 は 異な 
る 周波 数 を 割り 当て 列車 に 設置 し た 移動 局 じ お いて 


<i) 章 難 自動 通報 局 の 制度 化 
ろ る 海難 事 故 は , と くに 小形 船 に お いて 多い . 
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Di 


各 隣 接 局 と の 感度 の 良い 方 に 自動 的 に 切り 替え , 通 
話 継 続 で きる 方 法 が と られ て いる .。 また 自動 選択 呼 
出 装 置 が あり , 列車 の 個別 呼出 が 可能 で ある . と の 
列車 電話 は 列車 運転 上 の 安全 お よび 旅客 運輸 上 の サ 
ービス 面 に 負う と こと ろ が 大 きい .。 さら に 日 本 国有 鉄 
道 に お いて は 9 月 1 日 より 札幌 か ら 鹿 児島 まで : の 本 
州 を 縦断 する 幹線 系 SHF が 使用 開始 され た . 本 方 
式 は 7,000 Mc 帯 お よび 6,000 Mc 帯 (門司 , 熊本 
和 間 の み ) を 使用 し , SS-FM 変調 で 札幌 , 有 門司 間 は 
ルー ト 予 備 方 式 , 門司 , 鹿児島 間 は セッ ト 予 備 方 式 
の 回 線 で あり , 全国 27 鉄道 管理 局 の うち 23 局 ま 
で 相互 に 即時 通話 が で きる よう に な っ た . ルー ト 予 
備 方 式 に お いて は 信頼 度 が 機器 の 保守 点検 時 間 を 除 
いて も 99.9 必 確保 を 目標 に され た も の で , 種々 の 
符 凡 伝送 も 合わ せ て 行なわ れる と と に な っ て いる . 
と の 幹線 系 の 完成 に より 一 層 の 運輸 上 一 大 飛躍 的 な 
サー ビス が 期待 され て いる 

i① 〇 12 Ge 帯 の 実用 化 12Gc 葉 の 割当 て は 保 
劉 さ れ て いた が 周波 数 の 全般 的 な 不足 対策 また は 真 
空 管 の 開発 に よっ て その 実用 化 が 期 せ られ て 来 た . 
本 年 より 電源 開発 株 式 会 社 , 般 察 庁 等 に お いて 支線 
系 また は 送受 信 所 の 連絡 線 と し て 使用 され た . 特に 
発振 管 の 送受 共用 に よる 簡易 マイ クロ と し て 移動 性 
を も っ た 簡易 な セッ ト も で きた . 12Gc 帯 に お ける 
雨 に よる 影響 は ず で に 10 Gc 帯 の TV 放送 関係 に 
お いて 経験 され て いる が , これ に つい て 種々 調査 を 
進め つつ あり, この 結果 に より 12 Gc 帯 の 技術 基準 
の 確立 も 近く で き 上 が る も の と 思わ れる ・. 

(iv) タク シー 無線 に お ける 自動 選択 呼出 装置 に よ 
る 周波 数 共用 _ タタ シー 業務 用 と し て の 割当 周波 
敷 が 限定 され て いる と ころ より 共用 手段 の 一 方 法 と 
し て 自動 選択 呼出 装置 を 実験 的 に 使用 し て 来 た が , 
本 年 度 京浜 地区 54 社 に 対し て , この 装置 に よる 周 


] 波 数 共用 の 方 針 が 確立 し , 一 斉 に 実施 され る とこ と に 


な っ た . 巡 次 名 古屋 , 大 阪 等 全国 に わた っ て 実施 さ 
れる 予定 で ある .: 

(B) 海上 お よび 航空 関係 無線 局 

日 本 近海 に お け 
と れ ら 
小形 船 に 対し て は , せめ て 天気 予報 や 気象 通報 を き 


Pr と これ は 海 


| く た め , ラジ オ 受 信 機 で も 設備 する よう に 指導 され 
て きた が , 数 年 前 か らき さらに 一 歩 進 め て , 遭難 の 際 
; EC Et 


上 保安 庁 や 海難 防止 協会 が 発案 し て 試作 実 葵 を 行 な 


っ て 来 た % の で , その 結果 に より 実用 の 要望 が 強く 
郵政 省 は , これ を 免許 する た め 章 難 自 動 通 
報 局 と いう 新しい 局 種 を つく り 制 度 化 し た . 近く 出 
現す る 機器 と し て は , つぎ の よう な る も の で ある . 
(1) 日 淀 は ラジ オォ オ 受 信 機 と し て 船舶 上 で 使用 
船 舶 が 重大 か つ 人 急迫 な 危険 に 陥っ た 場合 に は , 救助 を 
求め る た め に 簡単 な 操作 に よっ て 章 難 周波 数 "A 了 1 
2,091kc と より , 遭難 信号 お よび 呼出 符号 を 自動 的 に 
送信 で きる も の . 
(2) 船 船 の 遭難 時 , 海中 た 投 も , 海上 に 浮か せな た 
まま 自動 的 に 上 述 と 同様 の 電波 を 発射 で きる る も の. 
と れ ら いずれ も 昼間 90 km の 有効 通達 距離 る ち 
30 時 間 動 作 し な けれ ば な ら な い . 
( 竹 ) 海上 移動 業務 に お ける 27 Mc 帯 SSB の 実施 
27 Mc 帯 周波 数 を 使用 する 漁業 無線 局 は と て 数 年 
来 毎年 1,000 局 に お よび 激増 ぶり を 示し て お けり , 場 
所 に よっ て は 中 短波 通信 以上 の ふく そう を 生じ て で てい 
る . この 問題 の 解決 な ちび に 内 航船 その 他 新 し い 近 
距離 無線 電話 通信 を 実施 する た め , 新 た に 26,957 ke 
か ら 27,500 kc の 間 約 540 kc を 海上 移動 業務 用 と 
し て 使用 で きる よう に し , こと の 周波 数 帯 で は _SSB 
方 式 と し , その 技術 基準 並び に 検査 実施 方 法 を 定め 
た . と これ に K 先 立っ て 34 年 10 月 の 実地 試験 で は ; 
従来 DSB 10W で 80~100 km の 通達 距離 の る 
の が 1W で 充分 達せ られ , また メー カ の 実用 試験 


な ら た ・ 


に ね お いて は 5 W で 130 km 通達 する と 報告 きれ で 


いる . 価 格 が 適当 な ら ば 著しく 普及 され る で あろ う . 
3 航空 無線 局 。 航空 関係 無線 局 の 現 況 は 表 
8.2 の と お り で ある が , 昭和 35 年 中 に 新た に 設 圭 
され る 航空 無線 航行 援助 施設 と し て は , ILS お よび 
TACAN が ある . 

ILS に つい て は , 目下 羽田 国際 空港 に 建設 中 で あ 


り , 本 年 中 に 実用 化 試 験 局 と し て の 無線 局 免 許 が 予 


定 き され で パパ ろ る ・ILS' の 地 和 正装 置き, カウ イボ ク 


ライ ド パ ス お よび ILS マー カ か ら 構 成 さ れ , ロカ 


i 


ライ ザ は 航空 機 に 対し 水平 方 向 の 偏り を , グラ イド 


パス は 航空 機 に 対し 垂直 方 向 の 偏り を 指示 し ILS マ 


ー カ は その 航空 機 の 現在 位置 を 与え る 装置 で ある 


ョ カラ イザ は 水平 方 向 に , 108Mc か ら 112Mc の 
間 に あ る 電波 を , グラ イド パス は : 329 Mc か ら 335 
Mc の 間 に あ る 電報 を 出し , これ ら は それ ぞ れ 90c/s 

と 150 c/s で 変調 され て お り , 機 上 の 指示 計 は , ロ 
i ザ あ る い は グ ライ ド パ ス の 両 変調 電波 の 等 強 
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表 8.2 航空 無線 設備 の 概況 (35 年 11 月 1 日 現在 ) 
(a) 主要 航空 無線 局 の 数 


局 の 種別 局 数 
航 空 機 局 194 
航 2 局 116 
無線 標 識 局 63 
2 半 ) 定 局 15 
其 地 局 4 
隊 夫 庄 名 移動 局 35 
無 得 航行 陸 上 局 6 
特 き 圭史 細 業 ” 務 局 2 

対 435 


(b) 無線 航行 援助 設備 の 数 


RE 村 ) 列 周波 数 範囲 "数 備考 
本 和仁 無 弧 杏 了 DB) 200~1,750 『 宮 52 pk 

AN 式 レ ンジ — ツン 2 

ZZ マー カ 75 Mc 

地 IYG ビー コン 246 Mc 

レス ポン ダビ ー コ ン |230 Mc 
112~180 Me 
102~—112 Mc 

カ 75 Mc 

コン パス ・ ロ チー タ |2001,750 Mc 

2,800Mc 9,000Mc| 13 上! 外 に U.S 

118~144 Mc Rich 

216~400 Mc 7 

962~1,213 Mc 1 | 

1,605~—1,950 kc 


mt to = 1 0 


度 の 交 線 上 か ら ず れ て いな けれ ば , 雰 位置 を 指示 す 
有る よう に な っ て いる が , 左右 ある い は 高低 いずれ か 
有 に ずれ て いれ ば 指示 計 が 振れ る よう に な っ て いる . 
放 ILS マー ヵ は 外 , 中 , 内 の 3 種類 あっ て , それ ぞ れ 

その 上 空 を 通過 する 航空 機 に 着陸 地点 まで の 距離 を 
壮 未 す と と が で ょ る. 


\ の TACAN 施設 の 移管 を 受け , 昭和 35 年 中 に わ 
が 還 始 め て の TACAN の 無線 同 を 開設 する 予定 で 


つぎ に, 防衛 庁 は 米 軍 に より 運用 され て いた 松島 


(C156) 


ある ろ る. 
TACAN は 1,000 Mc 付近 の 電波 を 用 いて , 航 
空 機 の 方 位 と 地上 局 か ら の 距離 を 同時 に 指示 する と 
と が で きる 装置 で ある . 方 位 測 定 の 原理 は 地上 局 ア 
ン テ ナ に 反射 素子 を 設け て 特殊 構造 と し , 機 上 か ら 
の 問合せ パル ス に 答え る 電波 を 変調 し , この 電波 を 
航空 機 側 で 受信 する と と に より 地上 局 の 方 位 角 を 上 真 
北 を 基 准 と し て 自動 的 に 指示 させ る よう に な っ て い 
る エ 離 測定 の 原理 は 航空 機 か ら 質 問 波 が 発せ られ 
た 時 間 よ りこ と これ に 対す る 地上 局 の 応答 波 を 受信 し 得 
る まで の 時 間 差 を も っ て その 直 距 離 を 測定 する も の 
で , 航空 機 仙 で は チャ ネル 番号 に 合せ る だ け で その 
局 ま で の 距離 を 自動 的 に 指示 させ る こと が で きる . 
(C) 放送 関係 無線 局 

(1) 標準 放送 昭和 35 年 3 月 , 主として 外国 混 
信 を 回 避 す る た め チ ャ ネル プラ ン の 一 部 修正 を 行 な 、 
い , また 8 月 た は 精密 同一 周波 数 放送 の 割当 方 針 を 
決定 し た . 放送 局 の 開設 状況 に つい て は , 1 月 か ら 
10 月 まで の 問 に NHK15 局 , 民放 4 局 で あり , ほ と 
ん ど 中 継 用 小 電力 局 で ある . また 再 免許 の 共 増 力 が 
可能 と な っ た 局 に つい て は , 35 年 中 に ほ と ど 増 力 
工事 を 完了 し た . な お 指向 性 空中 線 を 使用 する 増 力 
局 に つい て は , 副 空 中 線 を 使用 し て 所 要 の 指向 性 を 
得 て い る 局 も ある が , 経済 的 な 面 か ら 空 中 線 能 率 は 
若干 劣る が , 簡単 な ダウ ゥ ウン リー ド を 利用 し た 局 が 増 
加 し , これ で 必要 な 指向 性 を 得 て い る 

精密 同一 周波 数 放送 に つい て は , 34 年 来 か ら 種々 
の 調査 が 行なわ れ て きた が , 同一 番組 を 同時 に 放送 
する 2 放送 局 相 互 に おい て , 一 定 基 準 に 適合 する 精 
蜜 同 一 周波 数 を 使用 し , 等 電界 地帯 を 適当 に 選定 す 
る と き は , 2 局 が 比較 的 近 距 離 に あっ て も さしたる 
支障 な く , 町 局 が 可能 で ある と いう 一 応 の 結論 を 得 
た . そ こと で 8 月 26 日 標準 放送 を 行なう 精密 同一 周波 
数 方 式 に よる 実用 化 試験 局 に 対す る 割当 方 針 を 決定 
し た . と の うち 特に 技術 的 条件 と し て は ,「 同 一 搬送 
周波 数 を 使用 する 2 局 の 搬送 周波 数 差 は つね に 0.1 
c/s か ら 0.01c/s まで の 間 に あ ぁ あり, か つ 2 局 の 空 由 
線 に お ける 被 変調 波 の 変調 波 位 相差 が 1,000 c/s 付 
近 で 30 度 以 内 に 保 た れる と と .」 で ある . と この 方 7 
針 に 基づき , 一 部 の 局 は 既に 運用 を 開始 し , 良好 な 
結果 を 得 て い る . 

( 手 ) テレ ビジ ョ ン 放 送 

(1) チャ ネル ・ プ ラン : 阿 和 32 年 6 月 に 決定 され た 


チャ ネル ・ プ ラン は NHK 教育 テレ ビジ ョ ン を 新た に 
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28 局 行なう よう 眉 正 され た . と の 内 名 古屋 教育 局 は 
NHK 長野 総合 局 と の 間 で 精密 オフ セッ ト ・ キ ャ リヤ 
方 式 を 採用 する と と と な っ た 本 方 式 で は オフ セッ ト 
周波 数 を フレ ー ム 周波 数 の 344 倍 と し , 映像 搬送 波 周 
波数 の 許容 偏差 は キ 2.5 サイ クル , 水平 同期 周波 数 
の 放 容 偏差 は 上 0:0005 パ パー セン ト で ある 。 テレ ビジ sj 

ン 放 送 局 で すでに 開局 し て いる の は NHK 53 局 (内 
教育 8 局 ), 一 船 放送 事業 者 51 局 で あ る. と の 外 放 
送 波 中 継 に よ る 小 電力 局 が NHK に 11 局 , 一 般 に 
7 局 あ る . 難聴 視 地域 を 解消 する た め の 小 電力 局 の 第 
2 次 プラ ン は 目下 検討 中 で ある . 

(2) カラ ー テ レビ ジョ ン ・: 標準 方 式 て につい て , 従来 
カカ ラー テレ ピ ジ 』 ン 調査 会 で 討議 され て きた の で ある 
が , 4 月 13 日 郵政 省 電 波 監 理 審議 会 の 聴聞 が 行なわ れ 
た . 郵政 大 臣 は 同 審議 会 の 答申 を 得 て 6 月 18 日 カラ ー 
テレ ビジ ョ ン 放 送 を 実施 する た め の 省 令 を 制定 公布 し 
7 こと これ に より カラ ー 放 送る 白黒 放送 と 同様 に CNTSC 
訪 式 ど ほ ば 同じ 方 式 を と る とこ と と な っ た . 送信 機 の 包 
絡 線 遅 延 時 間 特 性 の 許容 偏差 を 指針 に 止め た と と , 送 
信 の 微分 利得 お よび 微分 位相 の 許容 値 を 定め な か っ た 
と な ど 若 皇 ’NTSC 方式 と 異な る と と ころ は ある . 9 
月 10 日 NHK 東 京 お よび 大 阪 の 4 局 並び に 日 本 テレ 
ビ 放 送 網 , ラ ジオ 東京 , 朝 日 放送 , 読売 テレ ビ の 4 局 が 
カラ ー 放 送 を 開始 し た . 電電 公社 の マイ クロ 回 線 に カ 
ラー 伝送 を する も の が な い の で , 大 阪 の 局 は フィ ルム 
まな た は 磁気 録画 に よっ て カラ ー 放 送 を 実施 し て いろ. 

(3) う FM 放送 FM 放送 と つい て は , 前 年 度 
に 引続き VHF 帯 と UHF 桐 と お いて 種々 の 特性 に 
つき 比較 検討 が 行なわ れ , 特に 昭和 35 年 春 か ら 5670 
Mc, 並び と 470 Mc (10 EW) の 実験 放送 が NHK に 
よう っ て 実施 され て いる ・ な お UHF-FM の 受信 機 の 試 
作 を 目的 と し た UHF-FM 受信 機 調査 委員 会 が , 昭 
和 35 年 9 月 か ら 発足 し た . 

東海 大 学 の マル チ プ レッ クス 方 式 は 引続き 実験 放送 
を 行なっ て いる : 最近 で は 特に ステ レオ 放送 の 研究 が 
同 犬 学 お よび NHK で 取上げ られ て いる . 

(4) 短波 放送 国内 唯一 の 短波 放送 と し て サー 
・ ビス し て いる 日 本 短波 放送 は , 都市 雑音 ある い は 外国 
混信 に よる 障害 を 救済 する た め に , 現行 の 10kW を 
50EW に 増 力 す る と こと と な っ た . 


一 方 国際 放送 は 昭和 34 年 の ジュネ ー プ 会 議 の 結果 こ 
有 により, 各 季 節 ど と に 6 か 月 前 た IFRB に 提出 し , 


TFRB は と れ を 調整 し て 混信 の な い 放 送 が で きる よう 
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と と な り , 昭和 35 年 9 月 か ら 各 国 と 共に わが 国 % 新 
スケ ジュ ー ル に よっ て 放送 を 開始 し た . 


8.5 電波 監視 の 活動 


電波 監視 機関 は 電波 の 公平 か や つ 能 率 的 な 利用 を 確保 
する こと と を 目的 と し て , つぎ の 業務 を 行なっ て いい»2. 
すなわち 電波 の 混信 状況 を 調査 し て 適当 な 措置 を し , 
電波 の 質 お よび 運用 を 監査 し て 不正 の も の は 規正 し , 
不法 無線 局 を 探査 , 捕捉 し , 状況 に よっ て は 摘発 を 行 
な っ て いる . また 国際 洪 視 と 称し て , あら ゆる 電波 の 
発射 状況 を 経常 的 に 調査 記録 し て と れ を 国際 機関 に 送 
付 し , 周波 数 割当 対策 上 必要 な 資料 を 提供 し て いる . 
昭和 35 年 に お いて は , 監視 の 面 で は 混信 調査 が 月 
平均 25 件 で 調査 時 間 約 400 時 間 , 質 の 監査 が 月 平 
均 10,000 件 で 周波 数 偏差 過大 や 寄生 発射 等 の 事故 が 
0.3 必 の 27 件 , 運用 の 監査 が 月 平均 61,000 件 で 事 
故 件 数 は 5 必 の 3,100 件 と な っ て いる . まな た 不法 無 
線 局 で 捕捉 され た も の は 月 平均 1,200 件 で , と の うぅ 
ち 摘 発 さ れ た も の は 0.8 必 の 9 件 で ある. さら に K 国 
際 監 視 関 係 で は , 月 平均 調査 時 間 500 時 間 で , 周波 
数 測定 は 5,700 件 と な っ て いる . 

な お , 施設 の 面 で は 監視 設備 の 近代 化 と いう 3 方針 の 
も と に 前 年 に 引続き , 新型 式 の 受信 機 , 電界 強度 測定 
器 , 達 隔 制御 式 無線 方 位 測定 機 , 電流 自動 監視 記録 装 
置 , 携帯 形 無線 方 位 測 定 器 お よび 負荷 形 垂 直 無 指向 性 
空中 線 等 を 設置 し た が , と この 他 に 周波 数 測定 を 能率 化 
する た め の 新 形 の 計数 式 周波 数 測定 器 , 移動 監視 を 強 
力 な らし め る 新 方 式 の 監視 用 自動 車 を 設置 し て いる . 
また 国際 的 監視 網 の 充実 を 図る た め , CCIR た におい 
て 監視 用 設備 に 関す る 多く の 研究 問題 , 調査 計画 が 採 
択 さ れ て いる の で , と これら に つい て は 電波 技術 審議 会 
に お いて 審議 が 進め られ た . すなわち 無線 周波 占有 え 
ペク トラ ム の 自動 監視 , 監視 に お ける 局 の 識別 方 法 , 
監視 局 に お ける ぷ バ リ ュー の 定量 的 測定 法 , 温 信 源 の 
識別 法 等 が 審議 され て お り , また 国内 監視 局 の 設備 の 
具体 的 基準 と し て SSB 電波 の 周波 数 測定 , 監視 局 
の 占有 周波 数 帯 幅 の 測定 に つい て 審議 が 進め られ た . 


8.6 国際 会 議 


(A) 1959 年 8 月 か ら 12 月 まで ジュ ネー ブ で 国 
際 電 気 通 信連 合 (ITU) の 通常 無線 主管 店 会 議 が 開催 
され た . て この 会 議 で は 新しい 無線 通信 規則 お よび 追加 
無線 通信 規則 を 採 所 し , 国際 周波 数 登録 委員 会 FR 


| に 得 告 を 発し , 各国 は これ に 応じ た 放送 を 実施 する と 


B) の 奏 員 11 名 の 選挙 を 行なっ た . 新しい 無線 通信 
Cr a re ; ご = i C157) 0 ’ 


Ni 


きれ, 15 回 29 る が 参加 し た . 


5) 
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規則 (ジュ ネー ブ 規 則 と 呼ぶ ) は 最近 の 電波 利用 の 著 
し い 進 歩 発達 上 即応 する よう な 内 容 を 取り 入れ た も の 
で , 1947 年 の アト ラン ティ ッ ク シ ティ で 無線 通信 規則 
を 大 幅 に 改め た 新規 則 に は ソ連 圏 諸国 を 含め 82 か 国 
が 調印 b た が , その 実施 期日 は 1961 年 5 月 1 日 と し 
た ・IFRB の 選挙 で は 長谷 慎一 氏 が 委員 に 当選 し た . 
まな た 1959 年 10 月 か ら 5 12 月 に か け て 同じ く ジ ュ 
ネー ブ で ITU 全権 委員 会 議 が 開催 され て , 1952 年 締 
結 た ブエノスアイレス 国際 電気 通信 条約 を 改訂 の 上 
締結 し た . 全権 委員 会 議 で は ITU の 管理 理事 会 の 理 
事 国 の 選挙 も 行なっ た が , わが 園 は 当選 し た . 
以上 の よう に 両国 際 会 議 の 結果 わが 国 の 国際 的 地位 
は 向上 し 今後 の 国際 的 活躍 が 期待 さ れる と と に な っ 
で 、 
(B) コロ ン ボ , プラ ン 会 議 
昭和 35 1 年 に コロ ン ボ , プラ ン 会 議 は 2 回 開催 され 
な た: その 1 つの 会 議 は 1 月 18 日 か ら 1 月 30 日 まで 
パン コッ ク に お いて 開催 され , 25 か 国 の 代表 , 国際 機 
関 か ら の オォ ブザー バ を 含め て 参加 人 員 は 120 名 余 と な 
っ た . わが 国 か ら は 千葉 雄 次 郎 氏 等 6 名 が 出席 し た ・. 
会 議 の 目的 は 低 開 発 国 の 情報 手段 の 発展 に 関す る 援助 
で あっ て , 会 議 は つぎ の 諸点 に じ つ い て 成果 を 上 げた . 
(1 う ラジ オ の 普及 (現在 4 人 に 対し 22~0.9 台 の 
| 工 及 率 を 百人 に ち 5 台 を 目標 と する . 4 ~5 ドル 受信 機 
の 生産 を 研究 する ・ 
| (2) 技術 基準 (周波 数 割当 に つい て ITU の 地域 
| 的 会 議 を 考慮 する . FM は 将来 の 問題 と する ・ 
(3) 訓練 し 先進 国 の 訓練 セン タ を 考慮 する . 
(4) 施設 の 計画 に つい て る も 援助 する . 
3 ロジ ボブ プラン 会 議 は 10 月 31. 日 か 


5 1 月 7 日 まで , 東京 に おい て 開 供 さ れ 21 か 国 の 


他 オ ブザー パ を 含め て 参加 人 員 は 約 200 名 と な っ た . 
| 論議 の 中 で 特に 日 本 の 技術 協力 計画 を 拡大 する よう に 


3 と の 要望 が 各国 か ら 出 され た . 


(C) アジ ア 放 近 地 域 会 議 

阿 和 35 年 5 月 18. 日 か ら 3 日 間 東 京 に お いて 開催 
技術 関係 と し て は , 
(1) 技術 資料 の 交換 


| (2) 低 価格 受信 機 の 普及 促進 


8 テレビ 中 絶 

有 】 (4) 技術 者 の 養成 訓練 
: 録音 テー プ の 基 准 
等 が 論議 され た . 


(D) 海上 に お ける 人 命 の 安全 の た め の 国 際 会 議 


| 四 和 35 年 5 月 17 日 か ら 6 月 17 日 まで ロン ドン 
| に ね いて 開催 され 。 56 か 国 (内 オブ ザー バ 7 か 国 ) の 


外国 際 機 関 7 団体 が オォ オブザーバ と し て 出席 し , 参加 人 
員 は 約 590 名 と な っ た . わが 国 か ら 26 名 の 代表 団 
が 出席 し た . 

海上 に お ける 人 命 の 安全 の た め の 国 際 条 約 お よび 国 
際 海 上 衝突 予防 規則 に つい て 多く の 改正 が あっ た が , 
無線 に つい て の 攻 正 点 の 大 要 は つぎ の と お り で ある . 

(1) 漁船 に 対す る 条約 の 適用 : 種々 論議 され た が 
結局 は 否決 され , 事務 局 に お いて 検討 する よう 勧告 さ 
れ た . 

(2) 
300 GT 

(3) 

(4) 
備 し た . 

(5) 用語 を ITU と の 関係 を 考慮 し て 調整 し た .・ 

(6) 無線 電信 (中 波 玲 の み ) の 送信 電力 制限 の ソ ツ 
連 案 は 否決 され た が , ITU で の 研究 を 勧告 し た - 

(PE) ITU 管理 理事 会 (第 15 回 期 ) 

昭和 35 年 5 月 28 日 か ら 7 月 2 日 まで , ジュ ネー 
ブ に お いて 開催 され た . 出席 し た 理事 国 は 25 か 国 で 
日 本 は 初め て 理事 国 と し て 理事 会 に 出席 し た . 議事 は 
昭和 35 年 , 36 年 の 予算 を 審議 し た 外 に , 未開 発 国 
の 技術 援助 問題 が あっ た . 技術 援助 の 問題 に つい て は 

(1) 国連 拡大 技術 援助 計画 へ の ITU の 参加 手続 

(2) 国連 特別 基金 に ITU が 参加 する と と と し , 
その 協定 案 . 

(3) 事務 総局 に 対し , 技術 援助 の 方 法 の 研究 お よ 
び TAB と 協力 し , 技術 援助 の 重要 性 の 高揚 を 指示 . 
等 を 決定 し , ITU 代表 ゃ 一 部 地域 に 駐在 さ せる と と 
は 次 回 に 審議 する と こと と な っ た . 

(F) URSI 総会 (第 13 回 ) 

昭和 35 年 9 月 5 日 か ら 15 日 まで ロン ドン に お い 
て 開催 され , 24 か 国 が 出席 し , 参加 人 員 は 約 600 名 で 
わが 国 か ら は 古賀 氏 等 24 名 が 出席 し た . 審議 の 概要 
は つぎ の と お り で ある . 

(1) 標準 電波 , 各国 の 原子 周波 数 採用 が ます ます 
発展 し , 一 方 標準 時 と し て UT の 外 に Atomic time 
の 放送 の 努力 が 現われ た . 

(2) 電波 伝 ば ん , 宇宙 研究 に 関連 し て 電離 層 の 真 
の 高 さ 上側 か ら の 観測 等 が 論議 され た 

(3) 宇宙 空間 の 研究 , 軌道 スキ ャ ッ タ 通信 の 考 想 
が 発表 され た . 

(4) 電波 天文 学 

と の URSI 総会 の 機会 に URSI-CIG (IGY の 一 
環 と し て SPM の 測定 を 論議 ),CCU, お よ ょ び WWSC_ 

(電離 賠 測定 を 論議 ) が 開催 され た . 


貨物 船 に 対す る 適用 範囲 を 従来 の 500 GT を 
に 改め た . 

聴 守 義 務 が 強化 され た . 

無線 電話 に 関す る 規定 を 無線 電信 に 準じ て 整 
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9.1 概 況 
最近 数 年 間 に お ける 電気 通信 と 電子 工業 の 技術 の 開 
発 , 発展 は まこ と と た K 目 覚 し いも の が あり , 大 は 宇宙 開 
有 発 か ら 小 は 固体 電子 へ の 探究 と 人 間 の 頭 脱 は 絶え 間 な 
計  < 未 知 の 世界 へ の 活動 を 続け て いる . 電気 通信 産業 は 
衣 国内 各種 産業 の 近代 化 た 伴う 乱 激 な 膨張 , 国民 生活 水 
| 準 の 向上 , 輸出 の 伸長 な どの 好 条 件 も 加わ っ て , 電気 


3 
1 
. 
9 


通信 機器 , 電子 機器 の 生産 は 画 期 的 な 記録 を 示し , 日 


本 に お ける 最も 重要 な 機械 産業 の 一 つと な っ て いる . 
と き 数 年 間 の 生産 額 は 表 9.1 に 示す よう な 推移 を た 
で し いる < 
表 9.1 電信 電話 機器 お よび 電子 機器 生産 額 の 推移 


30 年 | 31 年 | 32 年 | 33 年 | 34 年 
148 較 | 232 311| 298 


電信 電話 機器 


813| 1,278| 1,767| 3,250| 4,400 


有 こと の 章 で は 電信 電話 機器 に は 電話 機 , 交換 機 , 電信 
| 芸 置 , 抜 送 装置 ) そ の 他 部 品 を 電子 機器 に は ラジ オ , 
テレ ビ , 無線 通信 機器 , 電子 管 , 半導体 その 他 部 品 , 


] 折 定 器 , 音声 周波 装置 電子 応用 機器 を 含ん で いる も 
Pt の と し て 記 半 する ・ 

電信 電話 機 昌 の 生産 天 は 昭和 35 年 は 約 520 科 円 が 
0 まれ て お り , と れ は 5 年 前 の 昭和 30 年 に 比較 し 
『 と な る . まな た 電子 機器 の 生産 は 35 年 は 約 4,400 
務 相 きれ , 30 年 比較 し 8.9 倍 と い う 飛躍 に 


re 
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表 9.4 主要 機 器物 
昭和 30 年 昭和 31 年 


表 (金額 単位 千 円 ) 
昭和 33 年 | 


出 実績 


昭和 32 年 昭和 34 年 


[EEX TEE IEETEE EE TLE TFETE FTE 


1 ラジオ 受信 機 CE ( 台 ) 91,846| 328,286| 576,974| 1,707,598| 
a 真 空 管 式 ( 台 
bs 式 (3 石 以 上 XX 台 
ce その 他 ラ ジオ ( 台 ) 
(2 う テ レビ 受像 機 ( 台 ) 61 298 853| 22,500 
(3 電気 蓄音機 (兼用 ) 86| 1,564「 '1,240| , 13,;41 
¢ 4 無線 通信 機 ( 季 円 ) | ーー ー 143,78 
5 ) 録 音 機 及 再 192 7,666| 1,3 72,511 
(6 電子管 = 2,095| 329,792| 3,073| 433,1 
(7 う ト ラン ジス タ ( 個 ) — — — — 
で 8 う マ イク Zr ホン ( 個 )| 28,685| 22,016| 52,574| 45,98 
(9) う ス ピー カ ヵ  ( 個 )| 115,795| 68,808| 198,280| 160,8 
(10) 可 変 蓄電 器 ( 地 個 ) 336| 42,60 
(で LD 苦 電 器 ) ( 千 個 ) 264,746| 4,32 65,304 
12) 無 線 部 品 ( 和 寺 円 ) 474,81 
3) その他 「 ( 季 円 ) 33,634 2,096 
Si 221,000| 266,000 


合計 〒 由 | 


以上 は 電気 通信 産業 の 概況 に つい て 述べ た が , 最近 
| 表面 化し て 来 た 貿 易 自由 化 の 問題 の 善処 , 世界 経済 の 
| 靖 勢 の 変化 は , いずれ と の 産業 に も 関係 当事者 の 確 た 
る 方 針 が 樹立 され な か っ た ら , な ん ら か の 影響 を も た 
| ら す こと は 明白 で ある. 通産 省 が 電子 工業 客 議 会 に 放 
全て 立案 し た 電子 工業 生産 5 か 年 計画 の 成果 は , 電気 
通信 産業 の 将来 へ の 発展 を 示す も の と し て 期待 され て 


2,872 3,050 §% 

ビビ 受信 擬 ( 午 台 ) 121.110 109,800 1031400 1960 
80 オ 受信 覆 ( 千 全 ) 8381987 3160 
9 2 を か a 4 30 60 100 
yy > 受信 機 ( 和 〒 台 ) EN 2,000 9,000 12,000 15,000 
ラジ オォ オ 放 送 装 茜 720 “530 2,950 1,860 1,970\ 
テレビ 放送 装 詩 4,082 3,000 3,000 1,800 1,100 

華 業 用 テレ ビ 装 置 (@ 123 Tm 50 "32 Te. 
控 了 「 線 通信 机 8,986 9,600 12,700 | 14,700 | 17,6000 « 

放 て チチ 交 失 a hs Rh. Rg 
陸 必 提 法 2)7 導 に 硬 4 Re A 半 代 放 の 
請 攻 室 用 季 法 板 614 ‘510 “660 760 850. 
規 用 航 法 機器 2,208 1,830 1,400 1,300 1,200« 
(160) 
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1,13Y; 492| 3,912,439|3,787, 555112, 194,384| 9,157, 281137, 570,505- 


| 
| 884,243| 2,633,562 


6,146,88 133,688,999 

| 2,126, 156| 1,247,944 

312,174| 26,620| 762,141 

114,135| 94,127 1,032,986 

148,387 | 936,752 

264,581| 67,462 1,069,747 

841,696| 14,272| 1,535,008 

132,791| 4,741,483| 1,133,851 

103,835| 219,840 167,072: 

408,029| 1.085,745| 758,281 

69,116| 1,423| 177,588 

| 217,521| 24,527| 359,936 

780, | 1,388,437| 2,224, 566. 
50,884 23,161| 89,926 
662,42 | 636,013 735,000: 


8,553,359- 


? 注 : この 表 に は 通信 用 計測 器 , 電子 顕微 鏡 , 医療 用 電子 機器 等 は 含ま れ な い . 


いる . 


9.2 電子 工業 生産 5 か 年 計画 お よび 電子 
機械 試作 5 か 年 計画 
昭和 33 年 7 月 「 電 子 工業 振興 5 か 年 計画 」 が 通産 


省 の 省 議 で 決定 し , その 計画 を 実施 中 の と と ろ , 電子 - 
工業 の 急速 な 発展 に 伴っ て , その 修正 の 必要 に 迫 ま ら . 
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その 他 無 線 応 用 機器 1,053 1,260 1.510 1.810 2.100 2.300 
Eg 8228 7.250 8,820 16.460 11.580 0 
OR RR TT C0 沿 ) ee 200 600 1,200 440 1:800 
の 他 『 の ) 高 、 玉 " 装 , 古 9,595 14,000 17,500 21,000 25,200 30,000 
測 深 機  ⑧ 5 "40 40 30 30 30 
控 知 機 (5 Yk 60 C0 
その 他 の 超 音 波 装 置 ( 双 D 3688 “440 550 710 980 1.340 
高周波 電力 応用 装置 (⑳⑥@D 700 800 920 1,030 1,200 1.400 
電 気 測定 器 6,829 8,000 8,800 9,700 11,200 12,400 
産業 用 X 線 装置 (@ 369 430 490 570 670 780 
枝 療 用 X 線 装置 Gg 200 | 0 | 1810 | 80 | 880 | 320 
笠 訂 手 計 加速 装 攻 “270 500 1,000 2,000 3,000 4;000 
米 射 線 測 定 器 “626 “660 ‘690 730 760 800 
放射 線 応 用 機 器 187 “490 ‘570 660 740 "810 
た 大: 折 0 錯 朗 『 て 全 ) 414 800 80 1,060 1,380 1,680 
計数 形 電 子 計 算 機 ( 台 475 2.500 6,000 jp:000 15,000 800 
mpm の | 記 | 郭 | 吉 | 堪 | 店 | 天 
電子 計算 機 応用 装 四 =~ 100 1,000 5,000 10,000 20,000 
その 他 の 電 陸 応用 機器 ーー 100 200 300 10,000 60,000 
医 用 電 子 装 軒 a 120 1,440 1,700 2,100 2,500 
i 10,356 15,000 18,000 22,000 26,000 30,000 
援 器  ( 計 ) 241,066 | 261,580 | 279,940 | 298,010 | 329,480 | 407,810 
受 管 人 休 ) | 861 | 000 | 9831500 | 3961500 | 391000 | 42.000 
SS EE EEE) 21'386 99120 28'400 331520 37'800 3971260! 
径 の 他 の 電子管 4.511 4,900 5,400 5,800 6,200 6,600 
a 19,041 27,000 36,000 45,000 51,000 54,000 
テン ジラ ママ < > 人 0 090 261480 | 、 38100 | 99.480 | 放 405820 
サド 個 ) 11,501 13,850 17,230 20,740 23,920 25,860 
抗 器 (〒 作 ) 5,525 6,650 8,260 9,960 11,500 12,420 

19,920 | 23,960 | 29,790 | 35,870 | 41,400 | 44,760 

187,390 | 210,520 | 222,900 


前 年 伸 び 率 6 
1 上村 は 台数 また は 個数 , 下 欄 は 金額 (単位 : 百 方 円 ), 注 2 トラ ンジ スタ は 半 導 休 素子 の 内 数 


幸 | 洋 
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れ ; 電子 工業 審議 会 * に お いて は 関係 各 官 庁 , 民間 団体 
な どの 意見 を 取入れ て 昨年 8 月 11 日 審議 を 経て 「 電 子 
下 業 生 産 5 か 年 計画 」 お よび 「 電 子 機械 試作 5 か 年 計 
画 」 を 作成 し , その 実施 に 着手 し た .。 これ ら の 計画 は 
経済 企画 庁 の 日 本 経済 の 長期 展望 に よる 一 般 鉱 工業 の 
伸長 率 , 国民 生活 水準 の 向上 率 , 民生 用 お よび 産業 用 
機器 生産 比率 , 電子 応用 機器 の 発達 な ど 諸 種 の 条件 を 
加味 し て 樹立 され た も の で , 表 9.5 は 電子 工業 生産 
5 か が 年 計画 の 機種 別 一 覧 表 で ある . 
さき さ に, 答 出 も 逐 年 増加 し て いる と 述べ た が , 一 方 
高 庶 な 産業 用 電子 機器 , すなわち 電子 計 機 算 , オー 
議 計 <ー シ ジ ション 機器 な どの 輸入 も 年 々 増加 し て いる . 一 方 
生産 技術 の 面 で は 外国 技術 の 導入 に 依存 し て いる 状態 
及 で. 技術 授 助 契約 に 基づく 外貨 送金 額 は 32 年 1,556 百 
万 円 , 33 年 2,563 百 万 円 , 34 年 4,678 百 万 円 と 増加 
放し て い る. 一 方 国内 企業 の 試験 研究 費 (固定 資産 , そ 
請 の 他 経 費 な ど ) に ついては, 32 年 4,685 百 万 円 , 33 年 
議 放 6」525 百 万 円 , 34 年 10,460 百 万 円 と いう よう に 相当 
調 な 公 力 が 払わ れ て いろ . 
放 これ ら の 点 に か ん が て, 電子 機器 試作 計画 に つい 
で は 産業 用 電子 機器 の 試作 実用 化 に 重点 が 置か れ , 電 
| 子 技術 の 基礎 と な る 固体 電子 回 路 な ど 高 性 能 部 品 材 料 
の 研究 開発 も 考慮 され て いる . つぎ に 試作 対象 12 品 
放 目 に つい て の 概要 を 述べ る ・ ' 
| (1) 計数 形 電子 計算 機 
中 形 事 務 用 電子 計算 機 の シス テム と し て の 商品 
化 に 重点 が 置か れ , 小形 普及 形 電子 計算 機 の 実用 
化 な ちら び に 大 形 電子 計算 機 の 開発 , これ に 関連 す 
る 高速 演算 制御 装置 , 高 性 能 記憶 装置 お よび 入出 
|】 」 力 装置 の 試作 研究 
の) オー トメ ーション 関係 機器 
有 有 | プ ョ ャ ス 和 制御 用 で は 計算 機制 御方 式 の 恒 点 的 開 
| 発 , これ に 用 いる 終点 制御 用 分 析 機器 , 高 性 能 A 
用 D 変 換 橋 , 伝送 機器 お よび 高 性 能 操作 端 装置 の 試 
作 . メカ = カル 部 門 で は 工作 機械 や 一 般 産業 機械 
放 の の 数値 制御 装置 の 試作 実用 化 . 金属 材料 試験 機 , 
放 補 四 ち よび 白 季 生 革 な どの 各 硬 大 験 械 松 直 


: 9) 通信 機器 

電子 交換 方 式 お よび それ の 記憶 制御 系 部 品 , 通 
人 久 路 接点 素子 等 の 開発 な ら び に 電子 交換 機 の 試作 
] 静 化 . 見 通し 外 通 信 機 器 , IDP 方 式 関係 機器 ・ 


edict 


~ て r Ne, 震 
(4) 交通 用 電子 機器 


自動 航空 管制 装置 , 自動 航法 装置 の 開発 , 列車 
自動 運転 制御 装置 , 自動 信号 管制 装置 の 研究 
(5) カラ ー テ レビ ジョ ン 送 受信 装置 
投写 形 カ ラー テレ ビジ ョ ン 受 信 機 の 実用 化 試作 
受像 板 方式 の 試作 研究 
(6) 放射 線 機器 
皮 射 線 化学 用 粒子 加 束 装置 の 開発 な ら び に RI 
応用 機器 の 開発 
(7) 医用 電子 装置 
光 増 倍 装 置 , 記録 再生 装置 , 医 用 電子 計測 装置 , 
音波 診療 装置 , 電気 生理 研究 用 電子 装置 の 試作 
(8) 電子 応用 計測 器 
ミリ 波 測 定 器 , 測定 器 の 自動 化 , 高 精 度 電子 応 
用 分 析 装 置 の 開発 
(9) 産業 用 電子 機器 
カラ ー ビ デ オ テ ー プ , 工業 用 ビデ ォ テ ー プ , 電 
子 ビ ー ム 応用 装置 , 超 音 波 共 接 , 電子 照明 , 電子 
冷凍 , 赤外線 応用 装置 の 開発 . 
(10) 電子 管 
マイ クワ コロ 液 大 出力 管 , ミリ 波 用 電子 管 , 蓄積 管 , 
赤外線 撮像 管 の 開発 
1 半導体 素子 
マイ クワ コロ 液 用 トラ ンジ スタ , 光電 変換 素子 , 報 
電 変 換 素 子 の 実用 化 試 作 
2) 部品 材 料 
新 材 料 や 新 方 式 に よる 回 路 部 品 , 機構 部 品 の 試 
作 お よび マイ クロ モジ ュー ル , 秘 性 薄膜 な どの 固 
体 電子 回 路 の 試作 


9.3 電気 通信 機器 の 輸出 と 貿易 自由 化 


わが 国土 の 泊 隊 と 資源 の 貧困 な ら び に 人 口 の 筒 密 の 
た め , 国 の 発展 を 計る に は 産業 製品 の 輸出 は 重要 政策 
の 一 つ で ある . 政府 は とこ の た め は に 了 昭和 29 年 輸出 会 議 
を 設置 し て , 輸出 振興 の 対策 を 講じ て いる . 

輸出 会 議 の 電気 通信 機械 部 会 で は 昨年 4 月 4 日 に 昭 
和 35 年 度 の 輪 出 努 力 目 標 を 策定 し た . と れ を 昭和 34 年 
度 実績 に 対比 する と , ラジ オ 受 信 機 が 107 必 , テレ ビ 


・ 受信 機 が 150 必 , 電 落 (ラジオ 薬 用 ) が 157 必 , 無線 通 


信 機 器 が 400 必 , 録音 再生 機器 が 170 必 , 電子 管 が 
150 必 , 半導体 素子 が 140 必 , 無線 部 品 が 150g, そ 
の 他 の 電子 機器 が 140 必 で 以上 の 合計 平均 伸長 比率 は 
117 必 で , 電信 電話 機器 は 204 必 と いう 伸長 比率 で あ 
る ・ 今 日 まで の 今年 の 輸出 実績 で は , か な りこ と れ ら の . 
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比率 を 上 回 る と と が 見 受け られ る . 表 9.3 お よび 表 
9.4 で も 明らか な よう に , と こと 数 年 間 に 電 気 通信 機器 
の 輸出 は 驚異 的 な 伸長 を 見 せ た が , 輸出 対象 品目 か ら 
こき ラジ スス ぷう シオ 依存 履 交 いる ま 
た 仕向 地 も その 過半 以上 が 米国 向け と な っ て いる . 34 
年 末 に 米国 電子 機械 産業 協会 が , この 点 を 取上げ て 提 
訴 し た OCDM 問題 は 今後 の 電気 通信 機器 の 輸出 に 関 
連 す る 事項 と し て 業界 の 関心 を 集め た と と ころ で ある . 

輸出 市 場 の 十分 な る 調査 と 商品 の 信頼 度 お よび 正常 
価格 維持 , 販売 ルー ト の 正常 系 列 化 は 国際 市 場 に お け 
る 常 道 で ある 点 を 当事者 は 真 身 に な っ て 反省 する 必要 
が ある . 

低 開 発 国 に お ける 電気 通信 施設 ある い は プラ ント 枯 
の 国際 入札 が た び ぴた び ぴ び 行 な われ て , わが 国 か ら も 応札 
で 人 今 一 歩 と いう ととろ で 敗北 し て いる 実例 が 多い 
(rh 補 堂 アラブ 連 合 記 波 ける マイ クウ ェ エー 
プ ブ 通 信 網 , テレ ビ 工 場 施設 や フィ リピ ン の 電気 通信 施 
設 な ど ) の は , 低 開 発 国 対策 , 延 払 お よび 支払 条件 の 
緩和 , 対外 経済 援助 資金 の 拡 充 や 経済 外交 の も る っ と 積 
極 的 な 政策 の 要望 され る と と ころ で ある . 

最近 東南 ア ジア , 中 近東 , 南米 な ど 後 進 諸国 へ の 通信 
関係 技術 者 の 海外 長期 派遣 が 活発 に 行なわ れ て いる . 
と これ ら は いずれ る 後進 国 か ら の 技術 援助 の 要請 に よっ 
て , 郵政 省 , 電電 公社 , 国 際 電 電 , 海 外 電 気 通信 協力 会 
な どか ら 派 遣 さ れれ で いる も る も の で ある が , これ ら は わが 
園 の 輸出 振興 に 果たす 役割 も る 大 きく , ます ます 盛ん に 
な る る も る の と し て , その 成果 に 期待 が か けら れ て いる . 

妥 和 34 年 9 月 東京 で 開催 され た ガッ ト 総 会 以後 , 
賀 易 の 自由 化 問 題 が 表面 化し て 来 た . と これ に 対処 し て 
通産 省 で は 一 昨年 11 月 に 第 一 次 貿易 自由 化 措置 を , 昨 
年 1 月 た は 第 二 次 自由 化 措置 を や, また 6 月 に は 禄 易 自 
由 化 計画 大 綱 を 策定 し て 本 格 的 自由 化 実 施 の 第 1 歩 を 
踏 出 し た . 大 幅 な 自由 化 実 施 は 本 年 4 月 頃 と な っ て い 
る し , また 最近 IMF (国際 通貨 基金 ) や ガッ ト が ね わ 
が 国 の 自由 化 を 厳し く 抵 判 し て いる 情勢 や 関税 率 改 定 
作業 の 終了 , 関税 制度 内 容 の 内 定 な どか ら 自 由 化 実 施 
は 早く 到来 する も の と 予想 され る . 元 来 貿易 の 自由 化 
は , 輸出 振興 は 賀 易 の 自由 化 に よっ て 推進 され る も の 
で ある と いう 根本 原理 か ら 発 足し て いる の で , や が 
て 実施 され る 自由 化 の 背水 の 陣 に 立っ て , 国際 競争 力 
に 打 勝 つた め の 真 剣 な 努力 が 行なわ れ ね ば な ら な い . 


9.4 電信 電話 機器 工業 の 展望 
電信 電話 機器 の 滴 要 の 約 70 必 は 電電 公社 に よっ て 
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占め られ て お り , その 生産 も 電電 公社 の 拡 却 計画 に 左 
右 き され る と と が 多い . 

近年 , 電電 公社 は 激増 する 需要 に 対 如 する た め , 犬 
幅 の 拡充 を 行なっ て いる . 昭和 28 年 か ら 実 施さ れ た 
電信 電話 拡充 第 一 次 5 か 年 計画 は 昭和 32 年 に 完了 
た が , と の 5 か 年 間 に 約 165 万 の 加入 電話 が 増設 さ 
れ , 170 局 の 電話 局 が 新設 され た . 引 続 い て 昭和 33 年 
か ら 始 まっ た 第 二 次 5 か 年 計画 (途中 で 改定 〕 は 加入 
電話 の 増設 を 180 万 と し , さら に と の 計画 実施 の 資 
金 6,230 億 円 を 計上 し て , 着 々 と 実施 され て いる る 
れ に より 今後 の 電気 通信 機器 の 雷 要 は 飛 忠 的 に 増加 す 
る と こと が 予想 され る . 

表 9.6 公 素 通信 の 現況 と 計画 (単位 : 1,000) 


34 年 3 月 | 38 年 3 月 
Ya 渉 3,150 4,500 
公 『 際 電話 数 (所 90 160 
市 外 回 線 延長 ( 将 ) 4,760 ‘9,100 
電話 の 自動 化 率 ( 有 64 75 


電 っ 括 っ 震 い “6083 4,720 7,000 


電信 電話 機器 の 需要 は 以上 の 外 に , 他 の 官公 第 』 民 


_ 短 お よび 輸出 の 増加 る 期待 され , 前 述 の よう に 昭和 35 


年 は 生産 高 約 520 億 円 と 推定 され , と と 一 両 年 の 間 こ 
は 年 間 700 億 円 に 達する と と は 明白 で ある . 主要 機器 
の 生産 状況 に つい て は 表 9.7 を , 阿 和 35 年 に 開発 さ 
れ た も の や 研究 中 の 各種 の 新 方 式 の 展望 に つい て は 公 
衆 通信 の 章 を 参照 され た い . 


9.5 電子 工業 の 展望 


テレ ビ 受 信 機 , ラジ オ 受 信 機 お よび 音声 周波 装置 な 
どの 耐久 消費 材 は , 国民 生活 の 向上 と 相まって 急速 な 
伸長 を 示し て 来 た が , 昭和 35 年 に 入っ て か ら テ レビ 
受信 機 お よび ラジ オ 受 信 機 は 横 バ イ 状 況 を 示す よう に 
な っ た . と れ は 全国 的 に 大 都市 に お いて 普及 が 行き ね 
た っ た と と を 示す も の で , 一 応安 定 生産 に 入っ た と 考 
えら れる ・ 今後 は 新 形 購入 と 第 2 セッ ト の 購入 な ら び 7 
に 伴 地 へ の 普及 や 輸出 の 振興 に 期待 が か けら れ て い 
る . トラ ンジ スタ ラジ オ の 輸出 が 対 米 , 対 カ ナダ 間 題 
で 一 時 低下 を 示し た が , 引 続 い て 輸出 は 増加 の 一 途 を 
志和 

と の 外 無 線 通信 機器 , レー ダ な どの 無線 応用 機器 , 
電子 計算 機 な どの 電子 応用 機器 も , 政府 予算 の 増加 な 
ら び に 必需 の 増大 に よっ て 生産 は 上 昇 の 傾向 を た どっ 
ad E 
ES れ ら の 機器 の 生産 増加 に 伴っ て 各種 電子 
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表 9.7 電気 通信 機器 お よび 電子 機器 生産 状況 


34 年 年 間 生 産 高 


33 年 年 間 生 産 高 32 年 年 間 生 産 高 
( 和 〒 円 ) (F 円 ) 


| DT 
通信 機器 六 よ び 無 線 応 用 装置 ; EW | 52,663,326 41,506,920 39,663,446 
電話 (有線 ) 装置 | | 23,541,818 17,663,273 19,986,850 
電 - 話 機 905,529 4,996,694 3,829,685 4.932,390 
次 換 擬 | 16,794,362 12,450,212 14,154,369 
その 他 の 電話 (有線 ) 装 1,750,862 | 1,383,376 900,091 
電信 (有線 ) 装置 | 2,944,659 | 2,638,055 1,922,317 
搬 送 装置 8,119,424 5,993,437 5,970,499 
放送 装 還 | 4,924,986 4,295,276 1,294,971 
無線 通信 装置 8,990,097 8,356,460 7,851,674 
固定 局 通 信 装 置 | 4,154,117 4,509,491 4,242,624 
移動 局 通 信 装置 | 4,835,930 3,846,969 3,609,050 
無線 応用 装置 | 4,142,342 2,560,419 2,637,135 
て ョ ラン 装置 892 510,164 350,236 775,446 
RA 方 向 探 知 機 1,300 675,782 734,861 673,418 
区 ビー コン 装置 270 45,704 41,770 40,373 
6 レー ダ 装置 912 1,857,351 795,722 808,374 
\ その 他 の 無線 応用 准 置 1,053,341 637,830 339,524 
ンー テレビ ジョ ン 受 信 192,209,190 97,001,552 62,515,515 
R 枝 お こび 放電 和議 10,025,177 | 56,386,689 31,351,308 24,115,314 
テレ ビジ ョ ン 受 信 機 2,872,209 121,109,859 55,942,582 31,529,454 
音声 周波 装置 14,712,642 9,707,632 6,870,747 
通信 装置 の 部 品 お よび 付属 品 37,308,172 20,991,470 18,317,821 
電子 管 お よび 半導体 素子 70,320,526 36,716,450 29,256,929 
| 51,247,633 27,507,929 25,404,309 
半導体 素子 | 128,296,473 19,041,283 8,808,521 3,852,620 
6,588,165 4,914,609 4,350,847 
22,925,591 17,124,493 18,833,199 
5,741,163 4,596,743 5,368,809 
6,828,728 5,026,412 4,308,323 
10,355,700 7,501,338 9,156,067 
半導体 素子 お よび 各種 回 路 部 品 , 計測 明 な どの 生 ジョ ン 局 設置 の た め の 実 験 が 大 阪 。 横浜 釧路 
| 詐 体制 も その 規模 が 拡張 され つつ ある . 各 港 で , まな た 航空 局 で は 和 飛行場 の 滑走 路 管 制 
有 | 以上 の 見 通し を 総合 し て 昭和 35 年 の 電子 機器 の 生 (ASDE) 用 と し て ミリ り 波 レー ダ の 実験 が 行 な 
A 傘 額 は |4,400「 側 円 を 上 回 まる も の と 予想 され る. われ て , 近く 実用 化 さ れる と と に な っ て いる . 
(A) 無線 通信 機器 お よび 応用 機器 (B) 電子 応用 機器 
| ーー ミリ) 波 の 開発 , 見 通し 外伝 ば ん 通信 の 実用 化 , 電子 計算 機 , 測深 機 , 超 音 波 探 傷 機 , 医用 電 
| 」 SSB 通信, 情報 の デア ィ ジタル 化 の 推進 な ど 電 子 子 装 置 , 放射 線 測定 器 , 則子 顕微 鏡 , 工業 用 な 
| 工業 の 中 核 と し て 新 機種 の 開発 が 行なわ れ て い ら び に 医用 テレ ビジ ョ ン 装 置 な ど が 生産 され て 
| る ろ ・ マ イク ロウ ゥ ウェー ブ 通 信 装 置 は 公衆 通信 回 線 , いる .、 と くに 最近 は X 線 透 写 テ レビ ジョ ン も 開 
放 デレ ビジ ョ ン 中 継 回 線 と し て 電電 公社 , 放 送 局 , 発 さ れ , これ を 診断 に 実用 する た め の 無 線 放送 
電力 会 社 で , また 国鉄 の 列車 無線 の 実用 化 お よ も 行なわ れ た . 昭和 33 年 に は ブラ ッ セ ル 市 の 
| び SHF に よる 連絡 通信 網 な ど で , 生産 は 急増 万 国 博 覧 会 で 日 本 より 出品 し た 電子 顕微 鏡 が グ 
陸 いる ラン プリ 質 を 獲得 し て 好評 を 博 し た が , 本 年 は 
| ーー ダ 図 係 で は , ミ り 波 の 開発 に よっ て 昭 和 ョ ンド ン の 国際 医用 電子 会 議 の 展示 会 に 多く の 
34 年 か ら 昨 年 に と かけ て 海上 保安 庁 の ショ ー ダ ビ 医用 電子 装置 が 出品 され , その 後 各国 より 引合 
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い が 寄 せら れ て いる の も , わが 国 の 技術 水準 の 
高 ゆ と と が 買わ れ て いる と と ろ で ある . 
ラジ オ ・ テ レビ 受信 機 お よび 音声 周波 装置 
ラジ オ 受 信 機 の 生産 状況 は 表 9.8 の と お り で 
生産 の 大 部 分 が 輸出 され て いる 状況 で あぁ る. 昭 
和 35 年 の 生産 見 込 は 11,900 千 台 (51,500 百 
る 
表 9.8 ラジ オ 受 信 機 の 生産 状況 
机 和 | 31 年 | 32 年 | 33 年 | 3 年 
台数 ( 季 台 ) | 1,790| 2.980| 3,580| 4,900| 10,025 
金 祝 12,300| 18,600| 24,100| 31,400| 56,387 
テレ ビ 受 信 機 の 生産 は 表 9.9 の と お り で , 電 
子 機器 の うち で , 最大 の 分 野 を 占め る に まで に 
生長 し た . な お 昭和 35 年 の 生産 見 込 は 3,200 
千 台 128,000 百 万 円 と な っ て いる . 
カラ ー テ レビ ジョ ン は 本 放送 が 『F 年 9 月 10 
日 に 開始 され た ば か り で ある が , 将来 へ の 発展 
が 期待 され て いる . 
音声 周波 装置 で は , 国 必 生活 の 向上 に 伴 。 て テ 
ー プ ンコ ー ダ , パイ フラッ ライ 装置 な どの 民生 用 が 
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表 9.9 カラ ー テ レビ 受信 機 生産 状況 


に 7 穫 21 型 
昭和 35 年 8 月 末 ま で 指 計 | 207 台 Es 
35 年 9 月 219 i 


計 426 | 1,889 

急 泊 に 生産 が 上 昇 し て いる .。 また ビデ オ テ ー プ 
レコ ー ダ は 放送 用 の る の は さる こと こと な が ち 翌 
業 用 へ の 利用 も 盛ん た に な っ て 来 て いる . 
電子 管 

電子 機器 の 増産 は , ひい て は 電子 管 の 増産 を 
も た らし て いる . 送信 管 お よび 工 業 用 頁 空 管 の 
中 で 放電 管 の 増加 し て いる の は 各 産 業 に 自動 制 
件 関係 へ の 利用 が 拡大 され て いる と と を 示 じ て 
いる . 

テレ ビ 受 像 管 で 昭和 35 年 に トラ ンジ ス タ タ 式 
テレ ビ が 出現 し て 。 8 型 ブ ラウ ン 管 の 生産 が , 
また カラ ー テ レビ 放送 に 伴っ て カラ ーー 受像 管 の 


(D) 


生産 る 開始 され た . と くに 17 型 の 430 AB 22 
は わが 国 独特 の ヵ カ ラー 受像 管 で ある . 
(EE) 半導体 素子 


表 9.10 受信 管 の 生産 数 の 推移 
Cg | GT 管 mT 管 smT 管 指示 藩 ) EN 久 

30 年 7,976,947 3,214,490 16,247,997 19,184 1,450,366 28,908,984 
年 6,144,483 4,458,543 29,359,340 84,913 1,540,164 41,687,443 
5 の 計 5,937,564 5,647,841 42,799,239 100,141 1,896,619 56,381,504 
33 年 4,351,068 6,611,653 44,302,345 63,344 594,969 56,923 ,287 
34 年 3,349,372 11,381,948 95,189,903 109,262 1,842,826 i118 33 0 

。 (電子 機械 工業 会 調 ) 

表 9.11 送信 管 お よび 工業 用 真空 管 の 生産 数 の 推移 

水 准 裁 よ 林 & > 

び 浴 制 完 。 空 冷 管 | 束 和 2 イラ ト | 板 極 管 | 2 こし へ | 磁 電 管 | 座 ) | 進行 波 管 | その 他 | 計 
SOE TL 68,425 |-37,849 14,723 2,876 DZ 667 — 195 2,867, N13 53 
31 年 | 2,028 1 121,118 | 49,588 27,201 i 0 2 1,262 2 650 8,006 | 215,124 
32 年 I03,413 105,049 | 81,213 66,871 2,477 3,635 1,363 -— 1,050 14,963 | 280,034 
38 E38,452 95,002 | 64,870 62,018 5,508 4,044 た 548 a rh 154.834 3592396 
EHS 015 121,033 | 82,;370 77,666 7,.971 6,141 2,694 — 55 264,379 | _ 569,844 

(電子 機械 工業 会 調 ) 

表 9.12 テレ ビ 用 受像 管 の 生産 の 推移 ; 

; 議 0 宙 弄 詩作 5.5280 2 計 刑 114 葉酸 17 1 下 、 処 に 下 7 277 媒 計 
詳 30 件 238 0 GIS 9 55,269 | 1,184 225,685 
31 年 1,260 163 714,738 | 3,197 522,027 
32 年 505 150 64,384 | ~3,206 918,810 
33 年 306 120 78,555 | 2,539 1,449,997 
34 年 380 148 94,522| 4,198 3}173,570 

下 (電子 機械 工業 会 調 ) 


te 


eb Wik 0 sy 
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わが 国 の 半導体 工業 は 発明 国 で あぁ る 米国 より 
遅れ て 発足 し た が , と の 工業 ほど 得 速 た 拡張 を 
らら ざき た 行なっ た も の ば は 外 に は な い : トラ 
ジス タ の 生産 は 34 年 6 月 を 境 と し て , 世界 一 
の 生産 量 を 示す に 至っ た ・. 
表 9013 ドラ ンジ スタ お よび ダイ オー ド の 生産 の 推移 


ダイ オー ド | トラ ンジ スタ 


307 年 206,134 85,661 ーー 

Si 年 1,350,846 564,798 ーー 

32 を 年 3,862,818 | 5,746,034 2,439 

33 計 年 9,910,678 | 26,736,328 12,223 
年 33,094,861 | 86,500,477 


35 年 に お ける トラ ンジ スタ の 生産 数 は 約 
13,000 万 個 , ダイ オー ド は 5,000 万 個 を 上 回 
まる も の と 予想 され る . わが 国 の 発明 に か か ね わ 
る トン ネル ダイ オー ド は その 価値 を 世界 に 高く 
ER の で い る と る で あな 給 入 た ジリ マコ ジン ドラ 
ンジ スタ お よび メサ トラ ンジ スタ は 本 年 より 生 
産 が 開始 され て いる . 


9.6 国際 電気 標準 会 議 


国際 電気 標準 会 議 TEC) の 日 本 と お ける 電気 通信 
産業 に 関係 する 国内 委員 会 は 電気 通信 学会 の 電気 通信 


賀 


電気 通信 学会 


8 半 拉 * 演 、 本 市 地代 田町 2 呈 貞 テレ ス 
区 中 - 3 の 2 
了 物 塊 半 寺 株 理夫 区 中 二 束 3 の 24 の 1 


用 格 周 査 天 梨 正 導 杉並 区 和田 本 町 1077 塊 方 


並び に 
技術 委 
員 会 関 西野 久夫 大 宮 市 天沼 1 の 223 


係 丸 義 子 中 央 区 日 本 格 塊 町 3 の 8 
病 谷 集 誠 合意 郎 新宿 区 四 大 久保 3 の 46 


本 四 導 Ee 
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会 計 海野 者 礁 市 川 市 根本 町 3220 


規格 調査 会 に よっ て 運営 され て いる . 同 会 の 下 に 各 再 
門 委 員 会 が 設置 され て いて , 各国 か ら の 文書 の 審議 
わが 国 か ら の 提案 事項 の 審議 を 行なっ て いる . 昨年 は 
6 月 に ロン ドン で 電子 管 お よび 半導体 , 11 月 に ニュ ー 
デリ ー で 無線 通信 装置 ) テレ ビ , ラジ オ , 部 品 関係 の 
技術 委員 会 が 開催 され , わが 国 か ら も 多数 の 方 が 出席 
し , 日 本 の 意見 が 多く 採用 され た . IEC の 決定 規格 
は 刊行 物 と し 発行 され , 国家 規格 の 指針 と な っ な たり, 
ある い は 国家 規格 の な い 国 で は , これ を その まま 商 取 
引 に 採用 する の で , 損 易 振興 の た め に も る 大いに, わが 
国 の 意見 が 取 入 ら れる よう な 手段 を 講ず る と と は 重要 
な こと と で ある . 


1 滞 代 の つ N こ ーー 


以上 は 電気 通信 産業 に つい て 他 の 章 と の 重複 を 避け 
て 現況 を 記述 し た も る ので, その 重要 性 と 無限 の 発展 性 
は 原子 力 の 平和 利用 と 共に 将来 へ の 期待 が 大 で ある 
需要 の 拡大 を 計り , 新た な 技術 開拓 へ の 発展 を 考え 
て , と の 産業 の 一 段 の 育成 は 国家 の 繁栄 と 国民 生活 
の 光明 を 与え る も の と 信ずる . な お 本 稿 は 日 本 電気 通 
信 工 業 連 合 会 お よび 通産 省 の 資料 より 大 部 分 を 引用 し 
た と と を 付記 する . 


職 員 


林 正八 杉並 区 馬橋 4 の 540 
石田 知子 三 席 市 新川 935 


高橋 新 太 間 5 
上 野 孝 三 中 野 区 息 ノ 2 宮 1 の 71 
沢田 弘美 調布 市 小島 町 483 
勝野 美恵 子 世田谷 区 世田谷 4 の 690 
大 門 伸 光 北 区 稲 付 西町 1 の 56 


る 12Gc 帯 実用 化 さ る 


4 

| 邊 政 省 で は 従来 11,700~12,700 Mcls 帯 の 割当 を 保留 し て き 
た が , 10 Gce/s 以下 の 周波 数 帯 が よう や く 混 雑 し て きた と と , 
請 10Gc/s 以上 に お ける 機器 の 開発 が さか ん に こ な っ て きた こと , 

許 お よび 1959 年 ジ 。 ネー プ で 開催 され た ITU 会 議 に お いて 
3 10.5~40 Gc/s 薄 に お ける 国際 的 

及 な 周波 数 分 配 が 決め あら れ た と と 
等 か ら , 35 年 4 月 と の うち の 12200 ト ニー- 一 一 - 


fl 12,200~12,700 Mc/s @ 500 Me 
| /S 葵 を 公 僧 性 の 強い 業務 に 対し 300 i 

ew な うな チャ ネル プ 120Ncks くき 
族 に し た が っ て 割当 て る こと こと を 400 Wr 宮 
し CE の SSC 12.440 し ーー 1 
>12,700 Mc/s 帯 に お ける 送受 70 。 500 


Mc/s 間隔 の も の は , 主として い 
わ ゆ る 簡易 マイ ク r (送信 出力 管 。 800 
放 と 受信 局 発 管 を 共用 する 方 式 で , 
| し た が っ て 受信 機 中 間 周波 数 と 送 
受 周波 数 凍 隔 が 一 致す る ) 用 で 普 
通 中 継 を 必要 と せ ず , また 通話 路 
数 の それ ほど 多く な い 回 線 に , また GG 12,200~12,440 
Me/s 帯 に おけ る 120 Mc/s 間隔 の も の は , 比較 的 高級 な 超 
| 多重 電話 回 線 に 割当 て られ る . 現在 すでに 運用 中 の も の お よ 
3 で ぴ び 近い 将 来 運用 予定 の も の を あげ る と , (① に 属す る も の と 
四 は は 警察 庁 , 海上 保 突 庁 , 電源 開発 式 式 , 沖 電気 KKK 等 
3 が あり , 短波 局 ) ピー コン 局 等 の ュ ン トロ ー ル 回 線 , 幹線 通 
' 信 系 か ら の 分 岐 回 線 ある い は 実験 研究 用 に 用 いら れ て お り , 
回 線 距 離 は 5~25 km 程度 , チャ ネル 数 最高 12, 変調 方 式 は 
主として SS-FM, また 送信 出力 管 ( 兼 局 発 管 ) は い ずれ も 
VA92C を 使用 し て いる . また (⑤⑪) に 属す る も の と し て 
は , 阪神 電鉄 式 式 の 梅田, 元町 聞 30.8km を 2 中 継 (西宮 , 
尼崎 ) で 結ぶ ぶ 運 転 , 電力 指令 用 , 駅 , 変電 所 , 事業 所 間 連 絡 
| 用 の も の が あり , チャ ネル 数 18, 変調 方 式 は SS-FM, 送信 
出力 管 は X-13 相当 管 を 使用 し て いる る . と れ ら の 周波 数 帯 で 
は 雨 に よる 減衰 が 大 きく , 回 線 距 離 は せい ぜ い 20~30 km 程 
" 導 に 限ら れる 欠点 が ある が , 機器 が 小形 軽量 化 さ れる こと, 
也 域 pe る 周波 炒 共用 が 可能 で ある と も 答 か ら , 今後 


ph 
oo 
260Mcfs 


12700 tN 


12 Gcjs 帯 チ ャ ネル プラ ン 


i 


RR 
、 者 が 自営 す る と と が で きる 設備 は 構内 交換 電 
は 転 座 式 な ょ よび 簡易 交換 式 の 付属 電話 機 に 


入 者 側 と の 区 分 が 明確 で か っ , 公 系 電 所 
の な RN っ いて は た 加入 者 


35 年 11 月 10 昌 よ り 宅内 機器 の 自営 男 囲 を 大 幅 に 拡大 _ > 眉 さ な と れ ら 標準 テー プ の 今後 が 注目 され て いる 


第 1 区 分 第 2 区 分 第 3 区 分 。 第 4 区 分 
周波 数 特性 角度 
規 正 用 規正 用 
i 攻 9 gi : 
| 
~7.000 
59 qs0o0 1 
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発展 に 伴い 出現 する と 考え られ る 新規 設備 に 対応 で きる よう 
に 規定 モモ E さ れ て いる “, 
規則 の 主要 点 は 。 公社 局 線 と 付属 設備 と の 接続 に は 分界 点 
を 明確 に する た め の 接 続 器 ま た は 結合 装置 を 設置 する と と の 
, な か , 機能 条件 , 電気 的 条件 , 保安 条件 等 で ある . また 付属 
設備 の 設置 は 人 ぶ > 社 の 認定 を うけ た 工事 担任 者 が 行なわ ね ば な 
ら な い . 3 
今回 の 自営 拡大 に より 設置 され る 付属 設備 を 設置 上 より 区 - 
分 する と つぎ の 4 種 に 分 類 さ れる . や 
(1) 加入 者 また は 加入 組合 が 自営 する 交換 ョ 設備 お よび 電話 F 
機 等 に 対し て 自営 と し て 設置 する 付属 設備 i 
(2) 公社 直営 の 変換 設備 お よび 電話 機 等 に 対し て 加 入 者 ま 肖 
nia ' ” 
(3) 公社 直営 の 付属 機器 その 他 の 付属 設備 が 設置 され て い . 
な い 単 独 電話 また は 共同 電話 に 加入 者 が 自営 と し て 設置 
する 付属 設備 の 幸 
(4) 公社 直営 の 付属 機器 その 他 の 付属 設備 が 設置 され て い 
る 単独 電話 また は 共同 電話 の 電話 回 線 に 加入 者 が 自営 と こ 1 
て 設置 する 付属 設備 ‘% , 
今回 の 宅内 機器 の 自営 拡大 に より 公衆 電気 通信 の 発展 に 多 ー 
大 の 買 献 が な され る と と が 期待 され る . 4 
ol 


る 磁気 録音 標準 テー ブ ・ ア ジア 各国 へ 配付 を 4 


昨年 5 月 18 ~20 日 東京 で 開催 きれ た 第 3 回 アジ プ 放 送信 R 
議 に テー プ 式 磁気 録音 特性 標準 化 の 必要 性 が 提案 され , NHK \ 
技術 研究 所 で 製作 され て いる 磁気 録音 標準 テー プ が 紹介 され 1 
た が , その 折 に 19 cm お よび 38 cm の 磁気 録音 標準 テー プ ' 
が 各 1 巻 , 参加 国 を は じ め ア ジア 各国 に 配付 され た . こと の 標 」 
準 テ ー プ は , わが 国 の 基準 の 特性 を も つ 6.25 mm 幅 , 約 370 
m 長 の テー プ に 規定 の 信号 を 収録 し た も の で , 識別 用 青 ( 赤 う 
着色 17cm リー ル に 巻 か れ , 赤色 の 特殊 アル ミケ ー ス に 収 。 
納 さ れ て いる が , その 内 容 構成 は 下図 の よう に 5 区 区 分 に 分 か 

に 1 0 


れ て いる 

第 4 区 分 まで は , 各区 分 の 信号 を 再生 する と と に よっ て , 
再生 系 の レベ ル を 規定 の 値 に 保ち , 周波 数 特性 を CCIR 勧告 
の 特性 に 合わ せ , ヘッ ド の 角度 調整 に 土 1.5 分 以内 の 規準 を りり 
与 そ る . と の よう に し て 標準 再生 系 を 設定 し た あと 第 5E 
分 に 録音 再生 する と と で 録音 系 の レベ ル , 特性 , 角度 が 規 BB 
され る . 
本 テー プ は , わが 国 で は 周知 の よう に NHK は じ め 民 が 友 る 0 
社 , 録音 機 製造 会 社 な ど に お いて 広く 利用 され 録音 特性 | 
化 の 実 を あげ て いる が , と の 会 議 を 機 に アジ ア 各 国 が そ 
識 を 深め , 特性 統一 化 へ の 気運 を 醸成 する も の と し て , 
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加入 電信 網 広 が る 
開始 され て 


加入 電信 サー ビス は 31 年 10 月 東京 ・ 大 阪 で 開始 さ 
紋 来 4 年 余 に な る が , 事務 の 近代 化 の 合理 化 の , 


じ , その 実施 都市 て 寂 大 と と も に 加入 者 も あざ まし く の び て 
いる . 年度 に 入っ て , 昨秋 , 小 樺 , 長野 , 室蘭 , 岐阜 , 高 
松 記 松下 四日市 の 各 都 市 で 相 つ いで サー ビス が 開始 され , 
と れ で ire + 23, 加入 者 数 約 1,.800 に 達し た 
な お 本 年 : 度 放 中 に に + 護 松 , Pn 路 , 富山 , 長崎 の 護 都 で he 


ビス が 開始 され る 予定 . 


ある UHF FM 放送 の 反射 ひずみ 実験 


お に よる FM 拓 rs な ね が 村 和 の す で !? se 
高 忠 実 度 放送 と し て 深い 諾 a - 

の ある 限ら れ た 地点 に と き に FM 特有 の ひずみ > 
質 が 著 じ く 損 われ る こと が 見 出さ れ た . 

NHK tp 調査 と 改善 gi 手 し 34 年 
秋 か ら 35 年 夏 に 至る 期間 実験 を 行なっ 7 送信 機 の 設置 場 
所 は NHK 技研 で , 周波 数 476 Mc 送信 機 出力 5kW, 誠 調 
形式 は パル ス 変 調 ま た は FM 変調 が 用 いら れ た . 

受信 地点 は 厚木 市 上 佐 条 , 相模 原市 橋本 , 港 区 
近傍 お よび 千代 田 区 丸 ノ 内 に 選定 され た 

と れ ま で の 実験 結果 る 、 ら は つぎ の よう な 諸点 が 明らか に さ 
に 

1. FM 反射 ひずみ の 発生 する 地勢 的 条件 

伝 ぱ ん 路 が 比較 的 だ らち だら し た 地勢 で , 受信 a; が その 
陰 に あたり ’ さら に 後方 が 横 方 向 に 山 が ある 場合 , と か 
都市 内 で は 前 方 に 建物 , 樹木 , 丘 な ど が あっ て 正規 方 向 
が ら の 電波 が 弱く な っ て いて , し か る も 後方 , また は 横 方 
向 に TV 鉄塔 の よう に 高く て , 大 きい 反射 体 の ぁ る 場合 
に 発生 する . な お お 受 信 宰 中 線 は な 低 \ ほど ひ ハ ず み を うけ や 
すい . 

ひずみ の 種類 

受信 電界 の 弱い と と ころ で は FM の 振幅 制限 動作 が 充 
分 で な く FM に 伴う AM ひずみ が 問題 と な る . す な わ 
ら 変 調 周 波数 が 高く 0, tt dig また 反射 波 の 遅 
れ が 数 填 ps の よう に 大 きい と き に は FM ひずみ が 優 
勢 で ある が , i 場合 に は さ むし ろ AM ひ 
ずみ が 優勢 で ある . 

3. 反射 波 の 強 さ 
反射 波 の 電界 強度 は 正規 破 に 対し ー10 表 dB で あり , 
反射 波 の 電界 強度 の 平均 値 は 反射 体 と 受信 点 と の 工 離 の 
ほぼ 平方 根 に 逆 比 例 し て いる . 
4. 反射 波 の 偏 波 
鉄塔 な どの 反射 波 は 左 回 り の も の が , 右 回 り に な 

i reg te td ry り 。 反射 ひずみ を 

ある 程度 軽減 で きる . し か し , 山 か * ら の 反 eic 

送信 し て ゃ も 水平 偽 波 に 近い \ 橋 円 偏 波 に な っ て 到来 す 
5. 平均 変調 度 の 選定 

天 在 の FM 変調 方 式 で は , 庄村 記 75kc に 

対し 平均 変調 度 を 40 kc に 選定 し て いる が 反射 ひずみ の 

改善 に は むし ろ 60 kc 位 に と る 方 が 得策 - Sr る . 
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る 20m パラ ボラ ・ ア ン テ ナ 完成 


郵政 省 電波 研究 所 で は か ね て か ら 対流 較 散 乱 波 通 信 の 実用 
化 を は か る た め , 東京 一 仙台 間 で 昨年 5 月 より 伝 ば ん 実験 を 
行なっ て きた が , と の 研究 を さら に 進め る た め , 今回 仙台 市 郊 
外国 見 幅 の 仙台 臨時 実験 所 に 新た に 20m 角形 パテ ラ ボラ, アン 


置 し た . 従来 は 全体 を 数 個 に 分 割 し で 輪 
テア テン テ ョ 崎 細か い 部 材 
て Pd * も の Cs ais 


て いた % 


人 雪 の り の *。 この 7 


テ ナ は 特に 伝 ば ん の 研究 用 に - 
600 Mc お よび 2,120 Mc の 2 波 の 同 i oe お 
電波 到来 方 向 を 極め て 短 時 間 (1/20 秒 ) に 走査 し 得る : 


2,120 
Mc 高速 度 ビ ー ム 走査 機構 が 装置 され て いる . な お 必要 に 応 


Wl 
ie “a は 埋 一 4 A 
3 病 する 
i utNov.a0,.ta%o 
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じ , 2,120 Mc に つい て アン ギュ ラ ・ 

行ない 得る よう に 工夫 され て いる . 
2.120 Mc に お ける 利得 は 約 50dB, ビー ム 幅 は 0.5°. 写 

真 は アン テ ナ な ら び に 観測 され た 電波 到来 方 向 分 布 の 例 で , 

と き に は 大 きく 2 方 向 に ちか れ て 到来 する 様子 が み ら れ る 


る 高速 さん 有紀 機 試作 な る 


紙テープ 式 の さん 和 孔 機 と し て 在 来 の も の と 全く 異な る 機構 
を 有する 高速 度 さ ん 和 孔 機 が 電電 公社 通 研 に お いて 試作 され , 
毎 分 6.000 字 以上 の 動作 速度 が 得 ら れ た . 本 機 の 最大 の 特徴 
は , 動力 の 供給 源 と し て モー タ を 用 い ず , すべ て の 動作 を ト 


ダイ バー シ チ の 研究 も 


p デンジ ズ スタ で 了 工 動 され る マグ ネッ ト で 直接 に 行なわ せ た こ と 


】 て いる た め , 脆い シ 


岩 し て し まう とれ を さけ る た あめ 従来, シリ コン 


を 


で ある . 

すなわち , さん 乱 用 と し て パン チ ・ ピ ビン と 直結 し た マグネ 
ッ ト (この 場合 フィ ー ド 乱 も 含め て ) 7 個 , お よび それ の リ 
セッ ト 用 1 個 , テー プ ・ フ ィ ー ド 用 と その リセ ッ ト 用 に 各 1 
個 計 誕 10 個 の < マグネット で , さん 孔 と テー プ ・ フ ィ ー ド を 
行なっ て いる 

情報 全 よ び フ ィ ー ド 乱 の さん 孔 は 一 せい に 行なわ れる が , 
つぎ き に 適当 な 色 イ ミン グ で パン チリ セッ ト , テープ ・ フ ィ 
ー ド Nj フィ ー ド ・ リ セッ ト の 各 マ グ ネ ッ ト が 順次 動作 し て 1 
文字 の さん 孔 動作 が 完了 する . マグ ネッ ト の 野 動 電流 は , ピ 
ー ク 1.2 A, 時 間 幅 3-4 ms 程度 で 制御 に は 大 出力 トラ ンジ 
ペタ gSB84 クラ ス ) が 使用 され て いる . 

試験 の 結果 6,000 字 / 分 位 ま で は さん 坊 ピ ッ チ の 偏差 る も 極 
やめ て 小さ く ( 王 1」 程度 ), 動作 る 安定 で ある と いわ れ , な 
お より 以上 の 高速 化 を 目指 し て 試験 中 で ある . 


る じ か づ け シ リコ ゴン 整流 素子 


シリ コン 整流 素子 は シリ ュ ン の 落 い 板 に 拡散 法 , 合金 法 等 
よっ て PN 接合 を 作り , とこ れ を 気密 外 囲 器 に 寿 
入 し て 作る の で ある が 電流 略 と し て また 発生 熟 
を 取り 去る た め に こと この シリ コン 薄板 の 両面 に 

電極 を 取り つけ る こと と 必要 で ある . 電気 的 , 熱 
的 に 最も 望ま し い 電 極 材料 は 銅 で ある が , 鋼 な は シ 
リコ ン に 比べ て は る か に 大 きい 熱 膨 有 係 数 を も っ 
リコ ン の 薄 片 を 直接 銅 に ろう 
づけ すれ ば 製造 工程 中 , また は その 後 の 使用 中 に 
温度 変化 に お と づく 難 ひ ずみ の た め シ リコ ュ ン が 破 


と 鋼 ど の 聞 に モリ プ デ ン や ゃ タングステン の よう な 
シリ ュ ン に 近い 膨 有 係 数 を も っ た 金属 板 を 挿 ん で 
直接 シリ コ ュ ン に は 熱 応 力 が 及ば な いよ うな 構造 が 


採ら ち れ て いる 


し か し この 方 法 で は , 熱 前 , 電気 的 抵抗 が 不 必 
要 に 増大 する , ろう づけ 不良 の 発生 率 が 大 きい , 
Mo, W は 高価 で 加工 る むず か し い , 工程 が 複雑 
と な る 


] 等 の 不利 な 点 が 多かっ た . 


東芝 (株 う で は 研究 の 結果 シリ ュ ン を 直接 銅 に 


ろう づけ する と と が 可能 で ある と と を 確か め , 極 


" 


有 め て 簡単 で 収 の よい 方 法 を 見 出し た . 現在 同社 


で は 大 ば 400 A 形 に 至る すべ て の シリ コン 整流 
素子 に この 方 法 を 採用 し て 生産 を 行なっ て いる . 
。 じ か づけ 法 記 よる 製品 の 利点 は つぎ の 骨 り で あ 
| る と いう . 

0 相 が WW で した が っ て 本 が な 


ul 
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(2) Mo, W 等 の 高価 な 材料 が 不要 で ある . mo 


(3) 熟 抵抗 は 従来 の も の に 比べ 約 2 割 減 と な り , また 分 破 
の ば ら つ き が 少な い . 
(4) 正方 向 電圧 降下 は 約 1 割 減 と な り , 電流 容量 は 大幅 に 


拉 湊 だ た 。 

(5) 逆 方 向 特性 は 従来 と 同様 で あり , か つ heat shock, 
thermal fatigue 等 に 関し て も 優れ て いる . 

(6) 機械 的 に 丈夫 で ある . 


③ る 欧州 に お ける ロー マオ リン ビッ ク の 
テレ ビ 中 継 


ロー マオ リン ビッ ク 大 会 の 実況 は 全 欧 州 に テレビ 中 継 き 4 れ や . 
た が とれ 人 は 

(1) 西欧 側 に は , プリ ュ ッ セル (ベル ギー) た に 事務 局 を 投 

く TEUROVISION」 系 
(2) 共産 園 側 に は プラ ハ (チェ ッ コ スバ キア ) 
を お ぉ お く 「INTERVISION」 系 
に より 実施 され た . 

1960 年 初頭 に ユー ド ビ ジ ョ ン 事 務 局 か ら 発 行く され た 欧州 の 
TV ネッ トワ ー ク は , 1 の ど ご と きも の で ある が , 欧州 各 
国 の 都市 の テレ ビ 放 送 の 現状 は 1 都市 1 波 の と ところ が 多い . 
し た が っ て 各国 内 の TV 中 継 網 は ルー ト 数 が 少な い の で 藤 
記 の 組織 が ある に か か わら ず , 実際 上 国際 中 継 を 行なう と と 
は ほとん ど な い の で ある が , 今回 は オリ ン ピ ビック 期間 中 rー: 
マ 市 か ら 2 つの プログ ラム が が 図 2 の ど と くに 行なわ れ た . 
共産 半 に と は, イタ リー の トリ エス テ 市 か ら ユ ー ゴ ズラ ビア を - 
経由 し て 造ら れ た が , 予備 回 線 と し て 東独 に お いて 西独 か ら 。 
の 受信 も 行ない 得 た と 考え られ て いる . 画像 は 全部 RAI (イイ: 
タリ ー 放 送 協会 ) の も の が 送ら れ た が , 音声 回 線 は 各国 別 を 
に ドー マ 市 か ら 搬送 回 線 が 作成 され た の で , 主 競技 場 か ら 
各国 語 別 の アナ ウッ ンス が 放送 され た . 
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る 米国 ベル 研 ミ リ 波 ら 線 導 波 管 の 実験 発表 


米国 ベル 研究 所 の A.P. King 氏 は , 後進 波 管 の パル スズ ス を 
系 用 し て 導 波 管 の 減衰 を 可変 周波 で 測定 する 巧妙 な 方 法 に つ 
き , 昨 夏 LosAngels で 行なわ れ た WESCON 大 会 に 報告 
し て いる が , 報告 され た デー タ に よれ ば ベル 研 で 試作 し た 精 
密 な 銅 管 導 波 管 で も 周波 数 変化 と に よる 減衰 の 不 規則 変動 が き 
わあ め て 犬 き い の に 反し , 0.11 mm 径 の フォ ル メ ックス 電線 
を 使用 し て 試作 され た ら 線 導 波 管 は 48Gc か ら 90 Gc に わ 
| た っ て 的 2.35 dB/mile ( 約 1.5 dB/km) の 平坦 な 特性 を 示 
2, か つ 周 波数 に よる 不 規 則 変 動 が 皆無 と いう ぅ 注目 すべ き 結 
条 が 示さ れ て いる . と の 突 験 結果 は 波 管 に よる ミリ 波 伝 送 
記 関 する 見 直し を か な り 前 進 さ せる も の と 思わ れる . 


中 国 本 土 の テ レビ ジョ ン 
衣 在 中 国 で は ハル ピン , 長春 , 沈 旧 , 天津 。 北京 上海 , 


武漢 お よび 広州 の 8 都市 に テン レビ 放 送 局 が 開設 され で い 
て , 週 18~20 時 間 の 放送 が 行なわ れ て お り , この 外 , 鞍山 , 
本 渓 , 阜 新 , 撫順 , 唐山 , 保定 , 無 負 な ど に 中 継 局 が ある . 
チャ ネル 周波 数 は つぎ の と お り で ある . 


第 1 チャ ネル 48.5~ 56.5 Mc 
第 2 チャ ネル 56.5~ 64.5 Mc 
第 3 チャ ネル 76.0~— 84.0 Mc 
第 4 チャ ネル 84.0~ 92.0 Mc 
第 5 チャ ネル 92.0~—100.0 Mc 


目下 建設 中 の も の に 長沙 , 南昌 , 重慶 , 成都 , 青島 , 部 


州 , 西安 な どの 各局 が あり , 近く 開設 予定 と いわ れ て いる 

受像 機 の 大 部 分 は 公衆 の 集まる 場所 に の み 設 置 され て い 
て , 大 体 17 形 と 21 形 が 多い . セッ ト の 生産 能力 は 天津 無線 
器材 大 で 月 産 2,000 台 , 上 海 広 播 機材 感 で 月 産 4.000 台 依 と 
いわ れ て いる . 


標準 電波 の 偏差 表 
郵政 省 電 波 研究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mc]s, 5 Mcjs, 10 Mc]s, 15 Mcls, 


+ 5 + 34 + + 
+ 5 + 34 + i 
+ 5 + 34 *3 — + 
+ 6 + 5 ~ + 
+ 6 + 6 ーー + 
+ 6 + 6 21 — + 
+ 7 + 7 22 — + 9 
+ 7 + 7 23 — 3 二 
+ 7 + 8 24 ー +$ 
1H + 8 25 ーー + 9 
+ 3 + 9 26 — + 8 
+ 3 + 9 27 — + 8 
+ 3 + 9 28 ー + 8 
+ 3 + 10 29 — + 7 
+ 4 + 10 30 — + 7 


The values are besed on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory. 
* Adjustments were made on the days indicated by «* 
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第 8 回 理事 会 ( 恒 包 認 年 12 月 28 日 午後 5 時 ) 


米沢 会 長 , 高木 , 三 態 (委任) う , 内 田 , 松本 各 副 会 長 , 新川 , 
野村 両 理事 , 染谷 監事 , 妻 藤 , 柳井 両 庶務 幹事 , 林 , 柿田 両 
会 計 幹 事 , 伊藤 , 末 武 各 編 集 幹 事 , 宇都 宮 調 査 幹 事 , 森田 技 
術 委員 会 々 長 お よび 肥 土 主事 出席 

議 事 
1. 支部 長 会 議 に お ける 問題 点 
3 (1) 支部 長 を 理事 と する こと に つい て 
支部 長 を 理事 と する と と は 定款 改正 を 要する ば か り で な く 
種々 困難 な る 事情 が 考え られ る の で , 支部 長 を 評議 員 と する 
制度 に つい て 審議 し た . 評議 員 の 定員 を 増し て , 支部 長 を 自 
動 的 に 任期 1 年 の 評議 員 と する 制度 , また は 支部 長 が 推薦 す 
. る 地方 在住 評議 員 候 補 に 次 期 支部 長 候補 者 を も っ て あて , 選 
」」 挙 の 結果 に つい て は 会 長 指名 評議 員 選 定 の 際 考 慮 する 案 等 に 
| っ いて 協議 し た が , 果して 支部 長 を 全部 評議 員 と する 必要 あ 
りや 南 を や 紅 問 の 点 あ る に つき な お お 検討 する と こと と し た . 
i (2) 支部 経費 増額 に つい て 
支部 長 会 議 で 表明 し た 通り , 大 体 次 年 度 か ら 倍 額 に する 予 
定 で ある が , 目下 各 支部 に 対し 来年 度 の 事業 計画 お よび 予算 
を 照会 中 な の で , その 回 答 を まち , 予算 編成 を 行なっ て 見 て 
か ら 考 慮 する とこ と と し た . 研究 専門 委員 会 経費 の 増額 に つい 
有 | て る も 同様 で ある . 

| なお, 維持 員 増強 に よる 支部 へ の リベート を , 初 年 度 だ け 
と せ ず 恒久 的 な らし め る こと と は , 支部 間 に 其 しく 不 均衡 を 来 
た す お それ ある に つき 友 対 で ある と の 意見 が 述べ られ た . 


EE 3) 支部 通常 総会 の 期日 繰上 げに つい て 


| 東京 支部 以外 は 人 各 支 部 規程 で 「 本 部 総会 終了 後 」 と 規定 し 
| あり , 本 件 は 支部 規程 の 改正 (理事 会 承認 ) で 解決 する 問 是 
で ある が 特に 支部 か ら 要 望 が あり , 臨機 の 処理 と し て 本 部 
| 理事 会 の 承認 で 支部 通常 総会 の 期日 を 繰上 げた 実例 も あり , 
: れ に よる か 次 回 まで に 検討 する と と と し た . 


; eki 

詳 で の 電 ペ ー ジ 編集 電 事 に お いて 検討 中 で ある 

が , 印刷 関係 議 費 , 郵 便 料金 の 値上り 等 を 考慮 する と , 会 費 の 

を し な い 限 り 和希 望 の 増 ペ ー ジ は 困難 の 状態 と な っ た の 

事業 計画 と し て は 会 費 値 上 げ し な い 場 合 を A と し , 値 
5 場合 を B と し , A, B 両 案 を 作成 する と と と し た . 

ee 4 3 ジレ る 導 


の 既定 方 針 と し て 来年 度 邊 


a rer 
RW , それ ら と は 別 


A eit ee ee "te he LE a A 2 i 


- に に, 1963 年 東京 開催 予定 の IRE マイ ク r 関 係 Proff 


a ttn di 


記 事 


科 会 を 設け , 他 学 会 と 軍 複 し な いよ う 電 気 通信 の 新しい " 
の 用 語 に つい て 検討 する と と と し た . : また 研究 専門 委員 会 に 
増 置 に つい て は , 現在 同好 会 的 な も の で 「 光 と 電波 」 が 
と これ に つい て 1 月 の 技術 委員 会 で 検討 し , 予算 の 裏 付 を 
RC A dag? ' 
" ドド) 研究 専門 奏 員 会 資料 の 本 印刷 完 専 門 奏 員 会 資 "7 
料 は , pg noi ni に まで 持 さ で 
ゆき た い 希 望 と , 研究 専門 答 員 会 の 性 格 上 Hot news の 提 
供 に 軍 点 を 置 くべ さき で ある か ら 現行 方 式 を 可 と する も の と 布 
様 の 説 が あり , 結論 は 出し し 難い が ys りり まみ 事 る っ - 倫 
お り 本 印刷 を 希望 し て いる 委員 会 か ら 「 研 究 専門 委員 会 資料 」 
と し て 試み に 本 印刷 と する と と は 実行 可能 と 考え ら 和 れる の 
cP その 方 針 で 1 月 の 技術 委員 会 まで に 検討 する と と と な ラ 打 | 
た . “A 
(3) 収益 事業 会 計 2 
( イ ) 広告 料金 の 値上げ た に つい て 雑誌 掲載 広告 料金 
は , Re RE OR OE 


が , 個々 «< の ペー ジ に つい て の 契約 価格 は まだ 具 休 交 に は 決 定 
し て いな い 覧 A gts 
3. 新入 会 員 の 入会 承認 に つい て 2 


つぎ の 通り 新入 会 員 の 入会 を 承認 し た . や 


弐 衝 必 て 新井, 益 、 天 在外 487 
. 準 員 「 黒木 実 佑 妹 、33 汰 科 2 
学生 員 海老沢 博 姓 外 137 名 EC 
特殊 員 大平 電 子株 式 会 社 . 
計 218 名 


4. 1961 年 度 国際 会 議 出 席 代 表 の 推薦 に つい て 
本 件 に つい て は , 日 本 学術 会 議 第 5 部 長 か ら , 1961 
16 日 まで に 推薦 する よう 依頼 の あっ た と と を 報告 し , 
技術 委員 会 お よび 規格 調査 会 に 対し て は , 各 専 門 委員 会 委員 
長 に あぁ て 代表 推薦 を 妥 会 中 で ある 引 説 明 が あり , こと これら の 回 
半生 導 夫 寺谷 半 員 の 此 朱 本 机 全 兵 の の 
て 

な お , 国際 会 議 に 関し て は 。, 毎年 調査 幹事 に お いて 
催 の も の を 調査 し て , 学術 会 議 へ 提出 する よう , 10 
11 月 理事 会 の 定例 行事 と する と と を 申 合 わせ た . 


5. マイ クロ 波 真 空 管 国際 会 議 東京 招致 に つい - a 


1964 年 の マイ ク セ 波 真空 管 国際 会 議 の 東京 招致 に つ ' 
日 本 学術 会 議 で と り 上 げ る こと と に な る らし い が , そ を ( 


group が 本 会 主催 と な る 模様 で ある た めそ の 人 準備 委 
ける 必要 が ある 和牛 宇 都 宮 幹 事 か ら 報 告 が あり , 
Rd HOt RR 


i . 


I て 
‘ 
| 172 本 会 記 事 | 
に 決定 し た 会 計 別 収支 状況 (昭和 35 年 11 月 分 ) 
の は 他 会 計 別 収 入 | 支 出 | 養 (人 は 減 ) 
(1) 信越 支部 長石 田 正 氏 転 動 の た め 後任 と し て 支部 役員 会 < 944,564 1,701,469 | A 756,905 
の 決議 に より 中 西光 二 氏 を 選任 し た 引 信 越 支部 か ら 報 告 特別 事業 会 計 71,145 505,549 | A 434,404 
が あり こと れ を 本 了承 し た . 収益 事業 会 計 | 2,276,648 2,581,222 | A 304,474 
(2)) 功績 賞 秦 員 会 委員 は 前 回 大 部 分 を 決定 , 委員 済 で ある 学 資金 会 計 - 945 |A 945 
が 一 部 保留 の も の お よび 都合 に より 委嘱 椅 退 の も の 補充 秀 田 記念 資金 会 計 = 7,801 | A 7,801 
を つぎ の 通り 報告 承認 され た . 岡部 資金 会 計 — — ー 
目 立 製 作 所 大森 忠 夫君 辞退 関 壮 夫 君 委嘱 人 退職 積立 金 会 計 — — — 
上 日立 電線 (保留 小宮 義和 君 » 仮 受 払金 会 計 | 1,430,915 1,602,538 | A 171,623 
通信 建設 平井 始 君 桁 退 庄司 新治 君 (協和 電設 ) 委 = ーー PE 
9 マイ ケ ョ 波 真空 管 回 際 会 計 東京 所 致 の 問題 に 関連 し て 0 stat 4 
生生 と 当たっ ーー リー で れれ な お 誰 記 震 2 休 資金 月 末 現 在 高 (昭和 35 年 11 月 30 日 現在 ) 
地 EC 総会 の 際 に 来年 理事 国 の 一 部 改選 に あたっ て 日 本 が 
理事 国 に 当選 する よう 働き か けた こと こと お よび , 1965 年 の 
会 議 は 東京 開催 の 可能 性 が ある 拒 詳 細 な 報告 が あっ た -. 生 多 | 先導 月 示 | 1 月 som| 年 度 前月 末 
財産 目録 
8 報 =} 
3 会 員 現 況 (昭和 35 年 11 月 30 日 現在 ) 
, 
脱 
‘ 
' 


__ 吉 委 員 会 の 会 合 

1. 編集 関係 
放 イィ - 洗 外 論文 天 員 会 12 月 6 日 , 4.00 pm (a 
f FF: ニ ユ ー ス 委員 会 2 5.30 pm (会議 室 


35 年 12 月 入会 


|) E 上 吉木 春生 寿 , 阿部 正昭 君 , 新井 益 夫 妊 , 石崎 弘 衝 
で 元夫 呑 , 上 田 洪 君 , 宇治 川 洋次 君 , 江口 誠 君 。 小泉 
有 共 知 , 加 医 脱 洋 崖 , 加藤 常 美 呑 , 金井 元 君 金沢 安 邊 妊 , 
妥 四 き 三 補 用 下 作 天 川村 幹 大, 北 珍 洋 岩 、 金 加 
許 , 信和 落 三 妊 , 後 於 三男 用 , 駒沢 義久 娠 、 午 田 功 看 , 
本 放 男 君 , 篠 田 大 三郎 大 , 新開 昇 岩 , 武田 郁夫 貼 。 寺 県 
店 , 族 堂 護 助 大 中瀬 忠 生 崖 , 長束 浩 寿 。 能 村 京 年 
放 寿 - 愉 本 写 座 君 , 花木 充 夫 遼 , 福井 光太郎 荘 , 麻 谷 術 午 , 
財 On 2 ウジ ・ es ヘー ルル 考 , 前 田 清 三 君 , 三 


» 


En リー ムー ヤン グ 理 , 渡辺 松 彦 大 
| 2 枯 R20 代表 本 人 匠 男 天 。 休肝 衝 特有 半沢 全 寺 


修 尾 , 竹原 澤 君 , 谷 。 全幅 , 棟 上 照男 君野 口 太 
上 君 , 林 孝和 寿 , 古 旗 税 恵子 呑 , 坊 城 智広 君 、 北条 治 礁 大 
了 , 松本 秀 清 君 , 宮崎 敏久 肝 宮田 孝博 姓 , 山西 

】 呈 君 , 米田 富 失 雄 君 , 若山 直 昭 君 
| 学生 具 青野 正明 君 , 呼 上 栄 還 君 , 荒川 義和 君 , 荒木 実 
お 石川 勝 朗 君 , 伊藤 。 洋 君 、 稲見 和夫 四 , 井上 奉 吾 君 , 井 


ま el 今川 奈 志 君 今 別 府 隆 君 入江 洋 君 ,、 岩井 俊 達 


へ 論文 委員 会 12 月 8 日 ,2.00 pm 東条 会 館 


2. 広告 委員 会 
3. 幹事 打 合 会 


来年 度 計画 お よび 予算 案 作 成 の 打 合 わせ 


4. 第 15 回 規格 調査 会 


12 月 9 日 , 5.30 pm 中 野 ほ と と ぎす 
12 月 13 日 , 5.30 pm 事務 所 会 議 室 


12 月 15 日 , 5.30 pm 事務 所 会 議 室 


君 , 岩原 勝敏 君 , 宇井 崇 礁 君 , 上 原 省吾 君 , 内 野 洋 人 有 君 、 海 
臣下 広和 海老 沢 境 君 , 及川 勝一 君 , 大 木 勝美 君 、 大 塚 閣 一 


李 野 博 看 。 
、 卒 。 紫 樹 塞 。 小西 基 敬 君 。 小山 正志 君 、 斎 穴 
居 用 、 三 枝 正 洛 君 紀 誰 用 齋藤 幹 雄 君 , 


正 , 羽山 稚 修 君 、 尽 沢 寛 事 半田 旭 看 , 


文 妊 。 米山 正秀 和 君 , 和田 昭 看 。 渡辺 己 木 術 君 


毛利 祐三 
如 君 , 山下 康 
山本 昇 


[A 


湯川 壇 治 君 、 湯本 秀明 衝 明 看 , 横沢 紀夫 , 吉沢 信 一 , 吉武 仁 」 
君 , 渡辺 康夫 才 
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太平 電子 株 式 会 社 


J 


Wy i Vs 
i ーー 

ya 3 電気 会 ノノ 下 
i 文 財 人 行 区 irininierinninityeniTtnntnntetnetns 


i 監修 嶋津 保 豊 | 義一 \ 

i 和 次 郎 ・ ea 比 古 ・ a 伊藤 義 8 ; で En 
RE の 半 導 寺 さ 8ー 前 編 A5 判 304 頁 上 製 定価 400 円 〒40 円 
限 ョ ーー 材料 か ら 応 用 まで 一 - 後編 A 5 判 328 契 上 製 定価 450 円 定 50 円 
り = 剖 RR 
SE Sana te 通信 工学 を 理解 する た め の 数 学 
3Y i Ee A5 判 320 頁 上 製 定価 400 円 〒40 幅 
J ミ “NN J | 9 i a = 『 
イト ロン と その 忌 用 | 電信 電 語 専 用 設備 

A5 刊 230 員 上製 定価 450 円 下 40 円 A5 判 218 頁 280 円 〒40 円 

ER 新 し い 通 信 測定 

ョ 昌 波 は ん A5 判 186 頁 250 円 〒30 円 

5 A5 判 376 頁 上 製 定価 550F 本 ; 

i 頁 上 製 定価 550 円 〒50 円 海外 論 信 トラ フィ ラッ 理論 
a 特筆 者 小 林 夏 堪 A5 判 220 頁 300 円 〒30 円 」 
有馬 信 款 pes nt きき 
| | 理 信 線路 伝送 理論 加入 者 宅内 装置 回 路 図 

A5 判 302 責 上 製 定価 400 円 〒40 円 ポケ ッ ト 判 上 製 250 円 〒20 円 , 

i 幸生 者 高 醒 値 次 郎 他 11 名 新編 A 形 自 動 交 換 機 回 路 図 

i カラ ー テ レビ 8 ン 技 術 同 (1) 280 円 , (2) 300 円 〒 各 20 円 。 

§ A5 判 164 頁 上 製 定価 280 円 〒〒30 新編 日 形 自 動 交 換 機 回 路 図 

i EE ED 周 C32 280 円 〒20 円 
執筆 者 高 析 健 次 人 郎 外 9 名 2 300 円 〒20 円 
| 最新 の テレ ビジ 。 ン 技術 ! 手動 電話 交換 機 回 路 図 
BO § A5 判 上 製 228 買 320 円 〒40 円 a 2 

i 執筆 者 川上 正光 他 18 名 各 電話 装 直 回 路 図 
E 司 て 1) 200 円 。 (2) 150 円 〒 各 20 円 

最新 の パル ス 技 術 私 設 電話 交換 機 回 路 図 

ョ A5 判 330 頁 上 製 定価 550 円 〒40 円 同 250 円 〒20 円 
本 § A 5 判 並 
殿 ム 天 用 澤 陰 と その 店 用 定休 150 アイ ャ ステ テン ケ 継 電 各 裕人 200 
』 食 負 帰還 増幅 問 [ 理 論 と 実際 〕 180 A ダイ ャ ルイ ィ イン ペル ス の 伝送 
放 生 信 電 話 ト ラメ イッ ク 理論 と その 応用 180 4 次 換 機械 測定 法 お よび 測定 問 
) ミ A 伝送 回 路 網 及 び 渡 波 各 (1) - 160 継電器 回 路 の 手引 
_ a @ 同 上 (83 [動作 パラ メー ー タ 設計 潜 】 200 4 号 形 埋 放 機 
k § 40 , 
信用 継 電導 oe 
EE 音声 周波 市 外 ダ ィ ャ 方 式 (1) 230 信 共 電 式 構内 変換 機 
= 0 KC キ = = 
” 本 (2 SO 搬送 式 多 重 電 信 
4 司 CE pg MD 

な RT ィ イッ チ 120 通信 機器 の 防湿 処理 
送料 1 部 15 円 (5 部 まで 40 円 ) 4A 印 は 20 円 @ 印 は 30 円 
0 訂 電 才 生 式 還 区 宮下 呈 訂 2 の 3 


' « 発 FT 所 社団 法人 電 CE 通 4 A RUTTTTTTTTT TTITTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT 
3 Oy 話 - GD 3231~5» + 7348 振替 口座 東京 35300 番 tt 


, (18) 


MM 一 275A 形 直読 イン ピー ダン ス 計 は 携帯 形 発振 器 等 と 
併用 し て , 通信 線路 お よび 通信 機器 , 
ン ピ ー ダ ンス の 絶対 値 お よび 位相 角 ち ゃ メー ター の 指示 に よ 
り それぞれ 直読 測定 する も の で あり , 
効 適 切 に 用 いる と こと が で きま す 。 

(1) 通信 線路 の イィ インピーダンス の 測定 が 迅速 確実 に で き 


ます 。 


(2) 各種 部 品 及 び 回 路 の イン ピー ダン ス を 適当 な 周波 数 
で 測定 する と こと に より , 
応用 され ます 。 特 に 位相 角 を 測定 する とこ と は 製品 均一 
性 の 微少 な る 差 を 拡大 いた し ます の で , 従来 実施 し て 
いた 数 種 の 試験 項目 を 省略 する と こと も 可能 と な り ま 


す 。 例え ば 


(2。1) 各種 リレー, チヨ ョ ヨッ パー, 変成 器 等 , 巻 線 部 
品 の インピーダンス の 均一 性 を 測定 する と と に 


M-275A 形 


(携帯 1 号 直読 イン ピー ダン ス 計 ) 


各種 通信 用 部 品 の イィ 


下記 の 利用 面 で 有 


量産 過程 で の 品質 管理 に 広く 


より 層間 短絡 また は 暴 常 の 検出 
(2. 2) L.C.R. 複合 回 路 の 合 特 判定 (あら ちら かじ め 規 定 し た 数 点 の 周波 数 で 測定 する ) 
(2. 3) 各種 コン デン サ の tan 8 の 異常 検出 
(2. 4) 通信 用 涙 波 器 の 棋 域 内 入出 力 イ ン ピ ー ダ ンス の 測定 に より , 他 の 検査 項目 の 一 部 を 省略 する 。 
その 他 , 多く の 新しい 応用 面 の 開拓 が 期待 され ます 。 


規 格 


使用 周波 数 範囲 
絶対 値 測 定 筋 囲 
位相 角 測定 範 囲 
絶 対 値 誤 差 


位 隊 本! 角 誤 基 


ベベ ル 


人 力 、 レ 
( 俳 用 発振 器 出 力 レ ベル ) 


乾電池 持続 時 間 


0.2 kec~10 kc 


509~11.1kQ2 但し 下記 の 5 レン デ 切 換 た よる 。 
50 2~160 1, 160 2~500 1, 500 Q~1.6 kN, 1.6 kN~5kN, 5kN~16 kN 


0°~ 上 90° 


土 4 以 内 


絶対 値 50Q~5k2 に て (3 必 +) 以内 
絶対 値 5k? 以上 た に て 土 (6 必 + ポ ) 以内 


約 +4dBm 


連続 8 時 間 以 上 の 使用 に 対し , 乾電池 電圧 は +10 必 ~-20% を 保持 する 。 


填 ま ・  . 量 | 220x320x175mm, 約 7kg 


⑳ 実 電電 東 様式 次 詩 


東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 39 電話 (473) 2131 ( 代 ), 2141 ( 代 ) 
営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10 電話 元町 (4)3614( 代 ) 


12GC 簡 易 マ イク ロ 波 通信 装置 


本 機 は 12.4 一 12.7GC 帯 の 画 
’ ; 定 用 小 通 話 路 用 (12C HH 以下 ) 
「 の マイ クワ ロ 渡 多重 通信 装置 で , 
控 送 端 局 装 置 と 組合 せ 電 話 回 線 
区 枯 続き る を こと の で きま す 。 
通話 路 に 最も 適し た 通信 方 式 を 
採用 し て いま す 。 


i | 


和 


* nr i — 3 
J 


hs 3 nN 


N 


: 

特 長 層 

e ゃ マイ クロロ 波 真 空 管 、 特 殊 真 空 管 以外 の 
トラ スス イヒ る 

> 送信 管 , 局 発 管 共用 方 式 a 
eAFC 方 式 ‘Nh 


e 狭 帯 拭 受 信 方 式 

e 送受 空中 線 共 用 , 念 波面 に よる 送受 分 離 

ee マイ クロ 波 ヘ ッ ド 部 を 空中線 の 二 本 化 

e 低 損 失 高 感度 方 式 に よる ゃ る 反射 板 使用 範 。 > 
思 の 拡大 i 


沖 画 気 工業 株 式 会 詩 


東京 都 港 区 芝 高 浜町 10 - TEL.(451 yA91, 9271 


系 衝 1Z02 人 培 


これ ら の バレッタ は 時 定数 の 極め て 小 き く 、 非 常に 細く 短 か い 白金 線 を マウ ント し て あ 
ゅ ます の で 、 高 感 度 で あり また 正確 な 二乗 特性 を も っ て お り ま す 。 

鉱石 検波 器 に 代 っ て 高 確度 の マイ クタ ク ョ ロ 波 機器 の 相対 電力 、VSWR の 測定 、 電 カモ ニタ 
減 論 量 な お よど び 揮 入 損 失 な どの 測定 に 使用 きれ ます 。 

談 調 き ふれ た マイ クセ ロ 波 の 検波 お ょ びそ ニタ に は 、SPC 製 定 在 波 増幅 器 (3EO0O1) と 
共に 用 い 、 ま た CW マイ ィ イィ タク ャ 波 の 電力 測定 に は SPC 製 ユニ デー サル プリ ッ ジ (1 PO2) 
と 組合 せ て 使用 きれ ます 。 


周波 数 交換 可能 | パイ アス 電流 | 動作 抵抗 | 最大 入力 電力 
ati, 往 石 (mA) (9) (mwW) 


0 ~12.4 1N23 200 
12.4 ~26. 5 1N26 200 
18.0 ~40.0 200 
50.0 ~75. 0 200 


これ ら の パパ レッ タ お よび サー ミス 々 タ は S 
PC 製 広 帯域 マッ, ント に 挿入 し て 、SPC 
製 ユ テニ パー サル ププ リッジ (1 PO2) また 
は ボロ メー タプ リッ ンジ (1PO3) と 組合 
せ 、VSWRIT.5 以 下 に て 下載 … 4 ヶ 々 で 
波 電 力 の 測定 に 使用 きれ ます 。 


1 B90—P(J) 200 
1T9%90-—P(J) 200 エ +20 
1T90—P(J) 200+20 
1T10, 1T15 


1T20,. 1T25 200+20 鉱石 1 N23 形 
8 


1T35 200+20 
1 B91 200 
1T91 200 よ +20 
1T91 200 ょ 20 


島田 圭 化 ユ 薬 株 式 念 計 


> 仁 * 本 視 . ナ 場 東 朱 孝 調 布 市 7 崎 : 衣 5 太 地 電話 布 (0229) 4101 
: 恥 販 re P 大 阪 市 』 ls [xX 伊 震 ul | 笛 } i 汚 話 


名 | 可変 同調 周波 数 範囲 


5650 1245 Mc 1460 Mc 
726B 2833 3173 
726C 2700 2960 
2K54A 4050 4300 
2K54B 3850 4100 
2K54C 3650 ・ 3900 
2K54D 4300 + 50 
4V551 4200 4500 
5V552 4500 4800 
5V553 4800 5100 
6115(A) 5100 5900 還 線 機 回 及 測 定 
2K26 6250 7060 

6V26 5800 6500 

6V26A 6100 6500 

6V26AM 6100 6500 

7V26 6400 7200 

5976 6250 7425 

7V40 7000 7800 

8V77 7650 8200 

2K25 8500 9660 

7V204 6575 6875 

7V205 6875 7175 

8V207 7425  ,7750 

11V53 10700 11700 


神戸 工業 株 式 会 社 


神戸 市 兵庫 区 和田 山 通 一 耳目 五 番 地 電話 神戸 で 6 )5081 番 (大 代表 ) 

東京 都 中 央 区 和信 重 洲 三 丁目 七 番 地 電話 東京 27 7221~ 8 番 

大 阪 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 
NE 京 


— 


マグ ネト ロン 用 訟 調 決 


JRC 水 素人 サイ ラ ト ロン 


高 電 圧 ・ 大 電力 用 


水素 入 サ イラ トロ ン は マグ ネト ロン 変調 用 と し て , レー ダ に 広く 用 いら ちら れ て お り ま す 。 近 年 
は レー ダ の みな ら す ず 工 業 用 に も 使用 され る よう に な り ま し た 。 当 社 で は , 小 は MT 管 よ り 大 は 
数 拾 MW 出 力 に 至る 迄 の シリ ー ズ を 完成 し , 更に 新 管 種 を 開発 研究 中 で あぁ ありま す 。 

水素 入 サ イラ トロ ン は 各 管 共 酸 化物 陰極 を 有する グリ ッ ド 制御 3 極 放電 管 で あり ます 。 一 
般 の サイ ラ ト ロ ン と 異 る 所 は , 最も 質量 の 小さ い 水 素 を 封入 し , 特殊 な 構造 に より , 高 電 圧 に 
耐え 大 電流 を と り 得 る こと で , パル ス 動 作 に 適当 し た 設計 と な っ て お り ま す 。 


サイ ラ ト ロ ン の 


最 大 陽 極 大 損失 外国 製 


せん 人 頭 | せん 頭 > 宙 
電流 平均 電流 | , * 


1258 7 ピン MT 息 
0.3X10° 3C45/6130 | DELCOE 
2x10° 4C35 
3.8X10° 
3.2X10 
25,000 | 25,000 6.25x10 水素 リサ っ 


25,000 | 25, 000 , 9x10° 


禅 1 : せん 頭 陽 極 順 電圧 、 せ ん 頭 陽極 電流 パルス 線 返 数 の 積 


日 氷 無線 株 式 信 款 


東京 都 港 区 芝田 村 町 1 の 7 第 3 森 ビ ル 電 話 東京 (591)( 代 )9311( 代 )9321 
大 孤 市 北 区 営 島 中 1 の 2 2 電話 大 阪 1 8 4631=~ ら 6 
福岡 市 新開 町 3 の 53 立石 ビル 電 話 福岡 ⑨ 0 2 7 7 


) 
(垂直 、 水 平 プラ グイ ン 型 ) 


DC-50MCE 


501A 型 シン クロ スコ ー プ は V( 垂 
直 軸 )、 下 (水平 軸 ) が 、 プ ラグ イン 
式 で すか ら 、 付属 の ェ + ェ ニット を さじ し 
か えれ ば 、 一 台 で 広範 囲 と 活用 で き 
まま 当る ツ 


DC~5OMC eee eB O11A 型 
Cc プ デ プ グ ダミ 2 志 ら 


DC~20MC cee BO2A 型 


< プ ラク イン 承 の 


D CSM CS CT 2 
DC LOM CE GT BO RI 
DC~ 1MC CT—ー511A 型 


お 問 合 わ せ は a a! 
最寄り の ナシ ョ ナル 計測 回 販売 代行 店 ある らい は 、 沿 計 
の 営業 所 、 出 張 所 まで ど 連 絡 下 さい 。 


ELECTRONICS 


松下 通信 工業 


カタ ログ 進呈 松下 通信 工業 株 式 会 社 
横浜 市 港北 区 綱島 町 TEL(046) 2751 代 


後 一 6 


br、 
EE 


Rr. 
A 


a hei 
Ce 


スチ ロフ レッ ワ ス 
同軸 ケー テル 


t 


特長 

(1) 可 拉 性 応 富 ん だ 接続 の 
な い 長 尺 の ケー ブル で 
ある 。 

(2) 品質 が 極め て 均一 で あ 
る 。 

(3) 低 損 失 で ある 。 

(4) 電気 持 性 の 経年 変化 が 
な い 。 

(5) 軽量 且つ 強 招 で ある 。 

(6 ) 建設 及び 保安 示 容 易 で 
極め て 経済 的 で ある 。 


用 途 
各種 放送 : 
TV 放送 FM 放送 短波 
放送 ST リン ク 共同 聴 視 
各種 無線 通信 
を イク ロッツ エマ ベ プ oS 
V.H.F': 帯 無 線 通信 レー ダー 
宇宙 通信 見 透 外 伝播 通信 


| 訪 大 日 電線 株 式 会 社 


尼崎 和 届 上 、 こ 向 - 島 坪 硬 科 交 天 困 B3 計 稚 E 


が 


支 


社 


大 阪 市 北 区 梅 田 (梅田 ビル 
東京 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ~ 工 場 尼崎 ・ 和 歌 山県 箕島 


後 一 7 


| “電子管 技術 の 総力 を 結集 / 


フレ ー ム ・ グ リッ ド 管 の マ > ウジ ンド 


テレ ビ 受 像 機 の 性 能 を 飛躍 的 に 向上 きせ た 7 DJ8 を 始め 、 最 近 当 社 で 開発 に 成功 し た 
放 の フウ フレー ムタ グリ ンド 管 は 、 セ ッ ト の 小型 北 、 ご 機構 の 簡素 化 に よる = スズ ドン EN 
技術 的 に も 、 経 済 和 的 に も 一 層 優 れ た テレ ビ セ ッ ト の 量産 化 を 目指 し て 、 設 計 き れ た 最新 の 
真空 管 で す 。 ; i 


I 1 TY Ta RE 


テレ ビ 受 像 機 用 フレ ー ム ・ グ リッ ド 管 の 推奨 品種 


ナジ ナウ レ 和 2 vd iB 
グリ ッ ド 管 の 特長 
(1)gm が 非常 に 高く 上 


これ は 新しく 開発 され た VHF チ ュー ナ 用 3 極 管 で あり , 高周波 増幅 と 自 励 
振 ミ クサ と し て 使用 . g m=10.5m ひ 


中 間 周 波 増 幅 用 高利 得 シ ャ ー プ ・ カ ッ ト オ フ 5 極 管 . gm=15.0m0 で 半 江 
(2 剰 価 雑音 抵抗 が | | 
リモ ー ト ・ カ ッ ト オ フ 特 性 を 持つ は か は 6 EJ7 に 同じ .g m=12.5m ひ 一 層 低 く な る | 
これ は , よく ご 存じ の よう に VHF チ ュー ナ 用 双 3 極 管 で カス コー ド 型 増 | (3 特性 の パラ ツキ 


幅 に 使用 .g m=12.5m ひび 

良好 な 混 変 調 特性 を 持っ て いる VHF チ ュー ナ 用 の 
周波 増幅 肥 3 極 管 .g m =12.5m ひ 

Ef=6.3V,If =0.365A と ヒー タ ・ カ ソー ド 間 最大 定格 以外 の 電気 的 特性 は 


7ES8 に 同じ ヒ .g m=12.5m び 0 
Ef==6.3V,If =0.365A と ヒー タ ・ カ ー ソ ド 間 最大 定格 以 
12.5mV 


外 の 電気 的 特性 は 7 DJ 8 に 同じ .g m= 


が 大 変 少な い 
(4) マ イク ロホ ニー | 
が 一 層 少 な い | 
(5 特性 、 寿 命 な を ど | 
が 十分 に 信頼 で | 
き る 


リモ ーー ボカ yh 
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RRS DET 7 6EH 7DJ8 


6ES8 “ 
= フレー ム ・ グ リッ ド 管 の お 問合せ は 高槻 市 大 手下 互 百 住 3 0 0 番地 ンー a "スズ 。 : 
松下 電 召 管 球 事 業 部 PR 係 、 松下 電 句 産業 株 式 会 社 


・ 東 京 都 黒田 区 寺島 町 2 の 8 電 話 611 局 101~7 
『・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 10 懇 和 会 第 内 電 箇 (541) 2021~9 
・ 大 阪 市 北 区 梅田 町 47 新 阪神 ビル 7 階 704 号室 9 3 3658-1171 
・ 名 古屋 市 中 区 広小路 通 4 の 17 東 ピ ビル > (23) 0284 
“ 禄 、 舞 で 宙 さよ 28 の 本 i 話 (3) 4397 
仙台 吐 在 員 事務 所 ・ 仙 台 市 rh 話 仙 台 3515 
札幌 駐在 員 事 務 所 ・ 札 幌 市 北 三 条 西 四 丁 目 (第 一 生命 ビル ) 話 札 ( 1768 


ドラ ム 型 
明 型 フル スケ ー ル 10mV 

E 型 …(XーY. T) Y 軸 を 

時 間 軸 < し て 定 速度 で 送り 、 普 通 の 
記録 計 & し て 使用 する 事 も 出来 る 


島 速 平衡 記録 計 ・ 直 流 磁 化 自 動 記録 装置 ・ 極 座 座標 記録 計 


軒 区 中 目黒 3 一 1111197 
712) 3549 (713) 8319 


佑 60 余 名 の 権威 陣 に より 基礎 科学 か 
・ 通 ら 最 新 技術 を 網羅 し た 一 大 体系 ノ 


工学 講座 全 13 巻 完結 


[1 巻 ] 半導体 工学 ・ 人 工 結 唱 と 応用 ・ メ カニ カル フィ ルター・ 新しい 絶縁 物 と そ i 


(編集 委員) の 応用 【2 肉 】 能 且 回 路 の 大 諾 と 応用 ・ デ ィ ジ タル の 回 路 楽 子 と 半 護 回 路 ・ シ ミー 

東京 大 教授 レー タ ・ 立 体 音 挿 【3 巻 ] 分 布 定数 回 路 網 の 構成 ・ 極 超短波 見 通し 外 通 信 ・ デ ィ ジ 

A 

補 学 指 主 川上 正光 タル テー プ 録 音 ・ 電 子 写真 技術 【4 巻 〕 金属 間 化 合 物 と その 応用 ・ 移 動 無線 通信 ・ :¥ 
日本 電 々 公社 童 学 2 注 イク r 波 と ミリ 波 の 固体 電子 装置 ・ 電 子 交 換 ・ 予 約 機械 [5 巻 ] トラ ヒッ ク 理 論 入 放 
通信 研 次 長 安 問 市 門 ・ オ ー ト マー トン 入門 ・ 記 憶 装置 ・ 電 子 計算 機 と 通信 機 に よる 経営 の オー トメ ー ジ シリ 
東北 大 学 教授 ek ン 化 【〔6 巻 ) 情報 伝送 ・ 物 性 と マイ クロ 波 ・ ア ナ ョ グ 計 算 機 の 応用 ・ ト ラテ ランジ ズ メタ 
エエ 共 引水 井 健三 = の 回 路 部 品 ・ プ リン ト 配 線 【7 巻 〕 電子 物性 諭 入門 ・ ミ リ 波 の 電子 管 ・ Ee 
東京 侍 森脇 義 確 イク ョ 波 回 路 ・ 放 射線 の 計測 【8 巻 〕 マイ ク ァ 波 を 利用 し た 航空 用 航法 装置 ・ デ ィ イー 
エ 学 博 ジタル 表示 ・ 工 作 機 械 の 数 値 制 御 ・ デ ィ ジ タル 変換 と 記録 ・ 超 音波 の 新 技術 〔9 准 ) 
ペ 電子 ・ 通 信 数 学 ・ 双 対 と 類推 ・ 伝 送 の 理論 ・ 磁 性 体 【10 巻 〕 近似 と 構成 ・ 光 電 変 換 7 
【 各 巻 〕 A5 判 ・ 約 300 頁 ・ 分 刑 阿 入 装置 ・ デ ィ ジ タル 回 路 の 数 学 【11 巻 〕 誘電 体 と 応用 ・ 電 子 計算 欄 ・ プ ョ セス 制御 革 
各巻 定価 480 円 a 【12 巻 ] 情報 の 検出 と アナ ョ グ 変 換 ・ 可 変 定数 回 路 論 ・ ト ランジ スタ の 回 

全巻 揃 6, 940 円 (分 売る も し ます ) ミリ 波 の 測定 ・ 電 子 管 式 交 流 計 算盤 【13 巻 〕 回 路 の 応答 ・ ビ デオ テー プレ コ 
ダー・ ミ リ 波 の 伝送 ・ 無 線 遠 隔 装置 ミ 


東京 都 神 田 局 駿河 台 3・ 電 話 東 京 291 局 ) 7121 代表 ・ 振 替 東 京 57035 番 共 vl 版 株 式 会 会 社 


i 


長 小 の 体 で 最大 の 力 を 出す 
性 SOS パコ ーー ン ハ テ デ 3 


営 電 . ン 
業 タン タル コ 
品 油 ン 
ョ M 2 


京 電器 株 式 会 社 


京 東宮 者 中 央 区 日 本 拉 町 4ー9 (東山 ゼル) TEL (201) 9494 (代表 ) 
阪 大 阪 市 北 区 衝 等 町 50( 堂 島 ビ ヶ ) TEL (3) 8720 
形 長井 党 15 6 0 TEL (長者 2131-4 


諸 


互 + 肖 


月 の 量 徐 を 衝 る 
タン ンタ ルコ ン 


} — 


ゴン 後 一 10 


a 


“ 


Pwrwil es 


150Kn |800KN | 1 MA 
25Kn |150KN |200 KN 


トー 斗 こ wx 


a カタ ログ 上 暗 量 
真 下 和束 』 作 所 渋谷 区 恵比寿 西 1 丁 目 18 電話 (461)0712・8037 


hssrits ct 


園 フ ルス ケー ル 0.35 秒 , 最高 の 
応 動 速度 を 持つ X 軸 脅 サ ー ボ 機 
構 一 時 間 送 り 相 互 の 瞬時 切替 自 
由 な Y 軸 画 長 時 間 の 記録 が 行 な 
える スト リッ プチ ャ ー ト 男 用 途 に 
応じ て 選択 で きる 4 種 の 増幅 器 


新興 通信 工業 株 式 会 社 
抵抗 線 在 計 く 応用 計器 ーー 8 生生 人 ー 


( 誌 名 記入 の 上 カタ ログ ご 請求 下さ い ) 営 業 所 東京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福岡 


TE CORTE CNS. ER EE 


後 一 11 


坪 測 回 ・ 

電話 機 “ 変換 ¥ 諸 部 分 上 品 
架線 用 ・ 諸 材 立 

ケー プル 電線 ・ 工事 用 諸 材 料 
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交 
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ワ ド ー の トラ ンジ スタ ー・ 電 子 管 金 属 材料 


MINIRON 52 


軟質 ガラ ス 封 入 用 


| Fe-Ni-Cr 合 金 
i 平均 膨 彩 係数 ~-8~10- が C - 
' cy 潤 (20°C~500°C) 0 

| 中 里 合 名 会 社 


東京 都 中 央 区 貞本 失 天 谷地 
A e ” 12 
電話 東京 (851) 局 5124 。5125 ・5126 


肖 造 株 式 会 社 林 和銅 を チ 村 笠 入部 


あちゃ 伝統 と 新 し u 枝 術 


| 
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シー リズ スモ ーー ター 
シン クロ ナス モー ター 
の モー ター 

は 特に 量産 し て お なり ます 。 
その 他 小 穫 モ ー タ ー と 発電 拓 に つい て は 
折 相 譜 下 さい 。 必 ず 御 期待 に そい ます 。 
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*、 

こ 選 きく 


誕 
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斗 潤 
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典 
皮 ー 
諾 m 


( 旧 社 名 花 . 電機 産 上 株 ミ 式 会 社 ) eR 
業 所 東京 ・ 


ココ ロブ プ ブ モー ラー 挫 式 全 寺 


東京 都 目黒 区 東町 52 番地 電話 目黒 (712) 代表 314 6 一 ⑤ 


味 諾 洲 
8 
8 
1 

8 

a 


40# x50 25% X40 


原 理 メー ター リレー は 可動 コイ ル 型 の 計器 軒 用 途 真空 箕 回 路 の 保護 , 電源 電圧 の 自動 調 
リレー で 直流 の 電圧 電流 で 動作 させ る 外 整 流 節 , 温度 。 回転 数 , 過 負 荷 , 周波 数 制御 の 外 
器 と 組合 せ 交 流 で 熟 電 対 と 組合 せ 高周波 で 光 火災 幕 報 。 機器 絶縁 異常 整 報 , その 他 広 く 使 
電池 と 組合 せ 光 で 動作 で きま す 。 用 で きま ます 。 


EW 渡辺 電 袖 工業 株 式 会 社 


東京 都 渋谷 区 神宮 通 二 ノ 三 六 番 地 
電 話 栗山 (401)2281・6141-ー4 


パラ ボラ 遠隔 制御 装置 
THE8> 本 型 沢 H 形 紹 
東京 タワ ー 鉄 塔 150 mE 
取付 けち と れ た 回 転 ペ パテ ボラ 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


用 達 
本 装置 は TV 放送 局 に お いて , TV 映像 の 移 


副 , 中 継 局 より の 受信 に 使用 する ペラ ボ ポラ 空中 
線 装 置 で ー 組 又は 四 組 の ラボ ポラ 装置 を 鉄塔 上 
に 設備 し 遠隔 制御 に より 任意 の 移動 中 継 局 よ り 
の 映 人 象 受 信 を 全 方 向 カ バー する こと かみ が で きる 。 
目 格 

) 使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 

(2) 利 笠 35db 

8) VSWR LE 

(4) 交 ロロ 径 a 
来る 


量 
バラ ボラ , 回転 装 置 を 含み 1 組 の 重量 は 約 450kg 
で ある 。 _ 


加藤 電気 工業 所 


索 都 " 北 「 区 東 洒 A 
話 王子 ⑲11) 3672・0093・ "DR 


id: 


ee 


Oo( 特 許 ) ア ルミ ニ 
白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , i 


| OO ァ ルミ ライ ト 法 に 依る 装飾 及び 防 伯 処理 一 式 ( その 他 各 種 色 彩 メ で 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 


ニウム 及び アル ミ 合金 に 各種 電気 メッ キ ) 


化 皮 膜 工業 


東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL (738) 0825 


OO 〇 鐘 金 処理 (アル ミ 


i 


FAINT I- 


STR-31 型 タ カラ サー ミス タ 温 度 調節 回 


タカ ラサ ー ミ スタ 精密 温度 調節 器 
STR-31 型 H.C.A 付 \70,500 


(比例 制御 機構 内 蔵 式 ) 


タカ ラサ ー ミ スタ 温度 調節 器 が 熱電 対 ま た は 抵抗 式 の 温度 調節 器 に 較べ 
て 遥か に 高 精 度 の 温度 調節 が で きる と と は , すでに 衆 知 の 事実 と な りつ 
ぁ り ます 。 

と これ は サー ミス タ 素 子 が 小型 で 熱容量 が 小さ いか ら 熱 変化 に 対す る 追従 
が 速やか で ある と と ゝ , さら に サー ミス タ の 温度 係数 が 非常 に 大 きい どき 
う 理 由 に よる も の で す 。 

従来 発売 し て 参り ま し た 当社 の 各種 温度 調節 器 は 温度 調節 の 精度 カ き 
0.1°C~+0.5°C の 温度 変化 に 対し て ON-OFF の 制御 を 行ない ます の "で; 
一 般 の プロ セス に お いて は , と の 程度 の 温度 調節 精度 で る 実用 上 充分 差 季 
えな く 多 数 ご 愛用 いた だ いて お り ま す 。 し か し 熱源 に 電気 ヒー ター を 使用 
する 場合 に は , ヒー ター の 余熱 の た め に サイ クリ ング を 生じ し 易く, この す サ 
ィ ク リン グ の 振幅 が いか に K 小 で あぁ る か さ ゞ 温度 調節 の 質 の 良 杏 を 決定 致し ま 
す 。 サ イク リン グ の 振幅 は 保護 管 を 含め た 感熱 部 の Time Lag ( 測 温 時 差 う 
と 最も 大 きく 左右 され ます が , 一 方 に は 電源 の 入力 を 適当 に 調節 する と と 


に よっ て サイ クリ ング の 振幅 を 減少 させ る と と が で きま す 。 
さら に 各 現 場 と し て は 作業 能率 向上 の 点 か ら 最 初 仕事 に か ゝ る 時 は 電気 ヒー ター の 入力 を 大 きく し て 早く 一 定 温度 ま 
で 此 昇 させ , その 後 は 質 の 良い 温度 調節 に よっ て , 仕事 を 進め た いと いう の は 当然 の 要求 で あり ます 。 こ の 両面 の 要求 
を と そ せ に 満足 する よう に 設計 し た も の が こと こと に 紹介 する STR-31 型 の 比例 制御 装置 付 温 度 調節 器 で あり ます 。 
すなわち 始め 電源 か ら の 入力 を 大 に し て 速やか に 一 定 温度 に 達し た な ら ば 直ちに 入力 を 減少 し て , サイ クリ ング の 振 
幅 を 小 に じす る 操作 を 自動 的 に 行なう 機構 内蔵 し て お り ま す 。 


今 概 略 の 説明 を 致し ます と , 


右 直 図 と お いて 曲線 エ は 入力 が 大 きい 時 の 温度 上 昇 曲線 で 短 時 間 で 設定 温度 A 点 に 達し ます が , その 後 の サ イク リン 
グ は 振幅 が 大 きく , 調節 の 質 が 良好 で あり ませ ん 。 一 方 曲線 工 は 入力 を 小 に し た 場合 の 温度 上 昇 曲線 で , 曲線 エ の 場合 
に 較べ 設定 温度 B 点 じ 達する 時 間 は 長く か ゝ り ま すか が , サイ クリ ング の 振幅 が 小さ く 調 節 の 質 は 良好 で あり ます 。 

右 下 で 最初 は 曲線 エエ に し た が 。 っ て 加熱 し , 設定 温度 A 点 に 達し た な らち ば 電源 入力 を 曲線 に 相当 し た 入力 に 切替 えて , 
サイ クリ ング の 振幅 を 減少 させ る と と が で きれ ば 理 根 的 


で あり ます 。 


の 目的 を 達する た め に STR-31 型 精密 温 調 器 に 比 座 定 温 度 
例 制 御 装置 (H.C.A 一 加熱 容量 調節 機構 ) を 付属 させ た 

大 の で , で の 切替 は 遅 動 式 リレー 回 路 を 用 いて 自動 的 に 

切替 電源 入力 の 加減 は 特殊 設計 機構 に より 入力 の 

ON-OFF を 時 間 的 に 変化 させ ます 。 
有 有 谷 は 調 人 部 の Index に より 0~100 の 間 任 意 に 調節 
すろ と か が で きる よう に な っ て お り ま すか らき きわめて 微 
妙 な 高 精 度 の 温度 調節 を 満足 させ る も の で あり ます 。 


その 入力 変化 の 割 


サ 47 リ ング 振幅 
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その ま > 発揮 する 


カラ コー テレ ビジ ョ ッ ツ 


= 


一 台 の 自動 車 に 納め られ た カラ ー テ 
レビ 放送 局 一 一 それ が 日 立 か ラー テレ 
ビジ ョ ン 中 継 車 で す 。 街 角 の どこ に で 
も 駐車 し て 、 各 種 商 品 の PR を 行え る 
と の 放送 局 は ぎ 台 の カラ ー カ メラ に は 
り 生 の スタ ジオ 番組 の 中 継 は も と より 
35% ス ライ ド や 、16 シ ネフ イル ム を 撮 
像 し 、 そ れ 等 の 組合 せ に よっ て 多彩 な 
プロ グラ ム 作 成 が で きま す 。 搬 送 波 付 
加 装 置か ら ケ ー ブ プル を 通し て 数 台 の カ 
ラー テレ ビ 受 像 機 に 鮮明 な 画像 を 送り 
まま 2 | 
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( 外 に 打 合 回 線 を 有する ) 商 方 求 este 波数 変 で " 


音声 有効 伝送 帯域 …… 300 —3400% < * 


慈 中 前 群 周波 数 帯域 …12 一 24Kc 送信 出力 wa 1M オ 
; : 突 調 周波 数 細 団 …0.3ー316 Ke 来 
烹 九 格 周波 数 帯域 A 60~108 Ke 則 波 数 偏 移 ……… +1.5Me 京 | 


受信 機 帯 域 幅 ……… 6 Me 
受信 機 雑 商 指数 12db 以 下 


。 令 送 周波 数 淀 域 ……… 60—316 Ke 
また は 8 -264Kc 


(2500Mc 用 SSB-FM ) 


多重 無 弧 通 信 半 
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